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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.10.11 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.0版 
     

1.0 

   -1 

新規作成  

 

- 

A H25.10.11 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.12.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.1版 
     

1.1 

-1 

１．国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（SGML）とは 

１．２ 本規準書の記載対象範囲 

 

・本規準書の記載対象範囲に関する説明を以下の通り変更。 

 

本規準書は、国際意匠登録出願の国際登録簿の写しデータや中間

手続書類等のデータエントリにおいて、日本国特許庁からデータ

エントリ機関への発注に関する事項、データエントリ機関から日

本国特許庁への納品に関する事項、及びデータエントリ機関にお

けるデータエントリ変換仕様を記載している。 

 

・国際意匠登録出願の中間書類のデータエントリ方法に関する記載

を削除。 

 

１．２－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-2 

１．国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（SGML）とは 

１．３ データエントリにおける前提条件 

 

・「１．３ データエントリにおける前提条件」の現行の記載を削

除し、５つの前提を追記。 

 

１．３－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

- 

２．納品 

２．１ 概要 

 

・「２．１ 概要」に以下の文言を追記。 

 

発注時の「国際登録番号＋意匠番号と出願番号」については一覧

表を作成することとするが、一覧表のフォーマットについては別

途検討する。 

 

図２．１－２に受付システムとのインタフェースの概略を、図２．

１－３にデータエントリの業務の流れを示す。 

 

２－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

- 

２．納品 

２．２ 申請書類の発注 

２．２．２ 発注に関する書類 

 

・「２．２．２ 発注に関する書類」を以下の通り修正。 

 

発注伝票は、「秘密の写し」「公表の写し」「申請書類」「更正

申請」「再エントリ」の５種類とする。又、発注伝票は発注元で

の保管用（原本）、発注先での控え（謄本）、発注先からの返却

用（控）の３部を作成する。 

 

・発注伝票フォーマットを追記。 

 

２－２ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

- 

２．納品 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

 

・「２．３ 申請書類の発注物及び確認事項」を追加。 

 

 

 

 

 

 

２－２０ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.12.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.1 

- 

３．発注 

３．１ 概要 

 

・以下の文言を追加。 

 

 管理情報早期ＤＥデータファイルは圧縮・暗号化を行わずにＴＣ

Ｐ／ＩＰ上でＦＴＰ機能により転送する。 

 

・「（２）管理情報早期ＤＥデータ」を追記。 

 

・「早期ＤＥ対象書類一覧」を追記。 

 

３－１～３－３ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

- 

３．発注 

３．２ 申請書類の納品 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

・納品明細書・納品内訳・受入れリスト及び電子化不能メモの伝票

フォーマットを追記。 

 

３－５～３－１１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

- 

３．発注 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

・「３．４ 納品物及び確認事項」を追記。 

 

３－１４ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-3 

４．３ 作成するデータ 

４．３．１ 作成するデータ全般に係る内容 

 

・「①作成するファイル構成」を追加 

 

・「②作成する SGMLデータの各タグの設定値の上限について」を

追加し、以下の文章を追加。 

 

SGMLに設定する各タグの設定値が 65,535Bを超える場合は、発注

元に問い合わせる。 

 

４．３．１－2 C H25.12.27 牛田 誤記修正 

1.1 

-4 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２－④書誌変換仕様（手続補正書） 

 

・「<補正の記事>配下の設定の仕方について」に記載されている「作

成するＳＧＭＬ例」の<AMENDMENT-GROUP>の属性”SERIAL-NUMBER”

を追記。 

 

・「<補正の記事>配下の設定の仕方について」項番 9「図面」にお

いて、補正対象項目が「図面」の際の SGMLデータにおける「手

続補正 N」配下には、<APPLICATION-A63-A>ではなく<DRAWING-AR

TICLE-A>と記載。 

 

・上記変更に伴い、「手続補正」「書類名（補正）」「対象項目」

「方法」に記載されている SGMLデータ例の<APPLICATION-A63-A>

を<DRAWING-ARTICLE-A>とするよう変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．４．２－６９

～７２ 

 

 

 

 

 

４．４．２－７５

～８０ 

 

C H25.12.27 牛田 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.12.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.1 

-5 

５．紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

・通常の国内出願と同様の電子化規準の内容についての参照先に関

する記載を以下の通り変更。 

 

「通常の国内出願と同様の電子化規準の内容については、「添付

１１．紙受領による電子化（通常の国内出願と同様の内容）」を

参照することとする。 

一方、通常の国内出願と異なる、国際意匠登録出願の中間書類

のデータエントリ方法固有の内容には以下のようなものがあ

る。」 

 

・以下の記載を削除。 

それ以外については上記にて記載している「データエントリ電子

化規準（ＳＧＭＬ）」の章番号を参照すること。 

 

５．１－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-6 

５．紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

（ハーグ固有の内容） 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化対象書類 

 

・本章に記載されている「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」

の参照箇所における説明を以下の通り変更。 

 

なお、「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」の参照箇所に

は、本章で規定している国際意匠登録出願の中間書類における電

子化対象書類以外の電子化規準も含まれるが、「添付１１．通常

の国内出願と同様の内容」を参照する際には、国際意匠登録出願

データエントリ電子化規準（SGML）で規定されている電子化対象

書類における電子化規準のみを参照すること。 

 

５．２．１－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-7 

５．紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準（ハーグ固有の

内容） 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

・通常の国内出願における管理情報の電子化方法と異なる箇所に関

する説明文を以下の通り修正 

 

国際意匠登録出願の中間書類（※）の電子化において、通常の国

内出願における管理情報の電子化方法と異なる箇所が存在する。

本章では、その相違点の詳細を記載する。なお、（）内には「添

付１１．通常の国内出願と同様の内容」において該当する章番号

を記載している。 

 

５．２．２－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-8 

６．更正申請の電子化 

６．１ 前提条件 

 

・国際意匠登録出願における中間書類の更正申請に関する記載を以

下の通り変更。 

 

国際意匠登録出願における中間書類の更正申請は、「添付１１．

通常の国内出願と同様の内容 第 7章 更正申請の電子化」に基

づいて行う。 

 

６．１－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.12.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.1 

-9 

添付８．ＤＴＤ 

 

特定手続のDTDファイルを追加。それに伴い、「添付８－１ DTD

公開識別子」に特定手続き DTDファイルを追加。 

 

添付８－１－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

  -10 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

添付１０－１．意匠登録願 SGMLデータ例 

添付１０－２．手続補正書 SGMLデータ例 

添付１０－３．管理文書（意匠登録願）SGMLデータ例 

添付１０－４．管理文書（手続補正書）SGMLデータ例 

 

実際の施工日を意識した日付となるようSGMLの各タグの値を修正。 

 

添付１０－１－１ 

添付１０－２－１ 

添付１０－３－１ 

添付１０－４－１ 

C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-11 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

添付１０－２．手続補正書 SGMLデータ例 

 

・【手続補正Ｎ】の「Ｎ」に対応する属性(SERIAL-NUMBER)がきさ

いされていなかったため、属性を記載。 

 

添付１０－２－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-12 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

添付１０－２．手続補正書 SGMLデータ例 

 

・補正対象項目（<ITEM-OF-AMENDMENT>）配下に<NATIONALITY>タグ

を追記。 

 

添付１０－２－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-13 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

添付１０－２．手続補正書 SGMLデータ例 

 

・補正対象項目（<ITEM-OF-AMENDMENT>）が「意匠登録出願人」で

ある手続補正について、<APPLICATION-A63-A>配下の<CREATOR-AR

TICLE>を<REQUETOR-ARCITLE>に、<CREATOR-GROUP>を<REQUESTOR-

GROUP>にそれぞれ修正。 

 

添付１０－２－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-14 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

添付１０－４．管理文書（手続補正書）SGMLデータ例 

 

・国際公表日（<INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>）を追加。 

 

添付１０－４－１ C H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.1 

-15 

「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」 

 

・「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」を新規追加。それに

伴い、目次に「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」を追加。 

 

- A H25.12.27 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.2版 
     

1.2 

-X 

目次 

 

目次に「添付１２：発注・納品業務」を追加 

 

- C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2 

-X 

２．発注業務 

２．１概要 

 

・本文中の文言を以下の通り変更。 

 

変更前） 

“発注時の「国際登録番号＋意匠番号と出願番号」については一

覧表を作成することとするが、一覧表のフォーマットについて

は別途検討する。” 

 

変更後） 

“一覧表のフォーマットは、「添付１２－３ 出願番号一覧フォ

ーマット」を参照のこと。” 

 

２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

C H26.03.28 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.2 

- 

２．発注業務 

２．１ 概要 

 

記載を以下の通り変更。 

 

変更前） 

図２．１－１にデータエントリと係わるシステムとの関係さらにデ

ータエントリ機関に発注される書類等の流れ図を、図２．１－２に

受付システムとのインタフェースの概略を、図２．１－３にデータ

エントリの業務の流れを示す。 

 

変更後） 

図２．１－１にデータエントリと係わるシステムとの関係さらにデ

ータエントリ機関に発注される書類等の流れ図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ C H26.03.28 牛田 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

       

1.2 

-X 

２．発注業務 

２．２申請書類の発注 

２．２．２発注に関する書類 

 

以下の伝票フォーマット内の「4. 受付番号付与範囲」に記載され

ていた”～（至）”を削除。 

 

・（２） 発注伝票（秘密の写し） ①-1伝票フォーマット（発注

元保管用） 

・（２） 発注伝票（秘密の写し） ①-2 伝票フォーマット（発

注先保管用） 

・（２） 発注伝票（秘密の写し） ①-3 伝票フォーマット（発

注先返却用） 

・（３） 発注伝票（公表の写し） ①伝票フォーマット（注） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－５ 

 

２－６ 

 

２－７ 

 

２－１０ 

C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2 

-X 

２．発注業務 

２．２申請書類の発注 

２．２．２発注に関する書類 

 

以下を対象に、下記の通り文言を変更 

 

対象： 

・（２） 発注伝票（秘密の写し） ②伝票記載内容 （注１） 

・（３） 発注伝票（公表の写し） ②伝票記載内容 （注１） 

・（４） 発注伝票（書面）    ②伝票記載内容 （注１） 

・（５） 発注伝票（更正申請）  ②伝票記載内容 （注１） 

・（６） 発注伝票（再エントリ） ②伝票記載内容 （注３） 

・（７） 発注伝票（再エントリ） ②伝票記載内容 （注３） 

 

変更前） 

発注番号の構成は、別紙の「発注番号構成表」を参照して下さい。 

 

変更後） 

発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－８ 

２－１１ 

２－１３ 

２－１５ 

２－１７ 

２－１９ 

 

C H26.03.28 牛田 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

       

1.2 

-X 

２．発注業務 

２．２申請書類の発注 

２．２．２発注に関する書類 

 

以下を対象に、下記の通り文言を変更 

 

対象： 

・（２） 発注伝票（秘密の写し） ②伝票記載内容 （注２） 

・（３） 発注伝票（公表の写し） ②伝票記載内容 （注２） 

・（４） 発注伝票（書面）    ②伝票記載内容 （注２） 

・（５） 発注伝票（更正申請）  ②伝票記載内容 （注２） 

 

変更前） 

受付番号の付与規準は、別紙共通コード表参照 

 

変更後） 

受付番号の付与規準は、「添付１２－１ 受付番号形態」を参照し

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－８ 

２－１１ 

２－１３ 

２－１５ 

C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2- 

X 

 

２．発注業務 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

 

以下の（１）～（４）の詳細を追記。 

 

（１）秘密の写し・公表の写しの発注物及び確認事項 

（２）紙による申請の発注物及び確認事項 

（３）更正申請の発注物及び確認事項 

（４） 再エントリの発注物及び確認事項 

 

 

 

 

 

２－２０ 

２－２１ 

２－２２ 

２－２２ 

C H26.03.28 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.2- 

X 

 

３．納品業務 

３．１ 概要 

 

本文中に以下の記載を追記 

 

“②公表の写しから作成される手続補正書は対象外とする。” 

 

３－１ C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2- 

X 

 

３．納品業務 

３．２ 申請書類の納品 

３．２．１ バッチ申請データ 

（１） 納品明細書 ③伝票記載内容 

 

項番２の「備考欄」の記載を以下の通り変更。 

 

変更前） 

発注番号の構成は、別紙の「発注番号構成表」を参照して下さい。 

 

変更後） 

発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

３－７ C H26.03.28 牛田 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

       

1.2- 

X 

 

３．納品業務 

３．２ 申請書類の納品 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

「（４） 国際意匠分類一覧 ①伝票フォーマット」を追記。 

 

３－１２～３－１

３ 

C H26.03.28 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.2- 

X 

 

３．納品業務 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

以下の（１）～（４）の詳細を追記。 

 

（１）ＷＩＰＯ受入データの納品物及び確認事項 

（２）紙による申請の納品物及び確認事項 

（３）更正申請の納品物及び確認事項 

（４）再エントリの納品物及び確認事項 

 

 

 

 

 

 

 
３－１６～３－１７ 

３－１８～３－１９ 

３－１９ 

３－２０ 

C H26.03.28 牛田 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.2-X 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５－③管理情報変換仕様（意匠登録願） 

 

「受付日」タグの変換仕様に以下の通り変更。 

 

（２）当該タグの内容の設定 

・項番 1 「条件」 

“（１）発注伝票に記載されている「受付日」に日付が記載さ

れている場合” 

 

・項番 1 「対処方法」 

“発注伝票に記載されている「受付日」を半角の西暦表記（YYY

YMMDD形式）で設定する。” 

 

４．４．５－１０ C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2-X 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５－③管理情報変換仕様（意匠登録願） 

 

「再方式審査の要否」タグの変換仕様に以下の通り追記。 

 

（※１）秘密の写しから作成された意匠登録願の管理情報におい

て、当該タグが設定されることはない。 

 

４．４．５－３０ C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2-X 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５－③管理情報変換仕様（意匠登録願） 

 

「国際意匠分類グループ」タグの変換仕様の「（※２）」中に以下

の記載を追記。 

 

“納品明細書への記載は、「３．納品 （４）国際意匠分類一覧」

を参考にすること。” 

 

 

 

 

 

 

４．４．５－３７ C H26.03.28 牛田 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

       

1.2-X 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５－④管理情報変換仕様（手続補正書） 

 

「受付日」タグの変換仕様に以下の通り変更。 

 

（２）当該タグの内容の設定 

・項番 1 「条件」 

“（１）発注伝票に記載されている「受付日」に日付が記載さ

れている場合” 

 

・項番 1 「対処方法」 

“発注伝票に記載されている「受付日」を半角の西暦表記（YYY

YMMDD形式）で設定する。” 

 

４．４．５－４８ C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2-X 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５－④管理情報変換仕様（手続補正書） 

 

「再方式審査の要否」タグの変換仕様に以下の通り追記。 

 

（※１）秘密の写しから作成された意匠登録願の管理情報におい

て、当該タグが設定されることはない。 

 

４．４．５－６４ C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2-X 

 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５－④管理情報変換仕様（手続補正書） 

 

「国際意匠分類グループ」タグの変換仕様の「（※２）」中に以下

の記載を追記。 

 

“納品明細書への記載は、「３．納品 （４）国際意匠分類一覧」

を参考にすること。” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．４．５－７１ C H26.03.28 牛田 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

       

1.2 

- 

添付８．ＤＴＤ 

添付８－１．ＤＴＤ公開識別子 

 

・項番 9 の以下の情報を削除。 

  DTD名：DES-RFI 

  公開文種別：DTD 

  公開識別子名：JPO Design Request For Inspection 

  説明：特定手続（意匠出願系 その他共通）      

  備考：オンライン閲覧請求で使用 

 

・項番 17に以下の情報を追加 

  DTD名：DMND-TRIAL 

  公開文種別：DTD 

  公開識別子名：JPO Demand For A Trial 

  説明：特定手続（審判系 請求書）        

  備考：オンライン出願で使用 

 

・項番 35を以下の情報に変更 

  DTD名：CONT-TM-RFI 

  公開文種別：DTD 

  公開識別子名：JPO Contents Of Trademark Request For Insp

ection 

説明：特定手続（商標出願系 その他共通）の内容 

  備考：オンライン出願で使用 

 

・上記に伴い、項番を修正。 

 

添付８－１－１ C H26.03.28 牛田 誤記修正 

1.2 

- 

添付１２．発注・納品業務 

 

以下の３項目を追加。 

添付１２－１ 受付番号形態 

添付１２－２ 発注番号構成表 

添付１２－３ 出願番号一覧フォーマット 

 

以下の３項目を削除。 

２．発注業務 受付番号形態（ハーグ対応） 

２．発注業務 発注番号構成表（ハーグ対応） 

 

 

 

 

添付１２－１－１ 

添付１２－２－１ 

添付１２－３－１ 

C H26.03.28 牛田 誤記修正 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.06.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.3版 
     

1.3 

-1 

 

０．目次 

 「添付１３：ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様」を追加。 

 

- C H26.06.27 吉川 記載の明確化 

1.3 

-2 

３．納品業務 

３．２ 申請書類の納品 

３．２．１ バッチ申請データ 

（４） 国際意匠分類一覧 

①伝票フォーマット 

②伝票記載内容 

 

 国際意匠分類は納品明細書に記載しない運用となったため、 

当該ページを削除 

 

 

 

 

 

3-12、 

3-13 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 
 

 

 

 

 

 

吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-3 

３．納品業務 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

（１） ＷＩＰＯ受入データの納品物及び確認事項 

 

 国際意匠分類は納品明細書に記載しない運用となったため、 

項番 4「国際意匠分類一覧」を削除 

 

 

 

 

3-16 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-4 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

①XMLデータに含まれる情報について 

 

 以下を追記 

 

  「XMLデータのうち、データエントリの対象となるのは指定国

が日本のものに限る。」 

 

 図の吹き出しとして以下を追記 

 

「指定国が「JP」のデータのみデータエントリする」 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-1 

 

 

 

 

4.2.3-1 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-5 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

 

項番 1.3-4の追記に伴い、記載内容を次ページに移動 

 

 

 

4.2.3-2 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-6 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

③XMLデータに設定される文字について 

3)ラテン文字について 

 

「添付１ ラテン文字対応表」から 

「添付１ ラテン文字の実体参照対応表」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-2 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.06.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-7 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

 

 以下を追記 

 

「① データエントリの対象となるXMLデータについて 

   日本国特許庁からデータエントリ機関に発注されるXMLデータ

の中には、<NEN>タグという１つの出願に関する情報が存在す

る。<NEN>タグ配下の<H0811>タグには、指定国の情報が設定さ

れ、その設定値が「JP」である出願のみデータエントリの対象

とする。」 

 

上記に伴い、項番を修正 

 

 

 

②複数意匠の意匠毎への分割ルールについて 

 

  「分割後の意匠数は<H0280>タグの設定値と一致する。一致し

ない場合は発注元に問い合わせる。」を追記 

 

  「および分割後の意匠数と<H0280>タグの設定値との突き合わ

せ方法は」を追記 

 

 ④変換仕様を規定するにあたっての補足 

 

  「「①データエントリの対象となる XMLデータについて」、」

を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1、 

4.4.1-2、 

4.4.1-4 

 

4.4.1-1 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-4 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-8 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

③ 発注される XMLデータ及び作成する SGMLデータに設定する文

字について 

 

 表を以下のとおり修正 

 

  「文字セット」の行「作成する SGMLデータ」欄の記載を 

「半角文字」から「全角文字」に、 

「全角文字」から「半角文字」に修正 

 

  「観点」欄「外部実体について」を「実体参照について※4」

に修正し、「WIPOから送付される XMLデータ」欄に 

実体参照に対応する文字参照を追記 

 

  「観点」欄の記載を「ラテン文字（実体参照）」から 

「ラテン文字※4」に修正。 

「WIPOから送付される XMLデータ」欄の記載を 

「文字参照として表される。」から 

「実体参照として表される。またはラテン文字が直接記載され

る。」に修正 

「備考」欄の記載を 

「添付１ WIPOから送付される XMLデータの参照文字対応表」

から 

「添付１ ラテン文字の実体参照対応表」に修正 

 

「実体参照について※4」における「作成する SGMLデータ」欄

に以下を追記 

「全角文字：＜ 

半角文字：」 

  「全角文字：＞ 

半角文字：」 

  「全角文字：＆ 

半角文字：」 

  「全角文字：‘、’ 

半角文字：」 

  「全角文字：“、” 

半角文字：」 

 

  「実体参照について※4」における「備考」欄に 

  以下を追記 

「全角か半角のどちらを設定するかは、変換するタグによって

異なる。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26.06.27 吉川 誤記修正 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 ４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

③ 発注される XMLデータ及び作成する SGMLデータに設定する文

字について 

 

 

表外を以下のとおり修正 

 

 ［例１］の説明を追記 

「XMLデータに存在する文字が SGMLデータに文字が設定

できない場合」 

 

 ［例２］の説明を追記 

「XMLデータに存在する文字を類似するアルファベットに

置き換える場合」 

 

 「※3 以下に設定例を記す。」を 

「［例３］XMLデータに存在する文字参照を類似するアルファ

ベットに置き換える場合」に修正 

 

 「※4 上記表に記載されていない実体参照がXMLデータに存在

する場合は、発注元へ問い合わせる。」を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

H26.06.27 吉川 誤記修正 

1.3 

-9 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

 

 ④変換仕様を規定するにあたっての補足 

 

  「仮想XML」から「一時 XML」に修正 

 

 

 

 

 

4.4.1-4 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 誤記修正 

1.3 

-10 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

④ 変換仕様を規定するにあたっての補足 

 

「受領するXML」の図に<H0811>タグの設定例を追記し、 

吹き出しとして以下を追記 

 

  「①<H0811>タグの設定値が「JP」のデータのみ一時XMLに分

割する。」 

 

 上記に伴い、吹き出しの番号を修正 

 

 「受領する XML」の図に<H0280>タグの設定例を追記し、 

②の吹き出しに以下を追記 

  「一時XMLの数は<H0280>タグの設定値と一致する。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-4 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.06.27 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-11 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

表４．４－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール 

 

 項番 1 

 項目名 意匠に係る物品 

 

 上記の「備考」欄に以下を追記 

 

「<H0280>タグの設定値と当該タグ内の番数値"1.""2.""3."の最

大数値とが一致しない場合は、発注元へ問い合わせる。」 

 

 項番 7 

 項目名 図面 

 

 上記の「備考」欄に以下を追記 

 

 「<H0280>タグの値が、<GRAPHIC>タグの"FILEREF"属性に設定さ

れる形式である"001_001""002_001""003_001"等のアンダーバ

ー左側の数値の最大値と一致しない場合で、"FILEREF属性の値

の方が小さい場合は、見本があれば見本のデータ、見本がなけ

れば見本のダミーデータを作成する。"FILEREF"属性の値の方

が大きい場合は、発注元に問い合わせる。」 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-6 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-12 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

表４．４－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール 

 

 意匠の説明(<H057E>タグ)は分割しない仕様となったため、 

項番 2「意匠の説明」 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-5 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-13 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

 

 以下の記載を削除 

 

「なお、複数意匠を意匠毎に分割する必要のあるタグ」 

 

 

 

4.4.2-1 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 誤記修正 

1.3 

-14 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

 参照箇所 10 

 日本語標準名 部分意匠 

 タグ名 PARTICAL-DESIGN 

  

設定例に記載されている SGMLデータを以下の通り修正。 

 

<PARTICAL-DESIGN> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-18 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 誤記修正 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-15 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

（１）当該タグの設定条件 

 

以下のタグを条件なしで設定する旨追記 

 

 参照箇所 12 

 日本語標準名 創作者の記事 

 タグ名 CREATOR-ARTICLE 

  

 参照箇所 13 

 日本語標準名 創作者 

 タグ名 CREATOR-GROUP 

 

  参照箇所 14 

  日本語標準名 住所又は居所情報 

  タグ名 ADDRESS-GROUP 

 

  参照箇所 15 

  日本語標準名 住所又は居所 

  タグ名 ADDRESS 

 

  参照箇所 16 

  日本語標準名 氏名又は名称情報 

  タグ名 NAME-GROUP 

 

  参照箇所 17 

  日本語標準名 氏名又は名称 

  タグ名 NAME 

 

（２）当該タグの内容の設定 

<H0720>タグが存在しない場合の対処方法を追記 

 

  参照箇所 15 

  日本語標準名 住所又は居所 

  タグ名 ADDRESS 

 

  参照箇所 17 

  日本語標準名 氏名又は名称 

  タグ名 NAME    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-20 

 

 

 

4.4.2-21 

 

 

 

4.4.2-22 

 

 

 

4.4.2-23 

 

 

 

4.4.2-24 

 

 

 

4.4.2-25 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-23 

 

 

 

4.4.2-25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-16 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

 参照箇所 35 

 日本語標準名 意匠の説明 

 タグ名 EXPLANATION-OF-THE-DESIGN 

  

  （１）当該タグの設定条件、「条件」欄の記載を 

「XMLデータに<H057E>タグが存在する場合」から 

「XMLデータに<H057E>または<H055E>タグが存在する場合」 

に修正 

 

  （２）当該タグの内容の設定 

項番 1、3および設定例を追記 

項番 2を項番 4に修正し、 

「条件」欄の記載を「<H057E>タグが存在し、タグの内容が存

在しない場合」から 

「<H057E>または<H055E>タグが存在し、かつどちらかのタグの

内容が存在しない場合」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-43 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-17 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 項番 5を項番 5-1に変更 

 

 項番 5-1 

 補正の対象「意匠の創作をした者」 

 

 「願書の記載イメージ」欄の記載に「（※）<H0720>タグの設定

値が設定される。」 

 

 項番 5-2 

 補正の対象「意匠の創作をした者」を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-70 

 

 

4.4.2-70 

 

 

 

 

 

4.4.2-70 

C H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-18 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 項番 3 

 補正の対象 「「部分意匠」」 

 

  「作成する SGML例：欄の記載を以下の通り修正。 

 

  （変更前） 

    <PARTICAL-DESIGN/> 

  （変更後） 

    <PARTICAL-DESIGN> 

 

 項番 6 

 補正の対象 「「意匠登録出願人」」 

  

  「願書の記載イメージ」欄および「作成する SGML例」欄の 

記載を「アメリカ」から「アメリカ合衆国」に修正 

 

 項番  7 

 補正の対象 「「パリ条約による優先権等の主張」」 

 

  「願書の記載イメージ」欄および「作成する SGML例」欄の 

記載を「アメリカ」から「アメリカ合衆国」に修正 

 

 項番 8 

  補正の対象 「「意匠の説明」」 

 

  「願書の記載イメージ」欄の記載を「意匠に係る物品」から「意

匠の説明」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-71 

 

 

 

 

 

4.4.2-71 

 

 

 

 

 

4.4.2-71 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 誤記修正 

1.3 

-19 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 項番 8 

 補正の対象 「意匠の説明」 

  

  「補正する条件」欄の記載を 

「XMLデータに<H057E>タグ（意匠の説明）が存在する場合」 

から 

「XMLデータに<H057E>または<H055E>タグ（意匠の説明）が存

在する場合」に修正 

 

「願書の記載イメージ」欄および「作成する SGML例」欄に 

<H055E>タグの設定例を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-71 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-20 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

参照箇所 16 

日本語標準名 手続補正 

タグ名 AMENDMENT-GROUP 

 

  注に「<H055E>タグ(意匠の説明)」を追記し、<H0720>タグ(意

匠の創作者)を削除 

 

  以下の説明を追記 

「また、<H057E>タグと<H055E>タグが両方含まれた場合、タグ

の数を 1増やす。（意匠の説明を設定し、<H057E>タグの内容

に続けて<H055E>タグの内容を設定する。）<H0720>タグ分につ

いては、タグの有無にかかわらず、カウント数を 1増やす。」 

 

例に「<H055E>タグ」を追記 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26.06.27 
 

 

吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-21 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

参照箇所 16 

日本語標準名 手続補正 

タグ名 AMENDMENT-GROUP 

 

 （３）当該タグに設定する属性の設定 

 「対処方法」欄の記載を「1からの連番を設定する。」から 

「「SERIAL-NUMBER」属性に 1からの連番を設定する。」 

に修正 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 
 

吉川 誤記修正 

1.3 

-22 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

 以下のタグの（２）当該タグの内容の設定、 

項番 8の「条件」欄の記載を 

「<H057E>タグ(意匠の説明) が存在する場合」から 

「<H057E>または<H055E>タグ(意匠の説明) が存在する場合」 

に修正 

 

 参照箇所 17 

 日本語標準名 書類名 

 タグ名 DOCUMENT-NAME 

  

 参照箇所 18 

 日本語標準名 対象項目 

 タグ名 ITEM-OF-AMENDMENT 

 

  参照箇所 20 

  日本語標準名 補正の内容 

  タグ名 CONTENTS-OF-AMENDMENT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-74 

 

 

 

4.4.2-76 

 

 

 

4.4.2-80 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-23 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

  以下のタグの（２）当該タグの内容の設定、項番 5を項番 5-1

に変更、項番 5-2を追加。 

 

 参照箇所 17 

 日本語標準名 書類名 

 タグ名 DOCUMENT-NAME 

  

 参照箇所 18 

 日本語標準名 対象項目 

 タグ名 ITEM-OF-AMENDMENT 

 

  参照箇所 20 

  日本語標準名 補正の内容 

  タグ名 CONTENTS-OF-AMENDMENT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-74 

 

 

 

4.4.2-76 

 

 

 

4.4.2-79 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-24 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５ 管理情報変換仕様 

③管理情報変換仕様（意匠登録願） 

 

 参照箇所 32 

 日本語標準名 国際意匠分類グループ 

 タグ名 LOCARNO-GROUP 

 

 国際意匠分類を納品明細書へ記載する記述を削除 

 

 

 

 

 

 

4.4.5-37 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-25 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．５ 管理情報変換仕様 

④管理情報変換仕様（手続補正書） 

 

 参照箇所 29 

 日本語標準名 国際意匠分類グループ 

 タグ名 LOCARNO-GROUP 

 

 国際意匠分類を納品明細書へ記載する記述を削除 

 

 

 

 

 

 

4.4.5-71 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-26 

５．紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

 以下の文言を追加。 

 「国際意匠登録出願の中間書類（※）において、電子化手数料（Ｄ

Ｅ料）は徴収しない。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1-1 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 牛田 記載の明確化 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-27 

５．紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準（ハーグ固有の

内容） 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

 以下を追記。 

 

「5) ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 ＤＥ料徴フラグ（<DE-CHARGE-FLAG 

>）タグ」  P5.2-64に対応） 

→本規準書「添付１３．ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様」を

参照のこと。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 牛田 記載の明確化 

1.3 

-28 

添付１ ラテン文字の実体参照対応表 

 

 見出しを「WIPOから送付される XMLデータの参照文字対応表」 

から「ラテン文字の実体参照対応表」に修正 

以下の説明を追記 

 

「以下はWIPOから送付される XMLデータに記載される実体参照

の対応表である。」 

 

「文字の説明」欄、「コード」欄を削除 

 

項目名を「参照文字」から「実体参照」に修正。 

 

 

「実体参照」欄の項目内容末尾に「;」を追記 

 

 

 

 

添付 1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付 1-1～ 

添付 1-4 

 

添付 1-1～ 

添付 1-2 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

C 

 

H26.06.27 吉川 誤記修正 

1.3 

-29 

添付１ ラテン文字の実体参照対応表 

 

 項番 94から281を追記 

 

 

 上記の追記に伴い、ページを追加 

 

 

 

 

添付 1-2～ 

添付 1-4 

 

添付 1-3～ 

添付 1-4 

 

 

C 

 

 

A 

 

H26.06.27 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.3 

-30 

添付１０ ＳＧＭＬデータ例 

④管理文書（手続補正書） 

 

 タグ「RECEIPT-NUMBER」の記載を 

 「61480000001」から「61490000001」に修正 

 

 

 

 

添付 10-4-1 

 

 

 

 

C 

H26.06.27 吉川 誤記修正 

1.3 

-31 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

 「２．４ 電子化（ＤＥ）手数料」を追加。 

 「3章」を追加 

 

 

- 

- 

 

 

A 

A 

H26.06.27 牛田 記載の明確化 

1.3 

-32 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

 「4章」「5章」「6章」「7章」「10章」を最新化。 

 

 

 

- 

 

 

C 

H26.06.27 牛田 その他 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.3 

-33 

添付１３．ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様 

 

 「添付１３．ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様」を追加。 

 

 

添付 13-1 

 

 

A 

H26.06.27 牛田 記載の明確化 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.31版 
     

1.31 

-1 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML

データのタグ一覧 

 

 ・注を 

「※データエントリ機関にて意匠登録願、手続補正書の SGML

データに変換するタグについては、灰がけにしています。」 

から 

「※データエントリ機関にて意匠登録願、手続補正書のSGML

データを作成する際に使用するタグについては、灰がけにし

ています。」 

に修正。 

 

 ・上記を修正したことに伴い、 

No.7「NEN」、No.79「H0280」、No.130「H0811」を 

灰がけに変更。 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

H26.08.29 吉川 記載の明確化 

1.31 

-2 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML

データのタグ一覧 

 

 WIPOから送付されるXMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

 No.162から 199を追加し、以降の No.を変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-6～ 

4.2.3-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-3 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．３ 作成するデータ 

４．３．１ 作成するデータ全般に係る内容 

 

「③作成する SGMLデータの制限値について」を追記。 

 

 

 

 

 

4.3.1-2 

 

 

 

 

A 

 

H26.08.29 吉川 記載の明確化 

1.31 

-4 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

② 複数意匠の意匠毎への分割ルールについて 

 

 複数意匠の情報が設定されるタグを 

  「<H***>本意匠番号」から 

「<RELDESIGGR>関連意匠情報」に修正。 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-5 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

② 複数意匠の意匠毎への分割ルールについて 

 

 「表４．４ 複数意匠の意匠毎への分割ルール」から 

「表４．４．１－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール」に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 誤記修正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-6 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

④ 変換仕様を規定するにあたっての補足 

 

 図および吹き出しの「XML」を「XMLデータ」に、 

 「SGML」を「SGMLデータ」に修正。 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-4 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 誤記修正 

1.31 

-7 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

表４．４．１－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール 

 

 ・タイトルを 

「表４．４－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール」から 

「表４．４．１－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール」 

に修正 

 

・上記の修正に合わせてページを変更 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1-1 

 

 

 

 

4.4.1-1-1、 

4.4.1-1-2 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-8 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

表４．４．１－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール 

 

 WIPOのHPから取得可能な XMLデータを基に、以下の分割ルール

を変更。 

 

 項番 3 

 項目名 創作者 

 

 項番 6 

 項目名 図面 

 

項番を 7から 6に変更。 

 

  項番 7 

  項目名 部分意匠 

 

  上記を追加し、あわせてページを追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1-2 

 

 

4.4.1-1-4 

 

 

 

 

4.4.1-1-4 

 

 

4.4.1-1-3、 

4.4.1-1-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

C 

 

 

 

 

C 

 

 

A 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-9 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

表４．４．１－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を追加。 

 

 項番 5 

 項目名 本意匠番号 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1-1-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-10 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

変換仕様の対象となる XMLデータが 

一時 XMLデータであることを明記。 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-8～ 

4.4.2-52 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 記載の明確化 

1.31 

-11 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

  参照箇所 6 

  日本語標準名 本意匠の表示 

  タグ名 PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE 

  

・（１）当該タグの設定条件、項番 1の「条件」欄を 

   「XMLデータに<H++++>タグが存在する場合」 

から 

「一時 XMLデータに<RELDESIGGR>タグが存在し、かつ配

下の<RELDESCP>タグに"JP"が設定されている場合

（※）」 

    に修正し、 

「備考」欄に 

「左記条件を満たすタグが一時XMLデータ上複数存在す

る場合は、電子化不能として発注元へ問い合わせる。」 

を追記。 

 

・設定例を追記。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-12 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

  参照箇所 7 

  日本語標準名 出願番号 

  タグ名 APPLICATION-NUMBER 

  

・（１）当該タグの設定条件、項番 1の「条件」欄を 

   「XMLデータに<H****>タグが存在する場合でかつ、タグ

の内容が"DYYYY-NNNNNN"の場合(Dは半角英字、Nは半

角数値）」 

から 

「一時XMLデータの<RELDESCP>タグに"JP"が設定されて

いる<RELDESIGGR>タグ配下の<REFNO>タグの内容が、

「<APPLICATION-NUMBER>タグの変換テーブル」（※２）

に含まれる場合」 

     に修正。 

 

   ・（２）当該タグの内容の設定、項番 1の「対処方法」欄を 

     「<H****>タグに設定されている"DYYYY-NNNNNN"のうち、

"D"を"意願"に、"YYYY-NNNNNN"を全角文字("ＹＹＹＹ

－ＮＮＮＮＮＮ")に設定する。（※）」 

から 

「<RELDESCP>タグに"JP"が設定されている<RELDESIGGR

>タグ配下の<REFNO>タグの設定値を、「<APPLICATION

-NUMBER>タグの変換テーブル」（※２）の「<APPLICA

TION-NUMBER>タグへの設定形式」に基づき設定する。

（※１）」 

     に修正。 

 

・設定例を<REFNO>タグの設定値に"D"を含む場合と 

<REFNO>タグの設定値に"D"を含まない場合に修正。 

 

・<APPLICATION-NUMBER>タグの変換テーブルを追加。 

 

   ・上記の追加に伴い、以降のページを変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-15 

 

4.4.2-16～ 

4.4.2-44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

C 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-13 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

  参照箇所 8 

  日本語標準名 出願日 

  タグ名 FILING-DATE 

  

・（１）当該タグの設定条件、項番 1の「条件」欄を 

   「XMLデータに<H****>タグが存在する場合でかつ、タグ

の内容が"DYYYY-NNNNNN"の場合(Dは半角英字、Nは半

角数値）」 

から 

「一時XMLデータの<RELDESCP>タグに"JP"が設定されて

いる<RELDESIGGR>タグ配下の<REFNO>タグの内容が

「出願番号」(<APPLICATION-NUMBER>タグ）の変換仕

様に記載される「<APPLICATION-NUMBER>タグの変換テ

ーブル」に記載がない場合」 

    に修正。 

 

・設定例の「一時XMLデータ」欄の記載内容を修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-14 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

  参照箇所 9 

  日本語標準名 整理番号 

  タグ名 ARRANGEMENT-NUMBER 

  

・（１）当該タグの設定条件、項番 1の「条件」欄を 

   「XMLデータに<H****>タグが存在する場合でかつ、タグ

の内容が"DYYYY-NNNNNN"の場合(Dは半角英字、Nは半

角数値）」 

から 

「一時XMLデータの<RELDESCP>タグに"JP"が設定されて

いる<RELDESIGGR>タグ配下の<REFNO>タグの内容が

「出願番号」(<APPLICATION-NUMBER>タグ）の変換仕

様に記載される「<APPLICATION-NUMBER>タグの変換テ

ーブル」に記載がない場合」 

   に修正。 

 

・（２）当該タグの内容の設定、項番 1の「条件」欄を 

「タグの内容が"DXXXXXX,XXX"の場合(Dは半角英字、Xは

半角数値）」 

から 

「<RELDESCP>タグに"JP"が設定されている<RELDESIGGR

>タグ配下の<REFNO>タグの内容が、「<ARRANGEMENT-N

UMBER>タグの変換テーブル」(※1)の「<REFNO>タグの

設定形式」に含まれており、同一タグ配下の<PRINCDE

SNO>タグの内容がXXX（Xは半角数値)である場合」 

に修正。 

 

・「対処方法」欄を 

「<H****>タグに設定されている"DXXXXXX,XXX"の"D"を取

り除き、","を"-"に変換したものを、全角で設定する。

（※1）」 

から 

「<RELDESCP>タグに"JP"が設定されている<RELDESIGGR>

タグ配下の<REFNO>タグの内容を、「<ARRANGEMENT-NUM

BER>タグの変換テーブル」(※1)の「<ARRANGEMENT-NUM

BER>タグへの設定形式」に基づいて設定する。」 

に修正。 

 

項番 2を削除し、項番 3を項番2に修正。 

 

   ・設定例の（※1）、（※2）、（※4）、（※5）を修正し、 

   （※6）、（※7）を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-17～ 

4.4.2-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-15 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

 WIPOのHPから取得可能な XMLデータを基に、以下の分割ルール

を変更。 

 

 参照箇所 10 

 日本語標準名 部分意匠 

 タグ名 PARTICAL-DESIGN 

  

（１）当該タグの設定条件、項番 1の「条件」欄を 

「XMLデータに<H057E>が存在し、かつそのタグの内容に"

disclaimer"（大文字、小文字を区別しない、改行コー

ドを除く)という文字列を含む場合（※）」 

から 

「一時 XMLデータに<H057E>が存在し、かつそのタグの内

容に"disclaimer"、"disclaimed"、"claimed"、"parti

al design"（大文字、小文字を区別しない、改行コード

を除く)という文字列を含む場合（※）」 

 に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-16 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

参照箇所 34 

  日本語標準名 意匠の説明 

  タグ名 EXPLANATION-OF-THE-DESIGN 

 

・（１）当該タグの設定条件、項番 1の「条件」欄を 

     「XMLデータに<H057E>または<H055E>タグが存在する場

合」 

    から 

     「一時 XMLデータに<H057E>または<LEGENDE>タグが存在

する場合」 

    に修正。 

 

   ・（２）当該タグの内容の設定 

     「<LEGENDE>」タグに関する変換仕様を追記。 

 

   ・（※1）<LEGENDE>タグに設定されるコードの変換テーブル

を追加し、設定例の（※2）を修正。 

 

   ・上記の追加に伴い、以降のページを変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-45 

 

 

4.4.2-46～82 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-17 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

 

変換仕様の対象となる XMLデータが 

一時 XMLであることを明記。 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-53～ 

4.4.2-82 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

H26.08.29 吉川 記載の明確化 

1.31 

-18 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

  項番 2 

  補正の対象 「本意匠の表示」 

 

「補正する条件」欄の記載を 

  「<H++++>タグ(本意匠の表示)が存在する場合」 

 から 

「一時 XMLデータに<RELDESIGGR>タグが存在し、かつ配下

の<RELDESCP>タグに"JP"が設定されている場合 

 

※上記を満たすタグが一時 XMLデータ上複数ある場合

は、電子化不能として発注元へ問い合わせる。」 

   に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-19 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

WIPOのHPから取得可能な XMLデータを基に、以下を変更。 

 

  項番 3 

  補正の対象 「部分意匠」 

 

「補正する条件」欄の記載を 

「XMLデータに<H057E>が存在し、かつそのタグの内容に"

disclaimer"（大文字、小文字を区別しない、改行コー

ドを除く)という文字列を含む場合」 

から 

「一時 XMLデータに<H057E>が存在し、かつそのタグの内

容に"disclaimer"、"disclaimed"、"claimed"、" parti

al design"（大文字、小文字を区別しない、改行コード

を除く)という文字列を含む場合」 

   に修正。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-20 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

WIPOのHPから取得可能な XMLデータを基に、以下を変更。 

 

  項番 8 

  補正の対象 「意匠の説明」 

 

   「補正する条件」欄の記載を 

   「XMLデータに<H057E>または<H055E>タグ（意匠の説明）が

存在する場合」 

   から 

   「一時 XMLデータに<H057E>または<LEGENDE>タグ（意匠の説

明）が存在する場合」 

   に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 

1.31 

-21 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

参照箇所 16 

日本語標準名 手続補正 

タグ名 AMENDMENT-GROUP 

 

   ・注の記載を 

「<H++++>タグ(本意匠の表示)」 

から 

「<RELDESIGGR>タグ(本意匠の表示)（※）配下の<RELDE

SCP>タグに"JP"が設定されているもののみ」 

に修正。 

 

「<H055E>タグ(意匠の説明)」 

から 

「<LEGENDE>タグ(意匠の説明)」 

に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26.08.29 
 

 

吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-22 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

WIPOのHPから取得可能な XMLデータを基に、以下を変更。 

 

参照箇所 16 

日本語標準名 手続補正 

タグ名 AMENDMENT-GROUP 

 

   ・「ただし、<H057E>タグが"disclaimer"(大文字小文字区別

しない、改行コード除く)を含む場合は、タグの数を 2

増やす。（部分意匠と意匠の説明の 2回分。）また、<H

057E>タグと<H055E>タグが両方含まれた場合、タグの数

を 1増やす。（意匠の説明を設定し、<H057E>タグの内

容に続けて<H055E>タグの内容を設定する。）」 

から 

    「ただし、<H057E>タグが"disclaimer"、"disclaimed"、"

claimed"、"partial design"(大文字小文字区別しない、

改行コード除く)を含む場合は、タグの数を 2増やす。

（部分意匠と意匠の説明の 2回分。）また、<H057E>タ

グと<LEGENDE>タグが両方含まれた場合、タグの数を 1

増やす。（意匠の説明を設定し、<H057E>タグの内容に

続けて<LEGENDE>タグの内容を設定する。）」 

    に修正。 

 

   ・例に記載されているタグを 

    「<H055E>」から「<LEGENDE>」に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26.08.29 
 

 

吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-23 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

WIPOから送付される XMLデータに新規タグが追加されたことに

伴い、以下を変更。 

 

参照箇所 17 

日本語標準名 書類名 

タグ名 DOCUMENT-NAME 

 

参照箇所 18 

日本語標準名 対象項目 

タグ名 ITEM-OF-AMENDMENT 

 

参照箇所 20 

日本語標準名 補正の内容 

タグ名 CONTENTS-OF-AMENDMENT 

  

・（２）当該タグの内容の設定、項番 2の「条件」欄を 

  「XMLデータに<H++++>タグが存在する場合」 

から 

「一時 XMLデータに<RELDESIGGR>タグが存在し、かつ配下

の<RELDESCP>タグに"JP"が設定されている場合」 

に修正。 

 

・項番 8の「条件」欄を 

「<H057E>または<H055E>タグ（意匠の説明）が存在する場

合」 

    から 

    「一時 XMLデータに<H057E>または<LEGENDE>タグ（意匠の

説明）が存在する場合」 

に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-76 

 

 

 

4.4.2-78 

 

 

 

4.4.2-81 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-24 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

 

WIPOのHPから取得可能な XMLデータを基に、以下を変更。 

 

参照箇所 17 

日本語標準名 書類名 

タグ名 DOCUMENT-NAME 

 

参照箇所 18 

日本語標準名 対象項目 

タグ名 ITEM-OF-AMENDMENT 

 

参照箇所 20 

日本語標準名 補正の内容 

タグ名 CONTENTS-OF-AMENDMENT 

  

・項番 3の「条件」欄を 

「一時 XMLデータに<H057E>が存在し、かつそのタグの内

容に"disclaimer"（大文字、小文字を区別しない、改行

コードを除く)という文字列を含む場合）」 

から 

「一時 XMLデータに<H057E>が存在し、かつそのタグの内

容に"disclaimer"、"disclaimed"、"claimed"、" parti

al design"（大文字、小文字を区別しない、改行コード

を除く)という文字列を含む場合」  

    に修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-76 

 

 

 

4.4.2-78 

 

 

 

4.4.2-81 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

H26.08.29 吉川 ハーグ協定対応

（国内段階）

（S-H25-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.08.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.31 

-25 

添付１２ 発注・納品業務 

 

 受付番号体系について 

 

  ・「申請形態」を「申請形態種別」に修正。 

 

  ・「書類識別一連番号」に「（※）」を追記し、4桁目～7桁

目までに変更。 

 

・4桁目の備考欄に「ＤＥ機関コード」を追記。 

 

  ・「申請形態種別」の設定値の説明を以下の通り変更。 

 

    「７：」から「７：援用（※）」に修正 

    「８：申請人書類」から「８：原願（※）」に修正 

    「９：IB書類修正」から「９：更正（※）」に修正 

    「（※）受付番号としては使用せず、発注番号として使用

する。」を追記 

 

2番目の表 

 

・タイトルを「書類種別一連番号（先頭１桁はＤＥ機関コード）」 

から 

「（※）書類識別一連番号（4桁目～7桁目）について 

   1)申請形態種別（1桁目）が 1～4の場合」 

に修正 

 

 ・「再DE」の一連番号を「２９０１～」から 

「２９０１～３０００」に修正 

 

3番目の表 

 

 ・タイトルを「ＩＢ書類一連番号（ＤＥ機関コードなし）」 

から 

「2)申請形態種別（1桁目）が 6の場合」に修正。 

 

・欄外の「※」を削除。 

 

 

 

添付12-1-1 

 

 

C 

H26.08.29 吉川 誤記修正 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.12.26 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.32版 
     

1.32 

-1 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．１ データ受領による電子化に共通する事項 

４．１．１ データ受領からデータエントリまでの流れ 

 

 ・以下を追記 

「※３ 受領したXMLデータが妥当でないなどの理由により、

SGMLデータへの変換ができない場合、データエントリ機関は発

注元へ問い合わせる。」 

 

 ・「図４．１－１ WIPOからのデータ受領からデータエントリま

で」の記載を「問合せ※２」から「問合せ※２、※３」に修正 

 

 

 

 

 

4.1.1-1 

 

 

 

 

4.1.1-2 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

C 

 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

1.32 

-2 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．１ データ受領による電子化に共通する事項 

４．１．１ データ受領からデータエントリまでの流れ 

 

 ・「図４．１」を「図４．１－１ WIPOからのデータ受領から

データエントリまで」に修正 

 

 

 

 

 

4.1.1-1 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 誤記修正 

1.32 

-3 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．１ 受領データ仕様全般に係る内容 

 

 ・文中の「イメージ」を「イメージデータ」に修正 

 

 ・「なお、XMLデータおよびイメージデータは DVDに格納されて

いる。」を追記 

 

 ・[XMLデータ、イメージデータ]の図を差し替え 

 

 

 

 

 

4.2.1-1 

 

4.2.1-1 

 

 

4.2.1-1～ 

4.2.1-2 

 

 

 

 

 

C 

 

C 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

1.32 

-4 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

①XMLデータに含まれる情報について 

 

 ・以下を追記 

  「XMLデータに複数存在する<NEN>タグのうち、<NRI>タグ配下

の<NEN>タグはデータエントリの対象としない。」 

 

 ・図の吹き出しとして「<NRI>タグ配下の<NEN>タグはデータエン

トリしない」を追記し、XMLデータの例を追記 

   

 ・上記の追加に伴い、記載内容を次ページに移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-1 

 

 

 

4.2.3-1 

 

 

4.2.3-2 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

 

 

C 

 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.32 

-5 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML

データ（<DMTRANS>/<NEN>配下）のタグ一覧 

 

 ・タイトルを 

「表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注され

る XMLデータのタグ一覧」 

から 

「表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注され

る XMLデータ（<DMTRANS>/<NEN>配下）のタグ一覧」 

に修正。 

 

 ・タグ一覧の作成元となるＤＴＤの受領日を欄外に記載 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-3 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-3 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H26.12.26 吉川 記載の明確化 

1.32 

-6 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML

データ（<DMTRANS>/<NEN>配下）のタグ一覧 

 

 ・No.15 タグ「H0110」の属性「AFFCP」を追加 

 

 ・No.26 タグ「BusinessEntityStatusCategory」を追加 

 

 ・No.111～117 タグ「CLAIMGR」およびその配下のタグを追加 

 

 ・上記の追加に伴い、ページを追加し、 

記載内容を次ページに移動 

 

 ・上記の追加に伴い、No.を振り直し 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-3 

 

4.2.3-3 

 

4.2.3-6 

 

4.2.3-8 

 

 

4.2.3-3～ 

4.2.3-9 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

C 

 

C 

 

A 

 

 

C 

 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

1.32 

-7 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

  参照箇所 9 

  日本語標準名 整理番号 

  タグ名 ARRANGEMENT-NUMBER 

 

  ・(※2)の一時XMLデータの「REFNO」タグに設定される値を「D

0198765」から「D01987654」に修正。 

 

・SGMLデータの「ARRANGEMENT-NUMBER」に設定される値を「０

１９８７６５－０１」から「０１９８７６５４－１」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-18 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 誤記修正 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.32 

-8 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

  参照箇所 15 

  日本語標準名 住所又は居所 

  タグ名 ADDRESS 

 

  ・（２）当該タグの内容の設定 項番 3の対処方法の記載を 

「「国際登録に創作者の記載なし」を設定する」から 

「「－」（JISコード 0x215D）を設定する」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-24 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

1.32 

-9 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

  参照箇所 17 

  日本語標準名 氏名又は名称 

  タグ名 NAME 

 

  ・（２）当該タグの内容の設定 項番 3の対処方法の記載を 

「「国際登録に創作者の記載なし」を設定する」から 

「「－」（JISコード 0x215D）を設定する」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-26 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

1.32 

-10 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

  参照箇所 29 

  日本語標準名 出願番号 

  タグ名 APPLICATION-NUMBER 

 

  ・（２）当該タグの内容の設定 項番 1の備考に以下を追記 

   「スペースを除いた英数字・記号を左詰めで設定する。」 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-39 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 記載の明確化 

1.32 

-11 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 ・項番5-1、5-2 「意匠の創作をした者」 

  願書の記載イメージの【氏名または名称】を【氏名】に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-72 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 誤記修正 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.32 

-12 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 ・項番5-2 「意匠の創作をした者」 

  願書の記載イメージ、作成する SGML例の 

【住所又は居所】および【氏名】の設定値を 

「国際登録に創作者の記載なし」から「－」に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-72 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

1.32 

-13 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 ・欄外の（※１）に以下を追記 

  「本意匠の表示」配下の「提出日」については、手続補正書の

DE時には公表の写しのデータエントリ日が設定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-74 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 記載の明確化 

1.32 

-14 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

 

  参照箇所 20 

  日本語標準名 補正の内容 

  タグ名 CONTENTS-OF-AMENDMENT 

 

 ・欄外の※2に以下を追記 

  「本意匠の表示」配下の「提出日」については、手続補正書の

DE時には公表の写しのデータエントリ日が設定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-82 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H26.12.26 吉川 記載の明確化 

1.32 

-15 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．３ イメージデータ変換仕様 

 

 ・文中の「イメージ」を「イメージデータ」に修正 

 

 ・「4) イメージデータの解像度について」を追記 

 

 

 

 

 

4.4.3-2 

 

4.4.3-2 

 

 

 

 

C 

 

C 

H26.12.26 吉川 原課様からの修

正要望 

 -以上-      
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.33版 
     

1.33 

-1 

３．納品業務 

３．３ 出力ファイルフォーマット 

３．３．１ バッチ申請データファイル 

表３－３－１ バッチ申請データファイル ファイルフォーマッ

ト 

 

 ・旧様式に関する以下の記載に取消線を追記 

「Ｘフォーマットの場合、”０”（３０）H」 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.1-3 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H27.3.27 吉川 誤記修正 

1.33 

-2 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．３ ＸＭＬデータ仕様 

表４．２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML

データ（<DMTRANS>/<NEN>配下）のタグ一覧 

 

 ・「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、 

No.36 タグ「H0860」の網掛けを削除 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.3-3 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

1.33 

-3 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

1) 書誌変換仕様見出し 

 

 項番 60 

 記載項目名 【国籍】 

 日本語標準名 国籍 

 

 ・「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、当該項目

の網掛けを削除し、参照箇所の記載に取消線を追記 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-5 

 

 

 

 

 

 

C 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

1.33 

-4 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

③ 書誌変換仕様（意匠登録願） 

2) 書誌変換仕様 

 

 参照箇所 24 

 日本語標準名 国籍 

 タグ名 NATIONALITY 

 

 ・「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、当該ペー

ジに取消線を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-33、 

4.4.2-34 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.33 

-5 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

1) 書誌変換仕様見出し 

 

 項番 44 

 記載項目名 【国籍】 

 日本語標準名 国籍 

 

 ・「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、当該項目

の網掛けを削除し、参照箇所の記載に取消線を追記 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-53 

 

 

 

 

 

 

C 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

1.33 

-6 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

 

 参照箇所 14 

 日本語標準名 国籍 

 タグ名 NATIONALITY 

 

 ・「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、当該ペー

ジに取消線を追記 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-68、 

4.4.2-69 

 

 

 

 

 

 

C 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

1.33 

-7 

４．電子データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

④ 書誌変換仕様（手続補正書） 

2) 書誌変換仕様 

<補正の記事>配下の設定の仕方について 

 

 項番 6 

 補正の対象 「意匠登録出願人」 

 

 ・「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、「願書の

記載イメージ」欄および「作成する SGML例」欄から、「国籍」タ

グの記載を削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.2-73 

 

 

 

 

 

 

 

C 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

1.33 

-8 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

①意匠登録願 

 

 「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、以下のタグ

を削除 

  <NATIONALITY> 

 

 

 

 

添付 10-1-1～ 

添付 10-1-2 

 

 

 

 

C 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

1.33 

-9 

添付１０．ＳＧＭＬデータ例 

②手続補正書 

 

 「国籍」タグはデータエントリ対象外となったため、以下のタグ

を削除 

  <NATIONALITY> 

 

 

 

 

添付 10-2-1～ 

添付 10-2-3 

 

 

 

 

C 

H27.3.27 吉川 原課様からの修

正要望 

 -以上-      
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.4版 
     

1.4 

-1 

目次 

 

「５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準(ハーグ固

有の内容）」の「(ハーグ固有の内容）」を削除 

 

記載内容を「５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化

における管理情報変換仕様」に移動したため、以下の項目に取消

線を付与 

 

添付４：申請人確認情報の記事設定規則 

添付５：申請人確認情報のタグ変換仕様 

添付６：料金関係タグ設定規則 

添付７：料金関係のタグ変換仕様 

添付１３：ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様 

 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

C 

 

 

C 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-2 

目次 

 

以下を追加 

 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化対象書類 

 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管

理情報変換仕様 

 

 

 

- 

 

 

C 

H27.7.31 吉川 誤記修正 

1.4 

-3 

目次 

 

以下を追加 

 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書

誌変換仕様 

 

添付１４：電子出願申請書式 

 

 

 

- 

 

 

C 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 

1.4 

-4 

１．国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）とは 

１．１ 国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（SGML）とは 

 

以下を追記 

 

なお、本規準における「秘密の写し」、「公表の写し」に関す

る記載は、その SGMLデータ作成をデータエントリ機関での作

業から国際意匠出願システムによる処理へ変更した後は参照

されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1-1 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.4 

-5 

１．国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）とは 

１．２本規準書の記載対象範囲 

 

実際の運用にあわせ、当該箇所の記載を修正 

 

以下の記載を削除 

 

・ 本意匠がハーグ案件でかつ本意匠の庁内整理番号が受付

システムで採番されていない場合の本意匠の出願番号を特

定する（日本国特許庁の職員が特定しデータエントリ機関へ

の発注時に情報を追加する） 

 

・ 本意匠がハーグ案件でかつ本意匠の庁内整理番号が採番

されている場合の庁内整理番号を特定する（1件 1件運用で

日本国特許庁職員が庁内整理番号を調べてデータエントリ

機関に付属情報として渡す） 

 

・ データエントリする XMLデータが関連意匠や部分意匠に

該当するかどうかを調査する。 

 

・ 書面の代理人受任届に申請人 IDが記載された場合、特

許庁内で申請人の氏名、住所を特定の上、SGML書類中には住

所、氏名の文字列を使ってデータエントリするよう指示する 

 

以下のとおり記載を修正 

 

修正前） 

・ WIPOのホームページである Weekly fileから国際公開

日を取得する 

 

修正後） 

・ WIPOのホームページである Weekly fileから国際公表

日を取得する 

 

修正前） 

・ 公表の写しをデータエントリする際に本願を特定する 

 

修正後） 

・ 公表の写しのデータエントリを発注する際に出願番号

一覧を作成する 

 

 

 

 

1.2-1 

 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 原課様からの修

正要望 

1.4 

-6 

２．発注業務 

２．１概要 

 

実際の運用にあわせ、以下のとおり 

「公表の写しのデータエントリ」を追記 

 

修正前） 

発注時の「国際登録番号＋意匠番号と出願番号」については

一覧表を作成することとする。 

 

修正後） 

公表の写しのデータエントリ発注時の「国際登録番号＋意匠

番号と出願番号」については一覧表を作成することとする。 

 

 

 

 

 

 

2-1 

 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 原課様からの修

正要望 



 修正履歴 ： 資料名：国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）         PAGE  3/6 

                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2015.7.31 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.4 

-7 

３．納品業務 

３．１概要 

 

「早期ＤＥ対象書類一覧」に以下の書類を追加 

 

項番 25-1 

新規性喪失の例外適用申請書 

 

項番 33-1 

個別指定手数料返還請求書 

 

 

 

 

3-2～3-3 

 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 

1.4 

-8 

３．納品業務 

３．１概要 

 

「早期ＤＥ対象書類一覧」の各書類の中間コードを追記 

 

 

 

 

3-2～3-3 

 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 誤記修正 

1.4 

-9 

４． データ受領による書類の電子化 

４．１ データ受領による電子化に共通する事項 

４．１．１ データ受領からデータエントリまでの流れ 

 

実際の運用にあわせ、以下のとおり 

「見本」の前に「WIPOから送付された」を追記 

 

修正前） 

国際意匠登録出願データエントリ電子化規準(SGML)は、日本

国特許庁の職員が WIPOからダウンロードした XMLデータ、

イメージ、見本を元に、データエントリ機関がデータエント

リする業務を対象としている。 

 

修正後） 

国際意匠登録出願データエントリ電子化規準(SGML)は、日本

国特許庁の職員が WIPOからダウンロードした XMLデータ、

イメージ、WIPOから送付された見本を元に、データエントリ

機関がデータエントリする業務を対象としている。 

 

 

 

 

 

4.1.1-1 

 

 

 

 

C 

H27.7.31 吉川 原課様からの修

正要望 

1.4 

-10 

４． データ受領による書類の電子化 

４．２ 受領データ仕様 

４．２．６ その他発注時にデータエントリ機関が受領する情報 

 

「発注元に問合せる。」を「発注元に問い合わせる。」に修正 

 

 

 

 

 

4.2.6-1 

 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 原課様からの修

正要望 

1.4 

-11 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

・「※」を「※１」に変更 

 

・中間書類のデータエントリ方法固有の内容に以下を追加し、作

成する SGMLデータに設定する文字について追記 

 

国際意匠登録出願の中間書類において、書類に記載されたラ

テン文字はデータエントリ機関にて SGMLデータに設定でき

る文字に変換（※２）される。 

 

・上記の追加に伴い、ページを追加し記載内容を移動 

 

 

 

 

 

 

5.1-1 

 

5.1-1 

 

 

 

 

 

 

5.1-2 

 

 

 

C 

 

C 

 

 

 

 

 

 

A 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.4 

-12 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

「５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準（ハーグ固

有の内容）」の「(ハーグ固有の内容）」を削除 

 

 

 

 

5.1-2 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-13 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

 

「５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準（ハーグ固

有の内容）」の「(ハーグ固有の内容）」を削除 

 

 

 

 

5.2.1-1 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-14 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

表５．２－１ 電子化対象書類一覧 

 

以下の書類を追加し、追加した書類の備考欄に「※１」を追記。 

 

項番 25-1 

新規性喪失の例外適用申請書 

 

項番 33-1 

個別指定手数料返還請求書 

 

 ※１：当該書類の電子化依頼が発生するのは平成 29年 4月 1日

以降となる。それ以前に当該書類の電子化依頼を受けた場合は、

発注元に問い合わせること。 

 

「項番 34 手続補正書（方式）」、「項番 35 手続補正書」の備

考欄に「※２」を追記。 

 

※２：「新規性喪失の例外適用申請書」、「個別指定手数料返還

請求書」に対して提出された補正書及びその補正書（補正の補正）

の電子化依頼が発生するのは、平成 29年 4月 1日以降となる。 

それ以前に電子化依頼を受けた場合は、発注元に問い合わせるこ

と。 

 

 

 

 

 

5.2.1-2 

 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 

1.4 

-15 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

・「1)」～「5)」を「①」～「⑤」に変更し、添付書類の参照先

を削除 

 

・参照する添付書類の内容を転記 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-1 

 

 

5.2.2-2～ 

5.2.2-25 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

A 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-16 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変

換仕様 

 

国際意匠登録出願の中間書類の書誌変換仕様を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.3-1～ 

5.2.3-20 

 

 

 

 

 

 

A 

 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.4 

-17 

添付３ 書類名と大区分、中間コードの対応表 

 

以下の書類を追加 

 

通番 62 

新規性喪失の例外適用申請書 

 

通番 63 

個別指定手数料返還請求書 

 

 

 

添付 3-2 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 

1.4 

-18 

添付４ 申請人確認情報の記事設定規則 

 

当該箇所の記載を「５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の

電子化における管理情報変換仕様」に移動したため、記載を削除 

 

 

 

添付4-1～添付4-2 

 

 

 

D 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-19 

添付５ 申請人確認情報のタグ変換仕様 

 

当該箇所の記載を「５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の

電子化における管理情報変換仕様」に移動したため、記載を削除 

 

 

 

添付 5-1～ 

添付 5-12 

 

 

 

D 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-20 

添付６ 料金関係タグ設定規則 

 

当該箇所の記載を「５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の

電子化における管理情報変換仕様」に移動したため、記載を削除 

 

 

 

添付6-1～添付6-3 

 

 

 

D 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-21 

添付７ 料金関係のタグ変換仕様 

 

当該箇所の記載を「５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の

電子化における管理情報変換仕様」に移動したため、記載を削除 

 

 

 

添付7-1～添付7-7 

 

 

 

D 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-22 

添付８ ＤＴＤ 

 

DTDを最新化 

 

 

 

- 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 その他 

1.4 

-23 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所の記載内容を最新化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 

 

 

 

C 

 

H27.7.31 吉川 その他 
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

1.4 

-24 

添付１２ 発注・納品業務 

 

「書類識別一連番号」を以下のとおり修正 

 

「1) 申請形態種別（1桁目）が1～4の場合」、「８００１～」

を「８００１～８８００」に修正し、「８８０１～８９００」

と「８９０１～」を追記 

 

「発注番号構成表」を以下のとおり修正 

 

【表１】申請形態 

「申請形態」欄の「6」に「ハーグ」を追記 

 

【表２】発注単位の管理番号 

「申請形態」欄の「１又は２」、「発注単位の管理番号」欄

の「8001～8900」を「8001～8800」に修正し、「8801～8900」

を追記 

 

「申請形態」欄に「6」を追加 

 

 

 

添付 12-1-1 

 

 

 

 

 

添付 12-2-1 

 

 

C 

 

 

 

 

 

C 

H27.7.31 吉川 原課様からの修

正要望 

1.4 

-25 

添付１３ ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様 

 

当該箇所の記載を「５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の

電子化における管理情報変換仕様」に移動したため、記載を削除 

 

 

 

添付 13-1 

 

 

 

D 

 

H27.7.31 吉川 記載の明確化 

1.4 

-26 

添付１４ 電子出願申請書式 

 

以下の書式例を追加 

 

１．新規性喪失の例外適用申請書 

 

２．個別指定手数料返還請求書 

 

 

 

 

添付 14-1 

 

添付 14-2 

 

 

 

 

A 

 

A 

 

H27.7.31 吉川 ハーグ協定対応

（国際段階）

（S-H27-0014） 

 -以上-      
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項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.41版 
     

1.41 

-1 

４． データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．３ イメージデータ変換仕様 

 

受領したイメージデータの変換について以下の記述を追加 

 

5) イメージデータのビット数について 

受領するイメージデータには、ビット数が２４ビット（フルカ

ラー）ではなく８ビット（グレースケール）のものも含まれる。 

そのようなイメージデータについては、ビット数を２４ビット

に変換すること。 

 

 

 

 

 

4.4.3-3 

 

 

 

 

 

Ａ 

H27.12.25 吉川 原課様からの修

正要望 

1.41 

-2 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所の記載内容を最新化 

 

 

 

- 

 

 

 

C 

 

H27.12.25 吉川 その他 

 -以上-      

 



 修正履歴 ： 資料名：国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）         PAGE  1/1 

                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H28.3.25 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.42版 
     

1.42 

-1 

２． 発注業務 

２．２ 申請書類の発注 

２．２．２ 発注に関する書類 

（４） 発注伝票（書面） 

 

電子化指示メモに関して以下の説明を追記 

 

また、発注伝票とは別にデータエントリに関する指示を記した

「電子化指示メモ」を作成する場合がある。電子化指示メモの詳

細は「添付１２－４ 電子化指示メモフォーマット」を参照して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

2-13 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

H28.3.25 吉川 原課様からの修

正要望 

1.42 

-2 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

通常の国内出願と異なる、国際意匠登録出願の中間書類のデータ

エントリ方法として以下を追記 

 

 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、書面に出

願番号の記載がない場合、データエントリ発注時に添付する電子

化指示メモに記載の出願番号を管理情報に設定する。 

 

 

 

 

5.1-1 

 

 

 

 

Ｃ 

H28.3.25 吉川 原課様からの修

正要望 

1.42 

-3 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

「⑥ 出願番号のタグ変換仕様」を追加 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-1 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

H28.3.25 吉川 原課様からの修

正要望 

1.42 

-4 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

⑥ 出願番号のタグ変換仕様 

 

変換仕様を追加 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-26、 

5.2.2-27 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

H28.3.25 吉川 原課様からの修

正要望 

1.42 

-5 

添付１２ 発注・納品業務 

添付１２―４ 電子化指示メモフォーマット 

 

電子化指示メモのフォーマットを追加 

 

 

 

 

添付 12-4-1 

 

 

 

 

Ａ 

H28.3.25 吉川 原課様からの修

正要望 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H28.7.1 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.5版 
     

1.5 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

前提条件に以下を追加 

 

国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、「指定代理納

付」は不可とする。 

 

 

 

 

5.1-1 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

H28.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

1.5 

-2 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

書誌情報の「手数料の表示」、「手数料補正」配下のタグ構造変

更に伴い③ 料金関係タグ設定規則に「指定代理納付」を追加 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-16、 

5.2.2-17 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

H28.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

1.5 

-3 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所の記載内容を最新化 

 

 

 

- 

 

 

 

C 

 

H27.12.25 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H28.12.22 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.51版 
     

1.51 

-1 

４． データ受領による書類の電子化 

４．４ 受領データ変換仕様 

４．４．２ 書誌変換仕様 

 

IMAGEタグの属性名を「FILENAME」から「FILE-NAME」に訂正 

 

 

 

 

 

4.4.2-6、 

4.4.2-7、 

4.4.2-52、 

4.4.2-54、 

4.4.2-74、 

4.4.2-77、 

4.4.2-79、 

4.4.2-80、 

4.4.2-82 

 

 

 

 

 

Ｃ 

H28.12.22 吉川 誤記訂正 

1.51 

-2 

添付１ ラテン文字の実体参照対応表 

 

以下のラテン文字を追加 

 

項番 282 ª 

項番 283 º 

 

 

 

添付 1-5 

 

 

 

Ｃ 

H28.12.22 吉川 原課様からの修

正要望 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H29.6.30 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.6版 
     

1.6 

-1 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所についてデータエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第

４．４版の内容を転記して最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

H29.6.30 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H29.12.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.61版 
     

1.61 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変

換仕様 

 

変換仕様の構成図に「５．２．３―④ 1) 通常の国内出願と

異なるデータエントリ方法」を追加 

 

 

 

 

 

 

5.2.3-1 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

H29.12.28 吉川 原課様からの修

正要望 

1.61 

-2 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変

換仕様 

④ 国際意匠登録出願の中間書類に対する手続補正書の電子化 

 

通常の国内出願と異なるデータエントリ方法について追記 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.3-19 

5.2.3-21 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

H29.12.28 吉川 原課様からの修

正要望 

1.61 

-3 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所についてデータエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第

４．４１版の内容を転記して最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

H29.12.28 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H30.3.30 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.62版 
     

1.62 

-1 

仕様書内の「指定代理納付」の文言を「指定立替納付」に変更 5.1-1 

 

5.2.2-16、 

5.2.2-17 

 

Ｃ H30.3.30 吉川 クレジットカー

ド決済対応（文

言変更対応）

（S-H30-0027） 

1.62 

-2 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所についてデータエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第

４．４２版の内容を転記して最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

H30.3.30 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H30.5.18 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.63版 
     

1.63 

-1 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所についてデータエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第

４．４３版の内容を転記して最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

H30.5.18 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H30.6.29 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.7版 
     

1.7 

-1 

目次 

 

目次最下部に以下の内容を追記 

 

「元号変更対応(S-H29-0011)」により、 

2019年 5月 1日に施行される新元号を本仕様書に記載する 

場合は、「〓〓」と表記しています。 

新元号の決定後は「〓〓」を決定後の元号に読み替えてください。 

 

 

- 

 

 

 

Ｃ 

H30.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

1.7 

-2 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

当該箇所についてデータエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第

４．５版の内容を転記して最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

H30.6.29 猪飼 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H30.12.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.71版 
     

1.71 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

文字セットの備考に「注2」を追加し、SGMLデータに設定でき

ない文字を類似する文字に置き換えることについて追記 

 

上記の追記に伴い、ページを追加 

 

 

 

 

5.1-2 

 

 

5.1-3 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

H30.12.28 吉川 原課様修正要望 

 

データエントリ

機関でのリリー

ス時期：H31.1 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：H31.1.18 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.72版 
     

1.72 

-1 

５．紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変

換仕様 

 

書誌変換仕様見出しの項目名を以下のとおり変更 

 

変更前） 

【国籍】 

 

変更後） 

【国籍・地域】 

 

 

 

 

 

 

5.2.3-4、5.2.3-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

H31.1.18 吉川 国名等の表示変

更対応

（S-H30-0029） 

1.72 

-2 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．５１版を転記

して内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

H31.1.18 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2019.6.28 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.8版 
     

1.8 

-1 

目次 

 

以下の記載を削除 

 

「元号変更対応(S-H29-0011)」により、2019年 5月 1日に施行

される新元号を本仕様書に記載する場合は、「〓〓」と表記して

います。新元号の決定後は「〓〓」を決定後の元号に読み替えて

ください。 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 元号変更対応

（S-H29-0011） 

1.8 

-2 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．６版を転記し

て内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

2019.6.28 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2020.7.13 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第1.9版 
     

1.9 

-1 

３．納品業務 

３．１ 概要 

 

早期ＤＥ対象書類一覧に 

項番 31-1 期間延長請求書（期間徒過）を追加 

 

上記の追加に伴い記載内容を移動 

 

 

 

 

3-2 

 

 

3-3 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

2020.7.13 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

1.9 

-2 

５．紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化対象書類 

 

電子化対象書類一覧に 

項番 31-1 期間延長請求書（期間徒過）を追加 

 

 

 

 

 

5.2.1-2 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.7.13 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

1.9 

-3 

添付 

添付３ 書類名と大区分、中間コードの対応表 

 

通番 64 期間延長請求書（期間徒過）を追加 

 

 

 

 

添付 3-2 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.7.13 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

1.9 

-4 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．７版を転記し

て内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.7.13 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2021.6.25 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.0版 
     

2.0 

-1 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．８版を転記し

て内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2021.6.25 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2021.10.1 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.01版 
     

2.01 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

SGMLデータに設定できない文字の置き換えを指示する注２の表

に以下の文字を追加 

 

・麴 

・份 

・𠻸 

 

 

 

 

5.1-2 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2021.10.1 吉川 原課様修正要望 

 

2.01 

-2 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．８１版を転記

して内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2021.10.1 吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022. 3.31 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.02版 
     

2.02 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

（※３）を追加し、出願窓口クレジットカード決済対応に伴ない、

以下の4書類の場合は指定立替納付が可能であり、納付方法が指

定立替納付の場合は「識別番号」が記載必須であることを注記 

 

・期間延長請求書 

・期間延長請求書（期間徒過） 

・手続補正書 

・手続補正書（方式） 

 

 

 

 

5.1-1、 

5.1-3 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

2022.3.31 
 

山田 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

 

2.02 

-2 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

１．申請人確認情報の記事チェック概念 

② 申請人確認情報の記事設定規則 

納付方法が指定立替納付の場合、設定規則を追記  

 

 

 

 

 

 

5.2.2－2、 

5.2.2－3 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.3.31 
 

山田 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

2.02 

-3 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

③ 料金関係タグ設定規則 

指定立替納付が設定できるようマトリクスを修正 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2－17 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.3.31 
 

山田 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

2.02 

-4 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

下記のタグ変換仕様を指定立替納付が設定できるように修正 

 

② 申請人確認情報のタグ変換仕様 

 

項目名 識別番号 

納付方法が指定立替納付の場合の電子化における対処を追記 

 

④ 料金関係のタグ変換仕様 

 

項目名 納付方法 

指定立替納付の場合“Ｃ”を設定するよう追記 

 

項目名 納付金額 

指定立替納付の場合、「納付金額」の額を設定するよう追記 

 

項目名 会計種別 

指定立替納付の場合“Ｃ”を設定するよう追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2－6 

 

 

 

 

5.2.2－19、 

5.2.2－20 

 

5.2.2－21 

 

 

5.2.2－22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

2022.3.31 
 

山田 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022. 3.31 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

2.02 

-5 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変

換仕様 

 

特記事項の設定方法 

特記事項条文 Aを「意匠法第６０条の７第１項の規定により意匠

法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願」に

修正 

あわせて条文設定マトリクスを修正 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.3－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.3.31 
 

山田 原課様修正要望 

2.02 

-6 

添付 

添付２：国コード対応表 

 

一覧表を以下のとおり変更 

項番 77 GC 

変更前） 

アラビアン湾岸協力理事会特許庁 

変更後） 

湾岸協力理事会特許庁 

 

項番 137 MK 

変更前） 

マケドニア旧ユーゴスラビア共和国 

変更後） 

北マケドニア共和国 

 

項番 198 SZ 

変更前） 

スワジランド 

変更後） 

エスワティニ王国 

 

 

 

 

添付 2-2 

 

 

 

 

 

 

添付 2-4 

 

 

 

 

 

添付 2-5 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

2022.3.31 
 

山田 国県名テーブル

修正対応

(2022-0012) 

2.02 

-7 

添付 

添付９：国コードと英語国名リスト対応表 

 

一覧表を以下のとおり変更 

変更前） 

Patent Office of the Cooperation Council for the Arab Sta

tes of the Gulf (GCC) 

変更後） 

Patent Office of the Gulf Cooperation Council (GCC) 

 

 

変更前） 

The former Yugoslav Republic of Macedonia 

変更後） 

North Macedonia 

 

変更前） 

Swaziland 

変更後） 

Eswatini 

 

 

 

 

 

 

添付 9-2 

 

 

 

 

 

 

添付 9-3 

 

 

 

 

添付 9-4 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.3.31 
 

山田 国県名テーブル

修正対応

(2022-0012) 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022. 3.31 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

2.02 

-8 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．８２版を転記し

て内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.3.31 
 

山田 その他 

2.02 

-9 

添付 

添付１２ 発注・納品業務 

 

受付番号体系および発注番号体系を説明する表に出願窓口でク

レジットカード決済をした場合の番号帯を追加 

 

 

 

添付 12-1-1、 

添付 12-2-1 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｃ 

 

2022.3.31 
 

山田 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

2.02 

-10 

添付 

添付１４ 電子出願申請書式 

 

新規性喪失の例外適用申請書の書式例 

【特記事項】の記載を「意匠法第６０条の７第１項の規定により

意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出

願」に修正 

 

 

 

 

添付 14-1 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.3.31 
 

山田 原課様修正要望 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.6.30 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.1版 
     

2.1 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

「２．申請人確認情報の記事の設定」を削除 

 

 

 

 

 

 

5.2.2－3 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

 

2022.6.30 
 

山田 押印廃止に伴な

う対応 

2.1 

-2 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

 

② 申請人確認情報のタグ変換仕様 

押印廃止に伴ない、下記のタグ変換仕様を修正 

 

項目名 確認情報 

備考に設定順に関する記載を追記 

 

項目名 ID確認方法 

一律“3”（印影）を設定するよう修正 

 

項目名 ID確認結果 

一律“0”（申請人確認済）を設定するよう修正 

 

項目名 不備情報 

設定しないよう修正 

 

項目名 不備コード 

設定しないよう修正 

あわせて不備コード一覧表を削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-5 

 

 

5.2.2－10 

 

 

5.2.2－11 

 

 

5.2.2－12 

 

 

5.2.2－13 

 

5.2.2－14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

Ｄ 

2022.6.30 
 
 

山田 押印廃止に伴な

う対応 

2.1 

-3 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．９版を転記して

内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.6.30 
 
 

山田 その他 

2.1 

-4 

添付 

添付１２ 発注・納品業務 

 

受付番号体系および発注番号体系を説明する表に特殊申請の場

合の番号帯を追加 

 

 

 

 

添付 12-1-1、 

添付 12-2-1 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｃ 

 

2022.6.30 
 
 

山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.9.30 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.11版 
     

2.11 

-1 

５． 紙受領による書類の電子化 

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

注2 SGMLデータに設定できない文字の表に、以下の内容を追記 

項番7 﨑 ▲崎▼ 

 

 

 

 

 

５．１－２ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.9.30 
 

吉川 原課様からの修

正要望 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.11.18 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.12版 
     

2.12 

-1 

添付 

添付２ 国コード対応表 

 

項番198 SZの国名を略称名に訂正 

 

訂正前：エスワティニ王国 

訂正後：エスワティニ 

 

 

 

 

添付2-5 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.11.18 
 

吉川 誤記訂正 

2.12 

-2 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．９１版を転記し

て内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.11.18 
 

吉川 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.12.23 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.13版 
     

2.13 

-1 

第２章 発注 

２．２ 申請書類の発注 

２．２．１ 発注の構成 

 

発注単位の構造に以下を追加 

 

発注伝票：申請書類 

発注形態：特殊申請 

事件単位：受付袋 

手続単位：中間書類等 

 

（４）発注伝票（書面） 

① 伝票フォーマット（注） 

2. 発注物件（１）申請形態に特殊申請を追加 

 

② 伝票記載内容 

項番３ 申請形態に特殊申請を追加 

項番４ 申請数に特殊申請で申請する申請単位を含む旨を追

記 

 

 

 

 

 

2-2 

 

 

 

 

 

 

2-12 

 

 

 

2-13 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-2 

第２章 発注 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

 

（２）紙による申請の発注物及び確認事項 

表の項番２ ②申請書類に特殊申請の場合を追記 

 

 

 

 

2-21、 

2-21-1 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-3 

第２章 発注 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

 

（２）紙による申請の発注物及び確認事項 

表の項番２ ②申請書類に雑書類の場合を追記 

 

 

 

 

2-21、 

2-21-1 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2022.12.23 
 

河合 原課様からの修

正要望 

2.13 

-4 

第３章 納品 

３．２ 申請書類の納品 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

（１）納品明細書 

③ 伝票記載内容 

項番３ 申請形態に特殊申請を追加 

 

 

 

 

 

3-7 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-5 

第３章 納品 

３．２ 申請書類の納品 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

（１）納品明細書 

③ 伝票記載内容 

項番３ 申請形態に雑書類を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-7 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 
 

河合 原課様からの修

正要望 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.12.23 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

2.13 

-6 

第３章 納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

（２）紙による申請の納品物及び確認事項 

表の項番３ ①申請書類に特殊申請の場合を追加 

 

ページを追加し記載内容を移動 

 

 

 

 

 

3-19 

 

 

3-19-1 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-7 

第３章 納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

（２）紙による申請の納品物及び確認事項 

表の項番３ ①申請書類に雑書類の場合を追加 

 

 

 

 

 

3-19 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 
 

河合 原課様からの修

正要望 

2.13 

-8 

第３章 納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

（２）紙による申請の納品物及び確認事項 

表の項番１ 納品明細書が重複していたため、記載を削除し、 

以降の項番を訂正 

 

 

 

 

 

3-19 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 
 

河合 誤記訂正 

2.13 

-9 

第５章  

５．１ 紙受領による電子化における前提条件 

 

口座振替と指定立替納付を記載するケースとして特殊申請を追

加。 

 

 

 

 

5.1-1 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-6 

第５章  

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化対象書類 

 

特殊申請の場合も対象書類以外の中間書類が提出された場合は、

データエントリせずに発注元へ問い合わせる旨を追記 

 

 

 

 

 

5.2.1-1 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-7 

第５章  

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情

報変換仕様 

５．２．２―③ 料金関係タグ設定規則 

 

注１として、特殊申請の場合の料金設定を追加。 

 

（５）特殊申請の場合の表を追加。 

表注６ 口座振替と指定立替納付を記載するケースとして特殊

申請を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2-15 

 

5.2.2-17-1 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 
 

河合 書面手続きデジ 

タル化 

（2022-0011） 

2.13 

-7 

第５章  

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変

換仕様 

 

「５．２．３―⑤ 国際意匠登録出願の雑書類の電子化」を追加 

 

 

 

 

 

 

5.2.3-22 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

2022.12.23 
 

河合 原課様からの修

正要望 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.12.23 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

2.13 

-8 

添付 

添付１１ 通常の国内出願と同様の内容 

 

データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）第４．９２版を転記し

て内容を最新化 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 
 

河合 その他 

 -以上-      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2023.3.31 

 

 

項番 修 正 内 容 ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 第2.14版 
     

2.14 

-1 

第３章 納品 

３．１ 概要 

 

早期ＤＥ対象書類一覧 

項番62 包括委任状援用制限届を追加 

 

 

 

 

3-3 

 

 

 

Ｃ 

 

2023.3.31 
 

吉川 原課様からの修

正要望 

2.14 

-2 

第５章  

５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化対象書類 

 

表５．２－１ 電子化対象書類一覧 

項番36 包括委任状援用制限届を追加 

 

 

 

 

 

5.2.1-2 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2023.3.31 
 

吉川 原課様からの修

正要望 

2.14 

-3 

添付 

添付３ 書類名と大区分、中間コードの対応表 

 

項番65 包括委任状援用制限届を追加 

 

 

 

 

添付 3-2 

 

 

 

Ｃ 
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第 １ 章  

国際意匠登録出願データエントリ電子化規準 

（ＳＧＭＬ）とは 



１．１－１ 

 

１．１ 国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（SGML）とは 

 

意匠の国際登録に関するハーグ協定のジュネーブ改正協定への加入に伴い、日本を指定する国

際意匠登録出願の国際登録簿の写しデータや中間手続書類等を、特許庁内システムに取り込み、

審査等の業務処理を行う。 

国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（SGML）は、国際意匠登録出願に関わる書類等を

基に、庁内システム取り込み可能なデータを作成する方法を規定したものである。 

国際意匠登録出願に関わる書類等には、XML データ、イメージデータ、紙書類、見本があり、

これらを基に、庁内システムに合わせた SGMLデータを作成する。 

なお、本規準における「秘密の写し」、「公表の写し」に関する記載は、その SGML データ作成

をデータエントリ機関での作業から国際意匠出願システムによる処理へ変更した後は参照され

ない。 



１．２－１ 

 

１．２ 本規準書の記載対象範囲 

 

本規準書は、国際意匠登録出願の国際登録簿の写しデータや中間手続書類等のデータエントリ

において、日本国特許庁からデータエントリ機関への発注に関する事項、データエントリ機関か

ら日本国特許庁への納品に関する事項、及びデータエントリ機関におけるデータエントリ変換仕

様を記載している。 

日本国特許庁はデータエントリ機関への発注前にデータ準備作業（例えば、WIPO のホームペ

ージから XML データ、イメージ等の取得）を実施するがその詳細については本規準書における記

載対象外としている。なお、日本国特許庁の職員にて実施するデータ準備作業は以下のようなも

のがある。 

・ 秘密と公表の写しを区別する 

・ WIPO のホームページである Weekly file から国際公表日を取得する 

・ WIPO のホームページである Weekly file から XML データ、イメージファイルを取得する 

・ 公表の写しのデータエントリを発注する際に出願番号一覧を作成する 



１．３－１ 

 

１．３ データエントリにおける前提条件 

 

⚫ 電子化データの納品（出力）はオンラインとする。オンラインの編集形式は、庁内統

一フォーマットの書類フォーマットとする。 

 

⚫ 申請書類等の機密保護には、万全を期すこととし、システムの開発上でのセキュリテ

ィ対策及びシステム運用上でのセキュリティ対策を充分考慮する。  

 

⚫ 申請書類（デ－タ）等の加工は原則として行わない。（職権訂正を行う場合は、権限の

委譲の範囲を明確に定める。） 

 

⚫ 申請書類の電子化は誤り率を 610− 程度とし、信頼性の向上を図る。 

 

⚫ 国際意匠登録出願のデータエントリでは、電子化（DE）手数料は徴収しない。ただし、

「審判系書類及び審判係属中の申請系書類で【事件の表示】配下の【審判番号】に審

判番号が設定されている、または【審判請求日】に審判請求日が記載されている書類」

については電子化(DE)手数料を徴収することとし、料金体系は、基本料金＋枚数分の

従量料金とする。ただし、緊急避難案件の電子化の場合は、書類の種類に関わらず電

子化（DE）手数料は徴収しない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 章 

発注業務 

 

 



２－１ 

 

  ２．１  概 要 

 発注元では、国際事務局より送付された「秘密の写し」「公表の写し」及び「申請書類」、データエ

ントリのミスによる再エントリをする場合はデータエントリ機関へ依頼する。 

 公表の写しのデータエントリ発注時の「国際登録番号＋意匠番号と出願番号」については一覧表を作

成することとする。一覧表のフォーマットは、「添付１２－３ 出願番号一覧フォーマット」を参照の

こと。 

 図２．１－１にデータエントリと係わるシステムとの関係さらにデータエントリ機関に発注される書

類等の流れ図を示す。 

  



 2.1-2

図２．１－１　データエントリと係わるシステムと書類のフロー図
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媒体

バッチ申請
データファイ
ル

（暗号化無）



 



２－３ 

 

 

（１) 受付包袋 

 

① 伝票フォーマット 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袋 番 

付  

受 通 

 

              

              

              

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面 

書 

 

                  件 

     

日 

 

表 

 

公 

 

際 

 

国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 付 番 号  

 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

考 

備 

 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

 

 



２－４ 

 

② 伝票記載内容 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

項番 項 目 内            容 備    考 

 １ 受付番号 データエントリ部署において包袋内の手続の受番を付与する。 
 

 ２ 在中手続数 包袋内の在中手続数ある。 (注１) 

 ３ 受付袋通番 発注単位に付与された包袋の通番である。 
 

   注１）在中手続数とは伝票の書面欄に記載される件数である 

 

  



２－５ 

 

（２） 発注伝票（秘密の写し） 

 

①-1 伝票フォーマット（発注元保管用） 

 

 

発  注  伝  票 （ 原 本 ） 

 

 

                                      特  許  庁  

 発注日 平成○○年○○月○○日                      出  願  課  

                                         

                                         

                                            ○○○○班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 発注番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 

発 

注 

物 

件 

(1) 申請形態   秘密の写し 

(2) 申請数   １００ 

(3) 手続数    

3. 国際公表日  平成  年  月  日 

4. 受付番号付与範囲 
 （自）         

    61580001001  ～       

5. 受付日  平成  年  月  日 

6. 納品指定日  平成  年  月  日 

  

                                         

備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ  受領印 

 

 

 

 

 

 

  



２－６ 

 

 

 

①-2 伝票フォーマット（発注先保管用） 

 

 

発  注  伝  票 （ 謄 本 ） 

 

 

                                      特  許  庁  

 発注日 平成○○年○○月○○日                      出  願  課  

                                         

                                         

                                            ○○○○班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 発注番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 

発 

注 

物 

件 

(1) 申請形態   秘密の写し 

(2) 申請数   １００ 

(3) 手続数    

3. 国際公表日  平成  年  月  日 

4. 受付番号付与範囲 
 （自）         

    61580001001  ～       

5. 受付日  平成  年  月  日 

6. 納品指定日  平成  年  月  日 

  

                                         

備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ  受領印 

 

 

 

 

 

 

  



２－７ 

 

 

 

①-3 伝票フォーマット（発注先返却用） 

 

 

発  注  伝  票 （ 控 ） 

 

 

                                       特  許  庁  

 発注日 平成○○年○○月○○日                       出  願  課  

                                         

                                         

                                            ○○○○班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 発注番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 

発 

注 

物 

件 

(1) 申請形態   秘密の写し 

(2) 申請数   １００ 

(3) 手続数    

3. 国際公表日  平成  年  月  日 

4. 受付番号付与範囲 
 （自）         

    61580001001  ～       

5. 受付日  平成  年  月  日 

6. 納品指定日  平成  年  月  日 

  

                                         

備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ  受領印 

 

 

 

 

 

 

  



２－８ 

 

 

 

② 伝票記載内容 

 

 項 目 内            容 備    考 

 １ 作成日 発注伝票を作成した日付である。  

 ２ 発注番号 発注単位の管理番号である。 （注１） 

 ３ 申請形態  
申請書類の申請形態である。 

申請形態は秘密の写し（ＷＩＰＯ受入）である。 
 

 ４ 申請数 
当該発注の申請数である。 

申請数とは、ＷＩＰＯより送付された電子媒体内の書類件数である。 
 

 ５ 手続数 
当該発注の手続数である。 

手続数とは。申請書類の数である。 
 

 ６ 国際公表日   

 ７ 
受付番号 

付与範囲 
当該発注単位の受付番号の上限と下限（１１桁）の値である。 （注２） 

８ 受付日 ＷＩＰＯ受入日である。  

 ９ 納品指定日 納品予定日である。（送付票は不要）  

 

（注１）発注番号及び送付票番号の構成 

 

      ９  ９ ９ ９ ９ ９ ９  ９ 

 

     

  

     

  

     

  

     

     

   

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して下さい。 

 

 （注２）受付番号の構成 

 

       Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

 

      

  

      

  

      

  

      

      

       

  

  

  

  

  

   

   

  

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

受付番号の付与規準は、「添付１２－１ 受付番号形態」参照 

 

枝番（再エントリの数） 

発注単位の管理番号 

年（西暦下２桁） 

申請形態 

一連番号 

発注単位の管理番号 

年（西暦下２桁） 

申請形態 



２－９ 

 

  ※データエントリ時の発注番号と受付番号の対応は以下のとおりとなります。 

項番 発注番号 受付番号 備考 

１ ６１５８００１０ ６１５８００１１２３４ 初回エントリ 

２ ６１５８００１１ ６１５８００１１２３４ 再エントリ１回目 

３   …   

４ ６１５８００１４ ６１５８００１１２３４ 再エントリ４回目 

 

 

  



２－１０ 

 

（３） 発注伝票（公表の写し） 

 

 ① 伝票フォーマット（注） 

 

 

発  注  伝  票 （ 原 本 ） 

 

 

                                      特  許  庁  

 発注日 平成○○年○○月○○日                      出  願  課  

                                         

                                         

                                            ○○○○班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 発注番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 

発 

注 

物 

件 

(1) 申請形態   公表の写し 

(2) 申請数   １００ 

(3) 手続数    

3. 国際公表日  平成  年  月  日 

4. 受付番号付与範囲 
 （自）         

    61590001001 ～ 

5. 受付日  平成  年  月  日 

6. 納品指定日  平成  年  月  日 

  

                                         

備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ  受領印 

 

 

 

 

 

 

  



２－１１ 

 

② 伝票記載内容 

 

 項 目 内            容 備    考 

 １ 作成日 発注伝票を作成した日付である。  

 ２ 発注番号 発注単位の管理番号である。 （注１） 

 ３ 申請形態  
申請書類の申請形態である。 

申請形態は、公表の写し（ＷＩＰＯ受入）である。 
 

 ４ 申請数 
当該発注の申請数である。 

申請数とは、ＷＩＰＯより送付された電子媒体内の書類件数である。 
 

 ５ 手続数 
当該発注の手続数である。 

手続数とは。申請書類の数である。 
 

 ６ 国際公表日   

 ７ 
受付番号 

付与範囲 
当該発注単位の受付番号の上限と下限（１１桁）の値である。 （注２） 

８ 受付日 ＷＩＰＯデータ受入日である。  

 ９ 納品指定日 納品予定日である。  

 

（注）標題は発注伝票（原本（保管用））の他に（謄本（発注先保管用））、（控（返却用））を作成する。 

（注１）発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して下さい。 

（注２）受付番号の付与規準は、「添付１２－１ 受付番号形態」を参照して下さい。 

  







２－１４ 

 

 

（５） 発注伝票（更正申請） 

 

 ① 伝票フォーマット（注） 

 

 

発  注  伝  票 （ 原 本 ） 

 

                                     特  許  庁  

                                     出 願 課  

  平成○○年○○月○○日発注 

 

                                            ○○○○班  

 
1. 発注番号   

 

2. 発注形態  更正申請 

3. 手続数  

4. 媒体数（ＤＶＤ）   １ 

 

 
書類修正用書類抽出媒体   

5. 納品指定日  平成  年  月  日 

  

   備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ機関受領印 

 

 

 

 

 

 

 



２－１５ 

 

 

 ② 伝票記載内容 

 

項番 項 目 内            容 備    考 
 

１ 発注日 発注伝票を作成した日付である。  

２ 発注番号 発注単位の管理番号である。 注１ 

３ 申請形態 ‘更正申請’とする。  

４ 手続数 手続数の合計である。  

５ 媒体数 ＤＶＤの数及びボリューム名である。  

６ 納品指定日 納品予定日である。（送付票は不要） 
 

 

 

（注）標題は発注伝票（原本（保管用））の他に（謄本（発注先保管用））、（控（返却用））を作成する。 

（注１）発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して下さい。 

（注２）受付番号の付与規準は、「添付１２－１ 受付番号形態」を参照して下さい。 

 

 



２－１６ 

 

 

（６） 発注伝票（再エントリ） 

 

 ① 伝票フォーマット（注１） 

 

 

発  注  伝  票 （ 原 本 ） 

 

 

                                     特  許  庁  

                                     出 願 課  

  平成○○年○○月○○日発注 

 

                                           ○○○○班  

 
1. 発注番号   

 

2. 申請形態  再エントリ 

3. 受付番号の範囲           ～ 

4. 電子化件数  

5. 納品指定日   平成  年  月  日 

  

   備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ機関受領印 

 

 

 

 

 

 



２－１７ 

 

 

 

 ②伝票記載内容 

 

項番     項    目         内            容 備 考 

１ 発注日 発注伝票を作成した日付である。 
 

 

２ 発注番号 発注単位の管理番号である。 （注３） 

３ 発注形態 ‘再エントリ’とする。 
 

 

４ 受付番号の範囲 受付番号である。 （注２） 

５ 電子化する件数 電子化を行う手続数の合計である。 
 

 

６ 納品指定日 納品予定日である。（送付票＊は不要） 
 

 

７ 備考 次頁がある場合‘（次頁へ続く）’と記載する 
 

 

 

（注）標題は発注伝票（原本（保管用））の他に（謄本（発注先保管用））、（控（返却用））を作成する。 

 （注２）受付番号は発注単位の通番である。 

（注３）発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して下さい。 

  



２－１８ 

 

 

（７） 発注伝票（再エントリ） 

 

① 伝票フォーマット（注１） 

 

 

発  注  伝  票 （ 原 本 ） 

 

 

                                      特  許  庁  

 平成○○年○○月○○日発注                        出  願  課  

                                         

                                         

                                            ○○○○班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 発注番号  615800011 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 申請形態 再エントリ 

3. 国際公表日     平成  年  月  日 

4. 受付番号の範囲 ～  

5. 納品指定日  平成  年  月  日 

  

 

備 考 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＥ  受領印 

 

 



２－１９ 

 

 

 

②伝票記載内容 

 

項番 項 目 内            容 備    考 

 １ 発注日 発注伝票を作成した日付である。  

 ２ 発注番号 発注単位の管理番号である。 （注３） 

 ３ 発注形態 ‘再エントリ‘とする。  

 ４ 受付番号の範囲 受付番号である。 （注２） 

 ５ 電子化する件数 電子化を行う手続数の合計である。  

 ６ 納品指定日 納品予定日である。（送付票＊は不要）  

７ 備考 次頁がある場合‘（次頁へ続く）’と記載する。  

 

（注）標題は発注伝票（保管用）の他に（発注先保管用）、（返却用）を作成する。 

（注２）受付番号は発注単位の通番である。 

（注３）発注番号の構成は、「添付１２－２ 発注番号構成表」を参照して下さい。  



２－２０ 

 

 

 ２.３  申請書類の発注物及び確認事項 

 

   発注物とデータエントリ機関での受取時の確認事項を申請形態別に次に示す。 

 

  （１） 秘密の写し・公表の写しの発注物及び確認事項 

 

 項番 発 注 物 確認区分 確 認 内 容 備   考 

１ 

 

発注伝票 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 
発注単位に発注元で

作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがな 

 いこと 

 

②各項目の記載内容が 

 フォーマット的に正当 

 であること 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付袋 

 

 

 

員数確認 

 

 

 

①発注伝票に記載の申 

 請数と一致すること 

 

 

申請単位に受付で包

袋に申請書類等を入

れて発注 

 

 

①提出物件票 

 

 

─── 

 

 

──── 

 

 

申請単位で１枚申請

人が作成 

 

 

 

②申請書類 

  提出物件 

  を含む 

（場合によって 

  は緊急避難時 

  の磁気ディス 

  クも含む） 

─── 

 

 

 

 

──── 

 

 

 

 

手続単位の各申請書

類 

 

 

 

 

 

  



２－２１ 

 

 

  （２） 紙による申請の発注物及び確認事項 

 

 項番 発 注 物 確認区分 確 認 内 容 備   考 

１ 

 

発注伝票 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 
発注単位に発注元で

作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがな 

 いこと 

 

②各項目の記載内容が 

 フォーマット的に正当 

 であること 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付袋 

 

 

 

員数確認 

 

 

 

①発注伝票に記載の申 

 請数と一致すること 

 

 

申請単位に受付で包

袋に申請書類等を入

れて発注 

 

 

①提出物件票 

 

 

─── 

 

 

──── 

 

 

申請単位で１枚申請

人が作成 

 

 

 

②申請書類 

  提出物件 

  を含む 

（場合によって 

  は緊急避難時 

  の磁気ディス 

  クも含む。特 

殊申請の場合 

は送付票ＸＭ 

Ｌ、管理情報 

ＸＭＬ、筆頭 

物件ＰＤＦ及 

び添付物件Ｐ 

ＤＦを格納し 

た媒体を含む。 

また、雑書類 

において、証 

明書のデータ

を媒体に格納

して発注され

る場合があ

る。） 

─── 

 

 

 

 

──── 

 

 

 

 

手続単位の各申請書

類 

 

 

 

 



２－２１－１ 

 

 

特殊申請の発注についての留意事項 

以下のいずれかに該当した場合は発注元に問い合わせる。 

 

①媒体破損によりデータが読み込めない場合 

②媒体種類誤りの場合（指定された媒体以外が発注された場合） 

③ウィルス感染の場合 

④ファイル形式誤り（拡張子が”xml”、”pdf”以外）の場合 

⑤1媒体に格納されるＸＭＬファイル数の誤り 

（送付票ＸＭＬ、管理情報ＸＭＬは1セットのみ存在する。 

ファイルが存在しない場合、または1セット以上存在する場合は問い合わせ） 

 

特殊申請の発注書類を格納した媒体の構成は以下の通りである。 

 

No 区分 種別 

(注1) 

ファイル名/ディレクトリ名 備考 

1 発注書類のアーカイブファイ

ル 

ＺＩＰ YYYYMMDDHHmmss_書類実体.zip  

2 ルートディレクトリ ＤＩＲ YYYYMMDDHHmmss_書類実体  

3  受付番号単位のディレクト

リ 

ＤＩＲ <受付番号><受付日><バージョン>  

4   ファイル一覧ファイル ＸＭＬ <受付番号>_JPOXMLDOC01-jpflst.xml  

5   管理情報ファイル ＸＭＬ <受付番号>_JPOXMLDOC01-jpmngt.xml  

6   送付票ファイル ＸＭＬ <受付番号>_JPOXMLDOC01-jpbibl.xml  

7   添付書類ファイル ＸＭＬ <受付番号>_JPOXMLDOC01-jpsatt.xml  

8   ＰＤＦファイル ＰＤＦ <受付番号>_JPOXMLDOC01-jpsatt-Pmmmmmm.pdf  

9   署名入りＰＤＦファイル ＰＤＦ <受付番号>_JPOXMLDOC01-jpsatt-Zmmmmmm.pdf  

（注1）種別は以下を表す 

ＺＩＰ：ＺＩＰファイル ＤＩＲ：ディレクトリ ＸＭＬ：ＸＭＬファイル 

ＰＤＦ：ＰＤＦファイル 

（注2）受付番号は11桁の数字、バージョンは4桁の数字である。 

（注3）原則、受付番号単位のディレクトリは一つのみ存在し、ディレクトリ名の末尾の<バージョン>は記載さ

れない。ただし、一部の場合（発注単位で日付相違となった場合など）では受付番号単位のディレクト

リが<バージョン>ごとに複数存在する場合がある。 

（注4）ファイル名のmmmmmmにはファイルの種別ごとではなく、同一書類内で添付された順に000001からの連番

を振る。 

 

「ＰＤＦファイル（<受付番号>_JPOXMLDOC01-jpsatt-Pmmmmmm.pdf）」「署名入りＰＤＦファイル（<受付番

号>_JPOXMLDOC01-jpsatt-Zmmmmmm.pdf）」のうち、mmmmmmが000001の書類は通常の電子化対象書類、mmmmmm

が000002以降の書類は添付物件の電子化対象書類を電子化する。また、一部の項目については管理情報ファ

イル、送付票ファイルからタグの内容に設定する値を取得する。具体的な仕様については、「添付11. 通常

の国内出願と同様の内容」内の「第５章 データエントリ仕様」「第６章 意匠図面・写真・ひな形・見本」

を参照のこと。 

尚、当該規準書ではmmmmmmが000001のＰＤＦファイルを筆頭物件ＰＤＦと記載し、mmmmmmが000002以降のＰＤ

Ｆファイル及び署名入りＰＤＦファイルを添付物件ＰＤＦと記載する。 

 

  



２－２１－２ 

 

 

雑書類に証明書のデータを媒体に格納し発注された際の留意事項 

 

・フォルダ構成 

下記のとおり、ルートフォルダ/案件単位のフォルダ/証明書 PDF の構成で格納する。 

 

ルートフォルダ（フォルダ名：受付日（yyyy.mm.dd 形式）） 

 案件単位のフォルダ（フォルダ名：出願番号（yyyy-nnnnnn 形式）） 

  証明書の PDF ファイル（ファイル名：国際登録番号に続けて種別（「_ANNEX.V」等。）.pdf） 

 

・データエントリ機関での確認事項 

以下のいずれかに該当した場合は発注元に問い合わせる。 

①媒体破損によりデータが読み込めない場合 

②媒体種類誤りの場合（指定された媒体以外が発注された場合） 

③ウィルス感染の場合 

④ファイル形式誤り（拡張子が”pdf”以外）の場合 



２－２２ 

 

 

 

  （３） 更正申請の発注物及び確認事項 

 

 項番 発 注 物 確認区分 確 認 内 容 備   考 

１ 

 

発注伝票 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

出願支援課及び方式

部署で発注単位に作

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがな 

 いこと 

 

②各項目の記載内容が 

 フォーマット的に正当 

 であること 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付袋 

 

 

 

員数確認 

 

 

 

①発注伝票に記載の事 

 件数と一致すること 

 

 

 

①ＤＶＤ 

 

 

─── 

 

 

──── 

 

 

電子化された更正申

請対象案件が格納さ

れている媒体。 

②書類修正用 

 書類抽出 

 リスト 

─── 

 

 

 

 

──── 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （４） 再エントリの発注物及び確認事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項番 発 注 物 確認区分 確 認 内 容 備   考 

１ 

 

 

発注伝票 

 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

発注単位に発注元で

作成 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがない 

 こと 

 

②各項目の記載内容が 

 フォーマット的に正当 

 であること 

２ 

 

 

エラーリスト 

 

 

─── 

 

 

──── 

 

 

受付システムで論理 

チェックを行った時 

のエラーリスト 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 章 

納品業務 

 



３－１ 

 

 

３．１ 概 要 

 データエントリ機関では、以下で示すように、データエントリ仕様に従い作成したバッチ申請デー

タファイル及び管理情報早期ＤＥデータファイルを受付システムに、納品明細書等を特許庁発注元に

納品する。 

 バッチ申請データファイルは、暗号化して転送する。管理情報早期ＤＥデータファイルは圧縮・暗

号化を行わずにＴＣＰ／ＩＰ上でＦＴＰ機能により転送する。納品明細書等の書面は、転送後、納品

する。 

 オンラインに障害がありオンラインでの納品が不可能な場合は、媒体で納品する。 

（１） バッチ申請データ 

 バッチ申請データファイルに納品明細書と入力件数一覧リストを付して、発注させた申請書類

等（発注させた時と同様に事件単位に受付袋に入れる）と共に、発注元へ当日納品分（複数発注）

を１ファイルとしてファイル単位に転送、納品する。また電子化不能の申請書類が存在した場合

は電子化不能メモを作成し、納品明細書等と同時に納品する。 

 （注） 

・電子化不能メモは、申請形態・発注番号単位に１枚作成し、手続単位の申請書類に付

して納品する。 

・電子化不能の申請書類は、該当の受付袋に入れずに納品する。 

・申請単位に電子化不能の場合は、現物の提出物件票を付し納品する。 

・手続単位に電子化不能の場合には、該当する提出物件票の複製を付し納品する。 

 

  （２） 管理情報早期ＤＥデータ 

 

        ＳＧＭＬによる電子化対象出願系書類（大区分＝Ａ）、審判系書類（大区分＝Ｃ） 

 

        で以下の条件に当てはまるものを対象（次項：早期ＤＥ対象書類一覧表参照）とし、 

 

        電子化データファイル転送後、納品明細書等を発注元に納品する。 

 

     ①中間書類（ただし、出願番号の記載があるもの） 

     ②公表の写しから作成される手続補正書は対象外とする。 

    

    （注１） 電子化不能または記載内容がエラーとなった場合は対象外とする。 

 

    （注２） 通常以外（援用・原願・更生・再エントリ）の場合は対象外とする。 
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早期ＤＥ対象書類一覧 

 

項番 書類名 中間コード 備考 

１ 受継申立書 ５５  

２ 代表者選定届 ６８１  

３ 代理人変更届 ７４２１  

４ 代理人選任届 ７４２３  

５ 代理権消滅届 ７４２７  

６ 代理人受任届 ７４２２  

７ 代理人辞任届 ７４２４  

８ 代理人解任届 ７４２５  

９ 代理権変更届 ７４２６  

１０ 復代理人変更届 ７４３１  

１１ 復代理人選任届 ７４３３  

１２ 復代理権消滅届 ７４３７  

１３ 復代理人受任届 ７４３２  

１４ 復代理人辞任届 ７４３４  

１５ 復代理人解任届 ７４３５  

１６ 復代理権変更届 ７４３６  

１７ 出願取下書 ７６１  

１８ 出願放棄書 ７６２  

１９ 意見書 ５３  

２０ 弁明書 ５９  

２１ 優先権証明書提出書 ７９  

２２ 新規性の喪失の例外証明書提出書 ８０  

２３ 物件提出書 ８２  

２４ 証明書類提出書 ８２２  

２５ 特徴記載書 ８３３  

25-1 新規性喪失の例外適用申請書 ８０２  

２６ 雑書類 ６９１  

２７ 早期審査に関する事情説明書 ８７１  

２８ 早期審査に関する事情説明補充書 ８７２  

２９ 上申書 ７８１  

３０ 手続補足書 ８２１  

３１ 期間延長請求書 ６０１  

31-1 期間延長請求書（期間徒過） ６０３  

３２ 協議の結果届 ８２６  

３３ 既納手数料返還請求書 ９１５  

33-1 個別指定手数料返還請求書 ９１６  

３４ 手続補正書（方式） ５１  

３５ 手続補正書 ５２３  

３６ 審判請求書 ６０  

３７ 請求取下書 ６０９  

３８ 審理再開申立書 ６４  
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項番 書類名 中間コード 備考 

３９ 証拠説明書 ６５１５  

４０ 検証申出書 ６５５  

４１ 口頭審理申立書 ６５１２  

４２ 口頭審理陳述要領書 ６５１３  

４３ 証拠調申立書 ６５２  

４４ 尋問事項書 ６５４１  

４５ 証拠申出書 ６５１４  

４６ 証人尋問申出書 ６５４  

４７ 鑑定の申出書 ６５７  

４８ 鑑定事項書 ６５７２  

４９ 書証の申出書 ６５４４  

５０ 文書特定の申出書 ６５４６  

５１ 録音テープ等の内容説明書 ６５１７  

５２ 回答希望事項記載書面 ６５４２  

５３ 回答書 ５４  

５４ 書面審理申立書 ６５１１  

５５ 早期審理に関する事情説明書 ８７６  

５６ 早期審理に関する事情説明補充書 ８７７  

５７ 尋問に代わる書面の提出書 ６５４３  

５８ 鑑定書 ６５７３  

５９ 期日変更請求書 ６５９  

６０ 証拠調申請取下書 ６５９１  

６１ 不出頭の届出書 ６５９２  

６２ 包括委任状援用制限届 ７４２８  

 

 

 

 

 



３－４ 

 

 

３．２   申請書類の納品 

 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

 電子化データエントリの納品時には、データエントリ機関で納品明細書・納品内訳・受入れリスト及び電子化不能メ

モを発注単位別に発注単位分作成して、バッチ申請データファイル転送後、特許庁発注元に納品する。 

 納品明細書・納品内訳・受入れリスト及び電子化不能メモの伝票フォーマット及び伝票記載内容を次に示す。 
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（１） 納品明細書  

 

① 伝票フォーマット（伝票内容は納品明細書内の申請形態に記述する） 

  

 

納 品 明 細 書 

 

 

  平成  年  月  日 

 

 

 

  担当  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 発注番号  

 

2.  納品物件 

  

  

  

  

  

  

  

(1) 申 請 形 態  秘密の写し 

(2) 受付日  平成  年  月  日 

(3) 申請数  ２１８ 

(4) 手続数 

         

         

  ①  手続数    ： ４７７ 

  ② 電子化件数  ： ４７７ 

  ③ 電子化不能件数：   ０ 

 

備 考 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
特許庁殿受領印 
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②納品内訳 

 

納   品   内   訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書  類  名 納 品  件 数 

 

１．秘密の写し １００件 

２． ０件 

３． ０件 

４． ０件 

５． ０件 

６． ０件 

７． ０件 

８． ０件 

９． ０件 

10． ０件 

11． ０件 

12． ０件 

13． ０件 

14． ０件 

15． ０件 

16． ０件 

17． ０件 

18． ０件 

19． ０件 

20． ０件 

21． ０件 

22． ０件 

23． ０件 

24． ０件 

25． ０件 

 

 

（注）電子化不能は含まない。 
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③ 伝票記載内容 

 

項番 項目名 内                 容 備   考 

 １ 日付 納品する日付である。  

 ２ 発注番号 発注単位を識別するために付与された番号である。 

発注番号の構成は、「

添付１２－２ 発注

番号構成表」を参照し

て下さい。 

 ３ 申請形態 

本納品明細書で納品する発注単位の申請形態である。申請形態は次の

とおり。 

 ・秘密の写し 

 ・公表の写し 

 ・書面（窓口・郵送・特殊申請） 

 ・更正申請 

 ・再エントリ 

 

 ４ 受付日 受け付けた日付である。  

 ５ 申請数 受付袋数である。 

援用，再エントリ，更

正申請の場合は記載

しない。 

 ６ 手続数 
処理した手続数及び電子化した手続，電子化不能の手続の各々の手続

数である。 
 

 ７ 納品内訳 
電子化対象書類一覧に、書類別に納品件数を記す。但し電子化不能の

件数は含まない。 

最後尾に合計件数を

記す。 

 ８ 受付番号 電子化した手続，電子化不能の手続の一覧表である。 

受付番号の記入範囲

は１ページ中は縦２

５列×横５列する。 

 ９ 備考 
発注伝票に記載されていた手続数が現物の数と一致しない場合にそ

の旨を記載する。 
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（２）受入リスト 

①伝票フォーマット（伝票内容は納品明細書内の申請形態に記述する） 

 

 

＊＊＊  電子化受付番号  ＊＊＊   ぺージ：  １ 

 

                          申請形態 秘密の写し         

                          発注番号 ６１５８００９５     

                           受付日 平成  年  月  日  

                                         

61580950001    61580950002    61580950003   61580950004   61580950005 

 

61580950006     61580950007     61580950008     61580950009     61580950010 

 

61580950011     61580950012     61580950013     61580950014     61580950015 

 

61580950016     61580950017     61580950018     61580950019     61580950020 

 

61580950021     61580950022     61580950023     61580950024     61580950025 

 

61580950026     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX 

 

XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     XXXXXXXXXXX     61500950477 

 

 （注）電子化不能があった場合は別に電子化受付不能番号リストを作成し、上記電子化受付番号リストと同一のフォ

ーマットで、タイトルが『電子化不能受付番号』となる。 

  



３－９ 

 

 

② 伝票記載内容 

 

項番 項目名 内                 容 備   考 

 １ 包袋通番 受付袋に記載された、発注単位の通番である  

 ２ 受付番号 電子化を行った受付番号を記載する。  

 ３ 書類名 電子化を行った書類名を記載する。  

 ４ 提出物件名 電子化を行った提出物件名を記載する。  

 ５ 備考 電子化不能となった申請書類の備考欄に「電子化不能」と記載する。  
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 （３）電子化不能メモ  

       

      ① 伝票フォーマット  

        

 

 

電 子 化 不 能 メ モ 

                          申請形態 紙   （窓 口）    

                          発注番号 １１５８１０１      

                           受付日 平成  年  月  日   

                                         

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

包袋番号 受付番号 理   由 備 考 
  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

９９９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XXXXXXXXXXX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ 
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   ② 伝票記載内容 

 

項番 項目名 内                 容 備   考 

 １ 包袋番号   

 ２ 受付番号 
手続単位で電子化しなかったあるいはできなかった場合の受付番号

を記載する。       
 

 ３ 理由 
電子化しなかったあるいはできなかった場合の理由を簡単に表示す

る。 
 

 ４ 備     考   

 

 （注） 電子化不能メモは、申請形態、発注番号単位に１枚作成する。 
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（４）国際意匠分類一覧 

① 伝票フォーマット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 
                                         ぺージ：  １ 
 
 
 
 
 
 

       担当  
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

国  際  意  匠  分  類  一  覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項番 国際登録番号 国 際 意 匠 分 類 

 

1 092313 0601 0602 0603 0604 0605 0606 1901 1903 1904 1906 1908 

2 094355 0202 0203 0204 0205 0901 0902 0903 1101 1902 1901 1908 2001 2002  

3 096758 0201 0202 0204 0206 0601 0602 0603 0604 0605 0606 1902 1908 

4   

5   

6   

7   

8   

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

16   

17   

18   

19   

20   

21   

22   

23   

24   

25   

 

 

（注）国際意匠分類数が11以上であったものについて記載する。 
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②伝票記載内容 

項番 項目名 内                 容 備   考 

 １ 国際登録番号   

 ２ 国際意匠分類   
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３．３ 出力ファイルフォーマット 

 
バッチ申請データファイルと管理情報早期ＤＥデータファイルのファイルフォーマット（項目名、属性、バイト数）

を以下に記載する。 

また、管理情報早期ＤＥデータの変換仕様についても記載する。なお、公表の写しを変換した手続補正書については、

管理情報早期 DEデータの作成対象外とする。 

 

３．３．１ バッチ申請データファイル 

バッチ申請データでは、以下に示す構成により出力ファイルフォーマットを作成する。 

管理レコード及び情報レコードを一組として１発注単位分とし、納品ファイルは管理レコード・情報レコードが発注単

位分存在し発注単位ごとに繰り返す。 

  

１．管理レコード 

発注単位に１レコード作成する発注番号，電子化不能の受付番号が記載されたレコードである。 

 

２．情報レコード 

手続単位に１レコード作成する管理情報部ＳＧＭＬ，申請書類ＳＧＭＬ，及びイメージファイルをＭＩＭＥによりアー

カイブしたレコードである。 

(1) 管理情報部ＳＧＭＬ 

申請書類の管理情報が記載されたＳＧＭＬデータである。 

(2) 申請書類ＳＧＭＬ 

   書誌情報が記載されたＳＧＭＬデータである。 

(3) イメージファイル 

   意匠図面・商標見本・提出物件等をイメージファイルにより電子化したデータであり複数存在する場合がある。

（イメージファイルは存在しない場合もある）データエントリでのデータの置換でエラーの項目があった場合、元の情

報を方式審査に伝達する必要があるため原データを作成する。原データは紙申請ではイメージで作成する。 

 

バッチ申請データファイルのファイルフォーマットを表３－３－１に示す。 

 

 

 



３－１５ 

 

 

３．３．２ 管理情報早期ＤＥデータファイル 

管理情報早期ＤＥデータでは、以下に示す構成により出力ファイルフォーマットを作成する。納品ファイルには情報

レコードが発注単位分存在する。 

 

１．情報レコード 

発注単位に１レコード作成する管理情報早期ＤＥデータが記載されたレコードである。管理情報早期ＤＥデータファ

イルのファイルフォーマットを表３－３－２に示す。 

 
３．３．３ 管理情報早期ＤＥデータへの変換仕様 

 
入力元情報から管理情報早期ＤＥデータを作成する際の仕様を、表３－３－３に示す。 
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表３－３－１　バッチ申請データファイル　ファイルフォーマット
　　　　　　　　　　(1)　管理レコード

発注単位ごとに作成する。
項　番 3 4

　 受
　 付 却

項目名 　 日 下 　　却下受付番号 *4 ・・・・ 　　却下受付番号
件
数
*3

　 総 　 レ 予 発
　 レ 　 コ 備 注
　 ン 　 ｜ 単
　 グ 　  ド 位
　 ス 　　 *1 識

別
*2

申 年 　主 枝
請 　番 番
形
態

属性 　 Ｂ 　 Ｂ Ｎ Ｎ 　Ｎ Ｎ Ｃ Ｃ 　 Ｎ Ｂ 　　　　　Ｎ 　～ 　　　　　Ｎ

ﾊﾞｲﾄ数 8 4 1 2 4 1 1 1 4 2 11 　～ 11

　　　　　　　　　　 ＊１：レコード識別には４バイト全てローバリュー（００）Hを設定する
　　　　　　　　　　 ＊２：発注単位識別：ＳＧＭＬの場合は、“△”（２０）H、△はスペースの意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＸＭＬの場合は、　“１”（３１）H

　　　　　　　　　　＊３：電子化不能案件の件数を設定する。電子化不能案件が存在しない場合は、’0’を設定する。
　　　　　　　　　　＊４：電子化不能案件が存在する場合は、その受付番号を設定する。電子化不能案件が存在しない場合は何も設定しない。
　　　　　　　　　　　　　電子化不能案件と電子化不能でない案件が混在する場合は、電子化不能案件の受付番号のみを設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　注：「（００）H」は１６進であることを示す

1 2 5
　 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾍｯﾀﾞ 　　　 発注管理番号

　　　発注番号
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表３－３－１　バッチ申請データファイル　ファイルフォーマット
　　　　　　　　(2)　情報レコード

手続単位に作成する。
項　番 2 3

　 　フ
　レ 　ォ

　 　コ 　｜
項目名 　｜  マ

　 　ド 　ッ
　 　総 　ト
　 　情 　識

　報 　別
　長

　 総 　レ 　　 *5 　 *6 共通部 マルチ
　レ 　コ MIME パート部
　 ン 　 ｜ ヘッダ MIME
　 グ 　 ド ヘッダ
　ス 　

　　 *1 　　 *4
境 ボディ部 管理情報 境 ボディ部 申請書類 境 ボディ部 イメージ 境 ボディ部 イメージ 境 ボディ部 ZIP
界 MIME SGML 界 MIME SGML 界 MIME データ 　～ 界 MIME データ 界 MIME データ
行 ヘッダ データ 行 ヘッダ データ 行 ヘッダ 行 ヘッダ 行 ヘッダ

　　　*3 　　　*3 　　　*3 　　　*3 　　　*3
属　性 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ - - - - - - - - - - - - - - - - -

ﾊﾞｲﾄ数 8 4 4 1 Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　＊１：インターフェースヘッダの総レングスは情報レコード全体の長さを格納する（インターフェースヘッダ含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＊２：インターフェースヘッダは、情報レコード単位に１つ設定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なお、レコード総情報長、フォーマット識別、ＭＩＭＥデータは書類ごとに繰り返して設定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊３：管理情報部ＳＧＭＬデータ、申請書類ＳＧＭＬデータ、イメージデータ、ＺＩＰデータの各データはＢａｓｅ６４にてエンコードする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　また、各データの格納順は特に規定しない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊４：レコード識別には４バイト全てハイバリュー（ＦＦ）Hを設定する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊５：レコード総情報長にはフォーマット識別（項番３）とＭＩＭＥデータ（項番４）を加算した長さを設定する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＊６：フォーマット識別には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　Ｘフォーマットの場合、”０”（３０）H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　ＭＩＭＥの場合、　　　”１”（３１）H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＺＩＰの場合、　　　　”２”（３２）H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：「（００）H」は１６進であることを示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルチパート実体データ

1 4
　ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾍｯﾀﾞ *2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＩＭＥデータ



 3.3.2-2

表３－３－２　管理情報早期ＤＥデータファイル　ファイルフォーマット　

  (1)情報レコード

　
　 項　目
　 　
　 　
　 情 　 情
　 報 ・・・・ 報
　 レ 　 レ
　 コ 　 コ

｜ 　 ｜
ド 　 ド
1 　 ｎ

属　性 ＊ ・・・・ ＊

ﾊﾞｲﾄ数 50 ・・・・ 50

　　　＊情報ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄについては表２：管理情報フォーマット参照
　　　＊＊早期DE対象書類１件につき１レコード作成する
　　　　
(2)管理情報フォーマット

ＮＯ 　項目名 属性 桁数 累計桁数
① 書類分類

コード
Ｃ 8 8

② 四法区分 Ｃ 1 9
③ 出願番号 Ｎ 10 19
④ 国際出願

番号
Ｃ 12 31

⑤ 審判番号 Ｎ 10 41
⑥ 書類種別 Ｎ 1 42

⑦ 受付日 Ｎ 8 50

属性C、Nに対しての初期値
N:全桁 "０" を設定する。
C:全桁 "　"　(SPACE)を設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　管理情報
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表３－３－３　管理情報早期ＤＥデータ変換仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
書類分類コード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項番 入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処
　 　

1 書面の【書類名】が存在する場合 書面の【書類名】から設定する。
　 データ型：C
　 桁数：8
　 構造：以下のとおり
　 　大区分＋四法区分＋中間コード
　 　(1) 桁　(1) 桁　　　(6)桁

　書類名と大区分と中間コードの対応は、
　 　「添付３．書類名と大区分、中間コードの対応

票」を参照。
　四法区分は「3」を設定する。

2 書面の【書類名】が存在しない場合 発注元に問い合わせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
四法区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項番 入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処

　 　

1 中間書類の場合 「3」を設定する。
　 データ型：C
　 桁数：1
　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出願番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項番 入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処
　 　

1 書面の【事件の表示】の配下の【出
願番号】が存在する場合

【事件の表示】の配下の【出願番号】を設定す
る。

　
　 データ型：N
　 桁数：10

構造：以下のとおり
　西暦年＋通番
　(4) 桁　  (6) 桁

通番が6桁に満たない場合、6桁の先頭を0で埋
める。

　 　

2 書面の【事件の表示】の配下の【出
願番号】が存在しない場合

初期値を設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　国際出願番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項番 入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処
　 　

1 中間書類の場合 初期値を設定する。
データ型：C
桁数：12
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・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
審判番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項番 入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処
　 　

1 書面の【事件の表示】の配下の【審
判番号】が存在する場合

【事件の表示】配下の【審判番号】から設定す
る。
データ型：N

　 桁数：10
構造：以下のとおり
　西暦年＋号
　(4) 桁　  (6) 桁

号が6桁に満たない場合、6桁の先頭を0で埋め

2 書面の【事件の表示】の配下の【審
判番号】が存在しない場合

初期値を設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
書類種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項番 入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処
　 　

1 中間書類の場合 「4」を設定する。
　 　

4の意味
　 4：中間書類
　 　
　 データ型：N
　 桁数：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・項　目　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受付日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項 　 　
入　力　元　の　状　態 　　　　電　子　化　に　お　け　る　対　処
　 　

番 　 　

1 中間書類の場合 「WIPOからデータを受領した日」を特許庁様から
の情報として受領するため、その値を西暦年月
日で設定する。

データ型：N
桁数：8
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３．４  納品物及び確認事項 

 

３．４．１バッチ申請データ  

 

    納品時の納品物とデータエントリ機関での確認事項を申請形態別に次に示す。 

 

  （１） ＷＩＰＯ受入データの納品物及び確認事項 

 

項番 納 品 物 確 認 区 分 確  認  内  容 備  考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納品明細書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

① 発注単位分存在すること。 

 

発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②発注番号，申請形態，申請数， 

 手続数が該当する発注伝票と 

 一致すること。 

 

③手続数が発注伝票と一致しない 

 時は、備考欄に現物と不一致の 

 旨の記載があること。 

 

④記載されている受付番号が発注 

 伝票に記載されている範囲内で 

 あること。 

 

⑤記載されている受付番号に重複 

 がないこと。 

２ 

 

 

 

 

受入れリスト 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

① 納品明細書に記載されている手 

 続数分存在すること。 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがないこと 

 

② 記載されている受付番号が納品 

 明細書に記載されている受付番 

 号と一致すること。 

３ 電子化不能メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

① 納品明細書に記載されている 

 手続数分存在すること。 

電子化不能の手続

が存在した場合に 

データエントリ機

関で申請形態、発

注単位に１枚作成

する 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

② 記載されている受付番号が納品 

 明細書に記載されている受付番 

 号と一致すること。 

 

③ 該当の手続単位の申請書類 

 （提出物件を含む）が添え 

 てあること。 

４ 国際意匠分類一

覧 

 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

①納品明細書に記載されている 

 手続数分存在すること。 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②記載されている国際登録番号が

納品明細書に記載されている国

際意匠分類が一致すること。 
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項番 納 品 物 確 認 区 分 確  認  内  容 備   考 

１ 

 

 

納品明細書 

 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成 妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②記載されている受付番号に重複

がないこと。 

２ 

 

 

 

バッチ申請デー 

タファイル（サ

ーバ内） 

 

員数確認 

 

①存在すること 

 

電子化データを当 

日納品分（複数発 

注単位）格納した 

ファイルである 
妥当性確認 

 

①データ転送リストの確認結果 

 が「ＯＫ」であること 

３ 

 

 

 

受付袋 

 

 

 

 

員数確認 

 

①納品明細書に記載された申 

 請数（事件の数）と受付袋 

 の数が一致すること。 

受付より発注され 

た時と同様受付袋

に入れ納品（返却）

する。 

 

 

妥当性確認 

 

①当該受付袋内の手続単位 

 の受付番号の範囲が記載され 

 ていること。 

(1)紙包袋 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

 ①申請書類 

 及び起案書 

 

員数確認 

 

①手続単位の数が受付袋に 

 記載された受付番号の範囲の 

 数と一致すること。 
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 （２） 紙による申請の納品物及び確認事項 

 

項番 納 品 物 確 認 区 分 確  認  内  容 備  考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納品明細書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

①発注単位分存在すること。 

 

発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②発注番号，申請形態，申請数， 

 手続数が該当する発注伝票と 

 一致すること。 

 

③手続数が発注伝票と一致しない 

 時は、備考欄に現物と不一致の 

 旨の記載があること。 

 

④記載されている受付番号が発注 

 伝票に記載されている範囲内で 

 あること。 

 

⑤記載されている受付番号に重複 

 がないこと。 

２ 

 

 

 

 

受入れリスト 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

① 納品明細書に記載されている手 

 続数分存在すること。 

 

 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがないこと 

 

② 記載されている受付番号が納品 

 明細書に記載されている受付番 

 号と一致すること。 

３ 電子化不能メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員数確認 

 

① 納品明細書に記載されている 

 手続数分存在すること。 

電子化不能の手続

が存在した場合に

データエントリ機

関で申請形態、発

注単位に１枚作成

する 

 

 

 

 

妥当性確認 

 

 

 

 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

② 記載されている受付番号が納品 

 明細書に記載されている受付番 

 号と一致すること。 

 

③ 該当の手続単位の申請書類（提

出物件を含む）が添え 

 てあること。 

  



３－１９ 

 

 

項番 納 品 物 確 認 区 分 確  認  内  容 備   考 

１ 

 

 

納品明細書 

 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成 

 
妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②記載されている受付番号に重複

がないこと。 

２ 

４ 

 

 

バッチ申請デー 

 タファイル 

 （サーバ内） 

 

員数確認 

 

①存在すること 

 

電子化データを当

日納品分（複数発

注単位）格納した

ファイルである 
妥当性確認 

 

①データ転送リストの確認結果 

 が「ＯＫ」であること 

３ 

５ 

 

 

受付袋 

 

 

 

 

員数確認 

 

①納品明細書に記載された申 

 請数（事件の数）と受付袋 

 の数が一致すること。 

受付より発注され

た時と同様受付袋

に入れ納品（返却）

する。 

 

 

妥当性確認 

 

①当該受付袋内の手続単位 

 の受付番号の範囲が記載され 

 ていること。 

(1)紙包袋 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

 ①申請書類 

 及び起案書 

 提出物件

を含む 

（場合によっ

ては緊急避難

時の磁気ディ

スクも含む。

特殊申請の場

合は送付票Ｘ

ＭＬ、管理情

報ＸＭＬ、筆

頭物件ＰＤＦ

及び添付物件

ＰＤＦを格納

した媒体を含

む。 

また、雑書類

において、証

明書のデータ

を格納した媒

体を含む。） 

員数確認 

 

①手続単位の数が受付袋に 

 記載された受付番号の範囲の 

 数と一致すること。 

 



３－１９－１ 

 

 

 

  （３） 更正申請の納品物及び確認事項 

 

項番 納 品 物 確 認 区 分 確  認  内  容 備   考 

１ 

 

 

納品明細書 

 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成 

 
妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②記載されている受付番号に重複

がないこと。 

２ 

 

 

 

バッチ申請デー 

 タファイル 

 （サーバ内） 

 

員数確認 

 

①存在すること 

 

電子化データを当

日納品分（複数発

注単位）格納した

ファイルである 
妥当性確認 

 

①データ転送リストの確認結果 

 が「ＯＫ」であること 

３ 

 

 

 

受付袋 

 

 

 

 

員数確認 

 

①納品明細書に記載された申 

 請数（事件の数）と受付袋 

 の数が一致すること。 

受付より発注され 

た時と同様受付袋

に入れ納品（返却）

する。 

 

 

妥当性確認 

 

①当該受付袋内の手続単位 

 の受付番号の範囲が記載され 

 ていること。 

(1)紙包袋 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

 ①申請書類 

 及び起案書 

 

員数確認 

 

①手続単位の数が受付袋に 

 記載された受付番号の範囲の 

 数と一致すること。 

 

 



３－２０ 

 

 

 

 

  （４） 再エントリの納品物及び確認事項 

 

項番 納 品 物 確 認 区 分 確  認  内  容 備   考 

１ 

 

 

納品明細書 

 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成 

 
妥当性確認 

 

 

①記載項目にもれがないこと。 

 

②記載されている受付番号に重複

がないこと。 

２ 

 

 

 

バッチ申請デー 

タファイル（サ

ーバ内） 

 

員数確認 

 

①存在すること 

 

電子化データを当 

日納品分（複数発 

注単位）格納した 

ファイルである 
妥当性確認 

 

①データ転送リストの確認結果 

 が「ＯＫ」であること 

３ 

 

 

 

受付袋 

 

 

 

 

員数確認 

 

①納品明細書に記載された申 

 請数（事件の数）と受付袋 

 の数が一致すること。 

受付より発注され 

た時と同様受付袋

に入れ納品（返却）

する。 

 

 

妥当性確認 

 

①当該受付袋内の手続単位 

 の受付番号の範囲が記載され 

 ていること。 

(1)紙包袋 

 

員数確認 

 

①存在すること。 

 

 ①申請書類 

 及び起案書 

 

員数確認 

 

①手続単位の数が受付袋に 

 記載された受付番号の範囲の 

 数と一致すること。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 章 

データ受領による書類の電子化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．１．１－１ 

 

４．１ データ受領による電子化に共通する事項 

 

４．１．１ データ受領からデータエントリまでの流れ 

国際意匠登録出願データエントリ電子化規準(SGML)は、日本国特許庁の職員が WIPO からダウ

ンロードした XML データ、イメージ、WIPO から送付された見本を元に、データエントリ機関が

データエントリする業務を対象としている。その業務は、大きく分けて以下３つから構成される。 

 

① 日本国特許庁からデータエントリ機関への発注 

・データエントリ機関が日本国特許庁から受領する発注物の詳細については、「４．２ 受

領データ仕様」を参照のこと。 

・発注業務の詳細については、「２章 発注業務」を参照のこと。 

 

② データエントリ機関による受領した発注物のデータエントリ 

・SGML データへの詳細な変換仕様は、「４．４ データ変換仕様」を参照のこと。 

 

③ データエントリ機関から日本国特許庁への納品 

・データエントリ機関が日本国特許庁へ納品する納品データについては、「４．３ 作成さ

れる SGML」を参照のこと。 

・納品業務の詳細については、「３章 納品業務」を参照のこと。 

 

日本国特許庁からデータエントリ機関に発注し、データエントリ機関にてデータエントリされ、

日本国特許庁に納品されるまでの流れを「図４．１－１ WIPO からのデータ受領からデータエ

ントリまで」に示す。 

 

※１ WIPO から送付される 1 つの XML データには、複数の案件に関する情報が含まれる。また、

１つの案件には、複数意匠の情報が設定されるタグが含まれる。複数意匠の情報が設定さ

れるタグの情報は、データエントリ機関が意匠毎に分割する。 

 

※２ SGML データへの変換にあたって不明点が生じた場合は、データエントリ機関は発注元へ

問い合わせる。 

 

※３ 受領した XML データが妥当でないなどの理由により、SGML データへの変換ができない場

合、データエントリ機関は発注元へ問い合わせる。 

 

 

 



４．１．１－２ 

 

 

 

WIPO 

日本国特許庁 

データエントリ 

機関 

XML 意匠毎 

案件毎 

SGML 

(管理文書） 

発注 
伝票 

日本国特許庁 
SGML 

見本 

 

発注 

納品 

問合せ※２、※３ 

※１ 

見本 

納品 
明細書 

イメージ XML 

SGML(m) イメージ SGML SGML(m) イメージ SGML SGML(m) イメージ(見本) SGML SGML(m) イメージ イメージ(見本) 

SGML 

SGML(m) 

SGML 

SGML(m) 

SGML 

SGML(m) 

SGML 

SGML(m) 

XML XML XML 

XML XML 

イメージ イメージ イメージ(見本) イメージ イメージ(見本) 

 

見本 

 
見本 

イメージ XML 

 

見本 

 
見本 

イメージ XML 

発注 
伝票 

  
電子データ 紙 

納品 
明細書 

出願 
番号一覧 
 

出願 
番号一覧 

図４．１－１ WIPO からのデータ受領からデータエントリまで 



４．１．２－１ 

 

４．１．２ 秘密の写しと公表の写し 

WIPO は秘密の写しと公表の写しの XML を作成する。秘密の写しは日本国特許庁における意匠

登録願(A63)に、公表の写しは日本国特許庁における手続補正書(A523)にそれぞれ変換する。 

WIPOが作成する秘密の写し及び公表の写しの XML自体にはそれらを識別する情報がないため、

日本国特許庁職員によって秘密の写しか公表の写しかを識別し、データエントリ業者に対してデ

ータエントリの発注がなされる。なお、秘密の写しであるか公表の写しであるかを示す情報は、

発注伝票に記載される。（詳細は「４．２ 受領データ仕様」を参照） 



４．１．３－１ 

 

４．１．３ 受領形態 

 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される秘密の写しと公表の写しのデータは以下

の通りである。秘密の写しにも公表の写しにも XML データは必ず存在するが、イメージや見本

が存在するか否かは送付されるデータによって異なる。 

 

 [秘密の写し] 

① XMLデータ 

② イメージ 

③ 見本 

 

 [公表の写し] 

① XMLデータ 

② イメージ 

 

具体的な受領するデータの仕様は、「４．２ 受領データ仕様」を参照のこと。 



４．１．４－１ 

 

４．１．４ 複数意匠の意匠毎の分割 

 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される秘密の写しと公表の写しの XML データに

は、１つのタグの中に複数意匠の情報が設定されるタグが存在する。複数意匠の情報が設定され

るタグは、データエントリ機関で意匠毎に分割する。 

複数意匠の意匠毎の分割に関する具体的なルールについては、「４．４．１ 変換仕様規定に

関する前提条件」を参照のこと。 



４．１．５－１ 

 

４．１．５ 電子化対象書類 

 データエントリ機関では、意匠登録願(A63)、手続補正書(A523)を作成する。具体的には、WIPO

から送付される秘密の写しを意匠登録願(A63)へ、公表の写しを手続補正書（A523）へそれぞれ

変換する。 



４．１．６－１ 

 

４．１．６ 見本の電子化 

日本国特許庁からデータエントリ機関へ発注するデータには、見本が含まれることがある。 

見本をデータエントリする際には、データエントリ機関にてカメラ等により「見本の表面図」、

「見本の裏面図」、「見本の表面拡大図」、「見本の裏面拡大図」を撮影し、日本国特許庁にて規定

されているイメージ仕様に則ってイメージデータを作成する。 

また、データエントリ機関への発注時には、見本とその見本に対応する XMLデータを特定する

ための情報が合わせて渡される。 



４．２．１－１ 

 

４．２ 受領データ仕様 

 

４．２．１ 受領データ仕様全般に係る内容 

データエントリ機関は、XML データ(秘密の写し、公表の写し)、発注伝票、イメージデ

ータ、見本を日本国特許庁から受領する。なお、XMLデータおよびイメージデータは DVD

に格納されている。それぞれの構成は以下の通りである。 

 

[発注伝票] 

 

 

 

 

 

[XMLデータ、イメージデータ] 

・秘密の写しの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１発注：１伝票 発注 

伝票 

DVD 

フォルダ 

XMLデータ 

イメージデータ 

・
・
・ 

１発注：複数案件 

6158001 

Hague20150501 

201305 

H201305 

i201305 

090001 

・
・
・ 

・
・
・ 

m001_002 

m002_001 

s001_001 

s001_002 

s002_001 

090002 
・
・
・ 

201306 

m001_001 

発注日 

発注番号  ※秘密の写しは 4 桁目が「8」 



４．２．１－２ 

 

 

・公表の写しの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[見本] 

 

 

１発注：１つ以上、

ない場合もあり 

 

見本 

Hague20150501 発注日 

6159001 

201303 

H201303 

i201303 

088001 

・
・・ 

・
・・ 

m001_00

1 m001_00

2 
m002_00

1 

s001_001 

s001_002 

s002_001 

088002 

・
・・ 

・
・・ 

201304 

発注番号  ※公表の写しは 4 桁目が「9」 



４．２．２－１ 

 

４．２．２ 発注伝票仕様 

本章は、データエントリ機関に発注される発注伝票に記載される内容の中で、データエ

ントリのインプットとなる情報を記載している。 

それ以外の情報（発注伝票のレイアウトや発注伝票での運用上必要な情報、発注伝票上

の各情報の記載場所等）については「2章 発注業務」を参照のこととする。 

発注伝票に記載される内容を以下に記す。下記の内容には、当該発注によって作成され

る SGMLデータ全てに係るものである。 

 

[発注された XMLデータが秘密の写しの場合] 

  - 発注された案件の種類（秘密の写し） 

- 日本国特許庁の職員がWIPOからデータを受領した日 

- 管理情報に設定する受付番号 

 

[発注された XMLデータが公表の写しの場合] 

- 発注された案件の種類（公表の写し） 

- 国際公表日 

- 日本国特許庁の職員がWIPOからデータを受領した日 

- 管理情報に設定する受付番号 



４．２．３－１ 

 

４．２．３ XMLデータ仕様 

 

①XMLデータに含まれる情報について 

秘密の写し及び公表の写しの XML データの中には、<NEN>タグという１つの出願に関

する情報が存在する。1つの XMLデータには、その<NEN>タグが複数存在する。つまり、

1つの XMLデータに複数の出願情報が含まれている。XMLデータに複数存在する<NEN>

タグのうち、<NRI>タグ配下の<NEN>タグはデータエントリの対象としない。XML デー

タのうち、データエントリの対象となるのは指定国が日本のものに限る。また、<NEN>タ

グ配下には、複数意匠の情報が設定されるタグが含まれる。複数意匠の情報が設定される

タグの情報は、データエントリ機関が意匠毎に分割する。 

なお、WIPOから送付される秘密の写しと公表の写しについて、それぞれの XMLデータ

の構造は同じである。 

 

 

 

②ファイル名について 

 XMLデータのファイル名は以下の通りである。 

  "H"   + 西暦年 + 年単位の通番 + ".xml" 

  (1)桁    (4)桁       (2)桁 

 例：H201236.xml 

 

<ルートタグ> 
・ 
・ 
・ 
 <NEN> 
 ・ 
  <A>1:○;2:△</A> 
 ・ 
  <B>JP</B> 
・ 

 </NEN> 
 <NEN> 
 ・ 
  <B>US</B> 
 ・ 
 </NEN> 
 ・ 
 <NRI> 
 ・ 
  <NEN> 
 ・ 
  </NEN> 
 ・ 
 </NRI> 
 ・ 
</ルートタグ> 

 

 

1出願 

1出願 

意匠１：○ 

意匠２：△ 

指定国が「JP」のデータのみデータエントリする 

<NRI>タグ配下の<NEN>タグはデータエントリしない 



４．２．３－２ 

 

③XMLデータに設定される文字について 

 1) エンコーディングについて 

XMLデータのエンコードディングには、「ISO 8859-1」が利用されている。 

 

2) 改行コードについて 

 XMLデータの改行コードは「CR+LF」、「CR」、「LF」のいずれかが設定されている。 

 

3)ラテン文字について 

WIPOから送付される XMLデータの中には、WIPOで規定しているラテン文字が設定さ

れている場合がある。それに該当する文字は、「添付１ ラテン文字の実体参照対応表」を

参照のこと。 

 

④XMLデータのタグ一覧について 

WIPOから送付されるXMLデータのタグ一覧を、「表４．２ WIPOから送付されるXML

データのタグ一覧」に示す。 



 4.2.3-3

表４．２　日本国特許庁からデータエントリ機関に発注されるXMLデータ（<DMTRANS>/<NEN>配下）のタグ一覧
出所：2014年10月9日受領のDTD(hague.dtd)から抽出

L0 L1 L2 L3 L4 L5 DTD上の定義やコメントからの解釈 INIDコードからの解釈

1 DMTRANS - - -
- - -

2 (省略) - - - - -
3 N60 - - - - -
4 (省略) - - - - -
5 R60 - - - - -
6 (省略) - - - - -

7 NEN - 必須
Industrial design under the
1999 Act

1999アクトに基づく意匠登録 -

8 ORIGLANG ( 1 | 3 | 4 ) 必須

- Original Languageの略と考えられる。
※<H0540>タグにて、英語、フランス語、ス
ペイン語での説明が存在するので、１、３、
４はその３つであると考えられる。

-

9 COLOUR ( Y | N )
- 当該XMLに紐づくイメージのカラー -

10 OFFREF #PCDATA 任意
Office Reference オフィスのＩＤ -

11 HOLREF #PCDATA 任意
Holder reference 所有者のＩＤ -

12 DOCID #PCDATA 必須
Service request No サービスリクエストナンバー -

13 CDOCID #PCDATA 任意
Corrected Document ID 「訂正後のドキュメントＩＤ」 -

14 H0110 #PCDATA 必須
Serial number of the
registration

登録のシリアル番号 文献番号（登録番号）

15 AFFCP CDATA

AFFCP contains a list of the
contracting parties affected
e.g. EM;FR;KR;TR;
can be used to extract only
those transactions which
have affect ina given
Contracting party

AFFCP締約国を設定する。
指定された締約国を抽出するために使用
する。

-

16 INIDCD CDATA
- INIDコード "11"がデフォルトで設定され

る。
-

17 INIDDESE CDATA
- 「登録のシリアル番号(英語)」がデフォルト

で設定される。
-

18 INIDDESF CDATA
- 「登録のシリアル番号(フランス語)」がデ

フォルトで設定される。
-

19 H0151 #PCDATA 必須
Date of the registration 登録の日付 国際登録日

20 H0180 #PCDATA 任意
Expiration date of renewal リニューアルの失効日 登録/更新の有効期限

21 H0170 #PCDATA 任意
Duration of protection 保護の期間 更新の予定日

22 H0220 #PCDATA 必須
Date on which Industrial
design was filed

意匠が出願された日 出願日

23 INIDDESF CDATA
- 「意匠が出願された日(フランス語)」がデ

フォルトで設定される。
-

24 INIDCD CDATA
- INIDコード "22"がデフォルトで設定され

る。
-

25 INIDDESE CDATA
- 「意匠が出願された日(英語)」がデフォルト

で設定される。
-

26 BusinessEntityStatusCategory #PCDATA 任意
US specific. Values Micro,
Small, Large

アメリカ固有のタグ、設定値は「Micro,
Small, Large」

-

27 H0730 - 1回以上
Name and address of owner 所有者(=意匠権者)の名前と住所 意匠権者の名前及び住所

28 CLID CDATA 必須
- クライアントのＩＤ -

29 KW CDATA 必須

- KW = KEYWORDの略かと思われる。 -

30 KW2 CDATA 任意

- KW = KEYWORDの略かと思われる。 -

31 H0731 #PCDATA 必須
Owner Name 意匠権者の名前 意匠権者の名前

32 H0732 #PCDATA 必須
Owner Address 意匠権者の住所 意匠権者の住所

33 H0733 #PCDATA 必須
Owner country 意匠権者の国 意匠権者の国

34 H0735 #PCDATA 任意

Owner Postcode 意匠権者の郵便番号 意匠権者の郵便番号

35 H0734 #PCDATA 必須

Titulaire town 意匠権者の都市名 意匠権者の都市名

36 H0860 #PCDATA 任意

Nationality of Owner 意匠権者の国籍 意匠権者が国民である締約国
※数人の意匠権者が存在する場合
に、記載された締約国の記載順序
は、(73)で記載された意匠権者の順
序と対応している。"--"は、意匠権
者に対応する締約国が無いことを意
味する。

37 INIDDESF CDATA

- 「意匠権者の国籍(フランス語)」がデフォル
トで設定される。

-

38 INIDCD CDATA
- INIDコード "86"がデフォルトで設定され

る。
-

39 INIDDESE CDATA

- 「意匠権者の国籍(英語)」がデフォルトで
設定される。

-

※データエントリ機関にて意匠登録願、手続補正書のSGMLデータを作成する際に使用するタグについては、灰がけにしています。
DTDのコメント 解釈No. 要素 属性 データ型 DTD上の出現

回数
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40 H0870 #PCDATA 任意

Residence or headquarters
of Owner

意匠権者の本部または住居 意匠権者が住所を持っている締約国
※数人の意匠権者が存在する場合
に、記載された締約国の記載順序
は、(73)で記載された意匠権者の順
序と対応している。"--"は、意匠権
者に対応する締約国が無いことを意
味する。

41 INIDDESF CDATA

- 「意匠権者の本部または住居(フランス
語)」がデフォルトで設定される。

-

42 INIDCD CDATA
- INIDコード "87"がデフォルトで設定され

る。
-

43 INIDDESE CDATA

- 「意匠権者の本部または住居(英語)」がデ
フォルトで設定される。

-

44 H0880 #PCDATA 任意

State in which Owner has a
real and effective industrial
or commercial establishment

意匠権者が産業的あるいは商業的設立
物を持っている締約国

意匠権者が工業上おうしくは営業所
を持っている領域の締約国:
※数人の意匠権者が存在する場合
に、記載された締約国の記載順序
は、(73)で記載された意匠権者の順
序と対応している。"--"は、意匠権
者に対応する締約国が無いことを意
味する。

45 INIDDESF CDATA

- 「意匠権者が産業的あるいは商業的設立
物を持っている締約国(フランス語)」がデ
フォルトで設定される。

-

46 INIDCD CDATA
- INIDコード "88"がデフォルトで設定され

る。
-

47 INIDDESE CDATA

- 「意匠権者が産業的あるいは商業的設立
物を持っている締約国(英語)」がデフォル
トで設定される。

-

48 H0850 #PCDATA 任意

State in which Owner has a
habitual residence

意匠権者が通常居所を持っている締約国 意匠権者が通常住宅を持っている領
域の1999年アクトの締約国；
※数人の意匠権者が存在する場合
に、記載された締約国の記載順序
は、(73)で記載された意匠権者の順
序と対応している。"--"は、意匠権
者に対応する締約国が無いことを意
味する。

49 INIDDESF CDATA
- 「意匠権者が通常居所を持っている締約

国
-

50 INIDCD CDATA
- INIDコード "85"がデフォルトで設定され

る。
-

51 INIDDESE CDATA

- 「意匠権者が通常居所を持っている締約
国
(英語)」がデフォルトで設定される。

-

52 H0890 #PCDATA 任意

Applicant's Contracting
PArty

出願人の締約国 出願人の締約国
※数人の意匠権者が存在する場合
に、記載された締約国の記載順序
は、(73)で記載された意匠権者の順
序と対応している。

53 INIDDESF CDATA
- 「出願人の締約国(フランス語)」がデフォル

トで設定される。
-

54 INIDCD CDATA
- INIDコード "89"がデフォルトで設定され

る。
-

55 INIDDESE CDATA
- 「出願人の締約国(英語)」がデフォルトで

設定される。
-

56 H0740 - 0回以上
Agent name and Address 代理人の氏名及び住所 代表者の氏名及び住所

57 CLID CDATA 必須
- クライアントのＩＤ -

58 KW CDATA
- 国際登録の公開公報（WIPOのウェブペー

ジ）での検索キーワード
-

59 KW2 CDATA 任意
- 国際登録の公開公報（WIPOのウェブペー

ジ）での検索キーワード
-

60 INIDDESF CDATA
- 「代理人の氏名及び住所(フランス語)」が

デフォルトで設定される。
-

61 INIDCD CDATA
- INIDコード "74"がデフォルトで設定され

る。
-

62 INIDDESE CDATA
- 「代理人の氏名及び住所(英語)」がデフォ

ルトで設定される。
-

63 H0741 #PCDATA 必須
Agent name 代理人の名前 代表者の名前

64 H0742 #PCDATA 必須
Agent address 代理人の住所 代表者の住所

65 H0743 #PCDATA 必須
Agent Country 代理人の国名 代表者の国名

66 H0745 #PCDATA 任意
Agent post code 代理人の郵便番号 代表者の郵便番号

67 H0744 #PCDATA 必須
Agent town 代理人の都市名 代表者の都市名

68 H9750 - 任意

Correspondence Address
group

- (国際意匠出願の願書より)
国際意匠出願にて、居住所が異なる
複数の出願人がおり、代理人を選任
しない場合、通信用の居住所を指定
する必要がある。

69 CLID CDATA 必須
- クライアントのＩＤ -

70 KW CDATA 必須
- 国際登録の公開公報（WIPOのウェブペー

ジ）での検索キーワード
-

71 KW2 CDATA 任意
- 国際登録の公開公報（WIPOのウェブペー

ジ）での検索キーワード
-

72 H9751 #PCDATA 必須
Correspondence Name 通信用の名前 -
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73 H9752 #PCDATA 必須
Correspondance Address 通信用の住所 -

74 H9753 #PCDATA 必須
Correspondence country 通信用の国名 -

75 H9755 #PCDATA 任意
Correspondent post code 通信用の郵便番号 -

76 H9754 #PCDATA 必須
Correspondence address
town

通信用の街 -

77 H0720 #PCDATA 任意 Creator name 意匠の創作者 意匠の創作者の名前及び住所

78 INIDDESF CDATA
- 「意匠の創作者(フランス語)」がデフォルト

で設定される。
-

79 INIDCD CDATA
- INIDコード "72"がデフォルトで設定され

る。
-

80 INIDDESE CDATA

- 「意匠の創作者(英語)」がデフォルトで設
定される。

-

81 H0280 #PCDATA 必須
Number of Industrial designs 国際登録に含まれた意匠の数 国際登録に含まれた意匠の数

82 INIDDESF CDATA
- 「国際登録に含まれた意匠の数

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

83 INIDCD CDATA
- INIDコード "28"がデフォルトで設定され

る。
-

84 INIDDESE CDATA
- 「国際登録に含まれた意匠の数

(英語)」がデフォルトで設定される。
-

85 H0510 - 1回以上
Locarno Group ロカルノ分類 国際意匠分類のクラス及びサブクラ

ス

86 INIDDESF CDATA
- 「ロカルノ分類(フランス語)」がデフォルトで

設定される。
-

87 INIDCD CDATA
- INIDコード "51"がデフォルトで設定され

る。
-

88 INIDDESE CDATA
- 「ロカルノ分類(英語)」がデフォルトで設定

される。
-

89 H0511 #PCDATA 必須
Locarno Class ロカルノ分類クラス 国際意匠分類（クラス）

90 H0512 #PCDATA 1回以上
Locarno Sub-class ロカルノ分類サブクラス 国際意匠分類（サブクラス）

91 H0540 - 必須
Designation of article(s) or
product(s) covered by the
industrial design

意匠にカバーされる物品の名称 意匠に係る物品

92 INIDDESF CDATA
- 「意匠にカバーされる物品の名称

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

93 INIDCD CDATA
- INIDコード "54"がデフォルトで設定され

る。
-

94 INIDDESE CDATA
- 「意匠にカバーされる物品の名称

(英語)」がデフォルトで設定される。
-

95 H054E #PCDATA 必須

Designation in English 英語での名称 意匠に係る物品

96 ORIGINAL ( Y | N )

- フランス語、英語、スペイン語の３つ
のうち、オリジナルの願書が、どの言
語で書かれているかを表すタグであ
ると考えられる。

97 H054F #PCDATA 必須

Designation in French フランス語での名称 意匠に係る物品

98 ORIGINAL ( Y | N )

- フランス語、英語、スペイン語の３つ
のうち、オリジナルの願書が、どの言
語で書かれているかを表すタグであ
ると考えられる。

99 H054S #PCDATA 任意

Designation in Spanish スペイン語での名称 意匠に係る物品

100 ORIGINAL ( Y | N )

- フランス語、英語、スペイン語の３つ
のうち、オリジナルの願書が、どの言
語で書かれているかを表すタグであ
ると考えられる。

101 H0570 - 任意
Description of characteristic
features

特徴に関する説明 説明

102 INIDDESF CDATA
- 「特徴に関する説明

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

103 INIDCD CDATA
- INIDコード "57"がデフォルトで設定され

る。
-

104 INIDDESE CDATA
- 「特徴に関する説明

(英語)」がデフォルトで設定される。
-

105 H057E #PCDATA 必須
Description in English 英語での説明 説明（英語）

106 ORIGINAL ( Y | N ) -

107 H057F #PCDATA 必須
Description in french フランス語での説明 説明（フランス語）

108 ORIGINAL ( Y | N ) -

109 H057S #PCDATA 任意
Description in Spanish スペイン語での説明 説明（スペイン語）

110 ORIGINAL ( Y | N ) -
111 CLAIMGR - 任意 Claim Group (for US) 請求項のグループ（アメリカ用） -

112 CLAIME #PCDATA 必須
Claim in English
text: max 180 lines of 60
characters

英語での請求項 -

113 ORIGINAL ( Y | N ) - -

114 CLAIMF #PCDATA 必須
Claim in French
text: max 180 lines of 60
characters

フランス語での請求項 -

115 ORIGINAL ( Y | N ) - -

116 CLAIMS #PCDATA 任意
Claim in Spanish
text: max 180 lines of 60
characters

スペイン語での請求項 -

117 ORIGINAL ( Y | N ) - -

118 H0820 - 任意
Statements ステートメント -

119 INIDDESF CDATA
- 「ステートメント

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

120 INIDCD CDATA
- INIDコード "83"がデフォルトで設定され

る。
-

121 INIDDESE CDATA
- 「ステートメント

(英語)」がデフォルトで設定される。
-

122 H0821 #PCDATA 必須
State making a statement 国際出願に含まれるステートメント -
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123 H082E #PCDATA 必須
Statement in English ステートメント（英語） -

124 ORIGINAL ( Y | N ) - - -

125 H082F #PCDATA 必須
Statement in French ステートメント（フランス語） -

126 ORIGINAL ( Y | N ) - - -

127 H082S #PCDATA 任意
Statement in Spanish ステートメント（英語） -

128 ORIGINAL ( Y | N ) - - -

129 H0813 #PCDATA 0回以上
Designated state according
to the 1934 act

1934アクトによる指定締約国 1934アクトの下で指定された指定締
約国

130 INIDDESF CDATA
- 「1934アクトによる指定締約国

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

131 INIDCD CDATA
- INIDコード "81"がデフォルトで設定され

る。
-

132 INIDDESE CDATA

- 「1934アクトによる指定締約国
(英語)」がデフォルトで設定される。

-

133 PREFIX CDATA
- - -

134 H0812 #PCDATA 0回以上
Designated state according
to 1960 act

1960アクトによる指定締約国 1960アクトの下で指定された指定締
約国

135 INIDDESF CDATA
- 「1960アクトによる指定締約国(フランス

語)」がデフォルトで設定される。
-

136 INIDCD CDATA
- INIDコード "81"がデフォルトで設定され

る。
-

137 INIDDESE CDATA

- 「1960アクトによる指定締約国(英語)」がデ
フォルトで設定される。

-

138 PREFIX CDATA
- - -

139 H0811 #PCDATA 0回以上
Designated state according
to 1999 act

1999アクトによる指定締約国 1999アクトの下で指定された指定締
約国

140 INIDDESF CDATA
- 「1999アクトによる指定締約国

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

141 INIDCD CDATA
- INIDコード "81"がデフォルトで設定され

る。
-

142 INIDDESE CDATA

- 「1999アクトによる指定締約国
(英語)」がデフォルトで設定される。

-

143 PREFIX CDATA
- - -

144 H0300 - 0回以上
data relating to Priority
under the paris convention

パリ条約に基づく優先権主張に関連する
情報

-

145 INIDDESF CDATA
- 「パリ条約に基づく優先権主張に関連する

情報
-

146 INIDCD CDATA
- INIDコード "30"がデフォルトで設定され

る。
-

147 INIDDESE CDATA

- 「パリ条約に基づく優先権主張に関連する
情報
(英語)」がデフォルトで設定される。

-

148 H0301 - 1回以上
Group of priorities for same
CP

同じCPの優先権のグループ パリ条約に基づく主張がある情報

149 H0320 #PCDATA 必須
Priority date 優先日 優先日

150 H0310 #PCDATA 必須
Priority serial number 優先権のシリアル番号 優先権主張番号

151 H9340 #PCDATA 0回以上

Model numbers to which
Priority applies

優先権が適用される意匠の番号 -

152 INIDDESF CDATA
- 「優先権が適用される意匠の番号

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

153 INIDCD CDATA
- INIDコード "20"がデフォルトで設定され

る。
-

154 INIDDESE CDATA
- 「優先権が適用される意匠の番号

(英語)」がデフォルトで設定される。
-

155 H0330 #PCDATA 任意
uthority with which the
Priority application was

優先権主張国 優先権主張国

156 H0230 - 0回以上
Exhibition details 展示の詳細 意匠が展示された博覧会の詳細

157 INIDDESF CDATA
- 「展示の詳細(フランス語)」がデフォルトで

設定される。
-

158 INIDCD CDATA
- INIDコード "23"がデフォルトで設定され

る。
-

159 INIDDESE CDATA
- 「展示の詳細(英語)」がデフォルトで設定さ

れる。
-

160 H0231 #PCDATA 必須
Date on which Industrial
design was exhibited

意匠が展示された日付 意匠が展示された日付

161 H0232 #PCDATA 必須

Name of exhibition 意匠が展示された展示会の名前 意匠が展示された博覧会の名前

162 H0233 #PCDATA 必須

Place of Exhibition 意匠が展示された展示会の場所 意匠が展示された博覧会の場所

163 H0234 #PCDATA 0回以上
Model numbers at exhibition 展示された意匠の数 -

164 INIDDESF CDATA
- 「展示された意匠の数

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

165 INIDCD CDATA
- INIDコード "20"がデフォルトで設定され

る。
-

166 INIDDESE CDATA
- 「展示された意匠の数

(英語)」がデフォルトで設定される。
-

167 H0450 #PCDATA 任意
Date of expiry of deferment 繰り延べ期限の失効日 文献発行日

168 INIDDESF CDATA
- 「繰り延べ期限の失効日(フランス語)」が

デフォルトで設定される。
-

169 INIDCD CDATA
- INIDコード "46"がデフォルトで設定され

る。
-



 4.2.3-7

L0 L1 L2 L3 L4 L5 DTD上の定義やコメントからの解釈 INIDコードからの解釈

DTDのコメント 解釈No. 要素 属性 データ型 DTD上の出現
回数

170 INIDDESE CDATA
- 「繰り延べ期限の失効日(英語)」がデフォ

ルトで設定される。
-

171 RELDESIGGR - 0回以上
 Related design group 関連意匠に関するタグの最上位タグであ

り、タグのみ設定される。
関連意匠に関する情報

172 INIDCD CDATA - 関連意匠に関するINIDコード（66）を設定 -

173 INIDDESE CDATA
- "Relation with a principal design"がデフォ

ルトで設定される。
-

174 INIDDESF CDATA
- "Relation with a principal design"がデフォ

ルトで設定される。
-

175 RELDES - 1回以上
 Related design 1つ1つの関連意匠に関するタグ -

176 RELDESCP #PCDATA 1回以上

 Contracting party of related
design format 2 characters ,
ST3

関連意匠の締約国（ここには将来的にJP
が入る想定）

-

177 LISTRELDES - 1回以上
 List of related designs 関連意匠の一覧であり、タグのみが設定さ

れる。
-

178 RELDESNO #PCDATA 必須

 Number of related design
Format number , 3 digits (
1-100 )

当該出願において、関連意匠として登録し
たい意匠番号を設定する。（3桁）

-

179 REFTYPECDE #PCDATA 必須

 Type of referenced design
format 1 character

本意匠の出願の種別 -

180 REFTYPELIBE #PCDATA 任意

 Description of Type of
referenced design - English
text: max length 240
characters

本意匠の説明（英語） -

181 REFTYPELIBF #PCDATA 任意

 Description of Type of
referenced design - French
text: max length 240
characters

本意匠の説明（フランス語） -

182 REFTYPELIBS #PCDATA 任意

 Description of Type of
referenced design - Spanish
text: max length 240
characters

本意匠の説明（スペイン語） -

183 REFNO #PCDATA 必須
 Reference no of referenced
design text: max 20

本意匠番号 -

184 PRINCDESNO #PCDATA 必須
 Principal design number of
referenced design Format
number , 3 digits ( 1-100 )

本意匠の意匠番号（本意匠が複数意匠を
含む場合に設定）

-

185 DISCLOSUREGR 0回以上
 Disclosure details 新規性喪失の例外適用申請 新規性喪失の例外適用申請

186 INIDCD CDATA - 82が設定される -

187 INIDDESE CDATA - "Statements:"がデフォルトで設定される。 -

188 INIDDESF CDATA
- "Statements:"（フランス語）がデフォルトで

設定される。
-

189 DCPCD #PCDATA 1回以上
 Designated Contracting
Party Format 2 characters ,

指定国 -

190 DISCLOSUREDATE #PCDATA 必須
 Date model was disclosed
Format YYYYMMDD

意匠が公知となった日 -

191 DISCLOSUREMODGR - 必須  Models Disclosed 公知となった意匠 -

192 DISCLOSUREMODEL #PCDATA 1回以上
 Model Disclosed Format
number , 3 digits ( 1-100 )

公知となった意匠番号 -

193 DISCLOSUREFILENAME #PCDATA 任意
 Name of file containg
Disclosure document Format
text , unspecified length

書類名 -

194 GRAPHIC EMPTY 0回以上
Picture of Industrial Design 意匠の図面 意匠の図面

195 FILEREF CDATA

- 画像ファイルの参照ID -

196 FORMAT ( JPEG | TIFF )

- デフォルトでは"JPEG"が設定される。 -

197 LEGENDE #PCDATA 任意

 Legend for image in English
text: max 240 characters

意匠の説明（側面図や背面図等が設定さ
れる）

意匠の説明

198 INIDDESF CDATA
- デフォルトで"Legends to indicate a

specific view of the product"が設定され
る

-

199 INIDCD CDATA - デフォルトで"55"が設定される -

200 INIDDESE CDATA
- デフォルトで"Legends to indicate a

specific view of the product"が設定され
る

-

201 LEGENDF #PCDATA 任意
 Legend for image in French
text: max 240 characters

意匠の説明（側面図や背面図等が設定さ
れる）

-

202 INIDDESF CDATA
- デフォルトで"Legends to indicate a

specific view of the product"が設定され
る

-

203 INIDCD CDATA - デフォルトで"55"が設定される -

204 INIDDESE CDATA
- デフォルトで"Legends to indicate a

specific view of the product"が設定され
る

-

205 LEGENDS #PCDATA 任意

 Legend for image in Spanish
text: max 240 characters

意匠の説明（側面図や背面図等が設定さ
れる）

-

206 INIDDESF CDATA
- デフォルトで"Legends to indicate a

specific view of the product"が設定され
る

-

207 INIDCD CDATA - デフォルトで"55"が設定される -

208 INIDDESE CDATA
- デフォルトで"Legends to indicate a

specific view of the product"が設定され
る

-

209 H0152 #PCDATA 任意
Date of recording in
international register

国際登録への登録日 -

210 H0453 #PCDATA 任意

Date of publication 発行日 文献発行日

3つのうちいずれか1つを選

択（任意）

3つのうちいずれか1つを

選択（任意）



 4.2.3-8

L0 L1 L2 L3 L4 L5 DTD上の定義やコメントからの解釈 INIDコードからの解釈

DTDのコメント 解釈No. 要素 属性 データ型 DTD上の出現
回数

211 INIDDESF CDATA
- 「発行日

(フランス語)」がデフォルトで設定される。
-

212 INIDCD CDATA
- INIDコード "45"がデフォルトで設定され

る。
-

213 INIDDESE CDATA
- 「発行日

(英語)」がデフォルトで設定される。
-
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４．２．４ イメージ仕様 

①イメージの種類について 

 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注されるイメージデータには JPEG ファイ

ルがある。JPEGファイルの拡張子は、”.jpg”である。 

 

②イメージファイルのフォルダ構造について 

 イメージファイルは、国際登録番号がフォルダ名となっているフォルダ内に格納され

ている。データエントリ機関は、受領した XMLデータ内の<H0110>タグの設定値から”D”

を除いた国際登録番号をキーにしてフォルダ名を検索し、XMLデータとそれに対応するイ

メージファイルとを対応付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③イメージのファイル名について 

イメージのファイル名は、(1) “m”で始まるイメージファイル、(2)”s”で始まるイメージ

ファイルの 2 通りがある。データエントリには”m”で始まるイメージファイルを使用す

る。”m”はミディアム、”s”はスモールを意味する。”m”から始まるイメージファイルは、

WIPO へ出願された際の元データであり、”s”から始まるイメージファイルは、WIPO で

の公報（bulletin）用のサムネイルである。 

 

(1) “m”で始まるイメージファイル 

   [単一意匠内にイメージが複数ある場合] 

“m” + 意匠番号 + “_” + 1から始まる単一意匠内の連番 + “.jpg” 

     1桁   3桁     1桁       3桁 

例：m001_001.jpg 

 

[単一意匠内にイメージが 1個のみの場合] 

“m” + 意匠番号 + “_” + “000” + “.jpg” 

      1桁    3桁     1桁  3桁 

073902 
m001_001.jpg 

m001_002.jpg 

s001_001.jpg 

s001_002.jpg 

国際登録番号 

<ルートタグ> 
・ 
・ 
 <NEN> 
  ・ 
  ・ 
  <H0110>D073902</H0110> 
  ・ 
  ・ 
 </NEN> 
・ 
・ 
</ルートタグ> 
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     例：m001_000.jpg 

 

(2) “s”で始まるイメージファイル 

   [単一意匠内にイメージが複数ある場合] 

“s” + 意匠番号 + “_” + １から始まる単一意匠内の連番 + “.jpg” 

     1桁   3桁    1桁        3桁 

例：s001_001.jpg 

 

[単一意匠内にイメージが 1個のみの場合] 

“s” + 意匠番号 + “_” + “000” + “.jpg” 

      1桁    3桁     1桁  3桁 

     例：s001_000.jpg 

    

 ④カラーについて 

WIPO から送付される JPEG イメージは、フルカラー、グレースケールのどちらも存

在する。 

 

 ⑤イメージの解像度について 

WIPO から送付されるイメージの解像度は固定であり、"mXXX_XXX.jpg"が 266dpi、

"sXXX_XXX.jpg"が 85dpiである。 

  ※WIPO から送付されるイメージの解像度が、”mXXX_XXX.jpg”、”sXXX_XXX.jpg”

において全て上記であるという保証は得られていない。 

 

 ⑥WIPOから送付されるイメージの dot数について 

  WIPOから送付されるイメージのdot数は固定でなく、最大dot数は、縦横とも 1676dot

（160mm×266dpi÷25.4）である。 

  ※WIPO から送付されるイメージの最大 dot 数が上記であるという保証は得られてい

ない。 

 

 ⑦WIPOから送付されるイメージの交換様式について 

WIPO から送付されるイメージの交換様式 (Interexchange format)は、全て

"JFIF"(JPEG File Interchange Format)である。 
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４．２．５ 見本仕様 

WIPO から送付される見本は平面意匠であり、意匠が紙に貼り付けられた状態となっ

ている。見本は A4用紙に貼り付けられ、昇順に番号付けされている。その番号は意匠番

号である。また、データエントリ機関への発注時には、電子化する見本に対応する国際

登録番号、意匠番号に関する情報が渡される。 

※WIPOから送付される見本は、「ヘーグ協定に基づく意匠の国際登録に関するガイド」

によると、サイズが (広げた状態で) 26.2センチメートル×17センチメートル、重さが 50

グラム、厚さが 3ミリメートルを超えない。 

 

 

見本に対応する国際登録番号、
意匠番号がデータエントリ機関
へ渡される。 

見本 意匠番号 

国際登録番号 

意匠 
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４．２．６ その他データエントリ機関が受領する情報 

 

発注伝票や XML データ、イメージ、見本には記載されないが、SGML データへの変換

時にインプットとして必要となる情報を以下に記す。これらの情報は、日本国特許庁より

データエントリ機関へ渡される。 

 

①出願番号一覧 

 公表の写しの発注の場合に、出願番号と国際意匠登録番号＋意匠番号の対応表がエク

セル形式のファイルで渡される。※１※２ 

 

※1 公表の写しをデータエントリする際に、XMLデータ中の国際登録番号＋意匠番

号から作成する手続補正書の【事件の表示】配下の【出願番号】に設定する出願番号

を特定するための一覧表。 

※2 作成する手続補正書の【事件の表示】配下の【出願番号】に設定する出願番号

が一覧表にない場合は、データエントリ機関は発注元に問い合わせる。 
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４．３ 作成するデータ 

 

４．３．１ 作成するデータ全般に係る内容 

①作成するファイル構成 

日本国特許庁からデータエントリ機関に発注された XMLデータから意匠登録願（中間

コード：A63）、手続補正書（中間コード：A523）の SGML データを作成する。作成す

る SGMLデータは、それぞれ主文書と管理文書があり、主文書に対応するイメージも合

わせて作成する。 

 

[意匠登録願] 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主文書に対応するイメージファイル数は 1 以上である。また、見本が後から送付され

る場合は、主文書に対応するイメージファイルはない。 

 

[手続補正書] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主文書に対応するイメージファイル数は 1以上である。 

 

②作成する SGMLデータの各タグの設定値の上限について 

SGMLに設定する各タグの設定値が 65,535Bを超える場合は、発注元に問い合わせる。 

 

SGML ファイル 

イメージファイル 

主文書 

SGML ファイル 

管理文書 

イメージファイル 

SGML ファイル 

イメージファイル 

主文書 

SGML ファイル 

管理文書 

イメージファイル 
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 ③作成する SGMLデータの制限値について 

  1書類の合計容量が圧縮前 200MBを超える場合は、発注元に問い合わせる。 
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４．３．２ SGMLデータ仕様 

 

作成する SGML データに関する仕様として、文字セットや文字コード、実体参照等「文

字に関する仕様」と、DTD 宣言名や公開識別子等「DTD に関する仕様」がある。それらの

詳細な仕様について以下に整理する。 

 

①文字に関する仕様 

1) 文字セット 

使用する文字セット及び文字コードについては、以下のように規定する。 

・１バイト文字 

   １バイト文字の英数字、記号は、ＪＩＳ Ｘ ０２０１－１９７６ を使用する。 

 

                            １バイト文字（英数字、記号） 
  0  1  2  3  4  5  6  7 
0    sp  0  @  P  `  p 
1    !  1  A  Q  a  q 
2    "  2  B  R  b  r 
3    #  3  C  S  c  s 
4    $  4  D  T  d  t 
5    %  5  E  U  e  u 
6    &  6  F  V  f  v 
7    '  7  G  W  g  w 
8    (  8  H  X  h  x 
9    )  9  I  Y  i  y 
A    *  :  J  Z  j  z 
B    +  ;  K  [  k  { 
C    ,  <  L  ¥  l  | 
D    -  =  M  ]  m  } 
E    .  >  N  ^  n  ~ 
F    /  ?  O  _  o  
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・２バイト文字 

   ２バイト文字は、ＪＩＳ Ｘ ０２０８－１９９７ を使用し、漢字についてはＪＩ

Ｓ第１水準漢字及びＪＩＳ第２水準漢字とする。 

 

        表．使用する文字コード（JIS X 0208-1997) 

 
大分類 

 
中分類 

 
小分類 

 
文字種 

 
非漢字文
字 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
数字 
ローマ字 
平仮名 
片仮名 
ギリシャ文字 
ロシア文字 
罫線素片 
特殊記号 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
間隔 
記述記号（。，等） 
括弧記号（「」等） 
学術記号（＋－等） 
単位記号（￥＄等） 
一般記号（☆●等） 

 
１０ 
５２ 
８３ 
８６      ３７７ 
４８ 
６６ 
３２                   ６，８７９ 
１ 
３６ 
２２      １４７ 
４５ 
１１ 
３２ 

 
漢字文字 
 
 
 

 
第一水準文字 
 
第二水準文字 
 

 
 
 
 
 

 
２，９６５ 
            ６，３５５ 
３，３９０ 
 

 

  ・その他 

   半角カナは使用しない 

    合成丸（第２区点９４点）は使用しない 

 

 

2) 文字コード 

  文字コードについては、ＪＩＳコードを使用する。 
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3) 制御コードについて 

２バイト文字・１バイト文字（英数字・記号）は、以下のエンコーディング規則に

より切り替えを行う。 

    ESC$B :２バイト文字（JIS X 0208）切り替え 

    ESC(J :１バイト文字(英数字・記号)（JIS X 0201）切り替え 

 

また、上記エスケープシーケンスは以下の箇所に設定する 

   ・２バイト文字、１バイト文字が切り替わった場合 

   ・文書の開始時 

 

例． 

     

     改行コードは CR/LF（0x0D0A）を設定する 

 

 

4) 実体宣言について 

  以下の文字は、実体宣言を行う。 

 

 

NO 

 

文字 

 

実体名 

 

1 

 

< 

 

lt 

 

2 

 

> 

 

gt 

 

3 

 

& 

 

amp 

 

4 

 

 

" 

 

 

quot 

 

 

よって、ＳＧＭＬ変換前の文書に上記文字が出現した場合は、実体名の前後に「&」
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（半角）、「;」（半角）を付与して置き換えて文書インスタンスに設定する必要がある。 

 

例．実体宣言を用いた例 

・様式上の記載 

 

       【意匠に係る物品】 

  この意匠は・・・<○○>であるから・・・である。 

 

   ・タグ付け例 

        <意匠に係る物品> 

この意匠は・・・・&lt;○○&gt;であるから・・・である。 

 

②DTD に関する仕様 

DTD には DTD 名の指定と文書固有で使用するイメージ等の外部ファイル名の情報を

定義する。DTD 名の指定は公開識別子を DOCTYPE 宣言にて、外部ファイル名の情報

については ENTITY 宣言にて定義する。 

 

1) DTD 宣言名（「添付８．DTD 公開識別子参照」） 

DTD 宣言名は以下の通りとする。 

主文書の DTD 宣言名： 

意匠登録願の場合 DES-APP-DOC 

手続補正書の場合 DES-AMND 

管理文書の DTD 宣言名： 

 MI-ACC-DOC 

 

 

2) 公開識別子について（「添付８．DTD 公開識別子参照」） 
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PUBLIC   "-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Application Document//EN " 

 

 

 

(a)：公開識別子宣言。「PUBLIC」を固定で編集 

(b)：未登録所有者識別子。「-//JAPANESE PATENT OFFICE」を固定で編集 

(c)：データを分離するための 2 重斜線。「//」を固定で編集 

(d)：公開文種別。「DTD」または「ENTITIES」の何れかを編集 

(e)：公開識別子名。 

(d)：(e)の間には半角スペース１文字以上空ける。 

(f)：データを分離するための２重斜線。「//」を固定で編集 

(g)：公開言語。「EN」を固定で編集 

 

(b),(c),(d),(e),(f),(g)を「"」で括る 

 

3) 外部ファイル名の定義について 

図面などのイメージファイルの外部ファイル名を ENTITY 宣言により定義する。 

 

<!ENTITY F614800100010001  SYSTEM  "614800100010001.JPG"  NDATA JPEG > 

 

 

    

(a)：「<!ENTITY」を固定で編集する 

   (b)：実体名 

   (c)：「SYSTEM」固定 

   (d)：システム識別子。「"」を前後に付与する 

      (e)：「NDATA」固定 

   (f)：「JPEG」固定 

   (g)：「>」固定 

注：(a)から(g)の間には半角スペースを１文字以上挿入する 

 

※実体名は、文書インスタンス中に使用されているイメージタグ（<IMAGE>）の属

性であるファイル名（FILE-NAME）に設定される値を定義する。イメージファイ

ルの実体名は外部実体のファイル名（(d)システム識別子）から拡張子を除き、先頭

一文字名に"F"を補ったものを付与する。 

 例． 

(a) (b) (c) 

- 

(e) (d) (g) (f) 

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) 
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      ファイル名      614800100010001.JPG 

       実体名     F614800100010001     

  

イメージタグ(<IMAGE>)が文書インスタンス中に無ければ、ENTITY 宣言は設定

不要である。 

 

※システム識別子には、参照すべき実体の格納場所及びファイル名を定義する。格

納場所の指定は相対アドレスにより指定し、かつＳＧＭＬ文書と同一ディレクトリ

に格納されるものとして定義する。（結果的にシステム識別子には外部実体のファイ

ル名を定義することになる。） 

ＳＧＭＬ文書
<!DOCTYPE DES-ACC-DOC PUBLIC
  "-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design 
Application Document//EN" [
<!ENTITY  F1234567  SYSTEM "1234567.JPG" NDATA JPEG>
<!ENTITY  F2345678  SYSTEM "2345678.TIF" NDATA TIFF>
]>
<DES-ACC-DOC>
  <APPLICATION-A63>
   ……
　</APPLICATION-A63>
　<DRAWING-ARTICLE>
　　……
　　<IMAGE FILE-NAME="F1234567" 
                     HEIGHT="113" WIDTH="150" >
  　……
　　<IMAGE FILE-NAME="F2345678" 
                     HEIGHT="113" WIDTH="150" >
  </DRAWING-ARTICLE>
</DES-ACC-DOC>

同一ディレクトリ内

ＳＧＭＬ文書

外部実体
（イメージフ

ァイル）

外部実体
（イメージフ

ァイル）

ﾌｧｲﾙ名：1234567.JPG

ﾌｧｲﾙ名：2345678.TIF

 

図４．３－１ 外部実体が存在する場合 
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ＳＧＭＬ文書
<!DOCTYPE DES-ACC-DOC PUBLIC
  "-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design 
Application Document//EN" []>
<DES-ACC-DOC>
  <APPLICANT-A711>
   ……
　</APPLICANT-A711>
</DES-ACC-DOC>

同一ディレクトリ内

ＳＧＭＬ文書

 

図４．３－２ 外部実体が存在しない場合 

 

4) その他 

タグの設定時は、以下の定義に従って記述する。 

 

<NAME>意匠 太郎</NAME> <ADDRESS>東京都&amp;千代田区</ADDRESS> 

 

 

 

 

<IMAGE FILE-NAME="FIGURE" > 

 

 

 

・タグ名について 

タグ名は半角英数字を使用する。英字は大文字のみ使用可とする。 

 

・タグの属性について 

タグの属性名・属性値は半角英数字を使用する。英字は大文字のみ使用可とする。 

属性名はタグ名（又は前の属性値）から半角ｽﾍﾟｰｽ１文字以上空けて設定する。 

タグの属性は以下のように属性名に続けて「=」（半角）を設定し、その直後に「"」

タグ タグ内の

データ 

タグ間の

文字 

実体名 

属性 属性値 
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（半角）で括られた属性値を設定する。 

タグの属性は一つのタグに複数定義されることがあるが、タグの属性の設定順は

特に規定しない。 

 

  例．以下の何れの設定も許す 

  <IMAGE  FILE-NAME="FIGURE" HEIGHT="113"  WIDTH="150"  > 

  <IMAGE  WIDTH="150"   HEIGHT="113"   FILE-NAME="FIGURE" > 

 

・タグとタグの間の文字について 

タグとタグの間には以下の何れかを許す。 

- 何も設定しない 

- 半角スペース 

- 改行コード（ＣＲ／ＬＦ） 

- 半角スペースと改行コードの混在 

 

 

 

    例． 

<NAME-GROUP><KANA>イショウタロウ</KANA>(CR/LF)<NAME>意匠 太郎</NAME>△△△</NAME-GROUP> 

 

                            

 

・タグ内の文字に関する特記事項 

タグ内の文字について、改行コード（ＣＲ／ＬＦ）及び内容の一番先頭の半角ス

ペースはＳＧＭＬツール（フォーマッタ等）では無視される。 

また、連続する半角スペースは半角スペース１文字として扱われる。改行コードは

段落タグを除き、タグ内のデータには設定しない。 

何 も 設 定

しない 

改行 

コード 

半角 

スペース 
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４．３．３ イメージデータ仕様 

 

①イメージデータの大きさ 

出願時に許容する図面等の大きさの範囲は次のとおり。（下限は設けていない） 

 

No 

項番 

図面の種類 図面の物理サイズ 

（横×縦(mm)） 

図面の解像度と論理サイズ 

（横×縦(ドット)） 

1 

 

 

 

 

意匠図面 

見本 

 

150×113(mm)以内 

 

 

 

 

カラー図面 

200dpi,1181×889(ドット)以内 

 

※ドットと mm,インチの換算は､次の値で行う｡1mm 未満の端数は切り上げる。 

200dpi の場合:1 インチ=25.4mm=200 ドット 

400dpi の場合:1 インチ=25.4mm=400 ドット 

 

②使用するフォーマット 

 

ファイルフォ

ーマット 

圧縮形式 カラー／２値 備考 

ＪＰＥＧ ＪＰＥＧ フルカラー 

（約 1600 万色) 

「フルカラー」以外はエラー 

プログレッシブＤＴＣ形式はエラー 

 

③ＪＰＥＧの規約 

1) 規約 

JPEG の実装においては以下の規定を満たされなければならない。 

・JPEG のアルゴリズムは、ISO/IEC 10918-1 によって規定されるベースライン

システム（必須機能）に従うこと。 

・データの交換様式は JFIF（JPEG File Interchange Format）に従うこと。 

 

2) 補足 

1) の規約は、以下のように要約される。 

・画面の表現－交換する画像の色空間、画素精度などに関連する規定 

   - 交換色空間  YCbCr に変換した RGB 

   - 画素精度  ８ビット／色成分・画素 

   - 色の表現  カラー 

 

  ・アルゴリズム－交換する画像の符号化圧縮形式に関連する規定 



４．３．３－２ 

 

   - 圧縮形式  非可逆符号化（DCT 方式） 

   - 符号化処理  ベースライン・シーケンシャル処理 

- 操作モード  シーケンシャル・モード 

- エントロピー符号化 ハフマン符号化 

 

    ・データ構造－交換する圧縮イメージデータの構造に関連する規定 

- データ構造  交換様式(JFIF） 

 

④参照規格 

1) 基本標準 

10918-1 Digital Compression and Coding of Continuous-tone Still Image Part1: 

Requirements and guidelines (JPEG ISO/IEC 10918-1) 

 

2) 参考文献 

JPEG File Interchange Format Version 1.02 (C-Cube Microsystems) 

 

⑤イメージデータのファイル名について 

 変換されたイメージデータのファイル名は以下の規準に従って付与する。 

 

ファイル名： 受付番号 ＋ 一連番号 ＋ “.JPG” 

 

なお、受付番号は電子化する SGML データに付与される書類番号であり、一連番号は

電子化する SGML データ毎に"0001"から一連に付与し、ゼロサプレスはしない。 

 

  例）614800000010001.JPG 
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４．３．４ MIME仕様 

 

①封入の方針 

1) 封入対象となるデータ 

MIME の封入対象となるデータとしては、ＳＧＭＬ、ＪＰＥＧデータの２種類のデ

ータがある。また、MIME にＳＧＭＬ単独で封入される場合(シングルパート)と、ＳＧ

ＭＬ(必須)、ＪＰＥＧデータの組合せ(マルチパート)で封入される場合がある。 

 

  2) 参照する規定 

    以下の MIME 実装規約を規格するにおいて、以下の RFC を参照した。 

 

 RFC2045 MIME part One: Format of Internet Message Bodies 

 RFC2046 MIME part Two: Media Types 

 RFC2183 Communicating Presentation Information in Internet Messages: 

    The Content-Disposition Header Field 

 RFC1874 SGML Media Types 

 

3) 封入方針 

   3-1) 送受信データのバイトストリーム規定 

MIME ではインターネットメール（RFC821,RFC822)での利用を考慮して規格化

されており、MIME に必要なヘッダについて以下のような制限がある。 

 

  ・7bit 

  ・CR(13)+LF(10)による改行 

  ・CRLF を含め 1 行 1000 オクテッド以下 

  ・Null は無し 

 

しかし、MIME がインターネットメールに限定して規格化されている訳ではなく、

実際に利用する転送機構が許せば、封入されている各データ実体については以下の

ようなデータを直接封入データとして含める事ができる。 

 

   ・7bit（上記制約と同じ） 

   ・8bit（8bit 使える点を除いて上記 7bit の制約と同じ） 

   ・Binary（制約なし） 

 

本実装規約では、以下の点を考慮し、封入データも含め全て上記の制約を持った
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7bit データとして送受信データを規定することとする。 

 

・送受信データが 1000 オクテッド以下の行で構成されることにより、MIME

のデコード処理（例えば、後述する Multipart の Boundary を検出する処

理）を行う場合に、処理系の作りをシンプルにすることができる。 

      → Binary データは行の概念が無く、複雑な処理が必要。 

 

・MIME 対応のツールや開発キット等を活用したシステムを考えた場合に、

インターネット メールでの利用を想定した製品が多いと考えられ、上記制

約を持った 7bit データの範疇で 送受信データを規定した方が、これら製品

との整合性が良い。 

→ Binary データや 8bit データは対応していない製品が多いと考えら

れる。 

  

4) 封入データの変換 

送受信データを上記の制約を持った 7bit データとして規定することにより、その

中に含まれる SGML データやイメージデータを、以下の理由により適切に 7bit デー

タに変換する必要がある。 

 

・SGML データ 

JISコード採用により7bitではあるが、1行1000オクテッドと限らないため、

上記の制約を満たさない場合がある。 

・イメージデータ 

Binary データであるため、上記の制約を満たさない。 

 

MIME では、上記の制約を満たさないデータを 7bit データに変換する方法として

以下の 2 つが定義されている。 

   ・BASE64 

連続する 4 つの印字可能な ASCII 文字（7bit）で 3 バイトのバイナリデータ

を表す。1 行は 76 文字以内。 

 

・Quoted-Printable 

"="を除く印字可能な ASCII 文字、空白、TAB 以外の文字を、"="+2 桁の 16

進数で表す。1 行 76 文字を超える場合は行末に"="をつけて強制改行。変換対

象がほとんど印字可能な ASCII コードである場合にデータ量的に適する。 

本実装規約では、以下の点を考慮し、SGML およびイメージデータについて全て
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BASE64 により変換をかけて封入することとする。 

 

・イメージデータについては完全なバイナリデータなので BASE64 がデータ量

的に適する。 

 

・SGML データは場合により Quoted-Printable が適するが、イメージデータ変

換のために BASE64 の処理系を持つため、これを利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボディ部

ボディ部

ボディ部

マルチパート部 (注）

送受信データBASE64化された

封入データ
封入データ

BASE64データ

BASE64データ

BASE64データ

SGMLデータ

イメージデータ

イメージデータ

7bitデータ
もしくは

Binaryデータ

以下の制約を持つ7bitデータ
      ・CR+LFによる改行
      ・1行1000オクテット以下
      ・Nullは無し

以下の制約を持つ7bitデータ
      ・CR+LFによる改行
      ・1行1000オクテット以下
      ・Nullは無し

(注) 封入データが一つの場合にはマルチパート部は無い。
        （封入されたボディ部だけが存在する）
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② 実装 

1) 概要 

MIME は、その中に含む情報が単数であればシングルパートの構成となり、複数で

あればマルチパートの構成となる。構成図をそれぞれ、図 2-1、図 2-2 に示す。 

 

シングルパートの MIME データは、以下の情報で構成される。 

・共通部 MIME ヘッダ 

・ボディ部 MIME ヘッダ 

・ボディ実体データ 

                                                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
共通部ＭＩＭＥヘッダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ボディ部MIMEヘッダ 
 
 
ボディ実体データ 
 
 

 
図 2-1；MIME の構成図(シングルパート) 
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マルチパートの MIME データは、以下の情報で構成される。 

・共通部 MIME ヘッダ 

・マルチパート部のヘッダ 

・マルチパート実体データ（ボディ部と境界行を含む） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ボディ部１(N回繰り返す) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ボディ部２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
共通部ＭＩＭＥヘッダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
マルチパート部MIMEヘッダ 
 
 
 
マルチパート実体データ 
 
 
 

 
境界行 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ボディ部MIMEヘッダ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
ボディ実体データ 
 
 

 
 
 
 

 
境界行 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ボディ部MIMEヘッダ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
ボディ実体データ 
 
 

 
 
 
 

 
境界行 

 
 
  

   ： 
   ： 
   ： 
 
 
 

 
境界行 

 
 
  

 
 

                 図 2-1；MIME の構成図（マルチパート） 
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2-2) 共通部 MIME ヘッダ 
      

・仕様 
 

 
N
o 

 
 MIMEヘッダ 

 
ヘッダ値 

 
属性名 

 
属性値 

 
備考 

 
① 
 

 
MIME-Version      
 

 
1.0 
 

 
 
 

 
 
 

 
必須 
 

     

・解説 

①MIME-Version（大文字、小文字の区別あり）： 

MIME-Version ヘッダを必須とする。(将来の MIME バージョンの管理における

処理を容易にするため。)意匠・商標・審判・国際出願ペーパーレスシステムでは、

MIME-Version としては、1.0 を採用する。 

 
 

2-3) マルチパート部 MIME ヘッダ 
 
       ・仕様 
 

 
N
o 

 
 MIMEヘッダ 

 
ヘッダ値   

 
属性名 

 
属性値 

 
備考 

 
① 
 

 
Content-Type 
 

 
multipart/mix
ed 
 

 
boundary 
 

 
(4)境界 
行参照 

 
必須 
 

 
② 
 
 

 
Content-Transf
er 
         
-Encoding 
 

 
7bit 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
任意 
 
 

※上記ヘッダの出現順は、任意とする。 

 

・解説 

①Content-Type（大文字、小文字の区別あり）： 

Content-Type ヘッダは必須である。また、ヘッダ値はマルチパートである

ため、"multipart/mixed"とする。 

②Content-Transfer-Encoding（大文字、小文字の区別あり）： 

Content-Transfer-Encoding ヘッダは、ペーパーレスシステムの場合"７bit"

固定値であるので任意とする。 

 
4) 境界行  

境界行は各パートの区切りのために設置し、実データとしては Content-Type で指定

した boundary 属性値を使用する。ボディ部データ中に現れてはならないように

(MaltiPart の区切りが認識できなくなってしまう）、確実に現れないものを採用するか、
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一旦全データを検証した後確定するような処理が必要となる。 

 

MIME データ中に baundary を実データ内にセットするときは、"--(半角ハイフンを２

個)"を前方に付加する。MIME データの最後の boundary には、後方にも"--(半角ハイ

フンを２個)"を付加する。（実装例参照） 

 

5) ボディ部ＭＩＭＥヘッダ 

・仕様 

 

No MIMEヘッダ名 ヘッダ値 属性名 属 性
値 

備考 

① Content-Type: 
（省略可：*1 参照） 
 
 
 
 

特に規定しない 
（推奨） 
SGML ：
application/sgml 
JPEG：image/jpeg 

name 
(*1 参
照) 
 
 
 
 

ﾌ ｧ ｲ ﾙ
名 
 
 
 
 
 

処理系としては
未知の 
ﾍｯﾀﾞ値は 
 application/ 
 octet-stream  
として処理 
 

② Content-Transfer-En
coding: 
（必須） 

base64 
 

なし 
 

なし 
 

 
 

③ Content-Disposition: 
（省略可：*1 参照） 
 

特に規定しない 
（推奨） 
 attachment 

filena
me 
 
 

ﾌ ｧ ｲ ﾙ
名 
 
 

 
 
 

      ※上記ヘッダの出現順は任意とする 
 

 

・解説 

①Content-Type について 

特許庁ＰＬシステムとしては、ファイル名の拡張子によって処理を行うこと

とするので、メディアタイプは特に規定しない。これは、汎用の MIME 処理系

が生成する MIME ヘッダが、統一されていないため、それらを許容する形が望

ましいためである。 

 

name 属性の使用は、任意(付けなくても可)＊１であるが、使用する場合は必ず

対象となるファイル名を属性値に記述する。 

name="ファイル名" 

ex) 0123456P.SGM 

  mark0001.JPG 

   

 

②Content-Transfer-Encoding について 

特許庁ＰＬシステムで使用される各ファイル形式に対して、必ず base64 によ
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るエンコーディングを適用するため、base64 以外のパラメータは使用しない。

ヘッダを省略した場合、MIME 規定では "7bit" を意味するため省略不可。 

 

③Content-Disposition について 

ヘッダ値としては、inline、attachment が選択可能である。通常の添付ファ

イルに対しては、attachment を使用すべきであるが、今後の拡張性や、汎用の

MIME 処理系でのヘッダ生成機能の再利用を考慮し、規定しない。 

 

封入ファイル名は、filename 属性の値として設定（＊１）する事が望ましい。 

 

    *1：ファイル名の設定に関する考え方 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 Content-TypeとContent-Dispositionの
組み合わせ 
 

 
システム実装規約 
 

 
CAS
E:1 
 

 
Contetn-Type: 
Content-Disposi
tion: 

 
name=""     
有り 
filename="" 
有り 

 
    ◎（推奨） 
        ：有効 

 
CAS
E:2 
 

 
Contetn-Type: 
Content-Disposi
tion: 

 
name=""     
無し 
filename="" 
有り 

 
    ○：有効 
 

 
CAS
E:3 
 

 
Contetn-Type: 
Content-Disposi
tion: 

 
name=""     
有り 
filename="" 
無し 

 
  ○：有効 
 

 
CAS
E:4 
 
 

 
Contetn-Type: 
Content-Disposi
tion: 
 

 
name=""     
無し 
filename="" 
無し 
 

 
  ○：無効 
 
 

 

汎用的な製品への適用を考えた場合、送信側は両方のパラメータでファイル 名を

記述することが望ましい。この場合、受信側はどちらかのパラメータでファイル名

が記述されていれば、処理できる仕組みでなければならない。なお、MIME 規格上

は、ファイル名は Content-Disposition で記述する事となっており、Content-Type

の name 属性での値がファイル名とは特に規定されていない。 

→Content-Disposition の filename 属性を優先する。 
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6) ボディ データ実体 

各データ実体のエンコード方式 bese64 については、RFC2045 に準拠する。 

 

7) 空白行について 

空白行は以下の通り設定する。なお、各 MIME ヘッダの中に空白行は存在しない。 

 

   
    ・シングルパート部 
 

  
   
   
   
   

 
 共通部MIMEヘッダ 

 
   
   
   
   

  
 ボディ部MIMEヘッダ 
  
 空白行１個以上 
  
 ボディ実体データ    

 
 
    ・マルチパート部 
 

  
   
    
   
  
   
   
   
    
   
   
   
   
    
   
       
  
   

 
 共通部MIMEヘッダ 

 
   
    
   
  
   
   
   
    
   
   
   
   
    
   
       
  
   

  
 マルチパート部MIMEヘッダ    
 空白行１個以上                           
  
 マルチパート実体データ 
 
  

 
 境界行 

 
    

   
   
    
  

 
 ボディ部MIMEヘッダ 

 
   
   
    
  

  
 空白行１個以上 
  
 ボディ部実体データ    
 空白行０個以上 
  

  

 
 境界行 

 
    

   
   
    
  

 
 ボディ部MIMEヘッダ 

 
   
   
    
  

  
 空白行１個以上 
  
 ボディ部実体データ    
 空白行０個以上 
  

  

 
 境界行 

 
       ・     ・     ・     ・     ・ 

    ・ 
 
  

 
 境界行 
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③実装例 

      ↓：空行(CR+LF)を表す 

       ① MIME-Version: 1.0 
       ② Content-Type: multipart/mixed; 
            boundary="__=========NextPart" 

③ Content-Transfer-Encoding: 7bit 
④ ↓ 

       ⑤ --__=========NextPart 
       ⑥ Content-Type: application/sgml 
       ⑦ Content-Transfer-Encoding: base64 
       ⑧ Content-Disposition: attachment;                  ※name 属性を省略可能 

  filename="0123456P.SGM" 
⑨ ↓                                           ※必須 

⑩ RE9DAAAAAAAgICAgICAgIAAAAwABmAcXAAAAAAAAAAIAAAAAAAAAAAEQAxaYBxcZEQgBEAMWmAcX 
    GREIGYkCIgAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
      ： 

      ： 

    AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA== 
⑪ ↓                                           ※省略可能 

       ⑫ --__=========NextPart 
       ⑬ Content-Type: image/jpeg;   ※application/octet-stream等も可 

        name="Tools.jpg" 
       ⑭ Content-Transfer-Encoding: base64 
       ⑮ Content-Disposition: attachment; 
      filename="Tools.jpg" 
       ⑯ ↓                                           ※必須 

    ⑰ /9j/4AAQSkZJRgABAgEASABIAAD/7RKmUGhvdG9zaG9wIDMuMAA4QklNBAQAAAAAAAccAgAAAgAC 
         ADhCSU0D6QAAAAAAeAADAAAASABIAAAAAALaAij/4f/iAvkCRgNHBSgD/AACAAAASABIAAAAAALa 
     ： 

     ： 

        tvtTBbuVu299vd638+Cuz1Oizj83rs192X4fPB//2Q== 
    ⑱ --__=========NextPart-- 
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４．４ 受領データ変換仕様 

 

４．４．１ 変換仕様規定に関する前提条件 

 

① データエントリの対象となる XMLデータについて 

 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML データの中には、<NEN>タグ

という１つの出願に関する情報が存在する。<NEN>タグ配下の<H0811>タグには、指定国

の情報が設定され、その設定値が「JP」である出願のみデータエントリの対象とする。 

 

② 複数意匠の意匠毎への分割ルールについて 

日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML データの中には、<NEN>タグ

という１つの出願に関する情報が存在し、その<NEN>タグ配下には、複数意匠の情報が設

定されるタグが含まれる。データエントリ機関にて作成する SGMLデータは意匠単位で作

成するため、複数意匠の情報が設定されるタグの情報は、データエントリ機関にて意匠毎

に分割する。データエントリ機関にて複数意匠の情報を意匠毎へ分割した後、その意匠毎

の情報それぞれを作成する SGML データの対応するタグに設定する。分割後の意匠数は

<H0280>タグの設定値と一致する。一致しない場合は発注元に問い合わせる。 

 

なお、複数意匠の情報が設定されるタグは、以下の通りである。 

・<H054E> 意匠に係る物品 

・<H057E> 意匠の説明、部分意匠 

・<H0720>創作者情報 

・<H0300>優先権情報 

・<RELDESIGGR>関連意匠情報 

・<GRAPHIC> 図面 

 

 

複数意匠の意匠毎の分割ルールおよび分割後の意匠数と<H0280>タグの設定値との突き合

わせ方法は、「表４．４．１－１ 複数意匠の意匠毎への分割ルール」を参照のこと。 
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表４．４．１－１　複数意匠の意匠毎への分割ルール

項番 項目名
ＸＭＬデータのタ
グ

データパターン データパターンの繰り返しの種類 XML記述ルール XMLデータ例 XML分割ルール 分割XMLデータ作成例 備考

1 意匠に
係る物
品

<H054E> パターン１
X. AAA
パターン２
X.-X. AAA

・パターンが１つ
X. AAA
・同じパターンが繰り返す
X. AAA; X. AAA
・異なるパターンが複合して繰り返
す
X. AAA; X. AAA; X.-X. AAA

・"X"は、半角数値1～100。意匠番号を表す。
・"X"の後ろには必ず"."が挿入される。
・"X.-X."は、意匠番号の範囲を表す。前方の"X"の
値＜後方の"X"の値。範囲に含まれる"X"全てに適
用されることを表す。
・"X."及び"X.-X."の後ろには必ず半角スペースが
挿入される。
・1つのタグデータ内"X."及び"X.-X."に含まれる"X"
の値は重複せず、1から順に記述される。
・"AAA"は、半角英字、半角記号、半角スペース
等。当項目の内容を表す。
・パターンが複数記述される場合、パターンの間に
必ず";"が挿入される。
・";"の後ろの半角スペースは挿入されない場合が
ある。

<H054E>1. Back of a book;
2.-3. Book covers; 4. Book
jacket</H054E>

①データ内に";"が存在するかを判別することにより、パターン
を複数含むかどうかを確認する。
②パターンを複数含む場合、パターンごとにデータを切り分け
る。
③"X"に基づき、対応する番号の意匠に"AAA"のデータを適用
する。"X.-X."の場合は、その範囲全ての意匠に"AAA"を適用
する。
④適用するデータは"AAA"とし、"X.","X.-X."及びその後ろの
半角スペース、パターンの間の";"及びその後ろの半角スペー
スは、適用データから排除する。

意匠1：
<H054E>Back of a book</H054E>

意匠２：
<H054E>Book covers</H054E>

意匠３：
<H054E>Book covers</H054E>

意匠４：
<H054E>Book jacket</H054E>

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

<H0280>タグの設定値と当該タグ内の
番数値"1.""2.""3."の最大数値とが一
致しない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

2 意匠の
説明

<H057E> パターン１
AAA
パターン２
Design X: AAA
パターン３
AAA Design X AAA

"Design"のパターン
Design(s）
Design(s) No(s)(.)
Reproduction(s)
Figure(s)
Fig(s)(.)
View(s)

"X"のパターン
X.
X)
X.X(.)

"X"の範囲指定パターン
X-X
 X to X
 X,X,X
 X and X
 X,X and X

※( )は、その文字、記号が、
あるパターンとないパターン、
両方が存在することを表す。

・パターンが１つ
Design X: AAA
・同じパターンが繰り返す
Design X: AAA; Design X: AAA
・異なるパターンが複合して繰り返
す
AAA; Design X: AAA; AAA Design X
AAA

・"X"は、半角数値1～100。意匠番号を表す。ただ
し、"X"のパターンが"X.X(.)"である場合、意匠番号
を表すのは、前方の"X"とする。
・"X"が範囲指定パターンの場合、前方の"X"の値
＜後方の"X"の値。範囲に含まれる"X"全てにデー
タが適用されることを表す。
・"AAA"は、半角英字、半角記号、半角スペース
等。当項目の内容（文章）を表す。
・パターンが複数記述される場合、パターンの間に
必ず";"が挿入される。
・";"の後ろの半角スペースは挿入されない場合が
ある。
・パターン２の"X"の後ろの":"は挿入されない場合
がある。

<H057E>Designs 1 to 3 each
respectively show a chair
equipped differently; Design 4
shows a stackable cantilever
chair</H057E>

①データ内に";"が存在するかを判別することにより、パターン
を複数含むかどうかを確認する。
②パターンを複数含む場合、パターンごとにデータを切り分け
る。③データ内に、"Design X"が存在するかを判別する。
④"Design X"が存在しない場合、タグ内のデータを全意匠に適
用する。
⑤"Design X"が存在する場合、"X"に基づき、対応する番号の
意匠にデータを適用する。
⑥"X"が範囲指定パターンの場合、その範囲全ての意匠に
データを適用する。
⑦適用するデータは、パターン内データ全体とし、"Design X"を
排除しない。パターンの間の";"及びその後ろの半角スペース
は、適用データから排除する。

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

意匠1：
<H057E>Designs 1 to 3 each respectively show a
chair equipped differently</H057E>

意匠２：
<H057E>Designs 1 to 3 each respectively show a
chair equipped differently</H057E>

意匠３：
<H057E>Designs 1 to 3 each respectively show a
chair equipped differently</H057E>

意匠４：
<H057E>Design 4 shows a stackable cantilever
chair</H057E>
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項番 項目名
ＸＭＬデータのタ
グ

データパターン データパターンの繰り返しの種類 XML記述ルール XMLデータ例 XML分割ルール 分割XMLデータ作成例 備考

3 創作者 <H0720> ・パターンが１つ
Design X: AAA,BBB
・同じパターンが繰り返す
Design X: AAA,BBB; Design X:
AAA,BBB
・異なるパターンが複合して繰り返
す
Design X Designer Y: AAA,BBB;
Designer Y: AAA,BBB

<H0720>Mod. No. 1: a)
Vincent LAUCELLA, Route de
France 38,CH-1348 Le
Brassus; b) Christian
LATTMANN, Chateau Neuf
17,CH-1125 Monnaz; Mod.
No. 2 to No. 4: Vincent
UCELLA, Route de France 38,
CH-1348 Le
Brassus</H0720>

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

"Design"のパターンが、No(s)(.)の場合
は、その"X"の数値の最大値と、意匠
数(<H0280>タグの設定値)とを比較し、
一致しない場合は、発注元に問い合わ
せる。

4 優先権 <H0310>
<H0320>
<H0330>

・"YYYYMMDD"は、西暦＋月＋日の8桁の半角数
値。優先日を表す。
・"XXXXXXXX"は半角数値、半角記号等。優先権主
張番号を表す。
・"Y"は、半角数値1～100。意匠番号を表す。
・"ZZ"は、半角アルファベット2桁。優先権主張国又
は機関の国コードを表す。

<H0300>
<H0301>
<H0320>20160330</H0320>
<H0310>001843368-
0001</H0310>
<H9340>1</H9340>
</H0301>
<H0301>
<H0320>20160330</H0320>
<H0310>001843368-
0002</H0310>
<H9340>2</H9340>
</H0301>
<H0330>EM</H0330>
</H0300>

①<H0300>タグ内に、<H9340>タグが存在するかどうかを判別
し、パターン１であるか、パターン２であるかを確認する。
②パターン１又はパターン１の繰り返しの場合、優先日
"YYYYMMDD"、優先権主張番号"XXXXXXXX"、優先権主張
国又は機関"ZZ"を、全ての意匠に適用する。
③パターン２又はパターン２の繰り返しの場合、意匠番号"Y"に
基づき、対応する番号の意匠に、上位の優先日
"YYYYMMDD"、優先権主張番号"XXXXXXXX"を適用する。優
先権主張国又は機関"ZZ"は、全ての意匠に適用する。

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

パターン１
AAA,BBB
パターン２
Design X: AAA,BBB
パターン３
Designer Y: AAA,BBB
パターン４
Design X Designer Y: AAA,BBB
パターン５
AAA,BBB（Design X)
AAA,BBB（for Design X)
AAA（Design X),BBB
AAA（for Design X),BBB

"Design"のパターン
Design(s）
Design(s) No(s)(.)
Model
Model　No(s)(.)
Mod(.）
Mod(.） No(s)(.)
No(s)(.)

※( )は、その文字、記号が、あるパ
ターンとないパターン、両方が存在
することを表す。

・"X"は、半角数値1～100。意匠番号を表す。
・"X"が範囲指定パターンの場合、前方の"X"の値
＜後方の"X"の値。範囲に含まれる"X"全てにデー
タが適用されることを表す。
・"Y"は、半角英数字。創作者番号を表す。
・"AAA"は、半角英字、半角記号、半角スペース
等。創作者の名前を表す。
・"BBB"は、半角英字、半角記号、半角スペース
等。創作者の住所を表す。
・"Design X","Designer Y"の後ろの":"は挿入される
場合と挿入されない場合がある。
・パターンが複数記述される場合、パターンの間に
";"が挿入される。
・";"の後ろの半角スペースは挿入されない場合が
ある。
・パターン２，３，４の"X"及び"Y"の後ろの":"は挿入
されない場合がある。
・"AAA"に","は含まず、"AAA"と"BBB"は","により
区切られる。（Name: AAA Address: BBBの場合を除
く）

①データ内に";"が存在するかを判別することにより、パターン
を複数含むかどうかを確認する。
②パターンを複数含む場合、パターンごとにデータを切り分け、
パターンごとに以下の処理を行う。
③パターン１の場合、全ての意匠にデータを適用する。ただし、
前にパターン２が存在する場合は、その"X"に基づき、対応す
る番号の意匠にデータを適用する。
④パターン２の場合、"X"に基づき、対応する番号の意匠に
データを適用する。
⑤パターン３の場合、全ての意匠にデータを適用する。ただし、
前にパターン４が存在する場合は、その"X"に基づき、対応す
る番号の意匠にデータを適用する。
⑥パターン４の場合、"X"に基づき、対応する番号の意匠に
データを適用する。
⑦"X"が範囲指定パターンの場合、その範囲全ての意匠に
データを適用する。
⑧適用するデータは、名前には"AAA"を、住所には"BBB"適
用することとし、"Design X","Designer Y"及びその後ろの":"と
半角スペース、パターンの間の";"及びその後ろの半角スペー
ス、"AAA"と"BBB"の間の","及びその後ろの半角スペース
は、適用データから排除する。また、"（Design X)","（for Design
X)","Name: "," Address: "についても、適用データから排除す
る。

"X"のパターン
X.
X)
(X)

"X"の範囲指定パターン
X-X
X to X
X ・X
X,X,X
X and X
X,X and X

"Designer Y"のパターン
Designer Y
Y)
(Y)

"AAA,BBB"のパターン
AAA,BBB
Name: AAA Address: BBB

意匠1：
<H0720>Vincent LAUCELLA</H0720>
<H0720>Route de France 38,CH-1348 Le
Brassus</H0720>
<H0720>Christian LATTMANN</H0720>
<H0720>Chateau Neuf 17,CH-1125
Monnaz</H0720>

意匠２：
<H0720>Vincent UCELLAM</H0720>
<H0720>Route de France 38, CH-1348 Le
Brassus</H0720>

意匠３：
<H0720>Vincent UCELLAM</H0720>
<H0720>Route de France 38, CH-1348 Le
Brassus</H0720>

意匠４：
<H0720>Vincent UCELLAM</H0720>
<H0720>Route de France 38, CH-1348 Le
Brassus</H0720>

意匠１：
<H0300>
<H0301>
<H0320>20160330</H0320>
<H0310>001843368-0001</H0310>
<H9340>1</H9340>
</H0301>
<H0330>EM</H0330>
</H0300>

意匠２：
<H0300>
<H0301>
<H0320>20160330</H0320>
<H0310>001843368-0002</H0310>
<H9340>2</H9340>
</H0301>
<H0330>EM</H0330>
</H0300>

パターン１
<H0300>
<H0301>
<H0320>YYYYMMDD</H0320>
<H0310>XXXXXXXX</H0310>
</H0301>
<H0330>ZZ</H0330>
</H0300>

パターン２
<H0300>
<H0301>
<H0320>YYYYMMDD</H0320>
<H0310>XXXXXXXX</H0310>
<H9340>Y</H9340>
</H0301>
<H0330>ZZ</H0330>
</H0300>

・パターン１の繰り返し
<H0300>
<H0301>
<H0320>YYYYMMDD</H0320>
<H0310>XXXXXXXX</H0310>
</H0301>
<H0301>
<H0320>YYYYMMDD</H0320>
<H0310>XXXXXXXX</H0310>
</H0301>
<H0330>ZZ</H0330>
</H0300>

・パターン２の繰り返し
<H0300>
<H0301>
<H0320>YYYYMMDD</H0320>
<H0310>XXXXXXXX</H0310>
<H9340>Y</H9340>
</H0301><H0301>
<H0320>YYYYMMDD</H0320>
<H0310>XXXXXXXX</H0310>
<H9340>Y</H9340>
</H0301>
<H0330>ZZ</H0330>
</H0300>
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項番 項目名
ＸＭＬデータのタ
グ

データパターン データパターンの繰り返しの種類 XML記述ルール XMLデータ例 XML分割ルール 分割XMLデータ作成例 備考

5 本意匠
番号

<RELDESIGGR> パターン①　<RELDESIGGR>が繰り返す
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン①　<RELDESIGGR>が繰り返す
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>001</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>002</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

・<RELDESNO>タグの情報"BBB"の意匠番号の数値をもとに、
<RELDESIGGR>配下のタグを、意匠ごとのデータに分割する。
・分割の際、繰り返しのパターンが、①～③の基本パターンとそ
の組み合わせ（例えば④）が想定されるが、分割後のデータは
形式は、常にパターン①のデータパターンに共通化する。
・繰り返しのパターンが、パターン③を含む場合、
<LISTRELDES>以下のタグが繰り返し、その上位タグ
<RELDESCP>の国コードは繰り返されないことになるが、その
場合は、繰り返される<LISTRELDES>以下のタグ全てに、その
上位の<RELDESCP>タグを適用し、分割データを作成する。

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

パターン②　<RELDES>が繰り返す
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン②　<RELDES>が繰り返す
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>001</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>002</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン③　<LISTRELDES>が繰り返す
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン③　<LISTRELDES>が繰り返す
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>001</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>002</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン④　<RELDES>の繰り返し②と
<LISTRELDES>の繰り返し③が混在する
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>001</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>002</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>KR</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>003</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>004</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン④
意匠１：
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>001</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

意匠２：
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>002</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

意匠３：
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>KR</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>003</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

意匠４：
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>KR</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>004</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

パターン①②③共通
意匠１：
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>001</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>2015-012345</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>003</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

意匠２：
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>002</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>D085000</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>001</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
      <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　    </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>

・AAは、2文字の国コード。"JP"の場合に、本意匠
番号を抽出する対象とする。
・BBBは、本国際登録の中で、本意匠番号を設定す
る対象となる意匠の意匠番号。1～3桁数値。
・Cは、本意匠番号の種類を表すコード。"1"～"6"
の数値が設定される。本DEにおいては参照しない。
・DDDDDは、本意匠番号の種類を表す説明。Cの
コードに対応した単語が設定される。Cが"1"の場
合："Current Application"、Cが"2"の場合：
"National Application"、Cが"3"の場合："National
registration"、Cが"4"の場合："National
reference"、Cが"5"の場合："International
registration"、Cが"6"の場合："WIPO reference"、
本DEにおいては参照しない。
・EEEEEは、本意匠番号。国内出願番号、国際登録
番号、整理番号等、種々の形式がある。
・FFFは、本意匠の意匠番号。本意匠を意匠単位に
特定するための番号。1～3桁数値。

パターン④　<RELDES>の繰り返し②と<LISTRELDES>の繰
り返し③が混在する
<RELDESIGGR>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
　<RELDES>
　　<RELDESCP>AA</RELDESCP>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
    <LISTRELDES>
　　　<RELDESNO>BBB</RELDESNO>
　　　<REFTYPECDE>C</REFTYPECDE>
　　　<REFTYPELIBE>DDDDD</REFTYPELIBE>
　　　<REFNO>EEEEE</REFNO>
　　　<PRINCDESNO>FFF</PRINCDESNO>
　  </LISTRELDES>
　</RELDES>
</RELDESIGGR>



 4.4.1-1-4

項番 項目名
ＸＭＬデータのタ
グ

データパターン データパターンの繰り返しの種類 XML記述ルール XMLデータ例 XML分割ルール 分割XMLデータ作成例 備考

6 図面 <GRAPHIC> ・パターン１の繰り返し
<GRAPHIC FILEREF='XXX_YYY'/>
<GRAPHIC FILEREF='XXX_YYY'/>
<GRAPHIC FILEREF='XXX_YYY'/>

・"XXX"は、半角数値001～100。適用する意匠の意
匠番号を表す。
・"YYY"は、半角数値000～100。図番号を表す。

<GRAPHIC
FILEREF='001_001'/>
<GRAPHIC
FILEREF='001_002'/>
<GRAPHIC
FILEREF='001_003'/>
<GRAPHIC
FILEREF='002_000'/>
<GRAPHIC
FILEREF='003_001'/>
<GRAPHIC
FILEREF='003_002'/>

①"XXX"に基づき、対応する番号の意匠にデータを適用する。
②"XXX","YYY"は、前方1桁または2桁が"0"の場合、これを削
除し、"XXX"と"YYY"の間に"．"を挿入して適用する。
③"YYY"が、"000"の場合は、"XXX"のみを適用し、"．"及び
"YYY"は適用しない。

意匠１：
<GRAPHIC FILEREF='001_001'/>
<GRAPHIC FILEREF='001_002'/>
<GRAPHIC FILEREF='001_003'/>

意匠２：
<GRAPHIC FILEREF='002_000'/>

意匠３：
<GRAPHIC FILEREF='003_001'/>
<GRAPHIC FILEREF='003_002'/>

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

<H0280>タグの値が、<GRAPHIC>タグ
の"FILEREF"属性に設定される形式で
ある"001_001""002_001""003_001"等
のアンダーバー左側の数値の最大値と
一致しない場合で、"FILEREF属性の値
の方が小さい場合は、見本があれば見
本のデータ、見本がなければ見本のダ
ミーデータを作成する。"FILEREF"属性
の値の方が大きい場合は、発注元に問
い合わせる。

項番 項目名
ＸＭＬデータのタ
グ

部分意匠を設定する単語 XML記述ルール XMLデータ例 部分意匠設定ルール 部分意匠設定例 備考

7 部分意
匠

<H057E> 「 Design X　」

"Design"のパターン
Design(s）
Design(s) No(s)(.)
Model
Model　No(s)(.)
Mod(.）
Mod(.） No(s)(.)
No(s)(.)
Reproduction(s)
Figure(s)
Fig(s)(.)
View(s)

"X"のパターン
X.
X)
X.X(.)

"X"の範囲指定パターン
X-X
 X to X
 X,X,X
 X and X
 X,X and X

※( )は、その文字、記号が、
あるパターンとないパターン、
両方が存在することを表す。

・「disclaimer」
・「disclaimed」
・「claimed」
・「partial design」

※大文字小文字を区別しない

・"X"は、半角数値1～100。意匠番号を表す。ただ
し、"X"のパターンが"X.X(.)"である場合、意匠番号
を表すのは、前方の"X"とする。
・"X"が範囲指定パターンの場合、前方の"X"の値
＜後方の"X"の値。範囲に含まれる"X"全てにデー
タが適用されることを表す。

<H057E>The blue marked
parts of views 2 and 3 are not
coming into the scope of the
industrial design (disclaimer)
</H057E>

①データ内に";"が存在する場合、";"の箇所でデータを切り分
け、切り分けたデータごとに以下の処理を行う。
②データ内に「部分意匠を設定する単語」が存在するかを判別
する。
③「部分意匠を設定する単語」が存在する場合、「意匠を特定
するデータのパターン："Design X"」が存在するかを判別する。
④"Design X"が存在しない場合、全意匠を部分意匠とする。
⑤"Design X"が存在する場合、"X"に基づき、対応する番号の
意匠を部分意匠とする。
⑥"X"が範囲指定パターンの場合、その範囲全ての意匠を部
分意匠とする。

意匠２：
<PARTICAL-DESIGN>
意匠３：
<PARTICAL-DESIGN>

データが、左記XML記述ルールに沿わ
ない場合、及び左記XML分割ルールに
基づいても、分割方法が一意に特定で
きない場合は、発注元へ問い合わせ
る。

意匠番号を特定するデータのパターン

パターン１
<GRAPHIC FILEREF='XXX_YYY'/>
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③ 発注される XMLデータ及び作成する SGMLデータに設定する文字について 

 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される XML データとデータエントリ機関

にて作成する SGML データに設定する文字に関する仕様を以下にまとめる。XML データ

と SGMLデータとで仕様に差がある場合は、データエントリ機関にて変換する必要がある。 

 

 ※1  WIPO から送付される XMLデータのタグ内には、改行コードが設定されている場

合がある。改行コードが含まれている場合は、SGMLデータへ変換する際に該当す

る SGML データの変換仕様に従い変換した上で、改行コードをスペースに置き換

えて設定する。 

    [例 1] ★は改行コードを指す。 

    （XMLデータ） 

<H054E>This is a sharp★pen.</H054E> 

（SGMLデータ） 

<NAME-OF-DESIGN-ARTICLE>Ｔｈｉｓ ｉｓ ａ ｓｈａｒｐ ｐｅｎ． </NAME-OF-DESIGN-ARTICLE> 

 

観点 WIPOから送付さ

れる XMLデータ 

作成する SGMLデー

タ 

備考 

エンコード ISO 8859-1 

 
JISコード  

改行コード CR/LF、CR、LF CR/LF ※1 

文字   ※2 

 文字セット 特に規定無し 全角文字： 

JIS X0208-1997 

半角文字： 

JIS X0201-1976 

※3 

 

実体参照に

ついて 

※4 

 

< 

&lt; 

または&#60; 

全角文字：＜ 

半角文字：&lt; 

全角か半角のどちら

を設定するかは、変

換するタグによって

異なる。 

 

 

> 

&gt; 

または&#62; 

全角文字：＞ 

半角文字：&gt; 

 

& 

&amp; 

または&#38; 

全角文字：＆ 

半角文字：&amp; 

 

‘ 

&apos; 

または&#39; 

全角文字：‘、’ 

半角文字：‘ 

 

" 

&quot; 

または&#34; 

全角文字：“、” 

半角文字：&quot; 

ラテン文字 

※4 

実体参照として表

される。またはラ

テン文字が直接記

載される。 

上記文字セットに規

定されている類似す

るアルファベットに

変換して設定し、変換

した文字を１文字ず

つ▲と▼で囲む。※3 

詳細は「添付１ ラ

テン文字の実体参照

対応表」参照 
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※2 当該文字を変換するタグの仕様によっては、該当する文字を２バイトコードに変換

して設定する場合がある。（例：< → ＜、> → ＞、& → ＆、" → “、”） 

※3 SGMLデータに設定できない文字が XMLデータに存在する場合は、発注元へ問い

合わせる。電子化する際は、該当文字を■で置き換えることや、類似するアルフ

ァベットに置き換え１文字ずつ▲と▼で括ることがある。（下記例参照） 

  ［例１］XMLデータに存在する文字が SGMLデータに文字が設定できない場合 

   （XMLデータ） 

     <H0720>Dr. Gerhard Cube, Furtwänglerstrasse 28, 70195 Stuttgart</H0720> 

   （SGMLデータ） 

     <H0720>Dr. Gerhard Cube, Furtw■nglerstrasse 28, 70195 Stuttgart</H0720> 

 

  ［例２］XMLデータに存在する文字を類似するアルファベットに置き換える場合 

    （XMLデータ） 

     <H0720>Dr. Gerhard Cube, Furtwänglerstrasse 28, 70195 Stuttgart</H0720> 

   （SGMLデータ） 

     <H0720>Dr. Gerhard Cube, Furtw▲a▼nglerstrasse 28, 70195 Stuttgart</H0720> 

 

  ［例３］XMLデータに存在する文字参照を類似するアルファベットに置き換える

場合 

  （XMLデータ） 

    <H0720>Dr. Gerhard Cube, Furtw&amacr;nglerstrasse 28, 70195 Stuttgart</H0720> 

  （SGMLデータ） 

    <H0720>Dr. Gerhard Cube, Furtw▲a▼nglerstrasse 28, 70195 Stuttgart</H0720> 

※4 上記表に記載されていない実体参照が XML データに存在する場合は、発注元へ問

い合わせる。 
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④ 変換仕様を規定するにあたっての補足 

本章で規定する変換仕様は、「①データエントリの対象となる XMLデータについて」、「②

複数意匠の意匠毎への分割ルールについて」、「③発注される XML データ及び作成する

SGML データに設定する文字について」がそれぞれ適用された XML データを元に変換す

るものとして記載している。具体的には、「②複数意匠の意匠毎への分割ルールについて」

では、複数意匠の情報が設定されるタグは意匠毎に分割された状態の一時的な XMLデータ

を用いて SGMLデータを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 

<NEN> 

・・・ 

<H054E>1: 意匠 1;2: 意匠 2</H054E> 

・・・ 

<H0720>氏名 1,住所 1;氏名 2,住所

2</H0720> 

・・・ 

<H0280>2</H0280> 

・・・ 

<H0811>JP</H0811> 

・・・ 

</NEN> 

<NEN> 

・・・ 

<H0811>US</H0811> 

・・・ 

</NEN> 

・・・ 

 

<H054E>意匠 1/H054E> 

<H0720>氏名 1</H0720> 

<H0720>住所 1</H0720> 

<H0720>氏名 2</H0720> 

<H0720>住所 2</H0720> 

・・・ 

<H054E>意匠 2/H054E> 

<H0720>氏名 1</H0720> 

<H0720>住所 1</H0720> 

<H0720>氏名 2</H0720> 

<H0720>住所 2</H0720> 

・・・ 

 

受領する XMLデータ 一時 XMLデータ 

<意匠に係る物品>意匠 1</意匠に係る物品> 

 

<創作者の記事> 

・・・ 

<氏名>氏名 1</氏名> 

 ・・・ 

  <住所>住所 1</住所> 

 ・・・ 

</創作者の記事> 

・・・ 

<意匠に係る物品>意匠 2</意匠に係る物品> 

 

<創作者の記事> 

・・・ 

<氏名>氏名 1</氏名> 

 ・・・ 

  <住所>住所 1</住所> 

 ・・・ 

</創作者の記事> 

・・・ 

 

作成する SGMLデータ 

④一時XMLデータを本
変 換 仕 様 に よ っ て
SGML データに変換す
る。 

③XML データの文字セ
ットや改行コード等を
SGML データのそれに
変換する。 

②受領したXMLデータ
を「表４．４ 複数意匠
の意匠毎への分割ルー
ル」に従い意匠毎の一時
XML データに分割す
る。一時 XML データの
数は<H0280>タグの設
定値と一致する。 

本変換仕様の規定範囲 

①<H0811>タグ
の設定値が「JP」
のデータのみ一
時XMLデータに
分割する。 
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４．４．２ 書誌変換仕様 

 

本章では、日本国特許庁から発注される XML データを SGML データ（主文書）へ変換

する際の変換仕様を規定している。 

本規準書における変換仕様の構成図を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌情報変換

仕様見出し 

（意匠登録願） 

書誌情報変換

仕様 

（意匠登録願） 

電子化対象書類 

一覧 「４．１．５ 電子化対象書類」参照 

「４．４．２ ③書誌情報変

換仕様 1) 書誌情報変換仕様

見出し(意匠登録願)」参照 

書誌情報変換

仕様見出し 

（手続補正書） 

書誌情報変換

仕様 

（手続補正書） 

 

「４．４．２ ④書誌情報変

換仕様 1) 書誌情報変換仕

様見出し(手続補正書)」参照 

 

「４．４．２ ③書誌情報変

換仕様 2) 書誌情報変換仕様

(意匠登録願)」参照 

「４．４．２ ④書誌情報変

換仕様 2) 書誌情報変換仕

様(手続補正書)」参照 
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① 書誌変換仕様見出しについて 

 

 書誌変換仕様とは、SGML データ（主文書）に設定される各タグの変換仕様をまとめ

たものである。書誌変換仕様見出しとは、SGML データ（主文書）に設定される各タグ

の変換仕様の参照箇所をタグ一覧形式で記載したものである。 

 

1) 書誌変換仕様見出しの見方 

変換時に SGML データにおこす可能性のある項目・タグは灰がけにしている。なお、

受領するＸＭＬによっては、灰がけになっている箇所でも設定されないＳＧＭＬデータ

のタグも存在する。 

 

 

項

番 
記載項目名 日本語標準名 

タグの 

属性 

タグ・属性名 
参照

箇所 

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 

1 - 特定手続（意匠出

願系 出願書類） 

- DES-APP-DOC 
1 

2 - 意匠登録願 -   APPLICATION-A63 2 
3 【書類名】 書類名 -     DOCUMENT-NAME 3 
4 【整理番号】 整理番号 -     ARRANGEMENT-NUMBER   
5 【特記事項】 特記事項 -     SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE   
6 -  条文 -       

ARTICLE   
7 【提出日】 提出日 -     SUBMISSION-DATE 4 
8 【あて先】 あて先 -     ADDRESSED-TO-PERSON 5 
9 【本意匠の表示】 本意匠の表示 -     PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE 6 

10   【出願番号】   出願番号 -       APPLICATION-NUMBER 7 
11 - - 出願形態         KIND-OF-APPLICATION   

書類上記載が可能な
項目の名前である。 

作成されるSGMLデ
ータに設定されるタ
グの日本語名。 
 



４．４．２－３ 

 

②書誌変換仕様について 

 

 書誌変換仕様とは、SGML データ（主文書）に設定される各タグの変換仕様をまとめた

ものである。 

 

 1) 書誌変換仕様の見方 
    

 日本語標準名 タグ名 

4  提出日 SUBMISSION-DATE 

    

（１）当該タグの設定条件   
    

項番 条件 対処方法 備考 
1 XMLデータに<H0151>タグが存在

する場合 

当該タグを設定す

る。 

  

2 項番 1を満たさない場合 電子化不能として

発注元に問い合わ

せる。 

 

    

（２）当該タグの内容の設定 
  

    

項番 条件 対処方法 備考 
1 <H0151>タグの中身が YYYYMMDD

形式である場合 

元号表記（元号○○

年○○月○○日）に

変換する。 

月日が 1桁の場合は上

位桁に全角スペース

を補う。 

 

例：8月 1日の場合 

△８月△１日 

2 項番 1を満たさない場合 電子化不能として

発注元に問い合わ

せる。 

 

    

（３）当該タグに設定する属性の設定 
  

    

項番 条件 対処方法 備考 
1 - - 属性は設定しない。 

    

 

変換見出しに設定さ
れている参照箇所の
番号が設定される。 

 

当該タグを設定するか否
かを判断するための条件
が記載される。 

 

「(1)当該タグの設定条件」
にて、当該タグを設定すると
なった場合にのみ、「(2) 当
該タグの内容の設定」が適用
される。 

 

当該タグの内容を設定する
にあたって必要な入力に関
する情報・条件が記載され
る。 

 

当該タグの属性を設定する
にあたっての条件が記載さ
れる。 
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③　書誌変換仕様（意匠登録願）

　1) 書誌変換仕様見出し

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6

1 - 特定手続（意匠出願系
出願書類）

- DES-APP-DOC
1

2 - 意匠登録願 - APPLICATION-A63 2
3 【書類名】 書類名 - DOCUMENT-NAME 3
4 【整理番号】 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

5 【特記事項】 特記事項 - SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

6 - 　条文 - ARTICLE
7 【提出日】 提出日 - SUBMISSION-DATE 4
8 【あて先】 あて先 - ADDRESSED-TO-PERSON 5
9 【本意匠の表示】 本意匠の表示 - PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE 6

10   【出願番号】   出願番号 - APPLICATION-NUMBER 7
11 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

12   【登録番号】   登録番号 - REGISTRATION-NUMBER

13 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

14   【審判番号】   審判番号 - APPEAL-NUMBER

15   【出願日】   出願日 - FILING-DATE 8
16 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

17   【整理番号】   整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER 9
18 【原出願の表示】 原出願の表示 - PARENT-APPLICATION-ARTICLE

19 　【出願番号】 　出願番号 - APPLICATION-NUMBER

20 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION
21 　【出願日】 　出願日 - FILING-DATE

22 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

23 　【手続補正書提出日】 　手続補正書提出日 - AMMENDMENT-SUBMISSION-DATE

24 　【整理番号】 　整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

25 【部分意匠】 部分意匠 - PARTICAL-DESIGN 10
26 【意匠に係る物品】 意匠に係る物品 - NAME-OF-DESIGN-ARTICLE 11
27 - 創作者の記事 - CREATOR-ARTICLE 12
28 【意匠の創作をした者】  創作者 - CREATOR-GROUP 13
29 　【識別番号】 　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

30 - 　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 14
31 　【住所又は居所】 　　住所又は居所 - ADDRESS 15
32 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

33 - 　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 16
34 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

35 　【氏名】 　　氏名 - NAME 17
36 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

37 - 申請者の記事 - REQUESTER-ARTICLE 18
38 【意匠登録出願人】  申請者 - REQUESTER-GROUP 19
39 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

40 　【持分】 　持分 - SHARE

41 　【代表出願人】 　代表出願人 - REPRESENTATIVE-APPLICANT

42 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 

43 　【識別番号】 　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

44 - 　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 20
45 　【住所又は居所】 　　住所又は居所 - ADDRESS 21
46 　【住所又は居所原語表記】 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

47 - 　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 22
48 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

49 　【氏名又は名称】 　　氏名又は名称 - NAME 23
50 　【氏名又は名称原語表記】 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

51 　【就業場所】 　就業場所 - OFFICE-ADDRESS

52 　【日本における営業所】 　日本における営業所 - OFFICE

53 - 　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP

タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名
タグ・属性名

参照箇所
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名

タグ・属性名
参照箇所

54 - 　　代表者 - REPRESENTATIVE

55 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA

56 - 　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

57 　【代表者】 　　　氏名 - NAME

58 　【代表者原語表記】 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

59 　【法人の法的性質】 　法人の法的性質 - LEGAL-ENTITY-PROPERTY

60 　【国籍】 　国籍 - NATIONALITY 24
61 　【電話番号】 　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER

62 　【ファクシミリ番号】 　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER

63 　【連絡先】 　連絡先 - CONTACT

64 - 代理人の記事 - ATTORNEY-ARTICLE

65 【代理人】
注９

 代理人 - ATTORNEY-GROUP

66 - - 出願形態 KIND-OF-ATTORNEY

67 　【識別番号】 　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

68 - 　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP

69 　【住所又は居所】 　　住所又は居所 - ADDRESS

70 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

71 　【弁理士】 　弁理士 - ATTORNEY

72 　【弁護士】 　弁護士 - LAWYER

73 - 　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP

74 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

75 　【氏名又は名称】 　　氏名又は名称 - NAME

76 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

77 　【就業場所】 　就業場所 - OFFICE-ADDRESS

78 - 　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP

79 - 　　代表者 - REPRESENTATIVE

80 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

81 - 　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

82 　【代表者】 　　　氏名 - NAME

83 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

84 　【電話番号】 　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER

85 　【ファクシミリ番号】 　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER

86 　【連絡先】 　連絡先 - CONTACT

87 　【代理関係の特記事項】 　代理関係の特記事項 - RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER

88 - 変更する代理人の記事 - ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

89 【選任した代理人】
注９

 変更する代理人 - ATTORNEY-CHANGE-GROUP

90 　【識別番号】 　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

91 - 　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP

92 　【住所又は居所】 　　住所又は居所 - ADDRESS

93 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

94 　【弁理士】 　弁理士 - ATTORNEY

95 　【弁護士】 　弁護士 - LAWYER

96 - 　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP

97 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

98 　【氏名又は名称】 　　氏名又は名称 - NAME

99 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

100 　【就業場所】 　就業場所 - OFFICE-ADDRESS

101 - 　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP

102 - 　　代表者 - REPRESENTATIVE

103 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA

104 - 　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

105 　【代表者】 　　　氏名 - NAME

106 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名

タグ・属性名
参照箇所

107 　【電話番号】 　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER

108 　【ファクシミリ番号】 　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER

109 　【連絡先】 　連絡先 - CONTACT

110 　【代理関係の特記事項】 　代理関係の特記事項 - RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER

111 【秘密にすることを請求する期
間】

秘密意匠請求期間 - SECRET-DESIGN-TERM

112 - パリ条約による優先権
等の主張

- PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE 25

113 【パリ条約による優先権等の
主張】

 パリ優先権主張 - PARIS-PRIORITY-GROUP 26

114 　【国名】 　国名 - NATION 27
115 　【出願日】 　出願日 - FILING-DATE 28
116 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

117 　【出願番号】 　出願番号 - APPLICATION-NUMBER 29
118 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

119 【持分の割合】 持分率 - SHARE-RATE

120 【手数料の表示】 手数料の表示 - CHARGE-ARTICLE

121 　【納付方法】 　納付方法 - PAYMENT-WAY

122 　【予納台帳番号】 　予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

123 　【納付書番号】 　納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

124 　【納付番号】 　納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

125 　【振替番号】 　振替番号 - TRANSFER-NUMBER

126 　【納付金額】 　納付金額 - AMOUNT-OF-FEE

127 【その他】 その他 - ETC

128 【信託関係事項】 信託関係事項 - TRUST-RELATION

129 - 提出物件の目録 - SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE 30
130 【提出物件の目録】 　目録 - LIST-GROUP 31
131 　【物件名】 　物件名 - OBJECT-NAME 32
132 - 　通数又は個数 - NUMBER-OF-OBJECT 33
133 　【援用の表示】 　援用の表示 - CITATION

134 　【返還の申出】 　返還の申出 - RETURN-REQUEST

135 　【包括委任状番号】 　包括委任状番号 - GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID

136 　【提出物件の特記事項】 　提出物件の特記事項 - SPECIAL-MENTION-WORTHY

137 【プルーフの要否】 プルーフの要否 - PROOF-NECESSITY

138 【意匠に係る物品の説明】 意匠に係る物品の説明 - EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART 

139 【意匠の説明】 意匠の説明 - EXPLANATION-OF-THE-DESIGN 34
140 - 規定外の項目 - RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE

141 - 　規定外記事 - RULE-OUTSIDE-GROUP

142 - 　　項目名 - ITEM-NAME

143 - 　　項目内容 - ITEM-CONTENT

144 - 図面 - DRAWING-ARTICLE 35
145 【書類名】図面 書類名 - DOCUMENT-NAME 36
146 - 図 - FIGURE-GROUP 37
147 【○○図】 　タイトル - TITLE 38
148 - 　イメージ - IMAGE 39
149 - - 縦 HEIGHT 39
150 - - 横 WIDTH 39
151 - - ファイル名 FILE-NAME 39
152 - 図面代用写真 - PHOTOGRAPH-ARTICLE

153 【書類名】写真 書類名 - DOCUMENT-NAME

154 - 図 - FIGURE-GROUP

155 【○○図】 　タイトル - TITLE

156 - 　イメージ - IMAGE

157 - - 縦 HEIGHT

158 - - 横 WIDTH

159 - - ファイル名 FILE-NAME

160 - 図面代用ひな形 - MODEL-ARTICLE

161 【書類名】ひな形 書類名 - DOCUMENT-NAME
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名

タグ・属性名
参照箇所

162 -  図 - FIGURE-GROUP

163 【○○図】 　タイトル - TITLE

164 - 　イメージ - IMAGE

165 - - 縦 HEIGHT

166 - - 横 WIDTH

167 - - ファイル名 FILE-NAME

168 - 図面代用見本 - SAMPLE-ARTICLE

169 【書類名】見本 書類名 - DOCUMENT-NAME

170 -  図 - FIGURE-GROUP

171 【○○図】 　タイトル - TITLE

172 - 　イメージ - IMAGE

173 - - 縦 HEIGHT

174 - - 横 WIDTH

175 - - ファイル名 FILE-NAME

176 - 添付書類の記事 - ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE

177 - 　添付書類 - ATTACHING-DOCUMENT-GROUP

178 - 　　物件名 - OBJECT-NAME

179 - 　　内容 - CONTENTS-GROUP

180 - 　　　段落 - PARAGRAPH

181 - 　　　イメージ - IMAGE

182 - - 縦 HEIGHT

183 - - 横 WIDTH

184 - - ファイル名 FILE-NAME

185 - 原データ - ORIGINAL-DATA-ARTICLE

186 - 　イメージ - IMAGE

187 - - 縦 HEIGHT

188 - - 横 WIDTH

189 - - ファイル名 FILE-NAME
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2) 書誌変換仕様

日本語標準名 タグ名

特定手続（意匠出願系
出願書類）

DES-APP-DOC

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

1
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日本語標準名 タグ名

意匠登録願 APPLICATION-A63

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

2
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日本語標準名 タグ名

書類名 DOCUMENT-NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「意匠登録願」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

3



    4.4.2- 11

日本語標準名 タグ名

提出日 SUBMISSION-DATE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0151>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元に問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H0151>タグの中身がYYYYMMDD形式で
ある場合
YYYY：西暦年（4桁）
MM　：月（2桁）
DD　：日（2桁）

和暦表記（元号○○年○○月
○○日）を全角で設定する。

月日が1桁の場合は上位桁に全角
スペースを補う。

例：8月1日の場合
△８月△１日

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元に問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

4
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日本語標準名 タグ名

あて先 ADDRESSED-TO-PERSON

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「特許庁長官殿」を設定す

る。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

5
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日本語標準名 タグ名

本意匠の表示 PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<RELDESIGGR>タグが
存在し、かつ配下の<RELDESCP>タグ
に"JP"が設定されている場合
（※）

当該タグを設定する。 左記条件を満たすタグが一時XMLデー
タ上複数存在する場合は、電子化不
能として発注元へ問い合わせる。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため内容は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

  <RELDES> 　・・・

　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

  ・・・

  </RELDES>

</RELDESIGGR>

<RELDESIGGR>

  <RELDES>

　　<RELDESCP>KR</RELDESCP>

  ・・・

  </RELDES>

</RELDESIGGR>

6

<RELDESCP>が
"KR"のためDEし
ない

<RELDESCP>が"JP"
のためDEする
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータの<RELDESCP>タグに
"JP"が設定されている<RELDESIGGR>タ
グ配下の<REFNO>タグの内容が、
「<APPLICATION-NUMBER>タグの変換
テーブル」（※２）に含まれる場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし <RELDESCP>タグに"JP"が設定され

ている<RELDESIGGR>タグ配下の
<REFNO>タグの設定値を、
「<APPLICATION-NUMBER>タグの変
換テーブル」（※２）の
「<APPLICATION-NUMBER>タグへの
設定形式」に基づき設定する。
（※１）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）以下に設定例を記す。

<REFNO>タグの設定値に"D"を含む場合
一時XMLデータ SGMLデータ
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

  <RELDES> 　<APPLICATION-NUMBER>意願２０１２－△△２３４３</APPLICATION-NUMBER>

　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

　　<LISTRELDES>

　　・・・ ※△は全角スペース
　　　<REFNO>D2012-2343</REFNO>

　・・・

<REFNO>タグの設定値に"D"を含まない場合
一時XMLデータ SGMLデータ
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

  <RELDES> 　<APPLICATION-NUMBER>意願２０１２－２３３３４３</APPLICATION-NUMBER>

　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

　　<LISTRELDES>

　　・・・

　　　<REFNO>2012-233343</REFNO>

　・・・

7
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（※２）<REFNO>タグの値の形式が以下の変換テーブルに含まれる場合、当該テーブルの
「<APPLICATION-NUMBER>タグへの設定形式」に基づき変換する。
（"D"は半角英字のアルファベット、"YYYY"は半角数値、"N"は半角数値、△は全角スペース）

（"D"が含まれるパターン） （"D"が含まれないパターン）
DYYYY-N YYYY-N 意願ＹＹＹＹ－△△△△△Ｎ
DYYYY-NN YYYY-NN 意願ＹＹＹＹ－△△△△ＮＮ
DYYYY-NNN YYYY-NNN 意願ＹＹＹＹ－△△△ＮＮＮ
DYYYY-NNNN YYYY-NNNN 意願ＹＹＹＹ－△△ＮＮＮＮ
DYYYY-NNNNN YYYY-NNNNN 意願ＹＹＹＹ－△ＮＮＮＮＮ
DYYYY-NNNNNN YYYY-NNNNNN 意願ＹＹＹＹ－ＮＮＮＮＮＮ

<APPLICATION-NUMBER>タグの変換テーブル

<REFNO>タグの設定形式 <APPLICATION-NUMBER>タグへの
設定形式
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日本語標準名 タグ名

出願日 FILING-DATE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータの<RELDESCP>タグに"JP"が
設定されている<RELDESIGGR>タグ配下の
<REFNO>タグの内容が「出願番号」
(<APPLICATION-NUMBER>タグ）の変換仕様
に記載される「<APPLICATION-NUMBER>タ
グの変換テーブル」に記載がない場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし データエントリした日付を、

和暦表記（元号○○年○○月
○○日）として全角で設定す
る。（※）

月日が1桁の場合は上位桁に全角
スペースを補う。

例：8月1日の場合
△８月△１日

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

  <RELDES> 　<FILING-DATE>平成２７年　４月　１日</FILING-DATE>

　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> 　・・・
　　<LISTRELDES> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>

　　・・・
　　　<REFNO>D0198765</REFNO>

　・・・

8
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日本語標準名 タグ名

整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータの<RELDESCP>タグに"JP"が
設定されている<RELDESIGGR>タグ配下の
<REFNO>タグの内容が「出願番号」
(<APPLICATION-NUMBER>タグ）の変換仕様
に記載される「<APPLICATION-NUMBER>タ
グの変換テーブル」に記載がない場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <RELDESCP>タグに"JP"が設定されている
<RELDESIGGR>タグ配下の<REFNO>タグの内
容が、「<ARRANGEMENT-NUMBER>タグの変
換テーブル」(※1)の「<REFNO>タグの設
定形式」に含まれており、同一タグ配下
の<PRINCDESNO>タグの内容がX、XXまたは
XXX（Xは半角数値)である場合（※7）

<RELDESCP>タグに"JP"が設定されて
いる<RELDESIGGR>タグ配下の<REFNO>
タグの内容を、「<ARRANGEMENT-
NUMBER>タグの変換テーブル」(※1)
の「<ARRANGEMENT-NUMBER>タグへの
設定形式」に基づいて設定する。

・当該タグに設定する内容が１０桁を超
える場合は、先頭の１０桁のみをタグに
設定する。(※2）

・当該タグに設定する内容に規定外の記
号が設定されている場合、それらを
「－」（0x215D）に置き換えて設定す
る。（※6)

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問い合わ
せる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

9
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（※1） <REFNO>タグの値の形式が以下の変換テーブルに含まれる場合、当該テーブルの
「<ARRANGEMENT-NUMBER>タグへの設定形式」に基づき変換する。
（"D"は半角英字のアルファベット、"X"は半角数値、"N"は半角英字(大文字)）

<REFNO>タグの設定形式 <PRINCDESNO>タグの設定形式 <ARRANGEMENT-NUMBER>タグへの設定形式

DXXXXXX XXX（※7） ＸＸＸＸＸＸ－ＸＸＸ　(※4)
DXXXXXXN XXX（※7） ＸＸＸＸＸＸＮ－ＸＸ　(※2)
DXXXXXXX XXX（※7） ＸＸＸＸＸＸＸ－ＸＸ　(※2)
DXXXXXXXN XXX（※7） ＸＸＸＸＸＸＸＮ－Ｘ　(※2)
上記以外で英数字・記号10桁以内
(※3)

XXX（※7） 「<REFNO>タグの設定形式」と
「<PRINCDESNO>タグの設定形式」を"-"
で結合し、全てを全角に変換する。(※
2)(※5)

(※2) 当該タグに設定する内容が１０桁を超える場合についての当該タグの設定方法を以下に記す。
一時XMLデータ SGMLデータ（データエントリした日付が平成２７年４月１日の場合）
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
  <RELDES> 　<FILING-DATE>平成２７年　４月　１日</FILING-DATE>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> 　<ARRANGEMENT-NUMBER>０１９８７６５４－１</APPLICATION-NUMBER>
　　<LISTRELDES> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
　　・・・

　　　<REFNO>D01987654</REFNO>

　　　<PRINCDESNO>11</PRINCDESNO>

　・・・

（※3） 英字は大文字のみとし、小文字での記載の場合は大文字に変換する。
また、設定対象とする記号の一時XMLデータ上の文字、SGMLデータに設定する際の文字は以下とする。
一時XMLデータ SGMLデータ
　-　（JISコード　0x2D） 　－　（JISコード　0x215D）

（※4） 設定例を以下に記す。
一時XMLデータ SGMLデータ（データエントリした日付が平成２７年４月１日の場合）
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
  <RELDES> 　<FILING-DATE>平成２７年　４月　１日</FILING-DATE>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> 　<ARRANGEMENT-NUMBER>０９８７６５－１</APPLICATION-NUMBER>
　<LISTRELDES> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・

　　<REFNO>D098765</REFNO>

　　<PRINCDESNO>1</PRINCDESNO>

　・・・

（※5） 以下に設定例を記す。
一時XMLデータ SGMLデータ（データエントリした日付が平成２７年４月１日の場合）
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
  <RELDES> 　<FILING-DATE>平成２７年　４月　１日</FILING-DATE>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> 　<ARRANGEMENT-NUMBER>ＡＦＤ１２３－１１</APPLICATION-NUMBER>
　　<LISTRELDES> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
　　・・・

　　　<REFNO>AFD123</REFNO>

　　　<PRINCDESNO>11</PRINCDESNO>

　・・・

（※6） 以下に設定例を記す。
一時XMLデータ SGMLデータ（データエントリした日付が平成２７年４月１日の場合）
<RELDESIGGR> <PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
  <RELDES> 　<FILING-DATE>平成２７年　４月　１日</FILING-DATE>
　　<RELDESCP>JP</RELDESCP> 　<ARRANGEMENT-NUMBER>ＡＦＤ－１３－１１</APPLICATION-NUMBER>
　　<LISTRELDES> </PRINCIPLE-APPLICATION-ARTICLE>
　　・・・

　　　<REFNO>AFD!13</REFNO>

　　　<PRINCDESNO>11</PRINCDESNO>

　　・・・

（※7） <PRINCDESNO>タグに設定される値は半角数値１～３桁が想定されるが、
当該タグへ値を設定する際には、<PRINCDESNO>タグに設定されている値をそのまま変換して設定することとし、
0サプレス、0パディングはしない。

<ARRANGEMENT-NUMBER>タグの変換テーブル

先頭１０桁のみを設定する。
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日本語標準名 タグ名

部分意匠 PARTICAL-DESIGN

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H057E>が存在し、か
つそのタグの内容に"disclaimer"、
"disclaimed"、"claimed"、"partial
design"（大文字、小文字を区別しな
い、改行コードを除く)という文字列を
含む場合（※）

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - タグの内容には何も設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。（改行コードを「▲」で記す。

改行コードがある場合
一時XMLデータ SGMLデータ
<H057E>Watch(Disc▲laimer)</H057E> <PARTICAL-DESIGN>

※改行コードがあっても無視する。

改行コードがない場合
一時XMLデータ SGMLデータ
<H057E>Watch(Disclaimer)</H057E> <PARTICAL-DESIGN>

10
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日本語標準名 タグ名

意匠に係る物品 NAME-OF-DESIGN-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H054E>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H054E>タグが存在し、タグの内容が
存在する場合

全角文字に変換する。 <H054E>タグの内容で全角変換出
来ない文字を含む場合は、発注
元へ問合せる。

2 <H054E>タグが存在し、タグの内容が
存在しない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

11
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日本語標準名 タグ名

創作者の記事 CREATOR-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

12
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日本語標準名 タグ名

創作者 CREATOR-GROUP

（１）当該タグの設定条件（※１、※２、※３）

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）一時XMLデータの<H0720>には、1人の創作者の氏名と住所とが","で分けられて設定されている。
";"で区切られたデータ内の左から1番目の","より左が「氏名」、右が「住所」となる。
なお、氏名と住所の間の半角スペースは削除すること。
　例）　<H0720>Stefan, Kasumigaseki 3, Chiyoda, Tokyo;Tom, Toranomon 4, Tokyo</H0720>
　創作者１：　　氏名→Stefan 　住所→Kasumigaseki 3, Chiyoda, Tokyo
　創作者２：　　氏名→Tom 　住所→Toranomon 4, Tokyo

（※２）データエントリ時には、1人の創作者の氏名と住所とを分割する。
例）　　　　　　　　　　分割前： <H0720>氏名1,住所1;氏名2,住所2</H0720>

　　　　　　　　　　　　　↓
分割後： <H0720>氏名1</H0720> <H0720>氏名2</H0720>

<H0720>住所1</H0720> <H0720>住所2</H0720>

（※３）一時XMLデータの<H0720>タグに複数人の創作者の情報が存在し、それらが同じ意匠に係る場合、
当該タグを創作者の数だけ繰り返し設定する。
上記例の場合、１つの意匠に２人の創作者が存在するため、当該タグは２回設定する。

13
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所情報 ADDRESS-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

14
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所 ADDRESS

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0720>タグが存在
し、タグの内容が存在する場合

タグに設定されている住所ま
たは居所を全角文字に変換す
る。

<H0720>タグの内容で全角変換出
来ない文字を含む場合は、発注
元へ問合せる。

2 一時XMLデータに<H0720>タグが存在
し、タグの内容が存在しない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

3 一時XMLデータに<H0720>タグが存在
しない場合

「－」（JISコード　0x215D）
を設定する

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称情報 NAME-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

16



    4.4.2- 26

日本語標準名 タグ名

氏名又は名称 NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0720>タグが存在
し、タグの内容が存在する場合

タグに設定されている氏名又
は名称を全角文字に変換す
る。

一時XMLデータの<H0720>タグの
内容で全角変換出来ない文字を
含む場合は、発注元へ問合せ
る。

2 一時XMLデータに<H0720>タグが存在
し、タグの内容が存在しない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

3 一時XMLデータに<H0720>タグが存在
しない場合

「－」（JISコード　0x215D）
を設定する

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0730>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

申請者 REQUESTER-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※１） 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0730>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）一時XMLデータの<H0730>の数だけ当該タグを繰り返し設定する。

 (例) 以下に設定例を示す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・
　<H0730> <REQUESTOR-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0730> </REQUESTOR-GROUP>
　<H0730> <REQUESTOR-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0730> </REQUESTOR-GROUP>
・・・ ・・・

19

<H0730>が2回設定されてい
るため、対応する
<REQUESTOR-GROUP>も2回繰
り返し設定する。



    4.4.2- 29

日本語標準名 タグ名

住所又は居所情報 ADDRESS-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0732>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所 ADDRESS

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0732>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0732>及び<H0733>
タグが存在し、それらの内容も存在
する場合

①<H0732>に設定されている内
容を全角文字に変換する。
②<H0733>タグに設定されてい
る国コードを「添付９．国
コードと英語国名リスト対応
表」に基づいて全角アルファ
ベットの国名に変換する。
③①と②の間に「，」を設定
する。（※）

<H0732>タグの内容で全角変換出
来ない文字を含む場合、<H0733>
タグの内容が「添付９．国コー
ドと英語国名リスト対応表」に
含まれない場合は、発注元へ問
合せる。

<H0733>タグに"KP"が設定されて
いる場合は、発注元へ問合せ
る。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
一時XMLデータ SGMLデータ
<H0730> <REQUESTOR-GROUP>

　・・・ 　<ADDRESS-GROUP>

　<H0732>XXXXX, XXXX, XXXXXXX</H0732> 　　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸ，ＸＸＸＸ，ＸＸＸＸＸＸＸ，Ｃａｎａｄａ</ADDRESS>

　<H0733>CA</H0733> 　</ADDRESS-GROUP>

　・・・ 　・・・

</H0730> </REQUESTOR-GROUP>
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称情報 NAME-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0730>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称 NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0731>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H0731>タグが存在し、タグの内容が
存在する場合

全角文字に変換する。 <H0731>タグの内容で全角変換出
来ない文字を含む場合は、発注
元へ問合せる。

2 <H0731>タグが存在し、タグの内容が
存在しない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

国籍 NATIONALITY

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0860>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H0860>タグに設定されている値が
";"も","も含まない場合

対応する国の通称名を設定する。 ・「添付２．国コード一覧表」に該当
する国コードが存在しない場合は、タ
グを設定しない。

・設定されている値が、アルファベッ
ト２文字で無い場合、タグを設定しな
い。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

2 <H0860>タグに設定されている値が
","を含み、";"を含まない場合

","で区切られた複数の国コードの
うち、先頭の国コードに対応する
国の通称名を設定する。

・「添付２．国コード一覧表」に該当
する国コードが存在しない場合は、タ
グを設定しない。

・","で区切られた値がアルファベッ
ト２文字でない場合、タグを設定しな
い。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

3 <H0860>タグに設定されている値が
";"を含み、","を含まない場合

";"で区切られた国コードに対応す
る国の通称名を、出願人ごとに記
述の順序通りに割り当てる。

・「添付２．国コード一覧表」に該当
する国コードが存在しない場合は、タ
グを設定しない。

・";"で区切られた値がアルファベッ
ト２文字でない場合、タグを設定しな
い。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

4 <H0860>タグに設定されている値が
";"と","の両方を含む場合

①";"で区切られた国コードを、出
願人ごとに記述の順序通りに割り
当てる。
②","で区切られた複数の国コード
のうち、先頭の国コードに対応す
る国の通称名を設定する。

・「添付２．国コード一覧表」に該当
する国コードが存在しない場合は、タ
グを設定しない。

・";"や","で区切られた値がアルファ
ベット２文字で無い場合、タグを設定
しない。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。
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（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ 備考
<H0860>US</H0860> <NATIONALITY>アメリカ合衆国</NATIONALITY> 上記項番1に対応

<H0860>PL,US</H0860> <NATIONALITY>ポーランド</NATIONALITY> 上記項番2に対応

<H0860>PL;US</H0860> 出願人１： 上記項番3に対応

<NATIONALITY>ポーランド</NATIONALITY>

出願人２：

<NATIONALITY>アメリカ合衆国</NATIONALITY>

<H0860>PL,US;CA</H0860> 出願人１： 上記項番4に対応

<NATIONALITY>ポーランド</NATIONALITY>

出願人２：

<NATIONALITY>カナダ</NATIONALITY>
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日本語標準名 タグ名

パリ条約による
優先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0300>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※１） 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0301>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）一時XMLデータに存在する<H0301>タグの数だけ当該タグを設定する。
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日本語標準名 タグ名

国名 NATION

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0330>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータの<H0330>タグに設定
されている値が「添付２．国コード
対応表」に含まれる場合

該当する国の通称名に変換す
る。

タグに"KP"が設定されている場
合は、発注元へ問合せる。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

出願日 FILING-DATE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0320>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H0320>タグの中身がYYYYMMDD形式で
ある場合
YYYY：西暦年（4桁）
MM　：月（2桁）
DD　：日（2桁）

西暦表記（ＹＹＹＹ年ＭＭ月
ＤＤ日形式）を全角で設定す
る。（※）

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元に問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。日付が２桁に満たない場合は、全角スペースを補う。

一時XMLデータ SGMLデータ

<H0320>20130505</H0320>
<FILING-DATE>２０１３年　５月　５日
</FILING-DATE>

<H0320>20131011</H0320>
<FILING-DATE>２０１３年１０月１１日
</FILING-DATE>
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0310>タグが存在す
る場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H0310>タグの内容が英数字・記号
（※１）20桁以内で設定されている場
合

全角文字で設定する。（※1） スペースを除いた英数字・記
号を左詰めで設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問い
合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）設定対象とする記号の一時XMLデータ上の文字、SGMLデータに設定する際の文字は以下とする。
下記以外の記号が一時XMLデータに設定されていた場合は発注元へ問い合わせる。

一時XMLデータ SGMLデータ
　-　（JISコード　0x2D） 　－　（JISコード　0x215D）
　/　（JISコード　0x2F） 　／　（JISコード　0x213F）
　,　（JISコード　0x2C） 　，　（JISコード　0x2124）
　.　（JISコード　0x2E） 　．　（JISコード　0x2125）
　:　（JISコード　0x3A） 　：　（JISコード　0x2127）
　;　（JISコード　0x3B） 　；　（JISコード　0x2128）
　(　（JISコード　0x28） 　（　（JISコード　0x214A）
　)　（JISコード　0x29） 　）　（JISコード　0x214B）
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日本語標準名 タグ名

提出物件の目録 SUBMISSION-OBJECT-LIST-
ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

目録 LIST-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 図面と見本を同時に受領したとしても、当該タグは1回のみ設定される。
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日本語標準名 タグ名

物件名 OBJECT-NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「図面」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

32



    4.4.2- 43

日本語標準名 タグ名

通数又は個数 NUMBER-OF-OFJECT

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「１」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

意匠の説明 EXPLANATION-OF-THE-DESIGN

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H057E>または
<LEGENDE>タグが存在する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H057E>タグが存在し、タグの内容が
存在する場合

全角文字に変換する。 <H057E>タグの内容で全角変換出
来ない文字を含む場合は、発注元
へ問合せる。

2 <LEGENDE>タグが存在し、タグの内容
が存在する場合

①「②-1」、「②-2」、「②-3」を<GRAPHIC>タ
グの数だけ繰り返して連結させる。
②-1 「タイトル」(<TITLE>タグ）の変換仕様に
基づき、当該<GRAPHIC>タグの"FILEREF"属性の
値を編集する。
②-2 当該<GRAPHIC>配下の<LEGENDE>に設定され
ている内容を全角で設定する。なお、内容が以
下の表（※1）の「コード」列に含まれていれ
ば、対応する「変換後の文字列」列の内容を設
定する。
②-3「②-1」と「）」と「②-2」と「；」と全
角スペースを続けて設定する。（※2）

<LEGENDE>タグの内容で全角変換
出来ない文字を含む場合は、発注
元へ問合せる。

3 <H057E>及び<LEGENDE>タグが存在し、
かつどちらのタグの内容も存在する場
合

項番1と項番2の「対処方法」により設定される
内容を、それらの間に全角スペースを入れて連
結させる。

<H057E>及び<LEGENDE>タグの内容
で全角変換出来ない文字を含む場
合は、発注元へ問合せる。

4 <H057E>または<LEGENDE>タグが存在
し、かつどちらかのタグの内容が存在
しない場合

電子化不能として発注元へ問い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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（※1） <LEGENDE>タグに設定されるコードの変換テーブル
コード 変換後の文字列

1 Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ
2 Ｆｒｏｎｔ
3 Ｂａｃｋ
4 Ｔｏｐ
5 Ｂｏｔｔｏｍ
6 Ｌｅｆｔ
7 Ｒｉｇｈｔ
8 Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
9 Ｕｎｆｏｌｄｅｄ

10 Ｅｘｐｌｏｄｅｄ
11 Ｃｒｏｓｓ－ｓｅｃｔｉｏｎａｌ
12 Ｅｎｌａｒｇｅｄ

（※2） 以下に設定例を記す。一時XMLデータの記載は、タグの出現箇所を規定したものではない。
一時XMLデータ SGMLデータ
<H057E>AAA</H057E>

・・・ ※△は全角スペース

<GRAPHIC FILEREF='001_001'> ・・・

　<LEGENDE>1</LEGENDE>

</GRAPHIC>

<GRAPHIC FILEREF='001_002'>

　<LEGENDE>XXXXX</LEGENDE>

</GRAPHIC>

<EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>ＡＡＡ△１．１）Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ；△１．２）ＸＸＸＸＸ；△
</EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>
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日本語標準名 タグ名

図面 DRAWING-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定されな

い。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 図面と見本を同時に受領したとしても、当該タグは1回のみ設定される。
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日本語標準名 タグ名

書類名 DOCUMENT-NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「図面」を設定する。（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 図面と見本を同時に受領したとしても、当該タグは1回のみ設定される。
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日本語標準名 タグ名

図 FIGURE-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定されない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） <GRAPHIC>タグと見本の何れも存在する場合、<GRAPHIC>タグ、見本の順に設定する。
<GRAPHIC>タグ1つにつき1回、見本1つにつき4回（表面図、裏面図、拡大表面図、拡大裏面図）
当該タグを繰り返し設定する。
図面も見本も存在しない場合は、1回のみ設定する（1つのダミーデータを電子化するため）

項番 一時XMLデータ 見本の有無 SGMLデータ例
1 ・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_001">
・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_002">
・・・

あり <DRAWING-ARTICLE>
　・・・
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　・・・
</DRAWING-ARTICLE>

2

・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_001">
・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_002">
・・・

なし <DRAWING-ARTICLE>
　・・・
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
</DRAWING-ARTICLE>
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項番 一時XMLデータ 見本の有無 SGMLデータ例

3

なし あり <DRAWING-ARTICLE>
　・・・
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　・・・
</DRAWING-ARTICLE>

4 なし なし

<DRAWING-ARTICLE>
　・・・
　<FIGURE-GROUP>
　・・・
　</FIGURE-GROUP>
　・・・
</DRAWING-ARTICLE>

ダミーデータを1
つ作成するため1
回のみ設定
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日本語標準名 タグ名

タイトル TITLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定 （※）

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータの<GRAPHIC>タグの
"FILEREF"属性が"XXX_XXX"であり、
後3ケタが"000"である場合

"XXX_XXX"の前3ケタの先頭か
ら"0"または"00"を削除した
文字列を全角文字で設定す
る。

以下に例を示す。
001　→　１
012　→　１２

2 一時XMLデータの<GRAPHIC>タグの
"FILEREF"属性の値が"XXX_XXX"の後3
ケタが項番1以外の場合

"XXX_XXX"の前3ケタ、後3ケ
タそれぞれの先頭から"0"ま
たは"00"を削除した文字列を
全角文字に変換し、それらを
"．"（全角ピリオド）で結合
する。

以下に例を示す。
001_001　→　１．１
002_001　→　２．１

3 見本が存在する場合 「見本の表面図」、「見本の
裏面図」、「見本の表面拡大
図」、「見本の裏面拡大図」
の中から対応する言葉を設定
する。

データエントリ機関は、カメラ等で
左記４面図をデータエントリ時に撮
影する。

4 一時XMLデータの<GRAPHIC>タグが存
在せず、見本も存在しない場合

「見本の表面図」を設定す
る。

ダミーデータを「図面」として電子
化するため。

5 項番1、項番2、項番3、項番4を満た
さない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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（※） <GRAPHIC>タグと見本の何れも存在する場合、<GRAPHIC>タグ、見本の順に設定する。
また、以下に当該タグの設定例を記す。

項番 一時XMLデータ 見本の有無 SGMLデータ例
1 ・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_001">
・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_002">
・・・

あり ・・・
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>１．１</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>１．２</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の表面図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の裏面図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の表面拡大図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の裏面拡大図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
・・・

2

・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_001">
・・・
<GRAPHIC FILEREF="001_002">
・・・

なし ・・・
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>１．１</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>１．２</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
・・・

3

なし あり 　・・・
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の表面図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の裏面図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の表面拡大図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の裏面拡大図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
・・・

4 なし なし

・・・
<FIGURE-GROUP>
　<TITLE>見本の表面図</TITLE>
　・・・
</FIGURE-GROUP>
・・・
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日本語標準名 タグ名

イメージ IMAGE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 内容は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし "FILE-NAME"属性にイメージ

ファイルの実体名を設定す
る。

2 なし "HEIGHT"属性にイメージファ
イルの縦のサイズ（mm）を設
定する。

3 なし "WIDTH"属性にイメージファ
イルの横のサイズ（mm）を設
定する。
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④　書誌変換仕様（手続補正書）

　1) 書誌変換仕様見出し

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
1 - 特定手続（意匠出願系

補正書）
- DES-AMND 1

2 - 手続補正書 - AMENDMENT-A523 2
3 【書類名】 書類名 - DOCUMENT-NAME 3
4 【整理番号】 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

5 【提出日】 提出日 - SUBMISSION-DATE 4
6 【あて先】 あて先 - ADDRESSED-TO-PERSON 5
7 【事件の表示】 事件の表示 - INDICATION-OF-CASE-ARTICLE 6
8 　【登録番号】 　登録番号 - REGISTRATION-NUMBER

9 - 審判種別 - KIND-OF-APPEAL 

10 　【審判番号】 　審判番号 - APPEAL-NUMBER

11 - 審判種別 - KIND-OF-APPEAL

12 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

13 　【審判請求日】 　審判請求日 - APPEAL-DATE

14 　【出願番号】 　出願番号 - APPLICATION-NUMBER 7
15 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

16 　【出願日】 　出願日 - FILING-DATE

17 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

18 　【整理番号】 　整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

19 　【受付番号】 　受付番号 - RECEIPT-NUMBER

20 【プルーフの要否】 プルーフの要否 - PROOF-NECESSITY

21 - 申請者の記事 - REQUESTER-ARTICLE 8
22 【補正をする者】  申請者 - REQUESTER-GROUP 9
23 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

24 　【持分】 　持分 - SHARE

25 　【代表出願人】 　代表出願人 - REPRESENTATIVE-APPLICANT

26 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION

27 　【識別番号】 　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

28 - 　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 10
29 　【住所又は居所】 　　住所又は居所 - ADDRESS 11
30 　【住所又は居所原語表記】 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

31 - 　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 12
32 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

33 　【氏名又は名称】 　　氏名又は名称 - NAME 13
34 　【氏名又は名称原語表記】 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

35 　【就業場所】 　就業場所 - OFFICE-ADDRESS

36 　【日本における営業所】 　日本における営業所 - OFFICE

37 - 　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP

38 - 　　代表者 - REPRESENTATIVE

39 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA

40 - 　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

41 　【代表者】 　　　氏名 - NAME

42 　【代表者原語表記】 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

43 　【法人の法的性質】 　法人の法的性質 - LEGAL-ENTITY-PROPERTY

44 　【国籍】 　国籍 - NATIONALITY 14
45 　【電話番号】 　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER

46 　【ファクシミリ番号】 　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER

47 　【連絡先】 　連絡先 - CONTACT

48 - 代理人の記事 - ATTORNEY-ARTICLE 

49 【代理人】
注９

 代理人 - ATTORNEY-GROUP

50 　【識別番号】 　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

51 - 　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP

52 　【住所又は居所】 　　住所又は居所 - ADDRESS

53 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

54 　【弁理士】 　弁理士 - ATTORNEY

55 　【弁護士】 　弁護士 - LAWYER

56 - 　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP

57 　【フリガナ】 　　フリガナ - KANA

58 　【氏名又は名称】 　　氏名又は名称 - NAME

59 - 　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

60 　【就業場所】 　就業場所 - OFFICE-ADDRESS

61 - 　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP

62 - 　　代表者 - REPRESENTATIVE

63 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA

参照箇所
タグ・属性名

項番 記載項目名 日本語標準名 タグの属性
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
参照箇所

タグ・属性名
項番 記載項目名 日本語標準名 タグの属性

64 - 　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

65 　【代表者】 　　　氏名 - NAME

66 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE

67 　【電話番号】 　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER

68 　【ファクシミリ番号】 　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER

69 　【連絡先】 　連絡先 - CONTACT

70 　【代理関係の特記事項】 　代理関係の特記事項 - RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER

71 【発送番号】 発送番号 - DISPATCH-NUMBER

72 【発送日】 発送日 - DISPATCH-DATE

73 - 補正の記事 - AMENDMENT-ARTICLE 15
74 【手続補正ｎ】 　手続補正 - AMENDMENT-GROUP 16
75 - - 一連番号 SERIAL-NUMBER 16
76 　【補正対象書類名】 　　書類名 - DOCUMENT-NAME 17
77 　【補正対象書類受付番号】 　　受付番号 - RECEIPT-NUMBER

78 　【補正対象書類提出日】 　　提出日 - SUBMISSION-DATE

79 　【補正対象書類整理番号】 　　整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

80 　【補正対象項目名】 　　対象項目 - ITEM-OF-AMENDMENT 18
81 　【補正方法】 　　方法 - WAY-OF-AMENDMENT 19
82 　【補正の内容】 　　補正の内容 - CONTENTS-OF-AMENDMENT 20
83 【手数料補正】 手数料補正 - AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE

84 　【補正対象書類名】 　書類名 - DOCUMENT-NAME

85 - 　手数料の表示 - CHARGE-ARTICLE

86 　【納付方法】 　　納付方法 - PAYMENT-WAY

87 　【予納台帳番号】 　　予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

88 　【納付書番号】 　　納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

89 　【納付番号】 　　納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

90 　【振替番号】 　　振替番号 - TRANSFER-NUMBER

91 　【納付金額】 　　納付金額 - AMOUNT-OF-FEE

92 【証拠方法】 証拠方法 - PROOF-MEANS

93 【持分の割合】 持分率 - SHARE-RATE

94 【手数料の表示】 手数料の表示 - CHARGE-ARTICLE

95 　【納付方法】 　納付方法 - PAYMENT-WAY

96 　【予納台帳番号】 　予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

97 　【納付書番号】 　納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

98 　【納付番号】 　納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

99 　【振替番号】 　振替番号 - TRANSFER-NUMBER

100 　【納付金額】 　納付金額 - AMOUNT-OF-FEE

101 【その他】 その他 - ETC

102 - 提出物件の目録 - SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE

103 【提出物件の目録】  目録 - LIST-GROUP

104 　【物件名】 　物件名 - OBJECT-NAME

105 - 　通数又は個数 - NUMBER-OF-OBJECT

106 　【援用の表示】 　援用の表示 - CITATION

107 　【返還の申出】 　返還の申出 - RETURN-REQUEST

108 　【包括委任状番号】 　包括委任状番号 - GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID

109 　【提出物件の特記事項】 　提出物件の特記事項 - SPECIAL-MENTION-WORTHY

110 - 規定外の項目 - RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE

111 - 　規定外記事 - RULE-OUTSIDE-GROUP

112 - 　　項目名 - ITEM-NAME

113 - 　　項目内容 - ITEM-CONTENT

114 - 添付書類の記事 - ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE

115 - 　添付書類 - ATTACHING-DOCUMENT-GROUP

116 - 　　物件名 - OBJECT-NAME

117 - 　　内容 - CONTENTS-GROUP

118 - 　　　段落 - PARAGRAPH

119 - 　　　イメージ - IMAGE

120 - - 縦 HEIGHT

121 - - 横 WIDTH

122 - - ファイル名 FILE-NAME

123 - 原データ - ORIGINAL-DATA-ARTICLE

124 - 　イメージ - IMAGE

125 - - 縦 HEIGHT

126 - - 横 WIDTH

127 - - ファイル名 FILE-NAME
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２）書誌変換仕様

日本語標準名 タグ名

特定手続（意匠出願系
補正書）

DES-AMND

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

1
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日本語標準名 タグ名

手続補正書 AMENDMENT-A523

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

2
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日本語標準名 タグ名

書類名 DOCUMENT-NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「手続補正書」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

3



 4.4.2- 58 

日本語標準名 タグ名

提出日 SUBMISSION-DATE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 発注伝票に国際公表日が記載されて
いる場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元に
問い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 発注伝票に記載されている

国際公表日を和暦表記（元
号○○年○○月○○日）に
て全角で設定する。

月日が1桁の場合は上位桁に全角
スペースを補う。（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にその例を示す。

発注伝票上の国際公表日
20130808 <SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月　８日</SUBMISSION-DATE>
20130810 <SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月１０日</SUBMISSION-DATE>
20131009 <SUBMISSION-DATE>平成２５年１０月　９日</SUBMISSION-DATE>

4

SGMLデータ
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日本語標準名 タグ名

あて先 ADDRESSED-TO-PERSON

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「特許庁長官殿」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

5
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日本語標準名 タグ名

事件の表示 INDICATION-OF-CASE-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため内容は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

6
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※1） 対処方法 備考
1 出願番号一覧の中に、該当する出願
番号が存在する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 該当する出願番号を、意願Ｙ

ＹＹＹ―ＸＸＸＸＸＸ（"意
願"＋"全角数字４ケタ"（西
暦）＋"全角数字６ケタ"）で
設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

※1　データエントリ機関は一時XMLデータに設定されている国際登録番号、意匠番号をキーにして
　　 対応する出願番号を出願番号一覧から検索する。

　　なお、国際登録番号及び意匠番号の一時XMLデータ中からの抽出方法は以下とする。
・国際登録番号　→　一時XMLデータの<H0110>に設定されている値の先頭の"D"を"DM/"に置き換える
・意匠番号　　　→　以下のいずれかとする。 
　　　　　　　　　　①一時XMLデータの<GRAPHIC>の"FILREF"属性に設定されている"XXX_XXX"の先頭3桁
　　　　　　　　　　から先頭の0または00をとる。
　　　　　　　　　　②一時XMLデータの<GRAPHIC>の"FILREF"属性に設定されている"XXX_XXX"の先頭3桁
　　　　　　　　　　（先頭の0または00はとらない）

　例） <NEN>
・・・
 <H0110>D095302</H0110> →　DM/095302
・・・
 <GRAPHIC FILEREF="001_000"/> ①の場合　→　1
・・・ ②の場合　→　001
</NEN>

7

抽出した国際登録番号＋意匠番
号の組み合わせをもとに、出願番
号一覧の中から対応する出願番号
を検索する。
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日本語標準名 タグ名

申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0730>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ
問い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

8
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日本語標準名 タグ名

申請者 REQUESTER-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0730>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 一時XMLデータの<H0730>の数だけ当該タグを繰り返し設定する。

 (例) 以下に設定例を示す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・
　<H0730> <REQUESTOR-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0730> </REQUESTOR-GROUP>
　<H0730> <REQUESTOR-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0730> </REQUESTOR-GROUP>
・・・ ・・・

9

<H0730>が2回設定されてい
るため、対応する
<REQUESTOR-GROUP>も2回繰
り返し設定する。
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所情報 ADDRESS-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0732>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ
問い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

10
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所 ADDRESS

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0732>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問い
合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0732>及び<H0733>
タグが存在し、それらの内容も存在
する場合

①<H0732>に設定されている内容
を全角文字に変換する。
②<H0733>タグに設定されている
国コードを「添付９．国コード
と英語国名リスト対応表」に基
づいて全角アルファベットの国
名に変換する。
③①と②の間に「，」を設定す
る。（※）

<H0732>タグの内容で全角変換出
来ない文字を含む場合、<H0733>
タグの内容が「添付９．国コー
ドと英語国名リスト対応表」に
含まれない場合は、発注元へ問
合せる。

<H0733>タグに"KP"が設定されて
いる場合は、発注元へ問合せ
る。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問い
合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
一時XMLデータ SGMLデータ
<H0730> <REQUESTOR-GROUP>

　・・・ 　<ADDRESS-GROUP>

　<H0732>XXXXX, XXXX, XXXXXXX</H0732> 　　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸ，ＸＸＸＸ，ＸＸＸＸＸＸＸ，Ｃａｎａｄａ</ADDRESS>

　<H0733>CA</H0733> 　</ADDRESS-GROUP>

　・・・ 　・・・

</H0730> </REQUESTOR-GROUP>

11
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称情報 NAME-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0730>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ
問い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

12
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称 NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0731>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0731>タグが存在
し、タグの内容が存在する場合

全角文字に変換する。 一時XMLデータに<H0731>タグの
内容で全角変換出来ない文字を
含む場合は、発注元へ問合せ
る。

2 一時XMLデータに<H0731>タグが存在
し、タグの内容が存在しない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

13



 4.4.2- 68 

日本語標準名 タグ名

国籍 NATIONALITY

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0860>タグが存在
する場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 <H0860>タグに設定されている値が
";"も","も含まない場合

対応する国の通称名を設定す
る。

・「添付２．国コード一覧表」に該
当する国コードが存在しない場合
は、タグを設定しない。

・設定されている値が、アルファ
ベット２文字で無い場合、タグを設
定しない。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

2 <H0860>タグに設定されている値が
","を含み、";"を含まない場合

","で区切られた複数の国コー
ドのうち、先頭の国コードに
対応する国の通称名を設定す
る。

・「添付２．国コード一覧表」に該
当する国コードが存在しない場合
は、タグを設定しない。

・","で区切られた値がアルファベッ
ト２文字でない場合、タグを設定し
ない。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

3 <H0860>タグに設定されている値が
";"を含み、","を含まない場合

";"で区切られた国コードに対
応する国の通称名を、出願人
ごとに記述の順序通りに割り
当てる。

・「添付２．国コード一覧表」に該
当する国コードが存在しない場合
は、タグを設定しない。

・";"で区切られた値がアルファベッ
ト２文字でない場合、タグを設定し
ない。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

4 <H0860>タグに設定されている値が
";"と","の両方を含む場合

①";"で区切られた国コード
を、出願人ごとに記述の順序
通りに割り当てる。
②","で区切られた複数の国
コードのうち、先頭の国コー
ドに対応する国の通称名を設
定する。

・「添付２．国コード一覧表」に該
当する国コードが存在しない場合
は、タグを設定しない。

・";"や","で区切られた値がアル
ファベット２文字で無い場合、タグ
を設定しない。

・タグに"KP"が設定されている場合
は、発注元へ問合せる。

14
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（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ 備考

<H0860>US</H0860>
<NATIONALITY>アメリカ合衆国
</NATIONALITY>

上記項番1に対応

<H0860>PL,US</H0860> <NATIONALITY>ポーランド</NATIONALITY> 上記項番2に対応

<H0860>PL;US</H0860> 出願人１： 上記項番3に対応

<NATIONALITY>ポーランド</NATIONALITY>

出願人２：

<NATIONALITY>アメリカ合衆国
</NATIONALITY>

<H0860>PL,US;CA</H0860> 出願人１： 上記項番4に対応

<NATIONALITY>ポーランド</NATIONALITY>

出願人２：

<NATIONALITY>カナダ</NATIONALITY>
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日本語標準名 タグ名

補正の記事 AMENDMENT-ARTICLE

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 当該タグ配下の設定方法については、「<補正の記事>配下の設定の仕方について」を参照のこと。

15



 4.4.2- 71 

<補正の記事>配下の設定の仕方について
　・下記に記す9つの項目が補正の対象となる。<補正の記事>配下のタグを設定する対象となるあたってのタグの設定条件と各タグへの内容の設定方法等を以下に整理する。

書類名
(<DOCUMENT-
NAME>)

対象項目(<ITEM-
OF-AMENDMENT>)

方法(<WAY-OF-
AMENDMENT>)

補正の内容(<CONTENT-OF-
AMENDMENT>)

1

「提出日」 一時XMLデータに
<H0151>タグが存
在する場合

「提出日」を設定
する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「提出日」(<SUBMISSION-
DATE>)を設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　提出日
　【補正方法】　　　　　　　   変更
　【補正の内容】
　　【提出日】　　　　　　　    平成２５年　８月　６日

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>提出日</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月　６日</SUBMISSION-DATE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

2

「本意匠の表
示」

一時XMLデータに
<RELDESIGGR>タ
グが存在し、かつ
配下の
<RELDESCP>タグ
に"JP"が設定され
ている場合

※上記を満たすタ
グが一時XMLデー
タ上複数ある場合
は、電子化不能と
して発注元へ問い
合わせる。

「本意匠の表示」
を設定する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「本意匠の表示」
(<PRINCIPAL-APPLICATION-
ARTICLE>)及びその配下のタグ
を設定する。（※１）

＜本意匠の表示配下に、整理番号、出願日を設定するケース＞
【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　本意匠の表示
　【補正方法】　　　　　　　   変更
　【補正の内容】
　　【本意匠の表示】
　　　【整理番号】　　　　　　 ＡＦＤ－１２３－ＫＯ
　　　【出願日】　　　　　　　　平成２７年　４月　１日

＜本意匠の表示配下に、出願番号を設定するケース＞
【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　本意匠の表示
　【補正方法】　　　　　　　   変更
　【補正の内容】
　　【本意匠の表示】
　　　【出願番号】　　　　　　 意願２０１２－００２３４３

＜本意匠の表示配下に、整理番号、出願日を設定するケース＞
<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>本意匠の表示</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE>
       　<FILING-DATE>平成２７年　４月　１日</FILING-DATE>
       　<ARRANGEMENT-NUMBER>ＡＦＤ－１２３－ＫＯ</APPLICATION-NUMBER>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

＜本意匠の表示配下に、出願番号を設定するケース＞
<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>本意匠の表示</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE>
　　　　<APPLICATION-NUMBER>意願２０１２－００２３４３</APPLICATION-NUMBER>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

3

「部分意匠」 一時XMLデータに
<H057E>が存在
し、かつそのタグ
の内容に
"disclaimer"、
"disclaimed"、
"claimed"、"partial
design"（大文字、
小文字を区別しな
い、改行コードを除
く)という文字列を
含む場合

「部分意匠」を設
定する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「部分意匠」(<PARTICAL-
DESIGN>)を設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　部分意匠
　【補正方法】　　　　　　　   変更
　【補正の内容】
　　【部分意匠】

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>部分意匠</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<PARTICAL-DESIGN>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

「意匠登録願」を
設定する。

「変更」を設定する。

項番 補正の対象 補正する条件

各タグにおける対処方法

願書の記載イメージ（※２） 作成するSGML例



 4.4.2- 72 

書類名
(<DOCUMENT-
NAME>)

対象項目(<ITEM-
OF-AMENDMENT>)

方法(<WAY-OF-
AMENDMENT>)

補正の内容(<CONTENT-OF-
AMENDMENT>)

項番 補正の対象 補正する条件

各タグにおける対処方法

願書の記載イメージ（※２） 作成するSGML例

4

「意匠に係る
物品」

一時XMLデータに
<H054E>タグ（意匠
に係る物品）が存
在する場合

「意匠に係る物
品」を設定する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「意匠に係る物品」(<NAME-
OF-DESIGN-ARTICLE>)を設定
する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　意匠に係る物品
　【補正方法】　　　　　　　　変更
　【補正の内容】
　　【意匠に係る物品】　　　意匠に係る物品名が記載される。

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>意匠に係る物品</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<NAME-OF-DESIGN-ARTICLE>意匠に係る物品名が記載される。
</NAME-OF-DESIGN-ARTICLE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

5-1

「意匠の創作
をした者」

一時XMLデータに
<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）
が存在する場合

「意匠の創作をし
た者」を設定す
る。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「創作者の記事」(<CREATOR-
ARTICLE>)及びその配下のタグ
を設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　意匠の創作をした者
　【補正方法】　　　　　　　　変更
　【補正の内容】
　　【意匠の創作をした者】
　　　【住所又は居所】　　　創作者の住所が設定される。（※）
　　　【氏名】　　　　　　　　　創作者の氏名が設定される。（※）

（※）<H0720>タグの設定値が設定される。

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X">
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>意匠の創作をした者</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<CREATOR-ARTICLE>
　　　　<CREATOR-GROUP>
　　　　　<ADDRESS-GROUP>
　　　　　　<ADDRESS>創作者の住所が設定される。</ADDRESS>
　　　　　<ADDRESS-GROUP>
　　　　　<NAME-GROUP>
　　　　　　<NAME>創作者の氏名が設定される。</ADDRESS>
　　　　　</NAME-GROUP>
　　　　</CREATOR-GROUP>
　　　</CREATOR-ARTICLE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

5-2

「意匠の創作
をした者」

一時XMLデータに
<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）
が存在しない場合

「意匠の創作をし
た者」を設定す
る。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「創作者の記事」(<CREATOR-
ARTICLE>)及びその配下のタグ
を設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　意匠の創作をした者
　【補正方法】　　　　　　　　変更
　【補正の内容】
　　【意匠の創作をした者】
　　　【住所又は居所】　　　－
　　　【氏名】　　　　　　　　　－

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X">
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>意匠の創作をした者</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<CREATOR-ARTICLE>
　　　　<CREATOR-GROUP>
　　　　　<ADDRESS-GROUP>
　　　　　　<ADDRESS>－</ADDRESS>
　　　　　<ADDRESS-GROUP>
　　　　　<NAME-GROUP>
　　　　　　<NAME>－</ADDRESS>
　　　　　</NAME-GROUP>
　　　　</CREATOR-GROUP>
　　　</CREATOR-ARTICLE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

「変更」を設定する。

「意匠登録願」を
設定する。
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書類名
(<DOCUMENT-
NAME>)

対象項目(<ITEM-
OF-AMENDMENT>)

方法(<WAY-OF-
AMENDMENT>)

補正の内容(<CONTENT-OF-
AMENDMENT>)

項番 補正の対象 補正する条件

各タグにおける対処方法

願書の記載イメージ（※２） 作成するSGML例

6

「意匠登録出
願人」

一時XMLデータに
<H0730>タグ（意匠
登録出願人）が存
在する場合

「意匠登録出願
人」を設定する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「申請者の記事」
(<REQUESTER-ARTICLE>)及び
その配下のタグを設定する。
（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　意匠登録出願人
　【補正方法】　　　　　　　   変更
　【補正の内容】
　　【意匠登録出願人】
　　　【住所又は居所】　　　出願人の氏名が設定される。
　　　【氏名または名称】　　出願人の住所が設定される。

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>意匠登録出願人</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<REQUESTOR-ARTICLE>
　　　　<REQUESTOR-GROUP>
　　　　　<ADDRESS-GROUP>
　　　　　　<ADDRESS>出願人の住所が設定される。</ADDRESS>
　　　　　<ADDRESS-GROUP>
　　　　　<NAME-GROUP>
　　　　　　<NAME>出願人の氏名が設定される。</ADDRESS>
　　　　　</NAME-GROUP>
　　　　</REQUESTOR-GROUP>
　　　</REQUESTOR-ARTICLE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

7

「パリ条約によ
る優先権等の
主張」

一時XMLデータに
<H0300>タグ（パリ
条約による優先権
等の主張）が存在
する場合

「パリ条約による
優先権等の主張」
を設定する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

・「パリ条約による優先権等の主
張」(<PARIS-PRIORITY-
CLAIM-ARTICLE>)及びその配
下のタグを設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　パリ条約による優先権等の主張
　【補正方法】　　　　　　　　 変更
　【補正の内容】
　　【パリ条約による優先権等の主張】
　　　【国名】　　　　　　　　　 アメリカ合衆国
　　　【出願日】　　　　　　　　２０１３年　８月　６日
　　　【出願番号】　　　　　    ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X">
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>パリ条約による優先権等の主張</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE>
　　　　<PARIS-PRIORITY-GROUP>
         　<NATION>アメリカ合衆国</NATION>
         　<FILING-DATE>２０１３年　８月　６日</FILING-DATE>
         　<APPLICATION-NUMBER>ＸＸＸＸＸＸ</APPLICATION-NUMBER>
　　　　</PARIS-PRIORITY-GROUP>
　　　</PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

8

「意匠の説明」 一時XMLデータに
<H057E>または
<LEGENDE>タグ
（意匠の説明）が
存在する場合

「意匠の説明」を
設定する。

・当該タグの配下に
<APPLICATION-A63-A>を設定
する。

「意匠の説明」
(<EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN>)を設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　意匠登録願
　【補正対象項目名】　　　　意匠の説明
　【補正方法】　　　　　　　　 変更
　【補正の内容】
　　【意匠の説明】　　　　　  意匠の説明が記載される。△図面の説明
　　　　　　　　　　　　　　　　  が記載される。

※「△」は全角スペース

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X">
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>意匠の説明</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>意匠の説明が記載される。△図面の説明が記
載される。</EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

※「△」は全角スペース

「変更」を設定する。

「意匠登録願」を
設定する。
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書類名
(<DOCUMENT-
NAME>)

対象項目(<ITEM-
OF-AMENDMENT>)

方法(<WAY-OF-
AMENDMENT>)

補正の内容(<CONTENT-OF-
AMENDMENT>)

項番 補正の対象 補正する条件

各タグにおける対処方法

願書の記載イメージ（※２） 作成するSGML例

9 「図面」

一時XMLデータに
<GRAPHIC>タグが
存在する場合

「図面」を設定する。
「全図」を設定す
る。

「追加」と「削除」を設
定する。

・当該タグの配下に<DRAWING-
ARTICLE-A>を設定する。

・「図面」(<DRAWING-
ARTICLE>)及びその配下のタグ
を設定する。（※１）

【手続補正X】
　【補正対象書類名】　　　　図面
　【補正対象項目名】　　　　全図
　【補正方法】　　　　　　　   削除

【手続補正Ｘ＋１】
　【補正対象書類名】　　　　図面
　【補正対象項目名】　　　　全図
　【補正方法】　　　　　　　   追加
　【補正の内容】
　　【書類名】　　　　　　　    図面
　　　【１．１】
　　　　（意匠番号１．１のイメージ）
　　　【１．２】
　　　　（意匠番号１．２のイメージ）
　　　【１．３】
　　　　（意匠番号１．３のイメージ）

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X" >
　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>削除</WAY-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER="X+1" >
　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>追加</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<DRAWING-ARTICLE-A>
　　　<DRAWING-ARTICLE>
　　　　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>
       　<FIGURE-GROUP>
　　　　　<TITLE>１．１</TITLE>
　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />
       　　<TITLE>１．２</TITLE>
　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />
       　　<TITLE>１．３</TITLE>
　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />
　　　　</FIGURE-GROUP>
　　　</DRAWING-ARTICLE>
　　</DRAWING-ARTICLE-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

（※１）　「補正の内容」(<CONTENT-OF-AMENDMENT>)配下に設定するタグ及びその内容の変換仕様は、「４．４．２　２）－２　書誌変換仕様（意匠登録願）」を参照のこと。

「本意匠の表示」配下の「提出日」については、手続補正書のDE時には公表の写しのデータエントリ日が設定される。

（※２）　当該規準書では、WIPOから送付される一時XMLデータをSGMLに変換するための仕様を規定している。【】を使った書類の記載は、理解を助けるために使用しているのみである。
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日本語標準名 タグ名

手続補正 AMENDMENT-GROUP

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「SERIAL-NUMBER」属性に1か

らの連番を設定する。

※ 

なお、上記タグが一時XMLデータに１つでも含まれれば、そのタグが存在するとしてタグの数を1増やす。
（重複している場合は、タグの数をカウントしない。）
ただし、<H057E>タグが"disclaimer"、"disclaimed"、"claimed"、
"partial design"(大文字小文字区別しない、改行コード除く)を含む場合は、
タグの数を2増やす。（部分意匠と意匠の説明の2回分。）
また、<H057E>タグと<LEGENDE>タグが両方含まれた場合、タグの数を1増やす。
（意匠の説明を設定し、<H057E>タグの内容に続けて<LEGENDE>タグの内容を設定する。）
<H0720>タグ分については、タグの有無にかかわらず、カウント数を1増やす。

例
　<H0151>D092345</H0151> 1回
　<H057E>これはdisclaimerです。</H057E> 2回("disclaimer"が存在）
　<LEGENDE>図面の説明が記載される。</LEGENDE> ("H057E"があるためカウントしない）
　<H0720> 1回
　　（配下の構造）
　</H0720>
　<H0720> (重複しているためカウントしない）
　　（配下の構造）
　</H0720>
　<GRAPHIC FILEREF="001_001"> 1回
　<GRAPHIC FILEREF="001_002"> (重複しているためカウントしない）
　→上記ケースでは、5回当該タグを繰り返し設定する。

16

一時XMLデータの中に含まれる以下のタグ数を数え、その数だけ当該タグを繰り返し設定する。

　<H0151>タグ(国際登録日)
　<RELDESIGGR>タグ(本意匠の表示)（※）配下の<RELDESCP>タグに"JP"が設定されているもののみ
　<H057E>タグ(部分意匠)
　<H054E>タグ(意匠に係る物品)
　<H0730>タグ(意匠登録出願人)
　<H0300>タグ(パリ条約による優先権等の主張)
　<H057E>タグ(意匠の説明)
  <LEGENDE>タグ(意匠の説明)
　<GRAPHIC>タグ(図面)
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日本語標準名 タグ名

書類名 DOCUMENT-NAME

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0151>タグが存在
する場合

「意匠登録願」を設定する。

2 一時XMLデータに<RELDESIGGR>タグが
存在し、かつ配下の<RELDESCP>タグ
に"JP"が設定されている場合

「意匠登録願」を設定する。

3 一時XMLデータに<H057E>が存在し、
かつそのタグの内容に
"disclaimer"、"disclaimed"、
"claimed"、"partial design"（大文
字、小文字を区別しない、改行コー
ドを除く)という文字列を含む場合

「意匠登録願」を設定する。

4 一時XMLデータに<H054E>タグ（意匠
に係る物品）が存在する場合

「意匠登録願」を設定する。

5-1 一時XMLデータに<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）が存在する場合

「意匠登録願」を設定する。

5-2 一時XMLデータに<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）が存在しない場合

「意匠登録願」を設定する。

6 一時XMLデータに<H0730>タグ（意匠
登録出願人）が存在する場合

「意匠登録願」を設定する。

7 一時XMLデータに<H0300>タグ（パリ
条約による優先権等の主張）が存在
する場合

「意匠登録願」を設定する。

8 一時XMLデータに<H057E>または
<LEGENDE>タグ（意匠の説明）が存在
する場合

「意匠登録願」を設定する。

9 一時XMLデータに<GRAPHIC>タグ（図
面）が存在する場合

「図面」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

17
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※ <AMENDMENT-GROUP>タグが複数設定されている場合は、当該タグもその回数に合わせて繰り返し設定する。

例）
<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>

　<ITEM-OF-AMENDMENT>提出日</ITEM-OF-AMENDMENT>

　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>

　<CONTENT-OF-AMENDMENT>

　　<APPLICATION-A63-A>

　　　<SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月　６日</SUBMISSION-DATE>

　　</APPLICATION-A63-A>

　</CONTENT-OF-AMENDMENT>

</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>

　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>

　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>

　<WAY-OF-AMENDMENT>削除</WAY-OF-AMENDMENT>

　<CONTENT-OF-AMENDMENT>

    <DRAWING-ARTICLE-A>

　　　<DRAWING-ARTICLE>

　　　　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>

       　<FIGURE-GROUP>

　　　　　<TITLE>１．１</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

       　　<TITLE>１．２</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

       　　<TITLE>１．３</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

　　　　</FIGURE-GROUP>

　　　</DRAWING-ARTICLE>

    </DRAWING-ARTICLE-A>

　</CONTENT-OF-AMENDMENT>

</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定さ
れている場合は、その配下の当該タ
グもそれにあわせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し
設定する。

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定さ
れている場合は、その配下の当該タ
グもそれにあわせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し
設定する。
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日本語標準名 タグ名

対象項目 ITEM-OF-AMENDMENT

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0151>タグが存在
する場合

「提出日」を設定する。

2 一時XMLデータに<RELDESIGGR>タグが
存在し、かつ配下の<RELDESCP>タグ
に"JP"が設定されている場合

「本意匠の表示」を設定する。

3 一時XMLデータに<H057E>が存在し、
かつそのタグの内容に
"disclaimer"、"disclaimed"、
"claimed"、"partial design"（大文
字、小文字を区別しない、改行コー
ドを除く)という文字列を含む場合

「部分意匠」を設定する。

4 一時XMLデータに<H054E>タグ（意匠
に係る物品）が存在する場合

「意匠に係る物品」を設定する。

5-1 一時XMLデータに<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）が存在する場合

「意匠の創作をした者」を設定す
る。

5-2 一時XMLデータに<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）が存在しない場合

「意匠の創作をした者」を設定す
る。

6 一時XMLデータに<H0730>タグ（意匠
登録出願人）が存在する場合

「意匠登録出願人」を設定する。

7 一時XMLデータに<H0300>タグ（パリ
条約による優先権等の主張）が存在
する場合

「パリ条約による優先権等の主
張」を設定する。

8 一時XMLデータに<H057E>または
<LEGENDE>タグ（意匠の説明）が存在
する場合

「意匠の説明」を設定する。

9 一時XMLデータに<GRAPHIC>タグ（図
面）が存在する場合

「全図」を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

18
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※ <AMENDMENT-GROUP>タグが複数設定されている場合は、当該タグもその回数に合わせて繰り返し設定する。

例）
<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>

　<ITEM-OF-AMENDMENT>提出日</ITEM-OF-AMENDMENT>

　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>

　<CONTENT-OF-AMENDMENT>

　　<APPLICATION-A63-A>

　　　<SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月　６日</SUBMISSION-DATE>

　　</APPLICATION-A63-A>

　</CONTENT-OF-AMENDMENT>

</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>

　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>

　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>

　<WAY-OF-AMENDMENT>追加</WAY-OF-AMENDMENT>

　<CONTENT-OF-AMENDMENT>

    <DRAWING-ARTICLE-A>

　　　<DRAWING-ARTICLE>

　　　　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>

       　<FIGURE-GROUP>

　　　　　<TITLE>１．１</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

       　　<TITLE>１．２</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

       　　<TITLE>１．３</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

　　　　</FIGURE-GROUP>

　　　</DRAWING-ARTICLE>

    </DRAWING-ARTICLE-A>

　</CONTENT-OF-AMENDMENT>

</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定されてい
る場合は、その配下の当該タグもそれにあ
わせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し設定す
る。

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定されてい
る場合は、その配下の当該タグもそれにあ
わせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し設定す
る。
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日本語標準名 タグ名

方法 WAY-OF-AMENDMENT

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 「補正対象書類名」が「意匠登録
願書」の場合

「変更」を設定する。

2 「補正対象書類名」が「図面」の場
合

「追加」と「削除」を設定す
る。（※2）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

※1 <AMENDMENT-GROUP>タグが複数設定されている場合は、当該タグもその回数に合わせて繰り返し設定する。

例）
<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>提出日</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月　６日</SUBMISSION-DATE>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>意匠の説明</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
　　<APPLICATION-A63-A>
　　　<EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>意匠の説明が記載される。</EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>
　　</APPLICATION-A63-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

※2　<AMENDMENT-GROUP>タグを「削除」と「追加」で2回設定する。

<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>削除</WAY-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>
　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>
　<WAY-OF-AMENDMENT>追加</WAY-OF-AMENDMENT>
　<CONTENT-OF-AMENDMENT>
    <DRAWING-ARTICLE-A>
　　　<DRAWING-ARTICLE>
　　　　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>
       　<FIGURE-GROUP>
　　　　　<TITLE>１．１</TITLE>
　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />
       　　<TITLE>１．２</TITLE>
　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />
       　　<TITLE>１．３</TITLE>
　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />
　　　　</FIGURE-GROUP>
　　　</DRAWING-ARTICLE>
    </DRAWING-ARTICLE-A>
　</CONTENT-OF-AMENDMENT>
</AMENDMENT-GROUP>

19

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定さ
れている場合は、その配下の当該タ
グもそれにあわせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し
設定する。

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定さ
れている場合は、その配下の当該タ
グもそれにあわせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し
設定する。
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日本語標準名 タグ名

補正の内容 CONTENTS-OF-AMENDMENT

（１）当該タグの設定条件

項番 条件（※） 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 一時XMLデータに<H0151>タグが存在
する場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「提出日」(<SUBMISSION-DATE>)を設
定する。（※2）

2 一時XMLデータに<RELDESIGGR>タグが
存在し、かつ配下の<RELDESCP>タグ
に"JP"が設定されている場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「本意匠の表示」(<PRINCIPAL-
APPLICATION-ARTICLE>)及びその配下の
タグを設定する。（※2）

3 一時XMLデータに<H057E>が存在し、
かつそのタグの内容に
"disclaimer"、"disclaimed"、
"claimed"、"partial design"（大文
字、小文字を区別しない、改行コー
ドを除く)という文字列を含む場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「部分意匠」(<PARTICAL-DESIGN>)を
設定する。（※2）

4 一時XMLデータに<H054E>タグ（意匠
に係る物品）が存在する場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「意匠に係る物品」(<NAME-OF-
DESIGN-ARTICLE>)を設定する。（※2）

5-1 一時XMLデータに<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）が存在する場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「創作者の記事」(<CREATOR-
ARTICLE>)及びその配下のタグを設定す
る。（※2）

5-2 一時XMLデータに<H0720>タグ（意匠
の創作をした者）が存在しない場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「創作者の記事」(<CREATOR-
ARTICLE>)及びその配下のタグを設定す
る。（※2）

6 一時XMLデータに<H0730>タグ（意匠
登録出願人）が存在する場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「申請者の記事」(<REQUESTER-
ARTICLE>)及びその配下のタグを設定す
る。（※2）

7 一時XMLデータに<H0300>タグ（パリ
条約による優先権等の主張）が存在
する場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

・「パリ条約による優先権等の主張」
(<PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE>)
及びその配下のタグを設定する。（※2）

20
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項番 条件 対処方法 備考
8 一時XMLデータに<H057E>または
<LEGENDE>タグ（意匠の説明）が存在
する場合

・当該タグの配下に<APPLICATION-A63-
A>を設定する。

「意匠の説明」(<EXPLANATION-OF-
THE-DESIGN>)を設定する。（※2）

9 一時XMLデータに<GRAPHIC>タグ（図
面）が存在する場合

・当該タグの配下に<DRAWING-
ARTICLE-A>を設定する。

・「図面」(<DRAWING-ARTICLE>)及びそ
の配下のタグを設定する。（※2）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

※1 <AMENDMENT-GROUP>タグが複数設定されている場合は、当該タグもその回数に合わせて繰り返し設定する。

例）
<AMENDMENT-GROUP>
　<DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME>

　<ITEM-OF-AMENDMENT>提出日</ITEM-OF-AMENDMENT>

　<WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT>

　<CONTENT-OF-AMENDMENT>

　　<APPLICATION-A63-A>

　　　<SUBMISSION-DATE>平成２５年　８月　６日</SUBMISSION-DATE>

　　</APPLICATION-A63-A>

　</CONTENT-OF-AMENDMENT>

</AMENDMENT-GROUP>

<AMENDMENT-GROUP>

　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>

　<ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT>

　<WAY-OF-AMENDMENT>追加</WAY-OF-AMENDMENT>

　<CONTENT-OF-AMENDMENT>

    <DRAWING-ARTICLE-A>

　　　<DRAWING-ARTICLE>

　　　　<DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME>

       　<FIGURE-GROUP>

　　　　　<TITLE>１．１</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

       　　<TITLE>１．２</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

       　　<TITLE>１．３</TITLE>

　　　　　<IMAGE HEIGHT="xxx" WEIGHT="xxx" FILE-NAME="xxx" />

　　　　</FIGURE-GROUP>

　　　</DRAWING-ARTICLE>

    </DRAWING-ARTICLE-A>

　</CONTENT-OF-AMENDMENT>

</AMENDMENT-GROUP>

※2　「補正の内容」(<CONTENT-OF-AMENDMENT>)配下に設定するタグ及びその内容の変換仕様は、
  　　「４．４．２　２）－２　書誌変換仕様（意匠登録願）」を参照のこと。
  　  「本意匠の表示」配下の「提出日」については、手続補正書のDE時には公表の写しのデータエントリ日が設定される。

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定されて

いる場合は、その配下の当該タグもそれに

あわせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し設定す
る。

<AMENDMENT-GROUP>が複数設定されて

いる場合は、その配下の当該タグもそれに

あわせて繰り返し設定する。

左記例では、当該タグを2回繰り返し設定す
る。
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４．４．３ イメージデータ変換仕様 

 

 本章では、受領したイメージデータをデータエントリする際のイメージデータの変換仕

様を規定している。 

 

①基本的な考え方 

受領したイメージデータで、日本国特許庁内の規定に沿わないイメージデータについ

ては、日本国特許庁内の規定に沿うように変換する。具体的なイメージデータ仕様につ

いては、本規準書の「４．３．３ イメージ仕様」を参照のこと。 

 

②変換する際の注意点 

 本規準書で規定している、日本国特許庁内のイメージデータ仕様（「４．３．３ イメ

ージ仕様」参照）に変換する際の注意事項を以下に記す。 

 

 1) イメージデータの大きさについて 

  受領するイメージデータの物理サイズ（横×縦(mm)）は、日本国特許庁内のイメー

ジデータのそれよりも横、縦のサイズが大きい場合がある。そのようなイメージデー

タをデータエントリする場合は、受領したイメージデータの縦横方向を保存したまま、

物理サイズの縦横比を固定して縮小すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横：b(mm) 

縦： 

a(mm) 

縦横比を保存してイ

メージを縮小する。 

受領したイメージデータ 変換したイメージデータ 

縦：横 = a ： b 縦：横 = a ： b 
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  また、日本国特許庁での規定から外れるイメージデータが、作成する SGMLデータ

（１意匠）に紐付くイメージデータの中で１つでも含まれる場合、その規定から外れ

るイメージデータのみを縮小するのではなく、その SGMLデータ（１意匠）に紐付く

イメージデータ全てを本章で規定している変換仕様に則って縮小すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) イメージデータのファイル名について 

  変換されたイメージデータのファイル名は以下の規準に従って付与する。 

 

ファイル名： 受付番号 ＋ 一連番号 ＋ “.JPG” 

 

  なお、受付番号は電子化する SGMLデータに付与される書類番号であり、一連番号

は電子化する SGMLデータ毎に"0001"から一連に付与し、ゼロサプレスはしない。 

 

   例）614800000010001.JPG 

 

  3) 図面も見本も無い場合の電子化について 

    秘密の写しにおいて図面も見本も無い場合、ダミーデータとわかるデータを作成し

て「図面」として電子化する。ダミーデータのタイトルは「見本の表面図」とする。 

 

  4) イメージデータの解像度について 

   受領するイメージデータには、解像度が 200dpiでないものも含まれる。 

そのようなイメージデータについては、解像度を 200dpiに変換すること。 

 

 

イメージを縮小
する。 

イメージ 1 

イメージ 2 

イメージ 3 

 

 

 

１意匠に含まれるイメージ(変換前) 

日本国特許庁で規定され
ているイメージサイズ 

イメージ 1 

イメージ 2 

イメージ 3 

１意匠に含まれるイメージ(変換後) 

 

 
イメージを縮小
する。 

イメージを縮小
する。 

規定外の
イメージ

サイズ 
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  5) イメージデータのビット数について 

   受領するイメージデータには、ビット数が２４ビット（フルカラー）ではなく８ビ

ット（グレースケール）のものも含まれる。 

そのようなイメージデータについては、ビット数を２４ビットに変換すること。 
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４．４．４ 見本変換仕様 

 

 本章では、受領した見本をデータエントリする際の見本の変換仕様を規定している。 

 

①基本的な考え方 

データエントリ機関は、受領した見本をカメラ等で撮影し日本国特許庁内の規定に沿

うようにイメージファイルに電子化する。具体的なイメージファイルの仕様については、

本規準書の「４．３．３ イメージ仕様」を参照のこと。 

 

②変換する際の注意点 

  

 1) カメラ等での撮影について 

  見本を撮影する際には、「見本の表面図」・「見本の裏面図」・「見本の表面拡大図」・「見

本の裏面拡大図」を撮影する。表面拡大図・裏面拡大図は、それぞれ表面図・裏面図

の中心から２００％拡大したものとする。なお、見本が台紙にはり付けてあるなどに

よって裏面図を取得できない場合は、電子化不能として発注元へ問い合わせする。 

 

 2) 電子化する順番について 

  1)にて撮影した「見本の表面図」・「見本の裏面図」・「見本の表面拡大図」・「見本の裏

面拡大図」の通り電子化すること。 

 

 3) 見本を電子化する際の物件について 

  見本を電子化する際は、「図面」として電子化を行うこと。 
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４．４．５ 管理情報変換仕様 

 

本章では、日本国特許庁から発注される XML データを SGML データ（管理文書）へ変

換する際の変換仕様を規定している。 

本規準書における管理情報変換仕様の構成図を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理情報変換

仕様見出し 

（意匠登録願） 

管理情報変換

仕様 

（意匠登録願） 

電子化対象書類 

一覧 「４．１．５ 電子化対象書類」参照 

「４．４．５ ③管理情報変

換仕様 1)管理情報変換仕様

見出し(意匠登録願)」参照 

管理情報変換

仕様見出し 

（手続補正書） 

管理情報変換

仕様 

（手続補正書） 

 

「４．４．５ ④管理情報変

換仕様 1)管理情報変換仕様

見出し(手続補正書)」参照 

 

「４．４．５ ③管理情報変

換仕様 2)管理情報変換仕様

(意匠登録願)」参照 

「４．４．５ ④管理情報変

換仕様 2)管理情報変換仕様

(手続補正書)」参照 
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① 管理情報変換仕様見出しについて 

 

管理情報変換仕様とは、SGMLデータ（管理文書）に設定される各タグの変換仕様をま

とめたものである。管理情報変換仕様見出しとは、SGMLデータ（管理文書）に設定さ

れる各タグの変換仕様の参照箇所をタグ一覧形式で記載したものである。 

 

1) 管理情報変換仕様見出しの見方 

変換時に SGML データにおこす可能性のある項目・タグは灰がけにしている。なお、

受領するＸＭＬによっては、灰がけになっている箇所でも設定されないＳＧＭＬデータ

のタグも存在する。 

 

 

項番 
日本語 

標準名 

タグ

の属

性 

タグ・属性名 
新規の

申請 

更正 

申請 

参照箇

所 L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 

1 管理情報 - MI-ACC-DOC ○ ○ 1 

2 書類分類 - 
  DOCUMENTS-CLASSIFICATION-

CODE 
○ ○ 2 

3 四法区分 -   LAW ○ ○ 3 

4 出願番号 -   APPLICATION-NUMBER ○ ○ 4 

5 審判番号 -   APPEAL-NUMBER     

6 審判種別 -   KIND-OF-APPEALS     

7 登録番号 -   REGISTRATION-NUMBER     

8 類似番号 -   SIMILAR-DESIGN-NUMBER     

9 整理番号 -   ARRANGEMENT-NUMBER     

10 出願日 -   FILING-DATE     

11 審判請求日 - 
  APPEAL-DATE     

12 受付番号 - 
  RECEIPT-NUMBER 

○ － 5 

○：該当するタグが存在しない場合、タグを設定し内容を設定する。 

  該当するタグが存在する場合、タグの内容を更新する。 

－：該当するタグが存在する場合もしない場合も、何もしない。 

 

②管理情報変換仕様について 

 

 管理情報変換仕様とは、SGML データ（管理文書）に設定される各タグの変換仕様をま

とめたものである。 

 

 1) 管理情報変換仕様の見方 

「４．４．２ ②書誌変換仕様について」を参照のこと。 

作成されるSGMLデ
ータに設定されるタ
グの日本語名。 

変換仕様が記載され
ている項番 
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③　管理情報変換仕様（意匠登録願）

1) 　管理情報変換仕様（意匠登録願）見出し

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7

1 管理情報 - MI-ACC-DOC ○ ○ 1
2 書類分類 - DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE ○ ○ 2
3 四法区分 - LAW ○ ○ 3
4 出願番号 - APPLICATION-NUMBER ○ ○ 4
5 審判番号 - APPEAL-NUMBER

6 審判種別 - KIND-OF-APPEALS

7 登録番号 - REGISTRATION-NUMBER

8 類似番号 - SIMILAR-DESIGN-NUMBER

9 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

10 出願日 - FILING-DATE

11 審判請求日 - APPEAL-DATE

12 受付番号 - RECEIPT-NUMBER ○ - 5
13 受付日 - RECEIPT-DATE ○ ○ 6
14 提出日 - SUBMISSION-DATE ○ ○ 7
15 受付形態 - ACCEPTANCE-FORM ○ ○ 8
16 出願ソフト付与情報 - SOFT-OPPOSITION-ARTICLE

17 出願ソフトバージョン - APPLICATION-SOFTWARE-VERSION

18 出願ソフトチェック結果 - FORMALITY-CHECK-RESULT

19 カラー・２値フラグ - COLOR-BINARY-FLAG

20 申請人確認情報 - APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE

21 確認情報 - CONFIRMATION-GROUP ○

22 識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

23 区分 - DIVISION

24 住所又は居所 - ADDRESS

25 氏名又は名称 - NAME

26 ＩＤ確認方法 - ID-CONFIRMATION-WAY

27 ＩＤ確認結果 - ID-CONFIRMATION-RESULT

28 不備情報 - DEFECT-GROUP

29 不備コード - DEFECT-CODE ○

30 証明書情報 - CERTIFICATE-GROUP

31 発行局 - CERTIFICATE-AUTHORITY

32 シリアルNO - SERIAL-NUMBER

33 プルーフの要否 - PROOF-NECESSITY

34 料金関係 - RELATION-CHARGE-ARTICLE

35 納付方法 - PAYMENT-WAY

36 納付金額 - KIND-OF-FEE

37 会計種別 - KIND-OF-ACCOUNTS

38 予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

39 納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

40 納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

41 振替番号 - TRANSFER-NUMBER

42 提出された物件 - PRESENTED-OBJECT-ARTICLE

43 物件 - OBJECT-GROUP ○

44 提出物件名 - PRESENT-OBJECT-NAME

45 提出物件コード - PRESENT-OBJECT-CODE

46 物件電子化フラグ - OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG

47 データエントリ付与情報 - DATA-ENTRY-ARTICLE ○ ○ 9
48 カラー・2値フラグ - COLOR-BINARY-FLAG ○ ○ 10
49 消印不明フラグ - STAMP-UNKNOWN-FLAG ○ - 11
50 書留番号 - REGISTERED-LETTER-NUMBER

51 申請人確認情報 - APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE ○ ○ 12
52 確認情報 - CONFIRMATION-GROUP ○ ○ ○ 13
53 識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

54 区分 - DIVISION ○ ○ 14
55 住所又は居所 - ADDRESS ○ ○ 15
56 氏名又は名称 - NAME ○ ○ 16
57 ID確認方法 - ID-CONFIRMATION-WAY ○ ○ 17
58 ID確認結果 - ID-CONFIRMATION-RESULT ○ ○ 18
59 不備情報 - DEFECT-GROUP

60 不備コード - DEFECT-CODE ○

61 証明書情報 - CERTIFICATE-GROUP

62 発行局 - CERTIFICATE-AUTHORITY

63 シリアルNO - SERIAL-NUMBER

64 データエントリ日付 - DATA-ENTRY-DATE ○ ○ 19
65 料金関係 - RELATION-CHARGE-ARTICLE

66 納付方法 - PAYMENT-WAY

項番 日本語標準名

タグ・属性名
タグ
の属
性

更正
申請

新規の申
請

繰り
返し

参照箇所
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7

項番 日本語標準名

タグ・属性名
タグ
の属
性

更正
申請

新規の申
請

繰り
返し

参照箇所

67 納付金額 - KIND-OF-FEE

68 会計種別 - KIND-OF-ACCOUNTS

69 予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

70 納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

71 納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

72 振替番号 - TRANSFER-NUMBER

73 提出された物件 - PRESENTED-OBJECT-ARTICLE ○ ○ 20
74 物件 - OBJECT-GROUP ○ ○ ○ 21
75 提出物件名 - PRESENT-OBJECT-NAME ○ ○ 22
76 提出物件コード - PRESENT-OBJECT-CODE

77 物件電子化フラグ - OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG ○ ○ 23
78 原データの有無 - ORIGINAL-DATA-YES-OR-NO

79 更正申請 - CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE - ○ 24
80 更正申請フラグ - CORRECTION-APPLICATION-FLAG - ○ 25
81 再方式審査の要否 - FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY - ○ 26
82 四法区分 - LAW - ○ 27
83 出願番号 - APPLICATION-NUMBER - ○ 28
84 原願電子化情報 - PARENT-APPLICATION-ELC-ARTICLE

85 原願電子化フラグ - PARENT-APPLICATION-ELC-FLAG

86 四法区分 - LAW

87 出願番号 - APPLICATION-NUMBER

88 ＤＥ料徴収フラグ - DE-CHARGE-FLAG

89 書換分割フラグ - REPLACEMENT-DIVISION-FLAG

90 モデル国際様式識別 - INTERNATIONAL-DISTINCTION

91 標準文字妥当性識別 - ADEQUATE-DISTINCTION

92 庁内付与情報 - PATENT-OPPOSITION-ARTICLE

93 受付チェック結果 - RECEIPT-CHECK-RESULT

94 受付ﾁｪｯｸ結果ﾒｯｾｰｼﾞ - RECEIPT-CHECK-RESULT-MESSAGE

95 メッセージ - MESSAGE ○

96 願番調査の結果 - EXAMINATION-RESULT-ARTICLE

97 当該 - CONCERNED

98 原願 - ORIGINAL-APPLICATION

99 国際登録番号 INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO ○ ○ 29
100 意匠番号 NUMBER-OF-DESIGN ○ ○ 30
101 国際公表日 INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE

102 国際意匠分類 LOCARNO-ARTICLE ○ ○ 31
103 国際意匠分類グループ LOCARNO-GROUP ○ ○ ○ 32
104 国際意匠分類クラス LOCARNO-CLASS ○ ○ 33
105 国際意匠分類サブクラスグループ LOCARNO-SUBCLASS-GROUP ○ ○ 34
106 国際意匠分類サブクラス LOCARNO-SUBCLASS ○ ○ ○ 35
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2) 管理情報変換仕様（意匠登録願）

日本語標準名 タグ名

管理情報 MI-ACC-DOC 1
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

書類分類 DOCUMENTS-
CLASSIFICATION-CODE 2

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「A363」を半角で設定する。

（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE>A363</DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE>
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日本語標準名 タグ名

四法区分 LAW 3
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」を半角で設定する。

（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<LAW>3</LAW>
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER 4
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 新規の申請の場合 「0000000000」を半角で設定

する。（※）

2 更正申請の場合 更正された新規の出願番号を
設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 国内の既存の意匠登録願への管理文書における出願番号の設定方法と同様。
以下にSGMLデータの設定例を記す。

<APPLICATION-NUMBER>0000000000</APPLICATION-NUMBER>
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日本語標準名 タグ名

受付番号 RECEIPT-NUMBER 5
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 発注伝票にデータエントリにて使用
する受付番号の先頭の番号が記載さ
れている場合（※1）

受付番号の先頭から順に受付
番号を設定する。

2 データエントリする数が9999を超え
る場合（※2)

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

3 項番1、2を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※1）既存の発注伝票では、当該発注で使用する受付番号を範囲で指定していた。
国際意匠登録の出願に伴う発注伝票には、使用する受付番号の開始番号のみが設定される。

例）　発注伝票の記載

　・・・
　受付番号 61580010001
　・・・

(※2) 受付番号の先頭から5桁目から7桁目は、発注単位ごとに割り振られる番号であり、下４桁については
１つの発注においての連番である。よって、１つの発注において下４桁（９９９９まで）を超える数
の発注が発生した場合に問い合わせる。

使用する受付番
号の開始番号の
み設定される。

6 15 8 001 0001

１つの発注内での連番

１つの発注において9999を超える数の発注が
発生した場合は発注元へ問い合わせる。
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日本語標準名 タグ名

受付日 RECEIPT-DATE 6
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）発注伝票に記載されている
「受付日」に日付が記載されている
場合

発注伝票に記載されている「受
付日」を半角の西暦表記
（YYYYMMDD形式）で設定する。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問い
合わせる。

2 更正された受付日を設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<RECEIPT-DATE>20130820</RECEIPT-DATE>

条件
なし

条件

更正申請の場合
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日本語標準名 タグ名

提出日 SUBMISSION-DATE 7
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）意匠登録願（主文書）の「提
出日」(<SUBMISSION-DATE>)タグが存
在し、かつ内容が設定されている場
合

設定されている内容を半角の
西暦表記（YYYYMMDD形式）で
設定する。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された新規の提出日を設
定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
意匠登録願（主文書）のSGMLデータ
　<SUBMISSION-DATE>平成２４年　８月１２日</SUBMISSION-DATE>

意匠登録願（管理文書）のSGMLデータ
　<SUBMISSION-DATE>20120812</SUBMISSION-DATE>

条件

更正申請の場合

-

条件

なし

条件
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日本語標準名 タグ名

受付形態 ACCEPTANCE-FORM 8
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 新規の申請の場合 「006」を半角で設定する。

（※）

2 更正申請の場合 「009」を半角で設定する。
（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
１．新規の申請の場合
<ACCEPTANCE-FORM>006</ACCEPTANCE-FORM>

２．更正申請の場合
<ACCEPTANCE-FORM>009</ACCEPTANCE-FORM>



   4.4.5- 13

日本語標準名 タグ名

データエントリ付与情
報

DATA-ENTRY-ARTICLE 9

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

カラー・2値フラグ COLOR-BINARY-FLAG 10
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法（※） 備考
1 意匠登録願（主文書）にイメージ
（<IMAGE>）タグが存在する場合

「1」を半角で設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

2 意匠登録願（主文書）にイメージ
（<IMAGE>）タグが存在しない場合

「0」を半角で設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータへの設定例を記す。
1. 意匠登録願（主文書）にイメージ(<IMAGE>)タグが存在しない場合
　<COLOR-BINARY-FLAG>1</COLOR-BINARY-FLAG>
2. 意匠登録願（主文書）にイメージ(<IMAGE>)タグが存在しない場合
　<COLOR-BINARY-FLAG>0</COLOR-BINARY-FLAG>
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日本語標準名 タグ名

消印不明フラグ STAMP-UNKNOWN-FLAG 11
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「0」を半角で設定する。

（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<STAMP-UNKNOWN-FLAG>0</STAMP-UNKNOWN-FLAG>
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日本語標準名 タグ名

申請人確認情報 APPLICANT-CONFIRMATION-
ARTICLE 12

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

確認情報 CONFIRMATION-GROUP 13
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。（※）

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 意匠登録願（主文書）の「意匠登録出願人」(<REQUESTOR-GROUP>タグ)の数だけ繰り返し設定する。

意匠登録願（主文書） 意匠登録願（管理文書）

・・・ ・・・
　<REQUESTOR-ARTICLE> 　<APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE>
　　<REQUESTOR-GROUP> 　　<CONFIRMATION-GROUP>
　　　・・・ 　　　・・・
　　</REQUESTOR-GROUP> 　　</CONFIRMATION-GROUP>
　　<REQUESTOR-GROUP> 　　<CONFIRMATION-GROUP>
　　　・・・ 　　　・・・
　　</REQUESTOR-GROUP> 　　</CONFIRMATION-GROUP>
　　・・・ 　　・・・
　</REQUESTOR-ARTICLE> 　</APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE>
・・・ ・・・
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日本語標準名 タグ名

区分 DIVISION 14
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「01」を半角で設定する。

（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータの設定例を記す。

<DIVISION>01</DIVISION>
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所 ADDRESS 15
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 意匠登録願（主文書）の「意匠登録
出願人」(<REQUESTOR-GROUP>)配下の
「氏名又は住所」(<ADDRESS>タグ)が
設定され、内容が設定されている場
合

左記タグに設定されている値
を設定する。

新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

意匠登録願（主文書）のSGMLデータ
　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</ADDRESS>

意匠登録願（管理文書）のSGMLデータ
　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</ADDRESS>
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称 NAME 16
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 意匠登録願（主文書）の「意匠登録
出願人」(<REQUESTOR-GROUP>)配下の
「氏名又は住所」(<NAME>タグ)が設
定され、内容が設定されている場合

左記タグに設定されている値
を設定する。

新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

意匠登録願（主文書）のSGMLデータ
　<NAME>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</NAME>

意匠登録願（管理文書）のSGMLデータ
　<NAME>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</NAME>
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日本語標準名 タグ名

ID確認方法 ID-CONFIRMATION-WAY 17
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」(印影)を半角で設定す

る。（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータの設定例を記す。

<ID-CONFIRMATION-WAY>3</ID-CONFIRMATION-WAY>
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日本語標準名 タグ名

ID確認結果 ID-CONFIRMATION-RESULT 18
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」(未照合)を半角で設定

する。（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータの設定例を記す。

<ID-CONFIRMATION-RESULT>3</ID-CONFIRMATION-RESULT>
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日本語標準名 タグ名

データエントリ日付 DATA-ENTRY-DATE 19
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 秘密の写しをデータエントリ

した日を、半角の西暦表記
(YYYYMMDD形式)で設定する。
（※）

新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
秘密の写しをデータエントリした日付が2012年8月14日の場合

<DATA-ENTRY-DATE>20120814</DATA-ENTRY-DATE>
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日本語標準名 タグ名

提出された物件 PRESENTED-OBJECT-
ARTICLE 20

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 意匠登録願（主文書）の「提出物件
の目録」(<SUBMISSION-OBJECT-LIST-
ARTICLE>)配下の「物件名」
(<OBJECT-NAME>タグ)が設定され、内
容が「図面」の場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

物件 OBJECT-GROUP 21
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 意匠登録願（主文書）の「提出物件
の目録」(<SUBMISSION-OBJECT-LIST-
ARTICLE>)配下の「物件名」
(<OBJECT-NAME>タグ)が設定され、内
容が「図面」の場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

提出物件名 PRESENT-OBJECT-NAME 22
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 意匠登録願（主文書）の「提出物件
の目録」(<SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE>)配下の「物件名」
(<OBJECT-NAME>タグ)が設定され、
内容が「図面」の場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法（※） 備考
1 なし 「図面」を設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ

変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

物件電子化フラグ OBJECT-ELECTRONIC-DATA-
FLAG 23

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 意匠登録願（主文書）の「提出物件
の目録」(<SUBMISSION-OBJECT-LIST-
ARTICLE>)配下の「物件名」
(<OBJECT-NAME>タグ)が設定され、内
容が「図面」の場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 提出物件を電子化した場合 「4」を半角で設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ

変換仕様である。

2 提出物件を電子化しなかった場合 「2」を半角で設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータを記す。
1. 提出物件を電子化した場合
<OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG>4</OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG>

2. 提出物件を電子化しなかった場合
<OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG>2</OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG>
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日本語標準名 タグ名

更正申請 CORRECTION-APPLICATION-
ARTICLE 24

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合 当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

更正申請フラグ CORRECTION-APPLICATION-
FLAG 25

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合 当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」を半角で設定する。

（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<CORRECTION-APPLICATION-FLAG>3</CORRECTION-APPLICATION-FLAG>



   4.4.5- 30

日本語標準名 タグ名

再方式審査の要否 FORMALITY-RETRIAL-
NECESSITY 26

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合で、更正申請書に再
方式審査の要否が「要」と記載され
ている場合（※１）

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「1」を半角で設定する。

（※２）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）秘密の写しから作成された意匠登録願の管理情報において、当該タグが設定されることはない。

（※２）以下に設定例を記す。

<FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY>1</FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY>
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日本語標準名 タグ名

四法区分 LAW 27
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合で、更正箇所が四法
区分・出願番号である場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」を半角で設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・
　<LAW>3</LAW>
　・・・
</CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER 28
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合で、更正箇所が四法
区分・出願番号である場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 更正される出願番号(西暦4桁

+号6桁)を半角で設定する。
（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
なお、号が6桁に満たない場合は、先頭に半角の0を補う。

①号が6桁の場合
<CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・
　<APPLICATION-NUMBER>2012435676</APPLICATION-NUMBER>
　・・・
</CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>

②号が4桁の場合
<CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・
　<APPLICATION-NUMBER>2012004356</APPLICATION-NUMBER> ←半角の0を先頭に補う。
　・・・
</CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
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日本語標準名 タグ名

国際登録番号 INTERNATIONAL-
REGISTRATION-NO 29

（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<H0110>タグに設定されている
値の先頭が"D"から始まっており、先
頭から2桁目以降が8桁以内の場合
（※）

"D"を半角の"DM/"に置き換
え、先頭から2桁目以降を半
角で設定する。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された国際登録番号を設
定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に、一時XMLデータにおける<H0110>タグ及びSGMLデータの設定例を示す。

一時XMLデータ SGMLデータ
<H0110>D999999</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/999999</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

<H0110>D999999A</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/999999A</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

<H0110>D9999999</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/9999999</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

<H0110>D9999999A</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/9999999A</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

条件

条件

更正申請の場合

項番1を満たさない場合

一時XMLデータに<H0110>タグが存在す
る場合
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日本語標準名 タグ名

意匠番号 NUMBER-OF-DESIGN 30
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 当該タグを設定する。

3 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<GRAPHIC>タグが存在し、
<GRAPHIC>タグの"FILEREF"属性が
"XXX_XXX"である場合

"XXX_XXX"の前3ケタを半角で
設定する。（※１）

（２）見本が存在し、台紙の右上に
番号が設定されている場合

その番号が3桁となるように
適宜0を補って設定する。
（※２）

（３）上記（１）、（２）を満たさ
ない場合

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された意匠番号を設定す
る。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

一時XMLデータに<GRAPHIC>タグが存在
する場合

条件

-

条件

条件

更正申請の場合

項番1、2を満たさない場合

見本が存在する場合
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（※１） 以下に例を示す。

一時XMLデータ
・・・
　<GRAPHIC FILEREF="001_XXX"/>
・・・

※　XXXは任意の数値3桁

（※２） 受領する見本は台紙に貼り付けられ、台紙の右上には意匠番号が設定される想定である。
見本に記載された意匠番号をSGMLデータに設定する際には、意匠番号が3桁となるよう適宜0を補う。
以下に、見本が張られた意匠番号の設定例を記す。
見本が張られた意匠番号の例 SGMLデータ 備考

1
<NUMBER-OF-DESIGN>001</NUMBER-
OF-DESIGN>

3桁となるように0を補う。

12
<NUMBER-OF-DESIGN>012</NUMBER-
OF-DESIGN>

3桁となるように0を補う。

<NUMBER-OF-DESIGN>001</NUMBER-OF-DESIGN>

SGMLデータ
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類 LOCARNO-ARTICLE 31
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。



   4.4.5- 37

日本語標準名 タグ名

国際意匠分類グループ LOCARNO-GROUP 32
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法（※1、2） 備考
1 一時XMLデータに<H0510>が存在する
場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へといあわせ
る。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）一時XMLデータに含まれる<H0510>の数だけ当該タグを繰り返し設定する。

 (例) 以下に設定例を示す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・
　<H0510> <LOCARNO-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0510> </LOCARNO-GROUP>
　<H0510> <LOCARNO-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0510> </LOCARNO-GROUP>
・・・ ・・・

（※２）一時XMLデータに設定されている国際意匠分類が10個を超える場合、先頭から10個のみをSGMLデータに
設定する。
なお、ここでの「国際意匠分類」とは、国際意匠分類(クラス）と国際意匠分類（サブクラス）を
組み合わせたものを指す。

一時XMLデータ 国際意匠分類 SGMLデータ
・・・

・・・ <LOCARNO-ARTICLE>

　<H0510> 　<LOCARNO-GROUP>

　　<H0511>11</H0511> 　　<LOCARNO-CLASS>11</LOCARNO-CLASS>

　　<H0512>03</H0512> 1103（①） 　　　<LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0512>14</H0512> 1114（②） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>03</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>13</H0512> 1113（③） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>14</LOCARNO-SUBCLASS>

　</H0510> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>13</LOCARNO-SUBCLASS>

　<H0510> 　　</LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0511>21</H0511> 　</LOCARNO-GROUP>

　　<H0512>03</H0512> 2103（④） 　<LOCARNO-GROUP>

　　<H0512>14</H0512> 2114（⑤） 　　<LOCARNO-CLASS>21</LOCARNO-CLASS>

　　<H0512>13</H0512> 2113（⑥） 　　　<LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0512>10</H0512> 2110（⑦） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>03</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>01</H0512> 2101（⑧） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>14</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>02</H0512> 2102（⑨） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>13</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>07</H0512> 2107（⑩） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>10</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>09</H0512> 2109（⑪） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>01</LOCARNO-SUBCLASS>

　</H0510> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>02</LOCARNO-SUBCLASS>

・・・ 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>07</LOCARNO-SUBCLASS>

　　</LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　</LOCARNO-GROUP>

</LOCARNO-ARTICLE>

<H0510>が2回設定されているため、
対応する<LOCARNO-GROUP>も2回繰
り返し設定する。
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類クラス LOCARNO-CLASS 33
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へと
いあわせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<H0511>タグに2桁の数値が設
定されている場合

値を半角で設定する。（※）

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された国際意匠分類クラ
スを設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・
<LOCARNO-ARTICLE>

　<H0510> 　<LOCARNO-GROUP>
　　<H0511>02</H0511> 　　<LOCARNO-CLASS>02</LOCARNO-CLASS>
　　・・・ 　　　・・・
　</H0510> 　</LOCARNO-GROUP>
・・・ </LOCARNO-ARTICLE>

条件

条件

更正申請の場合

-

条件

項番1を満たさない場合

一時XMLデータに<H0511>が存在する場
合
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類サブクラ
スグループ

LOCARNO-SUBCLASS-GROUP 34

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類サブクラ
ス

LOCARNO-SUBCLASS 35

（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へと
いあわせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<H0512>タグに2桁の数値が設
定されている場合

値を半角で設定する。（※）

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された国際意匠分類サブ
クラスを設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 一時XMLデータに含まれる<H0512>の数だけ当該タグを繰り返し設定する。
以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・

<LOCARNO-ARTICLE>

　<H0510> 　<LOCARNO-GROUP>

　　<H0511>21</H0511> 　　<LOCARNO-CLASS>21</LOCARNO-CLASS>

　　<H0512>03</H0512> 　　　<LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0512>14</H0512> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>03</LOCARNO-SUBCLASS>

　</H0510> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>14</LOCARNO-SUBCLASS>

　　　</LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　</H0510> 　</LOCARNO-GROUP>

・・・ </LOCARNO-ARTICLE>

条件

更正申請の場合

項番1を満たさない場合

一時XMLデータに<H0512>が存在する場
合

条件

-

条件
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④　管理情報変換仕様（手続補正書）

1) 　管理情報変換仕様（手続補正書）見出し

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7

1 管理情報 - MI-ACC-DOC 1
2 書類分類 - DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE ○ ○ 2
3 四法区分 - LAW ○ ○ 3
4 出願番号 - APPLICATION-NUMBER ○ ○ 4
5 審判番号 - APPEAL-NUMBER

6 審判種別 - KIND-OF-APPEALS

7 登録番号 - REGISTRATION-NUMBER

8 類似番号 - SIMILAR-DESIGN-NUMBER

9 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER

10 出願日 - FILING-DATE

11 審判請求日 - APPEAL-DATE

12 受付番号 - RECEIPT-NUMBER ○ - 5
13 受付日 - RECEIPT-DATE ○ ○ 6
14 提出日 - SUBMISSION-DATE ○ ○ 7
15 受付形態 - ACCEPTANCE-FORM ○ ○ 8
16 出願ソフト付与情報 - SOFT-OPPOSITION-ARTICLE

17 出願ソフトバージョン - APPLICATION-SOFTWARE-VERSION

18 出願ソフトチェック結果 - FORMALITY-CHECK-RESULT

19 カラー・２値フラグ - COLOR-BINARY-FLAG

20 申請人確認情報 - APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE

21 確認情報 - CONFIRMATION-GROUP ○

22 識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

23 区分 - DIVISION

24 住所又は居所 - ADDRESS

25 氏名又は名称 - NAME

26 ＩＤ確認方法 - ID-CONFIRMATION-WAY

27 ＩＤ確認結果 - ID-CONFIRMATION-RESULT

28 不備情報 - DEFECT-GROUP

29 不備コード - DEFECT-CODE ○

30 証明書情報 - CERTIFICATE-GROUP

31 発行局 - CERTIFICATE-AUTHORITY

32 シリアルNO - SERIAL-NUMBER

33 プルーフの要否 - PROOF-NECESSITY

34 料金関係 - RELATION-CHARGE-ARTICLE

35 納付方法 - PAYMENT-WAY

36 納付金額 - KIND-OF-FEE

37 会計種別 - KIND-OF-ACCOUNTS

38 予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

39 納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

40 納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

41 振替番号 - TRANSFER-NUMBER

42 提出された物件 - PRESENTED-OBJECT-ARTICLE

43 物件 - OBJECT-GROUP ○

44 提出物件名 - PRESENT-OBJECT-NAME

45 提出物件コード - PRESENT-OBJECT-CODE

46 物件電子化フラグ - OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG

47 データエントリ付与情報 - DATA-ENTRY-ARTICLE ○ ○ 9
48 カラー・2値フラグ - COLOR-BINARY-FLAG ○ ○ 10
49 消印不明フラグ - STAMP-UNKNOWN-FLAG ○ - 11
50 書留番号 - REGISTERED-LETTER-NUMBER

51 申請人確認情報 - APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE ○ ○ 12
52 確認情報 - CONFIRMATION-GROUP ○ ○ ○ 13
53 識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER

54 区分 - DIVISION ○ ○ 14
55 住所又は居所 - ADDRESS ○ ○ 15
56 氏名又は名称 - NAME ○ ○ 16
57 ID確認方法 - ID-CONFIRMATION-WAY ○ ○ 17
58 ID確認結果 - ID-CONFIRMATION-RESULT ○ ○ 18
59 不備情報 - DEFECT-GROUP

60 不備コード - DEFECT-CODE ○

61 証明書情報 - CERTIFICATE-GROUP

62 発行局 - CERTIFICATE-AUTHORITY

63 シリアルNO - SERIAL-NUMBER

64 データエントリ日付 - DATA-ENTRY-DATE ○ ○ 19

参照箇所項番 日本語標準名

タグ・属性名
タグ
の属
性

新規の
申請

更正
申請

繰り
返し
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7

参照箇所項番 日本語標準名

タグ・属性名
タグ
の属
性

新規の
申請

更正
申請

繰り
返し

65 料金関係 - RELATION-CHARGE-ARTICLE

66 納付方法 - PAYMENT-WAY

67 納付金額 - KIND-OF-FEE

68 会計種別 - KIND-OF-ACCOUNTS

69 予納台帳番号 - ACCOUNT-NUMBER

70 納付書番号 - PAYMENT-NUMBER

71 納付番号 - ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

72 振替番号 - TRANSFER-NUMBER

73 提出された物件 - PRESENTED-OBJECT-ARTICLE

74 物件 - OBJECT-GROUP ○

75 提出物件名 - PRESENT-OBJECT-NAME

76 提出物件コード - PRESENT-OBJECT-CODE

77 物件電子化フラグ - OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG

78 原データの有無 - ORIGINAL-DATA-YES-OR-NO

79 更正申請 - CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE - ○ 20
80 更正申請フラグ - CORRECTION-APPLICATION-FLAG - ○ 21
81 再方式審査の要否 - FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY - ○ 22
82 四法区分 - LAW - ○ 23
83 出願番号 - APPLICATION-NUMBER - ○ 24
84 原願電子化情報 - PARENT-APPLICATION-ELC-ARTICLE

85 原願電子化フラグ - PARENT-APPLICATION-ELC-FLAG

86 四法区分 - LAW

87 出願番号 - APPLICATION-NUMBER

88 ＤＥ料徴収フラグ - DE-CHARGE-FLAG

89 書換分割フラグ - REPLACEMENT-DIVISION-FLAG

90 モデル国際様式識別 - INTERNATIONAL-DISTINCTION

91 標準文字妥当性識別 - ADEQUATE-DISTINCTION

92 庁内付与情報 - PATENT-OPPOSITION-ARTICLE

93 受付チェック結果 - RECEIPT-CHECK-RESULT

94 受付ﾁｪｯｸ結果ﾒｯｾｰｼﾞ - RECEIPT-CHECK-RESULT-MESSAGE

95 メッセージ - MESSAGE ○

96 願番調査の結果 - EXAMINATION-RESULT-ARTICLE

97 当該 - CONCERNED

98 原願 - ORIGINAL-APPLICATION

99 国際登録番号 INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO ○ ○ 25
100 意匠番号 NUMBER-OF-DESIGN ○ ○ 26
101 国際公表日 INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE ○ ○ 27
102 国際意匠分類 LOCARNO-ARTICLE ○ ○ 28
103 国際意匠分類グループ LOCARNO-GROUP ○ ○ ○ 29
104 国際意匠分類クラス LOCARNO-CLASS ○ ○ 30
105 国際意匠分類サブクラスグループ LOCARNO-SUBCLASS-GROUP ○ ○ 31
106 国際意匠分類サブクラス LOCARNO-SUBCLASS ○ ○ ○ 32
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2) 管理情報変換仕様（手続補正書）

日本語標準名 タグ名

管理情報 MI-ACC-DOC 1
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

書類分類 DOCUMENTS-
CLASSIFICATION-CODE 2

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「A3523」を半角で設定す

る。（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE>A3523</DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE>
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日本語標準名 タグ名

四法区分 LAW 3
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」を半角で設定する。

（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<LAW>3</LAW>
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER 4
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。 新規の申請の場合のみ

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）手続補正書（主文書）の「事
件の表示」配下の「出願番号」タグ
が存在し、かつ内容が設定されてい
る場合

設定されている内容を半角形
式で設定する。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された新規の出願番号を
設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

手続補正書（主文書）のSGMLデータ
　<APPLICATION-NUMBER>意願２０１２－５００００１</APPLICATION-NUMBER>

手続補正書（管理文書）のSGMLデータ
　<APPLICATION-NUMBER>2012500001</APPLICATION-NUMBER>

条件
なし

条件

-

条件

更正申請の場合
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日本語標準名 タグ名

受付番号 RECEIPT-NUMBER 5
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 発注伝票にデータエントリにて使用
する受付番号の先頭の番号が記載さ
れている場合（※1）

受付番号の先頭から順に受付
番号を設定する。

2 データエントリする数が9999を超え
る場合（※2)

電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

3 項番1、2を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※1）既存の発注伝票では、当該発注で使用する受付番号を範囲で指定していた。
国際意匠登録の出願に伴う発注伝票には、使用する受付番号の開始番号のみが設定される。

例）　発注伝票の記載

　・・・
　受付番号 61580010001
　・・・

(※2) 受付番号の先頭から5桁目から7桁目は、発注単位ごとに割り振られる番号であり、下４桁については
１つの発注においての連番である。よって、１つの発注において下４桁（９９９９まで）を超える数
の発注が発生した場合に問い合わせる。

使用する受付番号
の開始番号のみ
設定される。

6 15 8 001 0001

１つの発注内での連番

発注単位で設定される番号

１つの発注において9999を超える数の発注が
発生した場合は発注元へ問い合わせる。
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日本語標準名 タグ名

受付日 RECEIPT-DATE 6
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）発注伝票に記載されている
「受付日」に日付が記載されている
場合

発注伝票に記載されている
「受付日」を半角の西暦表記
（YYYYMMDD形式）で設定す
る。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された受付日を設定す
る。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<RECEIPT-DATE>20130820</RECEIPT-DATE>

条件

なし

条件

条件
-

更正申請の場合
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日本語標準名 タグ名

提出日 SUBMISSION-DATE 7
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）手続補正書（主文書）の「提
出日」(<SUBMISSION-DATE>)タグが存
在し、かつ内容が設定されている場
合

設定されている内容を半角の
西暦表記（YYYYMMDD形式）で
設定する。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された新規の提出日を設
定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
手続補正書（主文書）のSGMLデータ
　<SUBMISSION-DATE>平成２４年　８月１２日</SUBMISSION-DATE>

手続補正書（管理文書）のSGMLデータ
　<SUBMISSION-DATE>20120812</SUBMISSION-DATE>

条件

なし

条件

-

条件

更正申請の場合
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日本語標準名 タグ名

受付形態 ACCEPTANCE-FORM 8
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 「006」を半角で設定する。

（※）

2 「009」を半角で設定する。
（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
１．新規の申請の場合
<ACCEPTANCE-FORM>006</ACCEPTANCE-FORM>

２．更正申請の場合
<ACCEPTANCE-FORM>009</ACCEPTANCE-FORM>

-

条件

なし

条件

条件
新規の申請の場合

更正申請の場合
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日本語標準名 タグ名

データエントリ付与情
報

DATA-ENTRY-ARTICLE 9
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

カラー・2値フラグ COLOR-BINARY-FLAG 10
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法（※） 備考
1 手続補正書（主文書）にイメージ
（<IMAGE>）タグが存在する場合

「1」を半角で設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

2 手続補正書（主文書）にイメージ
（<IMAGE>）タグが存在しない場合

「0」を半角で設定する。 新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータへの設定例を記す。
1. 手続補正書（主文書）にイメージ(<IMAGE>)タグが存在しない場合
　<COLOR-BINARY-FLAG>1</COLOR-BINARY-FLAG>
2. 手続補正書（主文書）にイメージ(<IMAGE>)タグが存在しない場合
　<COLOR-BINARY-FLAG>0</COLOR-BINARY-FLAG>
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日本語標準名 タグ名

消印不明フラグ STAMP-UNKNOWN-FLAG 11
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「0」を半角で設定する。

（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<STAMP-UNKNOWN-FLAG>0</STAMP-UNKNOWN-FLAG>
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日本語標準名 タグ名

申請人確認情報 APPLICANT-CONFIRMATION-
ARTICLE 12

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

確認情報 CONFIRMATION-GROUP 13
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。（※）

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 手続補正書（主文書）の「補正をする者」(<REQUESTOR-GROUP>タグ)の数だけ繰り返し設定する。
「補正の内容」(<CONTENT-OF-AMENDMENT>タグ)配下の「意匠登録出願人」(<REQUESTOR-GROUP>タグ)
は対象外とする。

手続補正書（主文書） 手続補正書（管理文書）

・・・ ・・・
　<REQUESTOR-ARTICLE> 　<APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE>
　　<REQUESTOR-GROUP> 　　<CONFIRMATION-GROUP>
　　　・・・ 　　　・・・
　　</REQUESTOR-GROUP> 　　</CONFIRMATION-GROUP>
　　<REQUESTOR-GROUP> 　　<CONFIRMATION-GROUP>
　　　・・・ 　　　・・・
　　</REQUESTOR-GROUP> 　　</CONFIRMATION-GROUP>
　　・・・ 　　・・・
　</REQUESTOR-ARTICLE> 　</APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE>
・・・ ・・・
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日本語標準名 タグ名

区分 DIVISION 14
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「01」を半角で設定する。

（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータの設定例を記す。

<DIVISION>01</DIVISION>
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日本語標準名 タグ名

住所又は居所 ADDRESS 15
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 手続補正書（主文書）の「補正をす
る者」(<REQUESTOR-GROUP>)配下の
「氏名又は住所」(<ADDRESS>タグ)が
設定され、内容が設定されている場
合

左記タグに設定されている値
を設定する。

新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

手続補正書（主文書）のSGMLデータ
　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</ADDRESS>

手続補正書（管理文書）のSGMLデータ
　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</ADDRESS>
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日本語標準名 タグ名

氏名又は名称 NAME 16
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 手続補正書（主文書）の「補正をす
る者」(<REQUESTOR-GROUP>)配下の
「氏名又は住所」(<NAME>タグ)が設
定され、内容が設定されている場合

左記タグに設定されている値
を設定する。

新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

手続補正書（主文書）のSGMLデータ
　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</ADDRESS>

手続補正書（管理文書）のSGMLデータ
　<ADDRESS>ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ</ADDRESS>
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日本語標準名 タグ名

ID確認方法 ID-CONFIRMATION-WAY 17
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」(印影)を半角で設定す

る。（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータの設定例を記す。

<ID-CONFIRMATION-WAY>3</ID-CONFIRMATION-WAY>
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日本語標準名 タグ名

ID確認結果 ID-CONFIRMATION-RESULT 18
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」(未照合)を半角で設定

する。（※）
新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にSGMLデータの設定例を記す。

<ID-CONFIRMATION-RESULT>3</ID-CONFIRMATION-RESULT>
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日本語標準名 タグ名

データエントリ日付 DATA-ENTRY-DATE 19
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 公表の写しをデータエントリ

した日を、半角の西暦表記
(YYYYMMDD形式)で設定する。
（※）

新規の申請、更正申請ともに同じ
変換仕様である。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
公表の写しをデータエントリした日付が2012年8月14日の場合

<DATA-ENTRY-DATE>20120814</DATA-ENTRY-DATE>
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日本語標準名 タグ名

更正申請 CORRECTION-APPLICATION-
ARTICLE 20

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合 当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

更正申請フラグ CORRECTION-APPLICATION-
FLAG 21

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合 当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」を半角で設定する。

（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<CORRECTION-APPLICATION-FLAG>3</CORRECTION-APPLICATION-FLAG>
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日本語標準名 タグ名

再方式審査の要否 FORMALITY-RETRIAL-
NECESSITY 22

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合で、更正申請書に再
方式審査の要否が「要」と記載され
ている場合（※１）

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「1」を半角で設定する。

（※２）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）公表の写しから作成された手続補正書の管理情報において、当該タグが設定されることはない。

（※２）以下に設定例を記す。

<FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY>1</FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY>



  4.4.5-65

日本語標準名 タグ名

四法区分 LAW 23
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合で、更正箇所が四法
区分・出願番号である場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 「3」を半角で設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

<CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・
　<LAW>3</LAW>
　・・・
</CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
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日本語標準名 タグ名

出願番号 APPLICATION-NUMBER 24
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 更正申請の場合で、更正箇所が四法
区分・出願番号である場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 当該タグを設定しない。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 更正される出願番号(西暦4桁

+号6桁)を半角で設定する。
（※）

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。
なお、号が6桁に満たない場合は、先頭に半角の0を補う。

①号が6桁の場合
<CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・
　<APPLICATION-NUMBER>2012435676</APPLICATION-NUMBER>
　・・・
</CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>

②号が4桁の場合
<CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
　・・・
　<APPLICATION-NUMBER>2012004356</APPLICATION-NUMBER> ←半角の0を先頭に補う。
　・・・
</CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE>
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日本語標準名 タグ名

国際登録番号 INTERNATIONAL-
REGISTRATION-NO 25

（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<H0110>タグに設定されている
値の先頭が"D"から始まっており、先
頭から2桁目以降が8桁以内の場合
（※）

"D"を半角の"DM/"に置き換
え、先頭から2桁目以降を半
角で設定する。

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された国際登録番号を設
定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に、一時XMLデータにおける<H0110>タグ及びSGMLデータの設定例を示す。

一時XMLデータ SGMLデータ
<H0110>D999999</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/999999</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

<H0110>D999999A</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/999999A</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

<H0110>D9999999</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/9999999</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

<H0110>D9999999A</H0110> <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/9999999A</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>

条件

条件

更正申請の場合

条件
-

項番1を満たさない場合

一時XMLデータに<H0110>タグが存在す
る場合
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日本語標準名 タグ名

意匠番号 NUMBER-OF-DESIGN 26
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<GRAPHIC>タグが存在し、
<GRAPHIC>タグの"FILEREF"属性が
"XXX_XXX"である場合

"XXX_XXX"の前3ケタを半角で
設定する。（※１）

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された意匠番号を設定す
る。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１） 以下に例を示す。

一時XMLデータ
・・・
　<GRAPHIC FILEREF="001_XXX"/>
・・・

※　XXXは任意の数値3桁

<NUMBER-OF-DESIGN>001</NUMBER-OF-DESIGN>

条件

更正申請の場合

項番1を満たさない場合

一時XMLデータに<GRAPHIC>タグが存在す
る場合

条件

SGMLデータ
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日本語標準名 タグ名

国際公表日 INTERNATIONAL-
PUBLICATION-DATE 27

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 発注伝票に国際公表日が記載されて
いる場合

当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元に問
い合わせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 新規の申請の場合 発注伝票に記載されている国

際公表日を西暦表記
（YYYYMMDD形式）にて半角で
設定する。（※）

2 更正申請の場合 更正された国際公表日を設定
する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※） 以下にその例を示す。

発注伝票上の国際公表日
20130808 <INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>20130808</INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>

20130810 <INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>20130810</INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>

20131009 <INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>20131009</INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>

SGMLデータ
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類 LOCARNO-ARTICLE 28
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。



  4.4.5-71

日本語標準名 タグ名

国際意匠分類グループ LOCARNO-GROUP 29
（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法（※1、2） 備考
1 一時XMLデータに<H0510>が存在する場合 当該タグを設定する。

2 項番1を満たさない場合 電子化不能として発注元へといあわせ
る。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。

（※１）一時XMLデータに含まれる<H0510>の数だけ当該タグを繰り返し設定する。

 (例) 以下に設定例を示す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・
　<H0510> <LOCARNO-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0510> </LOCARNO-GROUP>
　<H0510> <LOCARNO-GROUP>
　　（配下の構造） 　(配下の構造)
　</H0510> </LOCARNO-GROUP>
・・・ ・・・

（※２）一時XMLデータに設定されている国際意匠分類が10個を超える場合、先頭から10個のみをSGMLデータに
設定する。
なお、ここでの「国際意匠分類」とは、国際意匠分類(クラス）と国際意匠分類（サブクラス）を
組み合わせたものを指す。

一時XMLデータ 国際意匠分類 SGMLデータ
・・・

・・・ <LOCARNO-ARTICLE>

　<H0510> 　<LOCARNO-GROUP>

　　<H0511>11</H0511> 　　<LOCARNO-CLASS>11</LOCARNO-CLASS>

　　<H0512>03</H0512> 1103（①） 　　　<LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0512>14</H0512> 1114（②） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>03</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>13</H0512> 1113（③） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>14</LOCARNO-SUBCLASS>

　</H0510> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>13</LOCARNO-SUBCLASS>

　<H0510> 　　</LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0511>21</H0511> 　</LOCARNO-GROUP>

　　<H0512>03</H0512> 2103（④） 　<LOCARNO-GROUP>

　　<H0512>14</H0512> 2114（⑤） 　　<LOCARNO-CLASS>21</LOCARNO-CLASS>

　　<H0512>13</H0512> 2113（⑥） 　　　<LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0512>10</H0512> 2110（⑦） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>03</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>01</H0512> 2101（⑧） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>14</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>02</H0512> 2102（⑨） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>13</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>07</H0512> 2107（⑩） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>10</LOCARNO-SUBCLASS>

　　<H0512>09</H0512> 2109（⑪） 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>01</LOCARNO-SUBCLASS>

　</H0510> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>02</LOCARNO-SUBCLASS>

・・・ 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>07</LOCARNO-SUBCLASS>

　　</LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　</LOCARNO-GROUP>

</LOCARNO-ARTICLE>

<H0510>が2回設定されているため、
対応する<LOCARNO-GROUP>も2回繰
り返し設定する。
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類クラス LOCARNO-CLASS 30
（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へと
いあわせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<H0511>タグに2桁の数値が設
定されている場合

値を半角で設定する。（※）

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された国際意匠分類クラ
スを設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 以下に設定例を記す。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・
<LOCARNO-ARTICLE>

　<H0510> 　<LOCARNO-GROUP>
　　<H0511>02</H0511> 　　<LOCARNO-CLASS>02</LOCARNO-CLASS>
　　・・・ 　　　・・・
　</H0510> 　</LOCARNO-GROUP>
・・・ </LOCARNO-ARTICLE>

-

条件
一時XMLデータに<H0511>が存在する場
合
項番1を満たさない場合

条件

更正申請の場合

条件
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類サブクラ
スグループ

LOCARNO-SUBCLASS-GROUP 31

（１）当該タグの設定条件

項番 条件 対処方法 備考
1 なし 当該タグを設定する。

（２）当該タグの内容の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 上位タグのため値は設定しない。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 条件 対処方法 備考
1 - - 属性は設定しない。
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日本語標準名 タグ名

国際意匠分類サブクラ
ス

LOCARNO-SUBCLASS 32

（１）当該タグの設定条件

項番 対処方法 備考
1 当該タグを設定する。

2 電子化不能として発注元へと
いあわせる。

（２）当該タグの内容の設定

項番 対処方法 備考
1 新規の申請の場合

（１）<H0512>タグに2桁の数値が設
定されている場合

値を半角で設定する。（※）

（２）上記（１）を満たさない場合 電子化不能として発注元へ問
い合わせる。

2 更正された国際意匠分類サブ
クラスを設定する。

（３）当該タグに設定する属性の設定

項番 対処方法 備考
1 - 属性は設定しない。

（※） 一時XMLデータに含まれる<H0512>の数だけ当該タグを繰り返し設定する。

一時XMLデータ SGMLデータ

・・・ ・・・

<LOCARNO-ARTICLE>

　<H0510> 　<LOCARNO-GROUP>

　　<H0511>21</H0511> 　　<LOCARNO-CLASS>21</LOCARNO-CLASS>

　　<H0512>03</H0512> 　　　<LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　　<H0512>14</H0512> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>03</LOCARNO-SUBCLASS>

　</H0510> 　　　　<LOCARNO-SUBCLASS>14</LOCARNO-SUBCLASS>

　　　</LOCARNO-SUBCLASS-GROUP>

　</H0510> 　</LOCARNO-GROUP>

・・・ </LOCARNO-ARTICLE>

-

条件
一時XMLデータに<H0512>が存在する場
合
項番1を満たさない場合

条件

更正申請の場合

条件



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ５ 章 

紙受領（特殊申請も含む）による書類の電子化 
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５．１ 紙受領（特殊申請も含む）による電子化における前提条件 

 

本章では、国際意匠登録出願に関する中間書類の電子化規準について規定する。国際意匠登録

出願の中間書類のデータエントリ方法の中で、通常の国内出願と同様の電子化規準の内容につい

ては、「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」を参照することとする。 

一方、通常の国内出願と異なる、国際意匠登録出願の中間書類のデータエントリ方法の内容に

は以下のようなものがある。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類は、意匠の申請系書類・審判系書類の一部を電子化対象

としている。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、「識別番号」は記載不可とする。ただ

し窓口での「指定立替納付」（※３）及び特殊申請（※４）の場合は「識別番号」の記

載を可能とする。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、「予納台帳番号」は記載不可とする特

殊申請の場合にのみ記載が可能、それ以外は不可とする。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、「口座振替」は不可とする特殊申請の

場合にのみ記載が可能、それ以外は不可とする。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、「指定立替納付」は窓口（※３）及び

不可とする特殊申請の場合にのみ記載が可能、それ以外は不可とする。（※３） 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、電子化手数料（ＤＥ料）は徴収しな

い。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類において、書類に記載されたラテン文字はデータエント

リ機関にて SGMLデータに設定できる文字に変換（※２）される。 

 

⚫ 国際意匠登録出願の中間書類（※１）において、書面に出願番号の記載がない場合、

データエントリ発注時に添付する電子化指示メモに記載の出願番号を管理情報に設定

する。 

 

※１ 審判系書類及び審判係属中の申請系書類で【事件の表示】配下の【審判番号】に審

判番号が設定されている、または【審判請求日】に審判請求日が記載されている書類を除
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く。 

※２ 日本国特許庁からデータエントリ機関に発注される書類とデータエントリ機関にて

作成する SGML データに設定する文字に関する仕様を以下にまとめる。発注される書類と

SGML データとで仕様に差がある場合は、データエントリ機関にて変換する必要がある。 

注 1 SGML データに設定できない文字が発注される書類に存在する場合は、発注元へ問い

合わせる。電子化する際は、該当文字を■で置き換えることや、類似するアルファベ

ットに置き換え１文字ずつ▲と▼で括ることがある。（下記例参照） 

  ［例１］発注される書類に存在する文字が SGML データに文字が設定できない場合 

   （発注される書類） 

     Dr. Gerhard Cube, Furtwänglerstrasse 28, 70195 Stuttgart 

   （SGML データ） 

     Dr. Gerhard Cube, Furtw■nglerstrasse 28, 70195 Stuttgart 

 

  ［例２］発注される書類に存在する文字を類似するアルファベットに置き換える場合 

    （発注される書類） 

     Dr. Gerhard Cube, Furtwänglerstrasse 28, 70195 Stuttgart 

   （SGML データ） 

     Dr. Gerhard Cube, Furtw▲a▼nglerstrasse 28, 70195 Stuttgart 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 発注される書類 作成する SGML デー

タ 

備考 

文字    

 文字セット 特に規定無し 全角文字： 

JIS X0208-1997 

半角文字： 

JIS X0201-1976 

注 1 

注 2 

ラテン文字 ラテン文字が直接

記載される。 

上記文字セットに規

定されている類似す

るアルファベットに

変換して設定し、変換

した文字を１文字ず

つ▲と▼で囲む。注 1 

詳細は「添付１ ラ

テン文字の実体参照

対応表」参照 
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注 2 SGML データに設定できない下記の文字が発注される書類に存在する場合は、類似す

る文字に置き換え１文字ずつ▲と▼で括る。 

項番 発注される書類の記載 SGML データの設定値 

1 𠮷 ▲吉▼ 

2 髙 ▲高▼ 

3 车 ▲車▼ 

4 麴 ▲麹▼ 

5 份 ▲分▼ 

6 𠻸 ▲嗣▼ 

7 﨑 ▲崎▼ 

 

※３ 出願窓口クレジットカード決済対応に伴い、下記の 4 書類については「指定立替納

付」での納付を可能とする。「指定立替納付」で納付する場合は「識別番号」の記載を必須

とし、記載されていない場合は発注元に問い合わせる。また、「指定立替納付」以外の納付

方法の場合は「識別番号」の記載を不可とする。 

 

・期間延長請求書 

・期間延長請求書（期間徒過） 

・手続補正書 

・手続補正書（方式） 

 

※４ 特殊申請において「予納」、「電子現金納付」で納付する場合は「識別番号」の記載

を必須とし、記載されていない場合は発注元に問い合わせる。 

 

 

国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準を参照する際、通常の国内出願と異なる国際意匠登

録出願の中間書類のデータエントリ方法の詳細は、「５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電

子化規準」を参照することとする。 
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５．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化規準 

 

本章では、「５．１ 紙受領（特殊申請も含む）による電子化における前提条件」に記載され

ている、通常の国内出願と異なる国際意匠登録出願の中間書類のデータエントリ方法の詳細につ

いて記載する。 

 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化対象書類 

詳細については、「表５．２－１ 電子化対象書類一覧」を参照のこと。対象書類以外の中間

書類が提出された場合は、データエントリせずに発注元へ問い合わせる。特殊申請の場合も電子

化対象書類は通常と同一であるため、対象書類以外の中間書類が提出された場合は、データエン

トリせずに発注元へ問い合わせる。 

 

なお、「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」の参照箇所には、本章で規定している国

際意匠登録出願の中間書類における電子化対象書類以外の電子化規準も含まれるが、「添付１

１．通常の国内出願と同様の内容」を参照する際には、国際意匠登録出願データエントリ電

子化規準（SGML）で規定されている電子化対象書類における電子化規準のみを参照すること。 
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表５．２－１　電子化対象書類一覧

　国際意匠登録出願の中間書類で電子化対象とする書類一覧を以下に規定する。

項番 書類名
国際意匠登録出
願でのみ提出さ
れる書類

備考

申請系書類
1 受継申立書
2 代表者選定届
3 代理人変更届
4 代理人選任届
5 代理権消滅届
6 代理人受任届
7 代理人辞任届
8 代理人解任届
9 代理権変更届

10 復代理人変更届
11 復代理人選任届
12 復代理権消滅届
13 復代理人受任届
14 復代理人辞任届
15 復代理人解任届
16 復代理権変更届
17 出願取下書
18 出願放棄書
19 意見書
20 弁明書
21 優先権証明書提出書
22 新規性の喪失の例外証明書提出書
23 物件提出書
24 証明書類提出書
25 特徴記載書

25-1 新規性喪失の例外適用申請書 ○ ※１
26 雑書類
27 早期審査に関する事情説明書
28 早期審査に関する事情説明補充書
29 上申書
30 手続補足書
31 期間延長請求書

31-1 期間延長請求書（期間徒過）
32 意匠協議の結果届
33 既納手数料返還請求書

33-1 個別指定手数料返還請求書 ○ ※１
34 手続補正書（方式） ※２
35 手続補正書 ※２
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項番 書類名
国際意匠登録出
願でのみ提出さ
れる書類

備考

審判系書類
36 審判請求書
37 請求取下書
38 審理再開申立書
39 証拠説明書
40 検証申出書
41 口頭審理申立書
42 口頭審理陳述要領書
43 証拠調申立書
44 尋問事項書
45 証拠申出書
46 証人尋問申出書
47 鑑定の申出書
48 鑑定事項書
49 書証の申出書
50 文書特定の申出書
51 録音テープ等の内容説明書
52 回答希望事項記載書面
53 回答書
54 書面審理申立書
55 早期審理に関する事情説明書
56 早期審理に関する事情説明補充書
57 尋問に代わる書面の提出書
58 鑑定書
59 期日変更請求書
60 証拠調申請取下書
61 不出頭の届出書

（※１） 当該書類の電子化依頼が発生するのは平成29年4月1日以降となる。
それ以前に当該書類の電子化依頼を受けた場合は、発注元に問い合わせること。

（※２） 「新規性喪失の例外適用申請書」、「個別指定手数料返還請求書」に対して提出された補正書及び
その補正書（補正の補正）の電子化依頼が発生するのは、平成29年4月1日以降となる。
それ以前に電子化依頼を受けた場合は、発注元に問い合わせること。
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５．２．２ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における管理情報変換仕様 

 

国際意匠登録出願の中間書類（※）の電子化において、通常の国内出願における管理情報

の電子化方法と異なる箇所が存在する。本章では、その相違点の詳細を記載する。なお、（）

内には「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」において該当する章番号を記載している。 

 

※審判系書類及び審判係属中の申請系書類で【事件の表示】配下の【審判番号】に審判

番号が設定されている、または【審判請求日】に審判請求日が記載されている書類を除

く。 

 

① 申請人確認情報の記事設定規則 

（「５．２ 管理情報仕様 申請人確認情報の記事設定規則」P 5.2-25 ～ P 5.2-28 に対応） 

 

② 申請人確認情報のタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 申請人確認情報（<APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE>タグ）配下」 

P5.2-29 ～ P5.2-39 に対応） 

 

③ 料金関係タグ設定規則 

（「５．２ 管理情報仕様 料金関係タグ設定規則」 P5.2-41～ P5.2-41-2） 

 

④ 料金関係のタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 料金関係（<RELATION-CHARGE-ARTICLE>）配下のタグ配下」  P5.2-43 

～ P5.2-48 に対応） 

 

⑤ ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 ＤＥ料徴フラグ（<DE-CHARGE-FLAG >）タグ」  P5.2-64 に対応） 

 

⑥ 出願番号のタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 出願番号（<APPLICATION-NUMBER>）タグ」  P5.2-8に対応） 
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① 申請人確認情報の記事設定規則 

（「５．２ 管理情報仕様 申請人確認情報の記事設定規則」P 5.2-25 ～ P 5.2-28に対応） 

 
 

申請人確認情報の記事設定規則 

 

１．申請人確認情報の記事チェック概念 

ハーグ案件の国際意匠登録出願の中間書類（指定立替納付又は特殊申請において予納、電子現金

納付以外）の電子化では、申請人確認情報の記事相関チェックは行わない。しかし、書誌の「識別

番号」、「氏名又は名称」、「住所又は居所」について、以下の相関チェックを実施、申請人確認

情報の記事を設定する。以下のチェックにあてはまらない場合は、電子化不能として発注元へ問い

合わせる。 

 

① 書誌に「識別番号」が設定されている場合 

電子化不能として発注元へ問い合わせる。 

 

② 書誌に「氏名又は名称」及び「住所又は居所」の記載がある場合 

管理情報の「氏名又は名称」及び「住所又は居所」を設定する。 

 

以下に①・②で示した条件のマトリクス図を記す。 

 

Ａ・甲：設定値 ×：設定無 －：任意 

 

下記マトリクスに示したケース以外は電子化不能とする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
管理情報 

 
書誌情報(申請人の記事) 

 
書誌情報(代理人の記事) 

 
識 
別 
番 
号 

 
住 
所又 
は居 
所 

 
氏 
名又 
は名 
称 

 
識 
別 
番 
号 

 
住 
所又 
は居 
所 

 
氏 
名又 
は名 
称 

 
識 
別 
番 
号 

 
住 
所又 
は居 
所 

 
氏 
名又 
は名 
称 

 
申請人 

 
申請人 

 
申請人 

 
出願人 

 
出願人 

 
出願人 

 
代理人 

 
代理人 

 
代理人 

ケース１ 
 

 
× 

 
甲 

 
Ａ 

 
× 

 
甲 

 
Ａ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

ケース２ 
 

 
× 

 
甲 

 
Ａ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
× 

 
甲 

 
Ａ 
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指定立替納付又は特殊申請において予納、電子現金納付であり、以下のチェックにあてはまらな

い場合は、電子化不能として発注元へ問い合わせる。 

 

① 書誌に「代理人」の記載があり、「代理人」の「識別番号」の記載がない場合 

電子化不能として発注元へ問い合わせる。 

 

② 書誌に「代理人」の記載がなく、「出願人」の「識別番号」の記載がない場合 

電子化不能として発注元へ問い合わせる。 

 

③ 書誌に「氏名又は名称」及び「住所又は居所」の記載がある場合 

管理情報の「氏名又は名称」及び「住所又は居所」を設定する。 

 

以下に①・②で示した条件のマトリクス図を記す。 

 

Ａ：設定値 －：任意 

 

下記マトリクスに示したケース以外は電子化不能とする。 

 

 

 

２．申請人確認情報の記事の設定 

 

国際意匠登録出願の中間書類の電子化では、物件票による申請人の確認を行わず、申請人確認

におけるＩＤ確認方法は押印にて行うため、以下のいずれかのみデータエントリする。 

 

①『ＩＤ確認方法』が印影であれば、『ＩＤ確認結果』が未照合であること。 

但し、『不備コード』がないこと。 

 

②『ＩＤ確認方法』が未確認であれば、『ＩＤ確認結果』が未確認であること。 

但し、『不備コード』があること 

 

③上記以外の場合 

電子化不能として発注元へ問い合わせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
管理情報 

 
書誌情報(申請人の記事) 

 
書誌情報(代理人の記事) 

 
識 
別 
番 
号 

 
住 
所又 
は居 
所 

 
氏 
名又 
は名 
称 

 
識 
別 
番 
号 

 
住 
所又 
は居 
所 

 
氏 
名又 
は名 
称 

 
識 
別 
番 
号 

 
住 
所又 
は居 
所 

 
氏 
名又 
は名 
称 

 
申請人 

 
申請人 

 
申請人 

 
出願人 

 
出願人 

 
出願人 

 
代理人 

 
代理人 

 
代理人 

ケース１ 
 

 
Ａ 

 
－ 

 
－ 

 
Ａ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

ケース２  
Ａ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
Ａ 

 
－ 

 
－ 
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② 申請人確認情報のタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 申請人確認情報（<APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE>タグ）配下」

 P5.2-29 ～ P5.2-39 に対応） 

 
 
・項目名                        ・タグ名 
 
申請人確認情報       APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE 
 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
無 

 
 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
１ 
 

 
新規のエントリの場合 
 

 
タグ『確認情報』の繰り返し全体を指 
すタグとして設定する。 
 

 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 
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・項目名                  ・タグ名 
 
確認情報       CONFIRMATION-ARTICLE 
 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
無 

 
 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
手続者(タグ『識別番号』、『区分』､『
住所又は居所』､『氏名又は名称』､『Ｉ
Ｄ確認方法』､『ＩＤ確認結果』)のグル
ープを指すタグとして設定する。 
 
確認情報として設定する対象は次紙補足
参照 
 
 
 

 
手続者が複数
存在する場合
は復代理人、代
理人、指定代理
人、法定代理人
、出願人の順に
設定する 
 
 
 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   



５．２．２－６ 

 

項目名        ・タグ名 
 
識別番号       IDENTIFICATION-NUMBER 
 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

  
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
       

  
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→書 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

    
 
１ 

 
新規のエントリの場合 

 
本タグは設定しない。 

 
 

  
納付方法が指定立替納付又は
特殊申請において予納、電子
現金納付の場合であり、書誌
の『出願人』の『識別番号』
又は『代理人』の『識別番号
』の記載が１つ以上ある場合 

 
書誌と同一の識別番号を設定する。 
（複数の場合は繰り返し） 
 
 
 
 

 

 
納付方法が指定立替納付又は
特殊申請において予納、電子
現金納付の場合であり、書誌
に『代理人』の記載があり、
『代理人』の『識別番号』の
記載がない場合 

 
電子化不能として発注元に問い合わ
せる。 

 

 
納付方法が指定立替納付又は
特殊申請において予納、電子
現金納付の場合であり、書誌
に『代理人』の記載がなく、
『出願人』の『識別番号』の
記載がない場合 

 
電子化不能として発注元に問い合わ
せる。 

 

 
納付方法が指定立替納付又は
特殊申請において予納、電子
現金納付以外の場合 

 
設定しない。 

 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



５．２．２－７ 

 

項目名         タグ名 
 
区分         DIVISION 
 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
無 

 
 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（２桁） 
属性：数字 

 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
(1)手続者が個別案件の『申 
請者』と一致した場合 

 
”０１”を設定する。 
 

 
 
 

 
(2)手続者が個別案件の『代 
理人』と一致した場合 

 
”０３”を設定する。 
 

 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



５．２．２－８ 

 

項目名          タグ名 
 
住所又は居所        ADDRESS 
 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
       

  
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→書 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：可変長 
属性：漢字 

 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
(1)個別案件の『申請者』の 
『住所又は居所』又は『代理 
人』の『住所又は居所』の記 
載が１つ以上ある場合 
 
 

 
書誌と同一の住所又は居所を設定する。
（複数の場合は繰り返し） 
 

 
 
 

(2)書誌に記載がない場合 
 

タグの設定を行わない。  

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



５．２．２－９ 

 

項目名          タグ名 
 
氏名又は名称        NAME 
 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
       

  
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→書 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：可変長 
属性：漢字 

 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
(1)個別案件の『申請者』の 
『氏名又は名称』又は『代理 
人』の『氏名又は名称』の記 
載が１つ以上ある場合 
 
 

 
書誌と同一の氏名又は名称を設定する。
（複数の場合は繰り返し） 

 
氏名又は名称の 
内容は、姓名の 
区切りにスペー 
スを１桁挿入し 
て設定する。 
 

 
(2)書誌に記載がない場合 

 
タグの設定を行わない 
 

 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



５．２．２－１０ 

 

項目名        タグ名 
 
ＩＤ確認方法      ID-CONFIRMATION-WAY 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
       

  
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（１桁） 
属性：キャラクタ 

 
参考： 
共通コード表 
Ｉ０２０ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリ 

 
印影に該当するコード”３”を設定する
。 

 
 

  
(1)ＩＤ確認結果のゴム印が押
印されていて印影がある場合 
 

 
印影に該当するコード”３”を設定する
。 
 
 

 
 
 
 
 

 
(2)ＩＤ確認結果のゴム印が 
押印されていて(1)以外 
の場合 
 

 
未確認に該当するコード”９”を設定す
る。 
 
 

 
 
 
 
 

 
(3)ゴム印がない場合 
 

 
電子化を行わず、電子化不能とし発注元
へ返却する 
 

 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 



５．２．２－１１ 

 

項目名        タグ名 
 
ＩＤ確認結果      ID-CONFIRMATION-RESULT 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
       

  
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（１桁） 
属性：キャラクタ 

 
参考： 
共通コード表 
Ｉ４３０ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
申請人確認済に該当するコード”０”を
設定する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1)ＩＤ確認結果の記載がある
場合 
 
 
 
 

 
該当するコードを設定する。 
 
ＩＤ確認結果コード 

 
 
 
 
 
 

・申請人未確認 
・申請人未照合 

・・・２  
・・・３ 

 
 
(2)ＩＤ確認結果の記載がない
場合 

 
電子化を行わず、電子化不能とし発注元
へ返却する 
 

 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



５．２．２－１２ 

 

 
・項目名          タグ名 
 
不備情報        DEFECT-GROUP 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

  
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
１ 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 
 
 
 

 
本タグは設定しない。 
不備コードのくり返し全体を指すタグ 
として設定する 
（不備コードの設定を行わない場合は 
不要） 
 

 
 
 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   



５．２．２－１３ 

 

項目名・タグ名 
 
不備コード       DEFECT-CODE 
 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

  
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（２桁） 
属性：キャラクタ 

 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
本タグは設定しない。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
(1)押印に不備がない場合 

 
タグの設定を行わない 
 

 
 
 

 
(2)押印に不備がある場合 
 

 
該当する不備コードを設定する 
（不備コード一覧参照） 
 

 
 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   



５．２．２－１４ 

 

 
表．不備コード一覧 
 
コード 

 
内容 

 
条件 

 
備考 

 
０１ 

 
押印がない 

 
不備項目：印鑑 
（０１～１５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
０２ 

 
届出印と相違する 

 
 

 
０３ 

 
複写による印 

 
 

 
０４ 

 
朱肉を用いて押印されていない 

 
 

 
０５ 

 
認められない印（簡易捺印器） 

 
 

 
０６ 

 
認められない印（社判による印） 

 
 

 
０７ 
 

 
認められない印 
（代表者の印とは認められない） 

 
 
 

 
０８ 
 

 
認められない印 
（氏名又は名称が印影と相違する） 

 
 
 

 
０９ 
 

 
認められない印 
（自然人が代表者印を使用） 

 
 
 

 
１０ 
 

 
認められない印 
（資格が相違する印を使用） 

 
 
 

 
１１ 

 
認められない印（手続限定印を使用） 

 
 

 
１２ 
 

 
認められない印（自然人として手続きし 
ているが職印を用いている） 

 
 
 

 
１３ 
 

 
複数の押印があり、１に限定されていな 
い 

 
 
 

 
１４ 

 
複数のものが同一の印を用いている 

 
 

 
１５ 

 
押印が不鮮明 

 
 

 
１９ 

 
その他 
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２．管理情報は、下記に従い設定する。
なお、下記に記載の通り、”納付方法が一つに特定できない場合”、及び”書誌に手数料の表示・手数料補正が何れも記載されている
場合”は、発注元の指示に従い、管理情報の設定を行う。

（１）特許印紙の貼付があり、納付済証の添付がない場合

① 書誌に、手数料の表示、手数料補正の何れの記載もない

納付方法
納付金

額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 × × × × 注２

② 書誌に、手数料の表示の記載があり、手数料補正の記載がない

納付金額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ × × × × × 指示印 × × × × 注２
上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、発注元の指示に従う

③ 書誌に、手数料の表示の記載がなく、手数料補正の記載がある

補正対象
書類名

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種別

1 ○ ○ × × × × × 指示印 × × × × 注２
2 ○ × × × × × × 指示印 × × × × 注２
3 × ○ × × × × × 指示印 × × × × 注２

上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、発注元の指示に従う

④ 書誌に、手数料の表示、手数料補正が併記されている
発注元の指示に従う

（２）特許印紙の貼付がなく、納付済証の添付がある場合

① 書誌に、手数料の表示、手数料補正の何れの記載もない

納付方法
納付金

額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 前納 領収 × 領収 × × １

② 書誌に、手数料の表示の記載があり、手数料補正の記載がない

納付金額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
2 ○ × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
3 × × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、発注元の指示に従う

③ 書誌に、手数料の表示の記載がなく、手数料補正の記載がある

補正対象
書類名

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種別

1 ○ ○ × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
2 ○ ○ × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
3 ○ × × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
4 ○ × × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
5 × ○ × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
6 × ○ × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
7 × × × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、発注元の指示に従う

④ 書誌に、手数料の表示、手数料補正が併記されている
発注元の指示に従う

項番

項番

項番

項番

注４、注５

備考
管理情報

備考

注４、注５

指示印 注１、注３

管理情報

注４、注５
注４、注５
注４、注５

注４、注５

書誌情報
（手数料の表示）

注４、注５

注１、注３

管理情報

管理情報
書誌情報

（手数料補正）

注４、注５

備考

注１、注３

項番

項番

備考
管理情報

書誌情報
（手数料の表示）

注１、注３

備考

書誌情報
（手数料補正）

備考

注１、注３

注４、注５
注４、注５

管理情報

注４、注５



 ５．２．２－17

（３）特許印紙の貼付、納付済証の添付が何れもない場合

① 書誌に、手数料の表示、手数料補正の何れの記載もない
管理情報の設定は行わない

② 書誌に、手数料の表示の記載があり、手数料補正の記載がない

納付金額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ × ○ × × × 前納 × × × × × １

2 ○ × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

3 ○ × × × × × × 00 × × × × ×
4 × × ○ × × × 前納 × × × × × １

5 × × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

6 ○ × × × × 〇
指定立
替納付

○ × × × × １

7 × × × × × 〇
指定立
替納付

× × × × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付が併記されている）、発注元の指示に従う

③ 書誌に、手数料の表示の記載がなく、手数料補正の記載がある

補正対象
書類名

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種別

1 ○ ○ × ○ × × × 前納 × × × × × １

2 ○ ○ × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

3 ○ ○ × × × × × × 00 × × × × ×

4 ○ × × ○ × × × 前納 × × × × × １

5 ○ × × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

6 ○ × × × × × × × 00 × × × × ×

7 × ○ × ○ × × × 前納 × × × × × １

8 × ○ × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

9 × ○ × × × × × × 00 × × × × ×

10 × × × ○ × × × 前納 × × × × × １

11 × × × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

12 ○ ○ × × × × ○
指定立
替納付

○ × × × × １

13 ○ × × × × × ○
指定立
替納付

× × × × × １

14 × ○ × × × × ○
指定立
替納付

○ × × × × １

15 × × × × × × ○
指定立
替納付

× × × × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付が併記されている）、発注元の指示に従う

④ 書誌に、手数料の表示、手数料補正が併記されている
発注元の指示に従う

（４）特許印紙の貼付、納付済証の添付の何れもある場合
発注元の指示に従う

※上記の表中の記号、注について

：書誌情報の場合”記載あり”、管理情報部の場合”設定あり”（設定内容は各個別項目参照）を表している
：書誌情報の場合”記載無し”、管理情報部の場合”設定しない”を表している
：押印された指示印に従い入力する。
：管理情報部の納付金額に関しては、納付済証に記載された金額を設定する。　また、管理情報部の納付書番号に関しては
 納付済証に記載された納付書番号を設定する。
：０円を表す

：物件票（納付書）及び物件票（納付書）に押印された指示印に問題がある場合はデータエントリー管理班に問い合わせる。
：管理情報の会計種別に関しては管理情報の納付方法が「特許印紙」、「前納」、「電子現金納付」の場合のみ　"1"（
 特別会計）を設定する。
：提出物件の目録の欄に「納付済証添付なし」のゴム印が押印されている場合、申請書（紙申請）を添付書類として電子化す
 る。
：提出物件名は「納付済証」とし、（特許庁提出用）は不要。注４、５についても同様
：提出された「納付済証」を添付書類として電子化する。（提出物件名は「納付済証」）
：納付済証が複数枚添付された場合は、発注元の指示に従う。

注２

項番

注３

注３

注５

注３

注４

注３

注３

注３

注１

注３

注３

注３

注３

管理情報
書誌情報

（手数料補正）

注３

00

○
×

書誌情報
（手数料の表示）

項番

注３
注３

注３

備考

注３

注３

注３

注３

注３

指示印
領収

注３

注３

注３

注３

備考
管理情報





５．２．２－１８ 

 

④ 料金関係のタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 料金関係（<RELATION-CHARGE-ARTICLE>）配下のタグ配下」 

P5.2-43 ～ P5.2-48 に対応） 

 
・項目名          ・タグ名 
 
料金関係       RELATION-CHARGE-ARTICLE 
 

 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

  
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
無 

 
 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
１ 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 
 
 
 

 
タグ『料金関係』全体を指すタグとし 
て設定する。 
タグ『料金関係』配下に設定する情報 
がない場合は不要。 

 
 
 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   



５．２．２－１９ 

 

 
・項目名         ・タグ名 
 
納付方法          PAYMENT-WAY 

 
 
入力元 
 
 

 
発注伝票 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
個別案
件 

 
 
 
 

 
提出物件 
 

 
 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 
 

 
 
 
       

  
 
入力方法 
 
 

 
手入力 
 

 
 
 
 

 
機械入
力 

 
 
 

 
機械移送 
 

 
 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
番 

 
入力元の状態 
 

 
電子化における対処 
 

 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（１桁） 
属性：キャラクタ 

 
参考： 
共通コード表 
Ｉ４２０ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
納付済証の添付がある場合 
 
 
 
 
 

 
前納に該当するコード”２”を設定する
。 
但し、書誌の手数料の表示又は手数料補
正に、納付書番号、納付番号、指定立替
納付がある場合、手数料の表示、手数料
補正が併記されている場合は、発注元の
指示に従い設定する。 
 

 
１次ﾃﾞ-ﾀ 
 
 
 
 
 
 

 
納付済証の添付がないが、納付
書の指示印から該当するコー
ドが特定可能の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
納付書の指示印から該当するコードを設
定する。 
・特許印紙及び特許印紙を含む 
混在使用時…１*1 

・前納…………２ 
・収入印紙……４ 
・切手…………５ 
・現金…………６ 
・登記印紙……７ 
・収入証紙……８ 
・その他で特許印紙を含まない 
混在使用時…９ 

但し、書誌の手数料の表示又は手数料補
正に、納付書番号、納付番号、指定立替
納付がある場合、手数料の表示、手数料
補正が併記されている場合は、発注元の
指示に従い設定する。 
 

 
１+２次データ 
 
 
*1：無印紙の場合
は設定しない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
納付済証の添付がなく、納付書
の指示印から該当するコード
を設定出来ない場合 

 
 

 
３次データ 
（注１） 
書類名が補正書
で料金補正の場
合は、 
『納付書番号』は
『手数料補正』の

  
・書誌情報の『手数料の表示
』の『納付番号』に実データ
がある場合（注１） 

 
電子現金納付に該当するコード”Ａ”を
設定する 



５．２．２－２０ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・書誌情報の『手数料の表示
』の『納付書番号』に実デー
タがある場合(注１) 

 
前納に該当するコード“２ 
”を設定する。 

『納付書番号』、
『納付番号』は『
手数料補正』の『
納付番号』、『指
定立替納付』は『
手数料補正』の『
指定立替納付』と
なる 
 
 

 
・書誌情報の『手数料の表示
』に、『指定立替納付』の記
載がある場合(注１) 

 
指定立替納付に該当するコード“Ｃ 
”を設定する。 

 
・書誌情報の『手数料の表示
』に、『納付書番号』、『納
付番号』、『指定立替納付』
の記載が一つもない場合（注
１） 

 
タグの設定なし。 
 
 
 

 
・書誌情報の『手数料の表示
』に、『納付書番号』、『納
付番号』、『指定立替納付』
が２つ以上記載ある場合 

 
発注元の指示に従い設定する 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．２．２－２１ 

 

・項目名         ・タグ名 
 
納付金額          KIND-OF-FEE 
 
 
入力元 
 
 

 
発注伝票 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
個別案件 
 
 

 
 
 
 
 

 
提出物件 
 
 

 
 
 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 
 
 

 
 
 

     
 
 
入力方法 
 
 

 
手入力 
 
 

 
 
 
 
 

 
機械入力 
 
 

 
 
 
 

 
機械移送 
 
 

 
 
 

   
論理ﾁｪｯｸ 
 
 
 

 
有 
 

 
→管 
 

 
 

 

 
項 
番 

 
入力元の状態 
 

 
電子化における対処 
 

 
備考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：可変長（最大９桁） 
属性：数字 
 
注：納付金額は有効データのみ設
定する（9桁に満たない部分につ
いて前に"0"を埋めることはしな
い） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①納付済証の添付がある場
合 

 
納付済証に記載された金額を設
定する 

 
１次ﾃﾞ-ﾀ 
 

 
②納付済証の添付がない場
合 

 
 

 
３次ﾃﾞ-ﾀ 
 
（注１） 
・書類名が補正書で料金
補正の場合は、『納付書
番号』は『手数料補正』
の『納付書番号』、『納
付番号』は『手数料補正
』の『納付番号』、『指
定立替納付』は『手数料
補正』の『指定立替納付
』となる 
・②-1、②-2の何れの場
合も、申請書の手数料の
表示（又は手数料補正）
に、納付書番号、納付番
号、指定立替納付が２つ
以上記載されているとき
は、発注元の指示に従い
設定する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②-1書誌情報の『手数料の
表示』に納付金額の記載が
ある場合（注１） 

 
 
 

  
納付書番号、納付番号の
記載がある 

 
タグの設定を行わない 
 

 
指定立替納付の記載が
ある 

 
個別案件の『手数料の表示』の『
納付金額』の額を設定する 

 
納付書番号、納付番号、
指定立替納付の記載が
ない 

 
オールゼロを設定する 
 

 
②-2書誌情報の『手数料の
表示』に納付金額の記載が
ない場合(注１) 
 
 

 
タグの設定を行わない 
但し、申請書の手数料補正が、補
正対象書類名のみの記載の場合
は、オールゼロを設定する 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

    
 



５．２．２－２２ 

 

・項目名          ・タグ名 
 
会計種別         KIND-OF-ACCOUNT 

 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（１桁） 
属性：キャラクタ 

 
参考： 
共通コード表 
Ｄ０１０ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1)管理情報の『納付金額』 
が設定してある場合 
 

 
特別会計に対応するコード“１”を設 
定する。 
 

 
本対処は、Ｖ１ 
時対象。 
Ｖ２以降では一 
般会計に該当す 
るコード”２” 
がある。 
 

 
(2)管理情報の『納付金額』 
が”０”又は設定のない場合 
 

 
タグの設定を行わない 
 
 

 
(3)管理情報の『納付方法』 
に 
・特許印紙………１ 
・前納…………２ 
・電子現金納付…Ａ 
・指定立替納付…Ｃ 
が設定してある場合 
 

 
特別会計に対応するコード“１”を設 
定する。 
 
 
 
 

 
 

 
(3)管理情報の『納付方法』 
が"1･2･3"以外（上記以外） 
の場合 

 
タグの設定を行わない 
 
 

 
 
 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 



５．２．２－２３ 

 

・項目名          ・タグ名 
 
納付書番号         PAYMENT-NUMBER 

 
 
入力元 
 

 
発注伝票 

 
 
 

 
物件票 

 
 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ・Ｅ 

 
 
      

 
 
入力方法 
 

 
手入力 

 
 
 

 
機械入力 

 
 
 

 
機械移送 

 
 
    

 
論理ﾁｪｯｸ 
 

 
有 

 
→管 
  

 

 

 
項 
 
番 

 
 
入力元の状態 
 

 
 
電子化における対処 
 

 
 
備考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
桁数：固定長（１１桁） 
属性：数字 

 
参考： 
共通コード表 
Ｂ２４０ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新規のエントリの場合 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1)納付済証の添付がある場 
合。 
 
 
 

 
納付済証の納付書番号を設定する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
(2)上記以外の場合。 

 
タグの設定を行わない 

 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更新しない 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



５．２．２－２４ 

 

・項 目 名                                                           ・タ グ 名 

 

 納付番号                           ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER 

 

          

入力元       

          

 

発注伝票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別案件 

 

 

 

 

提出物件 

 

 

 

 

Ｄ ・ Ｅ 

 

 

         

 

 

入力方法         

             

 

手 入 力 

 

 

    

 

機械入力 

 

 

 

 

機械移送 

 

 

          

 

論理ﾁｪｯｸ 

                       

 

 有 

 

 →管 

                  

 

 

 

項 

  

番 

 

               

   入力元の状態      

               

 

                  

   電子化における対処      

                  

 

        

 備   考  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定するデータの形式 

 桁数：固定長（１６桁） 

 属性：数字 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規のエントリの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)納付済証の添付がなく、 

書誌情報の『手数料の表示』に

『納付番号』の実データがある

場合。（注１） 

 

 

 

 

 

記載内容の数字部分のみを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）   

書類名が補正書

で料金補正の場

合は、『納付番号

』は『手数料補正

』の『納付番号』

となる 

 

(2)上記以外の場合     

 

タグの設定を行わない        

 

 

        

 

２ 

 

更正申請の場合 

 

更新しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



５．２．２－２５ 

 

⑤ ＤＥ料徴収フラグのタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 ＤＥ料徴フラグ（<DE-CHARGE-FLAG>）タグ」  P5.2-64 に対応） 

 
 
・項 目 名                             ・タグ名 
 
ＤＥ料徴収フラグ                    DE-CHARGE-FLAG 
 
 
          
入力元       
          

 
発注伝票 

 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ ・ Ｅ 

    
    
        

                                           
             
入力方法         
             

 
手 入 力 

    
    
    

 
機械入力 

    
    
    

 
機械移送 

       
       
          

                       
論理ﾁｪｯｸ                   
                       

 
 無 

         

 
 

 

 
項 
  
番 

 
               
   入力元の状態      
               

 
                  
   電子化における対処      
                  

 
        
 備   考  
        

 
 
 
 

 
 
 
 

 
設定するデータの形式 
 桁数：固定長（１桁） 
 属性：キャラクタ 

 
 
 
 

 
１ 
 

 
新規のエントリの場合 

 
タグの設定を行わない    

 
 

 
２ 

 
更正申請の場合        

 
更新しない   
           

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



５．２．２－２６ 

 

⑥ 出願番号のタグ変換仕様 

（「５．２ 管理情報仕様 出願番号（<APPLICATION-NUMBER>）タグ」  P5.2-8に対応） 

 
 
・項 目 名                             ・タグ名 
 
出願番号                          APPLICATION-NUMBER 
 
 
          
入力元       
          

 
発注伝票 

 
 

 
個別案件 

 
 
 

 
提出物件 

 
 
 

 
Ｄ ・ Ｅ 

    
    
        

                                           
             
入力方法         
             

 
手 入 力 

    
    
    

 
機械入力 

    
    
    

 
機械移送 

       
       
          

                       
論理ﾁｪｯｸ                   
                       

 
 無 

         

 
 

 

  



５．２．２－２７ 

 

 

 
項 
  
番 

 
 

入力元の状態 

 
 

電子化における対処 
 

 
 

備   考 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

設定するデータの形式 

 桁数：固定長（１０桁） 

 属性：数字項目 
 形式：年＋号 

 
 
 
 

 
 桁数 設定内容 
年 ４ 年を西暦で設定する 
号 ６ 号を６桁固定で設定する 

号が６桁に満たない場合 
は、前に"0"を補う 

 

 
１ 
 

 
新規のエントリの場合 

 
  以下の様に設定を行う。 
 

 
 

 

タグ『書類

名』 

タグ『事件の

表示』配下の

『出願番号』 

タグ『審判事件

の表示』配下の

『出願番号』 

処  理 

審判請求書 ─ ○ タグ『出願番号
』*1の年、号か
ら出願番号を抽
出し、西暦で設
定する 

中間書類 
（出願系） 

○ ─ タグ『出願番号
』*1の年、号か
ら出願番号を抽
出し、西暦で設
定する 

中間書類 
（出願系） 

× ─ データエントリ
発注時に添付す
る電子化指示メ
モに記載の出願
番号を管理情報
に設定する。書
面と電子化指示
メモ両方に出願
番号の記載がな
い場合は発注元
に問い合わせる 

中間書類 
（審判系） 

─ ○ タグ『出願番号
』*1の年、号か
ら出願番号を抽
出し、西暦で設
定する 

*1 『出願番号』の形式         ○：記載有り 
 ・出願番号              ×：記載無し 
   ＫＫ…Ｋxxxx年第xxxxxx号      －：あり得ない 
  出願番号の年     出願番号の号 
 

 
２ 

 
更正申請の場合 

 
更正された新規の出願番号を設定する 

 
 

    

 



５．２．３－１ 

 

５．２．３ 国際意匠登録出願の中間書類の電子化における書誌変換仕様 

 

本章では、日本国特許庁から発注される国際意匠登録出願の中間書類を SGML データ（主

文書）へ変換する際の変換仕様を規定している。 

本規準書における変換仕様の構成図を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．国際意匠登録出願でのみ提出される書類の場合 

Ⅱ．国際意匠登録出願以外でも提出される書類の場合 

Ⅲ．通常の国内出願と異なる変換仕様の場合 

Ⅳ．通常の国内出願と同じ変換仕様の場合 

 

なお、電子化対象書類が国際意匠登録出願でのみ提出されるか否かは、「表５．２－１ 電

子化対象書類一覧」を参照すること。国際意匠登録出願でのみ提出される電子化対象書類

について、各項目・タグの変換仕様が通常の国内出願と異なるか否かは、「５．２．３―③ 

1) 書誌変換仕様見出し」を参照すること。 

 

５．２．１ 国際意匠登録出願の中間

書類の電子化対象書類 

 

５．２．３―③ 2) 書誌変

換仕様 

５．２．３―④ 1) 通常の

国内出願と異なるデータエ

ントリ方法 

添付１１．通常の国内出願と同

様の内容 ５．３．４ 書誌情報

仕様共通項目、５．３．５ 書

誌情報仕様個別項目 

 

５．２．３―③ 1) 書誌変

換仕様見出し 

1) 書誌情報変換仕様見出

し 

電子化対象書類 

書誌変換仕様見出し 添付１１．通常の国内出願と同様の

内容 ５．３．３ 書類毎の変換仕

様見出し 

書誌変換仕様 

Ⅰ． 

Ⅲ． 

Ⅱ． 

Ⅳ． 

Ⅲ． 

Ⅳ． 



５．２．３－２ 

 

① 書誌変換仕様見出しについて 

 

 書誌変換仕様とは、SGML データ（主文書）に設定される各タグの変換仕様をまとめ

たものである。書誌変換仕様見出しとは、SGML データ（主文書）に設定される各タグ

の変換仕様の参照箇所をタグ一覧形式で記載したものである。 

 

1) 書誌変換仕様見出しの見方 

変換時に SGML データに設定する可能性のある項目・タグのうち、通常の国内出願と

異なるものを灰がけにしている。灰がけにしていない項目・タグについては「添付１１．

通常の国内出願と同様の内容 ５．３ 書誌情報仕様」を参照すること。 

なお、受領する書類によっては、書誌変換仕様見出しに記載した項目・タグでも設定

されない場合がある。 

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6

1 - 特定手続（意匠出願系　提出書） - DES-SUBMSN -
2 - 新規性喪失の例外適用申請書 - PRESENTMENT-A802 1
3 【書類名】 書類名 - DOCUMENT-NAME 2
4 【整理番号】 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER 共－１
5 【特記事項】 特記事項 - SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE 3
6 - 　条文 - ARTICLE 個－１．３
7 【提出日】 提出日 - SUBMISSION-DATE 共－２
8 【あて先】 あて先 - ADDRESSED-TO-PERSON 共－３
9 【事件の表示】 事件の表示 - INDICATION-OF-CASE-ARTICLE 共－４
10 - 　登録番号 - REGISTRATION-NUMBER 共－５
11 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－５

参照箇所
共：共通項目
個：個別項目

タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名
タグ・属性名

 

 

 

 

 

 

書類上記載が可能な
項目の名前。 

作成されるSGMLデ
ータに設定されるタ
グの日本語名。 
 



５．２．３－３ 

 

② 書誌変換仕様について 

 

 書誌変換仕様とは、SGML データ（主文書）に設定される各タグの変換仕様をまとめた

ものである。 

 

 1) 書誌変換仕様の見方 
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③　書誌変換仕様

　1) 書誌変換仕様見出し

新規性喪失の例外適用申請書

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6

1 - 特定手続（意匠出願系　提出書） - DES-SUBMSN -
2 - 新規性喪失の例外適用申請書 - PRESENTMENT-A802 1
3 【書類名】 書類名 - DOCUMENT-NAME 2
4 【整理番号】 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER 共－１
5 【特記事項】 特記事項 - SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE 3
6 - 　条文 - ARTICLE 個－１．３
7 【提出日】 提出日 - SUBMISSION-DATE 共－２
8 【あて先】 あて先 - ADDRESSED-TO-PERSON 共－３
9 【事件の表示】 事件の表示 - INDICATION-OF-CASE-ARTICLE 共－４

10 - 　登録番号 - REGISTRATION-NUMBER 共－５
11 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－５
12 　【審判番号】 　審判番号 - APPEAL-NUMBER 共－６
13 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－６
14 　【審判請求日】 　審判請求日 - APPEAL-DATE 共－７
15 　【出願番号】 　出願番号 - APPLICATION-NUMBER 共－８
16 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－８
17 　【出願日】 　出願日 - FILING-DATE 共－９
18 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－９
19 　【整理番号】 　整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER 共－１
20 　【受付番号】 　受付番号 - RECEIPT-NUMBER 共－１０
21 - 申請者の記事 - REQUESTER-ARTICLE 個－１．４
22 【意匠登録出願人】 　申請者 - REQUESTER-GROUP 4
23 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 4
24 　【持分】 　　持分 - SHARE 共－３３
25 　【代表出願人】 　　代表出願人 - REPRESENTATIVE-APPLICANT 共－３４
26 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－３４
27 - 　　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
28 - 　　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 共－３６
29 　【住所又は居所】 　　　住所又は居所 - ADDRESS 共－３７
30 　【住所又は居所原語表記】 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８
31 - 　　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 共－３９
32 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA 共－３０
33 　【氏名又は名称】 　　　氏名又は名称 - NAME 共－４０
34 　【氏名又は名称原語表記】 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１
35 　【就業場所】 　　就業場所 - OFFICE-ADDRESS 共－４２
36 　【日本における営業所】 　　日本における営業所 - OFFICE 共－４３
37 - 　　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４
38 - 　　　代表者 - REPRESENTATIVE 共－４５
39 　【フリガナ】 　　　　フリガナ - KANA 共－３０
40 - 　　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION 共－４６
41 　【代表者】 　　　　氏名 - NAME 共－４７
42 　【代表者原語表記】 　　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８
43 　【法人の法的性質】 　　法人の法的性質 - LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９
44 　【国籍・地域】 　　国籍 - NATIONALITY 共－５０
45 　【電話番号】 　　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER 共－５１
46 　【ファクシミリ番号】 　　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER 共－５２
47 　【連絡先】 　　連絡先 - CONTACT 共－５３
48 - 代理人の記事 - ATTORNEY-ARTICLE 個－１．６
49 【代理人】 　代理人 - ATTORNEY-GROUP 5
50 - - 代理人種別 KIND-OF-ATTORNEY 5
51 - 　　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
52 - 　　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 共－３６
53 　【住所又は居所】 　　　住所又は居所 - ADDRESS 共－３７
54 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８
55 　【弁理士】 　　弁理士 - ATTORNEY 共－５４
56 　【弁護士】 　　弁護士 - LAWYER 共－５５
57 - 　　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 共－３９
58 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA 共－３０
59 　【氏名又は名称】 　　　氏名又は名称 - NAME 共－４０
60 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１
61 　【就業場所】 　　就業場所 - OFFICE-ADDRESS 共－４２
62 - 　　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４
63 - 　　　代表者 - REPRESENTATIVE 共－４５
64 　【フリガナ】 　　　　フリガナ - KANA 共－３０
65 - 　　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION 共－４６
66 　【代表者】 　　　　氏名 - NAME 共－４７
67 - 　　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１
68 　【電話番号】 　　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER 共－５１
69 　【ファクシミリ番号】 　　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER 共－５２
70 　【連絡先】 　　連絡先 - CONTACT 共－５３
71 　【代理関係の特記事項】 　　代理関係の特記事項 - RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER 共－５８
72 【その他】 その他 - ETC 共－８５
73 - 提出物件の目録 - SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE 共－８８
74 【提出物件の目録】 　目録 - LIST-GROUP 共－８９
75 　【物件名】 　　物件名 - OBJECT-NAME 共－９０
76 - 　　通数又は個数 - NUMBER-OF-OBJECT 共－９１
77 　【援用の表示】 　　援用の表示 - CITATION 共－９２
78 　【返還の申出】 　　返還の申出 - RETURN-REQUEST 共－９３
79 　【包括委任状番号】 　　包括委任状番号 - GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID 共－９４
80 　【提出物件の特記事項】 　　提出物件の特記事項 - SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
81 - 規定外の項目 - RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE 共－９９
82 - 　規定外の記事 - RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００
83 - 　　項目名 - ITEM-NAME 共－１０１

タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名
タグ・属性名 参照箇所

共：共通項目
個：個別項目
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L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
タグの属性項番 記載項目名 日本語標準名

タグ・属性名 参照箇所
共：共通項目
個：個別項目

84 - 　　項目内容 - ITEM-CONTENT 共－１０２
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個別指定手数料返還請求書

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6

1 - 特定手続（意匠出願系　その他） - DES-ETC -
2 - 個別指定手数料返還請求書 - ETCETERA-A916 1
3 【書類名】 書類名 - DOCUMENT-NAME 2
4 【整理番号】 整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER 共－１
5 【提出日】 提出日 - SUBMISSION-DATE 共－２
6 【あて先】 あて先 - ADDRESSED-TO-PERSON 共－３
7 【事件の表示】 事件の表示 - INDICATION-OF-CASE-ARTICLE 共－４
8 - 　登録番号 - REGISTRATION-NUMBER 共－５
9 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－５

10 　【審判番号】 　審判番号 - APPEAL-NUMBER 共－６
11 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－６
12 　【審判請求日】 　審判請求日 - APPEAL-DATE 共－７
13 　【出願番号】 　出願番号 - APPLICATION-NUMBER 共－８
14 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－８
15 　【出願日】 　出願日 - FILING-DATE 共－９
16 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－９
17 　【整理番号】 　整理番号 - ARRANGEMENT-NUMBER 共－１
18 　【受付番号】 　受付番号 - RECEIPT-NUMBER 共－１０
19 - 申請者の記事 - REQUESTER-ARTICLE 個－１．４
20 【返還請求人】 　申請者 - REQUESTER-GROUP 4
21 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 4
22 　【持分】 　　持分 - SHARE 共－３３
23 　【代表出願人】 　　代表出願人 - REPRESENTATIVE-APPLICANT 共－３４
24 - - 出願形態 KIND-OF-APPLICATION 共－３４
25 - 　　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
26 - 　　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 共－３６
27 　【住所又は居所】 　　　住所又は居所 - ADDRESS 共－３７
28 　【住所又は居所原語表記】 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８
29 - 　　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 共－３９
30 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA 共－３０
31 　【氏名又は名称】 　　　氏名又は名称 - NAME 共－４０
32 　【氏名又は名称原語表記】 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１
33 　【就業場所】 　　就業場所 - OFFICE-ADDRESS 共－４２
34 　【日本における営業所】 　　日本における営業所 - OFFICE 共－４３
35 - 　　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４
36 - 　　　代表者 - REPRESENTATIVE 共－４５
37 　【フリガナ】 　　　　フリガナ - KANA 共－３０
38 - 　　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION 共－４６
39 　【代表者】 　　　　氏名 - NAME 共－４７
40 　【代表者原語表記】 　　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８
41 　【法人の法的性質】 　　法人の法的性質 - LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９
42 　【国籍・地域】 　　国籍 - NATIONALITY 共－５０
43 　【電話番号】 　　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER 共－５１
44 　【ファクシミリ番号】 　　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER 共－５２
45 　【連絡先】 　　連絡先 - CONTACT 共－５３
46 - 代理人の記事 - ATTORNEY-ARTICLE 個－１．６
47 【代理人】 　代理人 - ATTORNEY-GROUP 5
48 - - 代理人種別 KIND-OF-ATTORNEY 5
49 - 　　識別番号 - IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
50 - 　　住所又は居所情報 - ADDRESS-GROUP 共－３６
51 　【住所又は居所】 　　　住所又は居所 - ADDRESS 共－３７
52 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８
53 　【弁理士】 　　弁理士 - ATTORNEY 共－５４
54 　【弁護士】 　　弁護士 - LAWYER 共－５５
55 - 　　氏名又は名称情報 - NAME-GROUP 共－３９
56 　【フリガナ】 　　　フリガナ - KANA 共－３０
57 　【氏名又は名称】 　　　氏名又は名称 - NAME 共－４０
58 - 　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１
59 　【就業場所】 　　就業場所 - OFFICE-ADDRESS 共－４２
60 - 　　代表者情報 - REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４
61 - 　　　代表者 - REPRESENTATIVE 共－４５
62 　【フリガナ】 　　　　フリガナ - KANA 共－３０
63 - 　　　　代表者識別 - REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION 共－４６
64 　【代表者】 　　　　氏名 - NAME 共－４７
65 - 　　　　原語表記 - ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１
66 　【電話番号】 　　電話番号 - TELEPHONE-NUMBER 共－５１
67 　【ファクシミリ番号】 　　ファクシミリ番号 - FACSIMILE-NUMBER 共－５２
68 　【連絡先】 　　連絡先 - CONTACT 共－５３
69 　【代理関係の特記事項】 　　代理関係の特記事項 - RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER 共－５８
70 【返還原因】 　届出の内容 - NOTICE-CONTENTS-GROUP 6
71 【納付済金額】 納付済金額 - AMOUNT-PAID 個－５７－１．９
72 【返還金振込先】 返還金振込先 - BANK-ACCOUNT 個－５７－１．１２
73 　【金融機関名】 　金融機関名 - FINANCIAL-INSTITUTION-NAME 個－５７－１．１３
74 　【口座種別】 　　代理関係の特記事項 - ACCOUNT-TYPE 個－５７－１．１４
75 　【口座番号】 　口座番号 - BANK-ACCOUNT-NUMBER 個－５７－１．１５
76 　【フリガナ】 　フリガナ - KANA 個－５７－１．１６
77 　【口座名義人】 　氏名又は名称 - NAME 個－５７－１．１７
78 【その他】 その他 - ETC 共－８５
79 - 提出物件の目録 - SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE 共－８８
80 【提出物件の目録】 　目録 - LIST-GROUP 共－８９
81 　【物件名】 　　物件名 - OBJECT-NAME 共－９０
82 - 　　通数又は個数 - NUMBER-OF-OBJECT 共－９１
83 　【援用の表示】 　　援用の表示 - CITATION 共－９２
84 　【返還の申出】 　　返還の申出 - RETURN-REQUEST 共－９３
85 　【包括委任状番号】 　　包括委任状番号 - GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID 共－９４
86 　【提出物件の特記事項】 　　提出物件の特記事項 - SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
87 - 規定外の項目 - RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE 共－９９
88 - 　規定外の記事 - RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００
89 - 　　項目名 - ITEM-NAME 共－１０１

項番 記載項目名 日本語標準名 タグの属性
タグ・属性名 参照箇所

共：共通項目
個：個別項目



    5.2.3- 7 

L0 L1 L2 L3 L4 L5 L6
項番 記載項目名 日本語標準名 タグの属性

タグ・属性名 参照箇所
共：共通項目
個：個別項目

90 - 　　項目内容 - ITEM-CONTENT 共－１０２
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2) 書誌変換仕様

１

書類識別

書類名

ルートタグ、書類識別タグ、書類名の一覧

ルートタグ 書類識別タグ 書 類 名 その他書類名の記載事例

DES-SUBMSN PRESENTMENT-A802 新規性喪失の例外適用申請書 ①新規性喪失の特別適用申請書
②新規性喪失の例外摘要申請書
③新規性喪失の例外適用申請書類
④新規性喪失の例外申請書

DES-ETC ETCETERA-A916 個別指定手数料返還請求書 ①個別指定手数料返還申請書
②個別指定手数料変換請求書
③個別指定手数料変換申請書



5.2.3 - 9
・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１書類識別

(1) タグ設定方法

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り 「ルートタグ、書類識別タ

の記載 グ、書類名の一覧」の「書類

識別タグ」欄の対応する書類

識別タグを設定する。

２. その他項目名の記載事例 項番１と同じ

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場 ３０００

合、電子化は行わず電子化不

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.2.3 - 10

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場 ３０００

合、電子化は行わず電子化不

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 記載内容が「ルートタグ、書 記載内容をそのまま設定す

類識別タグ、書類名の一覧」 る。

の「書類名」欄と一致する場

合

２． 記載内容が「ルートタグ、書 項番１の内容に変換し設定す

類識別タグ、書類名の一覧」 る。

の「その他書類名の記載事

例」欄に存在する場合

３． 上記以外の記載の場合 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.2.3 - 11
特記事項の設定方法 ３

前提条件

① 条文設定マトリクスに従って実データを設定する。

② 順番性を意識してマトリクスの○内の数字順でなければエラーとする。

③ 出現回数以上の“条”が記載されている場合はエラーとする。

④ 複数の条文が記載された場合はエラーとする。

（※）エラーとなった場合の変換仕様については、条文タグ（ARTICLE）の変換仕様を参照すること。

・条文設定マトリクス

ケース １

④⑤意匠法 ①

⑤⑥４“条”

６０“条” ②

の７ ③

１項 ④

⑥⑦２項

“条”の出現 ２

特記事項条文 Ａ

①～ は必須で数字はサーチ順⑥⑦

特記事項条文一覧

Ａ 意匠法第６０条の７ の規定により意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠第１項

登録出願



5.2.3 - 12

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(SPECIAL-MENTION-MAT

の記載 TER-ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①条文

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。



5.2.3 - 13

４

・【意匠登録出願人】等グループ内タグ設定規則

１．【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

以下の表に示すケ─スに該当しない場合は却下として、

電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理班へ返却する。

ケース 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○ ○

＊１ケース２ ○

○：記載あり 空白：記載なし

＊１【代理人】のグループ内タグ名設定規則にそった代理人の記載が１つでもある場合は

【意匠登録出願人】等の記載は【氏名又は名称】のみの記載でも電子化を行う。

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>



5.2.3 - 14

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４申 請 者 REQUESTER-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名（REQUESTER-GROUP）

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班へ返却する。

書 類 別 項 目 記 載 事 例 一 覧 表

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例

１ 新規性喪失の例外適用申 意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者

請書 ・出願者・意匠登録出願

・意匠登録願出願人

・意匠願出願人

２ 個別指定手数料返還請求 返還請求人 変換請求人

書



5.2.3 - 15

５

・【代理人】グループ内タグ設定規則

【意匠登録出願人】等の記載が【氏名又は名称】のみの場合（申請者の記載が複数の場合も同じ）、

【代理人】の記事は以下に示すグループ内タグ規則にそって電子化をしなければならない。

１．【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

以下の表にしめすケースに該当しない場合は却下として、電子化を行なわず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班へ返却する。

ケース 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○ ○

○：記載あり 空白：記載なし

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<代理人の記事>

【代理人】 <代理人 代理人種別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</代理人>

</代理人の記事>



5.2.3 - 16

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-GROUP)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 【意匠登録出願人】等の記載 ３０００

が【氏名又は名称】のみの場

合、電子化を行わず、電子化

不能メモを付けて電子記録基

準管理班へ返却する。

上記以外タグの設定なし。

(2) タグ属性の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代理人と記載 タグ属性に”代理人”と設定

する。

２． その他項目名の記載事例 ①～②はタグ属性に代理人と

①代理 ⑦指定代理 設定する

②代理者 ⑧指定代理者 ③～⑤はタグ属性に復代理人

③復代理人 ⑨法定代理人 と設定する

④復代理 ⑩法定代理 ⑥～⑧はタグ属性に指定代理

⑤復代理者 ⑪法定代理者 人と設定する

⑥指定代理人 ⑨～⑪はタグ属性に法定代理

人と設定する



5.2.3 - 17

５

書 類 別 項 目 記 載 事 例 一 覧 表

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例

１ 新規性喪失の例外適用申 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理

請書 ・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理

・法定代理者・副代理人

２ 個別指定手数料返還請求 代理人 同 上

書



5.2.3 - 18

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①返還の原因 ⑤変換理由

②返還理由 ⑥変換の理由

③返還の理由 ⑦変換原因

④変換の原因

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

記載内容をそのまま設定す２． 内容の記載有り

（内容に【】（デリミタ） る。

で括られている文言が存在 【】（デリミタ）で括られて

する場合） いた部分は〔〕（亀甲括弧）

で括り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【返還原因】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【返還原因】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【返還原因】② <届出の内容> </届出の内容>ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ

②【 】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕返還原因

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【返還原因】③ <届出の内容></届出の内容>

③【返還原因】の内容の記載がない場合はタグ<届出の内容></届出の内容>のみ設定する。



５．２．３－１９ 

 

④ 国際意匠登録出願の中間書類に対する手続補正書の電子化 

 

国際意匠登録出願の中間書類に対する手続補正書の中で、通常の国内出願とデータ

エントリ方法が同様の箇所については「添付１１．通常の国内出願と同様の内容 ５．

４ 手続補正書の電子化」に従い電子化すること。 

通常の国内出願とデータエントリ方法が異なる箇所については「1) 通常の国内出願

と異なるデータエントリ方法」に従い電子化すること。 

国際意匠登録出願でのみ提出される書類の書類識別（補正）のタグ名一覧は次ペー

ジを参照すること。 

 

なお、「新規性喪失の例外適用申請書」、「個別指定手数料返還請求書」に対して提出

された補正書（「手続補正書（方式）」及び「手続補正書」）及びその補正書に対する補

正書（補正の補正）の電子化依頼が発生するのは、平成 29年 4月 1日以降となる。そ

れ以前に電子化依頼を受けた場合は、発注元に問い合わせること。 



５．２．３－２０ 

 

国際意匠登録出願でのみ提出される書類の書類識別（補正）のタグ名一覧 

項番 タグ名 書類名 

１ PRESENTMENT-A802-A 新規性喪失の例外適用申請書 

２ ETCETERA-A916-A 個別指定手数料返還請求書 

 



５．２．３－２１ 

 

1) 通常の国内出願と異なるデータエントリ方法 

国際意匠登録出願の中間書類に対する手続補正書において通常の国内出願と異な

るデータエントリ方法を以下に示す。 

 

⚫ 【意匠の説明】中の”；”（セミコロン）の記載については、”；”（セミコロン）の後に

全角一文字分のスペースを置くことで統一する 

 

 



 

 

  

 

PDF

PDF TIFF

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 章 

更正申請の電子化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．１－１ 

 

６．１ 前提条件 

 

更正申請は、電子化されたデータの内容を訂正する機能である。 

①  本章で対象とする書類は、国際意匠登録出願における WIPO から受領する秘密の写し及

び公表の写しとする。 

 ※国際意匠登録出願における中間書類の更正申請は、「添付１１．通常の国内出願と同

様の内容 第 7章 更正申請の電子化」に基づいて行う。 

②  更正は、先に電子化した更正対象案件により行う。 

 



６．２－１ 

 

６．２ 概要 

 

更正作業は、先に電子化した該当の更正対象案件の更正箇所を明記した書類を基に修正を行う。

また、管理情報に更正申請の情報を設定する。 

更正対象案件は、ＤＶＤ内に管理文書・主文書・外部実体がｔａｒコマンドでアーカイブされ

て格納されている。 



６．３－１ 

 

６．３ 更正申請の発注 

 ①  発注の構成 

・発注伝票 

・更正申請対象案件の抽出電子データ（ＤＶＤ） 

・更正申請対象案件抽出パラメータリスト（書類修正用書類抽出リスト） 

・更正申請依頼書（修正内容、再方式審査の要否等） 

・更正対処箇所を明記した書類 

・イメージ入力原稿（イメージの修正がある場合のみ） 

 

②  発注方法 

・更正申請対象案件の電子データは、ＤＶＤに格納して発注される。  

 

③ ＤＶＤの格納構造 

・更正する案件単位に管理文書・主文書・イメージ（外部実体）を tarでアーカイブする 

・上記を一つずつｔａｒコマンドでＤＶＤに格納 

（１つのＤＶＤに複数の tarが存在する（更正する案件分の tarが格納されている）） 

・更正申請対象案件のＤＶＤ格納イメージを以下に示す。 

（注）管理文書、主文書はＳ-ＪＩＳコードを使用 

 

 
当該願書(tar 形式) 

管理文書 

主文書 

外部実体 

当該願書(tar 形式) 

管理文書 

主文書 

外部実体 

当該願書(tar 形式) 

管理文書 

主文書 

外部実体 

DVD 

tar コマンド 



６．４－１ 

 

６．４ 更正作業 

 ①更正対象箇所の修正 

更正対象箇所の修正は、更正対象箇所の明記された書類に基づき先に電子化した該当の更正対

象案件の修正を行う。 

 

② 管理情報の設定 

管理情報（更正申請の情報）の設定は、「４．４．５ 管理情報変換仕様」に基づいて実施す

る。 



６．５－１ 

 

６．５ 電子化データ 

 

更正作業後、管理情報ＳＧＭＬ、申請書類ＳＧＭＬ、イメージファイルをＭＩＭＥによりアー

カイブし、更正済み電子データを作成する。 



６．６－１ 

 

６．６ 納品 

 ①  納品物 

 ・納品伝票 

 ・更正済み電子データ 

 ・納品リスト等 

 

② 納品方法 

  ・データの納品は、受付システムへはネットワークを使用してデータ転送する。  

 ・データの納品は、発注元へは媒体を使用する。  
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添付１　ラテン文字の実体参照対応表

　以下はWIPOから送付されるXMLデータに記載される実体参照の対応表である。

項番 実体参照 対応するラテン文字
SJISで規定されている文
字への変換

1 &Icedil; Į I
2 &Ucedil; Ų U
3 &ucedil; ų u
4 &reg; ® 半角スペース
5 &middot; · ・
6 &Aring; Å A
7 &Yacute; Ý Y
8 &aring; å a
9 &yacute; ý y
10 &yuml; ÿ y
11 &Amacr; Ā A
12 &amacr; ā a
13 &Acaron; Ă A
14 &acaron; ă a
15 &Acedil; Ą A
16 &acedil; ą a
17 &Cacute; Ć C
18 &cacute; ć c
19 &Ccaron; Č C
20 &ccaron; č c
21 &Dcaron; Ď D
22 &Dstrok; Đ D
23 &dstrok; đ d
24 &Emacr; Ē E
25 &emacr; ē e
26 &Edot; Ė E
27 &edot; ė e
28 &Ecedil; Ę E
29 &ecedil; ę e
30 &Ecaron; Ě E
31 &ecaron; ě e
32 &Gcaron; Ğ G
33 &gcaron; ğ g
34 &Gcedil; Ģ G
35 &gapos; ģ g
36 &Imacr; Ī I
37 &imacr; ī i
38 &Iogon; Į I
39 &iogon; į i
40 &Idot; İ I
41 &inodot; ı i
42 &Kcedil; Ķ K
43 &kcedil; ķ k
44 &Lacute; Ĺ L
45 &lacute; ĺ l
46 &Lcedil; Ļ L
47 &lcedil; ļ l
48 &Lcaron; Ľ L
49 &lcaron; ľ l
50 &Lstrok; Ł L
51 &lstrok; ł l
52 &Nacute; Ń N
53 &nacute; ń n
54 &Ncedil; Ņ N
55 &ncedil; ņ n
56 &Ncaron; Ň N
57 &ncaron; ň n
58 &Omacr; Ō O
59 &omacr; ō o
60 &Odblac; Ő O
61 &odblac; ő o
62 &Rcedil; Ŗ R
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項番 実体参照 対応するラテン文字
SJISで規定されている文
字への変換

63 &rcedil; ŗ r
64 &Rcaron; Ř R
65 &rcaron; ř r
66 &Sacute; Ś S
67 &sacute; ś s
68 &Scedil; Ş S
69 &scedil; ş s
70 &Scaron; Š S
71 &scaron; š s
72 &Tcedil; Ţ T
73 &tcedil; ţ t
74 &Tcaron; Ť T
75 &tcaron; ť t
76 &Umacr; Ū U
77 &umacr; ū u
78 &Uring; Ů U
79 &uring; ů u
80 &Udblac; Ű U
81 &udblac; ű u
82 &Uogon; Ų U
83 &uogon; ų u
84 &Zacute; Ź Z
85 &zacute; ź z
86 &Zdot; Ż Z
87 &zdot; ż z
88 &Zcaron; Ž Z
89 &zcaron; ž z
90 &ensp; 空白文字 半角スペース
91 &emsp; 空白文字 半角スペース
92 &thinsp; 空白文字 半角スペース
93 &dash; 空白文字 半角スペース
94 &#192; À A
95 &#193; Á A
96 &#194; Â A
97 &#195; Ã A
98 &#196; Ä A
99 &#197; Å A
100 &#198; Æ ＡＥ
101 &#199; Ç C
102 &#200; È E
103 &#201; É E
104 &#202; Ê E
105 &#203; Ë E
106 &#204; Ì I
107 &#205; Í I
108 &#206; Î I
109 &#207; Ï I
110 &#208; Ð ＴＨ
111 &#209; Ñ N
112 &#210; Ò O
113 &#211; Ó O
114 &#212; Ô O
115 &#213; Õ O
116 &#214; Ö O
117 &#216; Ø O
118 &#217; Ù U
119 &#218; Ú U
120 &#219; Û U
121 &#220; Ü U
122 &#221; Ý Y
123 &#223; ß ｓｓ
124 &#224; à ａ
125 &#225; á ａ
126 &#226; â ａ
127 &#227; ã ａ
128 &#228; ä ａ
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項番 実体参照 対応するラテン文字
SJISで規定されている文
字への変換

129 &#229; å ａ
130 &#230; æ ａｅ
131 &#231; ç ｃ
132 &#232; è ｅ
133 &#233; é ｅ
134 &#234; ê ｅ
135 &#235; ë ｅ
136 &#236; ì ｉ
137 &#237; í ｉ
138 &#238; î ｉ
139 &#239; ï ｉ
140 &#240; ð ｔｈ
141 &#241; ñ ｎ
142 &#242; ò ｏ
143 &#243; ó ｏ
144 &#244; ô ｏ
145 &#245; õ ｏ
146 &#246; ö ｏ
147 &#248; ø ｏ
148 &#249; ù ｕ
149 &#250; ú ｕ
150 &#251; û ｕ
151 &#252; ü ｕ
152 &#253; ý ｙ
153 &#255; ÿ ｙ
154 &#256; Ā Ａ
155 &#257; ā ａ
156 &#258; Ă Ａ
157 &#259; ă ａ
158 &#260; Ą Ａ
159 &#261; ą ａ
160 &#262; Ć Ｃ
161 &#263; ć ｃ
162 &#264; Ĉ Ｃ
163 &#265; ĉ ｃ
164 &#266; Ċ Ｃ
165 &#267; ċ ｃ
166 &#268; Č Ｃ
167 &#269; č ｃ
168 &#270; Ď Ｄ
169 &#271; ď ｄ
170 &#272; Đ Ｄ
171 &#273; đ ｄ
172 &#274; Ē Ｅ
173 &#275; ē ｅ
174 &#276; Ĕ Ｅ
175 &#277; ĕ ｅ
176 &#278; Ė Ｅ
177 &#279; ė ｅ
178 &#280; Ę Ｅ
179 &#281; ę ｅ
180 &#282; Ě Ｅ
181 &#283; ě ｅ
182 &#284; Ĝ Ｇ
183 &#285; ĝ ｇ
184 &#286; Ğ Ｇ
185 &#287; ğ ｇ
186 &#288; Ġ Ｇ
187 &#289; ġ ｇ
188 &#290; Ģ Ｇ
189 &#291; ģ ｇ
190 &#292; Ĥ Ｈ
191 &#293; ĥ ｈ
192 &#294; Ħ Ｈ
193 &#295; ħ ｈ
194 &#296; Ĩ Ｉ
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項番 実体参照 対応するラテン文字
SJISで規定されている文
字への変換

195 &#297; ĩ ｉ
196 &#298; Ī Ｉ
197 &#299; ī ｉ
198 &#300; Ĭ Ｉ
199 &#301; ĭ ｉ
200 &#302; Į Ｉ
201 &#303; į ｉ
202 &#304; İ Ｉ
203 &#305; ı ｉ
204 &#306; Ĳ ＩＪ
205 &#307; ĳ ｉｊ
206 &#308; Ĵ Ｊ
207 &#309; ĵ ｊ
208 &#310; Ķ Ｋ
209 &#311; ķ ｋ
210 &#312; ĸ Ｋ
211 &#313; Ĺ Ｌ
212 &#314; ĺ ｌ
213 &#315; Ļ Ｌ
214 &#316; ļ ｌ
215 &#317; Ľ Ｌ
216 &#318; ľ ｌ
217 &#319; Ŀ Ｌ
218 &#320; ŀ ｌ
219 &#321; Ł Ｌ
220 &#322; ł ｌ
221 &#323; Ń Ｎ
222 &#324; ń ｎ
223 &#325; Ņ Ｎ
224 &#326; ņ ｎ
225 &#327; Ň Ｎ
226 &#328; ň ｎ
227 &#329; ŉ ｎ
228 &#330; Ŋ Ｎ
229 &#331; ŋ ｎ
230 &#332; Ō Ｏ
231 &#333; ō ｏ
232 &#334; Ŏ Ｏ
233 &#335; ŏ ｏ
234 &#336; Ő Ｏ
235 &#337; ő ｏ
236 &#338; Œ ＯＥ
237 &#339; œ ｏｅ
238 &#340; Ŕ Ｒ
239 &#341; ŕ ｒ
240 &#342; Ŗ Ｒ
241 &#343; ŗ ｒ
242 &#344; Ř Ｒ
243 &#345; ř ｒ
244 &#346; Ś Ｓ
245 &#347; ś ｓ
246 &#348; Ŝ Ｓ
247 &#349; ŝ ｓ
248 &#350; Ş Ｓ
249 &#351; ş ｓ
250 &#352; Š Ｓ
251 &#353; š ｓ
252 &#354; Ţ Ｔ
253 &#355; ţ ｔ
254 &#356; Ť Ｔ
255 &#357; ť ｔ
256 &#358; Ŧ Ｔ
257 &#359; ŧ ｔ
258 &#360; Ũ Ｕ
259 &#361; ũ ｕ
260 &#362; Ū Ｕ
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項番 実体参照 対応するラテン文字
SJISで規定されている文
字への変換

261 &#363; ū ｕ
262 &#364; Ŭ Ｕ
263 &#365; ŭ ｕ
264 &#366; Ů Ｕ
265 &#367; ů ｕ
266 &#368; Ű Ｕ
267 &#369; ű ｕ
268 &#370; Ų Ｕ
269 &#371; ų ｕ
270 &#372; Ŵ Ｗ
271 &#373; ŵ ｗ
272 &#374; Ŷ Ｙ
273 &#375; ŷ ｙ
274 &#376; Ÿ Ｙ
275 &#377; Ź Ｚ
276 &#378; ź ｚ
277 &#379; Ż Ｚ
278 &#380; ż ｚ
279 &#381; Ž Ｚ
280 &#382; ž ｚ
281 &#383; ſ Ｓ
282 &#170; ª ａ
283 &#186; º ｏ
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添付2.　国コード対応表

項番 コード 通称名 備考

1 AD アンドラ

2 AE アラブ首長国連邦

3 AF アフガニスタン

4 AG アンティグア・バーブーダ

5 AI アンギラ

6 AL アルバニア

7 AM アルメニア

8 AO アンゴラ

9 AP アフリカ地域工業所有権機関

10 AR アルゼンチン

11 AT オーストリア

12 AU オーストラリア

13 AW アルバ島

14 AZ アゼルバイジャン

15 BA ボスニア・ヘルツェゴビナ

16 BB バルバドス

17 BD バングラデシュ

18 BE ベルギー

19 BF ブルキナファソ

20 BG ブルガリア

21 BH バーレーン

22 BI ブルンジ

23 BJ ベナン

24 BM バーミューダ

25 BN ブルネイ

26 BO ボリビア

27 BQ ボネール島、シント・ユースタティウス島、サバ島

28 BR ブラジル

29 BS バハマ

30 BT ブータン

31 BU ビルマ

32 BW ボツワナ

33 BX ベネルクス商標庁及びベネルクス意匠庁

34 BY ベラルーシ

35 BZ ベリーズ

36 CA カナダ

37 CD コンゴ民主共和国

38 CF 中央アフリカ

39 CG コンゴ共和国
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項番 コード 通称名 備考

40 CH スイス

41 CI コートジボワール

42 CK クック諸島

43 CL チリ

44 CM カメルーン

45 CN 中華人民共和国

46 CO コロンビア

47 CR コスタリカ

48 CS チェッコ・スロヴァキア

49 CU キューバ

50 CV カーボヴェルデ

51 CW キュラソー島

52 CY キプロス

53 CZ チェコ

54 DD ドイツ民主共和国

55 DE ドイツ

56 DJ ジブチ

57 DK デンマーク

58 DM ドミニカ

59 DO ドミニカ共和国

60 DZ アルジェリア

61 EA ユーラシア特許庁

62 EC エクアドル

63 EE エストニア

64 EG エジプト

65 EM 域内市場における調和のための官庁（商標及び意匠）

66 EP 欧州特許庁

67 ER エリトリア

68 ES スペイン

69 ET エチオピア

70 FI フィンランド

71 FJ フィジー

72 FK フォークランド諸島

73 FO フェロー諸島

74 FR フランス

75 GA ガボン

76 GB 英国

77 GC アラビアン湾岸協力理事会特許庁

78 GD グレナダ

79 GE グルジア

80 GG ガーンジー島



添付2－3

項番 コード 通称名 備考

81 GH ガーナ

82 GI ジブラルタル

83 GM ガンビア

84 GN ギニア

85 GQ 赤道ギニア

86 GR ギリシャ

87 GT グアテマラ

88 GW ギニアビサウ

89 GY ガイアナ

90 HK 香港

91 HN ホンジュラス

92 HR クロアチア

93 HT ハイチ

94 HU ハンガリー

95 HV 上ヴォルタ共和国

96 IB 国際事務局

97 ID インドネシア

98 IE アイルランド

99 IL イスラエル

100 IM マン島

101 IN インド

102 IQ イラク

103 IR イラン

104 IS アイスランド

105 IT イタリア

106 JE ジャージー島

107 JM ジャマイカ

108 JO ヨルダン

109 JP 日本

110 KE ケニア

111 KG キルギス

112 KH カンボジア

113 KI キリバス

114 KM コモロ

115 KN セントクリストファー・ネーヴィス

116 KP 北朝鮮

117 KR 大韓民国

118 KW クウェート

119 KY ケイマン諸島

120 KZ カザフスタン

121 LA ラオス
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項番 コード 通称名 備考

122 LB レバノン

123 LC セントルシア

124 LI リヒテンシュタイン

125 LK スリランカ

126 LR リベリア

127 LS レソト

128 LT リトアニア

129 LU ルクセンブルク

130 LV ラトビア

131 LY リビア

132 MA モロッコ

133 MC モナコ

134 MD モルドバ

135 ME モンテネグロ

136 MG マダガスカル

137 MK マケドニア旧ユーゴスラビア共和国北マケドニア共和国

138 ML マリ

139 MM ミャンマー

140 MN モンゴル

141 MO マカオ

142 MR モーリタニア

143 MS モンセラット

144 MT マルタ

145 MU モーリシャス

146 MV モルディブ

147 MW マラウイ

148 MX メキシコ

149 MY マレーシア

150 MZ モザンビーク

151 NA ナミビア

152 NE ニジェール

153 NG ナイジェリア

154 NI ニカラグア

155 NL オランダ

156 NO ノルウェー

157 NP ネパール

158 NR ナウル

159 NU ニウエ

160 NZ ニュージーランド

161 OA アフリカ知的所有権機関

162 OM オマーン
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項番 コード 通称名 備考

163 PA パナマ

164 PE ペルー

165 PG パプアニューギニア

166 PH フィリピン

167 PK パキスタン

168 PL ポーランド

169 PR プエルトリコ

170 PT ポルトガル

171 PW パラオ

172 PY パラグアイ

173 QA カタール

174 RH 南ローデシア

175 RO ルーマニア

176 RS セルビア

177 RU ロシア

178 RW ルワンダ

179 SA サウジアラビア

180 SB ソロモン

181 SC セーシェル

182 SD スーダン

183 SE スウェーデン

184 SG シンガポール

185 SH セントヘレナ島

186 SI スロベニア

187 SK スロバキア

188 SL シエラレオネ

189 SM サンマリノ

190 SN セネガル

191 SO ソマリア

192 SR スリナム

193 ST サントメ・プリンシペ

194 SU ソヴィエト連邦

195 SV エルサルバドル

196 SX シント・マールテン島

197 SY シリア

198 SZ  スワジランドエスワティニ

199 TD チャド

200 TG トーゴ

201 TH タイ

202 TJ タジキスタン

203 TK トケラウ諸島
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項番 コード 通称名 備考

204 TL 東ティモール

205 TM トルクメニスタン

206 TN チュニジア

207 TO トンガ

208 TR トルコ

209 TT トリニダード・トバゴ

210 TV ツバル

211 TW 台湾

212 TZ タンザニア

213 UA ウクライナ

214 UG ウガンダ

215 US アメリカ合衆国

216 UY ウルグアイ

217 UZ ウズベキスタン

218 VA バチカン

219 VC セントビンセント

220 VE ベネズエラ

221 VG ヴァージン諸島

222 VN ベトナム

223 VU バヌアツ

224 WO 世界知的所有権機関

225 WS サモア

226 ＹＤ 南イエメン

227 ＹＥ イエメン

228 ＹＵ セルビア・モンテネグロ

229 ＺＡ 南アフリカ

230 ＺＭ ザンビア

231 ＺＲ ザイール

232 ＺＷ ジンバブエ
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添付３．書類名と大区分、中間コードの対応表
通
番

正式名
（テーブル上の２５文字正式名）

大
区
分

中間コー
ド

書類種別 １６文字名
（従来の２０文字名）

６文字名 ４文字名 備考

1 手続補正書（方式） Ａ ５１ 中間書類 手続補正書（方式） 手続補正書 補正書
2 手続補正書 Ａ ５２３ 中間書類 手続補正書 手続補正書 補正書
3 意見書 Ａ ５３ 中間書類 意見書 意見書 意見書
4 受継申立書 Ａ ５５ 中間書類 受継申立書 受継申立書 受継申立
5 弁明書 Ａ ５９ 中間書類 弁明書 弁明書 弁明書
6 期間延長請求書 Ａ ６０１ 中間書類 期間延長請求書 期間延長請求 期間延長
7 代表者選定届 Ａ ６８１ 中間書類 代表者選定届 代表者選定届 代表選定
8 雑書類 Ａ ６９１ 中間書類 雑書類 雑書類 雑書類
9 代理人変更届 Ａ ７４２１ 中間書類 代理人変更届 代理人変更 代理変更
10 代理人受任届 Ａ ７４２２ 中間書類 代理人受任届 代理人受任 代理受任
11 代理人選任届 Ａ ７４２３ 中間書類 代理人選任届 代理人選任 代理選任
12 代理人辞任届 Ａ ７４２４ 中間書類 代理人辞任届 代理人辞任 代理辞任
13 代理人解任届 Ａ ７４２５ 中間書類 代理人解任届 代理人解任 代理解任
14 代理権変更届 Ａ ７４２６ 中間書類 代理権変更届 代理権変更 代権変更
15 代理権消滅届 Ａ ７４２７ 中間書類 代理権消滅届 代理権消滅 代権消滅
16 復代理人変更届 Ａ ７４３１ 中間書類 復代理人変更届 復代理人変更 復代変更
17 復代理人受任届 Ａ ７４３２ 中間書類 復代理人受任届 復代理人受任 復代受任
18 復代理人選任届 Ａ ７４３３ 中間書類 復代理人選任届 復代理人選任 復代選任
19 復代理人辞任届 Ａ ７４３４ 中間書類 復代理人辞任届 復代理人辞任 復代辞任
20 復代理人解任届 Ａ ７４３５ 中間書類 復代理人解任届 復代理人解任 復代解任
21 復代理権変更届 Ａ ７４３６ 中間書類 復代理権変更届 復代理権変更 復権変更
22 復代理権消滅届 Ａ ７４３７ 中間書類 復代理権消滅届 復代理権消滅 復権消滅
23 出願取下書 Ａ ７６１ 中間書類 出願取下書 出願取下書 出願取下
24 出願放棄書 Ａ ７６２ 中間書類 出願放棄書 出願放棄書 出願放棄
25 上申書 Ａ ７８１ 中間書類 上申書 上申書 上申書
26 優先権証明書提出書 Ａ ７９ 中間書類 優先権証明書提出書 優先権証明書 優先証明
27 新規性の喪失の例外証明書提出書 Ａ ８０ 中間書類 新規性の喪失の例外証明書提出書 喪失例外証明 新規証明
28 物件提出書 Ａ ８２ 中間書類 物件提出書 物件提出書 物件提出
29 手続補足書 Ａ ８２１ 中間書類 手続補足書 手続補足書 手続補足 特例施令２条４項の申し出のみ

オンライン対象。審判あり
（査、当、異、判）

30 証明書類提出書 Ａ ８２２ 中間書類 証明書類提出書 証明書類提出 証明提出
31 特徴記載書 Ａ ８３３ 中間書類 特徴記載書 特徴記載書 特徴記載
32 協議の結果届 Ａ ８２６ 中間書類 意匠協議の結果届 意匠協議結果 協議結果 平成24年4月施行の「冒認出願

の先願の地位認定対応（S-H24-
0019）」により、書類名を変更
旧正式名：意匠法第９条第５項
に基づく協議の結果届
旧１６文字名：意匠法第９条第
５項の協議の結果届



添付3-2

通
番

正式名
（テーブル上の２５文字正式名）

大
区
分

中間コー
ド

書類種別 １６文字名
（従来の２０文字名）

６文字名 ４文字名 備考

33 早期審査に関する事情説明書 Ａ ８７１ 中間書類 早期審査に関する事情説明書 早期審査説明 早期審査
34 早期審査に関する事情説明補充書 Ａ ８７２ 中間書類 早期審査に関する事情説明補充書 早期審査補充 早期補充
35 回答書 Ｃ ５４ 審判書類 回答書 回答書 回答書
36 審判請求書 Ｃ ６０ 審判請求 審判請求書 審判請求書 請求書
37 請求取下書 Ｃ ６０９ 審判書類 請求取下書 請求取下書 請求取下
38 審理再開申立書 Ｃ ６４ 審判書類 審理再開申立書 審理再開申立 再開申立
39 書面審理申立書 Ｃ ６５１１ 審判書類 書面審理申立書 書面審理申立 書面審理
40 口頭審理申立書 Ｃ ６５１２ 審判書類 口頭審理申立書 口頭審理申立 口頭審理
41 口頭審理陳述要領書 Ｃ ６５１３ 審判書類 口頭審理陳述要領書 陳述要領書 陳述要領
42 証拠申出書 Ｃ ６５１４ 審判書類 証拠申出書 証拠申出書 証拠申出
43 証拠説明書 Ｃ ６５１５ 審判書類 証拠説明書 証拠説明書 証拠説明
44 録音テープ等の内容説明書 Ｃ ６５１７ 審判書類 録音テープ等の内容説明書 録音内容説明 録音説明
45 証拠調申立書 Ｃ ６５２ 審判書類 証拠調申立書 証拠調申立書 証拠調申
46 尋問事項書 Ｃ ６５４１ 審判書類 尋問事項書 尋問事項書 尋問事項
47 証人尋問申出書 Ｃ ６５４ 審判書類 証人尋問申出書 証人尋問申出 証人尋問
48 回答希望事項記載書面 Ｃ ６５４２ 審判書類 回答希望事項記載書面 回答希望書面 回答希望
49 尋問に代わる書面の提出書 Ｃ ６５４３ 審判書類 尋問に代わる書面の提出書 尋問書面提出 尋問書面
50 書証の申出書 Ｃ ６５４４ 審判書類 書証の申出書 書証の申出書 書証申出
51 文書特定の申出書 Ｃ ６５４６ 審判書類 文書特定の申出書 文書特定申出 文書申出
52 検証申出書 Ｃ ６５５ 審判書類 検証申出書 検証申出書 検証申出
53 鑑定の申出書 Ｃ ６５７ 審判書類 鑑定の申出書 鑑定の申出書 鑑定申出
54 鑑定事項書 Ｃ ６５７２ 審判書類 鑑定事項書 鑑定事項書 鑑定事項
55 鑑定書 Ｃ ６５７３ 審判書類 鑑定書 鑑定書 鑑定書
56 期日変更請求書 Ｃ ６５９ 審判書類 期日変更請求書 期日変更請求 期日変更
57 証拠調申請取下書 Ｃ ６５９１ 審判書類 証拠調申請取下書 証拠調取下書 証拠取下
58 不出頭の届出書 Ｃ ６５９２ 審判書類 不出頭の届出書 不出頭届出書 不出頭
59 早期審理に関する事情説明書 Ｃ ８７６ 審判書類 早期審理に関する事情説明書 早期審理説明 早期審理
60 早期審理に関する事情説明補充書 Ｃ ８７７ 審判書類 早期審理に関する事情説明補充書 早期審理補充 早期補充
61 既納手数料返還請求書 Ａ ９１５ 中間書類 既納手数料返還請求書 返還請求 返還請求
62 新規性喪失の例外適用申請書 Ａ ８０２ 中間書類 新規性喪失の例外適用申請書 新規例外申請 新規申請 ハーグ協定対応（国際段階）

（S-H27-0014）
63 個別指定手数料返還請求書 Ａ ９１６ 中間書類 個別指定手数料返還請求書 個別返還請求 個別返還 ハーグ協定対応（国際段階）

（S-H27-0014）
64 期間延長請求書（期間徒過） Ａ ６０３ 中間書類 期間延長請求書（期間徒過） 期間延長請求 期間延長 意匠法等改正対応（複数一括出

願等）（2020-0016）
65 包括委任状援用制限届 Ａ ７４２８ 中間書類 包括委任状援用制限届 包括援用制限 包括制限



添付８－１－1
添付８－１．　DTD公開識別子

項番 ＤＴＤ名 公開文種別 公開識別子名 説明 備考

1 DES-APP-DOC DTD JPO Design Application Document     特定手続（意匠出願系　出願書類）        
2 DES-APLCNT　 DTD JPO Design Applicant Document 特定手続（意匠出願系　出願人関係）      
3 DES-ATTNY DTD JPO Design Attorney Document 特定手続（意匠出願系　代理人関係）      
4 DES-ABNDN DTD JPO Design Withdrawal And Abandonment Document 特定手続（意匠出願系　取下・放棄）      
5 DES-AMND DTD JPO Design Amendment Document 特定手続（意匠出願系　補正書）　　      
6 DES-RSPNS DTD JPO Design Response Document 特定手続（意匠出願系　応答書類）　      
7 DES-SUBMSN DTD JPO Design Submission Document 特定手続（意匠出願系　提出書）　　      
8 DES-ETC DTD JPO Design Etcetera Document 特定手続（意匠出願系　その他）　　      
9 TM-APP-DOC DTD JPO Trademark Application Document 特定手続（商標出願系　出願書類）          

10 TM-APLCNT　 DTD JPO Trademark Applicant Document 特定手続（商標出願系　出願人関係）      
11 TM-ATTNY DTD JPO Trademark Attorney Document 特定手続（商標出願系　代理人関係）      
12 TM-ABNDN DTD JPO Trademark Withdrawal And Abandonment Document 特定手続（商標出願系　取下・放棄）      
13 TM-RSPNS DTD JPO Trademark Response Document 特定手続（商標出願系　応答書類）　      
14 TM-SUBMSN DTD JPO Trademark Submission Document 特定手続（商標出願系　提出書）　　      
15 TM-ETC DTD JPO Trademark Etcetera Document 特定手続（商標出願系　その他）　　      
16 TM-AMND DTD JPO Trademark Amendment Document 特定手続（商標出願系　補正書）　　      
17 DMND-TRIAL DTD JPO Demand For A Trial 特定手続（審判系　請求書）　　　　      
18 TRIAL-INT-DOC DTD JPO Trial Intermediate Document 特定手続（審判系　中間書類）　　　      
19 CONT-DES-APP-DOC DTD JPO Contents Of Design Application Document     特定手続（意匠出願系　出願書類）の内容
20 CONT-DES-AMND DTD JPO Contents Of Design Amendment Document 特定手続（意匠出願系　補正書）の内容
21 CONT-DES-APLCNT　 DTD JPO Contents Of Design Applicant Document 特定手続（意匠出願系　出願人関係）の内容
22 CONT-DES-ATTNY DTD JPO Contents Of Design Attorney Document 特定手続（意匠出願系　代理人関係）の内容
23 CONT-DES-ABNDN DTD JPO Contents Of Design Withdrawal And Abandonment Document 特定手続（意匠出願系　取下・放棄）の内容
24 CONT-DES-RSPNS DTD JPO Contents Of Design Response Document 特定手続（意匠出願系　応答書類）の内容
25 CONT-DES-SUBMSN DTD JPO Contents Of Design Submission Document 特定手続（意匠出願系　提出書）の内容
26 CONT-DES-ETC DTD JPO Contents Of Design Etcetera Document 特定手続（意匠出願系　その他）の内容
27 CONT-TM-APP-DOC DTD JPO Contents Of Trademark Application Document 特定手続（商標出願系　出願書類）の内容
28 CONT-TM-APLCNT　 DTD JPO Contents Of Trademark Applicant Document 特定手続（商標出願系　出願人関係）の内容
29 CONT-TM-ATTNY DTD JPO Contents Of Trademark Attorney Document 特定手続（商標出願系　代理人関係）の内容
30 CONT-TM-ABNDN DTD JPO Contents Of Trademark Withdrawal And Abandonment Document 特定手続（商標出願系　取下・放棄）の内容
31 CONT-TM-RSPNS DTD JPO Contents Of Trademark Response Document 特定手続（商標出願系　応答書類）の内容
32 CONT-TM-SUBMSN DTD JPO Contents Of Trademark Submission Document 特定手続（商標出願系　提出書）の内容
33 CONT-TM-ETC DTD JPO Contents Of Trademark Etcetera Document 特定手続（商標出願系　その他）の内容
34 CONT-TM-AMND DTD JPO Contents Of Trademark Amendment Document 特定手続（商標出願系　補正書）の内容
35 CONT-TM-RFI DTD JPO Contents Of Trademark Request For Inspection 特定手続（商標出願系　その他共通）の内容
36 CONT-TRIAL-INT-DOC DTD JPO Contents Of Trial Intermediate Document 特定手続（審判系　中間書類）の内容
37 COM-TM-AMND DTD JPO Common Elements Of Amendment For Trademark 特定手続（商標　補正書）の補正の内容
38 MI-ACC-DOC DTD JPO Management Information Of Accept Document 管理情報　特定手続                      
39 COM-DES-AMND DTD JPO Common Elements Of Amendment For Design 特定手続（意匠　補正書）の補正の内容
40 COM-ACC-DOC DTD JPO Accept Document Commmon Elements 特定手続ＳＧＭＬの共通定義
41 COM-PARAGRAPH DTD JPO Paragraph Contents 段落の定義
42 ENTITIES JPO Special Characters 特殊文字実体宣言



<!--<Title>JPO Design Withdrawal And Abandonment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Withdrawal And Abandonment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design withdrawal and abandonment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-ABNDN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Withdrawal And Abandonment Document//EN" []>

=========================================================

DES-ABNDN treats

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761:written withdrawal of application

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762:abandonment of application

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765:abandonment of claim of priority priority

=========================================================-->

<!ELEMENT DES-ABNDN  - - ((WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761 | 

               WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762 | WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-ABNDN is defined contents of design withdrawal and abandonment document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-ABNDN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Withdrawal And Abandonment Document//EN">

%CONT-DES-ABNDN;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Design Amendment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Amendment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design amendment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Amendment Document//EN" []>

=========================================================

DES-AMND treats

AMENDMENT-A51 :written formality amendment

AMENDMENT-A523 :written amendment

=========================================================-->

<!ELEMENT DES-AMND  - - ((AMENDMENT-A51 | AMENDMENT-A523),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;

<!-- 

=========================================================

COM-DES-AMND is defined common elements of amendment for Design

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-DES-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Common Elements Of Amendment For Design//EN">

%COM-DES-AMND;

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-AMND is defined contents of design amendment document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Amendment Document//EN">

%CONT-DES-AMND;



<!--<Title>JPO Design Applicant Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Applicant Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design applicant document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-APLCNT PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Applicant Document//EN" []>

=========================================================

DES-APLCNT treats

APPLICANT-A711 :notification of change in applicant

APPLICANT-A712 :notification of change in applicant under general succession

APPLICANT-A55 :requeat of resumption

APPLICANT-A681 :notification of appointment of the representative

=========================================================-->

<!ELEMENT DES-APLCNT  - - ((APPLICANT-A711 | APPLICANT-A712 | APPLICANT-A55 | 

               APPLICANT-A681),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-APLCNT is defined contents of design applicant document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-APLCNT PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Applicant Document//EN">

%CONT-DES-APLCNT;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Design Application Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Application Document

DTD Level : 1

Rev Date : 26 JUN 2006

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design application document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-APP-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Application Document//EN" []>

=========================================================

DES-APP-DOC treats

APPLICATION-A63 :design-application

APPLICATION-A636 :similar-design-application

=========================================================-->

<!ELEMENT DES-APP-DOC  - - (((APPLICATION-A63 | APPLICATION-A636),

      (DRAWING-ARTICLE | PHOTOGRAPH-ARTICLE)*,

      MODEL-ARTICLE?,SAMPLE-ARTICLE?,

      ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) |

      PARENT-APPLICATION-DATA?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-APP-DOC is defined contents of design application document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-APP-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Application Document//EN">

%CONT-DES-APP-DOC;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Design Attorney Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Attorney Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design attorney document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-ATTNY PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Attorney Document//EN" []>

=========================================================

DES-ATTNY treats

ATTORNEY-A7421 :notification of change of attorney

ATTORNEY-A7422 :notification of acceptance of power of attorney

ATTORNEY-A7423 :notification of appointment of power of attorney

ATTORNEY-A7424 :notification of resignation of power of attorney

ATTORNEY-A7425 :notification of revocation of power of attorney

ATTORNEY-A7426 :notification of change of attorney

ATTORNEY-A7427 :notification of extincation of power of attorney

ATTORNEY-A7428 :notification of restricted citation of general power of attorney

ATTORNEY-A7431 :notification of change/alteration of sub attorney

ATTORNEY-A7432 :notification of acceptance of power of sub attorney

ATTORNEY-A7433 :notification of appointment of power of sub attorney

ATTORNEY-A7434 :notification of resignation of power of sub attorney

ATTORNEY-A7435 :notification of revocation of power of sub attorney

ATTORNEY-A7436 :notification of change of sub attorney

ATTORNEY-A7437 :notification of extinction of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT DES-ATTNY  - - ((ATTORNEY-A7421 | ATTORNEY-A7422 | ATTORNEY-A7423 | 

               ATTORNEY-A7424 | ATTORNEY-A7425 | ATTORNEY-A7426 | ATTORNEY-A7427 | 

               ATTORNEY-A7428 | ATTORNEY-A7431 | ATTORNEY-A7432 | ATTORNEY-A7433 | 

               ATTORNEY-A7434 | ATTORNEY-A7435 | ATTORNEY-A7436 | ATTORNEY-A7437),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-ATTNY is defined contents of design attoney document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-ATTNY PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Attorney Document//EN">

%CONT-DES-ATTNY;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Design Etcetera Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Etcetera Document

DTD Level : 1

Rev Date : 21 MAY 2015

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design etcetera document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-ETC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Etcetera Document//EN" []>

=========================================================

DES-ETC treats

ETCETERA-A691 :miscellaneous document

ETCETERA-A871 :explanation of circumstancess concerning accelerated examination

ETCETERA-A872 :supplement of explanation of circumstances concerning accelerated examination

ETCETERA-A824 :supplement of sample

ETCETERA-A781 :written statement

ETCETERA-A821 :supplement of procedure

ETCETERA-A601 :request of extension of period

ETCETERA-A907 :request of change of period for secret design

ETCETERA-A826 :notification of consultation-result

ETCETERA-A7731 :conversion of application to similar design

ETCETERA-A7732 :conversion of application to principal design

ETCETERA-A915 :

ETCETERA-A916 :

=========================================================

2015.5.21 add ETCETERA-A916-->

<!ELEMENT DES-ETC  - - ((ETCETERA-A691 | ETCETERA-A871 | ETCETERA-A872 | (

               ETCETERA-A824,MODEL-ARTICLE?,SAMPLE-ARTICLE?) | ETCETERA-A781 | 

               ETCETERA-A821 | ETCETERA-A601 | ETCETERA-A907 | ETCETERA-A826 | 

               ETCETERA-A7731 | ETCETERA-A7732 | ETCETERA-A915 | ETCETERA-A916),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-ETC is defined contents of design etcetera document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-ETC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Etcetera Document//EN">

%CONT-DES-ETC;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Design Response Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Response Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design response document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-RSPNS PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Response Document//EN" []>

=========================================================

DES-RSPNS treats

RESPONSE-A53 :written option

RESPONSE-A59 :written argument

=========================================================-->

<!ELEMENT DES-RSPNS  - - ((RESPONSE-A53 | RESPONSE-A59),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-RSPNS is defined contents of design response document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-RSPNS PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Response Document//EN">

%CONT-DES-RSPNS;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Design Submission Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Design Submission Document

DTD Level : 1

Rev Date : 21 MAY 2015

Highlights : None

Comment:This DTD is defined design submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DES-SUBMSN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Submission Document//EN" []>

=========================================================

DES-SUBMSN treats

PRESENTMENT-A79 :written submission of priority certificate

PRESENTMENT-A80 :written submission of exceptions to lack of novelty of invention

PRESENTMENT-A81 :written submission of certificate filing date

PRESENTMENT-A82 :written submission of evidence

PRESENTMENT-A822 :written submission of certificate

PRESENTMENT-A833 :written submission of character-submission

PRESENTMENT-A802 :

=========================================================

2015.5.21 add PRESENTMENT-A802-->

<!ELEMENT DES-SUBMSN  - - ((PRESENTMENT-A79 | PRESENTMENT-A80 | PRESENTMENT-A81 | 

               PRESENTMENT-A82 | PRESENTMENT-A822 | PRESENTMENT-A833 | 

               PRESENTMENT-A802),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-DES-SUBMSN is defined contents of design submission document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DES-SUBMSN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Submission Document//EN">

%CONT-DES-SUBMSN;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Demand For A Trial

=========================================================

DTD Reference : JPO Demand For A Trial

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined demand for a trial

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE DMND-TRIAL PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Demand For A Trial//EN" []>

=========================================================

DMND-TRIAL treats

APPEAL-C60 :demand for a trial

=========================================================-->

<!ELEMENT DMND-TRIAL  - - (APPEAL-C60,ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-RFI is defined contents of demand for a trial

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-DMND-TRIAL PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Demand For A Trial//EN">

%CONT-DMND-TRIAL;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Withdrawal And Abandonment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Withdrawal And Abandonment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark withdrawal and abandonment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-ABNDN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Withdrawal And Abandonment Document//EN" []>

=========================================================

TM-ABNDN treats

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761:written withdrawal of application

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762:abandonment of application

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765:abandonment of claim of priority priority

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766:written withdrawal of request for replacement of

Goods and Class of registered trademark

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768:written withdrawal of claim concerning the

Special Provisions

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-ABNDN  - - ((WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761 | WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762 | 

               WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765 | WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768 | 

               WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-ABNDN is defined contents of trademark withdrawal and abandonment document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-ABNDN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Withdrawal And Abandonment Document//EN">

%CONT-TM-ABNDN;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Amendment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Amendment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark amendment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Amendment Document//EN" []>

=========================================================

TM-AMND treats

AMENDMENT-A51 :written formality amendment

AMENDMENT-A523 :written amendment

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-AMND  - - ((AMENDMENT-A51 | AMENDMENT-A523),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;

<!-- 

=========================================================

COM-TM-AMND is defined common elements of amendment for trademark

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-TM-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Common Elements Of Amendment For Trademark//EN">

%COM-TM-AMND;

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-AMND is defined contents of trademark amendment document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Amendment Document//EN">

%CONT-TM-AMND;



<!--<Title>JPO Trademark Applicant Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Applicant Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark applicant document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-APLCNT PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Applicant Document//EN" []>

=========================================================

TM-APLCNT treats

APPLICANT-A711 :notification of change in applicant

APPLICANT-A712 :notification of change in applicant under general succession

APPLICANT-A713 :notification of change in applicant concerning the Special Provisions

APPLICANT-A714 :notification of change in applicant under general succession

concerning the Special Provisions

APPLICANT-A715 :notification of change in applicant for replacement of Goods and

Class of registered trademark

APPLICANT-A55 :requeat of resumption

APPLICANT-A681 :notification of appointment of the representative

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-APLCNT  - - ((APPLICANT-A711 | APPLICANT-A712 | APPLICANT-A713 | 

               APPLICANT-A714 | APPLICANT-A715 | APPLICANT-A55 | APPLICANT-A681),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-APLCNT is defined contents of trademark applicant document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-APLCNT PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Applicant Document//EN">

%CONT-TM-APLCNT;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Application Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Application Document

DTD Level : 1

Rev Date : 31 AUG 2005

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark application Document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-APP-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Application Document//EN" []>

=========================================================

TM-APP-DOC treats

APPLICATION-A63 :trademark-application

APPLICATION-A639 :collective trademark-application

APPLICATION-A638 :

APPLICATION-A632 :defensive mark-application

APPLICATION-A633 :request for renewal under registered defensive mark

APPLICATION-A634 :request for replacement of Goods and Class of registered

trademark

APPLICATION-A635 :request for replacement of Goods and Class of

registered defensive trademark

APPLICATION-A637 :request for renewal of double registrations

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-APP-DOC  - - (((APPLICATION-A63 | APPLICATION-A639 | APPLICATION-A638 | 

               APPLICATION-A632 | APPLICATION-A633 | APPLICATION-A634 | APPLICATION-A635 | 

               APPLICATION-A637),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) | 

               PARENT-APPLICATION-DATA) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-APP-DOC is defined contents of trademark application document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-APP-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Application Document//EN">

%CONT-TM-APP-DOC;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Attorney Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Attorney Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark attorney Document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-ATTNY PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Attorney Document//EN" []>

=========================================================

TM-ATTNY treats

ATTORNEY-A7421 :notification of change of attorney

ATTORNEY-A7422 :notification of acceptance of power of attorney

ATTORNEY-A7423 :notification of appointment of power of attorney

ATTORNEY-A7424 :notification of resignation of power of attorney

ATTORNEY-A7425 :notification of revocation of power of attorney

ATTORNEY-A7426 :notification of change of attorney

ATTORNEY-A7427 :notification of extincation of power of attorney

ATTORNEY-A7428 :notification of restricted citation of general power of attorney

ATTORNEY-A7431 :notification of change/alteration of sub attorney

ATTORNEY-A7432 :notification of acceptance of power of sub attorney

ATTORNEY-A7433 :notification of appointment of power of sub attorney

ATTORNEY-A7434 :notification of resignation of power of sub attorney

ATTORNEY-A7435 :notification of revocation of power of sub attorney

ATTORNEY-A7436 :notification of change of sub attorney

ATTORNEY-A7437 :notification of extinction of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-ATTNY  - - ((ATTORNEY-A7421 | ATTORNEY-A7422 | ATTORNEY-A7423 | 

               ATTORNEY-A7424 | ATTORNEY-A7425 | ATTORNEY-A7426 | ATTORNEY-A7427 | 

               ATTORNEY-A7428 | ATTORNEY-A7431 | ATTORNEY-A7432 | ATTORNEY-A7433 | 

               ATTORNEY-A7434 | ATTORNEY-A7435 | ATTORNEY-A7436 | ATTORNEY-A7437),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-ATTNY is defined contents of trademark attoney document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-ATTNY PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Attorney Document//EN">

%CONT-TM-ATTNY;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Etcetera Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Etcetera Document

DTD Level : 1

Rev Date : 2 DEC 2014

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark etcetera document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-ETC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Etcetera Document//EN" []>

=========================================================

TM-ETC treats

ETCETERA-A691 :miscellaneous documentetcetera

ETCETERA-A871 :explanation of circumstancess concerning accelerated examination

ETCETERA-A872 :supplement of explanation of circumstances concerning accelerated examination

ETCETERA-A781 :written statement

ETCETERA-A821 :supplement of procedure

ETCETERA-A601 :request of extension of period

ETCETERA-A831 :written submission of publication

ETCETERA-A908 :notification of consultation-result

ETCETERA-A915 :

ETCETERA-A603 :

=========================================================

2014.12.2 add ETCETERA-A603-->

<!ELEMENT TM-ETC  - - ((ETCETERA-A691 | ETCETERA-A871 | ETCETERA-A872 | 

               ETCETERA-A781 | ETCETERA-A821 | ETCETERA-A601 | ETCETERA-A831 | 

               ETCETERA-A908 | ETCETERA-A915 | ETCETERA-A603),

               ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-ETC is defined contents of trademark etcetera document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-ETC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Etcetera Document//EN">

%CONT-TM-ETC;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Response Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Response Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark response document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-RSPNS PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Response Document//EN" []>

=========================================================

TM-RSPNS treats

RESPONSE-A53 :written option

RESPONSE-A59 :written argument

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-RSPNS  - - ((RESPONSE-A53 | RESPONSE-A59),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-RSPNS is defined contents of trademark response document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-RSPNS PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Response Document//EN">

%CONT-TM-RSPNS;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trademark Submission Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trademark Submission Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trademark submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TM-SUBMSN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trademark Submission Document//EN" []>

=========================================================

TM-SUBMSN treats

PRESENTMENT-A79 :written submission of priority certificate

PRESENTMENT-A80 :written submission of evidense of special provision

PRESENTMENT-A81 :written submission of certificate filing date

PRESENTMENT-A82 :written submission of evidence

PRESENTMENT-A822 :written submission of certificate

=========================================================-->

<!ELEMENT TM-SUBMSN  - - ((PRESENTMENT-A79 | PRESENTMENT-A80 | PRESENTMENT-A81 | 

               PRESENTMENT-A82 | PRESENTMENT-A822),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TM-SUBMSN is defined contents of trademark submission document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TM-SUBMSN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Submission Document//EN">

%CONT-TM-SUBMSN;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Trial Intermediate Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Trial Intermediate Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:This DTD is defined trial intermediate document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE TRIAL-INT-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Trial Intermediate Document//EN" []>

=========================================================

TRIAL-INT-DOC treats

APPEAL-C609 :written withdrawal of trial

APPEAL-C64 :declaration of proceeding resumption

APPEAL-C6515 :explanation of evidence

APPEAL-C655 :declaration of inspection

APPEAL-C6512 :declaration of oral trial examination

APPEAL-C6513 :summary statement of oral trial examination

APPEAL-C652 :declaration of examination of evidence

APPEAL-C6541 :written porblem of examination

APPEAL-C6514 :declaration of evidence

APPEAL-C654 :declaration of examination of a witness

APPEAL-C657 :declaration of expert opinion

APPEAL-C6572 :written porblem of expert opinion

APPEAL-C6544 :declaration of documentary evidence

APPEAL-C6546 :declaration of specific document

APPEAL-C6517 :explanation of a recording tape

APPEAL-C6542 :document of reply wish matter

APPEAL-C54 :written answer

APPEAL-C6511 :declaration of documentary conclusion

APPEAL-C875 :explanation of circumstancess concerning preferential proceedings

APPEAL-C876 :explanation of circumstancess concerning accelerated proceedings

APPEAL-C877 :supplement of explanation of circumstances concerning accelerated proceedings

APPEAL-C6543 :written submission replacement of examination

APPEAL-C6573 :written expert

APPEAL-C659 :demand for an appointed day of examination of evidence

APPEAL-C6591 :written withdrawal of examination of evidence

APPEAL-C6592 :notification of nonattendance of witness

=========================================================-->

<!ELEMENT TRIAL-INT-DOC  - - ((APPEAL-C609 | APPEAL-C64 | APPEAL-C6515 | 

               APPEAL-C655 | APPEAL-C6512 | APPEAL-C6513 | APPEAL-C652 | 

               APPEAL-C6541 | APPEAL-C6514 | APPEAL-C654 | APPEAL-C657 | 

               APPEAL-C6572 | APPEAL-C6544 | APPEAL-C6546 | APPEAL-C6517 | 

               APPEAL-C6542 | APPEAL-C54 | APPEAL-C6511 | APPEAL-C875 | APPEAL-C876 | 

               APPEAL-C877 | APPEAL-C6543 | APPEAL-C6573 | APPEAL-C659 | 

               APPEAL-C6591 | APPEAL-C6592),ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE?) >

<!-- 

=========================================================

CONT-TRIAL-INT-DOC is defined contents of trial intermedeiate document

========================================================= -->

<!ENTITY % CONT-TRIAL-INT-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trial Intermediate Document//EN">

%CONT-TRIAL-INT-DOC;

<!-- 

=========================================================

COM-ACC-DOC is defined accept document commmon elements

========================================================= -->

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;



<!--<Title>JPO Contents Of Design Withdrawal And Abandonment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Withdrawal And Abandonment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-DES-ABNDN is defined contents of design withdrawal and abandonment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-ABNDN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Withdrawal And Abandonment Document//EN">

%CONT-DES-ABNDN;

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761:written withdrawal of application

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762:abandonment of application

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765:abandonment of claim of priority priority

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Amendment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Amendment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-DES-AMND is defined contents of design amendment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Amendment Document//EN">

%CONT-DES-AMND;

=========================================================

AMENDMENT-A51 :written formality amendment

=========================================================-->

<!ELEMENT AMENDMENT-A51  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               AMENDMENT-ARTICLE?,AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

AMENDMENT-A523 :written amendment

=========================================================-->

<!ELEMENT AMENDMENT-A523  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               AMENDMENT-ARTICLE?,AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Applicant Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Applicant Document

DTD Level : 1

Rev Date : 26 JUN 2006

Highlights : None

Comment:CONT-DES-APLCNT is defined contents of design applicant document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-APLCNT PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Applicant Document//EN">

%CONT-DES-APLCNT;

=========================================================

APPLICANT-A55 :requeat of resumption

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A55  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A681 :notification of appointment of the representative

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A681  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A711 :notification of change in applicant

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A711  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,TRUST-RELATION?,ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A712 :notification of change in applicant under general succession

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A712  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Application Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Application Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-DES-APP-DOC is defined contents of design application document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-APP-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Application Document//EN">

%CONT-DES-APP-DOC;

=========================================================

APPLICATION-A63 :design-application

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICATION-A63  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE?,PARENT-APPLICATION-ARTICLE?,

               PARTICAL-DESIGN?,NAME-OF-DESIGN-ARTICLE,CREATOR-ARTICLE?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,

               SECRET-DESIGN-TERM?,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,TRUST-RELATION?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               PROOF-NECESSITY?,EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART?,

               EXPLANATION-OF-THE-DESIGN?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

APPLICATION-A636 :similar-design-application

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICATION-A636  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE?,PARENT-APPLICATION-ARTICLE?,

               NAME-OF-DESIGN-ARTICLE,CREATOR-ARTICLE?,REQUESTER-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,SECRET-DESIGN-TERM?,

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,SHARE-RATE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               TRUST-RELATION?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART?,EXPLANATION-OF-THE-DESIGN?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Attorney Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Attorney Document

DTD Level : 1

Rev Date : 31 MAR 1999

Highlights : None

Comment:CONT-DES-ATTNY is defined contents of design attoney document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-ATTNY PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Attorney Document//EN">

%CONT-DES-ATTNY;

=========================================================

ATTORNEY-A7421 :notification of change of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7421  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7422 :notification of acceptance of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7422  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7423 :notification of appointment of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7423  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7424 :notification of resignation of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7424  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7425 :notification of revocation of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7425  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7426 :notification of change of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7426  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7427 :notification of extincation of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7427  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7428 :notification of restricted citation of general power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7428  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7431 :notification of change/alteration of sub attorney



=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7431  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7432 :notification of acceptance of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7432  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7433 :notification of appointment of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7433  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7434 :notification of resignation of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7434  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7435 :notification of revocation of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7435  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7436 :notification of change of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7436  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ATTORNEY-A7437 :notification of extinction of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7437  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Etcetera Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Etcetera Document

DTD Level : 1

Rev Date : 21 MAY 2015

Highlights : None

Comment:CONT-DES-ETC is defined contents of design submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-ETC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Etcetera Document//EN">

%CONT-DES-ETC;

=========================================================

ETCETERA-A601 :request of extension of period

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A601  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A691 :miscellaneous document

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A691  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A7731 :conversion of application to similar design

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A7731  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A7732 :conversion of application to principal design

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A7732  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,SHARE-RATE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A781 :written statement

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A781  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A821 :supplement of procedure

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A821  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A824 :supplement of sample

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A824  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A826 :notification of consultation-result

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A826  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE?,

               CONSULTATION-PERSON-ARTICLE?,CONSULTATION-RESULT-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================



ETCETERA-A871 :explanation of circumstancess concerning accelerated examination

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A871  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A872 :supplement of explanation of circumstances concerning accelerated examination

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A872  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A907 :request of change of period for secret design

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A907  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A915 :

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A915  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,TARGET-DOCUMENT?,

               AMOUNT-PAID?,AMOUNT-PROPER-PAYMENT?,AMOUNT-RESTORATION-CLAIM?,

               BANK-ACCOUNT?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--ETCETERA-A916 was added on 2015.5.21

=========================================================

ETCETERA-A916 :

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A916  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,REQUESTER-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,AMOUNT-PAID?,BANK-ACCOUNT?,

               ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Demand For A Trial

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Demand For A Trial

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-TM-RFI is defined contents of demand for a trial

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DMND-TRIAL PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Demand For A Trial//EN">

%CONT-DMND-TRIAL;

=========================================================

APPEAL-C60 :demand for a trial

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C60  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,NUMBER-OF-CLAIM?,NUMBER-OF-CLASS?,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,SHARE-RATE?,CHARGE-ARTICLE?,

               RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Response Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Response Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-DES-RSPNS is defined contents of design submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-RSPNS PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Response Document//EN">

%CONT-DES-RSPNS;

=========================================================

RESPONSE-A53 :written option

=========================================================-->

<!ELEMENT RESPONSE-A53  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

RESPONSE-A59 :written argument

=========================================================-->

<!ELEMENT RESPONSE-A59  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Design Submission Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Design Submission Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 MAY 2015

Highlights : None

Comment:CONT-DES-SUBMSN is defined contents of design submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-DES-SUBMSN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Design Submission Document//EN">

%CONT-DES-SUBMSN;

=========================================================

PRESENTMENT-A79 :written submission of priority certificate

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A79  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,

               ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A80 :written submission of exceptions to lack of novelty of invention

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A80  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--PRESENTMENT-A802 was added on 2015.5.22

=========================================================

PRESENTMENT-A802 :

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A802  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A81 :written submission of certificate filing date

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A81  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               NOTICE-FILING-DATE?,PROOF-FILING-DATE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A82 :written submission of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A82  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OBJECT-NAME?,DISPATCH-NUMBER?,

               DISPATCH-DATE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A822 :written submission of certificate

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A822  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A833 :written submission of character-submission

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A833  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CHARACTERISTIC-OF-DESIGN,

               EXPLANATORY-FIGURE-GROUP?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Withdrawal And Abandonment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Withdrawal And Abandonment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

comment:CONT-TM-ABNDN is defined contents of trademark withdrawal and abandonment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-ABNDN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Withdrawal And Abandonment Document//EN">

%CONT-TM-ABNDN;

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761:written withdrawal of application

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762:abandonment of application

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765:abandonment of claim of priority priority

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766:written withdrawal of request for replacement of

Goods and Class of registered trademark

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768:written withdrawal of claim concerning the

Special Provisions

=========================================================-->

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,

               PROOF-NECESSITY?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Amendment Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Amendment Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-TM-AMND is defined contents of trademark amendment document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Amendment Document//EN">

%CONT-TM-AMND;

=========================================================

AMENDMENT-A51 :written formality amendment

=========================================================-->

<!ELEMENT AMENDMENT-A51  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               AMENDMENT-ARTICLE?,AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

AMENDMENT-A523 :written amendment

=========================================================-->

<!ELEMENT AMENDMENT-A523  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               AMENDMENT-ARTICLE?,AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Applicant Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Applicant Document

DTD Level : 1

Rev Date : 26 JUN 2006

Highlights : None

Comment:CONT-TM-APLCNT is defined contents of trademark applicant document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-APLCNT PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Applicant Document//EN">

%CONT-TM-APLCNT;

=========================================================

APPLICANT-A55 :requeat of resumption

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A55  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A681 :notification of appointment of the representative

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A681  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A711 :notification of change in applicant

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A711  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,TRUST-RELATION?,ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A712 :notification of change in applicant under general succession

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A712  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A713 :notification of change in applicant concerning the Special Provisions

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A713  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A714 :notification of change in applicant under general succession

concerning the Special Provisions

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A714  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICANT-A715 :notification of change in applicant for replacement of Goods and

Class of registered trademark

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICANT-A715  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Application Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Application Document

DTD Level : 1

Rev Date : 5 AUG 2013

Highlights : None

Comment:CONT-TM-APP-DOC is defined contents of trademark application document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-APP-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Application Document//EN">

%CONT-TM-APP-DOC;

=========================================================

APPLICATION-A63 :trademark-application

=========================================================-->

<!--MOTION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--HOLOGRAM-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--COLOR-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--SOUND-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--POSITION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--OTHER-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART was added on 2013.8.5-->

<!ELEMENT APPLICATION-A63  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               TRADEMARK-ARTICLE,STANDARD-CHARACTER?,THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK?,

               MOTION-TRADEMARK?,HOLOGRAM-TRADEMARK?,COLOR-TRADEMARK?,

               SOUND-TRADEMARK?,POSITION-TRADEMARK?,OTHER-TRADEMARK?,

               DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART?,CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART,

               PARENT-APPLICATION-ARTICLE?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICATION-A632 :defensive mark-application

=========================================================-->

<!--MOTION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--HOLOGRAM-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--COLOR-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--SOUND-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--POSITION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--OTHER-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART was added on 2013.8.5-->

<!ELEMENT APPLICATION-A632  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               TRADEMARK-ARTICLE,STANDARD-CHARACTER?,THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK?,

               MOTION-TRADEMARK?,HOLOGRAM-TRADEMARK?,COLOR-TRADEMARK?,

               SOUND-TRADEMARK?,POSITION-TRADEMARK?,OTHER-TRADEMARK?,

               DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART?,CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART,

               PARENT-APPLICATION-ARTICLE?,TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,

               SHARE-RATE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               PROOF-NECESSITY?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICATION-A633 :request for renewal under registered defensive mark

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICATION-A633  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER,

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,SHARE-RATE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICATION-A634 :request for replacement of Goods and Class of registered

trademark

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICATION-A634  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER?,

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               PROOF-NECESSITY?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICATION-A635 :request for replacement of Goods and Class of

registered defensive trademark

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICATION-A635  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER?,

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               PROOF-NECESSITY?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--=========================================================

APPLICATION-A637 :request for renewal of double registrations

=========================================================-->

<!ELEMENT APPLICATION-A637  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER,REQUESTER-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICATION-A638 :

=========================================================-->

<!--MOTION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--HOLOGRAM-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--COLOR-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--SOUND-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--POSITION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--OTHER-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART was added on 2013.8.5-->

<!ELEMENT APPLICATION-A638  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               TRADEMARK-ARTICLE,STANDARD-CHARACTER?,THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK?,

               MOTION-TRADEMARK?,HOLOGRAM-TRADEMARK?,COLOR-TRADEMARK?,

               SOUND-TRADEMARK?,POSITION-TRADEMARK?,OTHER-TRADEMARK?,

               DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART?,CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART,

               PARENT-APPLICATION-ARTICLE?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPLICATION-A639 :collective trademark-application

=========================================================-->

<!--MOTION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--HOLOGRAM-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--COLOR-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--SOUND-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--POSITION-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--OTHER-TRADEMARK was added on 2013.6.13-->

<!--DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART was added on 2013.8.5-->

<!ELEMENT APPLICATION-A639  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE?,SUBMISSION-DATE?,ADDRESSED-TO-PERSON?,

               TRADEMARK-ARTICLE,STANDARD-CHARACTER?,THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK?,

               MOTION-TRADEMARK?,HOLOGRAM-TRADEMARK?,COLOR-TRADEMARK?,

               SOUND-TRADEMARK?,POSITION-TRADEMARK?,OTHER-TRADEMARK?,

               DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART?,CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART,

               PARENT-APPLICATION-ARTICLE?,REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE?,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,SHARE-RATE?,

               CHARGE-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Attorney Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Attorney Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-TM-ATTNY is defined contents of trademark attoney document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-ATTNY PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Attorney Document//EN">

%CONT-TM-ATTNY;

=========================================================

ATTORNEY-A7421 :notification of change of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7421  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7422 :notification of acceptance of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7422  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7423 :notification of appointment of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7423  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7424 :notification of resignation of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7424  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7425 :notification of revocation of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7425  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7426 :notification of change of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7426  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7427 :notification of extincation of power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7427  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7428 :notification of restricted citation of general power of attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7428  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,



               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7431 :notification of change/alteration of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7431  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7432 :notification of acceptance of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7432  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7433 :notification of appointment of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7433  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7434 :notification of resignation of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7434  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE?,

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7435 :notification of revocation of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7435  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7436 :notification of change of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7436  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

ATTORNEY-A7437 :notification of extinction of power of sub attorney

=========================================================-->

<!ELEMENT ATTORNEY-A7437  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE?,PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Etcetera Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Etcetera Document

DTD Level : 1

Rev Date : 23 JAN 2015

Highlights : None

Comment:CONT-TM-ETC is defined contents of trademark submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-ETC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Etcetera Document//EN">

%CONT-TM-ETC;

=========================================================

ETCETERA-A601 :request of extension of period

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A601  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A603 :2015.1.23 add ETCETERA-A603

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A603  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,REQUESTER-ARTICLE,

               ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A691 :miscellaneous documentetcetera

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A691  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A781 :written statement

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A781  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A821 :supplement of procedure

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A821  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A831 :written submission of publication

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A831  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OBJECT-NAME?,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A871 :explanation of circumstancess concerning accelerated examination

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A871  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A872 :supplement of explanation of circumstances concerning accelerated examination

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A872  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A908 :notification of consultation-result

=========================================================-->



<!ELEMENT ETCETERA-A908  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE?,

               CONSULTATION-PERSON-ARTICLE?,CONSULTATION-RESULT-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

ETCETERA-A915 :

=========================================================-->

<!ELEMENT ETCETERA-A915  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,TARGET-DOCUMENT?,AMOUNT-PAID?,

               AMOUNT-PROPER-PAYMENT?,AMOUNT-RESTORATION-CLAIM?,BANK-ACCOUNT?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trial Intermediate Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trial Intermediate Document

DTD Level : 1

Rev Date : 24 AUG 2000

Highlights : None

Comment:CONT-TRIAL-INT-DOC is defined contents of trial intermedeiate document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TRIAL-INT-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trial Intermediate Document//EN">

%CONT-TRIAL-INT-DOC;

=========================================================

APPEAL-C54 :written answer

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C54  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C609 :written withdrawal of trial

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C609  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C64 :declaration of proceeding resumption

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C64  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6511 :declaration of documentary conclusion

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6511  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6512 :declaration of oral trial examination

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6512  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6513 :summary statement of oral trial examination

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6513  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6514 :declaration of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6514  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6515 :explanation of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6515  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6517 :explanation of a recording tape

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6517  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--=========================================================

APPEAL-C652 :declaration of examination of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C652  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C654 :declaration of examination of a witness

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C654  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6541 :written porblem of examination

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6541  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6542 :document of reply wish matter

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6542  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6543 :written submission replacement of examination

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6543  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6544 :declaration of documentary evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6544  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6546 :declaration of specific document

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6546  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C655 :declaration of inspection

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C655  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C657 :declaration of expert opinion

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C657  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6572 :written porblem of expert opinion

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6572  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6573 :written expert

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6573  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,



               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C659 :demand for an appointed day of examination of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C659  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,

               CONTENTS-PART-ARTICLE?,CHARGE-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6591 :written withdrawal of examination of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6591  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C6592 :notification of nonattendance of witness

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C6592  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C875 :explanation of circumstancess concerning preferential proceedings

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C875  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               PRESENTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C876 :explanation of circumstancess concerning accelerated proceedings

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C876  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

APPEAL-C877 :supplement of explanation of circumstances concerning accelerated proceedings

=========================================================-->

<!ELEMENT APPEAL-C877  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,CONTENTS-PART-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Response Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Response Document

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

Comment:CONT-TM-RSPNS is defined contents of trademark submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-RSPNS PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Response Document//EN">

%CONT-TM-RSPNS;

=========================================================

RESPONSE-A53 :written option

=========================================================-->

<!ELEMENT RESPONSE-A53  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--

=========================================================

RESPONSE-A59 :written argument

=========================================================-->

<!ELEMENT RESPONSE-A59  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               OPINION-CONTENTS-ARTICLE?,PROOF-MEANS?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!--<Title>JPO Contents Of Trademark Submission Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Contents Of Trademark Submission Document

DTD Level : 1

Rev Date : 24 AUG 2000

Highlights : None

Comment:CONT-TM-SUBMSN is defined contents of trademark submission document

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % CONT-TM-SUBMSN PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Contents Of Trademark Submission Document//EN">

%CONT-TM-SUBMSN;

=========================================================

PRESENTMENT-A79 :written submission of priority certificate

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A79  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE?,

               ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A80 :written submission of evidense of special provision

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A80  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A81 :written submission of certificate filing date

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A81  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               NOTICE-FILING-DATE?,PROOF-FILING-DATE?,ETC?,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A82 :written submission of evidence

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A82  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,OBJECT-NAME?,DISPATCH-NUMBER?,

               DISPATCH-DATE?,ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >

<!--=========================================================

PRESENTMENT-A822 :written submission of certificate

=========================================================-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A822  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ADDRESSED-TO-PERSON?,INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,PROOF-NECESSITY?,

               REQUESTER-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE?,DISPATCH-NUMBER?,DISPATCH-DATE?,

               ETC?,SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE?,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE?) >



<!ENTITY % IN-OTHERS  "(CONSTRUCT-DATE,TEXT-UNIT-GROUP,APPROVAL-COLUMN-ARTICLE)" >

<!--<Title>JPO Accept Document Commmon Elements

=========================================================

DTD Reference : JPO Accept Document Commmon Elements

DTD Level : 1

Rev Date : 5 AUG 2013

Highlights : None

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % COM-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Accept Document Commmon Elements//EN">

%COM-ACC-DOC;-->

<!-- MOTION-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!-- HOLOGRAM-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!-- COLOR-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!-- SOUND-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!-- POSITION-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!-- OTHER-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!-- DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART was added on 2013.8.5 -->

<!ELEMENT COM-ACC-DOC  - - (DOCUMENT-NAME,ARRANGEMENT-NUMBER,

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE,SUBMISSION-DATE,ADDRESSED-TO-PERSON,

               INDICATION-OF-CASE-ARTICLE,APPEAL-ARTICLE,PROOF-NECESSITY,

               PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE,PARENT-APPLICATION-ARTICLE,

               SECRET-DESIGN-TERM,NAME-OF-DESIGN-ARTICLE,TRADEMARK-ARTICLE,

               STANDARD-CHARACTER,THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK,MOTION-TRADEMARK,

               HOLOGRAM-TRADEMARK,COLOR-TRADEMARK,SOUND-TRADEMARK,

               POSITION-TRADEMARK,OTHER-TRADEMARK,DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART,

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART,TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER,

               TRADEMARK-APPLICATION-NUMBER,PARTICAL-DESIGN,NUMBER-OF-CLAIM,

               NUMBER-OF-CLASS,CREATOR-ARTICLE,REQUESTER-ARTICLE,PRESENTER-ARTICLE,

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE,ATTORNEY-ARTICLE,

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE,ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE,

               NOTICE-CONTENTS-GROUP,ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE,

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE,PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE,SHARE-RATE,

               CHARGE-ARTICLE,DISPATCH-NUMBER,DISPATCH-DATE,

               AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE,NOTICE-FILING-DATE,PROOF-FILING-DATE,

               CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE,CONSULTATION-PERSON-ARTICLE,

               CONSULTATION-RESULT-ARTICLE,OPINION-CONTENTS-ARTICLE,

               PROOF-OR-DELIVERTY-DOCUMENT,RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS,PROOF-MEANS,

               REJECTION-CASE-ACCEPT-NOTICE-ART,DELIVERY-WAY,CLAIMS-COPIES-NUMBER,

               APPLICATION-COUNTRY-ARTICLE,EXPLANATORY-FIGURE-GROUP,ETC,

               TRUST-RELATION,PROOF-MATTER-ARTICLE,CONTENTS-PART-ARTICLE,

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE,EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART,

               EXPLANATION-OF-THE-DESIGN,RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE,DRAWING-ARTICLE*,

               PHOTOGRAPH-ARTICLE*,SAMPLE-ARTICLE,MODEL-ARTICLE,

               CHARACTERISTIC-OF-DESIGN,ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE,

               ORIGINAL-DATA-ARTICLE,PARENT-APPLICATION-DATA,

               TARGET-DOCUMENT,AMOUNT-PAID,AMOUNT-PROPER-PAYMENT,

               AMOUNT-RESTORATION-CLAIM,BANK-ACCOUNT,%IN-OTHERS;) >

<!ELEMENT DOCUMENT-NAME  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST DOCUMENT-NAME

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ARRANGEMENT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ARRANGEMENT-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE  - - (ARTICLE+) >

<!ATTLIST SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SUBMISSION-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST SUBMISSION-DATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ADDRESSED-TO-PERSON  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ADDRESSED-TO-PERSON

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT INDICATION-OF-CASE-ARTICLE  - - (REGISTRATION-NUMBER?,APPEAL-NUMBER?,

               APPEAL-DATE?,APPLICATION-NUMBER?,FILING-DATE?,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               RECEIPT-NUMBER?) >

<!ATTLIST INDICATION-OF-CASE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-ARTICLE  - - (APPEAL-NUMBER?,APPEAL-DATE?,APPLICATION-NUMBER?,

               KIND-OF-APPEALS?,ARRANGEMENT-NUMBER?) >



<!ATTLIST APPEAL-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROOF-NECESSITY  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST PROOF-NECESSITY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE  - - (APPLICATION-NUMBER?,

               REGISTRATION-NUMBER?,APPEAL-NUMBER?,FILING-DATE?,ARRANGEMENT-NUMBER?) >

<!ATTLIST PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PARENT-APPLICATION-ARTICLE  - - (APPLICATION-NUMBER?,FILING-DATE?,

               AMMENDMENT-SUBMISSION-DATE?,ARRANGEMENT-NUMBER?) >

<!ATTLIST PARENT-APPLICATION-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SECRET-DESIGN-TERM  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST SECRET-DESIGN-TERM

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NAME-OF-DESIGN-ARTICLE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NAME-OF-DESIGN-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT TRADEMARK-ARTICLE  - - (CITATION | (IMAGE+,CITATION?) | (CHARACTER,

               CITATION?)) >

<!ATTLIST TRADEMARK-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT STANDARD-CHARACTER  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST STANDARD-CHARACTER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART  - - (GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP*,

               CITATION?) >

<!ATTLIST CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT TRADEMARK-APPLICATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST TRADEMARK-APPLICATION-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PARTICAL-DESIGN  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST PARTICAL-DESIGN

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NUMBER-OF-CLAIM  - - (#PCDATA) >

<!-- D4-56 D4-57  ADOPTED-LAW was changed into #REQUIRED -->

<!ATTLIST NUMBER-OF-CLAIM

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               ADOPTED-LAW (CLAIM | INVENTION)   #REQUIRED  >

<!ELEMENT NUMBER-OF-CLASS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NUMBER-OF-CLASS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               CLASSIFICATION (JAPANESE)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT CREATOR-ARTICLE  - - (CREATOR-GROUP+) >

<!ATTLIST CREATOR-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT REQUESTER-ARTICLE  - - (REQUESTER-GROUP+) >

<!ATTLIST REQUESTER-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTER-ARTICLE  - - (PRESENTER-GROUP+) >

<!ATTLIST PRESENTER-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE  - - (PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP+) >

<!ATTLIST PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-ARTICLE  - - (ATTORNEY-GROUP+) >

<!ATTLIST ATTORNEY-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE  - - (APPLICANT-OF-CASE-GROUP+) >

<!ATTLIST APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE  - - (ATTORNEY-OF-CASE-GROUP+) >

<!ATTLIST ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NOTICE-CONTENTS-GROUP  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NOTICE-CONTENTS-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE  - - (ATTORNEY-CHANGE-GROUP+) >

<!ATTLIST ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE  - - (ATTORNEY-DISAPPEAR-GROUP+) >

<!ATTLIST ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE  - - (PARIS-PRIORITY-GROUP+) >

<!ATTLIST PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SHARE-RATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST SHARE-RATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER was added by the Internet application. 2003/9/30 -->

<!-- TRANSFER-NUMBER was added by enabling the account transfer. 2007/5/18 -->

<!ELEMENT CHARGE-ARTICLE  - - (PAYMENT-WAY?,ACCOUNT-NUMBER?,PAYMENT-NUMBER?,

               ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER?,TRANSFER-NUMBER?,AMOUNT-OF-FEE?) >

<!ATTLIST CHARGE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT DISPATCH-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST DISPATCH-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT DISPATCH-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST DISPATCH-DATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE  - - (DOCUMENT-NAME?,CHARGE-ARTICLE?) >

<!ATTLIST AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NOTICE-FILING-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NOTICE-FILING-DATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROOF-FILING-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST PROOF-FILING-DATE



               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONSULTATION-PERSON-ARTICLE  - - (CONSULTATION-PERSON-GROUP+) >

<!ATTLIST CONSULTATION-PERSON-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONSULTATION-RESULT-ARTICLE  - - (PARAGRAPH | IMAGE)+ >

<!ATTLIST CONSULTATION-RESULT-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT OPINION-CONTENTS-ARTICLE  - - (PARAGRAPH | IMAGE)+ >

<!ATTLIST OPINION-CONTENTS-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROOF-OR-DELIVERTY-DOCUMENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST PROOF-OR-DELIVERTY-DOCUMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROOF-MEANS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST PROOF-MEANS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT REJECTION-CASE-ACCEPT-NOTICE-ART  - - (APPLICATION-NUMBER?,APPEAL-NUMBER?) >

<!ATTLIST REJECTION-CASE-ACCEPT-NOTICE-ART

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT DELIVERY-WAY  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST DELIVERY-WAY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CLAIMS-COPIES-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CLAIMS-COPIES-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-COUNTRY-ARTICLE  - - (NATION+) >

<!ATTLIST APPLICATION-COUNTRY-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT EXPLANATORY-FIGURE-GROUP  - - (IMAGE+) >

<!ATTLIST EXPLANATORY-FIGURE-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETC  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ETC

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT TRUST-RELATION  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST TRUST-RELATION

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROOF-MATTER-ARTICLE  - - (PARAGRAPH | IMAGE)+ >

<!ATTLIST PROOF-MATTER-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONTENTS-PART-ARTICLE  - - (CONTENTS-PART-GROUP+) >

<!ATTLIST CONTENTS-PART-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE  - - (LIST-GROUP+) >

<!ATTLIST SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT EXPLANATION-OF-THE-DESIGN  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST EXPLANATION-OF-THE-DESIGN

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE  - - (RULE-OUTSIDE-GROUP+) >

<!ATTLIST RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT DRAWING-ARTICLE  - - (DOCUMENT-NAME,FIGURE-GROUP+) >

<!ATTLIST DRAWING-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PHOTOGRAPH-ARTICLE  - - (DOCUMENT-NAME,FIGURE-GROUP+) >

<!ATTLIST PHOTOGRAPH-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SAMPLE-ARTICLE  - - (DOCUMENT-NAME,FIGURE-GROUP+) >

<!ATTLIST SAMPLE-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT MODEL-ARTICLE  - - (DOCUMENT-NAME,FIGURE-GROUP+) >

<!ATTLIST MODEL-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CHARACTERISTIC-OF-DESIGN  - - (PARAGRAPH+) >

<!ATTLIST CHARACTERISTIC-OF-DESIGN

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE  - - (ATTACHING-DOCUMENT-GROUP+) >

<!ATTLIST ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ORIGINAL-DATA-ARTICLE  - - (IMAGE+) >

<!ATTLIST ORIGINAL-DATA-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PARENT-APPLICATION-DATA  - - (IMAGE+) >

<!ATTLIST PARENT-APPLICATION-DATA

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ARTICLE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT REGISTRATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST REGISTRATION-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               KIND-OF-APPLICATION (DESIGN-REGISTRATION | TRADEMARK-REGISTRATION | 

               DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION | REGISTRATION-OF-RENEWAL | 

               REPLACEMENT-REGISTRATION | PATENT-REGISTRATION | 

               UTILITY-MODEL-REGISTRATION)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST APPEAL-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               KIND-OF-APPLICATION (DESIGN-REGISTRATION | TRADEMARK-REGISTRATION | 

               DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION | REGISTRATION-OF-RENEWAL | 

               REPLACEMENT-REGISTRATION | PATENT-REGISTRATION | 

               UTILITY-MODEL-REGISTRATION)   #IMPLIED 

               KIND-OF-APPEAL (APPEAL | INTER-PARTES-TRIAL | OPPOSITION-OF-APPEAL | 

               OPPOSITION-OF-TRIAL | JUDGMENT)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT APPLICATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST APPLICATION-NUMBER



               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               KIND-OF-APPLICATION (DESIGN-REGISTRATION | TRADEMARK-REGISTRATION | 

               DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION | REGISTRATION-OF-RENEWAL | 

               REPLACEMENT-REGISTRATION | PATENT-REGISTRATION | 

               UTILITY-MODEL-REGISTRATION)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT FILING-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST FILING-DATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               KIND-OF-APPLICATION (DESIGN-REGISTRATION | TRADEMARK-REGISTRATION | 

               DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION | REGISTRATION-OF-RENEWAL | 

               REPLACEMENT-REGISTRATION)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT RECEIPT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST RECEIPT-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT KIND-OF-APPEALS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST KIND-OF-APPEALS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMMENDMENT-SUBMISSION-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST AMMENDMENT-SUBMISSION-DATE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CITATION  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CITATION

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT IMAGE  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST IMAGE

               HEIGHT  CDATA    #REQUIRED 

               WIDTH  CDATA    #REQUIRED 

               FILE-NAME  ENTITY    #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CHARACTER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CHARACTER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP  - - (CLASS?,GOODS-AND-SERVICE?) >

<!ATTLIST GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               CLASSIFICATION (JAPANESE | MULTIPLE)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT CREATOR-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,NAME-GROUP?) >

<!ATTLIST CREATOR-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT REQUESTER-GROUP  - - (SHARE?,REPRESENTATIVE-APPLICANT?,

               IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,NAME-GROUP?,OFFICE-ADDRESS?,

               OFFICE?,REPRESENTATIVE-GROUP?,LEGAL-ENTITY-PROPERTY?,NATIONALITY?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?) >

<!ATTLIST REQUESTER-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               KIND-OF-APPLICATION (DESIGN-REGISTRATION | TRADEMARK-REGISTRATION | 

               DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION | REGISTRATION-OF-RENEWAL | 

               REPLACEMENT-REGISTRATION | APPEAL)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTER-GROUP  - - (RELATIONSHIP-WITH-REQUESTER?,IDENTIFICATION-NUMBER?,

               ADDRESS-GROUP?,NAME-GROUP?,OFFICE-ADDRESS?,OFFICE?,

               REPRESENTATIVE-GROUP?,LEGAL-ENTITY-PROPERTY?,NATIONALITY?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?) >

<!ATTLIST PRESENTER-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,(

               ATTORNEY | LAWYER)?,NAME-GROUP?,OFFICE-ADDRESS?,REPRESENTATIVE-GROUP?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?,

               RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER?,RELATION-OF-CASE?) >

<!ATTLIST PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

               KIND-OF-ATTORNEY (REPRESENTATIVE | SUB-REPRESENTATIVE | 

               LEGAL-REPRESENTATIVE | DESIGNATED-REPRESENTATIVE)   #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT ATTORNEY-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,(ATTORNEY | 

               LAWYER)?,NAME-GROUP?,OFFICE-ADDRESS?,REPRESENTATIVE-GROUP?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?,

               RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER?) >

<!ATTLIST ATTORNEY-GROUP

               KIND-OF-ATTORNEY (REPRESENTATIVE | SUB-REPRESENTATIVE | 

               LEGAL-REPRESENTATIVE | DESIGNATED-REPRESENTATIVE)   #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-OF-CASE-GROUP  - - (REPRESENTATIVE-APPLICANT?,

               IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,NAME-GROUP?,

               REPRESENTATIVE-GROUP?,NATIONALITY?,TELEPHONE-NUMBER?,

               FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?,RELATION-OF-CASE?) >

<!ATTLIST APPLICANT-OF-CASE-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-OF-CASE-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,(

               ATTORNEY | LAWYER)?,NAME-GROUP?,REPRESENTATIVE-GROUP?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?,

               RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER?) >

<!ATTLIST ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

               KIND-OF-ATTORNEY (REPRESENTATIVE | SUB-REPRESENTATIVE | 

               LEGAL-REPRESENTATIVE | DESIGNATED-REPRESENTATIVE)   #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-CHANGE-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,(

               ATTORNEY | LAWYER)?,NAME-GROUP?,OFFICE-ADDRESS?,REPRESENTATIVE-GROUP?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?,

               RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER?) >

<!ATTLIST ATTORNEY-CHANGE-GROUP

               KIND-OF-ATTORNEY (REPRESENTATIVE | SUB-REPRESENTATIVE | 

               LEGAL-REPRESENTATIVE | DESIGNATED-REPRESENTATIVE)   #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-DISAPPEAR-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,(

               ATTORNEY | LAWYER)?,NAME-GROUP?,OFFICE-ADDRESS?,REPRESENTATIVE-GROUP?,

               TELEPHONE-NUMBER?,FACSIMILE-NUMBER?,CONTACT?,

               RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER?) >

<!ATTLIST ATTORNEY-DISAPPEAR-GROUP

               KIND-OF-ATTORNEY (REPRESENTATIVE | SUB-REPRESENTATIVE | 

               LEGAL-REPRESENTATIVE | DESIGNATED-REPRESENTATIVE)   #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PARIS-PRIORITY-GROUP  - - (NATION?,FILING-DATE?,APPLICATION-NUMBER?) >

<!ATTLIST PARIS-PRIORITY-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PAYMENT-WAY  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST PAYMENT-WAY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ACCOUNT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ACCOUNT-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PAYMENT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST PAYMENT-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMOUNT-OF-FEE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST AMOUNT-OF-FEE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONSULTATION-PERSON-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,ADDRESS-GROUP?,

               NAME-GROUP?,APPLICATION-NUMBER?,FILING-DATE?,ARRANGEMENT-NUMBER?,

               RECEIPT-NUMBER?) >

<!ATTLIST CONSULTATION-PERSON-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NATION  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NATION

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT CONTENTS-PART-GROUP  - - (CONTENTS-NAME,CONTENTS-GROUP?) >

<!ATTLIST CONTENTS-PART-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- SOUND was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT LIST-GROUP  - - (OBJECT-NAME?,NUMBER-OF-OBJECT?,CITATION?,RETURN-REQUEST?,

               GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID?,SPECIAL-MENTION-WORTHY?,SOUND?) >

<!ATTLIST LIST-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RULE-OUTSIDE-GROUP  - - (ITEM-NAME?,ITEM-CONTENT?) >

<!ATTLIST RULE-OUTSIDE-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT FIGURE-GROUP  - - (TITLE,IMAGE?) >

<!ATTLIST FIGURE-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTACHING-DOCUMENT-GROUP  - - (OBJECT-NAME,CONTENTS-GROUP) >

<!ATTLIST ATTACHING-DOCUMENT-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONSTRUCT-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT TEXT-UNIT-GROUP  - - (TITLE | PARAGRAPH | ORDERED-LIST | UNORDERED-LIST | 

               IMAGE)* >

<!ELEMENT APPROVAL-COLUMN-ARTICLE  - - (STAFF1-GROUP?,STAFF2-GROUP?,STAFF3-GROUP?,

               STAFF4-GROUP?,STAFF5-GROUP?,STAFF6-GROUP?,STAFF7-GROUP?,STAFF8-GROUP?) >

<!ELEMENT CLASS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CLASS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT GOODS-AND-SERVICE  - - (#PCDATA | UNDER-LINE)+ >

<!ATTLIST GOODS-AND-SERVICE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT IDENTIFICATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST IDENTIFICATION-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ADDRESS-GROUP  - - (ADDRESS,ORIGINAL-LANGUAGE?) >

<!ATTLIST ADDRESS-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NAME-GROUP  - - (KANA?,NAME,ORIGINAL-LANGUAGE?) >

<!ATTLIST NAME-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SHARE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST SHARE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT REPRESENTATIVE-APPLICANT  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST REPRESENTATIVE-APPLICANT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               KIND-OF-APPLICATION (DESIGN-REGISTRATION | TRADEMARK-REGISTRATION | 

               DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION | REGISTRATION-OF-RENEWAL | 

               REPLACEMENT-REGISTRATION)   #IMPLIED  >

<!ELEMENT OFFICE-ADDRESS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST OFFICE-ADDRESS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT OFFICE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST OFFICE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT REPRESENTATIVE-GROUP  - - (REPRESENTATIVE+) >

<!ATTLIST REPRESENTATIVE-GROUP



               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT LEGAL-ENTITY-PROPERTY  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST LEGAL-ENTITY-PROPERTY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NATIONALITY  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NATIONALITY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT TELEPHONE-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST TELEPHONE-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT FACSIMILE-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST FACSIMILE-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONTACT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CONTACT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RELATIONSHIP-WITH-REQUESTER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST RELATIONSHIP-WITH-REQUESTER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST ATTORNEY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT LAWYER  - O  EMPTY  >

<!ATTLIST LAWYER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RELATION-OF-CASE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST RELATION-OF-CASE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONTENTS-NAME  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST CONTENTS-NAME

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONTENTS-GROUP  - - (PARAGRAPH | IMAGE)+ >

<!ATTLIST CONTENTS-GROUP

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT OBJECT-NAME  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST OBJECT-NAME

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NUMBER-OF-OBJECT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NUMBER-OF-OBJECT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RETURN-REQUEST  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST RETURN-REQUEST

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SPECIAL-MENTION-WORTHY  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST SPECIAL-MENTION-WORTHY

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT ITEM-NAME  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ITEM-NAME

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ITEM-CONTENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ITEM-CONTENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT TITLE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST TITLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ORDERED-LIST  - - (TITLE?,ITEM+) >

<!ATTLIST ORDERED-LIST

               PREFIX  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT UNORDERED-LIST  - - (TITLE?,ITEM+) >

<!ATTLIST UNORDERED-LIST

               PREFIX  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT STAFF1-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF2-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF3-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF4-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF5-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF6-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF7-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT STAFF8-GROUP  - - (OFFICIAL-TITLE,NAME,STAFF-CODE) >

<!ELEMENT ADDRESS  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ADDRESS

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ORIGINAL-LANGUAGE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ORIGINAL-LANGUAGE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT KANA  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST KANA

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT NAME  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST NAME

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT REPRESENTATIVE  - - (KANA?,REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION,NAME,

               ORIGINAL-LANGUAGE?) >

<!ATTLIST REPRESENTATIVE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ITEM  - - (PARAGRAPH+) >

<!ELEMENT OFFICIAL-TITLE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT STAFF-CODE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- TARGET-DOCUMENT was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT TARGET-DOCUMENT  - - (DOCUMENT-NAME?,SUBMISSION-DATE?) >

<!ATTLIST TARGET-DOCUMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- AMOUNT-PAID was added on 2004.4.30 -->



<!ELEMENT AMOUNT-PAID  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST AMOUNT-PAID

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- AMOUNT-PROPER-PAYMENT was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT AMOUNT-PROPER-PAYMENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST AMOUNT-PROPER-PAYMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- AMOUNT-RESTORATION-CLAIM was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT AMOUNT-RESTORATION-CLAIM  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST AMOUNT-RESTORATION-CLAIM

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- BANK-ACCOUNT was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT BANK-ACCOUNT  - - (FINANCIAL-INSTITUTION-NAME?,ACCOUNT-TYPE?,

               BANK-ACCOUNT-NUMBER?,KANA?,NAME?) >

<!ATTLIST BANK-ACCOUNT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- FINANCIAL-INSTITUTION-NAME was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT FINANCIAL-INSTITUTION-NAME  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST FINANCIAL-INSTITUTION-NAME

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- ACCOUNT-TYPE was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT ACCOUNT-TYPE  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ACCOUNT-TYPE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- BANK-ACCOUNT-NUMBER was added on 2004.4.30 -->

<!ELEMENT BANK-ACCOUNT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST BANK-ACCOUNT-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER was added by the Internet application. 2003/9/30 -->

<!ELEMENT ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- TRANSFER-NUMBER was added by enabling the account transfer. 2007/5/18 -->

<!ELEMENT TRANSFER-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST TRANSFER-NUMBER

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- MOTION-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT MOTION-TRADEMARK  - O  EMPTY >

<!ATTLIST MOTION-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- HOLOGRAM-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT HOLOGRAM-TRADEMARK  - O  EMPTY >

<!ATTLIST HOLOGRAM-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- COLOR-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT COLOR-TRADEMARK  - O  EMPTY >

<!ATTLIST COLOR-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

               

<!-- SOUND-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT SOUND-TRADEMARK  - O  EMPTY >

<!ATTLIST SOUND-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- POSITION-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT POSITION-TRADEMARK  - O  EMPTY >

<!ATTLIST POSITION-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- OTHER-TRADEMARK was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT OTHER-TRADEMARK  - O  EMPTY >



<!ATTLIST OTHER-TRADEMARK

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM was added on 2013.8.5 -->

<!ELEMENT DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- SOUND was added on 2013.6.13 -->

<!ELEMENT SOUND  - O  EMPTY >

<!ATTLIST SOUND

               FILE-NAME  ENTITY    #REQUIRED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!-- DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART was added on 2013.8.5 -->

<!ELEMENT DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART  - - (

                 DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM?,CITATION?) >

<!ATTLIST DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ENTITY % COM-PARAGRAPH   PUBLIC 

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Paragraph Contents//EN" >

%COM-PARAGRAPH;



<!ENTITY % IN-A51  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | AMENDMENT-GROUP | AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE | 

               PROOF-MEANS | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCD1  "(APPLICATION-A63-A | APPLICATION-A636-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCD2  "(APPLICANT-A711-A | APPLICANT-A712-A | APPLICANT-A55-A | 

               APPLICANT-A681-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCD3  "(ATTORNEY-A7421-A | ATTORNEY-A7422-A | ATTORNEY-A7423-A | 

               ATTORNEY-A7424-A | ATTORNEY-A7425-A | ATTORNEY-A7426-A | 

               ATTORNEY-A7427-A | ATTORNEY-A7428-A | ATTORNEY-A7431-A | 

               ATTORNEY-A7432-A | ATTORNEY-A7433-A | ATTORNEY-A7434-A | 

               ATTORNEY-A7435-A | ATTORNEY-A7436-A | ATTORNEY-A7437-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCD4  "(WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761-A | 

               WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762-A | WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCD5  "(RESPONSE-A53-A | RESPONSE-A59-A)" >

<!--2015.5.25 add PRESENTMENT-A802-A-->

<!ENTITY % IN-RCPDOCD6  "(PRESENTMENT-A79-A | PRESENTMENT-A80-A | PRESENTMENT-A81-A | 

               PRESENTMENT-A82-A | PRESENTMENT-A822-A | PRESENTMENT-A833-A | 

               PRESENTMENT-A802-A)" >

<!--2015.5.25 add ETCETERA-A916-A-->

<!ENTITY % IN-RCPDOCD7  "(ETCETERA-A601-A | ETCETERA-A691-A | ETCETERA-A7732-A | 

               ETCETERA-A7731-A | ETCETERA-A781-A | ETCETERA-A821-A | 

               ETCETERA-A824-A | ETCETERA-A826-A | ETCETERA-A871-A | 

               ETCETERA-A872-A | ETCETERA-A907-A | ETCETERA-A915-A | 

               ETCETERA-A916-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCD8  "(AMENDMENT-A51-A | AMENDMENT-A523-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCC2  "(APPEAL-C609-A | APPEAL-C64-A | APPEAL-C6515-A | 

               APPEAL-C655-A | APPEAL-C6512-A | APPEAL-C6513-A | APPEAL-C652-A | 

               APPEAL-C6541-A | APPEAL-C6514-A | APPEAL-C654-A | APPEAL-C657-A | 

               APPEAL-C6572-A | APPEAL-C6544-A | APPEAL-C6546-A | APPEAL-C6517-A | 

               APPEAL-C6542-A | APPEAL-C54-A | APPEAL-C6511-A | APPEAL-C875-A | 

               APPEAL-C876-A | APPEAL-C877-A | APPEAL-C6543-A | APPEAL-C6573-A | 

               APPEAL-C659-A | APPEAL-C6591-A | APPEAL-C6592-A)" >

<!ENTITY % IN-PATDOCCM  "(DRAWING-ARTICLE-A | PHOTOGRAPH-ARTICLE-A | 

               MODEL-ARTICLE-A | SAMPLE-ARTICLE-A)" >

<!ENTITY % IN-C60  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | NUMBER-OF-CLAIM | 

               NUMBER-OF-CLASS | PROOF-NECESSITY | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | SHARE-RATE | 

               CHARGE-ARTICLE | RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS | CONTENTS-PART-ARTICLE | 

               PROOF-MEANS | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A63  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE | 

               PARENT-APPLICATION-ARTICLE | PARTICAL-DESIGN | 

               NAME-OF-DESIGN-ARTICLE | CREATOR-ARTICLE | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | SECRET-DESIGN-TERM | 

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               TRUST-RELATION | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART | EXPLANATION-OF-THE-DESIGN)" >

<!ENTITY % IN-A636  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE | 

               PARENT-APPLICATION-ARTICLE | NAME-OF-DESIGN-ARTICLE | 

               CREATOR-ARTICLE | REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | SECRET-DESIGN-TERM | 

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               TRUST-RELATION | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART | EXPLANATION-OF-THE-DESIGN)" >

<!ENTITY % IN-A711  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE  | TRUST-RELATION | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | CHARGE-ARTICLE | ETC |

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A712  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | ETC | 



               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A55  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A681  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7421  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7422  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7423  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7424  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7425  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7426  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7427  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7428  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7431  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7432  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | 

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7433  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7434  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | 

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7435  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7436  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >



<!ENTITY % IN-A7437  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A761  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A762  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A765  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A53  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | PROOF-MEANS | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A59  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | PROOF-MEANS | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A79  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A80  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A81  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | NOTICE-FILING-DATE | PROOF-FILING-DATE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A82  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OBJECT-NAME | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A822  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A833  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CHARACTERISTIC-OF-DESIGN | 

               EXPLANATORY-FIGURE-GROUP | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!--2015.5.25 add IN-A802-->

<!ENTITY % IN-A802  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A601  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | SHARE-RATE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A691  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7732  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | PROOF-NECESSITY | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 



               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7731  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | PROOF-NECESSITY | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A781  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | PROOF-MEANS | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A821  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PROOF-MEANS | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A824  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PROOF-MEANS | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A826  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE | 

               CONSULTATION-PERSON-ARTICLE | CONSULTATION-RESULT-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A871  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A872  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A907  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A915  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE |

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY |

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | TARGET-DOCUMENT |

               AMOUNT-PAID | AMOUNT-PROPER-PAYMENT | AMOUNT-RESTORATION-CLAIM |

               BANK-ACCOUNT | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE |

               RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE)" >

<!--2015.5.25 add IN-A916-->

<!ENTITY % IN-A916  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | AMOUNT-PAID | 

               BANK-ACCOUNT | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A523  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | AMENDMENT-GROUP | AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE | 

               PROOF-MEANS | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C609  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C64  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6515  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C655  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6512  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 



               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6513  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C652  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6541  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6514  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C654  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C657  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6572  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6544  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6546  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6517  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6542  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C54  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6511  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C875  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               PRESENTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C876  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C877  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6543  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 



               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6573  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C659  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               CONTENTS-PART-ARTICLE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6591  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6592  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-DRAWING-ARTICLE  "(DRAWING-ARTICLE | DOCUMENT-NAME | FIGURE-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-PHOTOGRAPH-ARTICLE  "(PHOTOGRAPH-ARTICLE | DOCUMENT-NAME | 

               FIGURE-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-MODEL-ARTICLE  "(MODEL-ARTICLE | DOCUMENT-NAME | FIGURE-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-SAMPLE-ARTICLE  "(SAMPLE-ARTICLE | DOCUMENT-NAME | FIGURE-GROUP)" >

<!--<Title>JPO Common Elements Of Amendment For Design

=========================================================

DTD Reference : JPO Common Elements Of Amendment For Design

DTD Level : 1

Rev Date : 25 MAY 2015

Highlights : None

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % COM-DES-AMND PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Common Elements Of Amendment For Design//EN">

%COM-DES-AMND;-->

<!ELEMENT AMENDMENT-A51-A  - - %IN-A51; >

<!ATTLIST AMENDMENT-A51-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMENDMENT-GROUP  - - (DOCUMENT-NAME,RECEIPT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ARRANGEMENT-NUMBER?,ITEM-OF-AMENDMENT,WAY-OF-AMENDMENT?,

               CONTENTS-OF-AMENDMENT?) >

<!ATTLIST AMENDMENT-GROUP

               SERIAL-NUMBER  NUMBER    #IMPLIED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ITEM-OF-AMENDMENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ITEM-OF-AMENDMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WAY-OF-AMENDMENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST WAY-OF-AMENDMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONTENTS-OF-AMENDMENT  - - (%IN-RCPDOCD1; | %IN-RCPDOCD2; | 

               %IN-RCPDOCD3; | %IN-RCPDOCD4; | %IN-RCPDOCD5; | %IN-RCPDOCD6; | 

               %IN-RCPDOCD7; | %IN-RCPDOCD8; | APPEAL-C60-A | %IN-RCPDOCC2; | 

               %IN-PATDOCCM; | IMAGE) >

<!ATTLIST CONTENTS-OF-AMENDMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C60-A  - - %IN-C60; >

<!ATTLIST APPEAL-C60-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A63-A  - - %IN-A63; >

<!ATTLIST APPLICATION-A63-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A636-A  - - %IN-A636; >



<!ATTLIST APPLICATION-A636-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A711-A  - - %IN-A711; >

<!ATTLIST APPLICANT-A711-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A712-A  - - %IN-A712; >

<!ATTLIST APPLICANT-A712-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A55-A  - - %IN-A55; >

<!ATTLIST APPLICANT-A55-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A681-A  - - %IN-A681; >

<!ATTLIST APPLICANT-A681-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7421-A  - - %IN-A7421; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7421-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7422-A  - - %IN-A7422; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7422-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7423-A  - - %IN-A7423; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7423-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7424-A  - - %IN-A7424; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7424-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7425-A  - - %IN-A7425; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7425-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7426-A  - - %IN-A7426; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7426-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7427-A  - - %IN-A7427; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7427-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7428-A  - - %IN-A7428; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7428-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7431-A  - - %IN-A7431; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7431-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7432-A  - - %IN-A7432; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7432-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7433-A  - - %IN-A7433; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7433-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7434-A  - - %IN-A7434; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7434-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7435-A  - - %IN-A7435; >



<!ATTLIST ATTORNEY-A7435-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7436-A  - - %IN-A7436; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7436-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7437-A  - - %IN-A7437; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7437-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761-A  - - %IN-A761; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762-A  - - %IN-A762; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765-A  - - %IN-A765; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RESPONSE-A53-A  - - %IN-A53; >

<!ATTLIST RESPONSE-A53-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RESPONSE-A59-A  - - %IN-A59; >

<!ATTLIST RESPONSE-A59-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A79-A  - - %IN-A79; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A79-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A80-A  - - %IN-A80; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A80-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A81-A  - - %IN-A81; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A81-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A82-A  - - %IN-A82; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A82-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A822-A  - - %IN-A822; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A822-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A833-A  - - %IN-A833; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A833-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!--2015.5.25 add PRESENTMENT-A802-A-->

<!ELEMENT PRESENTMENT-A802-A  - - %IN-A802; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A802-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A601-A  - - %IN-A601; >

<!ATTLIST ETCETERA-A601-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A691-A  - - %IN-A691; >

<!ATTLIST ETCETERA-A691-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A7732-A  - - %IN-A7732; >



<!ATTLIST ETCETERA-A7732-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A7731-A  - - %IN-A7731; >

<!ATTLIST ETCETERA-A7731-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A781-A  - - %IN-A781; >

<!ATTLIST ETCETERA-A781-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A821-A  - - %IN-A821; >

<!ATTLIST ETCETERA-A821-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A824-A  - - %IN-A824; >

<!ATTLIST ETCETERA-A824-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A826-A  - - %IN-A826; >

<!ATTLIST ETCETERA-A826-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A871-A  - - %IN-A871; >

<!ATTLIST ETCETERA-A871-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A872-A  - - %IN-A872; >

<!ATTLIST ETCETERA-A872-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A907-A  - - %IN-A907; >

<!ATTLIST ETCETERA-A907-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A915-A  - - %IN-A915; >

<!ATTLIST ETCETERA-A915-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!--2015.5.25 add ETCETERA-A916-A-->

<!ELEMENT ETCETERA-A916-A  - - %IN-A916; >

<!ATTLIST ETCETERA-A916-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMENDMENT-A523-A  - - %IN-A523; >

<!ATTLIST AMENDMENT-A523-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C609-A  - - %IN-C609; >

<!ATTLIST APPEAL-C609-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C64-A  - - %IN-C64; >

<!ATTLIST APPEAL-C64-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6515-A  - - %IN-C6515; >

<!ATTLIST APPEAL-C6515-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C655-A  - - %IN-C655; >

<!ATTLIST APPEAL-C655-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6512-A  - - %IN-C6512; >

<!ATTLIST APPEAL-C6512-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6513-A  - - %IN-C6513; >



<!ATTLIST APPEAL-C6513-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C652-A  - - %IN-C652; >

<!ATTLIST APPEAL-C652-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6541-A  - - %IN-C6541; >

<!ATTLIST APPEAL-C6541-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6514-A  - - %IN-C6514; >

<!ATTLIST APPEAL-C6514-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C654-A  - - %IN-C654; >

<!ATTLIST APPEAL-C654-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C657-A  - - %IN-C657; >

<!ATTLIST APPEAL-C657-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6572-A  - - %IN-C6572; >

<!ATTLIST APPEAL-C6572-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6544-A  - - %IN-C6544; >

<!ATTLIST APPEAL-C6544-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6546-A  - - %IN-C6546; >

<!ATTLIST APPEAL-C6546-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6517-A  - - %IN-C6517; >

<!ATTLIST APPEAL-C6517-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6542-A  - - %IN-C6542; >

<!ATTLIST APPEAL-C6542-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C54-A  - - %IN-C54; >

<!ATTLIST APPEAL-C54-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6511-A  - - %IN-C6511; >

<!ATTLIST APPEAL-C6511-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C875-A  - - %IN-C875; >

<!ATTLIST APPEAL-C875-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C876-A  - - %IN-C876; >

<!ATTLIST APPEAL-C876-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C877-A  - - %IN-C877; >

<!ATTLIST APPEAL-C877-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6543-A  - - %IN-C6543; >

<!ELEMENT APPEAL-C6573-A  - - %IN-C6573; >

<!ELEMENT APPEAL-C659-A  - - %IN-C659; >

<!ELEMENT APPEAL-C6591-A  - - %IN-C6591; >



<!ELEMENT APPEAL-C6592-A  - - %IN-C6592; >

<!ELEMENT DRAWING-ARTICLE-A  - - %IN-DRAWING-ARTICLE; >

<!ATTLIST DRAWING-ARTICLE-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PHOTOGRAPH-ARTICLE-A  - - %IN-PHOTOGRAPH-ARTICLE; >

<!ATTLIST PHOTOGRAPH-ARTICLE-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT MODEL-ARTICLE-A  - - %IN-MODEL-ARTICLE; >

<!ATTLIST MODEL-ARTICLE-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT SAMPLE-ARTICLE-A  - - %IN-SAMPLE-ARTICLE; >

<!ATTLIST SAMPLE-ARTICLE-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMENDMENT-ARTICLE  - - (AMENDMENT-GROUP+) >

<!ATTLIST AMENDMENT-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CAUSE-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >

<!--<K08-065> The PARAGRAPH tag was added-->

<!ELEMENT CORRECT-AFTER-CONTENTS  - - (%IN-RCPDOCD1; | %IN-RCPDOCD2; | 

               %IN-RCPDOCD3; | %IN-RCPDOCD4; | %IN-RCPDOCD5; | %IN-RCPDOCD6; | 

               %IN-RCPDOCD7; | %IN-RCPDOCD8; | APPEAL-C60-A | %IN-RCPDOCC2; | 

               %IN-PATDOCCM; | PARAGRAPH) >

<!--<K08-065> The PARAGRAPH tag was added-->

<!ELEMENT CORRECT-BEFORE-CONTENTS  - - (%IN-RCPDOCD1; | %IN-RCPDOCD2; | 

               %IN-RCPDOCD3; | %IN-RCPDOCD4; | %IN-RCPDOCD5; | %IN-RCPDOCD6; | 

               %IN-RCPDOCD7; | %IN-RCPDOCD8; | APPEAL-C60-A | %IN-RCPDOCC2; | 

               %IN-PATDOCCM; | PARAGRAPH) >

<!ELEMENT CORRECT-CONTENTS-ARTICLE  - - (CORRECT-CONTENTS-GROUP+) >

<!ELEMENT CORRECT-CONTENTS-GROUP  - - (DOCUMENT-NAME | SUBMISSION-DATE | 

               CAUSE-OF-CORRECT | MEMO-OF-CORRECT | ITEM-OF-CORRECT | 

               WAY-OF-CORRECT | CORRECT-BEFORE-CONTENTS | CORRECT-AFTER-CONTENTS)* >

<!ATTLIST CORRECT-CONTENTS-GROUP

               SERIAL-NUMBER  NUMBER    #IMPLIED  >

<!ELEMENT DES-CITED-REFERENCE-ARTICLE  - - (DES-CITED-REFERENCE-GROUP+) >

<!--<H170524> The HEADING-OF-CITED-REFERENCE,INCIDENTAL-INFORMATION,MAGE tag was added-->

<!ELEMENT DES-CITED-REFERENCE-GROUP  - - (HEADING-OF-CITED-REFERENCE?,KIND-OF-OFFICIAL?,

               KNOWN-DATA-ACCEPT-DATE?,KNOWN-DATA-NUMBER?,KNOWN-DATA-PAGE?,

               KIND-OF-KNOWN-DATA?,DES-CITED-REFERENCE-NUMBER?,INCIDENTAL-INFORMATION?,

               IMAGE?) >

<!--<H170524> The HEADING-OF-CITED-REFERENCE tag was added-->

<!ELEMENT HEADING-OF-CITED-REFERENCE  - - (#PCDATA) >

<!--<H170524> The INCIDENTAL-INFORMATION tag was added-->

<!ELEMENT INCIDENTAL-INFORMATION  - - (PARAGRAPH+) >

<!ELEMENT DES-CITED-REFERENCE-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ITEM-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KIND-OF-KNOWN-DATA  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KIND-OF-OFFICIAL  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KNOWN-DATA-ACCEPT-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KNOWN-DATA-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KNOWN-DATA-PAGE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT MEMO-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT REASON-DESCRIPTION-TEXT-ARTICLE  - - (TITLE | PARAGRAPH | ORDERED-LIST | 

               UNORDERED-LIST | IMAGE | TEXT-UNIT-GROUP | CORRECT-CONTENTS-ARTICLE | 

               DES-CITED-REFERENCE-ARTICLE)* >

<!ELEMENT WAY-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >



<!ENTITY % PARACON  "(#PCDATA | UNDER-LINE | SUB-SCRIPT | SUP-SCRIPT | BAIKAKU)+" >

<!--<Title>JPO Paragraph Contents

=========================================================

DTD Reference : JPO Paragraph Contents

DTD Level : 1

Rev Date : 22 DEC 1998

Highlights : None

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % COM-PARAGRAPH PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Paragraph Contents//EN">

%COM-PARAGRAPH;-->

<!ELEMENT COM-PARAGRAPH  - - (PARAGRAPH) >

<!ELEMENT PARAGRAPH  - - %PARACON; >

<!ATTLIST PARAGRAPH

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED 

               PARAGRAPH-NUMBER  NUMBER    #IMPLIED  >

<!ELEMENT UNDER-LINE  - - %PARACON; -(UNDER-LINE) >

<!ELEMENT SUB-SCRIPT  - - %PARACON; -(SUB-SCRIPT) >

<!ELEMENT SUP-SCRIPT  - - %PARACON; -(SUP-SCRIPT) >

<!ELEMENT BAIKAKU  - - %PARACON; -(BAIKAKU) >

<!ENTITY % SPECIAL   PUBLIC 

               "-//JAPANESE PATENT OFFICE//ENTITIES JPO Special Characters//EN" >

%SPECIAL;



<!ENTITY % IN-A51  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | AMENDMENT-GROUP | AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE | 

               PROOF-MEANS | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT1  "(APPLICATION-A63-A | APPLICATION-A639-A | 

               APPLICATION-A638-A | APPLICATION-A632-A | APPLICATION-A633-A | 

               APPLICATION-A634-A | APPLICATION-A635-A | APPLICATION-A637-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT2  "(APPLICANT-A711-A | APPLICANT-A712-A | APPLICANT-A713-A | 

               APPLICANT-A714-A | APPLICANT-A715-A | APPLICANT-A55-A | 

               APPLICANT-A681-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT3  "(ATTORNEY-A7421-A | ATTORNEY-A7422-A | ATTORNEY-A7423-A | 

               ATTORNEY-A7424-A | ATTORNEY-A7425-A | ATTORNEY-A7426-A | 

               ATTORNEY-A7427-A | ATTORNEY-A7428-A | ATTORNEY-A7431-A | 

               ATTORNEY-A7432-A | ATTORNEY-A7433-A | ATTORNEY-A7434-A | 

               ATTORNEY-A7435-A | ATTORNEY-A7436-A | ATTORNEY-A7437-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT4  "(WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761-A | 

               WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762-A | WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765-A | 

               WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766-A | WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT5  "(RESPONSE-A53-A | RESPONSE-A59-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT6  "(PRESENTMENT-A79-A | PRESENTMENT-A80-A | PRESENTMENT-A81-A | 

               PRESENTMENT-A82-A | PRESENTMENT-A822-A)" >

<!--2015.1.23 add ETCETERA-A603-A-->

<!ENTITY % IN-RCPDOCT7  "(ETCETERA-A601-A | ETCETERA-A691-A | ETCETERA-A781-A | 

               ETCETERA-A821-A | ETCETERA-A831-A | ETCETERA-A871-A | 

               ETCETERA-A872-A | ETCETERA-A908-A | ETCETERA-A915-A | 

               ETCETERA-A603-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCT8  "(AMENDMENT-A51-A | AMENDMENT-A523-A)" >

<!ENTITY % IN-RCPDOCC2  "(APPEAL-C609-A | APPEAL-C64-A | APPEAL-C6515-A | 

               APPEAL-C655-A | APPEAL-C6512-A | APPEAL-C6513-A | APPEAL-C652-A | 

               APPEAL-C6541-A | APPEAL-C6514-A | APPEAL-C654-A | APPEAL-C657-A | 

               APPEAL-C6572-A | APPEAL-C6544-A | APPEAL-C6546-A | APPEAL-C6517-A | 

               APPEAL-C6542-A | APPEAL-C54-A | APPEAL-C6511-A | APPEAL-C875-A | 

               APPEAL-C876-A | APPEAL-C877-A | APPEAL-C6543-A | APPEAL-C6573-A | 

               APPEAL-C659-A | APPEAL-C6591-A | APPEAL-C6592-A)" >

<!ENTITY % IN-C60  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | NUMBER-OF-CLAIM | 

               NUMBER-OF-CLASS | PROOF-NECESSITY | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | SHARE-RATE | 

               CHARGE-ARTICLE | RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS | CONTENTS-PART-ARTICLE | 

               PROOF-MEANS | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A63  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | TRADEMARK-ARTICLE | STANDARD-CHARACTER | 

               THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK | MOTION-TRADEMARK | HOLOGRAM-TRADEMARK | 

               COLOR-TRADEMARK | SOUND-TRADEMARK | POSITION-TRADEMARK | 

               OTHER-TRADEMARK | DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART | 

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | PARENT-APPLICATION-ARTICLE | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A639  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | TRADEMARK-ARTICLE | STANDARD-CHARACTER | 

               THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK | MOTION-TRADEMARK | HOLOGRAM-TRADEMARK | 

               COLOR-TRADEMARK | SOUND-TRADEMARK | POSITION-TRADEMARK | 

               OTHER-TRADEMARK | DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART | 

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | PARENT-APPLICATION-ARTICLE | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A638  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | TRADEMARK-ARTICLE | STANDARD-CHARACTER | 

               THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK | MOTION-TRADEMARK | HOLOGRAM-TRADEMARK | 

               COLOR-TRADEMARK | SOUND-TRADEMARK | POSITION-TRADEMARK | 

               OTHER-TRADEMARK | DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART | 

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | PARENT-APPLICATION-ARTICLE | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 



               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A632  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | 

               SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | TRADEMARK-ARTICLE | STANDARD-CHARACTER | 

               THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK | MOTION-TRADEMARK | HOLOGRAM-TRADEMARK | 

               COLOR-TRADEMARK | SOUND-TRADEMARK | POSITION-TRADEMARK | 

               OTHER-TRADEMARK | DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART | 

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | PARENT-APPLICATION-ARTICLE | 

               TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER | REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A633  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | 

               TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER | REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A634  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | 

               TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER | REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | 

               PROOF-NECESSITY | GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A635  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART | 

               TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER | REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | 

               PROOF-NECESSITY | GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP)" >

<!ENTITY % IN-A637  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | 

               PROOF-NECESSITY)" >

<!ENTITY % IN-A711  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | TRUST-RELATION | ATTORNEY-ARTICLE | 

               ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A712  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A713  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A714  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A715  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A55  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A681  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7421  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >



<!ENTITY % IN-A7422  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7423  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7424  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7425  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7426  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7427  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7428  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7431  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | 

               ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7432  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | 

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7433  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7434  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE | 

               PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7435  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7436  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A7437  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE | PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A761  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A762  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A765  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 



               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A766  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A768  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A53  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | PROOF-MEANS | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A59  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | PROOF-MEANS | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A79  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A80  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A81  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | NOTICE-FILING-DATE | PROOF-FILING-DATE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A82  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OBJECT-NAME | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A822  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A601  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | NOTICE-CONTENTS-GROUP | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A691  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A781  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | PROOF-MEANS | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A821  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | PROOF-MEANS | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A831  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OBJECT-NAME | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A871  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A872  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 



               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | OPINION-CONTENTS-ARTICLE | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A908  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE | 

               CONSULTATION-PERSON-ARTICLE | CONSULTATION-RESULT-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A915  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | TARGET-DOCUMENT | AMOUNT-PAID | 

               AMOUNT-PROPER-PAYMENT | AMOUNT-RESTORATION-CLAIM | BANK-ACCOUNT | 

               ETC | SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE | RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE)" >

<!--2015.1.23 add IN-A603-->

<!ENTITY % IN-A603  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | REQUESTER-ARTICLE | 

               ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | DISPATCH-DATE | 

               NOTICE-CONTENTS-GROUP | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-A523  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | INDICATION-OF-CASE-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               DISPATCH-DATE | AMENDMENT-GROUP | AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE | 

               PROOF-MEANS | SHARE-RATE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C609  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C64  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6515  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C655  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6512  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6513  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C652  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6541  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6514  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C654  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C657  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6572  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 



               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6544  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6546  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6517  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6542  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C54  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6511  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C875  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               PRESENTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C876  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C877  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6543  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6573  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C659  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | DISPATCH-NUMBER | 

               CONTENTS-PART-ARTICLE | CHARGE-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6591  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-C6592  "(DOCUMENT-NAME | ARRANGEMENT-NUMBER | SUBMISSION-DATE | 

               ADDRESSED-TO-PERSON | APPEAL-ARTICLE | PROOF-NECESSITY | 

               REQUESTER-ARTICLE | ATTORNEY-ARTICLE | CONTENTS-PART-ARTICLE | ETC | 

               SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE)" >

<!ENTITY % IN-PATDOCCM  "GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP" >

<!--<Title>JPO Common Elements Of Amendment For Trademark

=========================================================

DTD Reference : JPO Common Elements Of Amendment For Trademark

DTD Level : 1

Rev Date : 23 JAN 2015

Highlights : None

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % COM-TM-AMND PUBLIC



"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Common Elements Of Amendment For Trademark//EN">

%COM-TM-AMND;-->

<!ELEMENT AMENDMENT-A51-A  - - %IN-A51; >

<!ATTLIST AMENDMENT-A51-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMENDMENT-GROUP  - - (DOCUMENT-NAME,RECEIPT-NUMBER?,SUBMISSION-DATE?,

               ARRANGEMENT-NUMBER?,ITEM-OF-AMENDMENT,WAY-OF-AMENDMENT?,

               CONTENTS-OF-AMENDMENT?) >

<!ATTLIST AMENDMENT-GROUP

               SERIAL-NUMBER  NUMBER    #IMPLIED 

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ITEM-OF-AMENDMENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST ITEM-OF-AMENDMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WAY-OF-AMENDMENT  - - (#PCDATA) >

<!ATTLIST WAY-OF-AMENDMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CONTENTS-OF-AMENDMENT  - - (%IN-RCPDOCT1; | %IN-RCPDOCT2; | 

               %IN-RCPDOCT3; | %IN-RCPDOCT4; | %IN-RCPDOCT5; | %IN-RCPDOCT6; | 

               %IN-RCPDOCT7; | %IN-RCPDOCT8; | APPEAL-C60-A | %IN-RCPDOCC2; | IMAGE) >

<!ATTLIST CONTENTS-OF-AMENDMENT

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C60-A  - - %IN-C60; >

<!ATTLIST APPEAL-C60-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A63-A  - - %IN-A63; >

<!ATTLIST APPLICATION-A63-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A639-A  - - %IN-A639; >

<!ATTLIST APPLICATION-A639-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A638-A  - - %IN-A638; >

<!ATTLIST APPLICATION-A638-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A632-A  - - %IN-A632; >

<!ATTLIST APPLICATION-A632-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A633-A  - - %IN-A633; >

<!ATTLIST APPLICATION-A633-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A634-A  - - %IN-A634; >

<!ATTLIST APPLICATION-A634-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A635-A  - - %IN-A635; >

<!ATTLIST APPLICATION-A635-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICATION-A637-A  - - %IN-A637; >

<!ATTLIST APPLICATION-A637-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A711-A  - - %IN-A711; >

<!ATTLIST APPLICANT-A711-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A712-A  - - %IN-A712; >

<!ATTLIST APPLICANT-A712-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT APPLICANT-A713-A  - - %IN-A713; >

<!ATTLIST APPLICANT-A713-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A714-A  - - %IN-A714; >

<!ATTLIST APPLICANT-A714-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A715-A  - - %IN-A715; >

<!ATTLIST APPLICANT-A715-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A55-A  - - %IN-A55; >

<!ATTLIST APPLICANT-A55-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPLICANT-A681-A  - - %IN-A681; >

<!ATTLIST APPLICANT-A681-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7421-A  - - %IN-A7421; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7421-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7422-A  - - %IN-A7422; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7422-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7423-A  - - %IN-A7423; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7423-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7424-A  - - %IN-A7424; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7424-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7425-A  - - %IN-A7425; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7425-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7426-A  - - %IN-A7426; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7426-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7427-A  - - %IN-A7427; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7427-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7428-A  - - %IN-A7428; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7428-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7431-A  - - %IN-A7431; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7431-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7432-A  - - %IN-A7432; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7432-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7433-A  - - %IN-A7433; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7433-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7434-A  - - %IN-A7434; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7434-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >



<!ELEMENT ATTORNEY-A7435-A  - - %IN-A7435; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7435-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7436-A  - - %IN-A7436; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7436-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ATTORNEY-A7437-A  - - %IN-A7437; >

<!ATTLIST ATTORNEY-A7437-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761-A  - - %IN-A761; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762-A  - - %IN-A762; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765-A  - - %IN-A765; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766-A  - - %IN-A766; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768-A  - - %IN-A768; >

<!ATTLIST WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RESPONSE-A53-A  - - %IN-A53; >

<!ATTLIST RESPONSE-A53-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT RESPONSE-A59-A  - - %IN-A59; >

<!ATTLIST RESPONSE-A59-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A79-A  - - %IN-A79; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A79-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A80-A  - - %IN-A80; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A80-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A81-A  - - %IN-A81; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A81-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A82-A  - - %IN-A82; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A82-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT PRESENTMENT-A822-A  - - %IN-A822; >

<!ATTLIST PRESENTMENT-A822-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A601-A  - - %IN-A601; >

<!ATTLIST ETCETERA-A601-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A691-A  - - %IN-A691; >

<!ATTLIST ETCETERA-A691-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A781-A  - - %IN-A781; >



<!ATTLIST ETCETERA-A781-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A821-A  - - %IN-A821; >

<!ATTLIST ETCETERA-A821-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A831-A  - - %IN-A831; >

<!ATTLIST ETCETERA-A831-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A871-A  - - %IN-A871; >

<!ATTLIST ETCETERA-A871-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A872-A  - - %IN-A872; >

<!ATTLIST ETCETERA-A872-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A908-A  - - %IN-A908; >

<!ATTLIST ETCETERA-A908-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ETCETERA-A915-A  - - %IN-A915; >

<!ATTLIST ETCETERA-A915-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!--2015.1.23 add ETCETERA-A603-A-->

<!ELEMENT ETCETERA-A603-A  - - %IN-A603; >

<!ATTLIST ETCETERA-A603-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT AMENDMENT-A523-A  - - %IN-A523; >

<!ATTLIST AMENDMENT-A523-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C609-A  - - %IN-C609; >

<!ATTLIST APPEAL-C609-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C64-A  - - %IN-C64; >

<!ATTLIST APPEAL-C64-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6515-A  - - %IN-C6515; >

<!ATTLIST APPEAL-C6515-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C655-A  - - %IN-C655; >

<!ATTLIST APPEAL-C655-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6512-A  - - %IN-C6512; >

<!ATTLIST APPEAL-C6512-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6513-A  - - %IN-C6513; >

<!ATTLIST APPEAL-C6513-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C652-A  - - %IN-C652; >

<!ATTLIST APPEAL-C652-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6541-A  - - %IN-C6541; >

<!ATTLIST APPEAL-C6541-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6514-A  - - %IN-C6514; >



<!ATTLIST APPEAL-C6514-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C654-A  - - %IN-C654; >

<!ATTLIST APPEAL-C654-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C657-A  - - %IN-C657; >

<!ATTLIST APPEAL-C657-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6572-A  - - %IN-C6572; >

<!ATTLIST APPEAL-C6572-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6544-A  - - %IN-C6544; >

<!ATTLIST APPEAL-C6544-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6546-A  - - %IN-C6546; >

<!ATTLIST APPEAL-C6546-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6517-A  - - %IN-C6517; >

<!ATTLIST APPEAL-C6517-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6542-A  - - %IN-C6542; >

<!ATTLIST APPEAL-C6542-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C54-A  - - %IN-C54; >

<!ATTLIST APPEAL-C54-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6511-A  - - %IN-C6511; >

<!ATTLIST APPEAL-C6511-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C875-A  - - %IN-C875; >

<!ATTLIST APPEAL-C875-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C876-A  - - %IN-C876; >

<!ATTLIST APPEAL-C876-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C877-A  - - %IN-C877; >

<!ATTLIST APPEAL-C877-A

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT APPEAL-C6543-A  - - %IN-C6543; >

<!ELEMENT APPEAL-C6573-A  - - %IN-C6573; >

<!ELEMENT APPEAL-C659-A  - - %IN-C659; >

<!ELEMENT APPEAL-C6591-A  - - %IN-C6591; >

<!ELEMENT APPEAL-C6592-A  - - %IN-C6592; >

<!ELEMENT AMENDMENT-ARTICLE  - - (AMENDMENT-GROUP+) >

<!ATTLIST AMENDMENT-ARTICLE

               ERROR-CODE  CDATA    #IMPLIED  >

<!ELEMENT CAUSE-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT CITED-REFERENCE-NUMBER-GROUP  - - (SERIAL-NUMBER?,

               TM-CITED-REFERENCE-NUMBER?,IMAGE*,CHARACTER?) >

<!--<K08-065> The PARAGRAPH tag was added-->

<!ELEMENT CORRECT-AFTER-CONTENTS  - - (%IN-RCPDOCT1; | %IN-RCPDOCT2; | 



               %IN-RCPDOCT3; | %IN-RCPDOCT4; | %IN-RCPDOCT5; | %IN-RCPDOCT6; | 

               %IN-RCPDOCT7; | %IN-RCPDOCT8; | APPEAL-C60-A | %IN-RCPDOCC2; | 

               PARAGRAPH) >

<!--<K08-065> The PARAGRAPH tag was added-->

<!ELEMENT CORRECT-BEFORE-CONTENTS  - - (%IN-RCPDOCT1; | %IN-RCPDOCT2; | 

               %IN-RCPDOCT3; | %IN-RCPDOCT4; | %IN-RCPDOCT5; | %IN-RCPDOCT6; | 

               %IN-RCPDOCT7; | %IN-RCPDOCT8; | APPEAL-C60-A | %IN-RCPDOCC2; | 

               PARAGRAPH) >

<!ELEMENT CORRECT-CONTENTS-ARTICLE  - - (CORRECT-CONTENTS-GROUP+) >

<!ELEMENT CORRECT-CONTENTS-GROUP  - - (DOCUMENT-NAME | SUBMISSION-DATE | 

               CAUSE-OF-CORRECT | MEMO-OF-CORRECT | ITEM-OF-CORRECT | 

               WAY-OF-CORRECT | CORRECT-BEFORE-CONTENTS | CORRECT-AFTER-CONTENTS)* >

<!ATTLIST CORRECT-CONTENTS-GROUP

               SERIAL-NUMBER  NUMBER    #IMPLIED  >

<!ELEMENT ITEM-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT MEMO-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT REASON-DESCRIPTION-TEXT-ARTICLE  - - (TITLE | PARAGRAPH | ORDERED-LIST | 

               UNORDERED-LIST | IMAGE | TEXT-UNIT-GROUP | CORRECT-CONTENTS-ARTICLE | 

               TM-CITED-REFERENCE-ARTICLE)* >

<!ELEMENT SERIAL-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT TM-CITED-REFERENCE-ARTICLE  - - (TM-CITED-REFERENCE-GROUP+) >

<!ELEMENT TM-CITED-REFERENCE-GROUP  - - (CITED-REFERENCE-NUMBER-GROUP,

               CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART?) >

<!ELEMENT TM-CITED-REFERENCE-NUMBER  - - (REGISTRATION-NUMBER?,APPLICATION-NUMBER?) >

<!ELEMENT WAY-OF-CORRECT  - - (#PCDATA) >



<!--<Title>JPO Special Characters

=========================================================

DTD Reference : JPO Special Characters

DTD Level : 1

Rev Date : 31 MAY 2013

Highlights : None

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!ENTITY % SPECIAL PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//ENTITIES JPO Special Characters//EN">

%SPECIAL;-->

<!ENTITY amp   CDATA "&" >

<!ENTITY gt   CDATA ">" >

<!ENTITY lt   CDATA "<" >

<!ENTITY quot   CDATA '"' >

<!ENTITY cir1    CDATA "①">

<!ENTITY cir2    CDATA "②">

<!ENTITY cir3    CDATA "③">

<!ENTITY cir4    CDATA "④">

<!ENTITY cir5    CDATA "⑤">

<!ENTITY cir6    CDATA "⑥">

<!ENTITY cir7    CDATA "⑦">

<!ENTITY cir8    CDATA "⑧">

<!ENTITY cir9    CDATA "⑨">

<!NOTATION TIFF SYSTEM "TIFF">

<!NOTATION JPEG SYSTEM "JPEG">

<!NOTATION PDF SYSTEM "PDF">

<!NOTATION MP3 SYSTEM "MP3">



<!--<Title>JPO Management Information Of Accept Document

=========================================================

DTD Reference : JPO Management Information Of Accept Document

DTD Level : 1

Rev Date : 21 AUG 2013

Highlights : None

=========================================================

The following set of declarations may be referred to

using the public entity as follows:

<!DOCTYPE MI-ACC-DOC PUBLIC

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Management Information Of Accept Document//EN" []>-->

<!-- FILING-TIME was added for the application time. 2013/6/24 -->

<!-- INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!-- NUMBER-OF-DESIGN was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!-- INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!-- LOCARNO-ARTICLE was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT MI-ACC-DOC  - - (DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE?,LAW?,APPLICATION-NUMBER?,

               APPEAL-NUMBER?,KIND-OF-APPEALS?,REGISTRATION-NUMBER?,

               SIMILAR-DESIGN-NUMBER?,ARRANGEMENT-NUMBER?,FILING-DATE?,FILING-TIME?,

               APPEAL-DATE?,RECEIPT-NUMBER?,RECEIPT-DATE?,SUBMISSION-DATE?,

               ACCEPTANCE-FORM?,SOFT-OPPOSITION-ARTICLE?,DATA-ENTRY-ARTICLE?,

               PATENT-OPPOSITION-ARTICLE?,INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO?,

               NUMBER-OF-DESIGN?,INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE?,LOCARNO-ARTICLE?) >

<!ELEMENT DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT LAW  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT APPLICATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT APPEAL-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KIND-OF-APPEALS  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT REGISTRATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT SIMILAR-DESIGN-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ARRANGEMENT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT FILING-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT APPEAL-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT RECEIPT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT RECEIPT-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT SUBMISSION-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ACCEPTANCE-FORM  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT SOFT-OPPOSITION-ARTICLE  - - (APPLICATION-SOFTWARE-VERSION?,

               FORMALITY-CHECK-RESULT?,COLOR-BINARY-FLAG?,

               APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE?,PROOF-NECESSITY?,

               RELATION-CHARGE-ARTICLE?,PRESENTED-OBJECT-ARTICLE?) >

<!ELEMENT DATA-ENTRY-ARTICLE  - - (COLOR-BINARY-FLAG?,STAMP-UNKNOWN-FLAG?,

               REGISTERED-LETTER-NUMBER?,APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE?,

               DATA-ENTRY-DATE?,RELATION-CHARGE-ARTICLE?,PRESENTED-OBJECT-ARTICLE?,

               ORIGINAL-DATA-YES-OR-NO?,CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE?,

               PARENT-APPLICATION-ELC-ARTICLE?,DE-CHARGE-FLAG?,

               REPLACEMENT-DIVISION-FLAG?,INTERNATIONAL-DISTINCTION?,

               ADEQUATE-DISTINCTION?) >

<!ELEMENT PATENT-OPPOSITION-ARTICLE  - - (RECEIPT-CHECK-RESULT?,

               RECEIPT-CHECK-RESULT-MESSAGE?,EXAMINATION-RESULT-ARTICLE?) >

<!ELEMENT APPLICATION-SOFTWARE-VERSION  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT FORMALITY-CHECK-RESULT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT COLOR-BINARY-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE  - - (CONFIRMATION-GROUP*) >

<!ELEMENT PROOF-NECESSITY  - - (#PCDATA) >

<!-- ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER was added by the Internet application. 2004/5/19 -->

<!-- TRANSFER-NUMBER was added by enabling the account transfer. 2007/5/18 -->

<!ELEMENT RELATION-CHARGE-ARTICLE  - - (PAYMENT-WAY?,KIND-OF-FEE?,KIND-OF-ACCOUNTS?,

               ACCOUNT-NUMBER?,PAYMENT-NUMBER?,ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER?,

               TRANSFER-NUMBER?) >

<!ELEMENT PRESENTED-OBJECT-ARTICLE  - - (OBJECT-GROUP*) >



<!ELEMENT STAMP-UNKNOWN-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT REGISTERED-LETTER-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT DATA-ENTRY-DATE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ORIGINAL-DATA-YES-OR-NO  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE  - - (CORRECTION-APPLICATION-FLAG?,

               FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY?,LAW?,APPLICATION-NUMBER?) >

<!ELEMENT PARENT-APPLICATION-ELC-ARTICLE  - - (PARENT-APPLICATION-ELC-FLAG?,LAW?,

               APPLICATION-NUMBER?) >

<!ELEMENT DE-CHARGE-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT REPLACEMENT-DIVISION-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT INTERNATIONAL-DISTINCTION  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ADEQUATE-DISTINCTION  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT RECEIPT-CHECK-RESULT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT RECEIPT-CHECK-RESULT-MESSAGE  - - (MESSAGE*) >

<!ELEMENT EXAMINATION-RESULT-ARTICLE  - - (CONCERNED?,ORIGINAL-APPLICATION?) >

<!-- CERTIFICATE-GROUP was added by the Internet application. 2004/5/19 -->

<!ELEMENT CONFIRMATION-GROUP  - - (IDENTIFICATION-NUMBER?,DIVISION?,ADDRESS?,NAME?,

               ID-CONFIRMATION-WAY?,ID-CONFIRMATION-RESULT?,DEFECT-GROUP?,

               CERTIFICATE-GROUP?) >

<!ELEMENT PAYMENT-WAY  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KIND-OF-FEE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT KIND-OF-ACCOUNTS  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ACCOUNT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT PAYMENT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT OBJECT-GROUP  - - (PRESENT-OBJECT-NAME?,PRESENT-OBJECT-CODE?,

               OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG?) >

<!ELEMENT CORRECTION-APPLICATION-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT PARENT-APPLICATION-ELC-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT MESSAGE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT CONCERNED  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ORIGINAL-APPLICATION  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT IDENTIFICATION-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT DIVISION  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ADDRESS  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT NAME  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ID-CONFIRMATION-WAY  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT ID-CONFIRMATION-RESULT  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT DEFECT-GROUP  - - (DEFECT-CODE*) >

<!ELEMENT PRESENT-OBJECT-NAME  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT PRESENT-OBJECT-CODE  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG  - - (#PCDATA) >

<!ELEMENT DEFECT-CODE  - - (#PCDATA) >

<!-- CERTIFICATE-GROUP was added by the Internet application. 2004/5/19 -->

<!ELEMENT CERTIFICATE-GROUP  - - (CERTIFICATE-AUTHORITY?,SERIAL-NUMBER?) >

<!-- CERTIFICATE-AUTHORITY was added by the Internet application. 2004/5/19 -->

<!ELEMENT CERTIFICATE-AUTHORITY  - - (#PCDATA) >



<!-- SERIAL-NUMBER was added by the Internet application. 2004/5/19 -->

<!ELEMENT SERIAL-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!-- ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER was added by the Internet application. 2004/5/19 -->

<!ELEMENT ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!-- TRANSFER-NUMBER was added by enabling the account transfer. 2007/5/18 -->

<!ELEMENT TRANSFER-NUMBER  - - (#PCDATA) >

<!-- FILING-TIME was added for the application time. 2013/6/24 -->

<!ELEMENT FILING-TIME  - - (#PCDATA) >

<!-- INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO  - - (#PCDATA) >

<!-- NUMBER-OF-DESIGN was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT NUMBER-OF-DESIGN  - - (#PCDATA) >

<!-- INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE  - - (#PCDATA) >

<!-- LOCARNO-ARTICLE was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT LOCARNO-ARTICLE  - - (LOCARNO-GROUP*) >

<!-- LOCARNO-GROUP was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT LOCARNO-GROUP  - - (LOCARNO-CLASS?,LOCARNO-SUBCLASS-GROUP?) >

<!-- LOCARNO-CLASS was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT LOCARNO-CLASS  - - (#PCDATA) >

<!-- LOCARNO-SUBCLASS-GROUP was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT LOCARNO-SUBCLASS-GROUP  - - (LOCARNO-SUBCLASS*) >

<!-- LOCARNO-SUBCLASS was added by Hague Agreement. 2013/8/21 -->

<!ELEMENT LOCARNO-SUBCLASS  - - (#PCDATA) >

<!ENTITY amp   CDATA "&" >

<!ENTITY gt   CDATA ">" >

<!ENTITY lt   CDATA "<" >

<!ENTITY quot   CDATA '"' >
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添付　９．　国コードと英語国名リスト変換対応表
国コード 英語国名
AD Andorra
AE United Arab Emirates
AF Afghanistan
AG Antigua and Barbuda
AI Anguilla
AL Albania
AM Armenia
AO Angola
AP African Regional Intellectual Property Organization (ARIPO)
AR Argentina
AT Austria
AU Australia
AW Aruba
AZ Azerbaijan
BA Bosnia and Herzegovina
BB Barbados
BD Bangladesh
BE Belgium
BF Burkina Faso
BG Bulgaria
BH Bahrain
BI Burundi
BJ Benin
BM Bermuda
BN Brunei Darussalam
BO Bolivia, Plurinational State of
BQ Bonaire, Sint Eustatius and Saba
BR Brazil
BS Bahamas
BT Bhutan
BV Bouvet Island
BW Botswana
BX Benelux Office for Intellectual Property (BOIP)
BY Belarus
BZ Belize
CA Canada
CD Democratic Republic of the Congo
CF Central African Republic
CG Congo
CH Switzerland
CI Cote d’Ivoire
CK Cook Islands
CL Chile
CM Cameroon
CN China
CO Colombia
CR Costa Rica
CU Cuba
CV Cape Verde
CW Curacao
CY Cyprus
CZ Czech Republic
DE Germany
DJ Djibouti
DK Denmark
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国コード 英語国名
DM Dominica
DO Dominican Republic
DZ Algeria
EA Eurasian Patent Organization (EAPO)
EC Ecuador
EE Estonia
EG Egypt
EH Western Sahara
EM Office for Harmonization in the Internal Market (Trademarks and Designs) (OHIM)
EP European Patent Office (EPO)
ER Eritrea
ES Spain
ET Ethiopia
FI Finland
FJ Fiji
FK Falkland Islands (Malvinas)
FO Faroe Islands
FR France
GA Gabon
GB United Kingdom

GC
Patent Office of the Cooperation Council for the Arab States of the Gulf (GCC)
Patent Office of the Gulf Cooperation Council (GCC)

GD Grenada
GE Georgia
GG Guernsey
GH Ghana
GI Gibraltar
GL Greenland
GM Gambia
GN Guinea
GQ Equatorial Guinea
GR Greece
GS South Georgia and the South Sandwich Islands
GT Guatemala
GW Guinea-Bissau
GY Guyana
HK The Hong Kong Special Administrative Region of the People’s Republic of China
HN Honduras
HR Croatia
HT Haiti
HU Hungary
IB International Bureau of the World Intellectual Property Organization (WIPO)
ID Indonesia
IE Ireland
IL Israel
IM Isle of Man
IN India
IQ Iraq
IR Iran (Islamic Republic of)
IS Iceland
IT Italy
JE Jersey
JM Jamaica
JO Jordan
JP Japan
KE Kenya
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国コード 英語国名
KG Kyrgyzstan
KH Cambodia
KI Kiribati
KM Comoros
KN Saint Kitts and Nevis
KP Democratic People’s Republic of Korea
KR Republic of Korea
KW Kuwait
KY Cayman Islands
KZ Kazakhstan
LA Lao People’s Democratic Republic
LB Lebanon
LC Saint Lucia
LI Liechtenstein
LK Sri Lanka
LR Liberia
LS Lesotho
LT Lithuania
LU Luxembourg
LV Latvia
LY Libya
MA Morocco
MC Monaco
MD Republic of Moldova
ME Montenegro
MG Madagascar
MK The former Yugoslav Republic of MacedoniaNorth Macedonia
ML Mali
MM Myanmar
MN Mongolia
MO Macao
MP Northern Mariana Islands
MR Mauritania
MS Montserrat
MT Malta
MU Mauritius
MV Maldives
MW Malawi
MX Mexico
MY Malaysia
MZ Mozambique
NA Namibia
NE Niger
NG Nigeria
NI Nicaragua
NL Netherlands
NO Norway
NP Nepal
NR Nauru
NZ New Zealand
OA African Intellectual Property Organization (OAPI)
OM Oman
PA Panama
PE Peru
PG Papua New Guinea
PH Philippines
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国コード 英語国名
PK Pakistan
PL Poland
PT Portugal
PW Palau
PY Paraguay
QA Qatar
QZ Community Plant Variety Office (European Union) (CPVO)
RO Romania
RS Serbia
RU Russian Federation
RW Rwanda
SA Saudi Arabia
SB Solomon Islands
SC Seychelles
SD Sudan
SE Sweden
SG Singapore
SH Saint Helena, Ascension and Tristan da Cunha
SI Slovenia
SK Slovakia
SL Sierra Leone
SM San Marino
SN Senegal
SO Somalia
SR Suriname
SS South Sudan
ST Sao Tome and Principe
SV El Salvador
SX Sint Maarten (Dutch part)
SY Syrian Arab Republic
SZ SwazilandEswatini
TC Turks and Caicos Islands
TD Chad
TG Togo
TH Thailand
TJ Tajikistan
TL Timor.Leste
TM Turkmenistan
TN Tunisia
TO Tonga
TR Turkey
TT Trinidad and Tobago
TV Tuvalu
TW Taiwan, Province of China
TZ United Republic of Tanzania
UA Ukraine
UG Uganda
US United States of America
UY Uruguay
UZ Uzbekistan
VA Holy See
VC Saint Vincent and the Grenadines
VE Venezuela, Bolivarian Republic of
VG Virgin Islands (British)
VN Viet Nam
VU Vanuatu
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国コード 英語国名
WO World Intellectual Property Organization (WIPO) (International Bureau of)
WS Samoa
XN Nordic Patent Institute (NPI)
YE Yemen
ZA South Africa
ZM Zambia
ZW Zimbabwe
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①意匠登録願 

 

<!DOCTYPE DES-APP-DOC PUBLIC  

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Application Document//EN" [ 

<!ENTITY F614800000010001 SYSTEM "614800000010001.JPG" NDATA TIFF> 

<!ENTITY F614800000010002 SYSTEM "614800000010002.JPG" NDATA TIFF> 

]> 

 

<DES-APP-DOC> 

 <APPLICATION-A63> 

  <DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME> 

  <SUBMISSION-DATE>平成２７年 ５月 １日</SUBMISSION-DATE> 

  <ADDRESSED-TO-PERSON>特許庁長官殿</ADDRESSED-TO-PERSON> 

  <NAME-OF-DESIGN-ARTICLE>Ｗａｔｃｈｅｓ</NAME-OF-DESIGN-ARTICLE> 

  <CREATOR-ARTICLE> 

   <CREATOR-GROUP> 

    <ADDRESS-GROUP> 

     <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ</ADDRES

S> 

    </ADDRESS-GROUP> 

    <NAME-GROUP> 

     <NAME>Ｓｔｅｆａｎｏ Ｂｏｒｉｌｅ</NAME> 

    </NAME-GROUP> 

   </CREATOR-GROUP> 

  </CREATOR-ARTICLE> 

  <REQUESTER-ARTICLE> 

   <REQUESTER-GROUP> 

    <ADDRESS-GROUP> 

     <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ，Ｉｔａ

ｌｙ</ADDRESS> 

    </ADDRESS-GROUP> 

    <NAME-GROUP> 

     <NAME>ＳＴＥＦＡＮＯ ＢＯＲＩＬＥ</NAME> 

    </NAME-GROUP> 

   </REQUESTER-GROUP> 

  </REQUESTER-ARTICLE> 

  <SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE> 

   <LIST-GROUP> 

    <OBJECT-NAME>図面</OBJECT-NAME> 

    <NUMBER-OF-OBJECT>１</NUMBER-OF-OBJECT> 

   </LIST-GROUP> 

  </SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE>   

  <EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>ｗａｔｃｈｅｓ ｏｎ ｗｈｉｃｈ ｔｈｅ ｈｏｕｒｓ ａｎｄ ｍｉ

ｎｕｔｅｓ ａｒｅ ｉｎｄｉｃａｔｅｄ ｂｙ ｍｅａｎｓ ｏｆ ｔｗｏ ｒｏｔａｔｉｎｇ ｉｎｄ

ｉｃａｔｏｒｓ</EXPLANATION-OF-THE-DESIGN> 

 </APPLICATION-A63> 

 <DRAWING-ARTICLE> 

  <DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME> 

  <FIGURE-GROUP> 
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   <TITLE>１．１</TITLE> 

   <IMAGE HEIGHT ="112" WIDTH ="150" FILE-NAME="F614800000010001"> 

  </FIGURE-GROUP> 

  <FIGURE-GROUP> 

   <TITLE>１．２</TITLE> 

   <IMAGE HEIGHT ="112" WIDTH ="150" FILE-NAME="F614800000010002"> 

  </FIGURE-GROUP> 

 </DRAWING-ARTICLE> 

</DES-APP-DOC> 
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②手続補正書 

 

<!DOCTYPE DES-AMND PUBLIC  

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Amendment Document//EN" [ 

<!ENTITY F614800000010001 SYSTEM "614800000010001.JPG" NDATA TIFF> 

<!ENTITY F614800000010002 SYSTEM "614800000010002.JPG" NDATA TIFF> 

]> 

 

<DES-AMND> 

 <AMENDMENT-A523> 

  <DOCUMENT-NAME>手続補正書</DOCUMENT-NAME> 

  <SUBMISSION-DATE>平成２７年 ９月１９日</SUBMISSION-DATE> 

  <ADDRESSED-TO-PERSON>特許庁長官殿</ADDRESSED-TO-PERSON> 

  <INDICATION-OF-CASE-ARTICLE> 

   <APPLICATION-NUMBER>意願２０１３－５００００１</APPLICATION-NUMBER> 

  </INDICATION-OF-CASE-ARTICLE> 

  <REQUESTER-ARTICLE> 

   <REQUESTER-GROUP> 

    <ADDRESS-GROUP> 

     <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ，Ｉｔａ

ｌｙ</ADDRESS> 

    </ADDRESS-GROUP> 

    <NAME-GROUP> 

     <NAME>ＳＴＥＦＡＮＯ ＢＯＲＩＬＥ</NAME> 

    </NAME-GROUP> 

   </REQUESTER-GROUP> 

  </REQUESTER-ARTICLE> 

  <AMENDMENT-ARTICLE> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="1" > 

    <DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>提出日</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT> 

    <CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

     <APPLICATION-A63-A> 

      <SUBMISSION-DATE>平成２７年 ５月１９日</SUBMISSION-DATE> 

     </APPLICATION-A63-A> 

    </CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

   </AMENDMENT-GROUP> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="2" > 

    <DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>意匠に係る物品</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT> 

    <CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

     <APPLICATION-A63-A> 

      <NAME-OF-DESIGN-ARTICLE>Ｗａｔｃｈｅｓ</NAME-OF-DESIGN-ARTICLE> 

     </APPLICATION-A63-A> 

    </CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

   </AMENDMENT-GROUP> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="3" > 



添付１０－２－２ 
 

   <DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>意匠の創作をした者</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT> 

    <CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

     <APPLICATION-A63-A> 

      <CREATOR-ARTICLE> 

       <CREATOR-GROUP> 

        <ADDRESS-GROUP> 

         <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ</AD

DRESS> 

        </ADDRESS-GROUP> 

        <NAME-GROUP> 

         <NAME>Ｓｔｅｆａｎｏ Ｂｏｒｉｌｅ</NAME> 

        </NAME-GROUP> 

       </CREATOR-GROUP> 

      </CREATOR-ARTICLE> 

     </APPLICATION-A63-A> 

    </CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

   </AMENDMENT-GROUP> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="4" > 

    <DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>意匠登録出願人</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT> 

    <CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

     <APPLICATION-A63-A> 

      <REQUESTER-ARTICLE> 

       <REQUESTER-GROUP> 

        <ADDRESS-GROUP> 

         <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ，Ｉ

ｔａｌｙ</ADDRESS> 

        </ADDRESS-GROUP> 

        <NAME-GROUP> 

         <NAME>ＳＴＥＦＡＮＯ ＢＯＲＩＬＥ</NAME> 

        </NAME-GROUP> 

       </REQUESTER-GROUP> 

      </REQUESTER-ARTICLE> 

     </APPLICATION-A63-A> 

    </CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

   </AMENDMENT-GROUP> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="5" > 

    <DOCUMENT-NAME>意匠登録願</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>意匠の説明</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>変更</WAY-OF-AMENDMENT> 

    <CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

     <APPLICATION-A63-A> 

       <EXPLANATION-OF-THE-DESIGN>ｗａｔｃｈｅｓ ｏｎ ｗｈｉｃｈ ｔｈｅ ｈｏｕｒｓ ａｎｄ

 ｍｉｎｕｔｅｓ ａｒｅ ｉｎｄｉｃａｔｅｄ ｂｙ ｍｅａｎｓ ｏｆ ｔｗｏ ｒｏｔａｔｉｎｇ ｉ

ｎｄｉｃａｔｏｒｓ</EXPLANATION-OF-THE-DESIGN> 

     </APPLICATION-A63-A> 

    </CONTENTS-OF-AMENDMENT> 
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   </AMENDMENT-GROUP> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="6" > 

    <DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>削除</WAY-OF-AMENDMENT> 

   </AMENDMENT-GROUP> 

   <AMENDMENT-GROUP SERIAL-NUMBER ="7" > 

    <DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME> 

    <ITEM-OF-AMENDMENT>全図</ITEM-OF-AMENDMENT> 

    <WAY-OF-AMENDMENT>追加</WAY-OF-AMENDMENT> 

    <CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

     <DRAWING-ARTICLE-A> 

      <DRAWING-ARTICLE> 

       <DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME> 

       <FIGURE-GROUP> 

        <TITLE>１．１</TITLE> 

        <IMAGE HEIGHT ="112" WIDTH ="150" FILE-NAME="F614800000010001"> 

       </FIGURE-GROUP> 

       <FIGURE-GROUP> 

        <TITLE>１．２</TITLE> 

        <IMAGE HEIGHT ="112" WIDTH ="150" FILE-NAME="F614800000010002"> 

       </FIGURE-GROUP> 

      </DRAWING-ARTICLE> 

     </DRAWING-ARTICLE-A> 

    </CONTENTS-OF-AMENDMENT> 

   </AMENDMENT-GROUP> 

  </AMENDMENT-ARTICLE> 

 </AMENDMENT-A523> 

</DES-AMND> 
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③管理文書（意匠登録願） 

 

<!DOCTYPE MI-ACC-DOC PUBLIC 

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Management Information Of Accept Document//EN" [ 

]> 

<MI-ACC-DOC> 

 <DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE>A363</DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE> 

 <LAW>3</LAW> 

 <APPLICATION-NUMBER>0000000000</APPLICATION-NUMBER> 

 <RECEIPT-NUMBER>61480000001</RECEIPT-NUMBER> 

 <RECEIPT-DATE>20150601</RECEIPT-DATE> 

 <SUBMISSION-DATE>20150501</SUBMISSION-DATE> 

 <ACCEPTANCE-FORM>006</ACCEPTANCE-FORM> 

 <DATA-ENTRY-ARTICLE> 

  <COLOR-BINARY-FLAG>1</COLOR-BINARY-FLAG> 

  <STAMP-UNKNOWN-FLAG>0</STAMP-UNKNOWN-FLAG> 

  <APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE> 

   <CONFIRMATION-GROUP> 

    <DIVISION>01</DIVISION> 

    <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ，Ｉｔａ

ｌｙ</ADDRESS> 

    <NAME>ＳＴＥＦＡＮＯ ＢＯＲＩＬＥ</NAME> 

    <ID-CONFIRMATION-WAY>3</ID-CONFIRMATION-WAY> 

    <ID-CONFIRMATION-RESULT>3</ID-CONFIRMATION-RESULT> 

   </CONFIRMATION-GROUP> 

  </APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE> 

  <DATA-ENTRY-DATE>20150701</DATA-ENTRY-DATE> 

  <PRESENTED-OBJECT-ARTICLE> 

   <OBJECT-GROUP> 

    <PRESENT-OBJECT-NAME>図面</PRESENT-OBJECT-NAME> 

    <OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG>4</OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG> 

   </OBJECT-GROUP> 

  </PRESENTED-OBJECT-ARTICLE> 

 </DATA-ENTRY-ARTICLE> 

 <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/076802</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO> 

 <NUMBER-OF-DESIGN>001</NUMBER-OF-DESIGN> 

 <LOCARNO-ARTICLE> 

  <LOCARNO-GROUP> 

   <LOCARNO-CLASS>10</LOCARNO-CLASS> 

   <LOCARNO-SUBCLASS-GROUP> 

    <LOCARNO-SUBCLASS>02</LOCARNO-SUBCLASS> 

    <LOCARNO-SUBCLASS>07</LOCARNO-SUBCLASS> 

   </LOCARNO-SUBCLASS-GROUP> 

  </LOCARNO-GROUP> 

 </LOCARNO-ARTICLE> 

</MI-ACC-DOC> 
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④管理文書（手続補正書） 

 

<!DOCTYPE MI-ACC-DOC PUBLIC 

"-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Management Information Of Accept Document//EN" [ 

]> 

<MI-ACC-DOC> 

 <DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE>A3523</DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE> 

 <LAW>3</LAW> 

 <APPLICATION-NUMBER>2013500001</APPLICATION-NUMBER> 

 <RECEIPT-NUMBER>61490000001</RECEIPT-NUMBER> 

 <RECEIPT-DATE>20151019</RECEIPT-DATE> 

 <SUBMISSION-DATE>20150919</SUBMISSION-DATE> 

 <ACCEPTANCE-FORM>006</ACCEPTANCE-FORM> 

 <DATA-ENTRY-ARTICLE> 

  <COLOR-BINARY-FLAG>1</COLOR-BINARY-FLAG> 

  <STAMP-UNKNOWN-FLAG>0</STAMP-UNKNOWN-FLAG> 

  <APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE> 

   <CONFIRMATION-GROUP> 

    <DIVISION>01</DIVISION> 

    <ADDRESS>Ｖｉａ Ｌｉｖｉｏ Ｒｉｚｚｉ ３２， Ｉ－４５１００ Ｒｏｖｉｇｏ，Ｉｔａ

ｌｙ</ADDRESS> 

    <NAME>ＳＴＥＦＡＮＯ ＢＯＲＩＬＥ</NAME> 

    <ID-CONFIRMATION-WAY>3</ID-CONFIRMATION-WAY> 

    <ID-CONFIRMATION-RESULT>3</ID-CONFIRMATION-RESULT> 

   </CONFIRMATION-GROUP> 

  </APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE> 

  <DATA-ENTRY-DATE>20151119</DATA-ENTRY-DATE> 

 </DATA-ENTRY-ARTICLE> 

 <INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO>DM/076802</INTERNATIONAL-REGISTRATION-NO> 

 <NUMBER-OF-DESIGN>001</NUMBER-OF-DESIGN> 

<INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE>20150919</INTERNATIONAL-PUBLICATION-DATE> 

 <LOCARNO-ARTICLE> 

  <LOCARNO-GROUP> 

   <LOCARNO-CLASS>10</LOCARNO-CLASS> 

   <LOCARNO-SUBCLASS-GROUP> 

    <LOCARNO-SUBCLASS>02</LOCARNO-SUBCLASS> 

    <LOCARNO-SUBCLASS>07</LOCARNO-SUBCLASS> 

   </LOCARNO-SUBCLASS-GROUP> 

  </LOCARNO-GROUP> 

 </LOCARNO-ARTICLE> 

</MI-ACC-DOC> 



１．「添付１１．通常の国内出願と同様の内容」について 

国際意匠登録出願データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）は、国際意匠登録出願の中間書類のデータエ

ントリにおいて、データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）と同様の電子化規準となっている箇所がある。

そのため、本添付において、その該当箇所（以下参照）を抜粋し、データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）

の修正履歴とともに格納している。 

 

 ２.４章 電子化（ＤＥ）手数料 

 ３章  電子化データの納品 

 ４章  電子出願申請書式 

 ５章  データエントリ仕様 

 ６章  意匠図面・写真・ひな形・見本及び添付物件の電子化規準 

 ７章  更正申請の電子化 

 １０章 緊急避難案件の電子化 

 

２．本添付に格納されているデータエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）の版数について 

本添付に格納されているデータエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）の版数は以下のとおりである。 

第５．０版（令和５年６月３０日納品） 

 

３．本添付の維持管理方法について 

データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）の改版があった場合で、国際意匠登録出願データエントリ電子

化規準（ＳＧＭＬ）に影響のある変更があったものを対象に、データエントリ電子化規準（ＳＧＭＬ）の

内容を反映している。 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2012.06.22 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.0 第４．０版 
      

4.0-1 第３章 電子化データの納品 

３．１  概要 

 

・バッチ申請データファイル及び管理情報早期ＤＥデータファイル

の圧縮・暗号化に関する記載を、以下の記載に修正。 

 

バッチ申請データファイルは、暗号化して転送する。管理情報早

期ＤＥデータファイルは圧縮・暗号化を行わずにＴＣＰ／ＩＰ上

でＦＴＰ機能により転送する。納品明細書等の書面は、転送後、

納品する。 

 

 

 

 

P.3.1-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 2012.06.22 篠崎 記載の詳細化 

（出願支援課様

の修正要望） 

4.0-2 第３章 電子化データの納品 

３.２  出力ファイルフォーマット（レコードレイアウト） 

(2) 情報レコード 

 

・情報レコードのインターフェースヘッダに関する注釈について、

以下の通り記載を修正。 

 

＊２：インターフェースヘッダは、情報レコード単位に１つ設定す

る。 

なお、レコード総情報長、フォーマット識別、ＭＩＭＥデータは

書類ごとに繰り返して設定する。 

 

 

 

 

 

P.3.2-3 

Ｃ 2012.06.22 篠崎 記載の詳細化 

4.0-3 第３章 電子化データの納品 

３．３  納品リスト 

３．３．１  バッチ申請データ 

 

・バッチ申請データの電子化データエントリ納品時の納品明細書に

記載されている「イメージ点数」について、以下の説明文を追記。 

 

納品内訳に記載されている”イメージ点数”とは、書面に掲載さ

れているイメージ（図面）の個数及び添付されている書面のペー

ジ数を合計したものである。 

 

 

 

 

P.3.3-1  

 

 

Ｃ 2012.06.22 篠崎 記載の詳細化 

（出願支援課様

の修正要望） 

  － 以上 －      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.03.29 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.01 第４．０１版 
      

4.01-

1 

付録 

 

 「意匠図面のデータエントリに関する運用基準」を付録として追

加 

 

 

付録 

 

 

 

 

 

 
 
Ａ 

 
 
2013.03.29 

 
 
伊藤 

 

 

出願支援課様の

修正要望 

  － 以上 －      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.6.30 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.9 第４．９版 
      

4.9 

-1 

 

第２章 申請書類の発注 

２．４ 電子化(ＤＥ)手数料 

 

データエントリ手数料徴収対象書類から「代理人解任届」お

よび「復代理人解任届」を削除し、「受付日」が令和4年6月

27日以降、新規エントリーされることはないことを注記 

 

 

 

 

2.4-4 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 

4.9 

-2 

 

第３章 電子化データの納品 

３．１ 概要 

 

早期DE対象書類一覧表から「代理人解任届」および「復代理

人解任届」を削除し、「受付日」が令和4年6月27日以降、新

規エントリーされることはないことを注記 

 

 

 

 

3.1-2 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 

4.9 

-3 

 

第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

３．３．１ バッチ申請データ 

 

伝票フォーマット例から「代理人解任届」および「復代理人

解任届」を削除し、「受付日」が令和4年6月27日以降、新規

エントリーされることはないことを注記 

 

 

 

 

 

3.3-3 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 

4.9 

-4 

 

第４章 電子出願申請書式 

 

出願書類例一覧の「代理人解任届」および「復代理人解任届」

に注を付け、それらの書類およびそれらを補正する手続補正

書は「受付日」が令和4年6月27日以降、新規エントリーされ

ることはないことを注記 

 

「代理人解任届」および「復代理人解任届」の書式例に、「受

付日」が令和4年6月27日以降、新規エントリーされることは

ないことを注記 

 

 

 

4（ⅰ） 

 

 

 

 

4-23、 

4-31 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 

4.9 

-5 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報仕様の見出し 

 

「不備情報」の初期エントリ欄を「○：設定」から「－：設定な

し、又は、非更新」に修正 

 

「不備コード」の初期エントリ欄を「○：設定」から「－：設定

なし、又は、非更新」に修正一覧表を以下のとおり変更 

 

 

 

 

 

 

5.2-3 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 押印廃止に伴う

対応 

4.9 

-6 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

項目名「受付形態」 

特殊申請の場合の申請形態を追記 

 

 

 

 

 

5.2-19 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.6.30 山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.6.30 

 

4.9 

-7 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

申請人確認情報の記事設定規則 

2. 申請人確認情報の記事の設定 

（1）基本概念 

物件票の申請人の情報と書誌情報の出願人又は代理人の記事が
一致している場合、『ID確認方法』、『ID確認結果』、『不備
コード』によるチェックの記載を修正 

（2）具体的な例 

物件表に申請人が複数記載されている場合の管理情報の設定例
を修正 

「（3）設定順」を追加し、申請人が複数記載されている場合の
設定順を追記 

 

項目名「ID確認方法」 

新規エントリの場合、印影“3” のみ設定するよう記載を修正 

 

項目名「ID確認結果」 

項目設定方法に設定値は物件票の申請人の識別番号と書誌情報
の出願人又は代理人の記事の識別番号が一致する場合、“0”を、
一致しない場合、“3”を設定するよう記載を修正 

 

項目名「不備情報」 

新規エントリの場合、タグが設定されないよう記載を修正 

 

項番70 項目名「不備コード」 

新規エントリの場合、タグが設定されないよう記載を修正 

不備コード一覧表を削除 

 

 

 

 

 

5.2-27、 

5.2-28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-35 

 

 

 

5.2-36 

 

 

 

5.2-37 

 

 

5.2-38 

 

5.2-39 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

2022.6.30 山田 押印廃止に伴う

対応 

4.9 

-8 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．４ 管理情報における相関チェック 

 

（6） 

管理情報のＩＤ確認方法と確認結果の整合性チェックからＩＤ

確認方法が「ＩＤラベル」および「未確認」の場合の記載を削

除 

 

（7） 

管理情報における申請人確認情報の整合性チェックからＩＤ確

認結果が「確認待」および「未確認」の場合の記載を削除 

 

 

 

 

 

 

5.2-72 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

2022.6.30 山田 押印廃止に伴う

対応 

4.9 

-9 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．２ 意匠・商標・審判 電子化対象書類一覧 

 

意匠・商標電子化対象書類一覧の「代理人解任届」および「復

代理人解任届」に注を付け、それらの書類およびそれらを補

正する手続補正書は「受付日」が令和4年6月27日以降、新規

エントリーされることはないことを注記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.2-1、 

5.3.2-2 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 
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4.9 

-10 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

21 代理人解任届 

 

欄外に「受付日」が令和4年6月27日以降、新規エントリーされ

ることはないことを注記 

 

29 復代理人解任届 

 

欄外に「受付日」が令和4年6月27日以降、新規エントリーされ

ることはないことを注記 

 

 

 

 

 

5.3.3-88 

 

 

 

 

5.3.3-121 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 

4.9 

-11 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

57-2 回復理由書 

 

【手数料の表示】およびその配下のタグを追加 

 

 

 

 

 

5.3.3-217-7、 

5.3.3-217-8 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 権利の回復の要

件緩和対応

(2022-0009) 

4.9 

-12 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．１ 却下要件 

 

書類識別（補正）のタグ名一覧の「代理人解任届」および「復

代理人解任届」に注を付け、それらの書類およびそれらを補正

する手続補正書は「受付日」が令和4年6月27日以降、新規エン

トリーされることはないことを注記 

 

 

 

 

 

5.4-14 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

2022.6.30 山田 代理人解任届及

び復代理人解任

届の廃止対応

(2022-0008) 

4.9 

-13 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

項番3（6） 

管理情報のＩＤ確認方法と確認結果の整合性エラーの記載から

ＩＤ確認方法が「ＩＤラベル」および「未確認」の場合の記載

を削除 

 

項番3（7） 

管理情報における申請人確認情報の整合性エラーの記載からＩ
Ｄ確認結果が「確認待」および「未確認」の場合の記載を削除 

 

 

 

 

 

5.5-7 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.6.30 山田 押印廃止に伴う

対応 

4.9 

-14 

付録 

付録1 

発注番号構成表 

 

発注番号構成表に特殊申請の場合の番号帯を追加 

 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.6.30 山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

 以上      
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.8 第４．８版 
      

4.8-1 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

項番１．１５ 出願の区分  IP-TYPE 

(2) 内容の置換 

 

【パリ条約による優先権等の主張】配下の【優先権証明書提供国

（機関）】が「台湾」の場合、【出願の区分】に「意匠」を設定

できるように変更 

例１）～例３）を上記の修正にあわせて変更 

 

項番１．１６ アクセスコード GENERATED-ACCESS-CODE 

(2) 内容の置換 

 

【パリ条約による優先権等の主張】配下の【優先権証明書提供国

（機関）】が「台湾」の場合、【アクセスコード】に「台湾」を

設定できるように変更 

 

項番１．１８ 国名 NATION 

(2) 内容の置換 

 

【優先権証明書提供国（機関）】に「台湾」を設定できるように

変更 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-37-2～3 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-37-4 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-37-7 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2021.6.25 吉川 台湾との意匠優

先権書類データ

の電子的交換

（日台意匠PDX

の導入）

（2021-3301） 

4.8-2 第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

【パリ条約による優先権等の主張】配下の【優先権証明書提供国

（機関）】に「台湾」を設定できるようになることに伴いエラー

コード「5340」の説明を変更 

 

 

 

 

 

5.5-11 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2021.6.25 吉川 台湾との意匠優

先権書類データ

の電子的交換

（日台意匠PDX

の導入）

（2021-3301） 

 以上      
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.7 第４．７版 
      

4.7-1 第２章 申請書類の発注 

２.４ 電子化（ＤＥ）手数料 

 

データエントリ手数料徴収対象書類に以下を追加 

 

1-1-1 意匠登録願（複数） 

10-3 手続補正書（複数） 

11-1-1 回復理由書 

 

 

 

 

2.4-1、2.4-2 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-2 第３章 電子化データの納品 

３.１ 概要 

 

早期ＤＥ対象書類一覧表に以下を追加 

 

1-1 意匠登録願（複数） 

58-0 手続補正書（複数） 

58-2 回復理由書 

 

 

 

 

3.1-2、3.1-3 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-3 第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

 

納品明細書の伝票フォーマットに以下を追加 

 

2 意匠登録願（複数） 

15 手続補正書（複数） 

67 回復理由書 

 

上記の追加に伴い、記載内容を次ページに移動 

 

 

 

 

3.3-2～3.3-5 

 

 

 

 

 

3.3-5-1 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-4 第４章 電子出願申請書式 

 

以下の書類を追加 

 

１－１ 意匠登録願（複数） 

５７－２ 回復理由書 

５９－１ 手続補正書（複数） 

 

 

 

4(i) 

 

4-2-1～4-2-9 

4-60-3 

4-62-1 

 

 

Ｃ 

 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.7-5 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

項目名 確認情報 

タグ名 CONFIRMATION-ARTICLE 

 

管理情報の申請人確認情報に設定対象の申請人・代理人一覧に

以下の書類を追加 

 

意匠登録願（複数） 

手続補正書（複数） 

回復理由書 

 

項目名 提出物件名 

タグ名 PRESENT-OBJECT-NAME 

 

電子化対象書類が意匠登録願（複数）の場合の電子化方法を追

記 

 

 

 

 

 

5.2-30-2、 

5.2-30-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-51 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-6 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

項目名 提出物件名 

タグ名 PRESENT-OBJECT-NAME 

 

提出物件、提出物件票、申請書類の【提出物件の目録】の【物

件名】の間で齟齬がある場合は電子記録基準管理班へ問い合わ

せることを追記 

 

 

 

 

 

5.2-51 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 記載の明確化 

4.7-7 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．１ 書誌情報仕様の見解方法 

 

タグの属性一覧に以下のタグを追加し、属性「一連番号」を設定

する旨を記載 

 

複数意匠 

図面 

図面代用写真 

図面代用ひな形 

図面代用見本 

複数意匠（補正） 

図面（補正） 

図面代用写真（補正） 

図面代用ひな形（補正） 

図面代用見本（補正） 

 

上記の追加に伴い、記載内容を次ページに移動 

 

 

 

 

 

5.3.1-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.1-9 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.7-8 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．２ 意匠・商標・審判 電子化対象書類一覧 

 

以下の書類を追加 

 

１－１ 意匠登録願（複数） 

５７－２ 回復理由書 

５９－１ 手続補正書（複数） 

 

以下の書類の意匠を電子化対象に変更 

 

５１－１ 期間延長請求書（期間徒過） 

 

 

 

 

 

5.3.2-1、 

5.3.2-2 

 

 

 

 

5.3.2-2 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-9 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

以下の書類を追加 

 

意匠登録願（複数） 

 

回復理由書 

 

手続補正書（複数） 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3.-5-1～ 

5.3.3.-5-8 

5.3.3.-217-5～ 

5.3.3.-217-7 

5.3.3.-225-1～ 

5.3.3.-225-6 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

以下の書類の【事件の表示】配下の【登録番号】に取消線を付与 

 

出願人名義変更届 

出願人名義変更届（一般承継） 

出願人名義変更届（特例商標登録出願） 

出願人名義変更届（特例商標登録出願）（一般承継） 

書換登録申請者名義変更届 

受継申立書 

代表者選定届 

代理人変更届 

代理人選任届 

代理権消滅届 

代理人受任届 

代理人辞任届 

代理人解任届 

代理権変更届 

包括委任状援用制限届 

復代理人変更届 

復代理人選任届 

復代理権消滅届 

復代理人受任届 

復代理人辞任届 

復代理人解任届 

復代理権変更届 

出願取下書 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-38、 

5.3.3-43、 

5.3.3-48、 

5.3.3-53、 

5.3.3-58、 

5.3.3-63、 

5.3.3-66、 

5.3.3-69、 

5.3.3-74、 

5.3.3-78、 

5.3.3-82、 

5.3.3-85、 

5.3.3-88、 

5.3.3-92、 

5.3.3-96、 

5.3.3-100、 

5.3.3-105、 

5.3.3-109、 

5.3.3-113、 

5.3.3-117、 

5.3.3-121、 

5.3.3-125、 

5.3.3-129、 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 誤記訂正 
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4.7- 

10 

続き 

出願放棄書 

パリ条約による優先権主張放棄書 

使用に基づく特例の適用の主張取下書 

書換登録申請取下書 

意見書 

弁明書 

優先権証明書提出書 

新規性の喪失の例外証明書提出書 

出願時の特例証明書提出書 

出願日証明書提出書 

物件提出書 

証明書類提出書 

特徴記載書 

雑書類 

早期審査に関する事情説明書 

早期審査に関する事情説明補充書 

ひな形又は見本補足書 

上申書 

手続補足書 

期間延長請求書 

期間延長請求書（期間徒過） 

刊行物等提出書 

協議の結果届 

出願変更届（類似→独立） 

出願変更届（独立→類似） 

協議の結果届 

既納手数料返還請求書 

5.3.3-132、 

5.3.3-135、 

5.3.3-139、 

5.3.3-142、 

5.3.3-145、 

5.3.3-149、 

5.3.3-153、 

5.3.3-156、 

5.3.3-159、 

5.3.3-162、 

5.3.3-165、 

5.3.3-168、 

5.3.3-171、 

5.3.3-175、 

5.3.3-178、 

5.3.3-181、 

5.3.3-184、 

5.3.3-187、 

5.3.3-191、 

5.3.3-194、 

5.3.3-197-1、 

5.3.3-201、 

5.3.3-204、 

5.3.3-208、 

5.3.3-211、 

5.3.3-214、 

5.3.3-217-1 

 

4.7-

11 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共－４ 事件の表示 

 

事件の表示の四法職権テーブルに意匠登録願（複数）を追加 

 

共－９０ 物件名 

 

意匠登録願（複数）の電子化方法を追記 

 

 

 

 

 

5.3.4-10 

 

 

 

5.3.4-145-5 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

１．５ 申請者 

 

書類別項目記載事例一覧表に以下を追加 

 

１－１ 意匠登録願（複数） 

５７－２ 回復理由書 

５９－１ 手続補正書（複数） 

 

上記の追加に伴い、記載内容を移動 

 

１．７ 代理人 

 

書類別項目記載事例一覧表に以下を追加 

 

１－１ 意匠登録願（複数） 

５７－２ 回復理由書 

５９－１ 手続補正書（複数） 

 

 

 

 

5.3.5-16、

5.3.5-20 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-20-1、 

5.3.5-20-2 

 

 

5.3.5-25、

5.3.5-27 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 
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4.7- 

12 

続き 

 

上記の追加に伴い、記載内容を移動 

 

１．９ 変更する代理人 

 

書類別項目記載事例一覧表に以下を追加 

 

１－１ 意匠登録願（複数） 

 

上記の追加に伴い、記載内容を移動 

 

以下の変換仕様を追加 

 

１－１．０ 書類識別 

１－１．１ 書類名 

１－１．２ 特記事項 

１－１．３ 条文 

１－１．４ 申請者の記事 

１－１．５ 申請者 

１－１．６ 代理人の記事 

１－１．７ 代理人 

１－１．８ 変更する代理人の記事 

１－１．９ 変更する代理人 

１－１．１０ パリ条約による優先権等の主張 

１－１．１１ パリ優先権主張 

１－１．１２ 国名 

１－１．１３ 出願日 

１－１．１４ 出願番号 

１－１．１５ 出願の区分 

１－１．１６ アクセスコード 

１－１．１７ 優先権書類の所在情報 

１－１．１８ 国名 

１－１．１９ 複数意匠 

５７－２．０ 書類識別 

５７－２．１ 書類名 

５７－２．２ 申請者の記事 

５７－２．３ 申請者 

５７－２．４ 代理人の記事 

５７－２．５ 代理人 

５７－２．６ 意見の内容 

５７－２．７ 段落 

５７－２．８ イメージ 

５９－１．０ 書類識別 

５９－１．１ 書類名 

５９－１．２ 申請者の記事 

５９－１．３ 申請者 

５９－１．４ 代理人の記事 

５９－１．５ 代理人 

５９－１．６ 証拠方法 

５９－１．７ 補正対象意匠番号 

 

 

5.3.5-27-1 

 

 

 

5.3.5-32 

 

 

 

5.3.5-32-1 

 

5.3.5-37-8～ 

5.3.5-37-18、 

5.3.5-416-17～ 

5.3.5-416-22、 

5.3.5-426-1～ 

5.3.5-426-6 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ａ 

 

Ａ 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.7-

13 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

 

【補正対象書類名】の記載内容について説明を追加 

 

意匠登録願（複数）の補正について説明を追加 

 

 

 

「補正の記事」の構成に補正対象意匠番号を追加 

 

【補正対象意匠番号】の電子化について説明を追加 

 

書類識別（補正）のタグ名一覧に以下を追加 

 

１－１ 意匠登録願（複数） 

５７－２ 回復理由書 

５９－１ 手続補正書（複数） 

 

図面・写真・ひな形・見本、複数意匠の補正について説明を追加 

 

 

 

 

 

5.4-4-1 

 

5.4-5、5.4-17、 

5.4-63-3～

5.4-63-6 

 

5.4-9 

 

5.4-11-1 

 

5.4-14 

 

 

 

 

 

5.4-16 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

Ａ 

 

 

Ｃ 

 

Ａ 

 

Ｃ 

 

 

 
 
 
Ｃ 
 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-

14 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

 

意匠登録願（複数）の複数意匠（【意匠n】）の図面、写真、ひ

な形、見本の記載がない場合について追記 

 

 

 

 

5.5-4 

 

 

 

 

Ｃ 
 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-

15 

第５章 データエントリ仕様 

５．７ 【意見の内容】等の電子化 

５．７．１ 前提条件 

 

回復理由書の【回復の理由】を追加 

 

 

 

 

 

5.7-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-

16 

第６章 意匠図面・写真・ひな形・見本及び添付物件の電子化規準 

 

図面・写真・ひな形・見本の属性一連番号に関する記載を追加 

 

 

 

 

6-3、6-4、6-6、 

6-18、6-19、6-21 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

4.7-

17 

第８章 援用書類の電子化 

 

意匠登録願（複数）の援用対象について追記 

 

 

 

8-1 

 

 

Ｃ 

 

2020.6.30 吉川 意匠法等改正対

応（複数一括出

願等）

（2020-0016） 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2019.6.28 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.6 第４．６版 
      

4.6-1 目次 

 
以下の記載を削除 
 

「元号変更対応(S-H29-0011)」により、2019年5月1日に施行さ

れる新元号を本仕様書に記載する場合は、「〓〓」と表記して

います。新元号の決定後は「〓〓」を決定後の元号に読み替え

てください。 

 

 

 

- 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.6-2 第１章 前提条件 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化されることを追記 

 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 

4.6-3 第２章 申請書類の発注 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化されることを追記 

 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 

4.6-4 第３章 電子化データの納品 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化されることを追記 

 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 

4.6-5 第４章 電子出願申請書式 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化されることを追記 

 

 

 

4(ii) 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 

4.6-6 第５章 データエントリ仕様 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化されることを追記 

 

 

 

5(i) 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 

4.6-7 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

期間延長請求書（期間徒過）に【持分の割合】を追加 

 

 

 

 

5.3.3-197-3 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 期間延長請求書

（期間徒過）の

様式変更対応

（2019-0708） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.6-8 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

審判書類の申請者配下の代表出願人の申請書類記載項目に【代表

請求人】を追加し、【代表請求人】は審判書類（XMLスキーマ）

を補正する場合にのみ記載が可能である旨の注を追記 

 

 

 

 

5.3.3-226、 

5.3.3-230、 

5.3.3-231、 

5.3.3-233、 

5.3.3-234、 

5.3.3-236、 

5.3.3-237、 

5.3.3-239、 

5.3.3-240、 

5.3.3-242、 

5.3.3-243、 

5.3.3-245、 

5.3.3-246、 

5.3.3-248、 

5.3.3-249、 

5.3.3-251、 

5.3.3-252、 

5.3.3-254、 

5.3.3-255、 

5.3.3-257、 

5.3.3-258、 

5.3.3-260、 

5.3.3-261、 

5.3.3-263、 

5.3.3-264、 

5.3.3-266、 

5.3.3-267、 

5.3.3-269、 

5.3.3-270、 

5.3.3-272、 

5.3.3-273、 

5.3.3-275、 

5.3.3-276、 

5.3.3-278、 

5.3.3-279、 

5.3.3-281、 

5.3.3-282、 

5.3.3-284、 

5.3.3-288、 

5.3.3-290、 

5.3.3-291、 

5.3.3-293、 

5.3.3-294、 

5.3.3-296、 

5.3.3-297、 

5.3.3-299、 

5.3.3-300、 

5.3.3-302、 

5.3.3-303、 

5.3.3-305、 

5.3.3-308 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.6-9 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

元号決定に伴い、「〓〓」を「令和」、「〓」を「令」に変更 

 

 

 

 

 

5.3.4-10、 

5.3.4-17、 

5.3.4-21、 

5.3.4-23、 

5.3.4-34、 

5.3.4-37、 

5.3.4-41、 

5.3.4-45、 

5.3.4-48-2、 

5.3.4-53、 

5.3.4-55 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.6-

10 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

共－３４ 代表出願人 

 

代表請求人の変換仕様を追加 

 

 

 

 

5.3.4-72 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.6.28 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（S-H2020-0014

） 

 以上      
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.5 第４．５版 
      

4.5-1 目次 

 

目次最下部に以下の内容を追記 

 

「元号変更対応(S-H29-0011)」により、2019年5月1日に施行 

される新元号を本仕様書に記載する場合は、「〓〓」と表記して

います。新元号の決定後は「〓〓」を決定後の元号に読み替えて

ください。 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-2 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

意匠登録願の項番96「パリ優先権主張」配下に以下のタグを追加 

 

項番99-1：「出願の区分」（タグ名：IP-TYPE） 

項番99-2：「アクセスコード」 

（タグ名：GENERATED-ACCESS-CODE） 

項番99-3：「優先権書類の所在情報」 

（タグ名：PRIORITY-DOC-LOCATION-INFO） 

 

 「優先権書類の所在情報」の配下に以下のタグを追加 

 

項番99-4：「国名」（タグ名：NATION） 

 

 上記の追加に伴い、記載内容を次ページ以降に移動 

 

 

 

 

 

5.3.3-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-5 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2018.6.29 猪飼 優先権書類の電

子的交換（意匠）

対応

（S-H30-0002） 

4.5-3 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 事件の表示の元号職権テーブルの「職権訂正後の値」と 

「職権内容」に新元号（〓〓）を追加 

 

 

 

 

5.3.4-10 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-4 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―６ 審判番号 (3) 内容の置換（中間書類）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

 

 

 

5.3.4-17 

5.3.4-17-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-5 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―８ 出願番号 (3)-1 内容の置換 （意匠の場合）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

上記の追加に伴い、記載内容を次ページ以降に移動 

 

 

 

 

 

5.3.4-21 

 

 

 

5.3.4-22 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.5-6 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―８ 出願番号 (3)-2 内容の置換 （商標の場合）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

上記の追加に伴い、記載内容を次ページ以降に移動 

 

 

 

 

 

5.3.4-23 

 

 

 

5.3.4-24 

5.3.4-24-1 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-7 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 審判事件の表示の元号職権テーブルの「職権訂正後の値」と 

「職権内容」に新元号（〓〓）を追加 

 

 

 

 

5.3.4-34 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-8 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―１２ 審判番号 (3) 内容の置換（中間書類）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

 

 

 

5.3.4-37 

5.3.4-37-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-9 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―１４ 出願番号 (3) 内容の置換の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

上記の追加に伴い、記載内容を次ページ以降に移動 

 

 

 

 

5.3.4-41 

 

 

 

5.3.4-42 

5.3.4-42-1 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-

10 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―１６ 出願番号 (3) 内容の置換の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

 

 

 

5.3.4-45 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-

11 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―１７．５ 審判番号 (3) 内容の置換（中間書類）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

 

 

 

5.3.4-48-2 

5.3.4-48-3 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-

12 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―２０ 出願番号 (2)－１ 内容の置換 （意匠の場合）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

 

 

 

5.3.4-53 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.5-

13 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

 新元号（〓〓）の追加に伴い、 

共―２０ 出願番号 (2)－２ 内容の置換 （商標の場合）の 

「申請書の状態」と「電子化における対処」を変更 

 

上記の追加に伴い、記載内容を次ページ以降に移動 

、 

 

 

 

 

 

5.3.4-55 

 

 

 

5.3.4-56 

5.3.4-56-1 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2018.6.29 猪飼 元号変更対応

（S-H29-0011） 

4.5-

14 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

１．１０ パリ条約による優先権等の主張 

 

文書例、ＳＧＭＬ例に以下のタグを追加 

 

「出願の区分」（タグ名：IP-TYPE）、 

「アクセスコード」（タグ名：GENERATED-ACCESS-CODE）、 

「優先権書類の所在情報」 

（タグ名：PRIORITY-DOC-LOCATION-INFO） 

 「優先権書類の所在情報」の配下に以下のタグを追加 

「国名」（タグ名：NATION） 

 

 

 

 

5.3.5-33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

2018.6.29 猪飼 優先権書類の電

子的交換（意匠）

対応

（S-H30-0002） 

4.5-

15 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

下記タグの「(1) 項目の置換」「(2) 内容の置換」の記載を 

追加 

 

１．１５ 「出願の区分」（タグ名：IP-TYPE） 

 

 

１． １６ 「アクセスコード」 

（タグ名：GENERATED-ACCESS-CODE） 

 

１．１７ 「優先権書類の所在情報」 

（タグ名：PRIORITY-DOC-LOCATION-INFO） 

 

「優先権書類の所在情報」の配下に以下のタグを追加 

 

１．１８ 「国名」（タグ名：NATION） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-37-1～ 

5.3.5-37-3 

 

5.3.5-37-4～ 

5.3.5-37-5 

 

5.3.5-37-6 

 

 

 

 

5.3.5-37-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ａ 

 

2018.6.29 猪飼 優先権書類の電

子的交換（意匠）

対応

（S-H30-0002） 

4.5-

16 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ チェック内容とエラー時の対処 

 

 4. 書誌情報のみに発生するエラー 

 

 「(7)不要な項目が存在する」を追加 

 

 

 

5.5-11 

 

 

 

Ｃ 

 

2018.6.29 猪飼 優先権書類の電

子的交換（意匠）

対応

（S-H30-0002） 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2015.12.25 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.21 第４．２１ 
      

4.21-

1 

第３章 電子化データの納品 

３．１ 概要 

 

実態に合わせ以下の記載を訂正 

 

訂正前） 

バッチ申請データファイルは、暗号化して転送する。管理情

報早期ＤＥデータファイルは圧縮・暗号化を行わずにＴＣＰ

／ＩＰ上でＦＴＰ機能により転送する。 

 

訂正後） 

バッチ申請データファイル、管理情報早期ＤＥデータファイ

ルは、ＳＳＨにより暗号化された通信路でＳＦＴＰ転送す

る。 

 

 

 

 

3.1-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2015.12.25 吉川 誤記訂正 

4.21-

2 

第３章 電子化データの納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

・「（１） 新規の紙による申請の納品物及び確認事項」 

項番６の備考に以下を追記 

 

意匠法第６条第２項のひな形又は見本および商標法第５条

第４項の物件（音声データ）は、申請書類のコピーを入れた

受付包袋を別途作成し、納品（返却）する。その他、納品（返

却）に関する事項については電子記録基準管理班の指示に従

うこととする。 

 

 

 

 

 

3.4-2 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2015.12.25 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.21-

3 

第５章 データエントリ仕様 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

 

音声ファイルを提出する際に【物件名】に設定する文言を変更 

 

・「(7) 仕様の記述に関する全般的な事項」 

「商標法第５条第４項に規定する物件」から 

「商標法第５条第４項の物件」に訂正 

 

 

 

 

 

 

 

5.1-5 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.12.25 吉川 誤記訂正 

4.21-

4 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

音声ファイルを提出する際に【物件名】に設定する文言を変更 

 

日本語標準名 提出物件名 

タグ名 PRESENT-OBJECT-NAME 

 

・項番 1「新規のエントリの場合」の 

「(1)提出物件がある場合」「備考」欄 

「商標法第５条第４項に規定する物件」から 

「商標法第５条第４項の物件」に訂正 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-51 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.12.25 吉川 誤記訂正 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2015.12.25 

 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.21-

5 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

音声ファイルを提出する際に【物件名】に設定する文言を変更 

 

・共－９０ 

項目名 物件名 

タグ名 OBJECT-NAME 

 

「(2) 内容の置換」 

「商標法第５条第４項に規定する物件」から 

「商標法第５条第４項の物件」に訂正 

 

「商標法第５条第２項に規定する物件」から 

「商標法第５条第４項の物件」に訂正 

 

以下の変換仕様の見出しとして記載されているタグ名の 

誤記を訂正 

 

・共－１０４ 

項目名 ホログラム商標 

 

見出しとしてのタグ名を「MOTION-TRADEMARK」から「HOLOGR

AM-TRADEMARK」に訂正 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-145-1～ 

5.3.4-145-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-162 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2015.12.25 吉川 誤記訂正 

4.21-

6 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．６ 具体的な説明 

 

音声ファイルを提出する際に【物件名】に設定する文言を変更 

 

・「⑳音声ファイルを補正する場合」 

「商標法第５条第４項に規定する物件」から 

「商標法第５条第４項の物件」に訂正 

 

 

 

 

 

 

5.4-63-1、 

5.4-63-2 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.12.25 吉川 誤記訂正 

4.21-

7 

第８章 援用書類の電子化 

８．３ 概要 

 

電子化フォーマットの概略図を訂正 

 

・「</指定商品又は指定役務並びに区分>」を追記 

 

・終了タグを「</意匠登録願>」から「</商標登録願>」に訂正 

 

・終了タグに「/」を追記 

 

・「</TM-APP-DOC>」を追記 

 

音声ファイルを提出する際に【物件名】に設定する文言を変更 

 

・「商標法第５条第４項に規定する物件」から 

「商標法第５条第４項の物件」に訂正 

 

 

 

8-8～ 

8-11-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-11-1 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.12.25 吉川 出願課様からの

修正要望 

  

以上 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2017.6.30 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.4 第４．４版 
      

4.4-1 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様共通項目 

 

共―５０ 国籍 

国名テーブル一覧表を以下のとおり変更 

 

項番60 EM 

 

変更前） 

 域内市場における調和のための官庁（商標及び意匠） 

 

 変更後） 

  欧州連合知的財産庁 

 

項番72  

 

 変更前） 

  グルジア 

 

 変更後） 

  ジョージア 

 

上記の変更に伴い、ページを追加し記載内容を移動 

 

 

 

 

5.3.4-90～ 

5.3.4-102 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-102-1、 

5.3.4-102-2 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

2017.6.30 吉川 国県名テーブル

メンテナンス作

業（平成29年分）

（S-H29-0012） 

  

以上 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2016.12.22 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.31 第４．３１版 
      

4.31-

1 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

項番  ３．４ 

項目名 商標登録を受けようとする商標 

タグ名 TRADEMARK-ARTICLE 

 

標準文字をイメージ化する際のフォントのバージョンを以下

のとおり追記 

 

修正前） 

ＩＰＡ明朝フォント 

 

修正後） 

ＩＰＡ明朝フォント（Ver.003.03） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-54 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.12.22 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.31-

2 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．５ 補正の内容の電子化 

 

以下の項目を追加 

 

(6)  商標登録を受けようとする商標の内容が標準文字と推測

される場合の補正 

 

 

 

 

 

5.4-16 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.12.22 吉川 出願課様からの

修正要望 

  

以上 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2016.7.1 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.3 第４．３版 
      

4.3-1 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

 出願ソフト付与情報（SOFT-OPPOSITION-ARTICLE）およびデータ

エントリ付与情報（DATA-ENTRY-ARTICLE）配下に標準文字内容（C

ONTENTS-OF-STANDARD-CHARACTER）および欄外に注として＊５を

追加 

 

＊５：オンライン申請された案件で標準文字に関する更正申請

がなされた場合に更新される場合がある。詳細は「第７章

 更正申請の電子化」を参照。 

 

 

 

 

 

5.2-2～5.2-4 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 

4.3-2 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

データエントリ付与情報配下の料金関係の欄外に注として＊６

を追加 

 

＊６：納付方法が指定代理納付の場合は、緊急避難案件、再ＤＥ

（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合に、Ｄ

Ｅ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリ

すること）に限りデータエントリ付与情報配下の料金関係を設定

する。 

 

 

 

 

 

5.2-3、5.2-4 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2016.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

4.3-3 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

以下のタグの管理情報仕様を追加 

 

項目名 標準文字内容 

タグ名 CONTENTS-OF-STANDARD-CHARACTER 

 

以下のタグの項番1を修正 

 

項目名 標準文字妥当性フラグ 

タグ名 ADEQUATE-DISTINCTION 

 

・標準文字の内容を書面の記載内容をそのままイメージで電子

化した場合にタグ内容に“１”を設定する旨を追記 

 

・備考に注を追加し、上記に該当するケースの説明を追記 

 

・対象書類に手続補正書（方式）および手続補正書を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-24-1 

 

 

 

 

5.2-67 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2016.7.1 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.3-4 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

下記のタグの管理情報仕様に指定代理納付の場合の設定方法を

追記 

 

項目名 料金関係 

タグ名 RELATION-CHARGE-ARTICLE 

 

 

項目名 納付方法 

タグ名 PAYMENT-WAY 

 

項目名 納付金額 

タグ名 KIND-OF-FEE 

 

項目名 会計種別 

タグ名 KIND-OF-ACCOUNT 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-41-1、 

5.2-41-2 

5.2-41-3 

 

5.2-44 

 

 

5.2-45 

 

 

5.2-46 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ａ 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

2016.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

4.3-5 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

下記のタグの管理情報仕様に銀行口座自動振替の場合の設定方

法が記載されていなかったため追記 

 

項目名 料金関係 

タグ名 RELATION-CHARGE-ARTICLE 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-41-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2016.7.1 吉川 誤記訂正 

4.3-6 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．４ 管理情報における相関チェック 

 

(8)の表に項番4-5、4-6を追加し、納付方法が指定代理納付のケ

ースについて追記 

 

上記の追記に伴い、ページを追加し記載内容を移動 

 

 

 

 

 

5.2-73～ 

5.2-75 

 

5.2-76 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

4.3-7 第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．４ 管理情報における相関チェック 

 

(8)の表の項番4-3、4-4の記載を以下のとおり訂正 

 

訂正前） 

記入ありかつ書誌の『手数料の表示』の『納付番号』と一致 

記入ありかつ書誌の『手数料補正』の『納付番号』と一致 

 

訂正後） 

記入ありかつ書誌の『手数料の表示』の『振替番号』と一致 

記入ありかつ書誌の『手数料補正』の『振替番号』と一致 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-73 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 誤記訂正 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.3-8 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

以下の書類の【手数料の表示】、【手数料補正】配下に【指定代

理納付】を編集するタグ<CREDIT-CARD>を追加し、注にオンライ

ン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥの場合のみ記載可能である

旨を追記 

 

項番1 意匠登録願 

項番104-3 

 

項番2 類似意匠登録願 

項番103-3 

 

項番3 商標登録願 

項番98-3 

 

項番4 団体商標登録願 

項番98-3 

 

項番4-1 地域団体商標登録願 

項番98-3 

 

項番5 防護標章登録願 

項番94-3 

 

項番6 防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願 

項番79-3 

 

項番8-1 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 

項番76-3 

 

項番9 出願人名義変更届 

項番122-3 

 

項番11 出願人名義変更届（特例商標登録出願） 

項番102-3 

 

項番51 期間延長請求書 

項番67-3 

 

項番51-1 期間延長請求書（期間徒過） 

項番67-1 

 

項番55 出願変更届（類似→独立） 

項番65-3 

 

項番58 手続補正書（方式） 

項番77-3、84-3 

 

項番59 手続補正書 

項番77-3、84-3 

 

項番70 審判請求書 

項番104-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-4、 

5.3.3-5 

 

5.3.3-9、 

5.3.3-10 

 

5.3.3-15 

 

 

5.3.3-20 

 

 

5.3.3-20-5 

 

 

5.3.3-24、 

5.3.3-25 

 

5.3.3-28、 

5.3.3-29 

 

5.3.3-37-3、 

5.3.3-37-4 

 

5.3.3-42、 

5.3.3-42-1 

 

5.3.3-51、 

5.3.3-52 

 

5.3.3-196、 

5.3.3-197 

 

5.3.3-197-3、 

5.3.3-197-4 

 

5.3.3-210、 

5.3.3-210-1 

 

5.3.3-220、 

5.3.3-221 

 

5.3.3-224、 

5.3.3-225 

 

5.3.3-229、 

5.3.3-230 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

Ａ 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

2016.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 
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4.3-8 

続き 

項番94 期日変更請求書 

項番65-3 

 

5.3.3-302 Ｃ 

 

2016.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

4.3-9 第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

以下の書類の変換仕様見出しを修正 

 

 項番3  商標登録願 

 

 項番4  団体商標登録願 

 

 項番4-1 地域団体商標登録願 

 

・項番10 文字タグの備考に注２）を追記 

 

・欄外に以下の注を追加 

 

注２：標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エ

ントリでは、【商標登録を受けようとする商標】配下

の文字（CHARACTER）タグは使用せず、兄弟タグのイ

メージ（IMAGE）タグを使用する。 

 

 項番5  防護標章登録願 

 

・項番10 文字タグの備考に注２）を追記 

 

・欄外に以下の注を追加 

 

注２：標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エ

ントリでは、【防護標章登録を受けようとする標章】

配下の文字（CHARACTER）タグは使用せず、兄弟タグ

のイメージ（IMAGE）タグを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-11、 

5.3.3-15 

5.3.3-16、 

5.3.3-20 

5.3.3-20-1、 

5.3.3-20-5 

5.3.3-21、 

5.3.3-25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 

4.3-

10 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

以下のタグの変換仕様を追加 

 

項番 共－６４．６ 

項目名 指定代理納付 

タグ名 CREDIT-CARD 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-117-4 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 クレジットカー

ド決済対応

（S-H28-0010） 

4.3-

11 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

 見本を電子化する際の項目名を「標準文字」から「文字」に訂正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-52 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 誤記訂正 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.3-

12 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

 以下のタグの設定規則を修正 

 

  項番  ３．４ 

項目名 商標登録を受けようとする商標 

タグ名 TRADEMARK-ARTICLE 

 

・標準文字に関する電子化設定規則を以下のとおり修正し、タ

グ付け例を文字タグからイメージタグに変更 

 

修正前） 

    ①【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標

の内容が、特許庁長官が指定した文字である場合は、文

字（コードデータ）で電子化する。 

 

修正後） 

①【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標

の内容が、特許庁長官が指定した文字である場合は、内

容を新告示の字形（JIS X 0213:2004）でイメージとして

電子化する。 

 

 修正前） 

  ②【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標

の内容が、特許庁長官が指定した文字以外が有る場合

は、内容をイメージで電子化する。 

 

 修正後） 

    ②【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標

の内容が、特許庁長官が指定した文字以外が有る場合

は、書面の記載内容をそのままイメージで電子化する。 

 

・補足 １．前提条件 ③標準文字についての記載を以下のと

おり修正 

 

 以下を追記 

 

  文字は新告示の字形（JIS X 0213:2004）でイメージによ

り電子化し、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下の

タグ<イメージ>を設定する。イメージ化する際はＩＰＡ明

朝フォントを使用し、フォントサイズを１２ポイントとす

る。また、文字が上下左右共に中央揃えになるようにイメ

ージ化する。 

 

 修正前） 

  以下の場合は文字であってもイメージとして電子化する。 

 

 修正後） 

  以下の場合は書面の記載内容をそのままイメージとして

電子化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-53～ 

5.3.5-55 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 
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4.3- 

12 

続き 

修正前） 

  文字をテキストデータのまま電子化する場合は、タグ<商

標登録を受けようとする商標>配下のタグ<文字>に内容を

設定し、イメージにより電子化した場合は、タグ<イメー

ジ>を設定する。 

 

修正後） 

標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エント

リでは、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下のタグ

<イメージ>を使用して電子化を行うが、移行が未完了の案

件の更正申請等では、文字をテキストデータのまま電子化

することも想定される。その場合は、タグ<商標登録を受

けようとする商標>配下のタグ<文字>に内容を設定する。 

 

以下を追記 

 

なお、標準文字の補正において、手続補正書、手続補正書（方

式）で補正対象項目に【商標登録を受けようとする商標】が

複数記載されている場合は問合せを行う。 

 

・補足 ２．イメージの電子化についての記載を以下のとおり

修正 

 

 以下の項目を追加 

 

  ②-1 特許庁長官が指定した文字の場合 

 

 修正前） 

  ②特許庁長官が指定した文字以外で記載された文字の場

合 

 

 修正後） 

  ②-2 特許庁長官が指定した文字以外で記載された文字

の場合 

 

以下のタグの標準文字に関する電子化設定規則に取消線を付与 

 

項番  ３．６ 

項目名 文字 

タグ名 CHARACTER 

「・標準文字に関する電子化設定規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 

4.3-

13 

第７章 更正申請の電子化 

７．４ 更正作業 

 

 （２） 管理情報の設定に「標準文字内容」タグを追加 

 

 「（４） 標準文字内容の更正申請について」を追加 

 

 

 

 

7-4 

 

7-4-1 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 

4.3-

14 

第８章 援用書類の電子化 

８．３ 概要 

 

 例４．商標登録を受けようとする商標（標準文字） 

 

原願が新願の場合の電子化フォーマットの概略図について、標

準文字を文字タグに設定する例からイメージタグに設定する

例に変更 

 

 

 

 

 

 

 

8-10 

 

 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 



 修正履歴 ：［資料名：データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）］             PAGE 7/7 

                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2016.7.1 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.3-

15 

第８章 援用書類の電子化 

８.７ 電子化方法 

 

(1) 管理情報に「標準文字内容」タグを追加 

 

(2) 主文書作成の(b) 原願が新願（ＳＧＭＬ）の場合（新願か

ら新願への援用合体）の② 外部実体（イメージデータ） 

 

標準文字対応以降、標準文字は全てイメージ化されるため、以

下の記載に取消線を付与 

 

*1)商標登録を受けようとする商標、防護標章登録を受けよ

うとする標章の場合は、標準文字でない場合にイメージ化 

 

 

 

 

8-17 

 

8-18 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

2016.7.1 吉川 標準文字対応

（S-H28-0001） 

  

以上 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.2 第４．２ 
      

4.2-1 当該規準書に記載されている部署名を以下のとおり修正 

 

・「データエントリー管理班」を「電子記録基準管理班」に修正 

 

・「出願支援課」を「出願課」に修正 

 

・「方式審査課」を「方式部署」に修正 

 

・「データエントリー部署」を「データエントリ機関」に修正 

 

・「方式審査第二課システム管理者」を「方式審査室 方式グル

ープ」に修正 

 

・「審査第一部出願第一課」を「審査業務部 審査業務課」に修

正 

 

・「受付係」を「出願課 受理担当」に修正 

 

上記の修正に伴い、「データエントリ管理班」の記述を「電子記

録基準管理班」に、「出願支援課」の記述を「出願課」に読み替

える記載に取消線を追加 

 

-  2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.2-2 第２章 申請書類の発注 

２．１ 概 要 

 

・「図２－１－２ 受付システムとのインターフェース」の納品

物に「送付リスト」を追加 

 

・「図２－１－３ 業務の流れ」の（注１）受付への納品ﾃﾞｰﾀに

「送付リスト」を追加 

 

 

 

 

2.1-3 

 

 

2.1-4 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.2-3 第２章 申請書類の発注 

２.４ 電子化（ＤＥ）手数料 

 

・項番8-2 期間延長請求書（期間徒過）を追加 

 

 

 

2.4-2 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-4 第３章 電子化データの納品 

３．１ 概 要 

 

・「早期ＤＥ対象書類一覧表」の項番48-1に「期間延長請求書（期

間徒過）」を追加 

 

 

 

 

3.1-2～3.1-3 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-5 第３章 電子化データの納品 

３.２ 出力ファイルフォーマット（レコードレイアウト） 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

旧様式に関する記載を削除 

 

・「レコードレイアウト」の「(2) 情報レコード」に記載され

ている「Ｘフォーマットの場合、”０”（３０）H」に取消線

を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2-3 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.2-6 第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

３．３．１ バッチ申請データ 

 

送付リストの追加に伴い、以下のとおり記載を修正 

 

修正前） 

電子化データエントリの納品時には、データエントリー機関

で納品明細書・納品内訳・受入れリスト及び電子化不能メモ

を発注単位別に発注単位分作成 

 

修正後） 

電子化データエントリの納品時には、データエントリー機関

で納品明細書・納品内訳・受入れリスト・送付リスト及び電

子化不能メモを発注単位別に発注単位分作成 

 

修正前） 

納品明細書・納品内訳・受入れリスト及び電子化不能メモの

伝票フォーマット及び伝票記載内容を次に示す。 

 

修正後） 

納品明細書・納品内訳・受入れリスト・送付リスト及び電子

化不能メモの伝票フォーマット及び伝票記載内容を次に示

す。 

 

 

 

 

 

3.3-1 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.2-7 第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

３．３．１ バッチ申請データ 

 

・「（１） 納品明細書」の「① 伝票フォーマット」に「45．

期間延長請求書（期間徒過）」を追加 

 

・上記の追加に伴い、以降の項番を振り直し 

 

 

 

 

 

3.3-4 

 

 

3.3-4～3.3-5 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-8 第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

３．３．１ バッチ申請データ 

 

・(3) 送付リストおよびその伝票フォーマットと伝票記載内容

を追加 

 

・上記の追加に伴い、電子化不能メモの項番を(3)から(4)に変更 

 

 

 

 

 

3.3-9-1～ 

3.3.9-6 

 

3.3-10 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.2-9 第３章 電子化データの納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

・（１） 新規の紙による申請の納品物及び確認事項の項番３に

送付リストを追加 

 

・上記の追加に伴い、以降の項番を振り直し 

 

・上記の追加に伴い、ページを追加し記載内容を移動 

 

 

 

 

 

 

3.4-1 

 

 

3.4-2 

 

3.4.2-1 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

Ａ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.2-

10 

第４章 電子出願申請書式 

 

・出願系書類例の目次、項番５１－１に「期間延長請求書（期間

徒過）」を追加 

 

 

 

４(i) 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-

11 

第４章 電子出願申請書式 

出願系書類例 

 

・項番５１－１「期間延長請求書（期間徒過）」の書類例を追加 

 

 

 

 

4-54-1 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-

12 

第５章 データエントリ仕様 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

 

・「(6) 制限値に関する全般的な事項」の②に以下を追記 

 

・書誌の可変長項目における実データ長（６４ＫＢ） 

（【意見の内容】等は除く） 

 

 

 

 

 

5.1-5 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 誤記修正 

4.2-

13 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

日本語標準名 出願時刻 

タグ名 FILING-TIME 

 

「更正申請」欄の記載を「－」（非更新）から「○」（更新）

に修正 

 

 

 

 

 

5.2-2 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 誤記修正 

4.2-

14 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

日本語標準名 出願時刻 

タグ名 FILING-TIME 

 

更正申請によって受付日または提出日が更正された場合、当該

タグを削除するように記載を修正 

 

日本語標準名 受付日 

タグ名 RECEIPT-DATE 

 

日本語標準名 提出日 

タグ名 SUBMISSION-DATE 

 

更正申請の場合、出願時刻タグの管理情報仕様を参照する旨を

追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-14-1 

 

 

 

 

 

5.2-17 

 

 

5.2-18 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 誤記修正 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.2-

15 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

項目名 確認情報 

タグ名 CONFIRMATION-ARTICLE 

 

管理情報の申請人確認情報に設定対象の申請人・代理人一覧 

「期間延長請求書（期間徒過）」を追加 

 

 

 

 

 

5.2-30-2～ 

5.2-30-3 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-

16 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．２ 意匠・商標・審判 電子化対象書類一覧 

 

・意匠・商標 電子化対象書類一覧の目次に項番５１－１「期間

延長請求書（期間徒過）」を追加 

 

 

 

 

 

5.3.2-2 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-

17 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・項番５１－１「期間延長請求書（期間徒過）」を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-197-1～ 

5.3.3-197-4 

 

 

 

 

 

Ａ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.2-

18 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

項番 １．５ 

項目名 申請者 

タグ名 REQUESTER-GROUP 

 

「書類別項目記載事例一覧表」に項番５１－１「期間延長請求

書（期間徒過）」を追加 

 

項番 １．７ 

項目名 代理人 

タグ名 ATTORNEY-GROUP 

 

「書類別項目記載事例一覧表」に項番５１－１「期間延長請求

書（期間徒過）」を追加 

 

「期間延長請求書（期間徒過）」の個別項目の変換仕様を追加 

 

項番 ５１－１．０ 

項目名 書類識別 

タグ名 ETCETERA-A603 

 

項番 ５１－１．１ 

項目名 書類名 

タグ名 DOCUMENT-NAME 

 

項番 ５１－１．２ 

項目名 申請者の記事 

タグ名 REQUESTER-ARTICLE 

 

項番 ５１－１．３ 

項目名 申請者 

タグ名 REQUESTER-GROUP 

 

項番 ５１－１．４ 

項目名 代理人の記事 

タグ名 ATTORNEY- ARTICLE 

 

項番 ５１－１．５ 

項目名 代理人 

タグ名 ATTORNEY-GROUP 

 

項番 ５１－１．６ 

項目名 届出の内容 

タグ名 NOTICE-CONTENTS-GROUP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-19～ 

5.3.5-20 

 

 

 

 

 

5.3.5-26～ 

5.3.5-27-1 

 

 

 

 

 

5.3.5-387-1～ 

5.3.5-387-5 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.2-

19 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．４ 【手続補正ｎ】・【補正の内容】の電子化規準 

 

・「書類識別（補正）のタグ名一覧」に項番５１－１「期間延長

請求書（期間徒過）」を追加 

 

 

 

 

 

5.4-14 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 PLT（救済等手続

の充実）対応

（S-H27-0003） 

4.2-

20 

第７章 更正申請の電子化 

７．１ 前提条件 

 

旧様式に関する記載を削除 

 

・「（３） ＸフォーマットからＳＧＭＬへの更正は行わない（新

規のＳＧＭＬ書類としてエントリする）」に取消線を追記 

 

 

 

 

 

 

7-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 

4.2-

21 

第７章 更正申請の電子化 

７．４ 更正作業 

 

・「（２） 管理情報の設定」に「出願時刻」を追加し、「受付

日」および「提出日」の設定内容に当該タグを更正する場合は、

タグ「出願時刻」を削除する旨を追記 

 

・上記の追加に伴い、記載内容を次ページに移動 

 

 

 

 

7-4 

 

 

 

7-4-1 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

2015.5.1 吉川 誤記修正 

4.2-

22 

付録 

 

・付録の表紙に「申請人登録情報データに関連するデータ受領に

ついて」を追加 

 

・付録-4「申請人登録情報データに関連するデータ受領について」

を追加 

 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

2015.5.1 吉川 出願課様からの

修正要望 

  

以上 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10 第４．１０ 
      

4.10-

1 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

 

・発注番号と受付番号の対応の例示を追加 

 

 

 

 

2.2-8 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 出願支援課様か

らの修正要望 

4.10-

2 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

（３）発注伝票（援用） 

 

・①伝票フォーマット中に記載のある“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

2.2-9 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

3 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

（３）発注伝票（援用） 

 

・②伝票記載内容に記載のある“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

2.2-12 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

4 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

（５）発注伝票（更正申請） 

 

・①伝票フォーマット中に記載のある“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

2.2-15 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

5 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

（５）発注伝票（更正申請） 

 

・②伝票記載内容に記載のある“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

2.2-18 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

6 

第２章 申請書類の発注 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

（２）援用の発注物及び確認事項 

 

・項番２に記載のある“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

2.3-2 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

7 

第２章 申請書類の発注 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

（４）更正申請の発注物及び確認事項 

 

・項番２に記載のある“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

2.3-4 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

8 

第５章 データエントリ仕様 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

（７）仕様の記述に関する全般的な事項 

 

・音商標の定義を⑤に追記 

・音声ファイルの定義を⑥に追記 

 

 

 

 

 

5.1-5 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

9 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

・特定手続の管理情報の項目一覧に「出願時刻」を追加 

 

 

 

 

 

5.2-2 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 証明請求書にお

ける出願受付情

報の出力対応

（H27.1リリー

ス） 

4.10-

10 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「出願時刻」を追加 

 

 

 

 

 

5.2-14-1 

Ａ 2013.7.31 伊藤 証明請求書にお

ける出願受付情

報の出力対応

（H27.1リリー

ス） 

4.10-

11 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「提出された物件」の補足②に“音声ファイル”を追記 

 

 

 

 

 

5.2-49 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

12 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「提出物件名」の「１．新規のエントリの場合」の電子化におけ

る対処に“提出物件がＣＤやＤＶＤ等の媒体の場合は、媒体のラ

ベル名を設定する。媒体にラベル名がない場合は出願支援課に問

い合わせを行う。 ”という文言を追加 

 

 

 

 

 

5.2-51 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

13 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「物件電子化フラグ」の補足に“提出物件が音声ファイルのケー

ス”という文言を追記 

 

 

 

 

 

5.2-53 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

14 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「更正申請」の入力元に記載されている“更正前DAT”を“更正

前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-55 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

15 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「更正申請フラグ」の入力元に記載されている“更正前DAT”を

“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-56 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

16 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「再方式審査の要否」の入力元に記載されている“更正前DAT”

を“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-57 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

17 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「四法区分（タグ【更正申請】配下）」の入力元に記載されてい

る“更正前DAT”を“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-58 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

18 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「出願番号（タグ【更正申請】配下）」の入力元に記載されてい

る“更正前DAT”を“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-59 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

19 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「原願電子化情報」の入力元に記載されている“更正前DAT”を

“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-60 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

20 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「原願電子化フラグ」の入力元に記載されている“更正前DAT”

を“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-61 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

21 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「四法区分（タグ【原願電子化情報】配下）」の入力元に記載さ

れている“更正前DAT”を“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-62 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

22 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

・「出願番号（タグ【原願電子化情報】配下）」の入力元に記載さ

れている“更正前DAT”を“更正前DVD”に変更 

 

 

 

 

 

5.2-63 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

23 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．４ 管理情報における相関チェック 

 

・(9)に提出物件が音声ファイルの場合を除く旨を追加 

 

 

 

 

 

5.2-75 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

24 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「商標登録願」に以下の項目を追加する。 

  動き商標 

  ホログラム商標 

  色彩のみからなる商標 

  音商標 

  位置商標 

  その他の商標 

  商標の詳細な説明 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-11 

5.3.3-15 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

25 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「団体商標登録願」に以下の項目を追加する。 

  動き商標 

  ホログラム商標 

  色彩のみからなる商標 

  音商標 

  位置商標 

  その他の商標 

  商標の詳細な説明 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

 

 

5.3.3-16 

5.3.3-20 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

26 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「地域団体商標登録願」に以下の項目を追加する。 

  動き商標 

  ホログラム商標 

  色彩のみからなる商標 

  音商標 

  位置商標 

  その他の商標 

  商標の詳細な説明 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

 

 

5.3.3-20-1 

5.3.3-20-5 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

27 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「防護標章登録願」に以下の項目を追加する。 

  動き標章 

  ホログラム標章 

  色彩のみからなる標章 

  音標章 

  位置標章 

  その他の標章 

  標章の詳細な説明 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

 

 

5.3.3-21 

5.3.3-25 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

28 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「防護標章登録願」の【立体商標】を【立体標章】に変更 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-21 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

29 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「手続補足書」に以下の項目を追加する。 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

5.3.3-193 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

30 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「手続補正書（方式）」に以下の項目を追加する。 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

5.3.3-221 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

31 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「手続補正書」に以下の項目を追加する。 

  音声データ 

  （※日本語標準名を記載） 

 

 

 

 

5.3.3-225 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.07.31 

 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

32 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共-５０ 国名テーブル一覧表 

・以下の項番を追加 

4-1、11-1、24-1、38-1、46-1、66-1、66-2、72-1、73-1、90-1、 

95-1、107-1、129-1、144-1、153-1、167-1、177-1、183-1、 

200-1 

・以下の項番を修正 

 1、3、5、19、24、69、80、97、104、123、124、126、127、143、

163、173、199、200 

 

 

 

 

 

P.5.3.4-90 

～ 

P.5.3.4-92、 

P.5.3.4-94 

～ 

P.5.3.4-102 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 国県名テーブル

の国コード追加

等対応（H27.1リ

リース） 

4.10-

33 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-88」提出物件の目録 （１）項目の置換 

 項番３（項目名の記載なし）を“音商標の場合”と“上記以外の

場合”に分割し、“音商標の場合”の電子化における対処に「出願

支援課に問い合わせを行う。」という文言を追加し、“上記以外の

場合”の電子化における対処には、「提出物件の目録に該当する

書類名の項目が存在しない場合、タグの設定なし。」を記載。 

 

 

 

 

 

5.3.4-142 

 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

34 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-89」目録 （１）項目の置換 

 項番３（項目名の記載なし）を“音商標の場合”と“上記以外の

場合”に分割し、“音商標の場合”の電子化における対処に「出願

支援課に問い合わせを行う。」という文言を追加し、“上記以外の

場合”の電子化における対処には、「提出物件の目録に該当する

書類名の項目が存在しない場合、タグの設定なし。」を記載。 

 

 

 

 

5.3.4-144 

 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

35 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （１）項目の置換 

 項番３（項目名の記載なし）を“音商標の場合”と“上記以外の

場合”に分割し、“音商標の場合”の電子化における対処に「出願

支援課に問い合わせを行う。」という文言を追加し、“上記以外の

場合”の電子化における対処には、「提出物件の目録に該当する

書類名の項目が存在しない場合、タグの設定なし。」を記載。 

 

 

 

 

5.3.4-145 

 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

36 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換 

提出された物件名が、商標登録願(A63)、団体商標登録願(A639)、

地域団体商標登録願(A638)、 防護標章登録願(A632)の場合の 

物件名の設定方法を追加 

  

 

 

 

 

5.3.4-145-1 

～ 

5.3.4-145-2 

 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

37 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換 

提出された書類が手続補正書(A821)、手続補正書（方式）(A51)、

手続補足書(A523)の場合の物件名の設定方法を追加 

 

 

 

 

5.3.4-145-3 

～ 

5.3.4-145-4 

 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

38 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換 

提出された書類が商標登録願(A63)、団体商標登録願(A639)、地

域団体商標登録願(A638)、 防護標章登録願(A632)、手続補正書(A8

21)、手続補正書（方式）(A51)、手続補足書(A523)以外場合の物件

名の設定方法を追加 

 

 

 

 

5.3.4-145-5 

 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

39 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換 補足 

 出願支援課が確認したエラー情報についてのデータエントリ機

関への連絡方法を追記 

 ”媒体レーベル面のイメージコピー（エラー確認用、職権で追加）” 

という文言が【物件名】に追記される場合と、媒体レーベル面のコ

ピーの写しを添付書類配下のイメージに設定する旨を追記 

 エラーコードの設定対象となる【物件名】は、【物件名】のうち

１番目の【物件名】とする、旨を追記 

 ”商標法第５条第２項に規定する物件”が記載されている【物

件名】が複数記載されていた場合のチェック方法を追記。 
 

 

 

 

 

5.3.4-145-5 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

40 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換 補足 

 【物件名】に設定されるエラー内容の定義を追記 

  

 

 

 

 

5.3.4-145-6 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

41 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-95.5」音声データに関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-150-1 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

42 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-103」動き商標に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-161 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

43 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-104」ホログラム商標に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-162 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

44 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-105」色彩のみからなる商標に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-163 

Ａ 2013.7.26 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

45 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-106」音商標に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-164 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

46 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-107」位置商標に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-165 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

47 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-108」その他の商標に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-166 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

48 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-109」商標の詳細な説明に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-167 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

49 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

・「3.4」標準文字に関する電子化設定規則 補足１④ 

【商標登録を受けようとする商標】と【防護標章登録を受けようと

する標章】直下タグの記載を【立体商標】と【立体標章】に分割し

て記載するように変更 

 

 

 

 

 

5.3.5-54 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

50 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

・「3.9」立体商標 （１）項目の置換 

項番１の申請書の状態に注意書きとして、【立体商標】と記載され

る場合と【立体標章】と記載される場合を追記 

 

 

 

 

 

5.3.5-63 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 



 修正履歴 ：［ ］ 資料名：データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）             PAGE 9/10 

                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.07.31 

 

 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

51 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．３ 手続補正書提出の範囲 

 

・⑳として、音声ファイルを補正する場合を追記 

 

 

 

 

 

5.4-5 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

52 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．６ 具体的な説明 

 

・⑳として、音声ファイルを補正する場合を追記 

 

 

 

 

 

5.4-17 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

53 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．６ 具体的な説明 

 

・⑳として、音声ファイルを補正する場合の例を追加 

 

 

 

 

 

 

5.4-63-1 

5.4-63-2 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

54 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

・チェック内容およびエラー時の対処方法の項番２の(13)に提出物

件が音声ファイルの場合を除く旨を追加 

 

 

 

 

 

5.5-4 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

55 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

・チェック内容およびエラー時の対処方法の項番３の(9)に提出物

件が音声ファイルの場合を除く旨を追加 

 

 

 

 

 

5.5-10 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

56 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

・チェック内容およびエラー時の対処方法の項番５として、音声フ

ァイルに関するエラーを追加 

・以降の項番が１ずれる。 

 

 

 

 

 

5.5-11-1 

 

5.5-12～ 

5.5-15 

 

Ａ 2013.7.31 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.10-

57 

第７章 更正申請の電子化 

７．２ 概要 

（１）発注の構成 

 

・“DAT”と記載のある箇所を“DVD”に変更 

 

 

 

 

 

7-2 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

58 

第７章 更正申請の電子化 

７．３ 更正申請の発注 

（１）発注の構成 

 

・“DAT”と記載のある箇所を“DVD”に変更 

 

 

 

 

 

7-3 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.07.31 

 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.10-

59 

第７章 更正申請の電子化 

７．３ 更正申請の発注 

（２）発注方法 

 

・“DAT”と記載のある箇所を“DVD”に変更 

 

 

 

 

 

7-3 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

60 

第７章 更正申請の電子化 

７．３ 更正申請の発注 

（３）ＤＶＤの構造 

 

・“（３）ＤＡＴの構造”を“（３）ＤＶＤの構造”に変更 

・“DAT”と記載のある箇所を“DVD”に変更 

 

 

 

 

 

7-3 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

61 

第７章 更正申請の電子化 

７．４ 更正作業 

（３）音声ファイルの更正申請について 

 

・音声ファイルの削除、追加、変更方法を追記 

 

 

 

 

 

7-4-1 

Ａ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

62 

第８章 援用書類の電子化 

８．１ 前提条件 

 

・（２）に記載されている“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

8-1 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

63 

第８章 援用書類の電子化 

８．４ 業務フロー 

（１）援用の対象となる書類が新願の場合の電子化（新→新） 

 

・（１）に記載されている“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

8-12 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

64 

第８章 援用書類の電子化 

８．４ 業務フロー 

（２）援用の対象となる書類が旧願の場合の電子化（旧→新） 

 

・（２）に記載されている“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

8-13 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

65 

第８章 援用書類の電子化 

８．５ 発注 

（１）発注の構成 

 

・（１）に記載されている“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

8-14 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

4.10-

66 

第８章 援用書類の電子化 

８．５ 発注 

（２）ＤＶＤの格納構造 

 

・“（２）ＤＡＴの格納構造”を“（２）ＤＶＤの格納構造”に変

更 

・（２）に記載されている“DAT”を“DVD”に変更 

 

 

 

 

 

8-15 

Ｃ 2013.7.31 伊藤 意匠商標記録フ

ァイルサーバ更

改対応（H26.1リ

リース） 

 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2018.5.18 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.43 第４．４３版 
      

4.43-

1 

仕様書内の「指定代理納付」の文言を「指定立替納付」に変更 5.2-44～5.2-46 

 

Ｃ 

 

 

2018.5.18 吉川 誤記訂正 

  

以上 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.10.18 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.11 第４．１１ 
      

4.11-

1 

第５章 データエントリ仕様 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

  

・（7）として、「出願支援課」の記述は「出願課」と読み替える

こと。という文言を追加 

 

 

 

 

 

5.1-5 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

(新しいタイプ

の商標) （H27.1

リリース） 

4.11-

2 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

・特定手続の管理情報の項目一覧に以下の項目を追加 

  国際登録番号 

  意匠番号 

  国際公表日 

  国際意匠分類 

  国際意匠分類グループ 

  国際意匠分類クラス 

  国際意匠分類サブクラスグループ  

  国際意匠分類サブクラス  

・上記で追加した項目に対して以下の注意書きを追加 

  当データエントリ電子化規準（SGML)では、内容を設定するこ

とはない 

 

 

 

 

5.2-4 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 ハーグ協定対応

（国内段階） 

（H27.1リリー

ス） 

4.11-

3 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

  

・「提出物件名」項番１の(1)の電子化における対処に①～③を追

記 

 

 

 

 

 

5.2-51 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

(新しいタイプ

の商標) （H27.1

リリース） 

4.11-

4 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「商標登録願」に以下の項目を追加する。 

  商標の詳細な説明の記事 

  援用の表示 

（※日本語標準名を記載） 

・「商標登録願」の商標の詳細な説明（※日本語標準名を記載）の

タグ名を変更 

 

 

 

 

 

5.3.3-11 

 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

5 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「団体商標登録願」に以下の項目を追加する。 

  商標の詳細な説明の記事 

  援用の表示 

（※日本語標準名を記載） 

・「団体商標登録願」の商標の詳細な説明（※日本語標準名を記載）

のタグ名を変更 

 

 

 

 

 

5.3.3-16 

 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.11-

6 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「地域団体商標登録願」に以下の項目を追加する。 

  商標の詳細な説明の記事 

  援用の表示 

（※日本語標準名を記載） 

・「地域団体商標登録願」の商標の詳細な説明（※日本語標準名を

記載）のタグ名を変更 

 

 

 

 

 

5.3.3-20-1 

 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

7 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

・「防護標章登録願」に以下の項目を追加する。 

  商標の詳細な説明の記事 

  援用の表示 

（※日本語標準名を記載） 

・「防護商標登録願」の商標の詳細な説明（※日本語標準名を記載）

のタグ名を変更 

 

 

 

 

 

5.3.3-21 

 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

8 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名 （２）内容の置換（提出された書類が商標登録

願、団体商標登録願、地域団体商標登録願、防護商標登録願の場合） 

・項番１の申請書の状態に記載のある「出願支援課からエラー情

報を受領しない場合」に(*3)追記 

・項番１の⑮の電子化における対処を、“記載内容に（見本あり）

を付け足し設定する。（例 商標法第５条第２項に規定する物件

（見本あり））”に変更 

・項番１の「商標法第５条第２項に規定 する物件の文言が存在

しない場合」の電子化における対処を、” 記載内容に（見

本あり）を付け足し設定する。（例 音声ファイル（見本あり））

“に変更  

 

 

 

 

 

5.3.4-145-2 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

9 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名 （２）内容の置換（提出された書類が商標登録

願、団体商標登録願、地域団体商標登録願、防護商標登録願の場合） 

・項番２の「書類名又は物件名が記載されている場合」の電子化に

おける対処に(1)、(2)を追記 

 

 

 

 

 

5.3.4-145-3 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

10 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名 （２）内容の置換（提出された書類が手続補正

書、手続補正書(方式)、手続補足書の場合） 

・項番１の申請書の状態に記載のある「出願支援課からエラー情

報を受領しない場合」に(*3)追記 

 

 

 

 

5.3.4-145-4 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.11-

11 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名 （２）内容の置換（提出された書類が手続補正

書、手続補正書(方式)、手続補足書の場合） 

・項番１の⑮の電子化における対処を、“記載内容に（見本あり）

を付け足し設定する。（例 商標法第５条第２項に規定する物件

（見本あり））”に変更 

 

 

 

 

5.3.4-145-4-1 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

12 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名 （２）内容の置換（提出された書類が手続補正

書、手続補正書(方式)、手続補足書の場合） 

・項番２の「書類名又は物件名が記載されている場合」の電子化に

おける対処に(1)、(2)、(3)を追記 

 

 

 

 

 

5.3.4-145-4-2 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

13 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名  

・(*3)として、以下の文言を追記 

 出願支援課から”見本あり”と記載されてデータエントリの

依頼はあるが、ＤＥ機関のチェックにおいてエラーコードを

付与することになった場合は、”見本あり”の文言は付与し

ない。 

 

 

 

 

5.3.4-145-4-2 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

14 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

「共-90」物件名 （２）内容の置換（提出された書類が商標登録

願、団体商標登録願、地域団体商標登録願、防護商標登録願、手続

補正書、手続補正書(方式)、手続補足書以外の場合） 

 

・項番１の「書類名又は物件名が記載されている場合」の電子化に

おける対処に(1)、(2)、(3)を追記 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-145-5 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

15 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-108.9」商標の詳細な説明の記事に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-166-1 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.10.18 

 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.11-

16 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-109」商標の詳細の説明  

 “DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TRADEMARK”から 

 “DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM”に変更 

 

 

 

 

5.3.4-167 

 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

17 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-110」援用の表示に関する記載を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-168 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

18 

第８章 援用書類の電子化 

８．１ 前提条件 

 

・（１）の表中の「対象となる書類」に【商標の詳細な説明】およ

び【標章の詳細な説明】を追加 

 

 

 

8-1 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

19 

第８章 援用書類の電子化 

８．２ 前処理 

 

・以下の文言を追記 

 商標の詳細な説明の場合、マーカで示した商標の詳細な説明と抽

出リストの商標の詳細な説明が一致していること。 

 

 

 

 

8-2 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

20 

第８章 援用書類の電子化 

８．３ 概要 

 

・援用合体の例として例５を追加 

 

 

 

8-3 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

21 

第８章 援用書類の電子化 

８．３ 概要 

 

・例５として商標の詳細な説明を追加 

 

 

 

8-11-1 

Ａ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

4.11-

22 

第８章 援用書類の電子化 

８．７ 電子化方法 

 （２）主文書作成 

  （b）原願が新願（SGML）の場合（新願から新願への援用合体） 

 

・4）として、商標の詳細な説明の場合を追加 

 

 

 

8-18 

Ｃ 2013.10.18 伊藤 商標制度改正

（新しいタイプ

の商標）（H27.1

リリース） 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2013.12.27 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.12 第４．１２ 
      

4.12-

1 

第３章 電子化データの納品 

３．２ 出力ファイルフォーマット（レコードレイアウト） 

３．２．２ 管理情報早期ＤＥデータ 

  

・表１：レコードレイアウトの情報レコードのバイト数を“２８”

から“５０”に変更 

 

 

 

 

 

3.2-5 

Ｃ 2013.12.27 伊藤 誤記修正 

4.12-

2 

第３章 電子化データの納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

・（４）再エントリの納品物及び確認事項 

 項番３を追記 

 

 

 

 

3.4-5 

Ｃ 2013.12.27 伊藤 誤記修正 

4.12-

3 

第３章 電子化データの納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

・（５）更正申請の納品物及び確認事項を追記 

 

 

 

 

3.4-6 

Ａ 2013.12.27 伊藤 出願課様からの

修正要望 

4.12-

4 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

  

・料金関係タグ設定規則 

 №2、3、4の料金の設定の記載内容を「料金は記載された金額を

設定」から「料金はゴム印に記載された金額を設定」に変更 

 №8の料金の設定の記載内容を「納付方法は前納とし、料金 

は、領収金額と印紙の合計金額を設定する。」から「納付方

法は前納とし、料金は、領収金額と印紙のゴム印に記載され

た合計金額を設定する。」に変更 

 

 

 

 

 

5.2-41 

Ｃ 2013.12.27 伊藤 出願課様からの

修正要望 

4.12-

5 

付録 

 

・付録-３として「ＤＥ料に関連するデータ授受について」を追記 

 

 

- 

Ａ 2013.12.27 伊藤 出願課様からの

修正要望 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2019.3.29 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.52 第４．５２版 
      

4.52-

1 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

 

伝票フォーマットを和暦表記から西暦表記に変更 

 

 

 

 

2.2-5～2.2-7、 

2.2-9～2.2-11、 

2.2-13、 

2.2-15～2.2-17、 

2.2-19 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2019.3.29 吉川 出願課様からの

修正要望 

 

データエントリ

機関でのリリー

ス時期：2019.4 

 

4.52-

2 

 

第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

 

伝票フォーマットを和暦表記から西暦表記に変更 

 

 

 

 

3.3-2、3.3-6、 

3.3-8、 

3.3-9-1～ 

3.3-9-5、 

3.3-10 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2019.3.29 吉川 出願課様からの

修正要望 

 

データエントリ

機関でのリリー

ス時期：2019.4 

 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2014.03.28 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.13 第４．１３ 
      

4.13-

1 

第５章 データエントリ仕様 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

（７）仕様の記述に関する全般的な事項 

 

・⑤、⑥に記載がある「商標法第５条第２項」を「商標法第５条第

４項」に変更 

 

 

 

 

 

5.1-5 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 出願課様からの

修正要望 

4.13-

2 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

  

・「提出物件名」に記載がある「商標法第５条第２項」を 

「商標法第５条第４項」に変更 

 

 

 

 

5.2-51 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 出願課様からの

修正要望 

4.13-

3 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換に記載がある 

「商標法第５条第２項」を「商標法第５条第４項」に変更  

 

 

 

 

5.3.4-145-1 

～ 

5.3.4-145-2 

 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 出願課様からの

修正要望 

4.13-

4 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換において、音商標の場合で

“商標法第５条第４項に規定する物件”の文言が存在しない場合

の対処方法を“出願支援課に問い合わせを行う。”に変更 

 

 

 

 

 

5.3.4-145-2 

 

 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 誤記修正 

4.13-

5 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

・「共-90」物件名 （２）内容の置換において、（*1）を削除。 

（*1）の削除に伴い、（*2）（*3）を（*1）（*2）に変更 

 

 

 

 

 

5.3.4-145-1 

～ 

5.3.4-145-3 

 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 誤記修正 

4.13-

6 

第５章 データエントリ仕様 

５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．６ 具体的な説明 

 

・⑳の記載されている【物件目】の記載内容を「商標法第５条第４

項」に変更 

 

 

 

 

 

5.4-63-1 

5.4-63-2 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 誤記修正 

4.13-

7 

第８章 援用書類の電子化 

８．３ 概要 

 

・例５に記載がある「商標法第５条第２項」を 

「商標法第５条第４項」に変更 

 

 

 

8-11-1 

Ｃ 2014.03.28 伊藤 出願課様からの

修正要望 

  

以上 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2019.9.27 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.61 第４．６１版 
      

4.61-

1 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

【納付方法】は申請書類記載項目ではないため、新規エントリと

してデータエントリする際に当該項目が記載された場合、出願系

書類は規定外の項目として、審判系書類は記部の記事として電子

化することを注記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【納付方法】は申請書類記載項目ではないため、新規エントリと

してデータエントリする際に【納付方法】を申請書記載項目とし

て扱わないことを書誌情報仕様に注記 

 

 

 

 

5.3.3-4、5.3.3-5、

5.3.3-9、

5.3.3-10、

5.3.3-14、

5.3.3-15、

5.3.3-19、

5.3.3-20、

5.3.3-20-4、

5.3.3-20-5、

5.3.3-24、

5.3.3-25、

5.3.3-28、

5.3.3-29、

5.3.3-37-3、

5.3.3-37-4、

5.3.3-42、

5.3.3-42-1、

5.3.3-51、

5.3.3-52、

5.3.3-196、

5.3.3-197、

5.3.3-197-3、

5.3.3-197-4、

5.3.3-210、

5.3.3-201-1、

5.3.3-221、

5.3.3-224、

5.3.3-225、

5.3.3-229、

5.3.3-230、

5.3.3-302 

 

5.3.4-115 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2019.9.27 寺内 誤記訂正 

 以上      
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2017.12.28 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.41 第４．４１版 
      

4.41-

1 

第３章 電子化データの納品 

３．１ 概要 

 

媒体を「ＤＡＴ」から「ＤＶＤ－Ｒ」に変更 

 

 

 

3.1-1 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2017.12.28 吉川 誤記訂正 

4.41-

2 

第７章 更正申請の電子化 

７．４ 更正作業 

 

標準文字内容の更正申請について、標準文字出願から標準文字出

願以外への更正申請を行った場合に管理情報のタグ<標準文字内

容>を削除する旨を追記 

 

 

 

7-4-1 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2017.12.28 吉川 事務システム一

斑様からの修正

要望 

  

以上 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2020.7.31 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.71 第４．７１版 
      

4.71 

-1 

第１章 前提条件 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化される旨の記載を削除 

 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

 

2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 

4.71 

-2 

第２章 申請書類の発注 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化される旨の記載を削除 

 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

 

2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 

4.71 

-3 

第３章 電子化データの納品 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化される旨の記載を削除 

 

 

 

- 

 

 

Ｃ 

 

2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 

4.71 

-4 

第４章 電子出願申請書式 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化される旨の記載を削除 

 

 

 

4(ii) 

 

 

Ｃ 

 

2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 

 第５章 データエントリ仕様 

 

「審判システム刷新に伴う既存システムの対応（S-H2020-0014）」

以降、審判書類はXMLにて電子化される旨の記載を削除 

 

 

 

5(i) 

 

 

Ｃ 

 

2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 

4.71 

-5 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

審判書類の申請者配下の代表出願人の申請書類記載項目の【代表

請求人】の項目および欄外の注を削除 

 

 

 

 

5.3.3-226、230 

5.3.3-231、233 

5.3.3-234、236 

5.3.3-237、239 

5.3.3-240、242 

5.3.3-243、245 

5.3.3-246、248 

5.3.3-249、251 

5.3.3-252、254 

5.3.3-255、257 

5.3.3-258、260 

5.3.3-261、263 

5.3.3-264、266 

5.3.3-267、269 

5.3.3-270、272 

5.3.3-273、275 

5.3.3-276、278 

5.3.3-279、281 

5.3.3-282、284 

5.3.3-288、290 

5.3.3-291、293 

5.3.3-294、296 

5.3.3-297、299 

5.3.3-300、302 

5.3.3-303、305 

5.3.3-306、308 

 2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2020.7.31 

 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.71 

-6 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

 

共－３４ 代表出願人 

 

代表請求人の変換仕様を削除 

 

 

 

 

5.3.4-72 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2020.7.31 吉川 審判システム刷

新に伴う既存シ

ステムの対応

（2020-0014） 
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                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2018.3.30 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.42 第４．４２版 
      

4.42-

1 

仕様書内の「指定代理納付」の文言を「指定立替納付」に変更 5.2-4 

5.2-41-1～ 

5.2-41-3 

5.2-44～5.2-46 

5.2-73、5.2-75 

 

5.3.3-4、 

5.3.3-5、 

5.3.3-9、 

5.3.3-10、 

5.3.3-15、 

5.3.3-20、 

5.3.3-20-5、 

5.3.3-24、 

5.3.3-25、 

5.3.3-28、 

5.3.3-29、 

5.3.3-37-3、 

5.3.3-37-4、 

5.3.3-42、 

5.3.3-42-1、 

5.3.3-51、 

5.3.3-52、 

5.3.3-196、 

5.3.3-197、 

5.3.3-197-3、 

5.3.3-197-4、 

5.3.3-210、 

5.3.3-210-1、 

5.3.3-220、 

5.3.3-221、 

5.3.3-224、 

5.3.3-225、 

5.3.3-229、 

5.3.3-230、 

5.3.3-302 

 

5.3.4-117-4 

 

 

Ｃ 

 

 

2018.3.30 吉川 クレジットカー

ド決済対応（文

言変更対応）

（S-H30-0027） 

  

以上 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.51 第４．５１版 
      

4.51-

1 

第４章 電子出願申請書式 

 

項目名を以下のとおり変更 

 

変更前） 

【国籍】 

 

変更後） 

【国籍・地域】 

 

変更前） 

【国名】 

 

変更後） 

【国・地域名】 

 

 

 

4-35、 

4-63～4-89 

 

 

Ｃ 

 

2019.1.18 吉川 国名等の表示変

更対応 

（S-H30-0029） 

4.51-

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

項目名を以下のとおり変更 

 

変更前） 

【国籍】 

 

変更後） 

【国籍・地域】 

 

変更前） 

【国名】 

 

変更後） 

【国・地域名】 

 

 

 

 

 

5.3.3-2、5.3.3-4、 

5.3.3-7、5.3.3-9、 

5.3.3-13、 

5.3.3-14、 

5.3.3-18、 

5.3.3-19、 

5.3.3-20-3、 

5.3.3-20-4、 

5.3.3-23、 

5.3.3-27、 

5.3.3-31、 

5.3.3-35、 

5.3.3-37-2、 

5.3.3-39、 

5.3.3-41、 

5.3.3-44、 

5.3.3-46、 

5.3.3-49、 

5.3.3-50、 

5.3.3-54、 

5.3.3-55、 

5.3.3-59、 

5.3.3-60、 

5.3.3-64、 

5.3.3-67、 

5.3.3-70、 

5.3.3-75、 

5.3.3-79、 

5.3.3-83、 

5.3.3-86、 

5.3.3-89、 

5.3.3-93、 

5.3.3-97、 

5.3.3-101、 

5.3.3-106、 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2019.1.18 吉川 国名等の表示変

更対応 

（S-H30-0029） 
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4.51-

2 

続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-110、 

5.3.3-114、 

5.3.3-118、 

5.3.3-122、 

5.3.3-126、 

5.3.3-130、 

5.3.3-133、 

5.3.3-136、 

5.3.3-137、 

5.3.3-140、 

5.3.3-143、 

5.3.3-146、 

5.3.3-150、 

5.3.3-154、 

5.3.3-155、 

5.3.3-157、 

5.3.3-160、 

5.3.3-163、 

5.3.3-166、 

5.3.3-169、 

5.3.3-172、 

5.3.3-176、 

5.3.3-179、 

5.3.3-182、 

5.3.3-185、 

5.3.3-188、 

5.3.3-192、 

5.3.3-197-2、 

5.3.3-199、 

5.3.3-202、 

5.3.3-205、 

5.3.3-209、 

5.3.3-212、 

5.3.3-215、 

5.3.3-217-2、 

5.3.3-219、 

5.3.3-223、 

5.3.3-227、 

5.3.3-229、 

5.3.3-232、 

5.3.3-235、 

5.3.3-238、 

5.3.3-241、 

5.3.3-244、 

5.3.3-247、 

5.3.3-250、 

5.3.3-253、 

5.3.3-256、 

5.3.3-259、 

5.3.3-262、 

5.3.3-265、 

5.3.3-268、 

5.3.3-271、 

5.3.3-274、 

5.3.3-277、 

5.3.3-280、 

5.3.3-283、 

5.3.3-286、 

5.3.3-289、 

5.3.3-292、 

5.3.3-295、 
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4.51-

2 

続き 

 

5.3.3-298、 

5.3.3-301、 

5.3.3-304、 

5.3.3-307 

 

4.51-

3 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共－５０ 

項目名（日本語標準名） 国籍 

タグ名 NATIONALITY 

 

その他項目名の記載事例に「⑤国籍」を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-89 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2019.1.18 吉川 国名等の表示変

更対応 

（S-H30-0029） 

4.51-

4 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共－５０ 

国名テーブル一覧表を以下のとおり訂正 

 

項番 104 

国コード ＫＮ 

 

訂正前） 

国名 セントクリストファー 

職権訂正 セントクリストファー・ネーヴィス 

 

訂正後） 

国名 セントクリストファー・ネーヴィス 

職権訂正セントクリストファー 

 

国コード ＭＳ 

 

訂正前） 

項番 128-1 

 

訂正後） 

項番 129-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-98 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2019.1.18 吉川 誤記訂正 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.51-

5 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

項目名を以下のとおり変更 

 

変更前） 

【国籍】 

 

変更後） 

【国籍・地域】 

 

変更前） 

【国名】 

 

変更後） 

【国・地域名】 

 

１．１２ 

項目名（日本語標準名） 国名 

タグ名 NATION 

 

その他項目名の記載事例に「⑤国名」を追加 

 

 

 

 

 

5.3.5-8、 

5.3.5-33、 

5.3.5-37-3、 

5.3.5-37-5、 

5.3.5-37-6、 

5.3.5-140、 

5.3.5-287、 

5.3.5-511 

 

 

 

 

 

 

5.3.5-35 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2019.1.18 吉川 国名等の表示変

更対応 

（S-H30-0029） 

4.51-

6 

第５章 データエントリ仕様 

５．６ 例外処理 

 

項目名が"(" ・ ")"によりくくられている場合の例示を修正 

 

項目名を以下のとおり変更 

 

変更前） 

【国籍】 

 

変更後） 

【国籍・地域】 

 

 

 

 

5.6-2 

 

5.6-5～5.6-13-1、 

5.6-19、5.6-20、 

5.6-22 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

2019.1.18 吉川 国名等の表示変

更対応 

（S-H30-0029） 

 以上      
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ページ 

修

正

種
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修正日付 修正者 備  考 

4.82 第４．８２版 
      

4.82 

-1 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共―50 国コード 

一覧表を以下のとおり変更 

 

項番70 GC 

 

変更前） 

  アラビアン湾岸協力理事会特許庁 

 

 変更後） 

  湾岸協力理事会特許庁 

 

項番124 MK 

 

 変更前） 

  マケドニア旧ユーゴスラビア共和国 

 

 変更後） 

  北マケドニア共和国 

 

項番179 SZ 

 

 変更前） 

  スワジランド 

 

 変更後） 

  エスワティニ王国 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-94 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-97 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-101 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2022.3.31 山田 国県名テーブル

修正対応

(2022-0012) 

 以上      
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修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.81 第４．８１版 
      

4.81 

-1 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２  管理情報の見出し 

 

日本語標準名「更正申請フラグ」の援用合体欄を「－：非更新」

から「○：更新」に訂正 

 

日本語標準名「原願電子化フラグ」の更正申請欄を「－：非更新」

から「○：更新」に訂正 

 

日本語標準名「標準文字妥当性識別」の援用合体欄を「－：非更

新」から「○：更新」に訂正 

 

 

 

 

 

5.2-3 

 

 

5.2-4 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

 

2021.10.1 吉川 誤記訂正 

4.81 

-2 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３   管理情報仕様 

 

項目名「確認情報」のタグ名を「CONFIRMATION-ARTICLE」から

「CONFIRMATION-GROUP」に訂正 

 

項目名「標準文字妥当性フラグ」の項目名を「標準文字妥当性識

別」に訂正 

 

 

 

 

 

5.2 – 30 

 

 

5.2 - 67 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

2021.10.1 吉川 誤記訂正 

4.81 

-3 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

項目名「出願の区分」 

(2) 内容の置換 

【優先権証明書提供国（機関）】が「台湾」の場合について、「差

出日」が2022年1月1日より前の場合はエラーコード「5340」を付

与する旨の注を追記 

 

項目名「アクセスコード」 

(2) 内容の置換 

上記と同様の注を追記 

 

 

 

 

 

5.3.5 -37- 2～3 

 

 

 

 

 

5.3.5 -37- 4～5 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2021.10.1 吉川 台湾との意匠優

先権書類データ

の電子的交換

（日台意匠PDX

の導入）

（2021-3301） 

4.81 

-4 

第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

「差出日」が2022年1月1日より前の場合については【優先権証明

書提供国（機関）】が「台湾」の場合でもエラーコード「5340」

を付与する旨の注を追記 

 

 

 

 

 

5.5-11 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2021.10.1 吉川 台湾との意匠優

先権書類データ

の電子的交換

（日台意匠PDX

の導入）

（2021-3301） 

4.81 

-5 

第７章 更正申請の電子化 

７．４ 更正作業 

 

（2） 管理情報の設定 

「標準文字妥当性フラグ」の記載を「標準文字妥当性識別」に訂

正 

 

 

 

 

7 - 4 - 1 

 

 

 

Ｃ 

 

2021.10.1 吉川 誤記訂正 
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4.81 

-6 

第８章 援用書類の電子化 

８．７ 電子化方法 

 

(1) 管理情報 

表に「標準文字妥当性識別」の欄を追加 

 

 

 

 

8 - 17 

 

 

 

Ｃ 

 

2021.10.1 吉川 誤記訂正 

4.81 

-7 

第９章 原願の電子化 

９．４ 電子化方法 

 

表９．４－１  管理情報の設定 

「庁内付与情報」の欄を削除 

 

 

 

 

9 - 5 

 

 

 

Ｃ 

 

2021.10.1 吉川 誤記訂正 

 以上      
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ページ 

修

正

種
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4.91 第４．９１版 
      

4.91 

-1 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

国名テーブル一覧表の項番179 SZの国名を略称名に訂正 

し、職権訂正の内容をあわせて訂正 

 

訂正前 

国名：エスワティニ王国 

職権訂正：エスワティニ 

 

訂正後 

国名：エスワティニ 

職権訂正：エスワティニ王国 

 

 

 

 

 

5.3.4-101 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.11.18 吉川 誤記訂正 

 以上      
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項番 
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ページ 

修

正

種
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修正日付 修正者 備  考 

4.92 第４．９２版 
      

4.92 

-1 

 

第２章 申請書類の発注 

２．１ 概要 

 

図２－１－３ 業務の流れ 

 

申請書類に電子データを追加。 

※として「電子データは特殊申請のみ」と追加。 

 

 

 

 

2.1-4 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-2 

 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

① 発注の構成 

 

発注伝票：通常配下に、特殊申請を追加。 

発注形態（申請形態）：新規特殊申請受付 

事件単位：受付袋、・・ 

手続単位：中間書類、等 

 

（２）発注伝票（通常） 

① 伝票フォーマット（電子記録基準管理班保管用） 

1. 発注番号を2240001へ変更。 

2. 発注物件の（１）申請形態に、特殊申請を追加。 

4. 受付番号付与範囲を（自）22400001001 

（至）22400001314へ変更。 

5. 納品指定日を２０２４年へ変更。 

 

① 伝票フォーマット（発注先保管用） 

1. 発注番号を2240001へ変更。 

2. 発注物件の（１）申請形態に、特殊申請を追加。 

4. 受付番号付与範囲を（自）22400001001 

（至）22400001314へ変更。 

5. 納品指定日を２０２４年へ変更。 

 

① 伝票フォーマット（発注先返却用） 

1. 発注番号を2240001へ変更。 

2. 発注物件の（１）申請形態に、特殊申請を追加。 

4. 受付番号付与範囲を（自）22400001001 

（至）22400001314へ変更。 

5. 納品指定日を２０２４年へ変更。 

 

② 伝票記載内容 

項番３ 申請形態に、特殊申請を追加。 

項番４ 申請数に、特殊申請を追加。 

 

 

 

2.2-1 

 

 

 

 

 

 

 

2.2-5 

 

 

 

 

 

 

2.2-6 

 

 

 

 

 

 

2.2-7 

 

 

 

 

 

 

2.2-8 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-3 

 

第２章 申請書類の発注 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

 

（１）新規の申請の発注物及び確認事項 

表の項番２（２）申請書類に、特殊申請および優先権証明書提

出書の媒体発注ついての留意事項を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

2.3-1 

2.3-1-1 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 
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正

種
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4.92 

-4 

 

第２章 申請書類の発注 

２．４ 電子化（DE）手数料 

 

電子化（DE）手数料を徴収しない但し書きに、特殊申請を追加。 

 

 

 

 

2.4-1 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-5 

第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

３．３．１ バッチ申請データ 

 

（１）納品明細書 

② 伝票記載内容の項番３ 申請形態に特殊申請を追加。 

 

 

 

 

 

3.3-7 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-6 

 

第３章 電子化データの納品 

３．４ 納品物及び確認事項 

３．４．１ バッチ申請データ 

 

（１）新規の紙による申請の納品物及び確認事項 

表の項番６（２）申請書類に、特殊申請の場合の申請形態を
追記。また優先権証明書提出書において、優先権証明書のデ
ータを媒体に格納して発注される場合がある旨を追記。 

 

 

 

 

 

3.4-2 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-7 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

 

（７）仕様の記述に関する全般的な事項 

⑧に、申請形態が特殊申請の場合の読みかえについて追加。 

 

 

 

 

 

5.1-5 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-8 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

表 特定手続の管理情報の項目一覧 

注３に、振替番号を記載するケースとして特殊申請を追加。 

注６に、指定立替納付を記載するケースとして特殊申請を追

加。 

 

 

 

 

 

5.2-4 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-9 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

受付日 

入力元、入力方法に「提出物件」－「機械移送」を追加。 

表に以下を追加 

項番：５ 

入力元の状態：特殊申請の場合 

電子化における対処：送付票の管理情報の受付日

（jp:m-receipt-date）を設定する。 

 

提出日 

入力元、入力方法に「提出物件」－「機械移送」を追加。 

表に以下を追加 

項番：５ 

入力元の状態：特殊申請の場合 

電子化における対処：送付票の管理情報の提出日

（jp:m-submission-date）を設定する。 

 

 

 

 

5.2-17 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

 

消印不明フラグ 

表の項番１入力元の状態に「または特殊申請」を追加 

 

書留番号 

表の項番１に以下を追加 

入力元の状態：(4)特殊申請の場合 

電子化における対処：タグの設定を行わない 

 

料金関係タグ設定規則 

１．注２として、特殊申請の場合の料金設定を追加。 

（５）特殊申請の場合の表を追加。 

 

表注６に、振替番号と指定立替納付を記載するケースとして特

殊申請を追加。 

 

納付方法 

表の項番１に以下を追加 

入力元の状態：特殊申請の場合 

電子化における対処：送付票XMLの料金情報タグ

（jp:special-application/jp:charge-information）配下から

設定する旨を記載。 

備考：送付票ＸＭＬは書類に記載がない場合もタグを空で設定

するため、納付方法はタグの有無ではなく設定値の有無によっ

て判断する 

 

納付金額 

表の項番１に以下を追加 

入力元の状態：(3)特殊申請の場合 

電子化における対処：送付票XMLの特殊申請納付金額

（jp:special-application-fee）から設定する。 

 

会計種別 

項番１（３）の備考に、振替番号と指定立替納付を記載するケ

ースとして特殊申請を追加。 

 

予納台帳番号 

表の項番１に以下を追加 

入力元の状態：(1-1)特殊申請の場合 

電子化における対処：送付票XMLの予納台帳番号

（jp:deposit-number）から設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-23 

 

 

5.2-24 

 

 

 

 

 

5.2-41 

5.2-41-3 

 

 

 

 

5.2-44-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-45-1 

 

 

 

 

 

5.2-46 

 

 

 

5.2-47 

 

Ｃ 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.92 

-10 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．４ 管理情報における相関チェック 

 

（１）①に、申請形態が特殊申請の場合は除く旨を追記。 

 

（３）の表に以下を追加。 

項番：９ 

申請形態：特殊申請 

書類分類コード：中間書類 

更生申請フラグ：更生でない 

原願電子化フラグ：原願電子化でない 

出願番号：書誌の『事件の表示』の『出願番号』と一致 

 

 

（４）表に以下を追加。 

項番：５ 

消印不明フラグ：判明 

書留番号：－ 

受付形態：特殊申請 

 

（８）表の注６に、振替番号と指定立替納付を記載するケース

として特殊申請を追加。 

 

 

 

 

 

5.2-69 

 

5.2-69 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2-70 

 

 

 

 

 

5.2-75 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

 -11 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

手続補正書 

表注２に、振替番号と指定立替納付を記載するケースとして特

殊申請を追加。 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-225 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

 -12 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共－６４．６ 振替番号 

表（２）内容の置換 

注に、振替番号を記載するケースとして特殊申請を追加。 

 

共－６４．７ 指定立替納付 

表（２）内容の置換 

注に、指定立替納付を記載するケースとして特殊申請を追加。 

 

共－９９ 

４．電子化方法 

④に特殊申請で管理情報の電子署名情報が有の場合の設定項

目を追加。 

 

規定外の項目 

（１）項目の置換 

備考に、特殊申請において、管理情報の電子署名情報が設定さ

れている場合もタグを設定する旨を追加 

 

 

 

 

 

5.3.4-117-3 

 

 

 

5.3.4-117-4 

 

 

 

5.3.4-156 

 

 

 

 

5.3.4-157 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 



 修正履歴 ：［資料名：データエントリ電子化規準書（ＳＧＭＬ）］             PAGE 5/6 

                               修正種別(Ｃ：更新 Ａ：追加 Ｄ：削除)   修正日付：2022.12.23 

 

項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

規定外の記事 

（１）項目の置換 

備考に、特殊申請において、管理情報の電子署名情報が設定さ

れている場合もタグを設定する旨を追加 

 

項目名 

（２）内容の置換 

表に以下を追加 

項番：２． 

申請書の状態：特殊申請において、管理情報の電子署名情報

（jp:m-signature-group）が設定されている場合 

電子化における対処：“電子署名あり”を設定し、グループを

繰り返して “特殊申請受付番号”を設定する。（注） 

 

表の下の（注）に設定例を追記 

 

項目内容 

（２）内容の置換 

表に以下を追加 

項番：２． 

申請書の状態：特殊申請において、管理情報の電子署名情報

（jp:m-signature-group）が設定されている場合 

電子化における対処：項目名(ITEM－NAME)が“特殊申請受付番

号”の場合、オンライン申請時の受付番号を設定する。（注） 

備考：オンライン申請時の受付番号は送付票の管理情報の受付

番号（jp:m-receipt-number）から取得する 

 

表の下の（注）に設定例を追記 

 

5.3.4-158 

 

 

 

 

5.3.4-159 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-160 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

4.92 

-13 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌 

５．３．５ 書誌情報仕様個別項目 

 

７０．２ 審判の種別 

表（２）内容の置換 

注１に、特殊申請の場合は、提出日を２００４年１月以降とし

て扱う旨を追記。 

 

 

 

 

 

5.3.5-429-1 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

 -14 
第５章 データエントリ仕様 

５．５ エラー時の対処 

５．５．２ エラー情報 

 

表３．管理情報の整合性に関するエラー 

表（３）に以下を追加。 

項番：９ 

申請形態：特殊申請 

書類分類コード：中間書類 

更生申請フラグ：更生でない 

原願電子化フラグ：原願電子化でない 

出願番号：書誌の【事件の表示】の【出願番号】と一致 

 

表（４）に以下を追加。 

項番：５ 

消印不明フラグ：判明 

書留番号：－ 

 

 

 

 

5.5-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5-5-1 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

受付形態：特殊申請 

 

表（８）注６に、振替番号を記載するケースとして特殊申請を

追加。 

 

 

 

5.5-8、5.5-9 

 

 

Ｃ 

 

4.92 

-15 

第６章 意匠図面・写真・ひな形・見本及び添付物件の電子化規準 

６．３ 添付物件の電子化 

６．３．１ 前提条件 

 

（５）優先権証明書提出書は媒体に格納されて発注された場

合、必要に応じて変換すること、データが読み込めない場合、

問い合わせる旨を追記。 

（９）特殊申請の場合、媒体に格納されている添付物件はのう

ち、ＸＭＬ化しないものについてはイメージファイルに変換す

る旨を追記。 

 

 

 

 

 

6-29 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 
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付録 

付録表紙 

 

「特殊申請の受付番号対応表」を追加 

 

 

 

- 

 

 

 

Ｃ 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

4.92 

-17 

付録 

付録5 

 

特殊申請の受付対応表について 

別紙1_特殊申請の受付対応表を追加 

 

 

 

 

- 

 

 

 

Ａ 

 

2022.12.23 河合 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

 以上      
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.93 第４．９３版 
      

4.93 

-1 

 

第２章 申請書類の発注 

２．２ 申請書類の発注 

① 発注の構成 

 

発注伝票：通常（PCT含む）配下に、窓口クレジットカード決済

を追加。 

発注形態（申請形態）：新規紙申請窓口受付（クレジットカ

ード決済） 

事件単位：受付袋、・・ 

手続単位：願書、中間書類、等 

 

（２）発注伝票（通常） 

①伝票フォーマット（電子記録基準管理班保管用） 

2.発注物件の（1）申請形態に、窓口クレジットカード

決済を追加。 

 

①伝票フォーマット（発注先保管用） 

    2.発注物件の（1）申請形態に、窓口クレジットカード

決済を追加。 

 

①伝票フォーマット（発注先返却用） 

    2.発注物件の（1）申請形態に、窓口クレジットカード

決済を追加。 

 

   ②伝票記載内容 

項番３ 申請形態に、窓口クレジットカード決済を追

加。 

  項番４ 申請数に、窓口クレジットカード決済を追加。 

注２の※に、窓口クレジットカード決済の場合、特許庁

様が付与した受付番号が記載され、発注番号と受付番号

に対応関係がない旨を追記 

 

 

 

2.2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2-5 

 

 

 

 

2.2-6 

 

 

 

2.2-7 

 

 

 

 

2.2-8 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

4.93 

-2 

 

第２章 申請書類の発注 

２.４ 電子化（ＤＥ）手数料 

 

電子化手数料を徴収しないケースに以下を追加 

補正対象書類が、「意匠登録願」で補正対象項目名が「パリ条

約による優先権等の主張」で【その他】に適用条文が記載され

ている手続補正書（項番10-2）、手続補正書（複数）（10-3）

の場合 

 

上記の追加に伴い記載内容を移動 

 

 

 

 

2.4-1 

 

 

 

 

 

2.4-2 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2023.3.31 河合 出願課様からの

修正要望 

4.93 

-3 

 

第３章 電子化データの納品 

３．３ 納品リスト 

３．３．１ バッチ申請データ 

 

（１）納品明細書 

② 伝票記載内容の項番３ 申請形態に紙申請（窓口クレジッ

トカード決済）を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3-7 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 
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項番 

修 正 内 容 

ページ 

修

正

種

別 

修正日付 修正者 備  考 

4.93 

-4 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．２ 管理情報の見出し 

 

表 特定手続の管理情報の項目一覧 

注６に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。 

 

 

 

 

 

5.2-4 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

4.93 

-5 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．３ 管理情報仕様 

 

料金関係タグ設定規則 

２．（３）特許印紙の貼付、納付済証の添付が何れもない場合 

②の表の項番３－２、９の備考に注７を追加 

③の表の項番３－２、７－２、１１－２、１７の備考に注７を

追加 

 

補足 

表注７に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジ

ットカード決済を追加。併せて、表注６の文言を修正。 

 

会計種別 

項番１（３）の備考に、指定立替納付を記載するケースとして

窓口クレジットカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正 

 

 

 

 

 

5.2-41-2 

 

 

 

 

 

5.2-41-3 

 

 

 

 

5.2-46 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

4.93 

-6 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．２ 管理情報仕様 

５．２．４ 管理情報における相関チェック 

 

（８）表の項番4-5、4-6の備考に注７を追加。 

注７に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジット

カード決済を追加。併せて、注６の文言を修正。 

 

 

 

 

 

5.2-73、 

5.2-75 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

4.93 

-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

  意匠登録願 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  意匠登録願（複数） 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  商標登録願 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  団体商標登録願 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  地域団体商標登録願 

 

 

 

 

5.3.3-5 

 

 

 

5.3.3-5-6 

 

 

 

5.3.3-15 

 

 

 

5.3.3-20 

 

 

 

5.3.3-20-5 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 
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4.93 

-7 

続

き 

 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  防護標章登録願 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  出願人名義変更届 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  出願人名義変更届（特例商標登録出願） 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  期間延長請求書 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  期間延長請求書（期間徒過） 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

  回復理由書 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

手続補正書(方式) 

表注２に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

手続補正書 

表注２に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

手続補正書(複数) 

表注２に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

審判請求書 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

期日変更請求書 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-25 

 

 

 

5.3.3-29 

 

 

 

5.3.3-42-1 

 

 

 

5.3.3-52 

 

 

 

5.3.3-197 

 

 

 

5.3.3-197-4 

 

 

 

5.3.3-217-8 

 

 

 

5.3.3-221 

 

 

 

5.3.3-225 

 

 

 

5.3.3-225-4 

 

 

 

5.3.3-230 

 

 

 

5.3.3-302 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 
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第５章 データエントリ仕様 

５．３ 書誌 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

共－６４．７ 指定立替納付 

表（２）内容の置換 

注に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジットカ

ード決済を追加。 

 

 

 

 

 

5.3.4-117-4 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

4.93 

-9 

 

付録 発注番号構成表 

 

【表２】発注単位の管理番号 

・申請形態１又は２又は３ 

申請形態に窓口クレジットカード決済は１のみである注意書

きを追記 

窓口クレジットカード決済追加に伴い、管理番号3001～を追加 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2023.3.31 河合 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

 以上      
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5.0 第５．０版 
      

5.0 

-1 

 

２．３ 申請書類の発注物及び確認事項 

（１）新規の紙による申請（ＰＣＴ含む）の発注物及び確認事項 

 

特殊申請の発注についての留意事項 

（２）に、特殊申請の発注書類の構成を追記 

それに伴い、優先権証明書提出書の発注についての留意事項

を２．３－１－２へ移動 

 

 

 

 

 

2.3-1-1 

 

2.3-1-2 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ａ 

2023.6.30 山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

5.0 

-2 

 

２．４ 電子化(ＤＥ)手数料 

 

以下の書類ついて、書換申請の受付は終了しているため、電子化

する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行うとする注を追

加 

・書換登録申請書 

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 

 

以下の書類ついて、対象案件は存在しないため電子化する前に電

子記録基準管理班に問い合わせを行うとする注を追加 

・重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 

 

 

 

2.4-1 

2.4-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

2023.6.30 山田 出願課様からの

修正要望 

5.0 

-3 

 

３．２  出力ファイルフォーマット（レコードレイアウト） 

３．２．１ バッチ申請データ 

 

特殊申請において１書類の合計容量が圧縮前２００ＭＢを超え

る場合のイメージファイルがバッチ申請データに含まれないこ

とを（＊２）として記載。 

 

 

 

 

 

3.2-1 

 

 

 

 

Ｃ 

2023.6.30 山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

5.0 

-4 

 

第４章 電子出願申請書式 

 

出願書類例一覧の以下の書類に注を付け、それらの書類およびそ

れらを補正する手続補正書は、書換申請の受付は終了しているた

め、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行うこと

を注記 

・書換登録申請書 

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 

・書換登録申請取下書 

・書換登録申請者名義変更届 

 

出願書類例一覧の重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録

願に注を付け、それらの書類およびそれらを補正する手続補正書

は、対象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管

理班に問い合わせを行うことを注記 

 

7 書換登録申請書 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

8 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

8-1 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 

 

 

4(ⅰ) 

4(ⅰ)-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-9 

 

 

 

4-10 

 

 

 

4-10-1 

 

 

Ｃ 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

2023.6.30 山田 出願課様からの

修正要望 
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対象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管理

班に問い合わせを行うことを注記 

 

13 書換登録申請者名義変更届 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

35 書換登録申請取下書 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

 

 

 

4-15 

 

 

 

4-37 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

5.4 

-5 

 

５．１ 全般的な事項 

５．１．１ 全般的な事項 

 

(6) 制限値に関する全般的な事項 

特殊申請において１書類の合計容量が圧縮前２００ＭＢを超

える場合の対応として、以下を記載。 

ただし特殊申請において制限値を超える場合は、添付物件Ｐ

ＤＦは電子化せず、添付物件ＰＤＦ以外のファイルは電子化

を行う。またその際、申請書類ＳＧＭＬの規定外の項目に物

件あり及びオンライン申請時の受付番号を設定する。 

 

 

 

 

5.1-5 

 

 

 

Ｃ 

2023.6.30 山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 

5.0 

-6 

 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．２ 意匠・商標・審判 電子化対象書類一覧 

 

意匠・商標電子化対象書類一覧の以下の書類に注を付け、それら

の書類およびそれらを補正する手続補正書は書換申請の受付は

終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合

わせを行うことを注記 

・書換登録申請書 

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 

・書換登録申請取下書 

・書換登録申請者名義変更届 

 

意匠・商標電子化対象書類一覧の重複登録商標に係る商標権存続

期間更新登録願に注を付け、それらの書類およびそれらを補正す

る手続補正書は、対象案件は存在しないため、電子化する前に電

子記録基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

 

 

 

5.3.2-1 

5.3.2-2 

5.3.2-2-1 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｃ 

Ａ 

 

2023.6.30 山田 出願課様からの

修正要望 

5.0 

-7 

 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

7 書換登録申請書 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

8 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

8-1 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 

対象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管理

班に問い合わせを行うことを注記 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.3-30 

 

 

 

5.3.3-34 

 

 

 

5.3.3-37-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

2023.6.30 山田 出願課様からの

修正要望 
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13 書換登録申請者名義変更届 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

35 書換登録申請取下書 

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録

基準管理班に問い合わせを行うことを注記 

 

5.3.3-58 

 

 

 

5.3.3-142 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

5.0 

-8 

 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し 

 

8-1 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 

表注１に、指定立替納付を記載するケースとして窓口クレジッ

トカード決済を追加。併せて、前文の文言を修正。 

  

 

 

 

 

5.3.3-37-4 

 

 

 

 

 

Ｃ 

2023.6.30 山田 出願窓口クレジ

ットカード決済

対応

（2021-0013） 

5.0 

-9 

 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

規定外の項目 タグ名設定規則 

４．電子化方法 

補足に特殊申請で１書類の合計容量が圧縮前２００ＭＢを超

える場合の設定項目を追加。 

 

規定外の項目 

（１）項目の置換 

備考に、特殊申請において、１書類の合計容量が圧縮前２０

０ＭＢを超える場合もタグを設定する旨を追加 

 

規定外の記事 

（１）項目の置換 

備考に、特殊申請において、１書類の合計容量が圧縮前２０

０ＭＢを超える場合もタグを設定する旨を追加 

 

項目名 

（２）内容の置換 

表に以下を追加 

項番：３． 

申請書の状態：特殊申請において、１書類の合計容量が圧

縮前２００ＭＢを超える場合 

電子化における対処：“物件あり”を設定し、グループを

繰り返して“特殊申請受付番号”を設定する。 

またこの場合の設定例も追加 

 

項目内容 

（２）内容の置換 

表に以下を追加 

項番：３． 

申請書の状態：特殊申請において、１書類の合計容量が圧

縮前２００ＭＢを超える場合 

電子化における対処：項目名(ITEM-NAME)の設定内容が“特

殊申請受付番号”の場合、オンライン申請時の受付番号を

設定する。 

備考：オンライン申請時の受付番号は送付票の管理情報の

受付番号（jp:m-receipt-number）から取得する 

またこの場合の設定例も追加 

 

 

 

5.3.4-156 

 

 

 

 

5.3.4-157 

 

 

 

 

5.3.4-158 

 

 

 

 

5.3.4-159 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4-160 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

2023.6.30 山田 書面手続きデジ

タル化

（2022-0011） 
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5.4 

-10 

 

５．３ 書誌情報仕様 

５．３．４ 書誌情報仕様共通項目 

 

特殊申請において、管理情報の電子署名情報

（jp:m-signature-group）が設定されている場合の設定例の 

「オンライン申請時の受付番号」を下記の通り修正 

 

【誤】<jp:item-content>3NNNNNNNNNN</jp:item-content> 

【正】<jp:item-content>5NNNNNNNNNN</jp:item-content> 

 

 

 

 

5.3.4-159 

5.3.4-160 

 

 

 

 2023.6.30 山田 誤記訂正 

5.0 
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５．４ 手続補正書の電子化 

５．４．１ 却下要件 

 

書類識別（補正）のタグ名一覧の以下の書類に注を付け、それら

を補正する手続補正書は書換申請の受付は終了しているため、電

子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行うことを注

記 

・書換登録申請書 

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 

・書換登録申請取下書 

・書換登録申請者名義変更届 

 

書類識別（補正）のタグ名一覧の重複登録商標に係る商標権存続

期間更新登録願に注を付け、それらを補正する手続補正書は、対

象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管理班に

問い合わせを行うことを注記 

 

 

 

 

 

5.4-14 

5.4-14-1 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

2023.6.30 山田 出願課様からの

修正要望 

 以上      
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２.４ 電子化（ＤＥ）手数料

データエントリ手数料徴収対象書類を下記に示す。

料金体系は、基本料金＋枚数分の従量料金とする。

但し、以下のケースは下表の書類であっても電子化（ＤＥ）手数料は徴収しない。

・緊急避難案件の電子化の場合（第１０章参照）

・補正対象書類が、「既納手数料返還請求書」である手続補正書（方式）（項番10-1）

・補正対象書類が、「既納手数料返還請求書」である手続補正書（項番10-2）

・申請形態が特殊申請の場合

・申請形態が特殊申請の場合

・補正対象書類が、「意匠登録願」で補正対象項目名が「パリ条約による優先権等の主張」で【その他】

に適用条文が記載されている手続補正書（項番10-2）、手続補正書（複数）（項番10-3）の場合

項番 書 類 分 類 項番 書 類 名 備 考

１ 願書 1-1 意匠登録願

1-1 意匠登録願（複数） 注１参照

-1

1-2 類似意匠登録願 注１参照

1-3 商標登録願

1-4 団体商標登録願

1-4 地域団体商標登録願

-1

1-5 防護標章登録願

1-6 防護標章登録に基づく権利存続期間

更新登録願

注５参照1-7 書換登録申請書

注５参照1-8 防護標章登録に基づく権利

書換登録申請書

注６参照1-9 重複登録商標に係る

商標権存続期間更新登録願

２ 名義変更届 2-1 出願人名義変更届 注１参照

2-2 出願人名義変更届（一般承継） 注１参照

2-3 出願人名義変更届（特例商標登録出願）

2-4 出願人名義変更届（特例商標登録出願）

（一般承継）

３ 代理人届 3-1 代理人変更届 注１参照

3-2 代理人受任届 注１参照
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項番 書 類 分 類 項番 書 類 名

3-3 代理人選任届 注１参照

3-4 代理人辞任届 注１参照

3-5 代理人解任届 注１４参照

3-6 代理権変更届 注１参照

3-7 代理権消滅届 注１参照

3-8 包括委任状援用制限届 注１参照

３ 3-9 復代理人変更届 注１参照

3-10 復代理人受任届 注１参照

3-11 復代理人選任届 注１参照

3-12 復代理人辞任届 注１参照

3-13 復代理人解任届 注１４参照

3-14 復代理権変更届 注１参照

3-15 復代理権消滅届 注１参照

４ 出願取下書・放棄書 4-1 出願取下書 注１参照

4-2 出願放棄書 注１参照

５ 意見書 5-1 意見書 注１参照

６ 特徴記載書 6-1 特徴記載書 注１参照

７ 手続補足書 7-1 手続補足書

８ 期間延長願 8-1 期間延長請求書 注１参照

8-2 期間延長請求書（期間徒過） 注１参照

９ 秘密意匠期間変更請求書 9-1 秘密意匠期間変更請求書 注１参照

１０ 手続補正書 10-1 手続補正書（方式） 注１参照

10-2 手続補正書 注１参照

10-3 手続補正書（複数） 注１参照

１１ 添付書類名 11-1 図面 （図面代用写真を含む） 注１参照

１１ 回復理由書 11-1 回復理由書 注１参照

―１ -1
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項番 書 類 分 類 項番 書 類 名

１２ 審判系書類 12-1 審判請求書 注２参照

12-2 請求取下書 注３参照

12-3 審理再開申立書 注３参照

12-4 証拠説明書 注３参照

12-5 検証申出書 注３参照

12-6 口頭審理申立書 注３参照

12-7 口頭審理陳述要領書 注３参照

12-8 尋問事項書 注３参照

12-9 証拠申出書 注３参照

12-10 証人尋問申出書 注３参照

12-11 鑑定の申出書 注３参照

12-12 鑑定事項書 注３参照

12-13 録音テープ等の内容説明書 注３参照

12-14 回答希望事項記載書面 注３参照

12-15 期日変更請求書 注３参照
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項番 書 類 分 類 項番 書 類 名

12-16 一部請求取下書 注３参照

12-17 異議申立書 注３参照

12-18 異議取下書 注３参照

12-19 一部異議取下書 注３参照

12-20 判定請求書 注３参照

12-21 答弁書 注３参照

12-22 弁駁書 注３参照

12-23 訂正請求取下書 注４参照

12-24 訂正請求書 注４参照

注１）「平成１０年改正前意匠法第１２条第２項の規定による意匠登録出願」の場合を除く

「平成１０年改正前意匠法第１３条第１項の規定による意匠登録出願」の場合を除く

「平成１０年改正前意匠法第１３条第２項の規定による意匠登録出願」の場合を除く

注２）以下の場合を除く

・四法が特許実用

・且つ補正の却下の決定に対する審判事件

注３）以下の場合を除く

・四法が特許実用

・且つ平成１８年以前の審判番号の場合は号が５０００１～５９９９９、

平成１９年以降の審判番号の場合は号が５００００１～５０９９９９（補正審判）

注４）代理人解任届および復代理人解任届について、「受付日」が令和４年６月２７日以降、

新規エントリーされることはない。（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）

注５）書換登録申請書および防護標章登録に基づく権利書換登録申請書について、

書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

注６）重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願について、対象案件は存在しないため、

電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。



第 ３ 章 電 子 化 デ ー タ の 納 品
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３.１ 概 要

データエントリー機関では、以下で示すように、データエントリ仕様に従い作成した

バッチ申請データファイル及び管理情報早期ＤＥデータファイルに納品明細書等を添付

し、当日納品分（複数発注）を１ファイルとして電子記録基準管理班データエントリー

管理班に納品する。

バッチ申請データファイル、管理情報早期ＤＥデータファイルは、ＳＳＨにより暗号

化された通信路でＳＦＴＰは、暗号化して転送する。管理情報早期ＤＥデータファイ

ルは圧縮・暗号化を行わずにＴＣＰ／ＩＰ上でＦＴＰ機能により転送する。納品明細書

等の書面は、転送後、納品する。

オンラインに障害がありオンラインでの納品が不可能な場合は、ＤＡＴＤＶＤ－Ｒで納品する。

（１） バッチ申請データ

バッチ申請データファイルに納品明細書と入力件数一覧リストを付して、発

注させた申請書類等（発注させた時と同様に事件単位に受付袋に入れる）と共

に、電子記録基準管理班データエントリー管理班へ当日納品分（複数発注）を

１ファイルとしてファイル単位に転送、納品する。また電子化不能の申請書類

が存在した場合は電子化不能メモを作成し、納品明細書等と同時に納品する。

（注）電子化不能メモは、申請形態・発注番号単位に１枚作成し、手続単位の申請書

類に付して納品する。又、電子化不能の申請書類は、該当の受付包袋に入れず

に納品する。提出物件票は、申請単位に電子化不能の場合は現物の提出物件票

を手続単位に電子化不能の場合には該当する提出物件票の複製を付し納品する。

（２） 管理情報早期ＤＥデータ

ＳＧＭＬによる電子化対象出願系書類（大区分＝Ａ）、審判系書類（大区分＝Ｃ）

で以下の条件に当てはまるものを対象（次項：早期ＤＥ対象書類一覧表参照）とし、

電子化データファイル転送後、納品明細書等を電子記録基準管理班データエントリ

ー管理班に納品する。

①変更・分割・補正却下の新出願（ただし、原願の出願番号の記載があるもの）

②中間書類（ただし、出願番号の記載があるもの）

（注１） 電子化不能または記載内容がエラーとなった場合は対象外とする。

（注２） 通常以外（援用・原願・更生・再エントリ）の場合は対象外とする。
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早期ＤＥ対象書類一覧表

（１／２）

項番 書類名 中間 備考 項番 書類名 中間 備考

コード コード

１ 意匠登録願 Ａ６３ 注１ ２９ 出願放棄書 Ａ７６２

1-1 意匠登録願（複数） Ａ６３０ 注１ ３０ パリ条約による優先権主張放棄書 Ａ７６５ 注２

２ 類似意匠登録願 Ａ６３６ 注１ ３１ 使用に基づく特例の適用の Ａ７６８

主張取下書

３ 商標登録願 Ａ６３ 注１

３２ 書換登録申請取下書 Ａ７６６

４ 団体商標登録願 Ａ６３９ 注１

３３ 意見書 Ａ５３

4-1 地域団体商標登録願 Ａ６３８ 注１

３４ 弁明書 Ａ５９

５ 防護標章登録願 Ａ６３２ 注１

３５ 優先権証明書提出書 Ａ７９

６ 出願人名義変更届 Ａ７１１

３６ 新規性の喪失の例外証明書提出書 Ａ８０

７ 出願人名義変更届（一般承継） Ａ７１２

３７ 出願時の特例証明書提出書 Ａ８０

８ 出願人名義変更届 Ａ７１３

（特例商標登録出願） ３８ 出願日証明書提出書 Ａ８１

９ 出願人名義変更届 Ａ７１４ ３９ 物件提出書 Ａ８２

（特例商標登録出願）（一般承継）

４０ 証明書類提出書 Ａ８２２

１０ 書換登録申請者名義変更届 Ａ７１５

４１ 特徴記載書 Ａ８２５

１１ 受継申立書 Ａ５５

４２ 雑書類 Ａ６９１

１２ 代表者選定届 Ａ６８１

４３ 早期審査に関する事情説明書 Ａ８７１

１３ 代理人変更届 Ａ７４２１

４４ 早期審査に関する事情説明補充書 Ａ８７２

１４ 代理人選任届 Ａ７４２３

４５ ひな形又は見本補足書 Ａ８２４

１５ 代理権消滅届 Ａ７４２７

４６ 上申書 Ａ７８１

１６ 代理人受任届 Ａ７４２２

４７ 手続補足書 Ａ８２１

１７ 代理人辞任届 Ａ７４２４

４８ 期間延長請求書 Ａ６０１

代理人解任届 注４１８ Ａ７４２５

48-1 期間延長請求書（期間徒過） Ａ６０３

１９ 代理権変更届 Ａ７４２６

４９ 秘密意匠期間変更請求書 Ａ９０７

２０ 包括委任状援用制限届 Ａ７４２８

５０ 刊行物等提出書 Ａ８３１

２１ 復代理人変更届 Ａ７４３１

２２ 復代理人選任届 Ａ７４３３ ５１ 協議の結果届 Ａ８２６ 注３

２３ 復代理権消滅届 Ａ７４３７ ５２ 出願変更届（類似→独立） Ａ７７３２

２４ 復代理人受任届 Ａ７４３２ ５３ 出願変更届（独立→類似） Ａ７７３１

２５ 復代理人辞任届 Ａ７４３４ ５４ 協議の結果届 Ａ９０８

２６ Ａ７４３５ ５５ 手続補正書（方式） Ａ５１復代理人解任届 注４

２７ 復代理権変更届 Ａ７４３６ ５６ 手続補正書 Ａ５２１

２８ 出願取下書 Ａ７６１ ５７ 手続補正書 Ａ５２２

注１：分割、変更、補正却下の新出願の何れかで且つ原願の出願番号の記載がある場合のみ対象とする

注２：パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。

注３：平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。

注４：代理人解任届および復代理人解任届について、「受付日」が令和４年６月２７日以降、新規エントリーされることはない。
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（２／２）

項番 書類名 中間 備考 項番 書類名 中間 備考

コード コード

５８ 手続補正書 Ａ５２３ ８７ 異議取下書 Ｃ６６１

58-0 手続補正書（複数） Ａ５２３１ ８８ 一部異議取下書 Ｃ６６２

58-1 既納手数料返還請求書 Ａ９１５ ８９ 答弁書 Ｃ５７

58-2 回復理由書 Ａ９１７ ９０ 弁駁書 Ｃ５８

５９ 審判請求書 Ｃ６０ ９１ 訂正請求取下書 Ｃ６１９

６０ 請求取下書 Ｃ６０９ ９２ 訂正請求書 Ｃ６１１

６１ 審理再開申立書 Ｃ６４

６２ 証拠説明書 Ｃ６５１５

６３ 検証申出書 Ｃ６５５

６４ 口頭審理申立書 Ｃ６５１２

６５ 口頭審理陳述要領書 Ｃ６５１３

６６ 証拠調申立書 Ｃ６５２

６７ 尋問事項書 Ｃ６５４１

６８ 証拠申出書 Ｃ６５１４

６９ 証人尋問申出書 Ｃ６５４

７０ 鑑定の申出書 Ｃ６５７

７１ 鑑定事項書 Ｃ６５７２

７２ 書証の申出書 Ｃ６５４４

７３ 文書特定の申出書 Ｃ６５４６

７４ 録音テープ等の内容説明書 Ｃ６５１７

７５ 回答希望事項記載書面 Ｃ６５４２

７６ 回答書 Ｃ５４

７７ 書面審理申立書 Ｃ６５１１

７８ 優先審理に関する事情説明書 Ｃ８７５

７９ 早期審理に関する事情説明書 Ｃ８７６

８０ 早期審理に関する事情説明補充書 Ｃ８７７

８１ 尋問に代わる書面の提出書 Ｃ６５４３

８２ 鑑定書 Ｃ６５７３

８３ 期日変更請求書 Ｃ６５９

８４ 証拠調申請取下書 Ｃ６５９１

８５ 不出頭の届出書 Ｃ６５９２

８６ 一部請求取下書 Ｃ６０９１
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（レコードレイアウト）３.２ 出力ファイルフォーマット

３．２．１ バッチ申請データ

バッチ申請データでは、以下に示す構成により出力ファイルフォーマットを作成する。

下記管理レコード及び情報レコードを一組として１発注単位分とし、納品ファイルは管

理レコード・情報レコードが発注単位分存在し相互に繰り返す。

１．管理レコード

発注単位に１レコード作成する発注番号，電子化不能の受付番号が記載されたレコ

ードである。

２．情報レコード

手続単位に１レコード作成する管理情報部ＳＧＭＬ，申請書類ＳＧＭＬ，及びイメージ

ファイルをＭＩＭＥによりアーカイブしたレコードである。

(1) 管理情報部ＳＧＭＬ

申請書類の管理情報が記載されたＳＧＭＬデータである。

(2) 申請書類ＳＧＭＬ

書誌情報が記載されたＳＧＭＬデータである。

(3) イメージファイル

意匠図面・商標見本・提出物件等をイメージファイルにより電子化したデータであり

複数存在する場合がある。（イメージファイルは存在しない場合もある）

データエントリでのデータの置換でエラーの項目があった場合、元の情報を

方式審査に伝達する必要があるため原データを作成する。原データは紙申請

ではイメージで作成する。

特殊申請において１書類の合計容量が圧縮前２００ＭＢを超える場合、

イメージファイルはバッチ申請データに含めない。またその際、書誌情報の

規定外の項目に別途項目を設定する必要がある。設定規則は書誌情報仕様

共通項目 共－９９を参照。

(4) ＺＩＰファイル

訂正請求書及び訂正の審判請求書に添付される「訂正請求の範囲」、「訂正明細書」、

「訂正図面」をＸＭＬ形式で電子化したＸＭＬファイル及びＸＭＬファイルの外部実体と

なるイメージファイルをＺＩＰ形式でアーカイブし１ファイルにしたデータである。
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レコードレイアウト表１／２枚挿入（第３章レコー
ド）
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レコードレイアウト表２／２枚挿入（第３章レコー
ド）
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３．２．２ 管理情報早期ＤＥデータ

管理情報早期ＤＥデータでは、以下に示す構成により出力ファイルフォーマットを発注

単位に作成する。納品ファイルには情報レコード(*1)が発注単位分存在する。

レコードレイアウトを次に示す。

＊１情報レコード

管理情報早期ＤＥデータが記載されたレコードである。
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表１：レコードレイアウト

情報レコード

管理情報

情 情
報 ・・・・ 報

項 目 レ レ
コ コー ー

ド ド
１ ｎ

属 性 ＊ ・・・・ ＊

ﾊﾞｲﾄ数 ５０ ・・・・ ５０

＊情報ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄについては
表２：管理情報フォーマット参照

＊＊早期DE対象書類１件につき
１レコード作成する

表２：管理情報フォーマット

（１）平成１８年１２月納品まで （注） 初期値は以下のとおりである

ＮＯ 項目名 属性 桁数 累計桁数 属性 初期値

① 書類分類コード Ｃ ８ ８ Ｎ 全桁 "０" を設定する。

② 四法区分 Ｃ １ ９ Ｃ 全桁 " " (SPACE)を設
定する。

③ 出願番号 Ｎ １０ １９

④ 国際出願番号 Ｃ １２ ３１

⑤ 審判番号 Ｎ ９ ４０

⑥ 書類種別 Ｎ １ ４１

⑦ 受付日 Ｎ ８ ４９

（２）平成１９年１月納品以降

ＮＯ 項目名 属性 桁数 累計桁数

① 書類分類コード Ｃ ８ ８

② 四法区分 Ｃ １ ９

③ 出願番号 Ｎ １０ １９

④ 国際出願番号 Ｃ １２ ３１

⑤ 審判番号 Ｎ １０ ４１

⑥ 書類種別 Ｎ １ ４２

⑦ 受付日 Ｎ ８ ５０
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３．２．３ 管理情報早期ＤＥデータ仕様

・項 目 名

書類分類コード

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ データ（ﾀｸﾞ『書類名』) 【書類名】の書類分類コードから設定する。

がある場合

中間コードの内容については、共通コード表（Ａ２６０

）参照。

＊書類分類コード形態

大区分＋四法区分＋中間コード

(1) 桁 (1) 桁 (6)桁
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・項 目 名

四法区分

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ 中間書類の場合 【事件の表示】の四法区分から設定する。

設定規則は、書誌情報仕様共通項目 共－８参照。

２ 変更出願・分割出願の場 原出願の四法区分から設定する。

合

設定規則は、書誌情報仕様共通項目 共－２０参照。
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・項 目 名

出願番号

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ 中間書類の場合 【事件の表示】の出願番号から設定する。

出願番号（西暦１０桁）を設定する。

設定規則は、書誌情報仕様共通項目 共－８参照。

２ 変更出願・分割出願の場 原出願番号を設定する。

合

設定規則は、書誌情報仕様共通項目 共－２０参照。
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・項 目 名

国際出願番号

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ 中間書類の場合 初期値を設定する。（ＳＧＭＬ電子化対象の意匠・商標

・審判書類には国際出願番号は記載されない）

２ 変更出願・分割出願の場 初期値を設定する。

合
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・項 目 名

審判番号

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ 中間書類の場合 【事件の表示】の審判番号から設定する。

審判番号を設定する。

平成１８年１２月までは９桁（年４桁、号５桁）で設定

する。

例）【事件の表示】の記載：不服2006-21111

管理情報早期DEデータ：200621111

平成１９年１月以降は１０桁（年４桁、号６桁）で設定

する。

平成１９年１月以降は【事件の表示】の審判番号が号５

桁であっても、号を６桁（最上位桁に０を設定）にし

て、１０桁で設定する。

例１）【事件の表示】の記載：不服2006-21111

管理情報早期DEデータ：2006021111

例２）【事件の表示】の記載：不服2007-500001

管理情報早期DEデータ：2007500001

設定規則は、書誌情報仕様共通項目 共－６参照。

２ 変更出願・分割出願の場 設定不要。

合
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・項 目 名

書類種別

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ 書類別に下記のコードを設定する。

１：変更出願

２：分割出願

３：国内優先権主張

４：中間書類

５：補正却下の新出願
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・項 目 名

受付日

項

入 力 元 の 状 態 電 子 化 に お け る 対 処

番

１ 和暦年月日を西暦年月日に変換して設定する。
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３．３ 納品リスト

３．３．１ バッチ申請データ

電子化データエントリの納品時には、データエントリー機関で納品明細書・納品内訳・受入れ

リスト・送付リスト及び電子化不能メモを発注単位別に発注単位分作成して、バッチ申請データ

ファイル転送後、電子記録基準管理班データエントリー管理班に納品する。

納品明細書・納品内訳・受入れリスト・送付リスト及び電子化不能メモの伝票フォーマット及び

伝票記載内容を次に示す。

納品内訳に記載されている”イメージ点数”とは、書面に掲載されているイメージ（図面）の個数

及び添付されている書面のページ数を合計したものである。
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（１） 納品明細書

① 伝票フォーマット

納 品 明 細 書

２０２３年 ６月２３日 担当

1. 発注番号 ２００００９５－０

2. 納品物件

(1) 申 請 形 態 紙 （郵 送）

(2) 受 付 日 ２０２３年 ６月 １日

(3) 申 請 数 ２１８

(4) 手 続 数 ① 手続数 ： ４７７

② 電子化件数 ： ４７７

③ 電子化不能件数： ０

備 考

特許庁殿受領印
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ぺージ： １

担当

納 品 内 訳

書 類 名 納 品 件 数 イメージ点数

１．意匠登録願 ２３件 １７０点

２．意匠登録願（複数） ０件 ０点

３．類似意匠登録願 ５件 ３０点

４．商標登録願 １００件 ４２点

５．団体商標登録願 １０件 ２点

６．地域団体商標登録願 １件 １点

７．防護標章登録願 ０件 ０点

８．防護標章登録に基づく権利存続期間 ２５件 ２０点
更新登録願

９．書換登録申請書 ０件 ０点

10．防護標章登録に基づく権利 ０件 ０点
書換登録申請書

11．手続補正書（方式） ７件 ３点

12．手続補正書（自発・書誌） ０件 ０点

13．手続補正書（自発・書誌＋内容） ２件 ０点

14．手続補正書（自発・内容） ０件 ０点

15．手続補正書（複数） ０件 ０点

16．代理人変更届 ０件 ０点

17．代理人受任届 １件 ０点

18．代理人選任届 ０件 ０点

19．代理人辞任届 ０件 ０点

20．代理人解任届 ※３ ５０件 ０点

21．代理権変更届 ０件 ０点

22．代理権消滅届 ０件 ０点

23．復代理人変更届 ０件 ０点

24．復代理人受任届 ０件 ０点

25．復代理人選任届 １０件 ０点

26．復代理人辞任届 ４件 ０点

27．復代理人解任届 ※３ ２件 ０点

28．復代理権変更届 ２７件 ０点

（注）電子化不能は含まない。

※３ 代理人解任届および復代理人解任届について、「受付日」が令和４年６月２７日以降、

新規エントリーされることはない。
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ページ：２

書 類 名 納 品 件 数 イメージ点数

29．復代理権消滅届 １７件 ０点

30．包括委任状援用制限届 ２件 ０点

31．出願人名義変更届 ５件 ０点

32．出願人名義変更届（一般承継） ０件 ０点

33．出願人名義変更届（特例商標登録出願） ２件 ０点

34．出願人名義変更届（特例商標登録出願） ０件 ０点
（一般承継）

35．書換登録申請者名義変更届 ０件 ０点

36．物件提出書 ０件 ０点

37．優先権証明書提出書 ０件 ０点

38．新規性の喪失の例外証明書提出書 ０件 ０点

39．上申書 ０件 ０点

40．意見書 ０件 ０点

41．出願取下書 ０件 ０点

42．出願放棄書 ０件 ０点

43．パリ条約による優先権主張放棄書 ※１ ０件 ０点

44．書換登録申請取下書 ０件 ０点

45．使用に基づく特例の主張取下書 ０件 ０点

46．期間延長請求書 ０件 ０点

47．期間延長請求書（期間徒過） ０件 ０点

48．早期審査に関する事情説明書 ０件 ０点

49．早期審査に関する事情説明補充書 ０件 ０点

50．代表者選定届 ０件 ０点

51．受継申立書 ０件 ０点

52．出願日証明書提出書 ０件 ０点

53．刊行物等提出書 ０件 ０点

54．手続補足書 ０件 ０点

55．証明書類提出書 ０件 ０点

56．雑書類 ０件 ０点

57．弁明書 ０件 ０点

58．出願変更届（独立→類似） ０件 ０点

59．出願変更届（類似→独立） ０件 ０点

60．秘密意匠期間変更請求書 ０件 ０点

（注）電子化不能は含まない。

※１ パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはな

い。
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ページ：３

書 類 名 納 品 件 数 イメージ点数

61．特徴記載書 ０件 ０点

62．ひな形又は見本補足書 ０件 ０点

63．協議の結果届 ０件 ０点

64．協議の結果届 ※２ ０件 ０点

65．出願時の特例証明書提出書 ０件 ０点

66．既納手数料返還請求書 ０件 ０点

67．回復理由書 ０件 ０点

68．審判請求書 ０件 ０点

69．回答書 ０件 ０点

70．請求取下書 ０件 ０点

71．審理再開申立書 ０件 ０点

72．書面審理申立書 ０件 ０点

73．口頭審理申立書 ０件 ０点

74．口頭審理陳述要領書 ０件 ０点

75．証拠申出書 ０件 ０点

76．証拠説明書 ０件 ０点

77．録音テープ等の内容説明書 ０件 ０点

78．証拠調申立書 ０件 ０点

79．尋問事項書 ０件 ０点

80．証人尋問申出書 ０件 ０点

81．回答希望事項記載書面 ０件 ０点

82．尋問に代わる書面の提出書 ０件 ０点

83．書証の申出書 ０件 ０点

84．文書特定の申出書 ０件 ０点

85．検証申出書 ０件 ０点

86．鑑定の申出書 ０件 ０点

87．鑑定事項書 ０件 ０点

88．鑑定書 ０件 ０点

89．期日変更請求書 ０件 ０点

90．証拠調申請取下書 ０件 ０点

91．不出頭の届出書 ０件 ０点

92．優先審理に関する事情説明書 ０件 ０点

93. 早期審理に関する事情説明書 ０件 ０点

94．早期審理に関する事情説明補充書 ０件 ０点

（注）電子化不能は含まない。

※２ 平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。
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ページ：４

書 類 名 納 品 件 数 イメージ点数

89. 一部請求取下書 ０件 ０点

90．異議申立書 ０件 ０点

91．異議取下書 ０件 ０点

92．一部異議取下書 ０件 ０点

93．判定請求書 ０件 ０点

94．答弁書 ０件 ０点

95．弁駁書 ０件 ０点

96．訂正請求取下書 ０件 ０点

97. 訂正請求書 ０件 ０点

合 計 ２９２件 ２６７点

（注）電子化不能は含まない。
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＊＊＊ 電子化受付番号 ＊＊＊ ぺージ： １

申請形態 紙 （郵 送）

発注番号 ２００００９５

受付日 ２０１９年 ６月 １日

29800950001 29800950002 29800950003 29800950004 29800950005

29800950006 29800950007 29800950008 29800950009 29800950010

29800950011 29800950012 29800950013 29800950014 29800950015

29800950016 29800950017 29800950018 29800950019 29800950020

29800950021 29800950022 29800950023 29800950024 29800950025

29800950026 XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX XXXXXXXXXXX 29800950477

（注）電子化不能があった場合は別に電子化受付不能番号リストを作成し、上記電子化受付

番号リストと同一のフォーマットで、タイトルが『電子化不能受付番号』となる。
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② 伝票記載内容

項番 項目名 内 容 備 考

１ 日 付 納品する日付である。

２ 発 注 番 号 発注単位を識別するために付与された番号であ 発注番号の構成は、

る。 別紙の「発注番号構

成表」を参照して下

さい。

３ 申 請 形 態 本納品明細書で納品する発注単位の申請形態で

ある。申請形態は次のとおり。

・紙申請（窓口）

・紙申請（窓口クレジットカード決済）

・紙申請（郵送）

・特殊申請

・原願

・援用

・更正申請

・再エントリ

４ 受 付 日 受け付けた日付である。

５ 申 請 数 受付包袋数である。 援用，再エントリ，

更正申請の場合は記

載しない。

６ 手 続 数 処理した手続数及び電子化した手続，電子化不

能の手続の各々の手続数である。

７ 納 品 内 訳 電子化対象書類一覧に、書類別に納品件数とイ 最後尾に合計件数及

メージ点数を記す。但し電子化不能の件数点数 び合計点数を記す。

は含まない。

８ 受 付 番 号 電子化した手続，電子化不能の手続の一覧表で 受付番号の記入範囲

ある。 は１ページ中は

縦２５列×横５列

とする。

９ 備 考 発注伝票に記載されていた手続数が現物の数と

一致しない場合にその旨を記載する。

(2) 受入れリスト

① 伝票フォーマット

次頁参照
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受入れリスト（第３章図挿入）



ＰＡＧＥ ＺＺ９

受 入 れ リ ス ト （紙）

作成日 ．ＭＭ．ＤＤ 納品検査 受入検収 保管受入ＹＹＹＹ

受付日 ．ＭＭ．ＤＤＹＹＹＹ

申請形態 ＫＫＫＫＫ 印 印 印

発注番号 ９９９９

受付番号 包袋通番 書 類 名 提出物件名 発送番号 受 付 日 備 考

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤ 還 付ＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ＊－－－－－－－－＊ ＊－－－－－－－－－－－－－－－－－＊ ＊－－－－－－－＊ 欠 号

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤ 見本有りＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ＊－－－－－－－－＊ ＊－－－－－－－－－－－－－－－－－＊ ＊－－－－－－－＊ 欠 号

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ．ＭＭ．ＤＤ 見本有りＹＹＹＹ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

備考

注）実寸（Ａ４版）である。

3
.
3

-
8
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② 伝票記載内容

項番 項目名 内 容 備 考

１ 包 袋 通 番 受付包袋に記載された、発注単位の通番である

２ 受 付 番 号 電子化を行った受付番号を記載する。

３ 書 類 名 電子化を行った書類名を記載する。

４ 提出物件名 電子化を行った提出物件名を記載する。

５ 発 送 番 号 平成１１年以降入力しないため、空白になって

いる。

６ 備 考 電子化不能となった申請書類の備考欄に「電子

化不能」と記載する。
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(3) 送付リスト

① 伝票フォーマット

意 匠 送 付 リ ス ト（ひな形・見本） ＰＡＧＥ １

作成日 . 4. 172019

手続数 窓口： 0

発注番号 21510010 郵送： 8

合計： 8件

受付番号 書 類 名 ひな形・ Ｃ／Ｈ・ 縮小／ ４法 受付日 備 考

見本返還 写真 拡大

21510010001 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010002 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010003 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010004 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010005 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010006 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010007 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010008 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019
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意 匠 送 付 リ ス ト（ ） ＰＡＧＥ １Ｃ／Ｈ・写真

作成日 . 4. 172019

手続数 窓口： 0

発注番号 21510010 郵送： 20

合計： 20件

受付番号 書 類 名 ひな形・ Ｃ／Ｈ・ 縮小／ ４法 受付日 備 考

見本返還 写真 拡大

21510010001 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010002 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010003 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010004 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010005 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010006 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010007 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010008 ひな形又は見本補足書 4 1 3 . 4. 12019

21510010012 意匠登録願 1 3 . 4. 12019

21510010013 意匠登録願 1 1 3 . 4. 12019

21510010016 意匠登録願 1 3 . 4. 12019

21510010017 意匠登録願 1 3 . 4. 12019

21510010020 意匠登録願 1 1 3 . 4. 12019

21510010023 意匠登録願 1 3 . 4. 12019

21510010024 意匠登録願 1 1 3 . 4. 12019

21510010029 意匠登録願 1 3 . 4. 12019

21510010030 意匠登録願 1 3 . 4. 12019

21510010052 手続補足書 1 4 . 4. 12019

21510010062 早期審査に関する事情説明 1 4 . 4. 12019

書

21510010064 新規性の喪失の例外証明書 1 3 . 4. 12019

提出書
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商 標 送 付 リ ス ト（ ） ＰＡＧＥ １願書

作成日 . 4. 172019

手続数 窓口： 0

発注番号 21520010 郵送： 23

合計： 23件

受付番号 書 類 名 ひな形・ Ｃ／Ｈ・ 縮小／ ４法 受付日 備 考

見本返還 写真 拡大

21520010001 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010002 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010003 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010004 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010005 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010006 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010007 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010008 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010009 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010010 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010011 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010012 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010013 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010014 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010040 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010061 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010069 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010085 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010089 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010092 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010097 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010103 商標登録願 1 4 . 4. 12019

21520010118 商標登録願 1 4 . 4. 12019
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商 標 送 付 リ ス ト（ ） ＰＡＧＥ １補正書

作成日 . 4. 172019

手続数 窓口： 0

発注番号 21510010 郵送： 10

合計： 10件

受付番号 書 類 名 ひな形・ Ｃ／Ｈ・ 縮小／ ４法 受付日 備 考

見本返還 写真 拡大

21510010001 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010002 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010003 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010004 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010005 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010006 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010007 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010008 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010009 手続補正書 1 4 . 4. 12019

21510010010 手続補正書 1 4 . 4. 12019
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商 標 送 付 リ ス ト（ ） ＰＡＧＥ １音声データ

作成日 . 4. 172019

手続数 窓口： 0

発注番号 21520010 郵送： 23

合計： 23件

受付番号 書 類 名 音声 ひな形・ Ｃ／Ｈ・ 縮小／ ４法 受付日 備 考

データ 見本返還 写真 拡大

21520010001 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010002 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010003 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010004 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010005 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010006 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010007 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010008 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010009 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010010 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010011 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010012 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010013 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010014 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010040 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010061 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010069 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010085 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010089 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010092 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010097 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010103 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019

21520010118 商標登録願 1 1 4 . 4. 12019
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② 伝票記載内容

項番 項目名 内 容 備 考

発注番号の構成は、１ 発 注 番 号 発注単位を識別するために付与された番号であ

別紙の「発注番号る。

構成表」を参照し

て下さい。

２ 作 成 日 作成した日付である。

３ 手 続 数 窓口にて受け付けた手続及び郵送にて受け付け

た手続の各々の手続数とその合計である。

４ 受 付 番 号 電子化を行った受付番号を記載する。

５ 書 類 名 電子化を行った書類名を記載する。

６ 音声データ 音声ファイルが提出された場合は”１”を記載

する。

７ ひ な 形 ・ 見本・ひな形が提出された場合は、該当の物件 物件電子化フラグの

見 本 返 還 電子化フラグの２～４のいずれかを記載する。 設定値は「管理情報

仕様」を参照して下

さい。

８ Ｃ ／ Ｈ ・ イメージファイルが存在する場合は”１”を記

写 真 載する。ファイルが存在しない場合は空白を記

載する。

９ 縮小／拡大 見本・ひな形が提出され、ｲﾒｰｼﾞの縮小／拡大

を行った場合は”１”を記載する。行わない場

合は空白を記載する。

１０ ４ 法 電子化を行った書類の４法を記載する。４法は

次のとおり。

・意匠：3

・商標：4

１１ 受 付 日 受け付けた日付である。

１２ 備 考 商標送付リスト（音声データ）は、音声ファイ

ルに関するエラーコードが付与されている場合

に、そのエラーコードを記載する。
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(43) 電子化不能メモ

① 伝票フォーマット

電 子 化 不 能 メ モ

申請形態 紙 （窓 口）

発注番号 １０００１０１

受付日 ２０１９年１０月 ２日

包袋番号 受付番号 理 由 備 考

９９９９ XXXXXXXXXXX ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ
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② 伝票記載内容

項番 項目名 内 容 備 考

１ 包 袋 番 号

２ 受 付 番 号 手続単位で電子化しなかったあるいはできなか

った場合の受付番号を記載する。

３ 理 由 電子化しなかったあるいはできなかった場合の

理由を簡単に表示する。

４ 備 考

（注） 電子化不能メモは、申請形態、発注番号単位に１枚作成する。
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３．４ 納品物及び確認事項

３．４．１バッチ申請データ

納品時の納品物とデータエントリー機関での確認事項を申請形態別に次に示す。

（１） 新規の紙による申請の納品物及び確認事項

項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

１ 納品明細書 員数確認 １．発注単位分存在すること。 発注単位に１枚デ

ータエントリー機

関で作成

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと。

２．発注番号，申請形態，申請

数，手続数が該当する発注伝

票と一致すること。

３．手続数が発注伝票と一致し

ない時は、備考欄に現物と不

一致の旨の記載があること。

４．記載されている受付番号が

発注伝票に記載されている範

囲内であること。

５．記載されている受付番号に

重複がないこと。

２ 受入れリスト 員数確認 １．納品明細書に記載されてい

る手続数分存在すること。

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと

２．記載されている受付番号が

納品明細書に記載されている

受付番号と一致すること。

３ 送付リスト 員数確認 １．納品明細書に記載されてい

る手続数分存在すること。

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと

２．記載されている受付番号が

納品明細書に記載されている

受付番号と一致すること。
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項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

３ 電子化不能メモ 員数確認 １．納品明細書に記載されてい 電子化不能の手続

４ る手続数分存在すること。 が存在した場合に

データエントリー

機関で申請形態、

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこ 発注単位に１枚作

と。 成する

２．記載されている受付番号が

納品明細書に記載されている

受付番号と一致すること。

３．該当の手続単位の申請書類

（提出物件を含む）が添えて

あること。

４ バッチ申請デー 員 数 確 認 １．存在すること 電子化データを当

５ タファイル 日納品分（複数発

（サーバ内） 注単位）格納した

妥当性確認 １．データ転送チェックリスト ファイルである

の確認結果が”ＯＫ”である

こと

５ 受 付 包 袋 員 数 確 認 １．納品明細書に記載された申 受付より発注され

６ 請数と受付包袋の数が一致す た時と同様に申請

ること。 単位の各発注物を

受付包袋に入れ納

品（返却）する。

妥当性確認 １．当該受付包袋内の手続単位 意匠法第６条第２

の受付番号の範囲が記載され 項のひな形又は見

ていること。 本および商標法第

５条第４項の物件

（音声データ）

(1)提出物件票 員 数 確 認 １．存在すること。 は、申請書類のコ

ピーを入れた受付

包袋を別途作成

妥当性確認 １．該当の申請単位の提出物件 し、納品（返却）

票であること。 する。その他、納

品（返却）に関す

る事項については

(2)申 請 書 類 員 数 確 認 １．提出物件票に記載されてい 電子記録基準管理

る手続数と一致すること 班の指示に従うこ

提出物件及び場 ととする。

合によってはＦＤを 但し、電子化不

含む 妥当性確認 １．手続単位に束ねて在ること 能の手続があった。特殊申請の場

場合は該当手続の合は送付票ＸＭＬ、

２．手続単位に受付番号が記載 発注物は電子化不管理情報ＸＭＬ、筆

してあること。 能包袋に入れて電頭物件ＰＤＦ及び添

子化不能メモを添付物件ＰＤＦを格納

３．手続単位に記載されている え納品する。した媒体を含む。ま

受付番号が受付包袋に記載した、優先権証明書提

てある受付番号の範囲内であ出書において、優先

ること。権証明書のデータを

格納して発注される

場合がある。



3.4 - 2 - 1

項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

６ 提 出 物 件 員 数 確 認 １．発注時との数と一致するこ 受付包袋に入らな

と。 い物のみ７

妥当性確認 １．受付番号が記載されている

こと。

７ 電子化不能包袋 包袋数確認 １．電子化不能メモに記載され

ている受付包袋が存在するこ８

と

妥当性確認 １．電子化不能メモに記載され

ている受付番号が一致するこ

と



3.4 - 3

（２） 原願の納品物及び確認事項

項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

１ 納 品 明 細 書 員 数 確 認 １．存在すること。 発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと。

２．記載されている受付番号に

重複がないこと。

２ バッチ申請デー 員 数 確 認 １．存在すること 電子化データを当

タファイル 日納品分（複数発

（サーバ内） 注単位）格納した

ファイルである

妥当性確認 １．データ転送チェックリストの

確認結果が”ＯＫ”であること

３ 受 付 包 袋 員 数 確 認 １．納品明細書に記載された申 受付より発注され

請数（事件の数）と受付包袋 た時と同様受付包

の数が一致すること。 袋に入れ納品（返

却）する。

妥当性確認 １．当該受付包袋内の手続単位

の受付番号の範囲が記載され

ていること。

(1) 紙 包 袋 員 数 確 認 １．存在すること。

①申請書類 員 数 確 認 １．手続単位の数が受付包袋に

及び起案書 記載された受付番号の範囲の

数と一致すること。



3.4 - 4

（３） 援用の納品物及び確認事項

項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

１ 納 品 明 細 書 員 数 確 認 １．存在すること。 発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと。

２．記載されている受付番号に

重複がないこと。

２ バッチ申請デー 員 数 確 認 １．存在すること 電子化データを当

タファイル 日納品分（複数発

（サーバ内） 注単位）格納した

ファイルである

妥当性確認 １．データ転送リストの確認結果

が”ＯＫ”であること

３ 受 付 包 袋 員 数 確 認 １．納品明細書に記載された手 受付より発注され

続数と受付包袋の数が一致す た時と同様受付包

ること。 袋に入れ納品（返

却）する。

妥当性確認 １．当該受付包袋内の手続の受

付番号が記載されていること

(1) 紙 包 袋 員 数 確 認 １．存在すること。

①申請書類 員 数 確 認 １．手続単位の数が受付包袋に

記載された受付番号の範囲の

数と一致すること。

(2)処理を指示 員 数 確 認 １．存在すること。

する書面



3.4 - 5

（４） 再エントリの納品物及び確認事項

項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

１ 納 品 明 細 書 員 数 確 認 １．存在すること。 発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと。

２．記載されている受付番号に

重複がないこと。

２ バッチ申請デー 員 数 確 認 １．存在すること。 電子化データを当

タファイル 日納品分（複数発

（サーバ内） 注単位）格納した

ファイルである

妥当性確認 １．データ転送リストの確認結果

が”ＯＫ”であること。

３ 受 付 包 袋 員 数 確 認 １．納品明細書に記載された手続 受付より発注され

数と受付包袋の数が一致するこ た時と同様受付包

と。 袋に入れ納品（返

却）する。

妥当性確認 １．当該受付包袋内の手続の受付

番号が記載されていること。

申請書類 員 数 確 認 １．存在すること。



3.4 - 6

（５） 更正申請の納品物及び確認事項

項番 納 品 物 確 認 区 分 確 認 内 容 備 考

１ 納 品 明 細 書 員 数 確 認 １．存在すること。 発注単位に１枚デ

ータエントリ機関

で作成

妥当性確認 １．記載項目にもれがないこと。

２．記載されている受付番号に

重複がないこと。

２ バッチ申請デー 員 数 確 認 １．存在すること 電子化データを当

タファイル 日納品分（複数発

（サーバ内） 注単位）格納した

ファイルである

妥当性確認 １．データ転送チェックリストの

確認結果が”ＯＫ”であること

３ 受 付 包 袋 員 数 確 認 １．納品明細書に記載された申 受付より発注され

請数（事件の数）と受付包袋 た時と同様受付包

の数が一致すること。 袋に入れ納品（返

却）する。

妥当性確認 １．当該受付包袋内の手続単位

の受付番号の範囲が記載され

ていること。

(1) 紙 包 袋 員 数 確 認 １．存在すること。

①申請書類 員 数 確 認 １．手続単位の数が受付包袋に

及び起案書 記載された受付番号の範囲の

数と一致すること。



第４章 電子出願申請書式

出願系書類例
書類名 項番

・意匠登録願 １
・意匠登録願（複数） １－１
・類似意匠登録願 ２
・商標登録願 ３
・団体商標登録願 ４
・地域団体商標登録願 ４－１
・防護標章登録願 ５
・防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願 ６
・書換登録申請書 ７※４
・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 ８※４
・重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 ８－１※５
・出願人名義変更届 ９
・出願人名義変更届（特例商標登録出願） １０
・出願人名義変更届（一般承継） １１
・出願人名義変更届（特例商標登録出願）（一般承継） １２
・書換登録申請者名義変更届 １３※４
・受継申立書 １４
・代表者選定届 １５
・代理人変更届 １６
・代理人選任届 １７
・代理権消滅届 １８
・代理人受任届 １９
・代理人辞任届 ２０
・代理人解任届 ※３ ２１
・代理権変更届 ２２
・包括委任状援用制限届 ２３
・復代理人変更届 ２４
・復代理人選任届 ２５
・復代理権消滅届 ２６
・復代理人受任届 ２７
・復代理人辞任届 ２８
・復代理人解任届 ※３ ２９
・復代理権変更届 ３０
・出願取下書 ３１
・出願放棄書 ３２
・パリ条約による優先権主張放棄書 ※１ ３３
・使用に基づく特例の適用の主張取下書 ３４
・書換登録申請取下書 ３５※４
・意見書 ３６
・弁明書 ３７
・優先権証明書提出書 ３８
・新規性の喪失の例外証明書提出書 ３９
・出願時の特例証明書提出書 ４０
・出願日証明書提出書 ４１
・物件提出書 ４２
・証明書類提出書 ４３
・特徴記載書 ４４
・雑書類 ４５
・早期審査に関する事情説明書 ４６
・早期審査に関する事情説明補充書 ４７
・ひな形又は見本補足書 ４８
・上申書 ４９
・手続補足書 ５０
・期間延長請求書 ５１
・期間延長請求書（期間徒過） ５１－１
・秘密意匠期間変更請求書 ５２
・刊行物等提出書 ５３
・協議の結果届 ※２ ５４
・出願変更届（類似→独立） ５５
・出願変更届（独立→類似） ５６
・協議の結果届 ５７
・既納手数料返還請求書 ５７－１
・回復理由書 ５７－２
・手続補正書（方式） ５８
・手続補正書 ５９
・手続補正書（複数） ５９－１

※１ パリ条約による優先権主張放棄書（中間コードＡ７６５）及びそれを補正する手続補正書（中間コードＡ

５１、Ａ５２３）について、平成１９年４月以降、新規エントリーの対象外とする。

（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）

※２ 平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。

※３ 代理人解任届（中間コードＡ７４２５）、復代理人解任届（中間コードＡ７４３５）及びそれを補正する

手続補正書（中間コードＡ５１、Ａ５２３）について、「受付日」が令和４年６月２７日以降、新規エン

トリーの対象外とする。（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）

４(i)



※４ 以下の書類について、書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に

問い合わせを行う。

また手続補正書（中間コードＡ５１、Ａ５２３）において、補正対象書類名が以下の書類の場合も同様に

電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

・書換登録申請書（中間コードＡ６３４）

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書（中間コードＡ６３５）

・書換登録申請取下書（中間コードＡ７６６）

・書換登録申請者名義変更届（中間コードＡ７１５）

※５ 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願（中間コードＡ６３７）について、

対象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

また手続補正書（中間コードＡ５１、Ａ５２３）において、補正対象書類名が

重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願の場合も同様に電子化する前に電子記録基準管理班に

問い合わせを行う。

４(i)-1



審判系書類例

書類名 項番

・審判請求書 ７０

・請求取下書 ７１

・審理再開申立書 ７２

・証拠説明書 ７３

・検証申出書 ７４

・口頭審理申立書 ７５

・口頭審理陳述要領書 ７６

・証拠調申立書 ７７

・尋問事項書 ７８

・証拠申出書 ７９

・証人尋問申出書 ８０

・鑑定の申出書 ８１

・鑑定事項書 ８２

・書証の申出書 ８３

・文書特定の申出書 ８４

・録音テープ等の内容説明書 ８５

・回答希望事項記載書面 ８６

・回答書 ８７

・書面審理申立書 ８８

・優先審理に関する事情説明書 ８９

・早期審理に関する事情説明書 ９０

・早期審理に関する事情説明補充書 ９１

・尋問に代わる書面の提出書 ９２

・鑑定書 ９３

・期日変更請求書 ９４

・証拠調申請取下書 ９５

・不出頭の届出書 ９６

・一部請求取下書 ９７

・異議申立書 ９８

・異議取下書 ９９

・一部異議取下書 １００

・判定請求書 １０１

・答弁書 １０２

・弁駁書 １０３

・訂正請求取下書 １０４

・訂正請求書 １０５

４(ii)



出願系書類例



審判系書類例



１．意匠登録願

【書類名】 意匠登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－０２
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【意匠に係る物品】 安全用スイッチ錠
【意匠の創作をした者】
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目２番地
　【氏名】 創作　太郎
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 意匠　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 １４０００
【提出物件の目録】
　【物件名】 図面　１
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
　【包括委任状番号】 ２３４５６７８
【意匠に係る物品の説明】 用途　本件の安全用スイッチ錠は、人体

が産業機械に巻き込まれるのを未然に防
止するために用いられる。
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【書類名】 図面
【平面図】

【底面図】
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１－１．意匠登録願（複数）

【書類名】 意匠登録願（複数）
【整理番号】 Ｄ－２００７
【特記事項】 意匠法第１０条の２第１項の規定による意

匠登録出願
意匠法第１３条第１項の規定による意匠
登録出願
意匠法第１３条第２項の規定による意匠
登録出願
意匠法第１７条の３第１項に規定する意匠
登録出願
意匠法第４条第２項の規定の適用を受け
ようとする意匠登録出願

【提出日】 令和００年００月００日
【あて先】 特許庁長官殿
【原出願の表示】
　【出願番号】 意願００００－００００００
　【出願日】 令和００年００月００日提出の意匠登録願
　【手続補正書提出日】 令和　２年　７月　１日
　【整理番号】 Ｇ２０１７－０００１
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ００００００００３
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関３－３－３
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １００００００２３
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関３－３－４
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 １００００００２５
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関３－３－４
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【秘密にすることを請求する期間】３年
【パリ条約による優先権等の主張】
　【国・地域名】 大韓民国
　【出願日】 ００００年００月００日
　【出願番号】 ＣＡ１２３４５６７８９０
　【出願の区分】 意匠登録
　【アクセスコード】 １２３４
　【優先権証明書提供国（機関）】世界知的所有権機関
【持分の割合】 ３０／１００
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 ６３３００
【その他】 本件は…
【信託関係事項】 ………に信託する。
【提出物件の目録】
　【物件名】 届出書Ａ　１
　【物件名】 届出書Ｂ　１
　【援用の表示】 …援用する
　【物件名】 届出書Ｃ　１
　【提出物件の特記事項】 追って補充する。
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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添付書類
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【意匠１】
【整理番号】 Ｄ－２００７－０１
【本意匠の表示】
　【出願番号】 意願００００－００００００
　【出願日】 平成００年００月００日提出の意匠登録願
　【整理番号】 Ｇ２０１７－０００１
【意匠に係る物品】 安全用スイッチ錠
【意匠の創作をした者】
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関３－３－２
　【フリガナ】 イショウイチロウ
　【氏名】 意匠　一郎
【その他】 本件は…
【提出物件の目録】
　【物件名】 図面　１
【意匠に係る物品の説明】 この物品は…
【意匠の説明】 背面図は…
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【書類名】 図面
【平面図】

【底面図】
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【意匠２】
【整理番号】 Ｄ－２００７－０２
【本意匠の表示】
　【出願日】 令和３年４月１日提出の意匠登録願（複数）
　【整理番号】 Ｄ－２００７－０１
【意匠に係る物品】 おもちゃ
【意匠の創作をした者】
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関３－３－２
　【フリガナ】 イショウイチロウ
　【氏名】 意匠　一郎
【その他】 本件は…
【提出物件の目録】
　【物件名】 図面　１
　【物件名】 写真　１
【意匠に係る物品の説明】 この物品は…
【意匠の説明】 背面図は…
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【書類名】 図面
【平面図】

【底面図】
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【書類名】 写真
【参考斜視図】

【参考正面図】
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【意匠３】
【整理番号】 Ｄ－２００７－０３
【本意匠の表示】
　【出願番号】 意願２０２１－３００１２３
　【整理番号】 Ｄ－５００７－５
【意匠に係る物品】 ハンカチ
【意匠の創作をした者】
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関３－３－２
　【フリガナ】 イショウジロウ
　【氏名】 意匠　二郎
【その他】 本件は…
【提出物件の目録】
　【物件名】 写真　１
　【物件名】 見本　１
　【提出物件の特記事項】 同日に見本を提出します。
【意匠に係る物品の説明】 この物品は…
【意匠の説明】 背面図は…
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【書類名】 写真
【参考斜視図】

【参考正面図】
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２．類似意匠登録願

【書類名】 類似意匠登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－１０
【特記事項】 平成１０年改正前意匠法第１２条第２項の

規定による意匠登録出願
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【本意匠の表示】
　【出願番号】 平成１０年意匠登録願第１２３４５６号
【原出願の表示】
　【出願番号】 平成１０年意匠登録願第２３４５６７号
【意匠に係る物品】 安全スイッチ錠
【意匠の創作をした者】
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目２番地
　【氏名】 創作　太郎
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 意匠　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 １４０００
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【書類名】 図面
【正面図】

【平面図】

【底面図】
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３．商標登録願

【書類名】 商標登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－０２
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【商標登録を受けようとする商標】

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】
　【第1類】
　【指定商品（指定役務）】 亜硫酸、塩化スルホン酸
　【第2類】
　【指定商品（指定役務）】 油ペイント、漆
【商標登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 特許株式会社
　【代表取締役】 代表　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 １４０００
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
　【包括委任状番号】 ２３４５６７８
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４．団体商標登録願

【書類名】 団体商標登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－０３
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【商標登録を受けようとする商標】

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】
　【第1類】
　【指定商品（指定役務）】 亜硫酸、塩化スルホン酸
　【第2類】
　【指定商品（指定役務）】 油ペイント、漆
【商標登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 商標   太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 １４０００
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
　【包括委任状番号】 ２３４５６７８
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４－１．地域団体商標登録願

【書類名】 地域団体商標登録願
【整理番号】 Ｔ０００００３－０３
【提出日】 平成１８年　４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【商標登録を受けようとする商標】

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】
　【第1類】
　【指定商品（指定役務）】 亜硫酸、塩化スルホン酸
　【第2類】
　【指定商品（指定役務）】 油ペイント、漆
【商標登録出願人】
　【識別番号】 ００００００１２３
　【氏名又は名称】 地域団体株式会社
　【氏名又は名称】 地域　花子
【代理人】
　【識別番号】 １０００００２３４
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 １０００００３４５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 選任　太郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ００００１２
　【納付金額】 ３６０００
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 ０００００１２
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５．防護標章登録願

【書類名】 防護標章登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－０４
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【防護標章登録を受けようとする標章】

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】
　【第11類】
　【指定商品（指定役務）】 アーク灯、懐中電灯
【防護標章登録出願に係る商標登録の登録番号】商標登録第４０００００１号
【防護標章登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 商標   太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
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６．防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願

【書類名】 防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－０４
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【防護標章登録の登録番号】 商標登録第４０００００１号の防護標章登録第１号
【商品及び役務の区分】
　【第3類】
　【第21類】
【更新登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 商標   太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 １４０００
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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７．書換登録申請書

【書類名】 書換登録申請書
【整理番号】 Ｐ０００００３－０５
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【商標登録の登録番号】 商標登録第４０００００１号
【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】
　【第8類】
　【指定商品】 げんのう、ハンマー
【書換登録申請者】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 代表　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７

※書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に
  問い合わせを行う。
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８．防護標章登録に基づく権利書換登録申請書

【書類名】 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書
【整理番号】 Ｐ０００００３－０６
【提出日】 平成１２年  １月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【防護標章登録の登録番号】 商標登録第４０００００１号
【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】
　【第16類】
　【指定商品】 印刷用紙、新聞用紙
【書換登録申請者】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 代表　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７

※書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に
  問い合わせを行う。
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８－１．重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願

【書類名】 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願
【整理番号】 Ｐ０００００３－０７
【提出日】 平成１６年  ２月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【商標登録の登録番号】 商標登録第４０００００１号
【更新登録出願人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３４５番地
　【氏名又は名称】 代表　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【選任した代理人】
　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１丁目１番地
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【持分の割合】 ２０／１００
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ０１２３４５
　【納付金額】 ３６０００
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７

※対象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。
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９．出願人名義変更届

【書類名】 出願人名義変更届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【承継人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【承継人代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【譲渡人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】 意匠　太郎
【譲渡人代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ００１２３１
　【納付金額】 ３２００
【提出物件の目録】
　【物件名】 承継人であることを証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月２５日提出の意願２０００－１０１の出

願人名義変更届に添付のものを援用する。
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１０．出願人名義変更届（特例商標登録出願）

【書類名】 出願人名義変更届（特例商標登録出願）
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
【承継人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【承継人代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【譲渡人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】 商標　太郎
【譲渡人代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ００１２３１
　【納付金額】 ３２００
【提出物件の目録】
　【物件名】 承継人であることを証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月２５日提出の商願２０００－１０１の出

願人名義変更届に添付のものを援用する。
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１１．出願人名義変更届（一般承継）

【書類名】 出願人名義変更届（一般承継）
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【承継人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【承継人代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【被承継人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】 意匠　太郎
【被承継人代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　二郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 承継人であることを証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月２５日提出の意願２０００－１０１の出

願人名義変更届に添付のものを援用する。
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１２．出願人名義変更届（特例商標登録出願）（一般承継）

【書類名】 出願人名義変更届（特例商標登録出願）（一般承継）
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
【承継人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【承継人代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【被承継人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】 商標　太郎
【被承継人代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　二郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 承継人であることを証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月２５日提出の商願２０００－１０１の出

願人名義変更届に添付のものを援用する。

 4 - 14



１３．書換登録申請者名義変更届

【書類名】 書換登録申請者名義変更届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【申請番号】 商願２０００－１２３４５６
【承継人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【承継人代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【譲渡人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】 商標　太郎
【譲渡人代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 承継人であることを証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月２５日提出の商願２０００－１０１の出

願人名義変更届に添付のものを援用する。

※書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。
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１４．受継申立書

【書類名】 受継申立書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【受継申立人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】 特許　太郎
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【申立の内容】 ＫＫＫＫ…
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１５．代表者選定届

【書類名】 代表者選定届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【代表者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
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１６．代理人変更届

【書類名】 代理人変更届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【届出の内容】
　【選任した代理人】
　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 意匠　太郎
　【代理権の消滅した代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　次郎
  【代理人】
  　【識別番号】 １９０００５６７５
  　【弁理士】
  　【氏名又は名称】 代理　一郎
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 ００００００１
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１７．代理人選任届

【書類名】 代理人選任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【届出の内容】
　【選任した代理人】
　　【識別番号】 １９０００５６７５
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　二郎
  【代理人】
  　【識別番号】 １９０００１２３１
　  【弁理士】
  　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 ９０００００１
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１８．代理権消滅届

【書類名】 代理権消滅届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【届出の内容】
　【代理権の消滅した代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　一郎
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１９．代理人受任届

【書類名】 代理人受任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【受任した代理人】
　【識別番号】 １９０００５６７５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 ９０００００１
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２０．代理人辞任届

【書類名】 代理人辞任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【辞任した代理人】
　【識別番号】 １９０００５６７５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　二郎
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２１．代理人解任届

【書類名】 代理人解任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【届出の内容】
　【解任した代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　次郎
  【代理人】
  　【識別番号】 １２３４５６７８９
　  【弁理士】
  　【氏名又は名称】 代理　一郎

 ※「受付日」が令和４年６月２７日以降、新規エントリーされることはない。

　 （新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）
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２２．代理権変更届

【書類名】 代理権変更届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
　【代表者】 意匠　一郎
【届出の内容】 下記の代理人について、復代理人の選任をする権限を認

めないこととする
　【代理権を変更した代理人】
　　【識別番号】 １９０００５６７５
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　二郎
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２３．包括委任状援用制限届

【書類名】 包括委任状援用制限届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【届出の内容】
　【援用を制限した代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　次郎
  【代理人】
　  【識別番号】 １２３４５６７８９
　  【弁理士】
　  【氏名又は名称】 代理　一郎
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２４．復代理人変更届

【書類名】 復代理人変更届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【届出の内容】
　【選任した復代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　次郎
　【代理権の消滅した復代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７９
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　三郎

 4 - 26



２５．復代理人選任届

【書類名】 復代理人選任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【届出の内容】
　【選任した復代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　次郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 復代理人の代理権を証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月１日提出の意願２０００－１２３１２３

の復代理人受任届に添付のものを援用する。
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２６．復代理権消滅届

【書類名】 復代理権消滅届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【届出の内容】 下記の復代理人について死亡したことを届け出ます。
　【代理権の消滅した復代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　次郎
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２７．復代理人受任届

【書類名】 復代理人受任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【受任した復代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　次郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 復代理人の代理権を証する書面　１
　【援用の表示】 平成１２年１月１日提出の意願２０００－１２３１２３

の復代理人受任届に添付のものを援用する。
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２８．復代理人辞任届

【書類名】 復代理人辞任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００５６７５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　二郎
【辞任した復代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
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２９．復代理人解任届

【書類名】 復代理人解任届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００５６７５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　二郎
【届出の内容】
　【解任した復代理人】
　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 代理　一郎

 ※「受付日」が令和４年６月２７日以降、新規エントリーされることはない。

　 （新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）

 4 - 31



３０．復代理権変更届

【書類名】 復代理権変更届
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【手続をした者】
　【事件との関係】 意匠登録出願人
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【届出の内容】
　【代理権を変更した復代理人】
　　【識別番号】 １９０００５６７５
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】 特許　二郎
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３１．出願取下書

【書類名】 出願取下書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
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３２．出願放棄書

【書類名】 出願放棄書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
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３３．パリ条約による優先権主張放棄書

【書類名】 パリ条約による優先権主張放棄書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【最初の出願の表示】
　【国・地域名】 カナダ
　【出願日】 １９９７年１月１日
　【出願番号】 ＰＣＴ／ＪＰ９９／０９９９９

 ※パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。
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３４．使用に基づく特例の適用の主張取下書

【書類名】 使用に基づく特例の適用の主張取下書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
【商標登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
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３５．書換登録申請取下書

【書類名】 書換登録申請取下書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【申請番号】 商願２０００－１２３４５６
【書換登録申請者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎

※書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。
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３６．意見書

【書類名】 意見書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁審査官　審査　太郎殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【発送番号】 １２３１２３
【意見の内容】 　上記の拒絶理由通知により拒絶されたものですが、平

成１２年１月１５日に該当箇所の補正の手続を行つてお
り、本拒絶理由は不当と思われます。
　尚、参考までに、使用例を下図に示します。
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３７．弁明書

【書類名】 弁明書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【弁明をする者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 意匠　太郎
【発送番号】 １２３１２３
【発送日】 平成１２年３月１日
【弁明の内容】 　本題について「特許出願人が原出願のものと相違す

る」との理由で却下処分にする旨の却下理由通知を受領
しましたが、原出願について平成１２年２月１日に「い
しょう株式会社」から「意匠株式会社」への承継を内容
とする出願人名義変更届を提出しておりますので、本却
下理由は不当と思われます。
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３８．優先権証明書提出書

【書類名】 優先権証明書提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【氏名又は名称】 代表　一郎
【代理人】
　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 優先権証明書　１
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３９．新規性の喪失の例外証明書提出書

【書類名】 新規性の喪失の例外証明書提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 新規性の喪失の例外証明書　１
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４０．出願時の特例証明書提出書

【書類名】 出願時の特例証明書提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 特例証明書　１
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４１．出願日証明書提出書

【書類名】 出願日証明書提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【出願番号通知の出願日】 １９９７年１月３日
【証明しようとする出願日】 １９９７年１月１日
【提出物件の目録】
　【物件名】 出願日証明書　１
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４２．物件提出書

【書類名】 物件提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 証明書　１
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４３．証明書類提出書

【書類名】 証明書類提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 証明書　１
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４４．特徴記載書

【書類名】 特徴記載書
【整理番号】 Ｄ００００３－０２
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【意匠の特徴】 KKK…

【説明図】

【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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４５．雑書類

【書類名】 雑書類
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
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４６．早期審査に関する事情説明書

【書類名】 早期審査に関する事情説明書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【早期審査に関する事情説明】 ＫＫＫＫ…
【提出物件の目録】
　【物件名】 証明書　１
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４７．早期審査に関する事情説明補充書

【書類名】 早期審査に関する事情説明補充書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【補充の内容】 ＫＫＫＫ…
【提出物件の目録】
　【物件名】 証明書　１
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４８．ひな形又は見本補足書

【書類名】 ひな形又は見本補足書
【整理番号】 Ｄ００００３-０２
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【補足をする者】
　【識別番号】 ９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠　太郎
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 見本　１
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【書類名】 見本
　【見本の正面、平面、右側面図を表す図】

　【見本の背面、底面、左側面図を表す図】
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４９．上申書

【書類名】 上申書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【上申をする者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【上申の内容】 　平成１２年１月９日付拒絶理由通知書に対し、本願出

願人は平成１２年１月１７日付で意見書を提出するとと
もに手続補正書をもって本意匠の内容をより明らかにし
ておりますので、補正書を参酌されたく上申いたしま
す。
　なお、参考までに、使用例を下図に示します。
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５０．手続補足書

【書類名】 手続補足書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【補足をする者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【補足対象書類名】 意匠登録願
【補足の内容】 意願２０００－１２３１２３については、私が手続した

ことに相違ありません。
【提出物件の目録】
　【物件名】 委任状　１
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５１．期間延長請求書

【書類名】 期間延長請求書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【請求人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 インターナショナル　モータ　コーポレーション
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３４
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 特許　太郎
【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ００１２３１
　【納付金額】 １４００
【発送番号】 １２３４５６
【請求の内容】 上記事件について、平成１２年５月８日までに意見書を

提出すべきところ同期間を３か月延長して下さるよう請
求いたします。
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５１－１．期間延長請求書（期間徒過）

【書類名】 期間延長請求書（期間徒過）
【提出日】 平成２８年１１月　１日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０１６－１２３４５６
【請求人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 インターナショナル　モータ　コーポレーション
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３４
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【発送番号】 １２３４５６
【請求の内容】 ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ
ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

【手数料の表示】
　【予納台帳番号】 ００１２３１
　【納付金額】 １４００
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５２．秘密意匠期間変更請求書

【書類名】 秘密意匠期間変更請求書
【整理番号】 Ｄ００００３-０２
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【請求人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【請求の内容】 秘密意匠の請求期間を３年から１年に変更する
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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５３．刊行物等提出書

【書類名】 刊行物等提出書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
【提出者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出の理由】 ＫＫＫＫ…
【提出物件の目録】
　【物件名】 証明書　１
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５４．協議の結果届
　（※　平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。）

【書類名】 協議の結果届
【整理番号】 Ｄ００００３-０２
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【協議命令の日付】 平成１２年３月１日
【協議の相手】
  【識別番号】 ０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】 協議　太郎
　【出願番号】 意願２０００－１１１１１１
【協議の結果】 ＫＫＫ…
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 ２３４５６７８
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５５．出願変更届（類似→独立）

【書類名】 出願変更届（類似→独立）
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 △△△　１
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５６．出願変更届（独立→類似）

【書類名】 出願変更届（独立→類似）
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【意匠登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【物件名】 △△△　１
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５７．協議の結果届

【書類名】 協議の結果届
【整理番号】 Ｔ００００３-０２
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
【商標登録出願人】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 商標株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １９０００１２３５
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【協議命令の日付】 平成１２年３月１日
【協議の相手】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【氏名又は名称】 協議　太郎
　【出願番号】 商願２０００－１１１１１１
【協議の結果】 ＫＫＫ…
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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５７－１．既納手数料返還請求書

【書類名】 既納手数料返還請求書
【整理番号】 Ｄ１７－００１
【提出日】 平成１７年　６月　１日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２００５－１２３４５６
【返還請求人】
　【識別番号】 ００００００１２３
　【氏名又は名称】 請求　太郎
【代理人】
　【識別番号】 ００００００７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【返還請求対象書類】
　【書類名】 出願人名義変更届
　【提出日】 平成１７年　５月２０日
【納付済金額】 ５０００
【適正納付金額】 ４２００  
【返還請求金額】 ８００
【返還金振込先】
　【金融機関名】　　 ○○銀行○○支店
　【口座種別】　　　 普通預金
　【口座番号】　　　 １２３４－１２３－１２３４５６７
　【フリガナ】　　　 ダイリ　タロウ
　【口座名義人】　　 代理　太郎
【提出物件の目録】
　【包括委任状番号】　 １２３４５６７
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空白ページ
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５７－２．回復理由書

【書類名】　　　　　 回復理由書
【提出日】　　　　　 令和　３年　７月　１日
【あて先】　　　　　 特許庁長官殿
【出願の表示】
　【登録番号】　　 意匠登録第１２３４５６７
【意匠登録出願人】
　【識別番号】　　 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】　　 １９０００１２３１
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　太郎
【発送番号】　　　　 １２３１２３
【回復の理由】
ＫＫＫ…
【提出物件の目録】
　【物件名】 証明書　１

 4 - 60 - 3



５８．手続補正書（方式）

【書類名】 手続補正書 （方式）
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【補正をする者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【発送番号】 １２３４５６
【手続補正1】
　【補正対象書類名】 意匠登録願
　【補正対象項目名】 意匠に係る物品
　【補正方法】 変更
　【補正の内容】
　　【意匠に係る物品】 噴水
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５９．手続補正書

【書類名】 手続補正書
【提出日】 平成１２年  ４月  １日
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願２０００－１２３４５６
【補正をする者】
　【識別番号】 ０９０００４３２４
　【氏名又は名称】 意匠株式会社
【代理人】
　【識別番号】 １２３４５６７８９
　【弁理士】
　【氏名又は名称】 代理　一郎
【発送番号】 １２３４５６
【手続補正1】
　【補正対象書類名】 意匠登録願
　【補正対象項目名】 意匠に係る物品
　【補正方法】 変更
　【補正の内容】
　　【意匠に係る物品】 噴水
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５９－１．手続補正書（複数）

【書類名】 手続補正書（複数）
【あて先】 特許庁長官殿
【事件の表示】
　【出願番号】 意願ＸＸＸＸ－３ＸＸＸＸＸ
　【出願日】 令和３年４月１日提出の意匠登録願（複数）
　【整理番号】 Ｄ－２００７
【補正をする者】
　【識別番号】 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　【氏名又は名称】 ○○
【手続補正1】
　【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）
　【補正対象項目名】 その他
　【補正方法】 変更
　【補正の内容】
　　【その他】
【手続補正2】
　【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）
　【補正対象意匠番号】 意匠１
　【補正対象項目名】 その他
　【補正方法】 変更
　【補正の内容】
　　【その他】
【手続補正3】
　【補正対象書類名】 図面
　【補正対象意匠番号】 意匠２
　【補正対象項目名】 全図
　【補正方法】 変更
　【補正の内容】
　　【書類名】 図面
　　【平面図】

　　【底面図】

【手続補正4】
　【補正対象書類名】 図面
　【補正対象意匠番号】 意匠３
　【補正対象項目名】 正面図
　【補正方法】 変更
　【補正の内容】
　　【正面図】

【その他】
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７０．審判請求書

  【書類名】 審判請求書
  【提出日】 平成１６年１月５日
  【あて先】 特許庁長官殿
  【審判事件の表示】
  　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  　　　【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件
  【請求項の数】 ３
  【審判請求人】
  　　　【識別番号】 ２３４５６７８９０
  　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
  　　　【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
  　　　【識別番号】 ００１２３４５６７
  　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
  　　　【氏名又は名称】 代理   一郎
  　　  【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
  　　  【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【手数料の表示】
  　　  【予納台帳番号】 ００１２３１
  　　  【納付金額】 ６６０００
  【請求の趣旨】 原査定を取り消す、本願は特許をすべきものであると

の審決を求める

  【請求の理由】
  　　　【手続の経緯】 ＫＫＫＫ…
  　　　【拒絶査定の要点】 ＫＫＫＫ…
  　　　【本願発明が特許されるべき理由】 ＫＫＫＫ…
  　　　【むすび】 ＫＫＫＫ…
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７１．請求取下書

  【書類名】 請求取下書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁長官殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
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７２．審理再開申立書

  【書類名】 審理再開申立書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【申立の理由】 拒絶理由通知中には、全ての証拠について言及されておらず、審

理の余地があると思われる。
  【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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７３．証拠説明書

  【書類名】 証拠説明書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【証拠の説明】 ＫＫＫＫ…
  【立証の趣旨】 ＫＫＫＫ…
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７４．検証申出書

  【書類名】 検証申出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【検証の目的】
      　【検証地】 ＫＫＫＫ…
      　【立証の趣旨】 ＫＫＫＫ…
      　【立証すべき事実】
        【立証事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【立証事項２】 ＫＫＫＫ…
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７５．口頭審理申立書

  【書類名】 口頭審理申立書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【申立の内容】 ＫＫＫＫ…
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７６．口頭審理陳述要領書

  【書類名】 口頭審理陳述要領書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【陳述の要領】
      　【陳述事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【陳述事項２】 ＫＫＫＫ…
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７７．証拠調申立書

  【書類名】 証拠調申立書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【証明すべき事実】
      　【証明事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【証明事項２】 ＫＫＫＫ…
      　【証人の表示】
              【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関３－３－３
              【氏名】 証人　太郎
  【検証すべき事項】
      　【検証事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【検証事項２】 ＫＫＫＫ…
      　【検証すべき物件の所在地】 ＫＫＫＫ…
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７８．尋問事項書

  【書類名】 尋問事項書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【尋問事項】
      　【尋問事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【尋問事項２】 ＫＫＫＫ…
      　【証人の表示】
              【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関３－３－３
              【氏名】 証人　太郎
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７９．証拠申出書

  【書類名】 証拠申出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【証明すべき事実】
        【証明事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【証明事項２】 ＫＫＫＫ…
      　【立証の趣旨】 ＫＫＫＫ…
　【証拠との関係】 ＫＫＫＫ…
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８０．証人尋問申出書

  【書類名】 証人尋問申出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【尋問すべき事項】
      　【尋問事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【尋問事項２】 ＫＫＫＫ…
      　【証人の表示】
            　【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関３－３－３
              【氏名】 証人　太郎
　【尋問に要する見込み時間】 ＫＫＫＫ…

 4 - 73



８１．鑑定の申出書

  【書類名】 鑑定の申出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【鑑定事項】
      　【鑑定事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【鑑定事項２】 ＫＫＫＫ…
      　【立証の趣旨】 ＫＫＫＫ…
      　【鑑定の内容】 ＫＫＫＫ…
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８２．鑑定事項書

  【書類名】 鑑定事項書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【鑑定を求める事項】
      　【鑑定事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【鑑定事項２】 ＫＫＫＫ…
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８３．書証の申出書

  【書類名】 書証の申出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【書証の内容】
　【書証の趣旨】 ＫＫＫＫ…
  【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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８４．文書特定の申出書

  【書類名】 文書特定の申出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【文書の特定事項】
　【文書の所持者】 ＫＫＫＫ…
　【文書を識別する事項】 ＫＫＫＫ…
  【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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８５．録音テープ等の内容説明書

  【書類名】 録音テープ等の内容説明書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【録音テープ等の内容の説明】
      　【確認事項１】 ＫＫＫＫ…
      　【確認事項２】 ＫＫＫＫ…
  【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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８６．回答希望事項記載書面

  【書類名】 回答希望事項記載書面
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【回答希望事項】
　【回答希望事項１】 ＫＫＫＫ…
　【回答希望事項２】 ＫＫＫＫ…
　【回答希望事項３】 ＫＫＫＫ…
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８７．回答書

  【書類名】 回答書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
　【回答の内容】
　【回答事項１】 ＫＫＫＫ…
　【回答事項２】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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８８．書面審理申立書

  【書類名】 書面審理申立書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【申立事由】
  【申立内容１】 ＫＫＫＫ…
  【申立内容２】 ＫＫＫＫ…
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８９．優先審理に関する事情説明書

  【書類名】 優先審理に関する事情説明書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【提出者】
　　　　【請求人との関係】 本人
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【実施の状況等】
　【実施の状況】 ＫＫＫＫ…
　【実施等による影響】 ＫＫＫＫ…
  【折衝の経過】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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９０．早期審理に関する事情説明書

  【書類名】 早期審理に関する事情説明書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【早期審理に関する事情説明】
　【実施関連行為の特定】 生産
　【発明の実施時期】 平成１１年１１月２１日より生産中
  【発明と実施関連行為との関係】 ＫＫＫＫ…
  【明細書記載の完備に関する主張等】
  【明細書記載の完備に関する主張】 ＫＫＫＫ…
　【拒絶理由に該当しないとする主張】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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９１．早期審理に関する事情説明補充書

  【書類名】 早期審理に関する事情説明補充書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【補充の内容】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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９２．尋問に代わる書面の提出書

  【書類名】 尋問に代わる書面の提出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【回答者】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【尋問に対する回答】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１

 4 - 85



９３．鑑定書

  【書類名】 鑑定書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【鑑定人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【鑑定報告】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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９４．期日変更請求書

  【書類名】 期日変更請求書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【変更前の期日】 平成○○年○○月○○日
  【変更後の期日】 平成○○年○○月○○日
  【変更の理由】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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９５．証拠調申請取下書

  【書類名】 証拠調申請取下書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【取下の事項】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１

 4 - 88



９６．不出頭の届出書

  【書類名】 不出頭の届出書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁審判長殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【証人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍・地域】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【期日】 ＫＫＫＫ…
　【提出物件の目録】
　      【物件名】 委任状　１
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９７．一部請求取下書

　【書類名】 一部請求取下書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁審判長　　　　　　　　殿
　【審判事件の表示】
　　　　【審判番号】 無効２００３－３５１２３
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【審判請求人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 審判株式会社
　　　　【代表者】 審判　太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３５８１－００１１
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３５８１－００１２
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【取下の内容】 上記審判事件に関し、審判請求人は請求を一部取り

下げます。
　【提出物件の目録】
　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７

当事者系審判の開発中断により削除
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９８．異議申立書

　【書類名】 異議申立書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁長官　　　　　　　　殿
　【異議事件の表示】
　　　　【出願番号】 商願２０００－１２３４５６
　　　　【登録番号】 商標登録第１２３４５６７号
　【申立に係る指定商品又は役務並びに商品及び役務の区分】
　　　　【第２０類】
　　　　【指定商品（指定役務）】 全指定商品
　【異議申立人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 異議株式会社
　　　　【代表者】 異議　太郎
　　　　【国籍】
　　　　【電話番号】 ０３－３５８１－００１３
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３５８１－００１４
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【選任した代理人】
　　　　【識別番号】 ００１２３４５６７
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理　二郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【手数料の表示】
　　　　【予納台帳番号】 １２３４５６
　　　　【納付金額】 １１０００
　【申立の理由】
　　　　【申立理由の要約】
　　　　【手続の経緯】
　　　　【申立の根拠】
　　　　【具体的理由】
　　　　【むすび】
　【証拠方法】
　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
　　　　【包括委任状番号】 ００３４５６７

当事者系審判の開発中断により削除
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９９．異議取下書

　【書類名】 異議取下書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁審判長　　　　　　　　殿
　【異議事件の表示】
　　　　【異議番号】 異議２００３－１２３４５－００１
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【異議申立人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 異議株式会社
　　　　【代表者】 異議　太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３５８１－００１３
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３５８１－００１４
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【取下の内容】
　【提出物件の目録】
　　　　【物件名】
　　　　【援用の表示】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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１００．一部異議取下書

　【書類名】 一部異議取下書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁審判長　　　　　　　　殿
　【異議事件の表示】
　　　　【異議番号】 異議２００３－１２３４５－００１
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【異議申立人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 異議株式会社
　　　　【代表者】 異議　太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３５８１－００１３
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３５８１－００１４
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【取下の内容】 ・・・・・・・・・・・
　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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１０１．判定請求書

　【書類名】 判定請求書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁長官　　　　　　　　殿
　【判定請求事件の表示】
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【判定請求人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区丸の内１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 判定株式会社
　　　　【代表者】 判定　太郎
　　　　【国籍】
　　　　【電話番号】 ０３－３５８１－００１１
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３５８１－００１２
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【選任した代理人】
　　　　【識別番号】 ００１２３４５６７
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   二郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【被請求人】 　　　　　　　　　　（この欄に関しては必須項目でない。）
　　　　【識別番号】 ２３４５６７８９０　（この欄に関しては必須項目でない。）
　　　　【住所又は居所】 　　　　　　　　　　（この欄に関しては必須項目でない。）
　　　　【氏名又は名称】 特許株式会社　（この欄に関しては必須項目でない。）
　【手数料の表示】
　　　　【予納台帳番号】 １２３４５６
　　　　【納付金額】 ４００００
　【請求の趣旨】 イ号図面並びにその説明書に示す鉛筆は、特許第１２３４

５６７号の技術的範囲に属する、との判定を求める。

　【請求の理由】

　【証拠方法】
　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
　　　　【包括委任状番号】 ０１２３４５６

　　　　【イ号発明が本件特許発明の技術的範囲に属する理由の説明】

　　　　【判定請求の必要性】
　　　　【本件特許発明の手続の経緯】
　　　　　　　　出願　　　　　平成１１年　３月　９日
　　　　　　　　審査請求　　平成１２年　２月１１日
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１０２．答弁書

　【書類名】 答弁書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁審判長　　　　　　　　殿
　【審判事件の表示】
　　　　【審判番号】 無効２００３－３５１２３
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【被請求人】
　　　　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 特許株式会社
　　　　【代表者】 特許　太郎
　　　　【電話番号】 ０３－５５５５－６７８９
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－５５５５－６７８８
　【被請求人代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 大阪府大阪市中央区東１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 弁理   太郎
　　　　【電話番号】 ０６－９８７６－４３２１
　　　　【ファクシミリ番号】 ０６－９８７６－４３２２
　【選任した被請求人代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７１
　　　　【住所又は居所】 大阪府大阪市中央区東１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 弁理   二郎
　　　　【電話番号】
　　　　【ファクシミリ番号】
　【請求人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区丸の内１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 無効株式会社
　【請求人代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理　太郎
　【発送番号】 １２３４５６
　【答弁の趣旨】 イ号写真並びにその説明書を示す「電球」は、特許第１２３

４５６７号の技術的範囲に属しない、との判定を求める
　【答弁の理由】 審判請求人は、・・・・・
　【証拠方法】
　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 ０１２３４５６７
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１０３．弁駁書

　【書類名】 弁駁書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁審判長　　　　　　　　殿
　【審判事件の表示】
　　　　【審判番号】 無効２００３－３５１２３
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【請求人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 審判株式会社
　　　　【代表者】 審判　太郎
　    　【電話番号】 ０３－３５８１－００１１
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３５８１－００１２
　【請求人代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 大阪府大阪市中央区東１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 弁理  太郎
　　　　【電話番号】 ０６－９８７６－４３２１
　　　　【ファクシミリ番号】 ０６－９８７６－４３２２
　【被請求人】
　　　　【識別番号】 ２３４５６７８９０
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 特許株式会社
　【被請求人代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理　太郎
　【発送番号】 １２３４５６
  【弁駁の趣旨】
　【弁駁の理由】
　【証拠方法】
　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７８

当事者系審判の開発中断により削除

 4 - 96



１０４．訂正請求取下書

　【書類名】 訂正請求取下書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁審判長　　　　　　　　殿
　【異議事件の表示】
　　　　【異議番号】 異議２００３－７１２３４
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【請求人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 特許株式会社
　　　　【代表者】 特許　太郎
　　　　【電話番号】 ０３－５５５５－６７８９
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－５５５５－６７８８
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【住所又は居所】 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 弁理  太郎
　　　　【電話番号】 ０３－９８７６－４３２１
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－９８７６－４３２２
　【取下の内容】 上記異議事件に関し、請求人は訂正請求を取り下げしま

す。

　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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１０５．訂正請求書

  【書類名】 訂正請求書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
  【提出日】 平成１５年　８月　１日
  【あて先】 特許庁長官殿
  【異議事件の表示】
　      【異議番号】 異議２００３－１２３４５
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　【請求項の数】 ３
  【請求人】
　      【識別番号】 １２３４５６７８９
　      【氏名又は名称】 異議株式会社
　　　　【代表取締役】 異議　太郎
  【代理人】
　      【識別番号】 ０１２３４５６７８
　　　　【弁理士】
　      【氏名又は名称】 代理   太郎
  【選任した復代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　　　　【弁理士】
　      【氏名又は名称】 代理   二郎
　【発送番号】 １２３４５６
　【手数料の表示】
　　　　【予納台帳番号】 １２３４５６
　　　　【納付金額】 ２１０００
  【請求の趣旨】 特許第１２３４５６７号の明細書を本請求書に添付した訂

正明細書のとおり訂正することを求める。
　【請求の理由】
      （１）本件特許の出願から登録に至る経緯は次の通りである。
      　　　出願　　　　　  　平成１１年　３月　９日
      　　　審査請求　　　　平成１２年　２月１１日
      　　　登録　　　　　　  平成１５年　１月　８日
　　　　　　本件異議申立　平成１５年１２月　９日
      （２）訂正の理由
      　特許請求の範囲の減縮、明瞭でない記載の釈明。
　　　（３）訂正の要旨
　　　　特許請求の範囲の請求項１の構成「○○○○」を「△△△△△△△」と特許請
　　　求の範囲の減縮を目的として訂正する。

　　　　・・・・

　【提出物件の目録】
　　　　【物件名】 訂正明細書　１
　　　　【物件名】 訂正図面　１
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
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７０．審判請求書

  【書類名】 審判請求書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁長官殿
  【審判事件の表示】
  　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  　　　【審判の種別】 拒絶査定に対する審判事件
  【請求項の数】 ３
  【審判請求人】
  　　　【識別番号】 ２３４５６７８９０
  　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
  　　　【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍】 アメリカ合衆国
  【代理人】
  　　　【識別番号】 ００１２３４５６７
  　　　【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
  　　　【氏名又は名称】 代理   一郎
  　　  【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
  　　  【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
  【手数料の表示】
  　　  【予納台帳番号】 ００１２３１
  　　  【納付金額】 ３２００
  【請求の趣旨】 原査定を取り消す、本願は特許をすべきものであると

の審決を求める

  【請求の理由】
  　　　【手続の経緯】 ＫＫＫＫ…
  　　　【拒絶査定の要点】 ＫＫＫＫ…
  　　　【本願発明が特許されるべき理由】 ＫＫＫＫ…
  　　　【むすび】 ＫＫＫＫ…
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７１．請求取下書

  【書類名】 請求取下書
  【提出日】 平成１２年１月１日
  【あて先】 特許庁長官殿
  【審判事件の表示】
　      【審判番号】 不服２０００－２０００１
　      【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
  【審判請求人】
　      【識別番号】 ２３４５６７８９０
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関１－２－１
　      【氏名又は名称】 意匠株式会社
　　　  【国籍】 アメリカ合衆国
  【代理人】
　      【識別番号】 ００１２３４５６７
　      【住所又は居所】 東京都千代田区霞ヶ関２－１－１
　      【氏名又は名称】 代理   一郎
　      【電話番号】 ０３－３４００－１１１１
　      【ファクシミリ番号】 ０３－３９６０－１２１２
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９８．異議申立書

　【書類名】 異議申立書
　【整理番号】 Ｃ０１－１２３
　【提出日】 平成１５年　８月　１日
　【あて先】 特許庁長官　　　　　　　　殿
　【審判事件の表示】
　　　　【出願番号】 特願２０００－１２３４５６
　　　　【特許番号】 特許第１２３４５６７号
　　　　【請求項の数】 請求項１　　（全請求項）
　【異議申立人】
　　　　【識別番号】 １２３４５６７８９
　　　（【住所又は居所】） 東京都千代田区霞が関１－１－１
　　　　【氏名又は名称】 異議株式会社
　　　（【代表者】） 異議　太郎
　　　（【国籍】）
　　　（【電話番号】） ０３－３５８１－００１３
　【代理人】 ０３－３５８１－００１４
　【代理人】
　　　　【識別番号】 ０１２３４５６７８
　    （【住所又は居所】） 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理   太郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　【取下の内容】 ０３－３２３４－９９８７
　【提出物件の目録】
　　　　【識別番号】 ００１２３４５６７
　    （【住所又は居所】） 東京都中央区銀座１－１－１
　　　　【弁理士】
　　　　【氏名又は名称】 代理　二郎
　　　　【電話番号】 ０３－３２３４－９９８８
　　　　【ファクシミリ番号】 ０３－３２３４－９９８７
　【手数料の表示】
　　　　【予納台帳番号】 １２３４５６
　　　　【納付金額】 １１０００
　【申立の理由】
　　　　【申立理由の要約】
　　　　【手続の経緯】
　　　　【申立の根拠】
　　　　【具体的理由】
　　　　【むすび】
　【証拠方法】
　【提出物件の目録】
　　　　【包括委任状番号】 １２３４５６７
　　　　【包括委任状番号】 ００３４５６７
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５．１ 全 般 的 な 事 項

５．１．１ 全般的な事項

(1) 電子化対象書類に関する全般的事項

① 電子化対象書類は後述する5.3.2章に記載の電子化対象書類であり且つ以下の何れかの条件を
満たすものとする。

a)平成１２年１月１日以降に提出された意匠・商標の出願書類（注）
b)平成１２年１月１日以降に出願された事件（注）に係る意匠・商標の中間書類

（書誌の【事件の表示】に記載される【出願番号】の年が２０００年以降
または【事件の表示】に記載される【出願日】が平成１２年以降）

c)平成１２年１月１日以降に提出された特許・実用新案・意匠・商標の審判請求書（査定系）
d)平成１２年１月１日以降に請求された審判（査定系）に係る意匠・商標の中間書類

（書誌の【事件の表示】に記載される【審判番号】の年が２０００年以降
または【事件の表示】に記載される【審判請求日】が平成１２年以降）

e)平成１２年１月１日以降に請求された審判に係る特許・実用新案・意匠・商標の審判の中間書類
（書誌の【審判事件の表示】に記載される【審判番号】の年が２０００年以降

または【審判事件の表示】に記載される【審判請求日】が平成１２年以降）
（参考）重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願の提出（出願）は、

平成１６年１月３０日から平成２３年６月１日まで
平成１５年７月１日より当事者系審判書類の電子化開始により以下の条件を加える。
f)平成１５年７月１日以降に提出された異議申立書、判定請求書、審判請求書（当事者系）
g)平成１５年７月１日以降に提出された異議申立、判定請求、審判請求書（当事者系）に係る

中間書類
（書誌の【事件の表示】､【審判事件の表示】に記載される【審判番号】の年が２００３年

７月１日以降。または【事件の表示】､【審判事件の表示】に記載される【審判請求日】が
平成１５年７月１日以降）

上記以外の書類については電子化を行わない。
電子化依頼された書類中に電子化対象外書類があった場合は、電子化を行わず電子記録基準管理班

データエントリー管理班へ返却する。
注）上記c),d),e)の書類に対する補正書、既納手数料返還請求書は

特許・実用新案の場合はＸＭＬ
意匠・商標の場合はＳＧＭＬ

で電子化する。

② 多件一通手続で電子現金納付があった場合、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従い
電子化する。

(2) 項目・内容に関する全般的な事項

① 後述する項目毎データエントリ仕様において特に記述がない限り、記載されていない項目に
ついては、タグ及び実データの作成は行わない。

② 項目名からタグに変換できない場合は、規定外の項目として電子化を行う。

③ 項目名の記載はあるが、内容の記載がない場合は、タグのみを設定し、実データは作
成しない。このとき、後述する項目毎データエントリ仕様において特に記述がない限り、内容
の記載がない項目については、タグの属性にエラーコードを設定する。（５．５エラー時
の対処参照）

例． 【意匠登録出願人】
【識別番号】
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関
【氏名又は名称】 意匠 太郎

<申請者の記事>
<申請者>

<識別番号 エラーコード="5000"></識別番号>
<住所又は居所情報>

<住所又は居所>東京都千代田区霞が関</住所又は居所>

④ 申請書類等の電子化で、書誌項目に却下要件を満たす記載のある場合には、電子化を
行わず電子記録基準管理班データエントリー管理班に返却する。また、却下要件を満た
さない記載間違えがある場合には、申請人の記載のまま電子化し該当するタグの属性に
エラー情報をセットする。（原データの添付は行わない）

但し、職権訂正*の範囲に属するものはデータエントリにて訂正し電子化する。
＊；5.1.２職権訂正の範囲参照

（注）却下要件とは書類の特定が出来ない申請情報及び中間書類で事件の特定が
出来ない場合等をいう。
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⑤ 明らかに項目名と判断できるものでデリミタ（【、】）の無い項目はデリミタを付与し
て電子化を行う。

⑥ 項目名の記載が無くて内容の記載が有り、記載された内容から項目名を職権訂正の範囲内
で特定できる場合は項目名を補い、電子化する。

⑦ 単独項目及び１グループ内におけるメンバー項目が重複した場合、又はグループ項目で、
繰り返しの設定のないグループ項目が繰り返された場合、２つめ以降を規定外項目とする。
（但し、(2)-④のケースを除く）

⑧ ⑥に該当しない範囲で項目名の記載が無くて、内容の記載が有る場合、その内容
は１つ前の項目の内容として扱うことがある。以下にその例を示す。

〔例〕
1. 項目名・内容の両方の記載がある場合

【あて先】□□□□ 特許庁長官殿
【書類名】□□□□□意匠登録願
【整理番号】□Ｄ００００６３－２１

2. 項目名の記載がなくて、内容の記載だけがある場合

【あて先】□□□□□ 特許庁長官殿□□□□
□□□□□□□□□□意匠登録願
【整理番号】□Ｄ００００６３－２１

・点線で囲まれた部分をあて先の内容として扱う。

但し、例外として書誌情報の内容チェック（桁数・属性のチェック）
及び必須項目の存在チェックにより、エラーとなる場合がある。
以下にそのケース及び例を示す。

1)項目名の記載のない個別案件が必須項目の場合

〔例〕【あて先】□□□□□□特許庁長官殿
□□□□意匠登録願 項目名の【書類名】がない

【整理番号】□Ｄ００００６３－２１
：

・必須項目である書類名がないため電子記録基準管理班データエントリー管理班へ
返却となる。

2)項目名の記載のない個別案件が必須項目でなく、１つ前の項目の内容チェック
がある場合

〔例〕【書類名】□□□□□特許願
：

【整理番号】□□□□Ｄ００００６３－２１
□□□□特許庁長官殿

：

・整理番号の内容チェックでエラーとなり、エラー情報を作成する。

3)項目名の記載のない個別案件が必須項目でなく、１つ前の項目の内容チェック
がない場合

〔例〕【書類名】□□□□□特許願
：

【提出日】□□□□□昭和６５年 １月 １日
【あて先】□□□□□特許庁長官殿

□□Ｄ００００６３－２１ → 項目名の【整理番号】がない
：

・整理番号は必須項目でなく、あて先の内容チェックがないため、
エラーとならない。

⑨ 書誌を構成する項目内容は全て全角でタグの内容に設定する。

⑩ ＳＧＭＬのタグの設定順は施行規則に従ったものとする。書面上の記載順が施行規則と
異なる場合は、職権訂正により順序を入れ替える。
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(3) グル─プ構成項目に関する全般的事項

① グループ構成項目についても、項目名及び内容が記載されていない項目についてはタグ
及びタグの内容の設定は行わない。

② 項目名の記載はあるが、内容の記載がない場合は、タグのみを設定し、タグの内容は
設定しない。但し、内容の記載を行う必要のある項目で内容の記載がない場合は、その旨
のエラー情報をタグの属性に設定する。

③ グループの終了は、単独項目がグループ構成項目の下に出現するまでとする。
尚、グループ項目は連続して記載するのが通常であるが、不連続な記載があった場
合においては、統合して一つのグループ項目として扱う。
例：

申請書の状態 電子化しようとする状態
【出願人】 【出願人】

【識別番号】 000005832 【識別番号】 000005832

【意匠に係る物品の名称】ハンドスキャナ 【出願人】
【出願人】 【識別番号】 000008574

【識別番号】 000008574 【意匠に係る物品の名称】ハンドスキャナ

④ グループ筆頭項目「申請者の記事」または「代理人の記事」において、グループ構成項目に
一つ以上の重複が起きた場合、電子記録基準管理班データエントリー管理班に問い合わせ、
職権訂正にて修正する。

例：
申請書の状態 修正後の状態

【意匠登録出願人】 【意匠登録出願人】
【識別番号】 123456789 【識別番号】 123456789
【住所又は居所】千葉県 【住所又は居所】千葉県
【氏名又は名称】加賀 ⇒ 【氏名又は名称】加賀
【識別番号】 012345678 【意匠登録出願人】
【住所又は居所】鹿児島県 【識別番号】 012345678
【氏名又は名称】西郷 【住所又は居所】鹿児島県

【氏名又は名称】西郷
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(4) 桁数・属性に関する全般的な事項

① 固定長項目に関する規定
①-1 以下の項目については、右詰に設定し所定の桁数に満たない場合、上位桁に「０」を

設定する。（エラー扱いとはしない）
【予納台帳番号】
【発送番号】
【包括委任状番号】

（例）発送番号（６桁）に対して １２３４ と記載

<発送番号>００１２３４</発送番号>

①-2 所定の桁数より多い場合は、申請人の記載のままタグ内に設定し、エラーコードを該当の
タグの属性に設定する。（原データの設定は不要）

（例）発送番号（６桁）に対して １２３４５６７ と記載

<発送番号 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="6200" >１２３４５６７</発送番号>

② 可変長項目に関する規定
②-1 項番①に該当しない項目は左詰めに設定する。（先頭・末尾にスペースを埋めるようなこ

とはしない）

（例）整理番号（最大１０桁）に対して Ｄ０６－１２３ と記載

<整理番号>Ｄ０６－１２３</整理番号>

②-2 可変長項目で最大桁数より多い場合は、申請人の記載のままタグ内に設定し、エラーコードを
該当のタグの属性に設定する。（原データの設定は不要）

（例）整理番号（最大１０桁）に対して Ｄ１２３４－１２３４５ と記載

<整理番号 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="6200">Ｄ１２３４－１２３４５</整理番号>

③ 記載されている文字が特許庁で規定する範囲外でかつ置き換え不可能の場合は、該当部分を
「■」に置き換え設定し、エラーコードを該当のタグの属性に設定し、原データ（全面イメージ）
を添付する。なお、申請人が提出した書面に「■」が記載されている場合はそのまま電子化する。

（例）あて先に、「特許庁審査官 山田 夫」と記載

<あて先 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="5120">特許庁審査官 山田 ■夫</あて先>

(5) 管理情報に関する全般的な事項

① 管理情報の作成にあたって、内容の設定を行う項目のみタグ及び実データの作成をする。

② 申請書類から設定内容を生成する項目について、申請書類の記載に不備がある場合、
その項目は記載がなかったものとして管理情報の設定を行う
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(6) 制限値に関する全般的な事項

①データの作成にあたり、以下の内容について制限値を超える場合、
電子化は行わず電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。
ただし特殊申請において制限値を超える場合は、添付物件ＰＤＦは電子化せず、添付物件ＰＤＦ以外の
ファイルは電子化を行う。またその際、申請書類ＳＧＭＬの規定外の項目に物件あり及び
オンライン申請時の受付番号を設定する。

・１書類の合計容量（圧縮前２００ＭＢ）

②データの作成にあたり、以下の内容について制限値を超える場合、
制限値の範囲内（６５，５３５Ｂ以内）までは通常どおり電子化し、
エラーコード５０６０を設定し、当該項目の原データを添付する。

・書誌の可変長項目における実データ長（６４ＫＢ）
（【意見の内容】等は除く）

(7) 仕様の記述に関する全般的な事項

① 項目の置換に関する電子化における対処
1)「タグに置換する」または「タグを設定する」と記述してある場合は申請書類ＳＧＭＬ

に項目名に該当するタグを設定する。

2)「タグの設定なし」と記述してある場合は申請書類ＳＧＭＬに項目名に該当するタグ
の設定は行わない。

② 内容の置換に関する電子化における対処
1)「内容の設定なし」と記述してある場合は申請書類ＳＧＭＬに項目名に該当するタグの

内容の設定は行わない。
但し、項目名の記載があって内容の記載がない場合は、後述する項目毎データタグ仕様
において特に記述がない限り、エラー（５０００）として電子化を行う。

2)「エラ－識別ＩＤを設定する」と記述してある場合は、該当するタグの属性にエラーコード
を設定する。

③ ひらがな、英数字について本書に半角で記載されているものについては全角で記
載されてくるものとみなす。

④「データエントリ管理班」の記述は「電子記録基準管理班」と読み替えること。

⑤ 音商標とは、以下の３パターンを表すものとして使用している。
・商標登録願、団体商標登録願、地域団体商標登録願に【音商標】の記載がある。
・防護標章登録願に【音標章】の記載がある。
・手続補正書、手続補正書（方式）、手続補足書の【提出物件の目録】の【物件名】に

”商標法第５条第４項のに規定する物件”の文言がある、または提出された媒体のラベルに
”商標法第５条第４項のに規定する物件”の文言が含まれている。

⑥ 音声ファイルとは、音商標による案件と同時に提出された媒体のラベルに
”商標法第５条第４項のに規定する物件”の記載がある電子データのことである。

⑦「出願支援課」の記述は「出願課」と読み替えること。

⑧ 申請形態が特殊申請の場合、紙の申請書類に替わり送付票ＸＭＬ、管理情報ＸＭＬ、
筆頭物件ＰＤＦ及び添付物件ＰＤＦファイルが発注される。送付票ＸＭＬ、管理情報ＸＭＬから
情報を取得する記述がある場合は仕様に従い電子化を行う。特に記述がない場合は筆頭物件ＰＤＦ及び
添付物件ＰＤＦファイルの内容に従い電子化を行う。
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５．１．２ 職権訂正の範囲

職権訂正とは、本来方式審査において申請書類の記載事項に誤りがみられる場合に、
それを不問にしても以後の手続進行に差し支えがないものか、または、これを訂正して
記載事項を明確にしておく必要があるかを裁量して、後者の場合には、方式審査権の一
部としてこれを訂正する職務権限をいうものである。しかし、ペーパーレス化した場合
においてもこの権限を方式審査の一部としてのみ扱うこととすれば、方式での事務処理
がかなり煩雑なものとなる。そこで、電子化データを作成するにあたって、職権訂正の
一部を次の方針に添った範囲内で、行うこととする。

(1) 職権訂正の範囲の方針

職権訂正の対象となる事項は、明白な誤記と認められるもので、判断の結論が一に
帰し、手続者の意志をもって動かし得るものではないものに限定する。

具体的な判断基準としては、

① 様式又は書式が定めている書面の表題、欄名、項目名の誤記又は脱ろう。
② 書誌的事項の内容に係る誤記であって、対比審査上の記載事項が特定されるもの。
③ 様式又は書式が定めている項目の記載順に関する誤り

尚、職権訂正を検討するにあたって「書類の職権訂正」（審査業務部 審査業務課
審査第一部出願第一課）を参考とした。

詳細は、「第５章 5.3 書誌情報仕様 共通項目及び個別項目」
にて記載する。また具体的な例としては、意匠登録願の【発明の名称】という項目に
対し、下記のように記載してある場合において【意匠物品の名称】に対応するタグに
置き換える。

【意匠物品の明称】
【意匠物品の名様】
【意匠の名称】
【意匠・名称】

など

(2) 職権訂正の方法

① 書誌的事項

・項目名の誤記又は脱ろう等は、該当するタグに変換し、内容を記録する。
・記載順の誤りは、様式又は書式に定められている記載順に直し、内容を記録する。
・書誌的事項の内容に係る誤記については、職権にて内容を訂正し記録する。

② 図面・写真・ひな形・見本・添付書類に関する事項

第６章参照
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５．２ 管理情報仕様

５．２．１ 管理情報仕様の見解方法
項目毎の管理情報仕様の見解方法を以下に示す。

(1)情報入手関連図
管理情報のデータを書類フォーマットに作成する際、その転送元と入力方法についての関連及び

要領について簡略化した図をタグ名単位に記載することとする。下にその例を示す。

例
① ② ③ ④ ⑤

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

⑪ ⑪ ⑪
⑥ ⑦ ⑧

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

⑨ ⑩
論理ﾁｪｯｸ 有 →管

各項目についての詳細を以下に述べる。 参照箇所

①出願課 受理担当受付係から送られてくる発注のための伝票。 書式例

②提出物件票の意。 書式例

③申請書類の書誌部の各項目。 書式例

④提出物件の意（現金納付における納付済証も含む）。 書式例

⑤電子化を行う際、データエントリで内容を設定する項目。（例えば初
期値を設定する項目等）

⑥管理情報を作成するために発注伝票、物件票、提出物件の内容を入力 ３章・６章
すること。

⑦転送元の情報をコード変換等の処理を行って転送すること。 共通コード表

⑧転送元の情報を加工せずそのまま機械処理を行って管理情報部に転送
すること。

⑨データの正当性を機械によりチェックするか否か（有無）ということ。 5.2.４相関チェッ
ク

⑩⑨のチェックを対管理情報の項目であれば“→管 ”を、対書誌情報 同上
の項目であれば“→書 ”を記述する。

⑪情報入手する場合の優先順位。（ ）を１次、 5.2.３
（ ）を２次データ、（ ）を３次データとする。

(2)電子化処理
後述する５．３．１に準ずる。
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５．２．２ 管理情報の見出し
以下の表の網掛け部分についてデータエントリ機関ー部署で設定を行う。

特定手続の管理情報の項目一覧 ○：更新 －：非更新 （１／３）

初 更 援 原
期 正 用 願

ﾀｸﾞの ﾊﾞｲﾄ エ 申 合 電
日本語標準名 タグ名 属性 数 属性 繰返 ン 請 体 子

ト 化
リ
*1

管理情報 MI-ACC-DOC ○ ○ ○ ○

書類分類コード V C ○ ○ － ○DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE

四法区分 LAW 1 9 ○ ○ － ○

出願番号 *2 APPLICATION-NUMBER 10 9 ○ ○ － ○

審判番号 APPEAL-NUMBER 9 or10 9 ○ ○ － －

申立番号 MOTION-NUMBER 3 9 ○ ○ － －

審判種別 KIND-OF-APPEALS V C ○ ○ － －

登録番号 REGISTRATION-NUMBER V C ○ ○ － －

類似番号 SIMILAR-DESIGN-NUMBER V 9 ○ ○ － －

整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER V C ○ ○ － －

出願日 FILING-DATE 8 9 ○ ○ － －

出願時刻 FILING-TIME 6 9 － ○ － －

審判請求日 APPEAL-DATE 8 9 ○ ○ － －

受付番号 RECEIPT-NUMBER 11 9 ○ － － ○

受付日 RECEIPT-DATE 8 9 ○ ○ － －

提出日 SUBMISSION-DATE 8 9 ○ ○ － －

受付形態 ACCEPTANCE-FORM 3 C ○ ○ ○ ○

出願ソフト付与情報 SOFT-OPPOSITION-ARTICLE － － － －

出願ソフトバージョン 4 C － － － －APPLICATION-SOFTWARE-VERSION

出願ソフトチェック結果 FORMALITY-CHECK-RESULT V C － － － －

カラー・２値フラグ COLOR-BINARY-FLAG 1 C － － － －

標準文字内容 *5 CONTENTS-OF-STANDARD V K － － － －
-CHARACTER

申請人確認情報 APPLICANT-CONFIRMATION － － － － － －
-ARTICLE

確認情報 CONFIRMATION-GROUP － － ○ － － － －

識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 9 C － － － －

区分 DIVISION 2 C － － － －

住所又は居所 ADDRESS V K － － － －

氏名又は名称 NAME V K － － － －

ＩＤ確認方法 ID-CONFIRMATION-WAY 1 C － － － －

ＩＤ確認結果 ID-CONFIRMATION-RESULT 1 C － － － －

不備情報 DEFECT-GROUP － － － － － －

不備コード DEFECT-CODE 2 9 ○ － － － －

証明書情報 CERTIFICATE-GROUP － － － － － －

発行局 CERTIFICATE-AUTHORITY V C － － － －

シリアルNO SERIAL-NUMBER V C － － － －

プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 1 C － － － －

料金関係 RELATION-CHARGE-ARTICLE － － － － － －

納付方法 PAYMENT-WAY 1 C － － － －

納付金額 KIND-OF-FEE V 9 － － － －

会計種別 KIND-OF-ACCOUNTS 1 9 － － － －

予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 6 9 － － － －

納付書番号 PAYMENT-NUMBER 11 9 － － － －

納付番号 ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NU 16 9 － － － －
MBER

振替番号 TRANSFER-NUMBER 8 9 ー ー ー ー
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○：更新 －：非更新 （２／３）

初 更 援 原
期 正 用 願

ﾀｸﾞの ﾊﾞｲﾄ エ 申 合 電
日本語標準名 タグ名 属性 数 属性 繰返 ン 請 体 子

ト 化
リ

提出された物件 PRESENTED-OBJECT-ARTICLE － － － － － －

物件 OBJECT-GROUP － － ○ － － － －

提出物件名 PRESENT-OBJECT-NAME V K － － － －

提出物件コード PRESENT-OBJECT-CODE 6 C － － － －

物件電子化 OBJECT-ELECTRONIC-DATA 1 C － － － －
フラグ -FLAG

データエントリ付与情報 DATA-ENTRY-ARTICLE ○ ○ ○ ○

カラー・２値フラグ COLOR-BINARY-FLAG 1 C ○ ○ ○ ○

消印不明フラグ STAMP-UNKNOWN-FLAG 1 C ○ － － －

書留番号 REGISTERED-LETTER-NUMBER 16 K ○ － － －

標準文字内容 CONTENTS-OF-STANDARD V K ○ ○ ○ －
-CHARACTER

申請人確認情報 APPLICANT-CONFIRMATION － － ○ － － －
-ARTICLE

確認情報 CONFIRMATION-GROUP － － ○ ○ － － －

識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 9 C ○ － － －

区分 DIVISION 2 C ○ － － －

住所又は居所 ADDRESS V K ○ － － －

氏名又は名称 NAME V K ○ － － －

ＩＤ確認方法 ID-CONFIRMATION-WAY 1 C ○ － － －

ＩＤ確認結果 ID-CONFIRMATION-RESULT 1 C ○ － － －

不備情報 DEFECT-GROUP － － ○ － － －
－

不備コード DEFECT-CODE 2 9 ○ ○ － － －
－

証明書情報 CERTIFICATE-GROUP － － － － － －

発行局 CERTIFICATE-AUTHORITY V C － － － －

シリアルNO SERIAL-NUMBER V C － － － －

データエントリ日付 DATA-ENTRY-DATE 8 9 ○ ○ ○ ○

料金関係 *6 RELATION-CHARGE-ARTICLE － － ○ － － －

納付方法 PAYMENT-WAY 1 C ○ － － －

納付金額 KIND-OF-FEE V 9 ○ － － －

会計種別 KIND-OF-ACCOUNTS 1 9 ○ － － －

予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 6 9 ○ － － －

納付書番号 PAYMENT-NUMBER 11 9 ○ － － －

納付番号 ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NU 16 9 ○ － － －
MBER

振替番号 *3 TRANSFER-NUMBER 8 9 ○ ー ー ー

提出された物件 PRESENTED-OBJECT-ARTICLE － － ○ － － －

物件 OBJECT-GROUP － － ○ ○ － － －

提出物件名 PRESENT-OBJECT-NAME V K ○ － － －

提出物件コード PRESENT-OBJECT-CODE 6 C ○ － － －

物件電子化 OBJECT-ELECTRONIC-DATA 1 C ○ － － －
フラグ -FLAG

原データの有無 ORIGINAL-DATA-YES-OR-NO 1 9 ○ － － －

更正申請 CORRECTION-APPLICATION － － － ○ － －
-ARTICLE

更正申請フラグ CORRECTION-APPLICATION 1 C － ○ － －
-FLAG 〇

再方式審査の要否 FORMALITY-RETRIAL 1 C － ○ － －
-NECESSITY

四法区分 LAW 1 C － ○ － －

出願番号 APPLICATION-NUMBER 10 9 － ○ － －
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○：更新 －：非更新 （３／３）

初 更 援 原
期 正 用 願

ﾀｸﾞの ﾊﾞｲﾄ エ 申 合 電
日本語標準名 タグ名 属性 数 属性 繰返 ン 請 体 子

ト 化
リ

原願電子化情報 PARENT-APPLICATION － － － － ○ ○
-ELC-ARTICLE

原願電子化フラグ PARENT-APPLICATION 1 C － － ○ ○
-ELC-FLAG 〇

四法区分 LAW 1 C － － － ○

出願番号 APPLICATION-NUMBER 10 9 － － － ○

ＤＥ料徴収フラグ DE-CHARGE-FLAG 1 C ○ － － －

書換分割フラグ REPLACEMENT-DIVISION-FLAG 1 C ○ － － －

モデル国際様式識別 INTERNATIONAL-DISTINCTION 1 C ○ － － －

標準文字妥当性識別 ADEQUATE-DISTINCTION 1 C ○ ○ － －
〇

庁内付与情報 PATENT-OPPOSITION － － － －
-ARTICLE

受付チェック結果 RESEIPT-CHECK-RESULT V C － － － －

受付ﾁｪｯｸ結果ﾒｯｾｰｼﾞ RESEIPT-CHECK-RESULT － － － － － －
-MESSAGE

メッセージ MESSAGE V K ○ － － － －

願番調査の結果 EXAMINATION-RESULT － － － － － －
-ARTICLE

当該 CONCERNED 10 9 － － － －

原願 ORIGINAL-APPLICATION 10 9 － － － －

国際登録番号 *4 INTERNATIONAL-REGISTRATION V C － － － －
-NO

意匠番号 *4 NUMBER-OF-DESIGN 3 9 － － － －

国際公表日 *4 INTERNATIONAL-PUBLICATION- 8 9 － － － －
DATE

国際意匠分類 *4 LOCARNO-ARTICLE － － － － － －

国際意匠分類グループ *4 LOCARNO-GROUP － － ○ － － － －

国際意匠分類 LOCARNO-CLASS 2 9 － － － －
クラス *4

国際意匠分類サブク LOCARNO-SUBCLASS-GROUP － － － － － －
ラスグループ *4

国際意匠分類 LOCARNO-SUBCLASS 2 9 ○ － － － －
サブクラス *4

○：更新 …… 該当するタグが存在しない場合、タグを作成し内容を設定する
該当するタグが存在する場合、タグの内容を更新する

－：非更新 … 該当するタグが存在する場合もしない場合も、何もしない

＊１：初期のエントリとは発注単位が通常または再エントリの場合を指している
＊２：書換申請の場合は申請番号を設定する
＊３：データエントリ付与情報配下の振替番号は、緊急避難案件、再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合に、

ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）、特殊申請の場合にのみ設定する。
＊４：当データエントリ電子化規準（SGML)では、内容を設定することはない
＊５：オンライン申請された案件で標準文字に関する更正申請がなされた場合に更新される場合がある。

詳細は「第７章 更正申請の電子化」を参照。
＊６：納付方法が指定立替納付の場合は、緊急避難案件、再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関

において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）、特殊申請 に限り、窓口クレジットカード決済
データエントリ付与情報配下の料金関係を設定する。



5.2 - 5

５．２．３ 管理情報仕様

・項 目 名 ・タ グ 名

MI-ACC-DOC管理情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 管理情報全体を指すタグとして設定す
る
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・項 目 名 ・タ グ 名

DOCUMENTS-CLASSIFICATION-CODE書類分類コード

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：可変長（最大８桁）
属性：キャラクタ
形式：大区分＋四法＋中間コード

桁数 設定内容

大区分 １ 出願系："A"
審判系："C"

四法 １ 特許：1
実用：2
意匠：3
商標：4

中間ｺｰﾄﾞ ６ 中間ｺｰﾄﾞを設定。数字部分のみ
(最大) 設定しｽﾍﾟｰｽは設定しない

設定例
意匠登録願の場合：

<書類分類ｺｰﾄﾞ>A363</書類分類ｺｰﾄﾞ>

１ 新規のエントリの場合

(1)出願書類の場合 ﾀｸﾞ『書類名』より設定する

(2)中間書類の場合 ﾀｸﾞ『書類名』より設定する
ﾀｸﾞ『書類名』だけでは四法の特定ができない場合は、
『事件の表示』の『出願番号』『出願日』または『審判事
件の表示』の『出願番号』から四法を特定。
注：『出願番号』,『出願日』の形式

・出願番号
ＫＫｘｘｘｘ－ｘｘｘｘｘｘ号
四法部分

・出願日
平成ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日提出のｋｋ…ｋ

四法部分
ﾀｸﾞ『書類名』に記載されている書類名が手続補正書の場
合には、中間コードとして"523"を設定する。

２ 更正申請の場合 更正された新規の『書類名』・『事件の表示』から特定し
設定する

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 ・以下のように設定する
大区分："A"を固定で設定
四法 ：包袋より四法を特定し設定
中間ｺｰﾄﾞ："63"を固定で設定
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・項 目 名 ・タ グ 名

LAW四法区分

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：数字項目

１ 新規のエントリの場合

(1)出願書類の場合 ﾀｸﾞ『書類名』より特定し、設定する

(2)中間書類の場合 ﾀｸﾞ『書類名』より特定し、設定する
ﾀｸﾞ『書類名』だけでは四法の特定ができない場合は、
『事件の表示』の『出願番号』『出願日』または『審判事
件の表示』の『出願番号』から四法を特定。
注：『出願番号』,『出願日』の形式

・出願番号
ＫＫｘｘｘｘ－ｘｘｘｘｘｘ号
四法部分

・出願日
平成ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日提出のｋｋ…ｋ

四法部分

２ 更正申請の場合 更正された新規の四法を設定する

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 包袋より四法を特定し設定



5.2 - 8

・項 目 名 ・タ グ 名

APPLICATION-NUMBER出願番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１０桁）
属性：数字項目
形式：年＋号

桁数 設定内容

年 ４ 年を西暦で設定する

号 ６ 号を６桁固定で設定する
号が６桁に満たない場合
は、前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類 タグ『事件の表 タグ『審判事件 処 理
名』 示』配下の『出 の表示』配下の

願番号』 『出願番号』

出願願書 ─ ─ ＡＬＬ”０”を設定

審判請求書 ─ ○ タグ『出願番号』 の年、号＊１

異議申立書 から出願番号を抽出し、西暦
判定請求書 で設定する

中間書類 ○ ─ タグ『出願番号』 の年、号＊１

（出願系） から出願番号を抽出し、西暦
で設定する

中間書類 × ─ ＡＬＬ”０”を設定
（出願系）

中間書類 ─ ○ タグ『出願番号』 の年、号＊１

（審判系） から出願番号を抽出し、西暦
で設定する

*1 『出願番号』の形式 ○：記載有り
・出願番号 ×：記載無し
ＫＫ…Ｋxxxx年第xxxxxx号 －：あり得ない
出願番号の年 出願番号の号

２ 更正申請の場合 更正された新規の出願番号を設定する

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 包袋より出願番号を特定し設定する
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・項 目 名 ・タ グ 名

KIND-OF-APPEALS審判種別

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：最大３桁
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類名 タグ『審判事件の表 処 理
』 示』配下の『審判の

種別』

出願書類 ─ タグの設定を行わない

審判請求書 ○ 次頁『審判種別』設定方法を参照

異議申立書 ─ タグの設定を行わない
判定請求書

中間書類 ─ タグの設定を行わない

○：記載有り
×：記載無し
－：あり得ない

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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管理情報『審判種別』設定方法

審判種別コードは、主文書『審判の種別』、『出願番号』、『登録番号』に設定されている内容より管理情報『審判種別』に設定する。

主文書の設定 管理情報の設定 （審判請求書のみ）
分 類

『審判の種別』 『出願番号』 『登録番号』 審判種別コード 審判種別 備 考

当事者系 無 効 ・無効審判事件 四法が特許 － １１２ 全部無効
(新無効）

四法が実用新案 一連番号が、 １１１ 全部無効
３０００００１以上 (新実用）

一連番号が １１２ 全部無効
３００００００以下 (新無効）

四法が意匠または、商 － １１ 全部無効
標

・一部無効審判事件 四法が特許 － １２２ 一部無効
(新無効）

四法が実用新案 一連番号が、 １２１ 一部無効
３０００００１以上 (新実用）

一連番号が １２２ 一部無効
３００００００以下 (新無効）

四法が商標 － １２ 一部無効

・存続期間の更新登録無効審判事件 － － １３ 更新登録無効
(全部)

・存続期間の更新登録一部無効審判事件 － － １４ 更新登録無効
(一部)

－：参照なし
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主文書の設定 管理情報の設定 （審判請求書のみ）
分 類

『審判の種別』 『出願番号』 『登録番号』 審判種別コード 審判種別 備 考

当事者系 無 効 ・存続期間延長登録無効審判事件 － － １５ 延長登録無効
(全部)

・存続期間延長登録一部無効審判事件 － － １６ 延長登録無効
(一部)

・書換登録無効審判事件 － － １７ 書換登録無効
(全部)

・書換登録一部無効審判事件 － － １８ 書換登録無効
(一部)

取消 ・商標法第５０条第１項の規定による － － ３１ 全部取消
商標登録取消審判事件

・商標法第５１条第１項の規定による
商標登録取消審判事件

・商標法第５２条の２第１項の規定による
商標登録取消審判事件

・商標法第５３条第１項の規定による
商標登録取消審判事件

・商標法第５３条の２第１項の規定による
商標登録取消審判事件

・商標法第６８条第４項により準用する第５３条の２
第１項の規定による商標登録取消審判事件

・商標法第５０条第１項の規定による － － ３２ 一部取消
商標登録一部取消審判事件

・商標法第５３条の２第１項の規定による
商標登録一部取消審判事件

・商標法第６８条第４項により準用する第５３条の２
第１項の規定による商標登録一部取消審判事件

－：参照なし
当事者系審判の開発中断により削除
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主文書の設定 管理情報の設定 （審判請求書のみ）
分 類

『審判の種別』 『出願番号』 『登録番号』 審判種別コード 審判種別 備 考

当事者系 訂正 ・訂正審判事件 － － ４１ 訂正

訂正無効 ・訂正無効審判事件 － － ４３ 訂正無効

査定系 補正却下 ・補正の却下の決定に対する審判事件 － － ７０ 補正却下不服
不服審判 または 審判

・補正却下決定不服審判事件

査定不服 ・拒絶査定に対する審判事件 四法が特許、実用新 － ８０ 査定不服審判
審判・ または 案、意匠。
書換査定 ・拒絶査定不服審判事件
不服審判

四法が商標で、 ８０ 査定不服審判
下記（年の記載が１９
９８以降でかつ一連番
号が５００００１～７
０００００）以外。

四法が商標で、 － ８１ 書換査定不服
年の記載が１９９８以 審判
降でかつ一連番号が

５００００１～
７０００００。

－：参照なし
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・項 目 名 ・タ グ 名

APPEAL-NUMBER審判番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項番 入力元の状態 電子化における対処 備 考

設定するデータの形式
桁数：可変長（９桁ｏｒ１０桁）
属性：数字項目
形式：年＋号

桁数 設定内容

年 ４ 年を西暦で設定する

号 ５ 年が２００６年以前の場合は５桁
ｏｒ 固定で、２００７年以降の場合は
６ ６桁固定で設定する

号が５桁または６桁に満たない場
合は、前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類 タグ『事件の タグ『審判事件 処 理
名』 表示』配下の の表示』配下の

『審判番号』 『審判番号』

出願書類 ─ ─ タグの設定を行わない

＊２審判請求書 ─ ─ ＡＬＬ”０”を設定

中間書類 ○ ─ タグ『審判番号』 から数字＊１

（出願系） 部分を抽出し設定する

中間書類 × ─ タグの設定を行わない
（出願系）

中間書類 ─ ○ タグ『審判番号』 から数字＊１

（審判系） 部分を抽出し設定する

中間書類 ─ × タグの設定を行わない
（審判系）

*2 ”０”の桁数について ○：記載有り
*1 『審判番号』の形式の例 審判請求書の記載項目【提出日】が ×：記載無し

不服xxxx-xxxxx ２００６年以前の場合：”０”を９桁 －：あり得ない
年 号 設定。

不服xxxx-xxxxxx ２００７年以降の場合：”０”を１０桁
年 号 設定。

【提出日】の記載がない場合は電子記録
基準管理班データエントリー管理班に問
い合わせを行う。



5.2 - 10 - 0 - 1

・項 目 名 ・タ グ 名

APPEAL-NUMBER審判番号

項番 入力元の状態 電子化における対処 備 考

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 10 - 1

・項 目 名 ・タ グ 名

MOTION-NUMBER申立番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項

入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式

桁数：固定長（３桁）

属性：数字項目

（申立番号が３桁に満たない場合は

上位桁に"0"を補う。）

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類 タグ『事件の タグ『審判事件 処 理
名』 表示』配下の の表示』配下の

『審判番号』 『審判番号』

出願書類 ─ ─ タグの設定を行わない

中間書類 ○ ─ タグ『審判番号』*1から申立番
（出願系） 号の記載があれば、申立番号の

数字部分を抽出し設定する

中間書類 × ─ タグの設定を行わない
（出願系）

審判請求書 ─ ─ タグの設定を行わない
判定請求書

異議申立書 ─ ─ ＡＬＬ“０”を設定

中間書類 ─ ○ タグ『審判番号』から申立番号
（審判系） の記載があれば、申立番号の数

字部分を抽出し設定する

中間書類 ─ × タグの設定を行わない
（審判系）

*1『審判番号』の形式（異議番号） ○：記載有り

異議２００３－９０００１－００１ ×：記載無し

申立番号 －：あり得ない

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない

当事者系審判の開発中断により削除
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・項 目 名 ・タ グ 名

REGISTRATION-NUMBER登録番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：可変長
属性：キャラクタ
形式：登録番号＋分割番号＋防護番号

桁数 設定内容

登録番号 ７ 号を７桁固定で設定する
号が７桁に満たない場合
は、前に"0"を補う

分割番号 Ｖ 数字と数字の間に"-"を
設定する

防護番号 Ｖ 開始時に"/"を設定した
後に防護番号を設定する

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類 タグ『事件の タグ『審判事件
名』 表示』配下の の表示』配下の 処 理

『登録番号』 『登録番号』

出願書類 ─ ─ タグの設定を行わない。

審判請求書 ・登録番号は数字部分を抜き出
異議申立書 ─ ○ し設定する（７桁に満たない場
判定請求書 合は、上位桁に"0"を補う。

・分割番号は開始１文字目と数
字と数字の間に"-"を設定する。
・防護番号は"/"を区切り記号と
して,"/"の後から防護番号を設
定する。

審判請求書
異議申立書 ─ × タグの設定を行わない。
判定請求書

○：記載有り、×：記載無し、－：あり得ない

（記載続き有り）



5.2 - 11 - 1

・項 目 名 ・タ グ 名

REGISTRATION-NUMBER登録番号

（前頁より続く）

中間書類 ○ ─ ・登録番号は数字部分を抜き出

（出願系） し設定する（７桁に満たない場

合は、上位桁に"0"を補う。

・分割番号は開始１文字目と数

字と数字の間に"-"を設定する。

・防護番号は"/"を区切り記号と

して,"/"の後から防護番号を設

定する。

中間書類 × ─ タグの設定を行わない。

（出願系）

中間書類 ─ ○ 処理１と同様

（審判系）

中間書類 ─ × タグの設定を行わない。

（審判系）

例） 個別案件のタグ『登録番号』 に設定されている値が以下の場合 ○：記載有り＊１

<登録番号>商標登録第１２３４号の１の１の１ ×：記載無し

防護標章登録第１１号</登録番号> －：あり得ない

管理情報に設定する形式は以下となる

<登録番号>0001234-1-1-1/11</登録番号>

*1 『登録番号』の形式

ｋｋ…ｋ第xxxxxxx号のｋｋ…ｋの防護標章登録第１１号

登録番号 分割番号 防護番号

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 12

・項 目 名 ・タ グ 名

SIMILAR-DESIGN-NUMBER類似番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：可変長（最大３桁）
属性：数字項目

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類名 タグ『事件の表示』 処 理
』 配下の『登録番号』

出願書類 ─ タグの設定を行わない

中間書類 ○ タグ『登録番号』 から、類似番＊１

号の数字部分を抽出し設定する

中間書類 × タグの設定を行わない

○：記載有り
×：記載無し
－：あり得ない

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 13

・項 目 名 ・タ グ 名

ARRANGEMENT-NUMBER整理番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：可変長（最大１０桁）
属性：キャラクタ

注：整理番号は有効データのみ設定
する（10桁に満たない部分をｽ
ﾍﾟｰｽで埋めることはしない）

１ 新規のエントリの場合

タグ『書類 タグ『事件の タグ『審判事件 処 理
名』 表示』配下の の表示』配下の

『整理番号』 『整理番号』

出願書類 ─ ─ タグの設定を行わない

審判請求書 ─ ○ タグ『整理番号』から設定す
異議申立書 る
判定請求書

審判請求書 ─ × タグの設定を行わない
異議申立書
判定請求書

中間書類 ○ ─ タグ『整理番号』から設定す
（出願系） る

中間書類 × ─ タグの設定を行わない
（出願系）

中間書類 ─ ○ タグ『整理番号』から設定す
（審判系） る

中間書類 ─ × タグの設定を行わない
（審判系）

○：記載有り
×：記載無し
－：あり得ない

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 14

・項 目 名 ・タ グ 名

FILING-DATE出願日

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（８桁）
属性：数字項目
形式：年＋月＋日

桁数 設定内容

年 ４ ４桁固定で西暦年を設定する

月 ２ ２桁固定で月を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

日 ２ ２桁固定で日を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類名 タグ『事件の表示』 処 理
』 配下の『出願日』

出願書類 ─ タグの設定を行わない

中間書類 ○ タグ『出願日』 から日付部分＊１

を抽出し西暦変換し設定する

中間書類 × タグの設定を行わない

*1 『出願日』の形式 ○：記載有り
×：記載無し

平成xx年xx月xx日提出のｋｋ…ｋ －：あり得ない
日付

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 -14- 1

・項 目 名 ・タ グ 名

FILING-TIME出願時刻

紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ入力元

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合

(1)更正申請書に記載の更正 タグを削除する
箇所が受付日または提出日で
ある場合

(2)更正申請書に記載の更正 更新しない
箇所が受付日または提出日で
ない場合

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 -14- 2

空白ページ



5.2 - 15

・項 目 名 ・タ グ 名

APPEAL-DATE審判請求日

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（８桁）
属性：数字項目
形式：年＋月＋日

桁数 設定内容

年 ４ ４桁固定で西暦年を設定する

月 ２ ２桁固定で月を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

日 ２ ２桁固定で日を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 以下の様に設定を行う。

タグ『書類名 タグ『事件の タグ『審判事件 処 理
』 表示』配下の の表示』配下の

『審判請求日 『審判請求日』
』

出願書類 ─ － タグの設定を行わない

中間書類 ○ － タグ『審判請求日』 から日付部＊１

（出願系） 分を抽出し西暦変換し設定する

中間書類 × － タグの設定を行わない
（出願系）

中間書類 － ○ タグ『審判請求日』 から日付部＊１

（審判系） 分を抽出し西暦変換し設定する

中間書類 － × タグの設定を行わない
（審判系）

*1 『審判請求日』の形式 ○：記載有り
×：記載無し

平成xx年xx月xx日提出のｋｋ…ｋ －：あり得ない
日付

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 16

・項 目 名 ・タ グ 名

RECEIPT-NUMBER受付番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管
4

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１１桁） 共通コード表
属性：数字項目 Ｂ０２０

１ 新規のエントリの場合

(1)受付番号の範囲指定と 受付番号の範囲に基づいて、受付番号 受付番号は発注
提出書類の通数が一致して を設定する。 伝票で指定して
いる場合 （受付番号の形態については、共通コ いる番号を手続

ード表参照） き単位で付与す
る。

(2)受付番号の範囲指定よ データエントリにて不足分の受付番号
り提出書類の通数が多い場 を設定し、その旨を納品明細書と発注
合 伝票に記載する。

(3)受付番号の範囲指定よ 未使用の番号を欠番として、納品明細
り提出書類の通数が少ない
場合

書と発注伝票へ記載する

(4)受付番号の範囲指定が 電子化を行わず、電子化不能とし、
記載されていない場合 電子記録基準管理班データエントリー

管理班へ返却する

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 項番１と同様



5.2 - 17

・項 目 名 ・タ グ 名

RECEIPT-DATE受付日

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（８桁） 共通コード表
属性：数字項目 Ｉ４００
形式：年＋月＋日

桁数 設定内容

年 ４ ４桁固定で西暦年を設定する

月 ２ ２桁固定で月を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

日 ２ ２桁固定で日を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合

(1)丸判が押印されている場 和暦年月日を西暦年月日に変換して
合 設定する。

(2)丸判が押印されていない 電子化を行わず、電子化不能とし、
場合 電子記録基準管理班データエントリー

管理班へ返却する

(3)特殊申請の場合 送付票の管理情報の受付日（jp:m-rec
eipt-date）を設定する

２ 更正申請の場合 更正された新規の受付日を設定する。
また、タグ『出願時刻』が設定されて
いる場合は、その管理情報仕様に従い
タグ『出願時刻』の電子化を行う。

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない

（注）
丸判の例を以下に示す。又受付形態は色別で表す。

(1)赤色の丸判 郵 送 (2)青色の丸判 窓 口

特許庁 特許庁

02.11.15 02.11.15

出願課 出願課
氏 名

注）郵送の場合は氏名が入る。



5.2 - 18

・項 目 名 ・タ グ 名

SUBMISSION-DATE提出日

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考
桁数：固定長（８桁） 共通コード表
属性：数字項目 Ｉ４００
形式：年＋月＋日

桁数 設定内容

年 ４ ４桁固定で西暦年を設定する

月 ２ ２桁固定で月を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

日 ２ ２桁固定で日を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合

(1)窓口の場合 提出日（差出印）と受付日（丸判）が
物件票に提出日（差出印）がある場合 一致していることを確かめて西暦年月

日で提出日（差出印）を設定する。

(2)窓口の場合 丸判の年月日を西暦で設定する。
物件票に提出日がない場合

(3)窓口の場合
いずれの押印も無い場合又は、提出日 その旨を受付袋に記載し、丸判の年月
（差出印）と受付日（丸判）が相違し 日を西暦で設定する。
ている場合

(4)郵送の場合
物件票に提出日があり

が押印されている場合 申請人記載の提出日を西暦年月日で設
適 定する。

(5)郵送の場合 押印年月日を西暦で設定する。
物件票に平成９９年９９月９９日提出
の押印がある場合

(6)郵送の場合 丸判の年月日を西暦で設定する。
物件票に消印不明・消印なし・料金後
納の押印がある場合

(7)郵送の場合 電子化不能とし、電子記録基準管理班
いずれの押印も無い場合 データエントリー管理班へ返却する

(8)特殊申請の場合 送付票の管理情報の提出日（jp:m-sub
mission-date）を設定する。

２ 更正申請の場合 更正された新規の提出日を設定する。
また、タグ『出願時刻』が設定されて
いる場合は、その管理情報仕様に従い
タグ『出願時刻』の電子化を行う。

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 19

・項 目 名 ・タ グ 名

ACCEPTANCE-FORM受付形態

入力元 発注伝票 物 件 票 受付包袋 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（３桁）
属性：数字項目
形式：提出場所＋申請形態

桁数 設定内容

提出場所 ２ ２桁固定で"00"を設定する

申請形態 １ １桁固定で設定する
紙(窓口)：1
紙(郵送)：2
FD(窓口)、2024年1月以降は
特殊申請：3
FD(郵送)：4
ｵﾝﾗｲﾝ ：5

ＰＣＴ ：6
援用 ：7
原願 ：8
更正 ：9

１ 新規のエントリの場合

（注１）発注番号(1)発注番号の申請形態を 申請形態より該当コードを設定する。
の構成は、別紙の表す１桁目が記載されてい “１”の場合

（注１） 「発注番号構成る場合 紙申請（窓口）："001"を設定する
表」を参照して下“２”の場合
さい。紙申請（郵送）："002"を設定する

“３”の場合
特殊申請："003"を設定する

（注１）発注番号(2)発注番号の申請形態を 電子記録基準管理班データエントリー
の構成は、別紙の表す１桁目が記載されてい 管理班へ問い合わせて決定する

（注１） 「発注番号構成ない場合
表」を参照して下
さい。

２ 更正の場合 "009"を設定する

３ 援用合体の場合 "007"を設定する

４ 原願電子化の場合 "008"を設定する



5.2 - 20

・項 目 名 ・タ グ 名

SOFT-OPPOSITION-ARTICLE出願ソフト
付与情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 『出願ソフト付与情報』及びその配下
のタグはオンライン出願時に使用する
情報であり、データエントリ機関ー部
署では設定・更新を行わない。



5.2 - 21

・項 目 名 ・タ グ 名

DATA-ENTRY-ARTICLEデータエントリ
付与情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ データエントリで付与する管理情報全
体を指すタグとして設定する



5.2 - 22

・項 目 名 ・タ グ 名

COLOR-BINARY-FLAGカラー・２値フラグ

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合

(1)個別案件にタグ『イメ ”１”を設定する
ージ』が存在し、タグ属性
『ファイルタイプ』に一つ
でも"ＪＰＥＧ"が存在する
場合

(2)個別案件にタグ『イメ ”０”を設定する
ージ』が存在し、タグ属性
『ファイルタイプ』が全て
"ＴＩＦＦ"の場合

(3)個別案件にタグ『イメ ”０”を設定する
ージ』が存在しない場合

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 項番１と同様

４ 原願電子化の場合 項番１と同様



5.2 - 23

・項 目 名 ・タ グ 名

STAMP-UNKNOWN-FLAG消印不明フラグ

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｈ０４０

１ 新規のエントリの場合

(1)物件票に “１”を設定する。
消印なし 又は
消印不明 又は
料金後納
の表示がある場合

(2)上記以外 ”０”を設定する
または特殊申請の場合

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

REGISTERED-LETTER-NUMBER書留番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（８桁） 共通コード表
属性：漢字 Ｂ０３０

１ 新規のエントリの場合

(1)物件票に書留番号が有る 書留番号を２バイトの英数字（Ｘ、０
場合 ～９）で設定する。

例：①・②・③

(2)物件票に書留番号が無く タグの設定を行わない
／が記載されている場合

例：④・⑤・⑥

(3)物件票に書留番号が無く 電子化を行わず電子記録基準管理班デ
／も記載されていない場合 ータエントリー管理班へ返却する

例：⑦・⑧・⑨

(4)特殊申請の場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない

書留番号の押印の例：
① ④ ⑦
消印不明 消印不明 消印不明

書留９９９ＸＸ９９９号 書留 ／ 号 書留 号

② ⑤ ⑧
消印なし 消印なし 消印なし

書留９９９ＸＸ９９９号 書留 ／ 号 書留 号

③ ⑥ ⑨
料金後納 料金後納 料金後納

書留９９９ＸＸ９９９号 書留 ／ 号 書留 号
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・項 目 名 ・タ グ 名

CONTENTS-OF-STANDARD-CHARACTER標準文字内容

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項

入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式

桁数：可変長

属性：漢字

１ 新規のエントリの場合

下記の書類で【標準文字】の 【商標登録を受けようとする商標】、 (注１)

記載があり、【商標登録を受 【防護標章登録を受けようとする標 新告示の字形(J

けようとする商標】、【防護 章】の記載内容を設定する。 IS X 0213:200

標章登録を受けようとする標 4)でイメージ化

章】の内容を新告示の字形(J するケースは

IS X 0213:2004)でイメージ ５．３．５ 書

化した場合(注１) 誌情報仕様個別

・商標登録願 項目

・団体商標登録願 ３．４ 補足

・地域団体商標登録願 １．前提条件

・防護標章登録願 ③標準文字につ

・手続補正書（方式） いて参照

・手続補正書

上記以外 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 「７．４ 更正作業」を参照

３ 援用合体の場合 「８．７ 電子化方法」を参照

４ 原願電子化の場合 更新しない
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申請人確認情報の記事設定規則

１．申請人確認情報の記事相関チェック概念

(1) 基本概念
① 相関チェックを行って、エラーにならないケースを以下に示す。
1)物件票に『識別番号』の記載があり、書誌の識別番号（申請者の識別番号又は代理人の

識別番号 ）と一致した場合。（＊１）

2)物件票に『住所又は居所』と『氏名又は名称』の記載があり、書誌の住所又は居所（申
請者の住所又は居所又は代理人の住所又は居所 ）と氏名又は名称（申請者の氏名又は（＊２）

名称又は代理人の氏名又は名称 ）が一致した場合。（＊３）

3)物件票に『識別番号』と『氏名又は名称』の記載があり、書誌の識別番号（申請者の識
別番号又は代理人の識別番号 ）とは一致せず、かつ氏名又は名称（申請者の氏名又は（＊１）

名称又は代理人の氏名又は名称 ）が一致した場合。（＊３）

② 管理情報への設定は以下の様になる。
項番①の1)の場合

識別番号を設定する。
（住所又は居所・氏名又は名称は物件票に記載があれば設定は任意）
（住所の入力は書誌の識別番号がない場合に入力する）

項番①の2)の場合
住所又は居所・氏名又は名称を設定する。この場合、物件票に識別番号の記載があって

も設定してはいけない。（書誌に識別番号があった場合は、3)に対応して物件票の識別番
号を設定する。）

項番①の3)の場合
識別番号・氏名又は名称を設定する。（識別番号は物件票に記載されたものを設定

する。）
（但し、1)2)3)ともＩＤ確認結果を考慮し、管理情報に設定する。

詳細は『2.申請人認確認情報の記事の設定』を参照）
あてはまらない場合

電子化不能とする。
③ 以下に①・②で示した条件のマトリクス図を記す。

管理情報 書誌情報(申請人の記事) 書誌情報(代理人の記事)

識 住 氏 識 住 氏 識 住 氏
別 所又 名又 別 所又 名又 別 所又 名又
番 は居 は名 番 は居 は名 番 は居 は名
号 所 称 号 所 称 号 所 称

申請人 申請人 申請人 出願人 出願人 出願人 代理人 代理人 代理人

ケース１ Ａ － － Ａ － － － － －

ケース２ × 甲 ① × 甲 ① － － －

ケース３ Ａ － 甲 Ｂ － 甲 － － －

ケース４ Ａ － － － － － Ａ － －

ケース５ × 甲 ① － － － × 甲 ①

ケース６ Ａ － 甲 － － － Ｂ － 甲

Ａ・Ｂ・甲：設定値 ×：設定無 －：任意

上記マトリクスに示したケース以外は電子化不能とする。
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④ 複数の相関チェックを行う場合は、同一のシーケンス数のグループタグ名単位に

行う。下に例を示す。
管理情報 書誌情報

識別番号 (a) 識別番号

住所又は居所 (d) 住所又は居所
(b)

氏名又は名称 (e) 氏名又は名称 出
願

識別番号 識別番号 人

住所又は居所 (c) 住所又は居所

氏名又は名称 氏名又は名称

識別番号
識別番号

住所又は居所 代
住所又は居所 理

氏名又は名称 人
氏名又は名称

１． (a)、(b)、(c)の相関チェックを行う。

1.１ (a)が一致した場合

識別番号のみの設定を行う。

1.２ (a)が一致せず、(d)、(e)が一致した場合

氏名又は名称・住所又は居所のみの設定を行う。

1.３ (a)、d)が一致せず、(e)が一致した場合

識別番号・氏名又は名称のみの設定を行う。

以下繰り返しで(a)、(b)、(c)がどれも一致しなかった場合は電子化不能とする。

（＊１）出願人名義変更届の場合、（事件の出願人の識別番号、事件の出願人の代理人の識別番号）も
対象とする

（＊２）出願人名義変更届の場合、（事件の出願人の住所又は居所、事件の出願人の代理人の住所又は
居所）も対象とする

（＊３）出願人名義変更届の場合、（事件の出願人の氏名又は名称、事件の出願人の代理人の氏名又は
名称）も対象とする
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２．申請人確認情報の記事の設定

申請人確認の記事は、物件票の申請人の情報が、書誌情報の出願人又は代理人の記事と一致し

ているか、その申請人の確認が物件票に記載されているかを見極めた上で、管理情報に設定

する。

(1) 基本概念

1. 書誌情報の『申請者の記事』又は『代理人の記事』と相関チェックを行う。

（出願人名義変更届の場合、譲渡人・被承継人（『事件の出願人の記事』）、譲渡人代理人・
被承継人代理人（『事件の出願人の代理人の記事』）も対象とする）

1.１ 一致している申請人のみ管理情報に設定する。

1.1.１ 識別番号の一致が一人の場合（住所・氏名の一致は任意）

① 『ＩＤ確認方法』がＩＤラベルであれば

『ＩＤ確認結果』が確認済又は、確認待ちであること

但し、確認済みの場合は『不備コード』がないこと
但し、確認待ちの場合は『不備コード』があること

② 『ＩＤ確認方法』が印影でありれば

『ＩＤ確認結果』が確認済又は、確認待ちであること

但し、確認済みの場合は『不備コード』がないこと
但し、確認待ちの場合は『不備コード』があること

③ 『ＩＤ確認方法』が未確認であれば

『ＩＤ確認結果』が確認待ちであること

但し、『不備コード』があること

1.1.２ 住所と氏名の一致が一人の場合

（識別番号が管理情報と書誌情報の両方ともない場合。管理情報のみに

設定されてきた場合は削除する。書誌情報のみに設定されてきた場合は

電子化不能とし、再発注にて電子化する。）

① 『ＩＤ確認方法』が印影でありれば

『ＩＤ確認結果』が、未照合であること

但し、『不備コード』がないこと

② 『ＩＤ確認方法』が未確認であれば

『ＩＤ確認結果』が、未確認であること

但し、『不備コード』があること

1.1.３ 一人のみ氏名が一致している場合について

（書誌・管理情報ともに申請人識別番号があって相違している場合）

1.1.１と同処理

1.２ 申請人が一人も一致しなかった場合について

電子化不能とする。
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(2) 具体的な例

以下に具体的な例を示す。

① 物件票に申請人が１人記載されている場合

物件票 申請書１ 申請書２ 申請書３

申請人Ａ Ａ Ａ Ｂ
Ｂ Ｃ Ｃ

管理情報；Ａ 管理情報；Ａ 電子化不能

ⅰ．物件票の申請人Ａと申請書１～３の申請人Ａ・Ｂ・Ｃについて相関チェックを

行い、エラーでない場合は申請人を管理情報に設定する。

但し、申請書３には該当する申請人がいないので電子化不能とする。

② 物件票に申請人が複数記載されている場合

物件票 申請書１ 申請書２ 申請書３

申請人Ａ Ａ Ａ Ｂ
Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ
Ｃ

ⅰ．各人の相関チェックを行うい、エラーでない場合は下記のマトリクス図のように
申請人を管理情報に設定する。

。

(a)Ａ・Ｂ・Ｃ全員確認済の場合 (b)Ａは確認済でＢは未照合・Ｃは確認待ち

の場合

申請書類 管理情報 書誌情報 申請書類 管理情報 書誌情報

申請書１ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ 申請書１ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

申請書２ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ 申請書２ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

申請書３ Ｂ・Ｃ Ｂ・Ｃ 申請書３ Ｂ・Ｃ Ｂ・Ｃ

(3) 設定順

申請人が複数存在する場合は、復代理人、代理人、指定代理人、法定代理人、

出願人の順に設定する。
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・項 目 名 ・タ グ 名

APPLICANT-CONFIRMATION-ARTICLE申請人確認情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 タグ『確認情報』の繰り返し全体を指
すタグとして設定する。

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

CONFIRMATION-GROUPARTICLE確認情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 手続者(タグ『識別番号』、『区分』､
『住所又は居所』､『氏名又は名称』､
『ＩＤ確認方法』､『ＩＤ確認結果』)
のグループを指すタグとして設定する
。

確認情報として設定する対象は次紙補
足参照

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



管理情報の申請人確認情報に設定対象の申請人・代理人一覧

表の見方

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
中間ｺｰﾄﾞ 書類名　＼　項目名 申請者 提出者 手続した代理人 代理人 事件の出願人 事件の出願人の代理人 変更する代理人 消滅する代理人

A63 意匠登録願 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

A636 類似意匠登録願 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

A63 商標登録願 【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

A639 団体商標登録願 【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

⑪ ⑫

①：中間コード
②：書類名
③～⑩：申請者、代理人がマッピングされるタグ名及び日本語標準名
　　　　　　このタグに対応する書面上の項目名を⑪に
　　　　　　管理情報の確認情報配下の区分に設定する値を⑫に記載している
　　　　　　網掛けのかかっている申請者・代理人が確認情報に設定する対象

ATTORNEY-CHANGE-
GROUP

ATTORNEY-
DISAPPEAR-GROUP

REQUESTER-GROUP PRESENTER-GROUP PROCEEDED-
ATTORNEY-GROUP

ATTORNEY-GROUP APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

ATTORNEY-OF-CASE-
GROUP

5
.
2
 -

30
 
-
1



中間ｺｰﾄﾞ 書類名　＼　項目名 申請者 提出者 手続した代理人 代理人 事件の出願人 事件の出願人の代理人 変更する代理人 消滅する代理人

A63 意匠登録願 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A630 意匠登録願（複数） 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A636 類似意匠登録願 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A63 商標登録願 【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A639 団体商標登録願 【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A638 地域団体商標登録願 【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A632 防護標章登録願 【防護標章登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A633 防護標章登録に基づく権利存続期

間更新登録願
【更新登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

A634 書換登録申請書 【書換登録申請者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A635 防護標章登録に基づく権利書換登

録申請者
【書換登録申請者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

A51 手続補正書（方式） 【補正をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A523 手続補正書 【補正をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A5231 手続補正書（複数） 【補正をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A53 意見書 【意匠登録出願人】　など ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A55 受継申立書 【受継申立人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A59 弁明書 【弁明をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A601 期間延長請求書 【請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A603 期間延長請求書（期間徒過） 【請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A681 代表者選定届 【代表者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A691 雑書類 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A711 出願人名義変更届 【承継人】 ０１ － 【承継人代理人】 ０３ 【譲渡人】 １７ 【譲渡人代理人】 ４７ 【選任した代理人】 －
A712 出願人名義変更届（一般承継） 【承継人】 ０１ － 【承継人代理人】 ０３ 【被承継人】 １７ 【被承継人代理人】 ４７ 【選任した代理人】 －
A713 出願人名義変更届（特例商標登録

出願）
【承継人】 ０１ － 【承継人代理人】 ０３ 【譲渡人】 １７ 【譲渡人代理人】 ４７ － －

A714 出願人名義変更届（特例商標登録
出願）（一般承継）

【承継人】 ０１ － 【承継人代理人】 ０３ 【被承継人】 １７ 【被承継人代理人】 ４７ － －

A715 書換登録申請者名義変更届 【承継人】 ０１ － 【承継人代理人】 ０３ 【譲渡人】 １７ 【譲渡人代理人】 ４７ － －
A7421 代理人変更届 【手続をした者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 【代理権の消滅した代理人】
A7422 代理人受任届 － 【受任した代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － － －
A7423 代理人選任届 【手続をした者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
A7424 代理人辞任届 － 【辞任した代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － － －
A7425 代理人解任届 【手続をした者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【解任した代理人】 －
A7426 代理権変更届 【手続をした者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【代理権を変更した代理人】 －
A7427 代理権消滅届 【手続をした者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【代理権の消滅した代理人】 －
A7428 包括委任状援用制限届 【手続をした者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【援用を制限した代理人】 －
A7431 復代理人変更届 － 【代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － 【選任した復代理人】 【代理権の消滅した復代理人】
A7432 復代理人受任届 － 【受任した復代理人】 ０１ － 【手続をした者】 【代理人】 － －
A7433 復代理人選任届 － 【代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － 【選任した復代理人】 －
A7434 復代理人辞任届 － 【辞任した復代理人】 ０１ － 【手続をした者】 【代理人】 － －
A7435 復代理人解任届 － 【代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － 【解任した復代理人】 －
A7436 復代理権変更届 － 【代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － 【代理権を変更した復代理人】 －
A7437 復代理権消滅届 － 【代理人】 ０１ － 【手続をした者】 － 【代理権を消滅した復代理人】 －
A761 出願取下書 【意匠登録出願人】　など ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A762 出願放棄書 【意匠登録出願人】　など ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A765 パリ条約による優先権主張放棄書

※１
【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －

A766 書換登録申請取下書 【書換登録申請者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A768 使用に基づく特例の適用の主張取

下書
【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －

A7732 出願変更届（類似→独立） 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A7731 出願変更届（独立→類似） 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A781 上申書 【上申をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A79 優先権証明書提出書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A80 新規性の喪失の例外証明書提出

書
【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －

A80 出願時の特例証明書提出書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A81 出願日証明書提出書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A82 物件提出書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －

APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

ATTORNEY-OF-CASE-
GROUP

ATTORNEY-CHANGE-GROUP ATTORNEY-DISAPPEAR-
GROUP

REQUESTER-GROUP PRESENTER-GROUP PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

ATTORNEY-GROUP
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中間ｺｰﾄﾞ 書類名　＼　項目名 申請者 提出者 手続した代理人 代理人 事件の出願人 事件の出願人の代理人 変更する代理人 消滅する代理人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

ATTORNEY-OF-CASE-
GROUP

ATTORNEY-CHANGE-GROUP ATTORNEY-DISAPPEAR-
GROUP

REQUESTER-GROUP PRESENTER-GROUP PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

ATTORNEY-GROUP

A821 手続補足書 【補足をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A822 証明書類提出書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A824 ひな形又は見本補足書 【補足をする者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A833 特徴記載書 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A826 協議の結果届　※２ 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A831 刊行物等提出書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A871 早期審査に関する事情説明書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A872 早期審査に関する事情説明補充書 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －

A908 協議の結果届 【商標登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A907 秘密意匠期間変更請求書 【請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
A915 既納手数料返還請求書 【返還請求人】 【代理人】 ０３
A917 回復理由書 【意匠登録出願人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C54 回答書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C60 審判請求書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ 【被請求人】 － 【選任した代理人】 －
C609 請求取下書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C64 審理再開申立書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6511 書面審理申立書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6512 口頭審理申立書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6513 口頭審理陳述要領書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6514 証拠申出書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6515 証拠説明書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6517 録音テープ等の内容説明書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C652 証拠調申立書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6541 尋問事項書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C654 証人尋問申出書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6542 回答希望事項記載書面 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6543 尋問に代わる書面の提出書 【回答者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6544 書証の申出書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6546 文書特定の申出書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C655 検証申出書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C657 鑑定の申出書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6572 鑑定事項書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6573 鑑定書 【鑑定人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C659 期日変更請求書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6591 証拠調申請取下書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C6592 不出頭の届出書 【証人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C875 優先審理に関する事情説明書 － 【提出者】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C876 早期審理に関する事情説明書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C877 早期審理に関する事情説明補充書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －

C6091 一部請求取下書 【審判請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C561 異議申立書 【異議申立人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －
C661 異議取下書 【異議申立人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C662 一部異議取下書 【異議申立人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C601 判定請求書 【判定請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ 【被請求人】 － 【選任した代理人】 －
C57 答弁書 【被請求人】 ０１ － 【被請求人代理人】 ０３ 【請求人】 【請求人代理人】 【選任した被請求人代理人】 －
C58 弁駁書 【請求人】 ０１ － 【請求人代理人】 ０３ 【被請求人】 【被請求人代理人】 － －
C619 訂正請求取下書 【請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － － －
C611 訂正請求書 【請求人】 ０１ － 【代理人】 ０３ － － 【選任した代理人】 －

※１　パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。　
※２　平成２４年４月に書類名が「意匠法９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。
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5.2 - 31

項 目 名 ・タ グ 名

IDENTIFICATION-NUMBER識別番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →書

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（９桁） 共通コード表
属性：数字 Ａ２２０

１ 新規のエントリの場合

(1) 個別案件の『申請者』の 物件票と同一の識別番号を設定する チェックディジッ
『識別番号』又は『代理人』 。（複数の場合は繰り返し）但し、 トをチェックして
の『識別番号』の記載が１つ 相関チェックでエラーの場合は電子 誤りがあれば電子
以上ある場合 化を行わず、電子化不能とし、電子 化不能とし、電子

記録基準管理班データエントリー管 記録基準管理班デ
理班へ返却する ータエントリー管

理班へ返却する。

(2) 物件票に記載がない場合 内容の設定なし。
但し、相関チェックでエラーの場合
は電子化を行わず、電子化不能メモ
をつけて電子記録基準管理班データ
エントリー管理班へ
返却する。

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 32

・項 目 名 ・タ グ 名

DIVISION区分

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（２桁）
属性：数字

１ 新規のエントリの場合

(1)手続者が個別案件の『申 ”０１”を設定する。
請者』と一致した場合

(2)手続者が個別案件の『代 ”０３”を設定する。
理人』と一致した場合

(3)手続者が個別案件の『事 ”１７”を設定する。
件の出願人』と一致した場合 但し、以下の書類のみ適応

・出願人名義変更届
・出願人名義変更届（一般承継）
・出願人名義変更届（特例商標登

録出願）
・出願人名義変更届（特例商標登

録出願）（一般承継）
・書換登録申請者名義変更届

(4)手続者が個別案件の『事 ”４７”を設定する。
件の出願人の『代理人』と一 但し、以下の書類のみ適応
致した場合 ・出願人名義変更届

・出願人名義変更届（一般承継）
・出願人名義変更届（特例商標登

録出願）
・出願人名義変更届（特例商標登

録出願）（一般承継）
・書換登録申請者名義変更届

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 33

・項 目 名 ・タ グ 名

ADDRESS住所又は居所

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →書

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：可変長
属性：漢字

１ 新規のエントリの場合

(1)個別案件の『申請者』の 物件票と同一の住所又は居所を設定す 識別番号の記載
『住所又は居所』又は『代理 る。（複数の場合は繰り返し） がある場合は、
人』の『住所又は居所』の記 但し、相関チェックでエラーの場合 タグの設定を行
載が１つ以上ある場合 は電子化を行わず、電子化不能とし、 わない

電子記録基準管理班データエントリー
管理班へ返却する。

(2)物件票に記載がない場合 タグの設定を行わない
但し、相関チェックでエラーの場合は
電子化を行わず、電子化不能とし、電
子記録基準管理班データエントリー管
理班へ返却する

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 34

・項 目 名 ・タ グ 名

NAME氏名又は名称

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →書

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：可変長
属性：漢字

１ 新規のエントリの場合

(1)個別案件の『申請者』の 物件票と同一の氏名又は名称を設定す 氏名又は名称の
『氏名又は名称』又は『代理 る。（複数の場合は繰り返し） 内容は、姓名の
人』の『氏名又は名称』の記 但し、相関チェックでエラーの場合 区切りにスペー
載が１つ以上ある場合 は電子化を行わず、電子化不能とし スを１桁挿入し

電子記録基準管理班データエントリー て設定する。
管理班へ返却する。

(2)物件票に記載がない場合 タグの設定を行わない
但し、相関チェックでエラーの場合は
電子化を行わず、電子化不能とし電子
記録基準管理班データエントリー管理
班へ返却する

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

ID-CONFIRMATION-WAYＩＤ確認方法

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｉ０２０

１ 新規のエントリ 印影に該当するコード”３”を設定す
る。

(1)ＩＤ確認結果のゴム印が ＩＤラベルに該当するコード”２”を
押印されていてＩＤラベル貼 設定する。
付してある場合
（IDﾗﾍﾞﾙ＋印影の場合も）

(2)ＩＤ確認結果のゴム印が 印影に該当するコード”３”を設定す
押印されていて印影のみがあ る。
る場合

(3)ＩＤ確認結果のゴム印が 未確認に該当するコード”９”を設定
押印されていて(1)、(2)以外 する。
の場合

(4)ゴム印がない場合 電子化を行わず、電子化不能とし電子
記録基準管理班データエントリー管理
班へ返却する

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

ID-CONFIRMATION-RESULTＩＤ確認結果

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｉ４３０

１ 新規のエントリの場合

(1)物件票の申請人の識別番 “0”（確認済）を設定する。該当す
号と書誌情報の出願人又は代 るコードを設定する。
理人の識別番号を比較して、 ＩＤ確認結果コード
識別番号が一致する場合ＩＤ ・申請人確認済 ０
確認結果の記載がある場合 ・申請人確認待ち １

・申請人未確認 ２
・申請人未照合 ３

(2)物件票の申請人の識別番 “3”（未照合）を設定する。電子化
号と書誌情報の出願人又は代 を行わず、電子化不能とし電子記録基
理人の識別番号を比較して、 準管理班データエントリー管理班へ返
識別番号が一致しない場合Ｉ 却する
Ｄ確認結果の記載がない場合

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

DEFECT-GROUP不備情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 本タグは設定しない
不備コードのくり返し全体を指すタグ
として設定する
（不備コードの設定を行わない場合は
不要）

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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★
・項 目 名 ・タ グ 名

DEFECT-CODE不備コード

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（２桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合 本タグは設定しない

(1)識別ラベル、押印に不 タグの設定を行わない
備がない場合

(2)識別ラベル、押印に不 該当する不備コードを設定する
備がある場合 （不備コード一覧参照）

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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★

表．不備コード一覧

コード 内容 条件 備考

０１ 押印がない 不備項目：印鑑
（０１～１９）

０２ 届出印と相違する

０３ 複写による印

０４ 朱肉を用いて押印されていない

０５ 認められない印（簡易捺印器）

０６ 認められない印（社判による印）

０７ 認められない印
（代表者の印とは認められない）

０８ 認められない印
（氏名又は名称が印影と相違する）

０９ 認められない印
（自然人が代表者印を使用）

１０ 認められない印
（資格が相違する印を使用）

１１ 認められない印（手続限定印を使用）

１２ 認められない印（自然人として手続きし
ているが職印を用いている）

１３ 複数の押印があり、１に限定されていな
い

１４ 複数のものが同一の印を用いている

１５ 押印が不鮮明

１９ その他

２１ 識別ラベルが相違する 不備項目：識別ラベル
（２０～２９）

２２ 複写による識別ラベル

２３ 使用済みの識別ラベル

２４ 使用できない識別ラベル
（死亡、合併、破産、解散）

２５ 読み取り不能な識別ラベル

２９ その他
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・項 目 名 ・タ グ 名

CERTIFICATE-GROUP証明書情報

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有

項

入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 『証明書情報』及びその配下のタグは

インターネット出願時に使用する情報

であり、データエントリ ー部署で機関

は設定・更新を行わない。
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・項 目 名 ・タ グ 名

DATA-ENTRY-DATEデータエントリ日付

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（８桁） 共通コード表
属性：数字項目 Ｉ４００
形式：年＋月＋日

桁数 設定内容

年 ４ ４桁固定で西暦年を設定する

月 ２ ２桁固定で月を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

日 ２ ２桁固定で日を設定する２桁に
満たない場合は前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 書類フォーマット変換時のマシン日付
を西暦で設定する。

２ 更正申請の場合 項番１と同じ

３ 援用合体の場合 項番１と同じ

４ 原願電子化の場合 項番１と同じ
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料金関係タグ設定規則

１. 納付形態及び金額に対し物件票に下記の様にゴム印で表示する。（注２）

No パターン ゴム印の種類 料金の設定

１ 特許印紙のみで適料金の場合 料金は貼付額の金額を設定
適

２ 特許印紙のみで料金不正の場 料金はゴム印に記載された金
合 印紙 円 額を設定

３ 収入印紙の場合 料金はゴム印に記載された金
収入印紙 円 額を設定

４ 切手の場合 料金はゴム印に記載された金
切手 円 額を設定

５ 特許印紙を含む貼付紙の場合 それぞれの組合せ 特許印紙の金額を設定

６ 印紙無しの場合 料金は０円で設定
無 印 紙 但し、予納・前納である場合

を除く

７ 官庁出願の場合 納付方法を特許印紙とし
官 庁 料金は０円で設定する。

官庁出願

８ 特許印紙と納付済証の場合 納付方法は前納とし、料金
領収金額＋印紙 円 は、領収金額と印紙のゴム印

に記載された合計金額を設定
合計 円 する。

９ 納付済証の添付のない場合 特許印紙の貼付がある場合は
（注１） 納付済証添付なし 貼付額を設定する。

又、貼付のない場合は、設定
しない

（注） 記載をした金額というのは貼付額の意味
（注１） 提出物件の目録の欄に「納付済証」を提出する旨の記載がある場合
（注２） 特殊申請の場合、納付形態及び金額は送付票XMLの料金情報タグ

（jp:special-application/jp:charge-information）配下から設定する。



２．管理情報は、下記に従い設定する。
なお、下記に記載の通り、”納付方法が一つに特定できない場合”、及び”書誌に手数料の表示・手数料補正が何れも記載されている
場合”は、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従い、管理情報の設定を行う。

（１）特許印紙の貼付があり、納付済証の添付がない場合

① 書誌に、手数料の表示、手数料補正の何れの記載もない

納付方法
納付金

額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 × × × × 注２

② 書誌に、手数料の表示の記載があり、手数料補正の記載がない

納付金額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ × × × × × × × × × 注２ 注１、注
上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

③ 書誌に、手数料の表示の記載がなく、手数料補正の記載がある

補正対象
書類名

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ ○ × × × × × 指示印 × × × × 注２
2 ○ × × × × × × 指示印 × × × × 注２
3 × ○ × × × × × 指示印 × × × × 注２

上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

④ 書誌に、手数料の表示、手数料補正が併記されている
電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

（２）特許印紙の貼付がなく、納付済証の添付がある場合

① 書誌に、手数料の表示、手数料補正の何れの記載もない

納付方法
納付金

額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 前納 領収 × 領収 × × １

② 書誌に、手数料の表示の記載があり、手数料補正の記載がない

納付金額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
2 ○ × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
3 × × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

③ 書誌に、手数料の表示の記載がなく、手数料補正の記載がある

補正対象
書類名

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ ○ × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
2 ○ ○ × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
3 ○ × × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
4 ○ × × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
5 × ○ × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １
6 × ○ × × × × × 前納 領収 × 領収 × × １
7 × × × ○ × × × 前納 領収 × 領収 × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付番号、振替番号、指定立替納付の記載が一つでもある）、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

④ 書誌に、手数料の表示、手数料補正が併記されている
電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

（３）特許印紙の貼付、納付済証の添付が何れもない場合

① 書誌に、手数料の表示、手数料補正の何れの記載もない
管理情報の設定は行わない

注４、注５
注４、注５
注４、注５
注４、注５
注４、注５

注４、注５
注４、注５
注４、注５

書誌情報
管理情報

備考
（手数料補正）

注１、注３
注１、注３
注１、注３

書誌情報
管理情報

備考
（手数料の表示）

管理情報

管理情報
備考

（手数料の表示）

指示印

書誌情報
管理情報

備考（手数料補正）

注４、注５

項
番

項
番

項
番

項
番

項
番

項
番

書誌情報

注４、注５
注４、注５

備考
管理情報

備考

指示印 注１、注３
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② 書誌に、手数料の表示の記載があり、手数料補正の記載がない

納付金額
予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ ○ × × × × 予納 ○ ○ × × × １
2 ○ × ○ × × × 前納 × × × × × １

3 ○ × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

3-1 ○ × × × ○ ×
銀行口
座自動
振替

○ × × × ○ １

3-2 ○ × × × × ○
指定立
替納付

○ × × × × １

4 ○ × × × × × × 00 × × × × ×
5 × ○ × × × × 予納 × ○ × × × １
6 × × ○ × × × 前納 × × × × × １

7 × × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

8 × × × × ○ ×
銀行口
座自動
振替

× × × × ○ １

9 × × × × × ○
指定立
替納付

× × × × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付が併記されている）、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

③ 書誌に、手数料の表示の記載がなく、手数料補正の記載がある

補正対象
書類名

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

指定立
替納付

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ ○ ○ × × × × 予納 ○ ○ × × × １

2 ○ ○ × ○ × × × 前納 × × × × × １

3 ○ ○ × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

3-1 ○ ○ × × × ○ ×
銀行口
座自動
振替

○ × × × ○ １

3-2 ○ ○ × × × × ○
指定立
替納付

○ × × × × １

4 ○ ○ × × × × × × 00 × × × × ×

5 ○ × ○ × × × × 予納 × ○ × × × １

6 ○ × × ○ × × × 前納 × × × × × １

7 ○ × × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

7-1 ○ × × × × ○ ×
銀行口
座自動
振替

× × × × ○ １

7-2 ○ × × × × × ○
指定立
替納付

× × × × × １

8 ○ × × × × × × × 00 × × × × ×

9 × ○ ○ × × × × 予納 ○ ○ × × × １

10 × ○ × ○ × × × 前納 × × × × × １

11 × ○ × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

11-
1

× ○ × × × ○ ×
銀行口
座自動
振替

○ × × × ○ １

11-
2

× ○ × × × × ○
指定立
替納付

○ × × × × １

12 × ○ × × × × × × 00 × × × × ×

13 × × ○ × × × × 予納 × ○ × × × １

14 × × × ○ × × × 前納 × × × × × １

15 × × × × ○ × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

16 × × × × × ○ ×
銀行口
座自動
振替

× × × × ○ １

17 × × × × × × ○
指定立
替納付

× × × × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付書番号、納付番号、振替番号、指定立替納付が併記されている）、電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

注３

注３

注３

注３、注６

注３、注６、
注７

注３

注３

注３

注３、注６

注３、注６、
注７

注３

注３

注３

注３

注３、注６

注３、注６、
注７

注３

注３

注３

注３

注３、注６

注３、注６、
注７

注３

注３
注３

注３

注３、注６

注３、注６、
注７

項
番

書誌情報
管理情報

備考
（手数料補正）

注３
注３

注３

注３、注６

注３、注６、
注７

注３

書誌情報
管理情報

備考
（手数料の表示）項

番
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④ 書誌に、手数料の表示、手数料補正が併記されている
電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

（４）特許印紙の貼付、納付済証の添付の何れもある場合
電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示に従う

（５）特殊申請の場合

予納台帳
番号

(jp:deposi
t-

number)

納付番
号

(jp:elect
ronic-
cash-

number)

振替番
号

(jp:trans
fer-

number)

指定立
替納付
(jp:credi
t-card-
paymen

t)

特殊申
請納付
金額

(jp:speci
al-

applicat
ion-fee)

納付方
法

納付金
額

予納台
帳番号

納付書
番号

納付番
号

振替番
号

会計種
別

1 ○ × × × ○ 予納 ○ ○ × × × １

2 × ○ × × ○
電子現
金納付

× × × ○ × １

3 × × ○ × ○
銀行口
座自動
振替

○ × × × ○ １

4 × × × ○ ○
指定立
替納付

○ × × × × １

5 × × × × ○ × 00 × × × × ×

6 ○ × × × × 予納 × ○ × × × １

7 × ○ × × ×
電子現
金納付

× × × ○ × １

8 × × ○ × ×
銀行口
座自動
振替

× × × × ○ １

9 × × × ○ ×
指定立
替納付

× × × × × １

上記以外の場合（予納台帳番号、納付番号、振替番号、指定立替納付が併記されている）、電子記録基準管理班の指示に従う

※上記の表中の記号、注について

：書誌情報の場合”記載あり”、管理情報部の場合”設定あり”（設定内容は各個別項目参照）を表している
：書誌情報の場合”記載無し”、管理情報部の場合”設定しない”を表している
：押印された指示印に従い入力する。
：管理情報部の納付金額に関しては、納付済証に記載された金額を設定する。　また、管理情報部の納付書番号に関しては
 納付済証に記載された納付書番号を設定する。
：０円を表す

：物件票（納付書）及び物件票（納付書）に押印された指示印に問題がある場合は電子記録基準管理班データエントリー管理班に問い合わせる。
：管理情報の会計種別に関しては管理情報の納付方法が「特許印紙」、「予納」、「前納」、「電子現金納付」、「指定立替納付」の場合のみ
　"1"（ 特別会計）を設定する。
：提出物件の目録の欄に「納付済証添付なし」のゴム印が押印されている場合、申請書（紙申請）を添付書類として電子化す
 る。（前頁項番３のNo９参照）
：提出物件名は「納付済証」とし、（特許庁提出用）は不要。注４、５についても同様
：提出された「納付済証」を添付書類として電子化する。（提出物件名は「納付済証」）
：納付済証が複数枚添付された場合は、電子記録基準管理班データエントリー管理班の指示に従う。
：銀行口座自動振替による振替番号およびクレジットカード決済による指定立替納付の記載は、緊急避難案件、
　再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）、
　特殊申請の場合のみに存在する。
：クレジットカード決済による指定立替納付の記載は、窓口クレジットカード決済の場合にも存在する。

注５
注６

注１
注２

注３

注４

×
指示印
領収

00

○

項
番

送付票XML 管理情報

備考

注７
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空白ページ



5.2 - 43

・項 目 名 ・タ グ 名

RELATION-CHARGE-ARTICLE料金関係

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 タグ『料金関係』全体を指すタグとし
て設定する。
タグ『料金関係』配下に設定する情報
がない場合は不要。

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 44

・項 目 名 ・タ グ 名

PAYMENT-WAY納付方法

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案 提出物件 Ｄ ・ Ｅ
件

入力方法 手 入 力 機械入 機械移送
力

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項 入力元の状態 電子化における対処 備 考
番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｉ４２０

１ 新規のエントリの場合

物件票がなく、納付済証の添付がある場合 前納に該当するコード”２ １次ﾃﾞ-ﾀ
”を設定する
但し、書誌の手数料の表示又は手数料補正
に、予納台帳番号、納付書番号、納付番
号、振替番号、指定立替納付がある場合、
手数料の表示、手数料補正が併記されてい
る場合は、電子記録基準管理班データエン
トリ管理班の指示に従い設定する。

物件票があり、納付済証の添付がない場合 納付書の指示印から該当す １+２次データ
るコードを設定する。
・特許印紙及び特許印紙を

含む混在使用時…１ *1 *1：無印紙の場
・前納…………２ 合は設定し な
・予納…………３ い
・収入印紙……４
・切手…………５
・現金…………６
・登記印紙……７
・収入証紙……８
・その他で特許印紙を含ま

ない混在使用時…９
但し、書誌の手数料の表示又は手数料補正
に、予納台帳番号、納付書番号、納付番
号、振替番号、指定立替納付がある場合、
手数料の表示、手数料補正が併記されてい
る場合は、電子記録基準管理班データエン
トリ管理班の指示に従い設定する。

物件票がなく、納付済証の添付もない場合 ３次データ
（注１）

・書誌情報の『手数料の表示』の『予納 予納に該当するコード“３ 書類名が補正書
台帳番号』に実データがある場合(注１) ”を設定する。 で料金補正の場

合は、
・書誌情報の『手数料の表示』の『納付 電子現金納付に該当するコード”Ａ”を設 『予納台帳番
番号』に実データがある場合（注１） 定する 号』は『手数料

補正』の『予納
・書誌情報の『手数料の表示』の『納付 前納に該当するコード“２ 台帳番号』、
書番号』に実データがある場合(注１) ”を設定する。 『納付書番号』

は『手数料補
・書誌情報の『手数料の表示』の『振替 銀行口座自動振替に該当するコード“Ｂ” 正』の『納付書
番号』に実データがある場合(注１) を設定する。 番号』、

『納付番号』は
・書誌情報の『手数料の表示』の『指定 指定立替納付に該当するコード“Ｃ”を設 『手数料補正』
立替納付』の記載がある場合(注１) 定する。 の『納付番

号』、
・書誌情報の『手数料の表示』に、『予 タグの設定なし。 『振替番号』は
納台帳番号』『納付書番号』『納付番 『手数料補正』
号』『振替番号』、『指定立替納付』の の『振替番
記載が一つもない場合（注１） 号』、

『指定立替納
・書誌情報の『手数料の表示』に、『予 電子記録基準管理班データエントリ管理班 付』は『手数料
納台帳番号』、『納付書番号』、『納付 の指示に従い設定する 補正』の『指定
番号』『振替番号』、『指定立替納付』 立替納付』
が２つ以上記載がある場合 となる

物件票があり、納付済証の添付もある場合 電子記録基準管理班ﾃﾞｰﾀｴﾝﾄﾘ管理班の指示
に従い設定する
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・項 目 名 ・タ グ 名

PAYMENT-WAY納付方法

項 入力元の状態 電子化における対処 備 考
番

１ 新規のエントリの場合

特殊申請の場合 送付票ＸＭＬの料金情報タグ（jp:special 送付票ＸＭＬは
-application/jp:charge-information）配 書類に記載がな
下から設定する。 い場合もタグを
① 予納台帳番号（jp:deposit-number）に 空で設定するた
設定値が存在する場合、“3”（予納）を め、納付方法は
設定する。 タグの有無では
② 納付番号（jp:electronic-cash-numbe なく設定値の有
r）に設定値が存在する場合、”A”（電子 無によって判断
現金納付）を設定する。 する。
③ 振替番号（jp:transfer-number）に設
定値が存在する場合、”B”（銀行口座自
動振替）を設定する。
④ 指定立替納付（jp:credit-card-paymen
t）に設定値が存在する場合、”C”（指定
立替納付）を設定する。
⑤ 予納台帳番号、納付番号、振替番号、
指定立替納付に設定値が存在しない場合、
タグを設定しない。
⑥ 予納台帳番号、納付番号、振替番号、
指定立替納付に設定値が２つ以上存在する
場合、電子記録基準管理班の指示に従い設
定する。

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 45

・項 目 名 ・タ グ 名

KIND-OF-FEE納付金額

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ
有 →管

項 入力元の状態 電子化における対処 備 考
番

設定するデータの形式
桁数：可変長（最大９桁）
属性：数字

注：納付金額は有効データのみ設
定する（9桁に満たない部分につい
て前に"0"を埋めることはしない）

１ 新規のエントリの場合

(1)物件票に納付金額の記載がある場合

①納付済証の添付がなく、物件票にゴ 料金関係タグ設定規則の項番１に従 ２次ﾃﾞ-ﾀ
ム印がある場合 い設定する。

②上記以外の場合 電子記録基準管理班データエントリ
管理班の指示に従い設定する

(2)物件票に納付金額の記載がない場合

①納付済証の添付がある場合。 納付済証に記載された金額を設定す １次ﾃﾞ-ﾀ
る

②納付済証の添付がない場合 ３次ﾃﾞ-ﾀ （注１）
・書類名が補正書で料金

②-1書誌情報の『手数料の表示』に 補正の場合は、『予納台
納付金額の記載がある場合（注１） 帳番号』は『手数料補

正』の『予納台帳番
予納台帳番号、振替番号、指定立 個別案件の『手数料の表示』の『納 号』、『納付書番号』は
替納付の記載がある 付金額』の値を設定する。 『手数料補正』の『納付

書番号』、『納付番号』
は『手数料補正』の『納

納付書番号、納付番号の記載があ タグの設定を行わない 付番号』、『振替番号』
る は『手数料補正』の『振

替番号』、『指定立替納
予納台帳番号、納付書番号、納付 オールゼロを設定する 付』は『手数料補正』の
番号、振替番号、指定立替納付の 『指定立替納付』となる
記載がない ・②-1、②-2の何れの場

合も、申請書の手数料の
②-2 書誌情報の『手数料の表示』 タグの設定を行わない 表示（又は手数料補正）
に納付金額の記載がない場合(注１) 但し、申請書の手数料補正が、補正 に、予納台帳番号、納付

対象書類名のみの記載の場合は、オ 書番号、納付番号、振替
ールゼロを設定する 番号、指定立替納付が２

つ以上記載されていると
きは、電子記録基準管理
班データエントリ管理班
の指示に従い設定する

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

KIND-OF-FEE納付金額

項 入力元の状態 電子化における対処 備 考
番

１ 新規のエントリの場合

(3)特殊申請の場合 送付票XMLの特殊申請納付金額（jp:
special-application-fee）から設
定する。
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・項 目 名 ・タ グ 名

KIND-OF-ACCOUNT会計種別

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｄ０１０

１ 新規のエントリの場合

(1)管理情報の『納付金額』 特別会計に対応するコード“１”を設 本対処は、Ｖ１時
が設定してある場合 定する。 対象。

Ｖ２以降では一般
会計に該当するコ

(2)管理情報の『納付金額』 タグの設定を行わない ード”２”があ
が”０”又は設定のない場合 る。

(3)管理情報の『納付方法』 特別会計に対応するコード“１”を設 銀行口座自動振
に 定する。 替、指定立替納付

・特許印紙………１ は、緊急避難案
・前 納…………２ 件、再ＤＥ（オン
・予 納…………３ ライン申請された
・電子現金納付…Ａ 案件で四法等に誤
・銀行口座自動振替…Ｂ りがあった場合
・指定立替納付…Ｃ に、ＤＥ機関にお

が設定してある場合 いて修正を行い新
規エントリとして
データエントリす
ること）、特殊申
請の場合のみ 設に
定されている。
指定立替納付は窓
口クレジットカー
ド決済の場合にも
設定される。

(3)管理情報の『納付方法』 タグの設定を行わない
が"1･2･3" 以外（上記以外）
の場合

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 47

・項 目 名 ・タ グ 名

ACCOUNT-NUMBER予納台帳番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（６桁） 共通コード表
属性：数字 Ｂ３２０

１ 新規のエントリの場合

(1)物件票、納付済証の添付 記載内容を設定する。
がなく、

・書誌情報の『手数料の表
示』に『予納台帳番号』 （注１）
の実データがある場合。 書類名が補正書
（注１） で料金補正の

場合は、
『予納台帳番号
』は『手数料補
正』の『予納台
帳番号』となる

(1-1)特殊申請の場合 送付票XMLの予納台帳番号（jp:deposi
t-number）から設定する

(2)上記以外の場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 48

・項 目 名 ・タ グ 名

PAYMENT-NUMBER納付書番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１１桁） 共通コード表
属性：数字 Ｂ２４０

１ 新規のエントリの場合

(1)納付済証の添付がある場 納付済証の納付書番号を設定する。
合。

(2)上記以外の場合。 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 48 - 1

・項 目 名 ・タ グ 名

ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER納付番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項

入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式

桁数：固定長（１６桁）

属性：数字

１ 新規のエントリの場合

(1)物件票、納付済証の添付 記載内容の数字部分のみを設定する。

がなく、

書誌情報の『手数料の表示 （注１）

』に『納付番号』の実デー 書類名が補正書

タがある場合。（注１） で料金補正の場

合は、『納付番

号』は『手数料

補正』の『納付

番号』となる

(2)上記以外の場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 48 - 2

空白ページ



5.2 - 48 - 2

・項 目 名 ・タ グ 名

TRANSFER-NUMBER振替番号

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項

入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式

桁数：固定長（８桁）

属性：数字

１ 新規のエントリの場合

(1)緊急避難案件、再ＤＥ 記載内容の数字部分のみを設定する。 （注１）

（注１）の 場合 オンライン申請

書誌情報の『手数料の表 された案件で四

示』に『振替番号』の実 法等に誤りがあ

データがある場合。（注 った場合に、Ｄ

２） Ｅ機関において

修正を行い新規

エントリとして

データエントリ

すること

（注２）

書類名が補正書

で料金補正の場

合は、『振替番

号』は『手数料

補正』の『振替

番号』となる

(2)上記以外の場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 49

・項 目 名 ・タ グ 名

PRESENTED-OBJECT-ARTICLE提出された物件

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 提出された物件の繰り返し全体を指す
タグとして設定する。

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない

補 足：
①手続補正書において提出物件を補正
する場合、対象となる提出物件は、『
提出された物件』に設定する。

②提出された物件として設定する対象
は以下の物件

・図面
・写真
・ひな形
・見本
・参考ひな形
・参考見本
・音声ファイル

（＊１）・訂正請求の範囲
（＊１）・訂正明細書

（＊１）・訂正図面
・上記以外の添付書類・物品全て

（委任状、優先権証明書など）

（参考図面、参考写真はそれぞ
れ図面、写真として扱う）

（＊１）訂正請求書、訂正の審判
請求書に添付される。



5.2 - 50

・項 目 名 ・タ グ 名

OBJECT-GROUP物 件

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 提出された物件(タグ『提出物件名』､
『提出物件コード』､『物件電子化フ
ラグ』)のグループを指すタグとして
設定する。

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 51

・項 目 名 ・タ グ 名

PRESENT-OBJECT-NAME提出物件名

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：可変長 共通コード表
属性：漢字 Ａ４３０

１ 新規のエントリの場合

(1)提出物件がある場合 ①意匠登録願、手続補正書、ひな形又は見本補足書
に見本・ひな形が添付されていて電子化を行う場合

（注） は、「見本」又は「ひな形」と記載する。
提出物件、提出物件 ②見本・ひな形が添付されていながら電子化を行わ
票、申請書類の【提出 ない場合および見本・ひな形以外でもイメージ化で
物件の目録】の【物件 きない物件（頁数の多い冊子、カタログ、パンフレ 記載例）
名】の間で齟齬がある ット等）が提出された場合は、「○○○（見本あ ・パンフレット
場合は電子記録基準管 り）」と記載する。） （見本あり）
理班へ問い合わせる。 ③音声ファイルと参考用電子ファイルが提出された

場合は、「○○○（見本あり）」と記載する。 ・商標法第５条第
④上記①～③以外の場合、記載内容を設定する。 ４項のに規定する
（提出物件がＣＤやＤＶＤ等の媒体の場合は、媒体 物件（見本あり）
のラベル名を設定する。媒体にラベル名がない場合
は出願支援課に問い合わせを行う。）
⑤意匠登録願（複数）に図面・写真が添付されてい ・【意匠1】図面
る場合は、「【意匠n】図面」又は「【意匠n】写
真」と記載する。
⑥意匠登録願（複数）に見本・ひな形が添付されて ・【意匠1】見本
いて電子化を行う場合は、「【意匠n】見本」又は
「【意匠n】ひな形」と記載する。
⑦意匠登録願（複数）に見本・ひな形が添付されて ・【意匠1】見本
いながら電子化を行わない場合は、「【意匠n】見本 （見本あり）
（見本あり）」又は「【意匠n】ひな形（見本あ
り）」と記載する。
⑧意匠登録願（複数）に見本・ひな形以外でもイメ ・パンフレット
ージ化できない物件（頁数の多い冊子、カタログ、 （見本あり）
パンフレット等）が提出された場合は、「○○○
（見本あり）」と記載する。）
（⑤～⑦の「【意匠n】」は意匠登録願（複数）の項
目【意匠n】と同じ値）

但し、『提出物件コード』に変換できる場合は設定
しない。

(2)提出物件がない場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 52

・項 目 名 ・タ グ 名

PRESENT-OBJECT-CODE提出物件コード

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（６桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ａ４３０

１ 新規のエントリ

(1)提出物件を電子化した場 該当するコード（６桁）を設定する。
合（提出物件コードが登録さ （提出物件コードについては共通コー
れている場合） ド表参照）

(2提出物件を電子化した場合 タグの設定を行わない
（提出物件コードが登録され
ていない場合）

(3)提出物件を電子化しない タグの設定を行わない
場合

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 53

・項 目 名 ・タ グ 名

OBJECT-ELECTRONIC-DATA-FLAG物件電子化フラグ

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｈ１２０

１ 新規のエントリの場合

(1)提出物件を電子化せず、 “２”を設定する。 【返還の申出】
かつ【返還の申出】の項目が は【提出物件の
ない場合、及び項目内容がエ 目録】の配下に
ラーまたは無い場合 設定される

(2)提出物件を電子化せず、 “３”を設定する。
かつ【返還の申出】の内容が
”有”の場合

(3)提出物件を電子化し、か “４”を設定する。
つ【返還の申出】の項目がな
い場合、及び項目内容がエラ
ーまたは無い場合

(4)提出物件を電子化し、か “５”を設定する。
つ【返還の申出】の内容が”
有”の場合

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない

補 足：
“電子化せず”とする場合は以下のケ
ースを指す

・提出物件が立体物（ひな形、見本
含む）のケース

・提出物件が音声ファイルのケース
・提出物件が書面の場合で、電子記

録基準管理班データエントリ管理
班の指示により電子化を行わなか
ったケース



5.2 - 54

・項 目 名 ・タ グ 名

ORIGINAL-DATA-YES-OR-NO原データの有無

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｆ０３０

１ 新規のエントリの場合

(1)原データがある場合 “１”を設定する

(2)原データがない場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 55

・項 目 名 ・タ グ 名

CORRECTION-APPLICATION-ARTICLE更正申請

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更正申請に関する情報(タグ『更正申
請フラグ』､『再方式審査の要否』､『
四法区分』､『出願番号』)のグループ
を指すタグとして設定する。

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 56

・項 目 名 ・タ グ 名

CORRECTION-APPLICATION-FLAG更正申請フラグ

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｆ０６０

１ 新規のエントリ タグの設定を行わない

２ 更正申請処理である場合 ”３”を設定する。

３ 援用合体の場合 タグを削除する。

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 57

・項 目 名 ・タ グ 名

FORMALITY-RETRIAL-NECESSITY再方式審査の要否

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｉ１１０

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合

(1)更正申請書に「要」の記 “１”を設定する。
載がある場合

(2)更正申請書に「要」の記 タグの設定を行わない
載がない場合

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 58

・項 目 名 ・タ グ 名

LAW四法区分
（タグ『更正申請』配下）

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ａ３７０

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合

(1)更正申請書に記載の更正 更正前の四法区分を設定する。
箇所が四法区分・出願番号で
ある場合 四法区分コード

・特 許……１
・実 用……２
・意 匠……３
・商 標……４

(2)更正申請書に記載の更正 タグの設定を行わない
箇所が四法区分・出願番号で
ない場合

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 59

・項 目 名 ・タ グ 名

APPLICATION-NUMBER出願番号
（タグ『更正申請』配下）

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１０桁） 共通コード表
属性：数字項目 Ｂ１２０
形式：年＋号

桁数 設定内容

年 ４ 年を西暦で設定する

号 ６ 号を６桁固定で設定する
号が６桁に満たない場合
は、前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合

更正箇所が四法区分・出願番 更正申請書に記載又は添付のプルーフ
号である場合 より出願番号を設定する。

更正箇所が四法区分・出願番 タグの設定を行わない
号でない場合

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない



5.2 - 60

・項 目 名 ・タ グ 名

PARENT-APPLICATION-ELC-ARTICLE原願電子化情報

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 原願電子化に関する情報(タグ『原願
電子化フラグ』､『四法区分』､『出願
番号』)のグループを指すタグとして
設定する。

４ 原願電子化の場合 項番３と同じ



5.2 - 61

・項 目 名 ・タ グ 名

PARENT-APPLICATION-ELC-FLAG原願電子化フラグ

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 有 →管

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式 参考：
桁数：固定長（１桁） 共通コード表
属性：キャラクタ Ｈ０５０

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 タグを削除する。

３ 援用合体の場合

(1)旧願から新願への援用 ”２”を設定する
合体の場合

(2)新願から新願への援用 ”３”を設定する
合体の場合

４ 原願電子化の場合 ”１”を設定する



5.2 - 62

・項 目 名 ・タ グ 名

LAW四法区分
（タグ『原願電子化情報』配下）

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合

(1)四法区分がある場合 当該事件を原願とする特殊出願の四法
区分を設定する。（例参照）

四法区分コード
・特 許……１
・実 用……２
・意 匠……３
・商 標……４

(2)四法区分がない場合 電子化不能として電子記録基準管理班
データエントリ管理班へ返却する

例）
原願（原願電子化対象） 新願

四法：特許 四法：意匠
出願番号： 出願番号：

19890000001 2000123456

原願を電子化（全面イメージ）する際、当該タグの内容に新願の四法（意匠）に対応
するコード"3"を設定する
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・項 目 名 ・タ グ 名

APPLICATION-NUMBER出願番号
（タグ『原願電子化情報』配下）

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前DVD Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１０桁）
属性：数字項目
形式：年＋号

桁数 設定内容

年 ４ 年を西暦で設定する

号 ６ 号を６桁固定で設定する
号が６桁に満たない場合
は、前に"0"を補う

１ 新規のエントリの場合 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合

(1)出願番号がある場合 当該事件を原願とする特殊出願の出願
番号を設定する。

(2)出願番号がない場合 電子化不能とし電子記録基準管理班デ
ータエントリー管理班へ返却する。

例）
原願（原願電子化対象） 新願

四法：特許 四法：意匠
出願番号： 出願番号：

19890000001 2000123456

原願を電子化（全面イメージ）する際、当該タグの内容に新願の出願番号"2000123456"
を設定する
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・項 目 名 ・タ グ 名

DE-CHARGE-FLAGＤＥ料徴収フラグ

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合

ＤＥ料を徴収しない書類(注) タグの設定を行わない 注：項番２．４
及び原簿分割移転による書換 参照
申請書のエントリの場合

上記以外 “１”を設定する

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

REPLACEMENT-DIVISION-FLAG書換分割フラグ

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合

個別案件の【書類名】の横に “１”を設定する
「料金不要」の押印がある場
合
（原簿分割移転が発生した場
合の書換登録申請書のエント
リの場合）

上記以外 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

ITERNATIONAL-DISTINCTIONモデル国際様式識別

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合

モデル国際様式による手続等 “１”を設定する
の場合

上記以外 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

ADEQUATE-DISTINCTION標準文字妥当性識別フラグ

入力元 発注伝票 物 件 票 個別案件 提出物件 Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ 無

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

設定するデータの形式
桁数：固定長（１桁）
属性：キャラクタ

１ 新規のエントリの場合

下記の書類で【標準文字】の “１”を設定する (注１)
記載があるにも関わらず【商 該当するケース
標登録を受けようとする商 は
標】、【防護標章登録を受け ５．３．５ 書
ようとする標章】における書 誌情報仕様個別
面の記載内容をそのままイメ 項目
ージで電子化した場合(注１) ３．４ 補足

・商標登録願 １．前提条件
・団体商標登録願 ③標準文字につ
・地域団体商標登録願 いてを参照
・防護標章登録願
・手続補正書（方式）
・手続補正書

上記以外 タグの設定を行わない

２ 更正申請の場合 項番１と同様

３ 援用合体の場合 項番１と同様

４ 原願電子化の場合 更新しない
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・項 目 名 ・タ グ 名

PATENT-OPPOSITION-ARTICLE庁内付与情報

入力元 紙原本 物 件 票 更正申請書 更正前MT Ｄ ・ Ｅ

入力方法 手 入 力 機械入力 機械移送

論理ﾁｪｯｸ

項
入力元の状態 電子化における対処 備 考

番

１ 新規のエントリの場合 『庁内付与情報』及びその配下のタグ
は設定しない

２ 更正申請の場合 更新しない

３ 援用合体の場合 更新しない

４ 原願電子化の場合 更新しない
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5.2.4 管理情報における相関チェック

本章では、物件票に記載された項目と、一部の個別案件との整合性を考慮し、電子化して

よいかどうかの判断を記載する。下記のケースに該当しない場合は電子化不能として、電子記

録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

(1) 以下のケースのいずれかに該当すること。

①窓口受付時、提出日と受付日が一致する場合

（発注時の申請形態が特殊申請の時は除く）

②郵送受付時、受付日が提出日以降である場合

また、消印不明フラグが不明の時一致すること

（発注時の申請形態が原願の時は除く）

(2) データエントリ日付が受付日以降であること（受付形態が原願の場合を除く）

(3) 以下のケースにいずれかに該当すること。

管理情報

申請形態 『書類分類コ 『更正申請 『原願電子 『出願番号』

ード』 フラグ』 化ﾌﾗｸﾞ』

１ 紙 願書 更正でない 原願電子化 ALL0

でない

２ 紙 中間書類 更正でない 原願電子化 書誌の『事件の表示』

でない の『出願番号』と一致

３ 紙 願書・補正 更正でない 原願電子化 書誌の『事件の表示』

書以外 でない の『出願番号』と一致

４ 更正 願書 更正 原願電子化 記入有り

でない

５ 更正 手続補正書 更正 原願電子化 書誌の『事件の表示』

でない の『出願番号』と一致

６ 援用 願書 援用 記入有り

（旧→新）

７ 援用 願書 援用 記入有り

（新→新）

８ 原願 願書 更正でない 旧願電子化 記入有り

９ 特殊申請 中間書類 更正でない 原願電子化 書誌の『事件の表示』

でない の『出願番号』と一致
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(4) 以下のケースのいずれかに該当すること。

管理情報

『消印不明 『書留番 『受付形 （注）消印不明フラグについて

ﾌﾗｸﾞ』 号』 態』 判明とは、消印不明の印がない場合を言う。

不明とは、消印不明の印がある場合を言う。

１ 判明 無記入 郵送 書留番号について

無記入とは、書留番号の印があり、“／”の

２ 不明 ─── 郵送 記載がある場合を言う。

３ 判明 無記入 窓口

４ 判明 無記入 原願

５ 判明 ─── 特殊申請

(5) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場合はエラー

Ａ．出願人名義変更届以外の場合

①管理情報の『区分』が'01'（出願人）の場合

(ｱ) 管理情報の『識別番号』が記入ありの場合、管理情報の『識別番号』が書誌の『申請者』の

『識別番号』と一致するか、または氏名が識別番号の存在する申請者の氏名と一致すること。

(ｲ) 管理情報の『識別番号』が記入なしの場合、管理情報の『住所』が書誌の『申請人』の『住所』

と一致し、かつ管理情報の『氏名』が書誌の『申請者』の『氏名』と一致すること。

②管理情報の『区分』が'03'（代理人）の場合

(ｱ) 管理情報の『識別番号』が記入ありの場合、管理情報の『識別番号』が書誌の『代理人』の

『識別番号』と一致するか、または管理情報の『氏名』が『識別番号』の存在する書誌の『代理人』

の『氏名』と一致すること。

(ｲ) 管理情報の『識別番号』が記入なしの場合、管理情報の『住所』が書誌の『代理人』の『住所』

と一致し、かつ管理情報の『氏名』が書誌の『代理人』の『氏名』と一致すること。

Ｂ．出願人名義変更届の場合

①管理情報の『区分』が'01'（出願人）の場合

(ｱ) 管理情報の『識別番号』が記入ありの場合、管理情報の『識別番号』が書誌の『申請者』の

『識別番号』と一致するか、または管理情報の『氏名』が識別番号の存在する書誌の『申請者』

の『氏名』と一致すること。

(ｲ) 管理情報の『識別番号』が記入なしの場合、管理情報の『住所』が書誌の『申請人』の『住所』

と一致し、かつ管理情報の『氏名』が書誌の『申請者』の『氏名』と一致すること。

②管理情報の『区分』が'03'（代理人）の場合

(ｱ) 管理情報の『識別番号』が記入ありの場合、管理情報の『識別番号』が書誌の『代理人』の

『識別番号』と一致するか、または管理情報の『氏名』が『識別番号』の存在する書誌の『代理人』

の『氏名』と一致すること。

(ｲ) 管理情報の『識別番号』が記入なしの場合、管理情報の『住所』が書誌の『代理人』の『住所』

と一致し、かつ管理情報の『氏名』が書誌の『代理人』の『氏名』と一致すること。
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③管理情報の『区分』が'17'（譲渡人）の場合

(ｱ) 管理情報の『識別番号』が記入ありの場合、管理情報の『識別番号』が書誌の『事件の出願人』の

『識別番号』と一致するか、または管理情報の『氏名』が識別番号の存在する書誌の『事件の出願人』

の『氏名』と一致すること。

(ｲ) 管理情報の『識別番号』が記入なしの場合、管理情報の『住所』が書誌の『事件の出願人』の『住所』

と一致し、かつ管理情報の『氏名』が書誌の『事件の出願人』の『氏名』と一致すること。

④管理情報の『区分』が'47'（譲渡人代理人）の場合

(ｱ) 管理情報の『識別番号』が記入ありの場合、管理情報の『識別番号』が書誌の『事件の出願人の代理人』

の『識別番号』と一致するか、または管理情報の『氏名』が『識別番号』の存在する書誌の『事件の出

願人の代理人』の『氏名』と一致すること。

(ｲ) 管理情報の『識別番号』が記入なしの場合、管理情報の『住所』が書誌の『事件の出願人の代理人』の

『住所』と一致し、かつ管理情報の『氏名』が書誌の『事件の出願人の代理人』の『氏名』と一致する

こと。

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）
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(6) 以下のケースのいずれかに該当すること。

管理情報

凡例

ＩＤ確認 ＩＤ確認結果

方法 ○：組合せ可

確認済 確認待 未確認 未照合

ち

×：組合せ不可

１ IDﾗﾍﾞﾙ ○ ○ × ×

１ 印影 ○ ○ × ○

２

３ 押印不備 × ○ ○ ×

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

（注）押印廃止対応以降、下記項目は設定されなくなる。

・ＩＤ確認方法の「ＩＤラベル」および「未確認」

・ＩＤ確認結果の「確認待」および「未確認」

(7) 以下のケースのいずれかに該当すること。

凡例 ○：設定有、×：設定無、－：不問

管理情報の確認情報

『ＩＤ確 『識別番 『住 『氏 『不備ｺｰ

認結果』 号』 所』 名』 ﾄﾞ』

１ 確認済 ○ － － ×

２ 確認待 ○ － － ○

３ 未確認 × ○ ○ ○

２ 未照合 × ○ ○ ×

４

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

（注）押印廃止対応以降、下記項目は設定されなくなる。

・ＩＤ確認結果の「確認待」および「未確認」

・不備コード（上位タグの不備情報を含む）
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(8) 以下のケースのいずれかに該当すること。
（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

凡例： 無記入：タグの設定なし。

管理情報
項番

『納付 『納付金額』 会計種 『予納台帳番 『納付書番 『納付番号』 『振替番号』 備考
方法』 別 号』 号』

１ 特許印 記入あり 特別会 無記入 無記入 無記入 無記入
紙 計

２ 前納 無記入（但 特別会 無記入 無記入（但 無記入 無記入 注１
し、書誌の 計 し、書誌の
『手数料の表 『手数料の表
示』の『納付 示』に『納付
金額』の記述 書番号』の記
があること） 述があるこ

と）

３ 前納 無記入（但 特別会 無記入 無記入（但 無記入 無記入 注２
し、書誌の 計 し、書誌の
『手数料補 『手数料補
正』の『納付 正』に『納付
額』の記述が 書番号』の記
あること） 述があるこ

と）

４ 前納 記入あり 特別会 無記入 記入あり 無記入 無記入
計

４-1 電子現 記入なし 特別会 無記入 無記入 記入ありかつ 無記入
金納付 計 書誌の『手数

料の表示』の
『納付番号』
と一致

４-2 電子現 記入なし 特別会 無記入 無記入 記入ありかつ 無記入
金納付 計 書誌 の『手数

料補正』 の
『納付番号』
と 一致

４-3 銀行口 記入ありかつ 特別会 無記入 無記入 無記入 記入ありかつ書 注６
座自動 書誌の『手数 計 誌の『手数料の
振替 料の表示』の 表示』の『納付

『納付金額』 振替番号』と一
と一致 致

４-4 銀行口 記入ありかつ 特別会 無記入 無記入 無記入 記入ありかつ書 注６
座自動 書誌の『手数 計 誌 の『手数料補
振替 料補正』の 正』 の『納付振

『納付金額』 替番号』と 一致
と一致

４-5 指定立 記入ありかつ 特別会 無記入 無記入 無記入 無記入 注６
注７替納付 書誌の『手数 計

料の表示』の
『納付金額』
と一致

４-6 指定立 記入ありかつ 特別会 無記入 無記入 無記入 無記入 注６
注７替納付 書誌の『手数 計

料補正』の
『納付金額』
と一致
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管理情報
項番

『納付 『納付金額』 会計種 『予納台帳番 『納付書番 『納付番号』 『振替番号』 備考
方法』 別 号』 号』

５ 予納 無記入 特別会 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入
計 書誌の『手数

料の表示』の
『予納台帳番
号』と一致

６ 予納 記入ありかつ 特別会 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入
書誌の『手数 計 書誌の『手数
料の表示』の 料の表示』の
『納付金額』 『予納台帳番
と一致 号』と一致

７ 予納 無記入 特別会 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入
計 書誌の『手数

料補正』の
『予納台帳番
号』と一致

８ 予納 記入ありかつ 特別会 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入
書誌の『手数 計 書誌の『手数
料補正』の 料補正』の
『納付金額』 『予納台帳番
と一致 号』と一致

９ 収入印 記入あり 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入
紙

10 切手 記入あり 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

11 現金 記入あり 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

12 登記印 記入あり 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入
紙

13 収入証 記入あり 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入
紙

14 その他 記入あり 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

15 無記入 全て“０” 無記入 無記入で書誌 無記入で書誌 無記入 無記入 注３
の『手数料の の『数料の表
表示』の『予 示』の『付書
納台帳番号』 番号』も無記
も無記入 入

16 無記入 全て“０” 無記入 無記入で書誌 無記入で書誌 無記入 無記入 注４
の『手数料補 の『数料補
正』の『予納 正』の『納書
台帳番号』も 番号』も無記
無記入 入

17 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入 注５

注１：書誌の【手数料補正】が全て無記入であること

注２：書誌の【手数料の表示】が全て無記入であること

注３：書誌の【手数料補正】が全て無記入であること

書誌の【手数料の表示】の【納付金額】が記入有であること

注４：書誌の【手数料の表示】が全て無記入であること

書誌の【手数料補正】の【補正対象書類名】、【納付金額】の何れかが記入有であること
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注５：書誌情報が以下のいずれかの条件を満たすこと

(1)【手数料の表示】と【手数料補正】が全て無記入である

(2)【手数料の表示】の【納付書番号】と【手数料補正】が共に無記入である

注６：書誌の【振替番号】と【指定立替納付】は新規エントリの緊急避難案件の場合、更正申請の場合、再ＤＥ（オ

ンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデ

ータエントリすること）、特殊申請の場合のみ 記入される。に

注７：書誌の【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記入される。

(9) 以下のケースのいずれかに該当すること。

以下の書類についてはケース１～ケース４のいずれかに該当すること。その他の書類について

はケース１～ケース５のいずれかに該当すること。（発注時の申請形態が原願のときおよび提出物件が

音声ファイルの場合は除く。）

(ｱ) 物件提出書（書誌情報に『提出物件の目録』の『援用の表示』の実データが存在する場合を除く。）

管理情報 申請書類

提出物件名 提出物件コ 物件電子化 添付書類

ード ﾌﾗｸﾞ

１ 記入有 無記入 有(４，５) 有

２ 記入有 無記入 無(２，３) 無

３ 無記入 記入有 有(４，５) 有

４ 無記入 記入有 無(２，３) 無

５ 無記入 無記入 無記入 無

(10) 以下のケースのいずれかに該当すること。

個別案件 管理情報 個別案件

ﾀｸﾞの属性に 原ﾃﾞｰﾀの 原データ

のｴﾗｰｺｰﾄﾞ 有無

あり

１ 無 無 無

２ 有 無 無

３ 有 有 有

(11) 以下のケースを満たすこと。

管理情報の『更正申請フラグ』が「更正でない」の場合、『再方式審査の要否』が「否」であること。
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(12) 以下のケースの何れかに該当すること。

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

管理情報

『更正前の四 『更正前の出 凡例

法区分』 願番号』

×：設定無

１ × ×

○：設定有

２ ○ ○
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５．３ 書 誌 情 報 仕 様

5.3.１ 書誌情報仕様の見解方法
項目毎の書誌情報仕様の見解方法を以下に示す。

(1) 書誌情報仕様の資料構成について

本仕様編では、繁雑を防ぐため集約化した資料構成を行った。構成は以下のりである。

5.3.1 書誌情報仕様の見解方法 ①

5.3.2 電子化対象書類一覧 ②

5.3.3 書類毎の変換仕様見出し ③

書誌情報仕様

5.3.4 ・共通項目の仕様 ④

5.3.5 ・個別項目の仕様 ⑤

(2) 構成図

本仕様編の構成図を以下に示す。

構 成 図

② 5.3.2 書類一覧

③ 5.3.3 変換仕様見出し
書 類

④ ⑤
共 通 項 目 個 別 項 目 5.3.4 共通項目の仕様

5.3.5 個別項目の仕様

(3) 各項についての詳細な説明

各項についての詳細を以下に述べる。

①書誌情報仕様編の見方を述べたもの

②電子化対象書類を一覧したもので、目次に当たる。

③書式例（別冊）を配慮し、申請書類毎に項目を一覧したものでインデックスに当たる。

④電子化対象書類中の項目で、基本的にデータエントリの仕様が同じ項目のものについての仕様を

述べたもので、内容に当たる。

・日本語標準名、タグ名、申請書類記載項目の名称及び項目の職権訂正が同じ物。

主な共通項目

（例）整理番号・提出日・あて先・電話番号・連絡先など。

⑤電子化対象書類中の項目で、基本的にデータエントリの仕様が異なる項目のものと、書類単位に

しかない項目ついての仕様を述べたもので、内容に当たる。

・日本語標準名、タグ名は同じであるが、申請書類記載項目の名称が書類によって異なる項目。

（例）・申請者、代理人の記事、など。

・日本語標準名、タグ名、申請書類記載項目の名称は同じであるが、項目の職権訂正が異なる項目。

（例）・書類名・特記事項、など。

・個別項目の従属項目で、単体では意味をなさない項目。

（例）・指定商品又は指定役務並びに区分の従属項目・・・類、商品役務

・書類単位にしかない項目

（例）・出願番号通知の出願日・証明しようとする出願日、など。

(4) 見方の例

例；意匠登録願の意匠登録出願人の整理番号の仕様が見たい場合

１．②の書類一覧で意匠登録願の項番を調べる。

２．③の変換仕様見出しの『１』を開いて項目名から【整理番号】を探す。

次に右に記してある参照箇所を見る。

３．共通項目の『共－1』を開く。
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(5) 5.3.3 書類毎の変換仕様見出しの見解方法

各項について、実際の例を用いて詳細な説明をする。

・ 実際の例

例

①

⑥

⑧ ② ③ ④ ⑤ ⑦意匠登録願

１

項 目 名 参 照 箇 所

項番 備考

申請書類記載項目 日本語標準名 タ グ 名 タ グ 属 性 タグ名 共 通 項 目 個 別 項 目

１ 1.0書類識別 APPLICATION A- 63

＊２ 1.1【書類名】 書類名 DOCUMENT NAME-

【整理番号】 整理番号 共－1３ ARRANGEMENT NUMBER-

４ 1.2【特記事項】 特記事項 SPECIAL MENTION- -

MATTER ARTICLE-

５ 1.3条文 ARTICLE

【提出日】 提出日 共－2６ SUBMISSION DATE-

【あて先】 あて先 共－3７ ADDRESSED TO PERSON- -

【本意匠の表示】 本意匠の表示 共－15８ PRINCIPAL APPLICATI-

ON ARTICLE-

【出願番号】 出願番号 共－16９ APPLICATION NUMBER-

【登録番号】 登録番号 共－17１０ REGISTRATION NUMBER-

・ 各項についての詳細な説明

①申請書の名称

②申請書に記載されてくる項目の名称である。

③書類フォーマット規定によるタグ名の日本語名。

④書類フォーマット規定によるタグ名。

⑤タグ属性は申請書に記載されてくるものではなくデータエントリで独自に付与するものである。

⑥タグ属性のタグ名。

⑦以下に続く、5.3.4 書誌情報の参照箇所を示したもの。

⑧「＊」は、必須項目で申請人が必ず記載してこなければならない項目。
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※書類毎の変換仕様見出しの見解方法（特殊な例）

①【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の場合。

項 目 名 参 照 箇 所 備考

項番

申 請 書 類 記 載 項 目 日本語標準名 タ グ 名 タグ属性 タ グ 名 共通項目 個別項目

３２ 【指定商品又は指定役務 指定商品又は 3.10CLSS OF GOOD- - -

AND SERVICE並びに商品及び役務の 指定役務並び -

ART区分】 に区分 -

３３ 商品役務並 3.11GOOD AND SERV- -

ICE CLSSびに区分 -

GROUP-

３４ 【第ｎ類】 類 3.12CLSS

３５ 【指定商品 商品役務 3.13GOOD AND SERV- -

ICE（指定役務）】

3.5３６ 【援用の表示】 援用の表示 CITATION

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の場合、その従属項目が、【援用の表示】か、

【第ｎ類】のどちらかによってタグの構造が異なる。

【援用の表示】のみ記載の場合

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】 <指定商品又は指定役務並びに区分>

【援用の表示】 KKK・・KK <援用の表示>KKK・・KK</援用の表示>

</指定商品又は指定役務並びに区分>

【第ｎ類】のみ記載の場合

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】 <指定商品又は指定役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

【第５類】 <類>05</類>

【指定商品（指定役務）】 安全帯 <商品役務>安全帯</商品役務>

</商品役務並びに区分>

</指定商品又は指定役務並びに区分>
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②【氏名又は名称】又は【氏名】の場合。【氏名又は名称】を例とする。

項 目 名 参 照 箇 所 備考

項 番

申請書類記載項目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タグ属性 タ グ 名 共通項目 個別項目

３２ 氏名又は名称情報 共－３９NAME GROUP-

３３ 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

３４ 【氏名又は名称】 氏名又は名称 共－４０NAME

<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>

【氏名又は名称】 代表 太郎 <氏名又は名称>代表 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】の場合、タグ<氏名又は名称>のグループ項目全体を示すタグ<氏名又は名称情報>で挟む。

③【代表者】の場合。

項 目 名 参 照 箇 所 備考

項 番

申請書類記載項目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タグ属性 タ グ 名 共通項目 個別項目

３２ 代表者情報 共－４４REPRESENTATIV

E GROUP-

３３ 代表者 共－４５REPRESENTATIV

E

３４ 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

３５ 【代表者】 代表者識別 共－４６REPRESENTATIV

E IDENTIFICAT-

ION

３６ 氏名 共－４７NAME

<代表者情報>
<代表者>

【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表者】 代表 太郎 ① <代表者識別>代表者</代表者識別> ②

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>

① 【代表者】の場合、【代表者】に記載されている氏名をタグ<氏名></氏名>に記載し、そのグループ項目の繰り返しを

指すタグは<代表者>となり、グループ項目全体を示すタグ<代表者情報>で挟む。

②<代表者識別>の記載内容は、【代表者】のデリミタの中身の記載となる。
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(6) 5.3.4 共通項目の見解方法
各項について、実際の例を用いて詳細な説明をする。※5.3.5 個別項目の見解方法も同様である。

・ 実際の例

③ ②

①

・項目名（日本語標準名） ・ タ グ 名

共－１整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER

⑤ ⑥

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ARRANGEMENT-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①申請人整理番号

②申請者整理番号

③申請人側整理番号

④

④ ３． 項目名の記載なし タグ名の設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 英数字１０桁以内による記載 記載内容をそのまま設定する

２. 英数字１１桁以上による記載 記載内容をそのまま設定し、

タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２００

を設定する。

３. 英数字・記号以外の記載 項番２と同じ ２０００

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

・ 各項についての詳細な説明

①書類フォーマット規定によるタグ名の日本語名。
②書類フォーマット規定によるタグ名。
③申請書類に記載されている状態について述べたもの。
④記載項目内容部について電子化における対処を述べたもの。電子化するに当たっての優先順位

項目をタグ名に置換し、次に内容の設定を行う。
（5.1 全般的な事項参照）

⑤データエントリにてどのように電子化を行うかを示す。
⑥エラー識別ＩＤ。（5.5 エラー時の対処参照）
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(7) タグの属性について

(7)－１ タグの属性に定義するもの

タグの属性に定義するものは以下の何れかの情報とする。

1)タグの意味を特定するもの

そのタグ自体が持つ意味についての情報を定義する

例．タグ<代理人>の代理人種別

タグ<手続補正>の一連番号 など

上位のタグの属性により下位のタグの意味をコントロールするような定義は行わない

2)イメージデータなどの外部データを指定するもの

例．タグ<イメージ>のファイル名 など
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(7)－ タグの属性一覧2

タグ名 属性名 設定される値
必須／任意 属性の意味 設定もと（様式）の情報

英語名 日本語標準名称 属性名 日本語標準名 英語名 日本語標準名

- 出願番号 - - 出願形態 - 意匠登録 任意 出願の形態を表す。 【事件の表示】、【審判事件の表示】の従属APPLICATION NUMBER KIND OF DESIGN REGISTRATION
- 商標登録 事件の表示( - - 項目として【申請番号】と記載していた場合APPLICATION TRADEMARK REGISTRATION INDICATION OF CACE-
- - 防護標章登録 ）配下の出願番号で、且つ のみ「書換登録」に対応する値を設定するDEFENSIVE MARKS REGISTRATION ARTICLE

- - 更新登録 書換登録の場合のみ設定するREGISTRATION OF RENEWAL
- 書換登録REPLACEMENT REGISTRATION

特許登録PATENT-REGISTRATION
実用登録UTILITY-MODEL-REGISTRATION

- 出願日 - - 出願形態 - 意匠登録 任意 出願の形態を表す。 【事件の表示】、【審判事件の表示】の従属FILING DATE KIND OF DESIGN REGISTRATION
- 商標登録 事件の表示( - - - 項目として【申請日】と記載していた場合のAPPLICATION TRADEMARK REGISTRATION INDICATION OF CACE
- - 防護標章登録 ）配下の出願日で、且つ書 み「書換登録」に対応する値を設定するDEFENSIVE MARKS REGISTRATION ARTICLE

- - 更新登録 換登録の場合のみ設定するREGISTRATION OF RENEWAL
- 書換登録REPLACEMENT REGISTRATION

- 申請者 - - 出願形態 - 意匠登録 任意 出願の形態を表す。 1)意見書の場合REQUESTER GROUP KIND OF DESIGN REGISTRATION
- 商標登録 項目名に対応して属性値を設定するAPPLICATION TRADEMARK REGISTRATION
- - 防護標章登録 【防護標章登録出願人】 「防護標章登録」DEFENSIVE MARKS REGISTRATION …

- - 更新登録 【更新登録出願人】…「更新登録」REGISTRATION OF RENEWAL
- 書換登録 【書換登録申請者】…「書換登録」REPLACEMENT REGISTRATION

審判 【審判請求人】…「審判」APPEAL
判定請求人 【判定請求人】…「判定請求人」JUDGMENT
被請求人 【被請求人】…「被請求人」DEMANDEE
異議申立人 【異議申立人】…「異議申立人」OPPOSITION-OF-TRIAL
特許権者 【意匠権者】…「意匠権者」PATENT-RIGHT
実用新案権者 【商標権者】…「商標権者」UTILITY-MODEL-RIGHT
意匠権者 上記以外の項目名の場合は属性の設定は行DESIGN-RIGHT

わないTRADEMARK-RIGHT 商標権者
2)出願取下書、出願放棄書、パリ条約による
優先権主張放棄書の場合
【防護標章登録出願人】 「防護標章登録」…
【更新登録出願人】…「更新登録」
上記以外の項目名の場合は属性の設定は行

わない
3)不出頭の届出書
【審判請求人】…「審判」
4)口頭審理申立書、口頭審理陳述要領書、
証拠申出書、証拠説明書、録音デープなどの

尋問事項書、証人尋問申出書、内容説明書、
回答希望事項記載書面、検証申出書、鑑定の
申出書、鑑定事項書、回答書、書面審理申立
書、証拠調申立書、書証の申出書、文書特定
の申出書、期日変更請求書、証拠調申請取下

の場合書
【判定請求人】…「判定請求人」
【被請求人】…「被請求人」
【異議申立人】…「異議申立人」
【特許権者】…「特許権者」
【実用新案権者】…「実用新案権者」
【意匠権者】…「意匠権者」
【商標権者】…「商標権者」
上記以外の項目名の場合は属性の設定は行

わない
5)請求取下書、審理再開申立書
【判定請求人】…「判定請求人」
【被請求人】…「被請求人」
【特許権者】…「特許権者」
【実用新案権者】…「実用新案権者」
【意匠権者】…「意匠権者」
【商標権者】…「商標権者」
上記以外の項目名の場合は属性の設定は行

わない
6)上記以外の書類の場合
属性の設定は行わない
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タグ名 属性名 設定される値
必須／任意 属性の意味 設定もと（様式）の情報

英語名 日本語標準名称 属性名 日本語標準名 英語名 日本語標準名

- 代表出願人 KIND-OF- 出願形態 - 意匠登録 任意 出願の形態を表す。 商標の中間書類で申請者の記事の代表出願人REPRESENTATIVE APPLICANT DESIGN REGISTRATION
APPLICATION - 商標登録 商標の場合で申請者( - に対応する項目に【代表申請者】と記載してTRADEMARK REGISTRATION REQUESTER

- - 防護標章登録 ）配下の代表出願人の場合の いた場合のみ「書換登録」に対応する値を属DEFENSIVE MARKS REGISTRATION GROUP
- - 更新登録 み設定する（書換登録の場合の 性として設定するREGISTRATION OF RENEWAL
- 書換登録 み）REPLACEMENT REGISTRATION

- 代理人 - - 代理人種別 代理人 必須 代理人の種別の識別 代理人の項目名から設定ATTORNEY GROUP KIND OF REPRESENTATIVE
- 復代理人 初期値の設定ATTORNEY SUB REPRESENTATIVE
- 法定代理人 不要LEGAL REPRESENTATIVE

- 指定代理人DESIGNATED REPRESENTATIVE

- - 手続した代理人 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上PROCEEDED ATTORNEY GROUP

- - - 事件の出願人の代理人 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上ATTORNEY OF CASE GROUP

- - 変更する代理人 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上ATTORNEY CHANGE GROUP

- - 消滅する代理人 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上ATTORNEY DISAPPEAR GROUP

- 手続補正 - 一連番号 "1"からの一連番号 任意 補正の記事の一連番号 【手続補正N】のNを設定AMENDMENT GROUP SERIAL NUMBER

イメージ 縦 縦の長さ（単位MM） 必須 紙出力時の縦の長さ 書面の場合､書面上の画像の大きさから設定､IMAGE HEIGHT
ﾗｲﾝ出願の場合､ｲﾒｰｼﾞのドット数から設定

横 横の長さ（単位MM） 必須 紙出力時の横の長さ 同上WIDTH

- ファイル名 イメージファイルのファイル名 必須 ＳＧＭＬ文書と外部実体のリンク 書面の場合、ｽｷｬﾅから取り込んだｲﾒｰｼﾞﾌｧｲﾙ､FILE NAME
情報 ｵﾝﾗｲﾝ出願の場合、申請人が付与したﾌｧｲﾙに

対応する実体名を設定する

- - 請求項の数 - 適用法規 請求 必須 適用法規を表す 項目名が【請求項の数】の場合、請求に対応NUMBER OF CLAIM ADOPTED LAW CLAIM
発明 した値を、項目名が【発明の数】の場合発明INVENTION

に対応した値を設定する

全項目 ERROR-CODE エラーコード データエントリ時に発生したエ 任意（ﾃﾞｰﾀｴﾝ ＤＥ時に該当タグで発生したエラ ＤＥ規準に則ったｴﾗｰｺｰﾄﾞを設定
（書類識別を除く） ラー情報 ﾄﾘでのエラー ーコード（現行の項目別エラー記

発生時のみ） 録に対応）

複数意匠 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すMULTIPLE-DESIGNS SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すDRAWING-ARTICLE SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面代用写真 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すPHOTOGRAPH-ARTICLE SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面代用ひな形 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すMODEL-ARTICLE SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面代用見本 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すSAMPLE-ARTICLE SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

複数意匠（補正） 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すMULTIPLE-DESIGNS-A SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面（補正） 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すDRAWING-ARTICLE-A SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面代用写真（補正） 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すPHOTOGRAPH-ARTICLE-A SERIAL NUMBER- 一連番号 任意

図面代用ひな形 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すMODEL-ARTICLE-A SERIAL NUMBER- 一連番号 任意
（補正）

図面代用見本（補正） 【意匠n】のnと同じ値 対応する複数意匠の番号を表すSAMPLE-ARTICLE-A SERIAL NUMBER- 一連番号 任意
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タグ名 属性名 設定される値
必須／任意 属性の意味 設定もと（様式）の情報

英語名 日本語標準名称 属性名 日本語標準名 英語名 日本語標準名

APPEAL-NUMBER 審判番号 KIND-OF-APPEAL 審判種別 APPEAL 査定系審判 任意 審判の種別 1)審判系中間書類及び出願系中間書類の場合
INTER-PARTES-TRIAL 当事者系審判 【審判事件の表示】、【事件の表示】配下の
OPPOSITION-OF-APPEAL 査定系異議申立 項目名に対応してタグの属性を設定する。
OPPOSITION-OF-TRIAL 付与後異議申立 【異議番号】…「付与後異議申立」
JUDGEMENT 判定 【判定番号】…「判定」

【審判番号】の場合、属性の設定は行わない
2)上記以外の場合
属性の設定は行わない

REGISTRATION-NUMBER 登録番号 KIND-OF- 出願形態 DESIGN-REGISTRATION 意匠登録 任意 出願の形態 【審判事件の表示】、【事件の表示】配下の
APPLICATION TRADEMARK-REGISTRATION 商標登録 項目名に対応してタグの属性を設定する。

DEFENSIVE-MARKS-REGISTRATION 防護標章登録 【特許番号】…「特許登録」
REGISTRATION-OF-RENEWAL 更新登録 【実用新案登録番号】…「実用新案登録」
REPLACEMENT-REGISTRATION 書換登録 【意匠登録番号】…「意匠登録」
PATENT-REGISTRATION 特許登録 【商標登録番号】…「商標登録」
UTILITY-MODEL-REGISTRATION 実用新案登録 【登録番号】の場合、属性の設定は行わない

APPEAL-ARTICLE 審判事件の表示 KIND-OF-APPEAL 審判種別 APPEAL 査定系審判 任意 審判の種別 1)審判系中間書類の場合
INTER-PARTES-TRIAL 当事者系審判 項目名に対応してタグの属性を設定する。
OPPOSITION-OF-APPEAL 査定系異議申立 【異議事件の表示】…「付与後異議申立」
OPPOSITION-OF-TRIAL 付与後異議申立 【判定請求事件の表示】…「判定」
JUDGEMENT 判定 【審判事件の表示】の場合、属性の設定は

行わない
2)上記以外の場合
属性の設定は行わない

APPEAL-ARTICLE 審判請求日 KIND-OF-APPEAL 審判種別 APPEAL 査定系審判 任意 審判の種別 1)審判系中間書類及び出願系中間書類の場合
INTER-PARTES-TRIAL 当事者系審判 【審判事件の表示】、【事件の表示】配下の
OPPOSITION-OF-APPEAL 査定系異議申立 項目名に対応してタグの属性を設定する。
OPPOSITION-OF-TRIAL 付与後異議申立 【異議事件日】…「付与後異議申立」
JUDGEMENT 判定 【判定請求日】…「判定」

【審判請求日】の場合、属性の設定は行わ
ない
2)上記以外の場合
属性の設定は行わない
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（１／３）5.3.2 意匠・商標・審判 電子化対象書類一覧

意匠・商標 電 子 化 対 象 書 類 一 覧

書類名 項番 特 実 意 商

・意匠登録願 １ － － ○ －

・意匠登録願（複数） １－１ － － ○ －

・類似意匠登録願 ２ － － ○ －

・商標登録願 ３ － － － ○

・団体商標登録願 ４ － － － ○

・地域団体商標登録願 ４－１ － － － ○

・防護標章登録願 ５ － － － ○

・防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願 ６ － － － ○

・書換登録申請書 ７ － － － ○※４

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 ８ － － － ○※４

・重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 ８－１ － － － ○※５

・出願人名義変更届 ９ － － ○ ○

・出願人名義変更届（一般承継） １０ － － ○ ○

・出願人名義変更届（特例商標登録出願） １１ － － － ○

・出願人名義変更届（特例商標登録出願）（一般承継） １２ － － － ○

・書換登録申請者名義変更届 １３ － － － ○※４

・受継申立書 １４ － － ○ ○

・代表者選定届 １５ － － ○ ○

・代理人変更届 １６ － － ○ ○

・代理人選任届 １７ － － ○ ○

・代理権消滅届 １８ － － ○ ○

・代理人受任届 １９ － － ○ ○

・代理人辞任届 ２０ － － ○ ○

・代理人解任届 ※３ ２１ － － ○ ○

・代理権変更届 ２２ － － ○ ○

・包括委任状援用制限届 ２３ － － ○ ○

・復代理人変更届 ２４ － － ○ ○

・復代理人選任届 ２５ － － ○ ○

・復代理権消滅届 ２６ － － ○ ○

・復代理人受任届 ２７ － － ○ ○

・復代理人辞任届 ２８ － － ○ ○

・復代理人解任届 ※３ ２９ － － ○ ○

・復代理権変更届 ３０ － － ○ ○

・出願取下書 ３１ － － ○ ○

・出願放棄書 ３２ － － ○ ○

・パリ条約による優先権主張放棄書 ※１ ３３ － － ○ ○
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（２／３）
書類名 項番 特 実 意 商

・使用に基づく特例の適用の主張取下書 ３４ － － － ○

・書換登録申請取下書 ３５ － － － ○※４

・意見書 ３６ － － ○ ○

・弁明書 ３７ － － ○ ○

・優先権証明書提出書 ３８ － － ○ ○

・新規性の喪失の例外証明書提出書 ３９ － － ○ －

・出願時の特例証明書提出書 ４０ － － － ○

・出願日証明書提出書 ４１ － － ○ ○

・物件提出書 ４２ － － ○ ○

・証明書類提出書 ４３ － － ○ ○

・特徴記載書 ４４ － － ○ －

・雑書類 ４５ － － ○ ○

・早期審査に関する事情説明書 ４６ － － ○ ○

・早期審査に関する事情説明補充書 ４７ － － ○ ○

・ひな形又は見本補足書 ４８ － － ○ －

・上申書 ４９ － － ○ ○

・手続補足書 ５０ － － ○ ○

・期間延長請求書 ５１ － － ○ ○

・期間延長請求書（期間徒過） ５１－１ － － ○ ○

・秘密意匠期間変更請求書 ５２ － － ○ －

・刊行物等提出書 ５３ － － － ○

・協議の結果届 ※２ ５４ － － ○ －

・出願変更届（類似→独立） ５５ － － ○ －

・出願変更届（独立→類似） ５６ － － ○ －

・協議の結果届 ５７ － － － ○

・既納手数料返還請求書 ５７－１ － － ○ ○

・回復理由書 ５７－２ － － ○ －

・手続補正書（方式） ５８ － － ○ ○

・手続補正書 ５９ － － ○ ○

・手続補正書（複数） ５９－１ － － ○ －

※１ パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。

また、提出された手続補正書を新規エントリーする場合において、平成１９年４月以降、補正対象書類名が

パリ条約による優先権主張放棄書の場合、電子化対象外とする。

※２ 平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。

※３ 代理人解任届および復代理人解任届について、「受付日」が令和４年６月２７日以降、新規エントリーされるこ

とはない。また、提出された手続補正書を新規エントリーする場合において、「受付日」が令和４年６月２７日

以降、補正対象書類名が代理人解任届および復代理人解任届の場合、電子化対象外とする。

（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）
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※４ 以下の書類について、書換申請の受付は終了しているため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを
行う。
また手続補正書において、補正対象書類名が以下の書類の場合も同様に電子化する前に電子記録基準管理班に
問い合わせを行う。

・書換登録申請書

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書

・書換登録申請取下書

・書換登録申請者名義変更届

※５ 重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願について、対象案件は存在しないため、電子化する前に

電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

また手続補正書において、補正対象書類名が重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願の場合も同様に

電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。
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・審判 電 子 化 対 象 書 類 一 覧

書類名 項番 特 実 意 商

・審判請求書 ７０ ○ ○ ○ ○

・請求取下書 ７１ ○ ○ ○ ○

・審理再開申立書 ７２ ○ ○ ○ ○

・証拠説明書 ７３ ○ ○ ○ ○

・検証申出書 ７４ ○ ○ ○ ○

・口頭審理申立書 ７５ ○ ○ ○ ○

・口頭審理陳述要領書 ７６ ○ ○ ○ ○

・証拠調申立書 ７７ ○ ○ ○ ○

・尋問事項書 ７８ ○ ○ ○ ○

・証拠申出書 ７９ ○ ○ ○ ○

・証人尋問申出書 ８０ ○ ○ ○ ○

・鑑定の申出書 ８１ ○ ○ ○ ○

・鑑定事項書 ８２ ○ ○ ○ ○

・書証の申出書 ８３ ○ ○ ○ ○

・文書特定の申出書 ８４ ○ ○ ○ ○

・録音テープ等の内容説明書 ８５ ○ ○ ○ ○

・回答希望事項記載書面 ８６ ○ ○ ○ ○

・回答書 ８７ ○ ○ ○ ○

・書面審理申立書 ８８ ○ ○ ○ ○

・優先審理に関する事情説明書 ８９ ○ ○ － －

・早期審理に関する事情説明書 ９０ ○ ○ ○ ○

・早期審理に関する事情説明補充書 ９１ ○ ○ ○ ○

・尋問に代わる書面の提出書 ９２ ○ ○ ○ ○

・鑑定書 ９３ ○ ○ ○ ○

・期日変更請求書 ９４ ○ ○ ○ ○

・証拠調申請取下書 ９５ ○ ○ ○ ○

・不出頭の届出書 ９６ ○ ○ ○ ○

・一部請求取下書 ９７ － － － －

・異議申立書 ９８ － － － －

・異議取下書 ９９ － － － －

・一部異議取下書 １００ － － － －

・判定請求書 １０１ － － － －

・答弁書 １０２ － － － －

・弁駁書 １０３ － － － －

・訂正請求取下書 １０４ － － － －

・訂正請求書 １０５ － － － －



5.3.3 書類毎の変換仕様見出し

意匠・商標電子化対象書類



審判電子化対象書類



1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A63 １．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

１．２

5  条文 ARTICLE １．３

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

8 【本意匠の表示】 本意匠の表示
PRINCIPAL-APPLICATION-
ARTICLE

共－１５

9 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－１６

10 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－１７

11 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１７．５

12 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－１８

13 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

14 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９

15 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０

16 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１

17
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２

18 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

19 【部分意匠】 部分意匠 PARTICAL-DESIGN 共－２３

＊ 20 【意匠に係る物品】 意匠に係る物品 NAME-OF-DESIGN-ARTICLE 共－２４

21  創作者の記事 CREATOR-ARTICLE 共－２５

22
【意匠の創作をした
者】

創作者 CREATOR-GROUP 共－２６

23 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

24
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

25 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

26
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３１

27 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

項 番
参 照 個 所

備 考
項目名

意匠登録願
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1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項目名

28 【氏名】 氏名 NAME 共－３２

29  申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １．４

＊ 30 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP １．５

31 【持分】 持分 SHARE 共－３３

32 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

33 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

34
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

35 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

36
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

37
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

38 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

39 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

40
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

41 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

42
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

43 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

44 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

45 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

46
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

47 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

48 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

49 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

50 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

51 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

52
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

53 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

54 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １．６

55 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１．７
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1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項目名

56 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

57
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

58 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

59 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

60 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

61
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

62 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

63 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

64 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

65 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

66 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

67 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

68
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

69 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

70 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

71
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

72 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

73
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

74
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１．８

75 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１．９

76 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

77
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

78 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

79 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

80 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

81
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

82 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

83 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７
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1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項目名

84 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

85 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

86 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

87 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

88
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

89 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

90 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

91
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

92 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

93
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

94
【秘密にすることを請
求する期間】

秘密意匠請求期間 SECRET-DESIGN-TERM 共－６０

95
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

１．１０

96
【パリ条約による優先
権等の主張】

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP １．１１

97 【国・地域名】 国名 NATION １．１２

98 【出願日】 出願日 FILING-DATE １．１３

99 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER １．１４

99-1 【出願の区分】 出願の区分 IP-TYPE １．１５

99-2 【アクセスコード】
アクセスコー
ド

GENERATED-ACCESS-CODE １．１６

99-3
優先権書類の
所在情報

PRIORITY-DOC-LOCATION-
INFO

１．１７

99-4
【優先権証明書提供
国（機関）】

国名 NATION １．１８

100 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

101 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

102 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

103 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

104 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

104-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

104-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

104-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

  5. 3. 3  -  4



1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項目名

105 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

106 【その他】 その他 ETC 共－８５

107 【信託関係事項】 信託関係事項 TRUST-RELATION 共－８６

108  提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

109 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

110 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

111 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

112 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

113 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

114 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

115
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

116 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

117
【意匠に係る物品の説
明】

意匠に係る物品の
説明

EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN-ART

共－９６

118 【意匠の説明】 意匠の説明
EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN

共－９７       

119 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

120 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

121 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

122 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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1-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A630 １－１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １－１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

１－１．２

5  条文 ARTICLE １－１．３

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

8 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９

9 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０

10 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１

11
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13  申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １－１．４

＊ 14 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP １－１．５

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

項 番
項目名 参 照 個 所

備 考

意匠登録願（複数）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項目名 参 照 個 所
備 考

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １－１．６

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１－１．７

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２
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1-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項目名 参 照 個 所
備 考

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１－１．８

59 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１－１．９

60 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

61
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

62 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

63 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

64 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

65
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

66 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

67 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

68 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

69 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

70 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

71 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

72
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

73 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

74 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

75
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

76 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

77
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

78
【秘密にすることを請
求する期間】

秘密意匠請求期間 SECRET-DESIGN-TERM 共－６０

79
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

１－１．１０

80
【パリ条約による優先
権等の主張】

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP １－１．１１

81 【国・地域名】 国名 NATION １－１．１２

82 【出願日】 出願日 FILING-DATE １－１．１３

83 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER １－１．１４
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項目名 参 照 個 所
備 考

84 【出願の区分】 出願の区分 IP-TYPE １－１．１５

85 【アクセスコード】
アクセスコー
ド

GENERATED-ACCESS-CODE １－１．１６

86
優先権書類の
所在情報

PRIORITY-DOC-LOCATION-
INFO

１－１．１７

87
【優先権証明書提供
国（機関）】

国名 NATION １－１．１８

88 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

89 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

90 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

91 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

92 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

93 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

94 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

95 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

96 【その他】 その他 ETC 共－８５

97 【信託関係事項】 信託関係事項 TRUST-RELATION 共－８６

98  提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

99 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

100 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

101 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

102 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

103 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

104 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

105
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

106 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

107 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

108 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

109 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

＊ 110 【意匠n】 複数意匠 MULTIPLE-DESIGNS 一連番号 SERIAL-NUMBER １－１．１９

111 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項目名 参 照 個 所
備 考

112 【本意匠の表示】 本意匠の表示
PRINCIPAL-APPLICATION-
ARTICLE

共－１５

113 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－１６

114 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－１７

115 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１７．５

116 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－１８

117 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

＊ 118 【意匠に係る物品】 意匠に係る物品 NAME-OF-DESIGN-ARTICLE 共－２４

119  創作者の記事 CREATOR-ARTICLE 共－２５

120
【意匠の創作をした
者】

創作者 CREATOR-GROUP 共－２６

121 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

122
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

123 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

124
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３１

125 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

126 【氏名】 氏名 NAME 共－３２

127 【その他】 その他 ETC 共－８５

128  提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

129 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

130 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

131 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

132 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

133 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

134
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

135
【意匠に係る物品の説
明】

意匠に係る物品の
説明

EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN-ART

共－９６

136 【意匠の説明】 意匠の説明
EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN

共－９７       

137 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

138 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

139 項目名 ITEM-NAME 共－１０１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項目名 参 照 個 所
備 考

140 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。
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意匠登録願（複数）の構造

書面の状態（注）

複数意匠と図面・写真・ひな形・見本は

セットで繰り返し記載が可能

注：書面に関する注は以下のとおり。

（1）上記は概念図であり、頁の区切りは実際の書面と異なる場合がある。

（2）書誌と複数意匠の間での項目の並び替えは行わない。

（書誌に複数意匠の項目が存在した場合、または複数意匠に書誌の項目が存在した場合は規定外の項目として電子化する）

書誌と複数意匠にはいずれも規定外の項目が存在するので、配下の項目がタグに変換できない場合は

それぞれの規定外の項目として電子化する。

（3）添付書類は存在しない場合がある。また、上記以外の箇所に添付書類が存在した場合は並び替えの上電子化する。

（4）図面、写真、ひな形、見本は全てが存在するわけではない。（いずれかひとつのみ存在する、複数同時に存在する、

いずれも存在しない場合がある）

図面、写真は出願人が提出した書面の順に電子化する。

ひな形、見本はどの複数意匠に対応したものであるか電子記録基準管理班からの指示があるので、その指示に従い電子化する。

（5）書面の内容から原データを設定する場合は最後尾に設定する。

見本

ひな形

写真

図面

複数意匠

添付書類

書誌
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意匠登録願（複数）の構造

日本語標準名 タグ名

1 書誌 書類識別 APPLICATION-A630 電子化規準は第５．３章を参照。

2 添付書類 添付書類の記事 ATTACHING-DOCUMENT-ARTICLE 電子化規準は第６．３章を参照。

3 複数意匠 複数意匠 MULTIPLE-DESIGNS 電子化規準は第５．３章を参照。

4 図面 図面 DRAWING-ARTICLE 電子化規準は第６．１章を参照。

5 写真 図面代用写真 PHOTOGRAPH-ARTICLE 電子化規準は第６．１章を参照。

6 ひな形 図面代用ひな形 MODEL-ARTICLE 電子化規準は第６．２章を参照。

7 見本 図面代用見本 SAMPLE-ARTICLE 電子化規準は第６．２章を参照。

8 - 原データ ORIGINAL-DATA-ARTICLE 電子化規準は第５．５章を参照。

項番

項目名

備考書面
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2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A636 ２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２．１ 　　　

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１ 　　　

＊ 4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

２．２

5  条文 ARTICLE ２．３       

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２ 　　　

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３ 　　　

8 【本意匠の表示】 本意匠の表示
PRINCIPAL-APPLICATION-
ARTICLE

共－１５       

9 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－１６       

10 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－１７       

11 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１７．５

12 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－１８       

13 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１       

＊ 14 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９

15 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０       

16 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１       

17
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２       

18 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１       

＊ 19 【意匠に係る物品】 意匠に係る物品 NAME-OF-DESIGN-ARTICLE 共－２４       

20  創作者の記事 CREATOR-ARTICLE 共－２５       

21
【意匠の創作をした
者】

創作者 CREATOR-GROUP 共－２６       

22 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７       

23
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８       

24 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９       

25
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３１ 　　　

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０       

27 【氏名】 氏名 NAME 共－３２       

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

類似意匠登録願
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2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ２．４       

＊ 29 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ２．５       

30 【持分】 持分 SHARE 共－３３       

31 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４       

32 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５ 　　　

33
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６       

34 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７       

35
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８       

36
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９ 　　　

37 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０       

38 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０       

39
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１       

40 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２ 　　　

41
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３ 　　　

42 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４       

43 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

44 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０ 　　　

45
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６ 　　　

46 【代表者】 氏名 NAME 共－４７       

47 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８       

48 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９       

49 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０       

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１       

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３       

53 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ２．６       

54 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２．７       

55 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５       
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2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６       

57 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７       

58 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４       

59 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５       

60
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９ 　　　

61 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０       

62 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０       

63 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２       

64 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４       

65 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

66 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０ 　　　

67
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６ 　　　

68 【代表者】 氏名 NAME 共－４７       

69 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１ 　　　

70
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

71 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３ 　　　

72
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８ 　　　

73
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２．８ 　　　

74 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２．９       

75 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７       

76
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８       

77 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９       

78 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４       

79 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５       

80
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６ 　　　

81 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０       

82 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７       

83 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２       
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2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４       

85 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

86 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０ 　　　

87
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６ 　　　

88 【代表者】 氏名 NAME 共－４７       

89 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１ 　　　

90
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

91 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３       

92
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８       

93
【秘密にすることを請
求する期間】

秘密意匠請求期間 SECRET-DESIGN-TERM 共－６０       

94
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

２．１０       

95
【パリ条約による優先
権等の主張】

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP ２．１１       

96 【国・地域名】 国名 NATION ２．１２ 　　　

97 【出願日】 出願日 FILING-DATE ２．１３ 　　　

98 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER ２．１４       

99 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

100 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２ 　　　

101 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

102 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３ 　　　

103 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４ 　　　

103-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

103-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

103-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

104 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５ 　　　

105 【その他】 その他 ETC 共－８５       

106 【信託関係事項】 信託関係事項 TRUST-RELATION 共－８６       

107  提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８       

108 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９       
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2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

109 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０       

110 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１       

111 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２       

112 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３       

113 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４       

114
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５       

115 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

116
【意匠に係る物品の説
明】

意匠に係る物品の
説明

EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN-ART

共－９６       

117 【意匠の説明】 意匠の説明
EXPLANATION-OF-THE-
DESIGN

共－９７       

118 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

119 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

120 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

121 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１） 書類上に【特記事項】と【原出願の表示】は何れか一方を必須記載とする。

注２：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。上記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定
外項目として扱う。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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3

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A63 ３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

３．２

5 条文 ARTICLE ３．３

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 8
【商標登録を受けよう
とする商標】

商標登録を受けよ
うとする商標

TRADEMARK-ARTICLE ３．４

9 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ３．５

縦 HEIGHT

横 WIDTH

10 文字 CHARACTER ３．６ 注２）

11 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ３．７

12 【標準文字】 標準文字 STANDARD-CHARACTER ３．８

13 【立体商標】 立体商標
THREE-DIMENSIONAL-
TRADEMARK

３．９

13-1 【動き商標】 動き商標 MOTION-TRADEMARK 共－１０３

13-2 【ホログラム商標】 ホログラム商標 HOLOGRAM-TRADEMARK 共－１０４

13-3
【色彩のみからなる商
標】

色彩のみからなる
商標

COLOR-TRADEMARK 共－１０５

13-4 【音商標】 音商標 SOUND-TRADEMARK 共－１０６

13-5 【位置商標】 位置商標 POSITION-TRADEMARK 共－１０７

13-6 【その他の商標】 その他の商標 OTHER-TRADEMARK 共－１０８

13-7
商標の詳細な説明
の記事

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM-ART

共－１０８．９

13-8 【商標の詳細な説明】
商標の詳細な説
明

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM

共－１０９

13-9 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－１１０

＊ 14
【指定商品又は指定役
務並びに商品及び役務
の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

３．１０

15
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

３．１１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

商標登録願
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3

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

16 【第ｎ類】 類 CLASS ３．１２

17
【指定商品（指定役
務）】

商品役務 GOODS-AND-SERVICE ３．１３

18 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ３．７

19 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９

20 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０

21 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１

22
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２

23 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

24 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３．１４

＊ 25 【商標登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ３．１５

26 【持分】 持分 SHARE 共－３３

27 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

28 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

29
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

30 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

31
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

32
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

33 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

34 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

35
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

36 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

37
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

38 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

39 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

40 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

41
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

42 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

43 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８
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3

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

44 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

45 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

46 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

47
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

48 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

49 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３．１６

50 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３．１７

51 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

52
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

53 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

54 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

55 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

56
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

57 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

58 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

59 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

60 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

61 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

62 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

63
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

64 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

65 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

66
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

67 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

68
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

69
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

３．１８

70 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３．１９

71 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７
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3

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

72
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

73 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

74 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

75 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

76
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

77 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

78 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

79 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

80 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

81 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

82 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

83
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

84 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

85 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

86
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

87 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

88
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

89
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

３．２０

90
【パリ条約による優先
権等の主張】

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP ３．２１

91 【国・地域名】 国名 NATION ３．２２

92 【出願日】 出願日 FILING-DATE ３．２３

93 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER ３．２４

94 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

95 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

96 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

97 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

98 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

98-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５
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3

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

98-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

98-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

99 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

100 【その他】 その他 ETC 共－８５

101 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

102 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

103 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

104 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

105 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

106 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

107 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

108
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

108-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

109 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

110 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

111 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

112 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

113 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エントリでは、【商標登録を受けようとする商標】配下の文
字（CHARACTER）タグは使用せず、兄弟タグのイメージ（IMAGE）タグを使用する。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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4

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A639 ４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４．１    

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１    

4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

４．２    

5 条文 ARTICLE ４．３    

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２    

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３    

＊ 8
【商標登録を受けよう
とする商標】

商標登録を受けよ
うとする商標

TRADEMARK-ARTICLE ４．４    

9 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ４．５

縦 HEIGHT

横 WIDTH

10 文字 CHARACTER ４．６ 注２）

11 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ４．７    

12 【標準文字】 標準文字 STANDARD-CHARACTER ４．８    

13 【立体商標】 立体商標
THREE-DIMENSIONAL-
TRADEMARK

４．９    

13-1 【動き商標】 動き商標 MOTION-TRADEMARK 共－１０３

13-2 【ホログラム商標】 ホログラム商標 HOLOGRAM-TRADEMARK 共－１０４

13-3
【色彩のみからなる商
標】

色彩のみからなる
商標

COLOR-TRADEMARK 共－１０５

13-4 【音商標】 音商標 SOUND-TRADEMARK 共－１０６

13-5 【位置商標】 位置商標 POSITION-TRADEMARK 共－１０７

13-6 【その他の商標】 その他の商標 OTHER-TRADEMARK 共－１０８

13-7
商標の詳細な説明
の記事

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM-ART

共－１０８．９

13-8 【商標の詳細な説明】
商標の詳細な説
明

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM

共－１０９

13-9 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－１１０

＊ 14
【指定商品又は指定役
務並びに商品及び役務
の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

４．１０    

15
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

４．１１    

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

団体商標登録願
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4

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

16 【第ｎ類】 類 CLASS ４．１２    

17
【指定商品（指定役
務）】

商品役務 GOODS-AND-SERVICE ４．１３    

18 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ４．７    

19 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９    

20 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０    

21 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１    

22
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２    

23 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１    

24 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４．１４    

＊ 25 【商標登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ４．１５    

26 【持分】 持分 SHARE 共－３３    

27 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４    

28 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５    

29
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６    

30 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７    

31
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８    

32
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９    

33 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

34 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０    

35
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１    

36 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２    

37
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３    

38 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４    

39 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

40 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

41
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６    

42 【代表者】 氏名 NAME 共－４７    

43 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８    

  5. 3. 3  -  17



4

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

44 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９    

45 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０    

46 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１    

47
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

48 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３    

49 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４．１６    

50 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４．１７    

51 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７    

52
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６    

53 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７    

54 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４    

55 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５    

56
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９    

57 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

58 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０    

59 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２    

60 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４    

61 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

62 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

63
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６    

64 【代表者】 氏名 NAME 共－４７    

65 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１    

66
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

67 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３    

68
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８    

69
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

４．１８    

70 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４．１９    

71 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７    
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4

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

72
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８    

73 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９    

74 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４    

75 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５    

76
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６    

77 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

78 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７    

79 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２    

80 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４    

81 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

82 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

83
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６    

84 【代表者】 氏名 NAME 共－４７    

85 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１    

86
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

87 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３    

88
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８    

89
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

４．２０    

90
【パリ条約による優先
権等の主張】

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP ４．２１    

91 【国・地域名】 国名 NATION ４．２２    

92 【出願日】 出願日 FILING-DATE ４．２３    

93 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER ４．２４    

94 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

95 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２    

96 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

97 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３    

98 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４    

98-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５
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4

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

98-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

98-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

99 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５    

100 【その他】 その他 ETC 共－８５    

101 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８    

102 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９    

103 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０    

104 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１    

105 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２    

106 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３    

107 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４    

108
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５    

108-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

109 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

110 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９    

111 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００    

112 項目名称 ITEM-NAME 共－１０１    

113 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２    

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場
合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記
の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エントリでは、【商標登録を受けようとする商標】配下の文
字（CHARACTER）タグは使用せず、兄弟タグのイメージ（IMAGE）タグを使用する。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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4-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A638 ４－１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４－１．１    

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１    

4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

４－１．２    

5 条文 ARTICLE ４－１．３    

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２    

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３    

＊ 8
【商標登録を受けよう
とする商標】

商標登録を受けよ
うとする商標

TRADEMARK-ARTICLE ４－１．４    

9 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ４－１．５

縦 HEIGHT

横 WIDTH

10 文字 CHARACTER ４－１．６ 注２）

11 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ４－１．７    

12 【標準文字】 標準文字 STANDARD-CHARACTER ４－１．８    

13 【立体商標】 立体商標
THREE-DIMENSIONAL-
TRADEMARK

４－１．９    

13-1 【動き商標】 動き商標 MOTION-TRADEMARK 共－１０３

13-2 【ホログラム商標】 ホログラム商標 HOLOGRAM-TRADEMARK 共－１０４

13-3
【色彩のみからなる商
標】

色彩のみからなる
商標

COLOR-TRADEMARK 共－１０５

13-4 【音商標】 音商標 SOUND-TRADEMARK 共－１０６

13-5 【位置商標】 位置商標 POSITION-TRADEMARK 共－１０７

13-6 【その他の商標】 その他の商標 OTHER-TRADEMARK 共－１０８

13-7
商標の詳細な説明
の記事

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM-ART

共－１０８．９

13-8 【商標の詳細な説明】
商標の詳細な説
明

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM

共－１０９

13-9 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－１１０

＊ 14
【指定商品又は指定役
務並びに商品及び役務
の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

４－１．１０    

15
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

４－１．１１    

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

地域団体商標登録願
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4-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

16 【第ｎ類】 類 CLASS ４－１．１２    

17
【指定商品（指定役
務）】

商品役務 GOODS-AND-SERVICE ４－１．１３    

18 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ４－１．７    

19 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９    

20 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０    

21 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１    

22
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２    

23 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１    

24 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４－１．１４    

＊ 25 【商標登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ４－１．１５    

26 【持分】 持分 SHARE 共－３３    

27 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４    

28 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５    

29
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６    

30 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７    

31
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８    

32
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９    

33 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

34 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０    

35
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１    

36 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２    

37
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３    

38 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４    

39 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

40 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

41
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６    

42 【代表者】 氏名 NAME 共－４７    
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4-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

43 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８    

44 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９    

45 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０    

46 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１    

47
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

48 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３    

49 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４－１．１６    

50 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４－１．１７    

51 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７    

52
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６    

53 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７    

54 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４    

55 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５    

56
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９    

57 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

58 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０    

59 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２    

60 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４    

61 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

62 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

63
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６    

64 【代表者】 氏名 NAME 共－４７    

65 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１    

66
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

67 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３    

68
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８    

69
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

４－１．１８    
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4-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

70 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４－１．１９    

71 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７    

72
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８    

73 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９    

74 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４    

75 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５    

76
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６    

77 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

78 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７    

79 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２    

80 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４    

81 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

82 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０    

83
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６    

84 【代表者】 氏名 NAME 共－４７    

85 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１    

86
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

87 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３    

88
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８    

89
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

４－１．２０    

90
【パリ条約による優先
権等の主張】

パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP ４－１．２１    

91 【国・地域名】 国名 NATION ４－１．２２    

92 【出願日】 出願日 FILING-DATE ４－１．２３    

93 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER ４－１．２４    

94 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

95 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２    

96 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）
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4-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

97 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３    

98 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４    

98-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

98-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

98-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

99 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５    

100 【その他】 その他 ETC 共－８５    

101 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８    

102 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９    

103 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０    

104 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１    

105 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２    

106 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３    

107 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４    

108
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５    

108-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

109 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

110 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９    

111 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００    

112 項目名称 ITEM-NAME 共－１０１    

113 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２    

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エントリでは、【商標登録を受けようとする商標】配下の文

字（CHARACTER）タグは使用せず、兄弟タグのイメージ（IMAGE）タグを使用する。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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5

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A632 ５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【特記事項】 特記事項
SPECIAL-MENTION-
MATTER-ARTICLE

５．２

5 条文 ARTICLE ５．３

6 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

7 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 8
【防護標章登録を受け
ようとする標章】

商標登録を受けよ
うとする商標

TRADEMARK-ARTICLE ５．４

9 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ５．５

縦 HEIGHT

横 WIDTH

10 文字 CHARACTER ５．６ 注２）

11 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ５．７

12 【標準文字】 標準文字 STANDARD-CHARACTER ５．８

13 【立体標章】 立体商標
THREE-DIMENSIONAL-
TRADEMARK

５．９

13-1 【動き標章】 動き商標 MOTION-TRADEMARK 共－１０３

13-2 【ホログラム標章】 ホログラム商標 HOLOGRAM-TRADEMARK 共－１０４

13-3
【色彩のみからなる標
章】

色彩のみからなる
商標

COLOR-TRADEMARK 共－１０５

13-4 【音標章】 音商標 SOUND-TRADEMARK 共－１０６

13-5 【位置標章】 位置商標 POSITION-TRADEMARK 共－１０７

13-6 【その他の標章】 その他の商標 OTHER-TRADEMARK 共－１０８

13-7
商標の詳細な説明
の記事

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM-ART

共－１０８．９

13-8 【標章の詳細な説明】
商標の詳細な説
明

DETAIL-EXPLANATION-OF-
THE-TM

共－１０９

13-9 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－１１０

＊ 14
【指定商品又は指定役
務並びに商品及び役務
の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

５．１０

15
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

５．１１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

防護標章登録願
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5

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

16 【第ｎ類】 類 CLASS ５．１２

17
【指定商品（指定役
務）】

商品役務 GOODS-AND-SERVICE ５．１３

18 【援用の表示】 援用の表示 CITATION ５．７

19 【原出願の表示】 原出願の表示
PARENT-APPLICATION-
ARTICLE

共－１９

20 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０

21 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１

22
【手続補正書提出
日】

手続補正書提出
日

AMMENDMENT-SUBMISSION-
DATE

共－２２

23 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

* 24
【防護標章登録出願に
係る商標登録の登録番
号】

商標登録の登録番
号

TRADEMARK-
REGISTRATION-NUMBER

５．１４

25 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５．１５

＊ 26
【防護標章登録出願
人】

申請者 REQUESTER-GROUP ５．１６

27 【持分】 持分 SHARE 共－３３

28 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

29 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

30
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

31 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

32
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

33
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

34 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

35 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

36
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

37 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

38
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

39 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

40 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

41 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

42
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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5

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

43 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

44 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

45 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

46 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

47 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

48
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

49 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

50 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５．１７

51 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５．１８

52 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

53
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

54 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

55 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

56 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

57
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

58 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

59 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

60 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

61 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

62 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

65 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

66 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

67
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

68 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

69
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

70
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

５．１９
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5

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

71 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５．２０

72 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

73
住所又は居所情
報

ADDRESS-GROUP 共－２８

74 【住所又は居所】 住所又は居所 ADDRESS 共－２９

75 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

76 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

77
氏名又は名称情
報

NAME-GROUP 共－５６

78 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

79 【氏名又は名称】 氏名又は名称 NAME 共－５７

80 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

81 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

82 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

83 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

84
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

85 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

86 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

87
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

88 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

89
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

90 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

91 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

92 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

93 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

94 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

94-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

94-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

94-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

95 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５
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5

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

96 【その他】 その他 ETC 共－８５

97 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

98 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

99 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

100 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

101 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

102 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

103 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

104
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

108-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

105 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

106 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

107 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

108 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

109 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エントリでは、【防護標章登録を受けようとする標章】配下
の文字（CHARACTER）タグは使用せず、兄弟タグのイメージ（IMAGE）タグを使用する。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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6

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

＊ 1 書類識別 APPLICATION-A633 ６．０

2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【防護標章登録の登録
番号】

商標登録の登録番
号

TRADEMARK-
REGISTRATION-NUMBER

６．２

7
【商品及び役務の区
分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

６．３

8
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

６．４

9 【第ｎ類】 類 CLASS ６．５

10 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ６．６

＊ 11 【更新登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ６．７

12 【持分】 持分 SHARE 共－３３

13 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

14 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

15
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

16 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

17
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

18
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

19 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

20 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

21
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

22 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

23
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願
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6

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

30 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

31 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

32 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

33
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

34 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

35 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ６．８

36 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

６．９

37 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

38
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

39 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

40 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

41 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

42
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

43 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

44 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

45 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

46 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

47 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

50 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

51 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

52
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

53 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

54
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

55
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

６．１０

  5. 3. 3  -  27



6

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願

56 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

６．１１

57 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

58
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

59 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

60 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

61 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

62
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

65 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

66 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

67 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

70 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

71 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

72
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

73 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

74
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

75 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

76 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

77 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

78 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

79 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

79-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

79-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

79-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

80 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願

81 【その他】 その他 ETC 共－８５

82 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

83 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

84 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

85 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

86 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

87 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

88 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

89
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

90 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

91 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

92 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

93 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

94 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場
合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記
の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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※書換申請の受付は終了しているため、

電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

7

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A634 ７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

6
【商標登録の登録番
号】

商標登録の登録番
号

TRADEMARK-
REGISTRATION-NUMBER

７．２

7
【書換登録を受けよう
とする指定商品並びに
商品及び役務の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

７．３

8
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

７．４

9 【第ｎ類】 類 CLASS ７．５

10 【指定商品】 商品役務 GOODS-AND-SERVICE ７．６

11 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７．７

＊ 12 【書換登録申請者】 申請者 REQUESTER-GROUP ７．８

13 【持分】 持分 SHARE 共－３３

14 【代表申請者】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

15 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

16
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

17 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

18
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

19
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

20 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

21 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

22 【氏名又は名称】
氏名又は
名称

NAME 共－４０

23
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

24 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

25
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

書換登録申請書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

27 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

28 代表者識別
REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

29 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

30 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

31 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

32 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

33 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

34
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

35 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

36 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７．９

37 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７．１０

38 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

39
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

40 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

41 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

42 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

43
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

44 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

45 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

46 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

47 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

48 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

51 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

52 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

53
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

55
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

56
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

７．１１

57 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７．１２

58 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

59
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

60 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

61 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

62 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

63
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

64 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

65 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

66 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

67 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

68 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

69 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

70
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

71 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

72 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

73
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

74 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

75
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

76 【その他】 その他 ETC 共－８５

77 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

78 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

79 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

80 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

81 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

82 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

83 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

84
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

85 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

86 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

87 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

88 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

89 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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※書換申請の受付は終了しているため、

電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

8

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A635 ８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

6
【防護標章登録の登録
番号】

商標登録の登録番
号

TRADEMARK-
REGISTRATION-NUMBER

８．２

7
【書換登録を受けよう
とする指定商品並びに
商品及び役務の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

８．３

8
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

８．４

9 【第ｎ類】 類 CLASS ８．５

10 【指定商品】 商品役務 GOODS-AND-SERVICE ８．６

11 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８．７

＊ 12 【書換登録申請者】 申請者 REQUESTER-GROUP ８．８

13 【持分】 持分 SHARE 共－３３

14 【代表申請者】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

15 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

16
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

17 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

18
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

19
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

20 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

21 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

22
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

23 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

24
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

25 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

防護標章登録に基づく権利書換登録申請書

  5. 3. 3  -  34



8

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

27 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

28
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

29 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

30 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

31 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

32 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

33 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

34
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

35 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

36 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８．９

37 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８．１０

38 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

39
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

40 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

41 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

42 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

43
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

44 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

45 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

46 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

47 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

48 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

51 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

52 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

53
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２
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8

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

55
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

56
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

８．１１

57 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８．１２

58 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

59
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

60 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

61 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

62 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

63
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

64 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

65 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

66 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

67 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

68 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

69 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

70
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

71 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

72 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

73
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

74 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

75
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

76 【その他】 その他 ETC 共－８５

77 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

78 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

79 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

80 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

81 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

82 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

83 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

84
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

85 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

86 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

87 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

88 項目名称 ITEM-NAME 共－１０１

89 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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　　※対象案件は存在しないため、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

8-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICATION-A637 ８－１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８－１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【商標登録の登録番
号】

商標登録の登録番
号

TRADEMARK-
REGISTRATION-NUMBER

８－１．２

7 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８－１．３

＊ 8 【更新登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ８－１．４

9 【持分】 持分 SHARE 共－３３

10 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

11 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

12
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

13 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

14
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

15
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

16 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

17 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

18
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

19 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

20
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

21 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

22 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

25 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

26 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願
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8-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

28 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

29 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

30
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

31 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

32 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８－１．５

33 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８－１．６

34 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

35
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

36 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

37 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

38 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

39
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

40 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

41 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

42 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

43 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

44 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

45 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

46
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

47 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

48 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

49
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

50 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

51
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

52
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

８－１．７

53 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８－１．８

54 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７
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8-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

56 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

57 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

58 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

59
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

60 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

61 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

62 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

63 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

64 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

65 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

66
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

67 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

68 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

69
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

70 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

71
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

72 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

73 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

74 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

75 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

76 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

76-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

76-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

76-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

77 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

78 【その他】 その他 ETC 共－８５

79 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

80 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

81 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

82 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

83 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

84 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

85 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

86
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

87 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

88 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

89 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

90 項目名称 ITEM-NAME 共－１０１

91 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A711 ９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９．２

＊ 16 【承継人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願人名義変更届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

40 【信託関係事項】 信託関係事項 TRUST-RELATION 共－８６

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９．４

42 【承継人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

９．１０

62 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９．１１

63 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

64
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

65 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

66 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

67 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

68
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

69 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

70 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

71 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

72 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

73 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

74 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

75
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

76 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

77 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

78
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

79 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

80
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

81
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

９．６

82 【譲渡人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

９．７

83 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４    

84 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

85
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

86 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

87
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

90 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

91 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

92 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

93
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

94 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

95 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

96 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

97
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

98 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

99 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

100
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

９．８

101 【譲渡人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９．９

102 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

103
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

104 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

105 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

106 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

107
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

108 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

109 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

110 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

111 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

112 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

113
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

114 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

115 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

116
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

117 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

118
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

119 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

120 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

121 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

122 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

122-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

122-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

122-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

123 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

124 【その他】 その他 ETC 共－８５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

125 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

126 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

127 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

128 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

129 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

130 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

131 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

132
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

133 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

134 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

135 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

136 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された
案件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）
の場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。
上記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目
として扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A712 １０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １０．２

＊ 16 【承継人】 申請者 REQUESTER-GROUP １０．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願人名義変更届（一般承継）
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10

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １０．４

42 【承継人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１０．１０

62 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０．１１

63 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

64
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

65 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

66 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

67 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

68
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

69 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

70 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

71 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

72 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

73 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

74 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

75
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

76 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

77 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

78
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

79 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

80
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

81
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１０．６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

82 【被承継人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１０．７

83 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４    

84 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

85
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

86 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

87
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

90 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

91 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

92 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

93
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

94 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

95 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

96 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

97
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

98 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

99 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

100
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

１０．８

101 【被承継人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０．９

102 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

103
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

104 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

105 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

106 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

107
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

108 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

109 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

110 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

111 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

112 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

113
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

114 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

115 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

116
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

117 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

118
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

119 【その他】 その他 ETC 共－８５

120 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

121 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

122 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

123 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

124 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

125 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

126 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

127
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

128 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

129 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

130 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

131 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A713 １１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １１．２

＊ 16 【承継人】 申請者 REQUESTER-GROUP １１．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願人名義変更届（特例商標登録出願）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １１．４

42 【承継人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１１．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１１．６

62 【譲渡人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１１．７

63 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４    

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

67
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

70 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

71 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

72 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

73
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

74 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

75 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

76 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

77
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

78 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

79 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

80
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

１１．８

81 【譲渡人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１１．９

82 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

83
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

85 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

86 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

87
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

90 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

91 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

92 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

93
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

94 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

95 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

96
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

97 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

98
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

99 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

100 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

101 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

102 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

102-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

102-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

102-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

103 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

104 【その他】 その他 ETC 共－８５

105 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

106 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

107 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

108 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

109 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

110 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

111 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

112
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

113 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

114 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

115 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

116 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場
合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記
の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A714 １２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １２．２

＊ 16 【承継人】 申請者 REQUESTER-GROUP １２．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願人名義変更届（特例商標登録出願）（一般承継）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １２．４

42 【承継人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１２．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１２．６

62 【被承継人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１２．７

63 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４    

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

67
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

70 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

71 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

72 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

73
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

74 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

75 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

76 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

77
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

78 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

79 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

80
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

１２．８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

81 【被承継人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１２．９

82 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

83
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

84 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

85 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

86 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

87
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

90 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

91 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

92 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

93
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

94 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

95 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

96
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

97 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

98
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

99 【その他】 その他 ETC 共－８５

100 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

101 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

102 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

103 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

104 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

105 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

106 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

107
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

108 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

109 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

110 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

111 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A715 １３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【申請番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【申請日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １３．２

＊ 16 【承継人】 申請者 REQUESTER-GROUP １３．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表申請者】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

書換登録申請者名義変更届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １３．４

42 【承継人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１３．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１３．６

62 【譲渡人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１３．７

63 【代表申請者】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

67
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

70 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

71 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

72 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

73
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

74 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

75 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

76 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

77
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

78 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

79 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

80
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

１３．８

81 【譲渡人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１３．９

82 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

83
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

84 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

85 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

86 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

87
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

90 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

91 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

92 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

93
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

94 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

95 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

96
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

97 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

98
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

99 【その他】 その他 ETC 共－８５

100 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

101 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

102 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

103 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

104 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

105 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

106 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

107
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

  5. 3. 3  -  61



13

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

108 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

109 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

110 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

111 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A55 １４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １４．２

＊ 16 【受継申立人】 申請者 REQUESTER-GROUP １４．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

受継申立書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １４．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１４．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【申立の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP １４．６

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPLICANT-A681 １５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定申立日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １５．２

＊ 16 【代表者】 申請者 REQUESTER-GROUP １５．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代表者選定届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １５．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１５．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【その他】 その他 ETC 共－８５

62 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

63 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

64 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

65 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

66 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

67 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

68 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

69
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

70 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

71 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

72 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

73 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7421 １６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １６．２

＊ 16 【手続をした者】 申請者 REQUESTER-GROUP １６．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理人変更届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP １６．４

42
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１６．５

＊ 43 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１６．６

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62
消滅する代理人の
記事

ATTORNEY-DISAPPEAR-
ARTICLE

１６．７

＊ 63
【代理権の消滅した代
理人】

消滅する代理人
ATTORNEY-DISAPPEAR-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１６．８

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

82 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １６．９
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

83 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１６．１０

84 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

85
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

86 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

87 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

88 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

89
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

90 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

91 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

92 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

93 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

94 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

95 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

96
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

97 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

98 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

99
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

100 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

101
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

102 【その他】 その他 ETC 共－８５

103 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

104 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

105 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

106 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

107 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

108 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

109 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

110
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

111 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

112 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

113 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

114 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7423 １７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １７．２

＊ 16 【手続をした者】 申請者 REQUESTER-GROUP １７．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理人選任届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP １７．４

42
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１７．５

＊ 43 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１７．６

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １７．７

63 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１７．８

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

82 【その他】 その他 ETC 共－８５

83 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

85 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

86 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

87 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

88 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

89 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

90
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

91 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

92 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

93 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

94 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7427 １８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １８．２

＊ 16 【手続をした者】 申請者 REQUESTER-GROUP １８．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理権消滅届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP １８．４

42
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１８．５

＊ 43
【代理権の消滅した代
理人】

変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１８．６

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

  5. 3. 3  -  79



18

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １８．７

63 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１８．８

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

82 【その他】 その他 ETC 共－８５

83 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

85 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

86 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

87 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

88 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

89 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

90
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

91 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

92 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

93 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

94 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7422 １９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１９．２

16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１９．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理人受任届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

１９．４

＊ 35 【受任した代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１９．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

54 【その他】 その他 ETC 共－８５

55 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

57 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

58 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

59 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

60 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

61 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

62
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

63 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

64 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

65 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

66 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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20

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7424 ２０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２０．２

16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２０．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理人辞任届
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20

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２０．４

＊ 35 【辞任した代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２０．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

54 【その他】 その他 ETC 共－８５

55 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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20

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

57 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

58 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

59 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

60 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

61 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

62
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

63 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

64 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

65 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

66 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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※「受付日」が令和4年6月27日以降、新規エントリーされることはない。 

（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）

21

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7425 ２１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ２１．２

＊ 16 【手続をした者】 申請者 REQUESTER-GROUP ２１．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理人解任届
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21

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２１．４

42
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２１．５

＊ 43 【解任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２１．６

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

  5. 3. 3  -  89



21

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ２１．７

63 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２１．８

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

82 【その他】 その他 ETC 共－８５

83 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

84 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

85 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

86 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

87 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

88 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

89 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

90
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

91 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

92 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

93 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

94 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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22

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7426 ２２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ２２．２

＊ 16 【手続をした者】 申請者 REQUESTER-GROUP ２２．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

代理権変更届

  5. 3. 3  -  92



22

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２２．４

42
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２２．５

＊ 43
【代理権を変更した代
理人】

変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２２．６

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

  5. 3. 3  -  93



22

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ２２．７

63 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２２．８

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

82 【その他】 その他 ETC 共－８５

83 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

85 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

86 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

87 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

88 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

89 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

90
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

91 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

92 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

93 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

94 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7428 ２３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ２３．２

＊ 16 【手続をした者】 申請者 REQUESTER-GROUP ２３．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

包括委任状援用制限届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２３．４

42
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２３．５

＊ 43
【援用を制限した代理
人】

変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２３．６

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ２３．７

63 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２３．８

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

82 【その他】 その他 ETC 共－８５

83 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

85 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

86 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

87 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

88 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

89 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

90
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

91 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

92 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

93 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

94 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7431 ２４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２４．２ ＊１

＊ 16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２４．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理人変更届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２４．４ ＊１

＊ 35 【代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２４．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

  5. 3. 3  -  101



24

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

54 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２４．６

55
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２４．７

＊ 56 【選任した復代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２４．８

57 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

58
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

59 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

60 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

61 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

62
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

65 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

66 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

67 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

70 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

71 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

72
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

73 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

74
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

75
消滅する代理人の
記事

ATTORNEY-DISAPPEAR-
ARTICLE

２４．９

＊ 76
【代理権の消滅した復
代理人】

消滅する代理人
ATTORNEY-DISAPPEAR-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２４．１０

77 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

78
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

79 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

80 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

81 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

82
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

83 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

84 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

85 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

86 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

87 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

90 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

91 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

92
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

93 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

94
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

95 【その他】 その他 ETC 共－８５

96 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

97 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

98 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

99 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

100 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

101 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

102 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

103
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

104 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

105 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

106 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

107 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

＊１ 書類上に【手続をした者】と【代理人】は
何れか一方を必須記載とする。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7433 ２５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２５．２ ＊１

＊ 16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２５．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理人選任届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２５．４ ＊１

＊ 35 【代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２５．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

54 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２５．６

55
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２５．７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

＊ 56 【選任した復代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２５．８

57 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

58
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

59 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

60 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

61 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

62
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

65 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

66 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

67 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

70 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

71 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

72
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

73 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

74
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

75 【その他】 その他 ETC 共－８５

76 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

77 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

78 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

79 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

80 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

81 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

82 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

83
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

85 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

86 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

87 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

＊１ 書類上に【手続をした者】と【代理人】は何
れか一方を必須記載とする。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7437 ２６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２６．２ ＊１

＊ 16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２６．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理権消滅届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２６．４ ＊１

＊ 35 【代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２６．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

54 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２６．６

55
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２６．７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

＊ 56
【代理権の消滅した復
代理人】

変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２６．８

57 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

58
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

59 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

60 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

61 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

62
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

65 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

66 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

67 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

70 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

71 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

72
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

73 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

74
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

75 【その他】 その他 ETC 共－８５

76 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

77 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

78 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

79 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

80 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

81 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

82 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

83
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

85 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

86 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

87 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

＊１ 書類上に【手続をした者】と【代理人】は
何れか一方を必須記載とする。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7432 ２７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２７．２

16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２７．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理人受任届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

２７．４

35 【代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２７．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

45 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

48 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

49 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

50
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

51 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

52
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

53
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２７．６

＊ 54 【受任した復代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２７．７

55 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

57 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

58 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

59 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

60
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

61 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

62 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

63 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

64 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

65 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

66 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

67
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

68 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

69 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

70
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

71 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

72
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

73 【その他】 その他 ETC 共－８５

74 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

75 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

76 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

77 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

78 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

79 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

80 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

81
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

82 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

83 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

85 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7434 ２８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２８．２

16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２８．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理人辞任届

  5. 3. 3  -  117



28

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

２８．４

35 【代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２８．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

45 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

48 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

49 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

50
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

51 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

52
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

53
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２８．６

＊ 54 【辞任した復代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２８．７

55 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５
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28

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

57 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

58 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

59 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

60
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

61 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

62 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

63 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

64 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

65 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

66 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

67
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

68 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

69 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

70
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

71 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

72
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

73 【その他】 その他 ETC 共－８５

74 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

75 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

76 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

77 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

78 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

79 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

80 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

81
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

82 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

83 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００
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28

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

85 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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※「受付日」が令和4年6月27日以降、新規エントリーされることはない。 

（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）

29

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7435 ２９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ２９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

２９．２ ＊１

＊ 16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

２９．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理人解任届
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29

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

２９．４ ＊１

＊ 35 【代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２９．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８
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29

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ２９．６

55
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

２９．７

＊ 56 【解任した復代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

２９．８

57 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

58
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

59 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

60 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

61 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

62
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

65 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

66 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

67 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

70 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

71 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

72
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

73 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

74
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

75 【その他】 その他 ETC 共－８５

76 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

77 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

78 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

79 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

80 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

81 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３
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29

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

82 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

83
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

84 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

85 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

86 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

87 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

＊１ 書類上に【手続をした者】と【代理人】は何
れか一方を必須記載とする。
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30

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ATTORNEY-A7436 ３０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

３０．２ ＊１

＊ 16 【手続をした者】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

３０．３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

復代理権変更届
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30

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

29 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

30 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

31
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

32 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

33 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

34
手続した代理人の
記事

PROCEEDED-ATTORNEY-
ARTICLE

３０．４ ＊１

＊ 35 【代理人】 手続した代理人
PROCEEDED-ATTORNEY-
GROUP

代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３０．５

36 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

37
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

38 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

39 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

40 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

41
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

42 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

43 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

44 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

45 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

46 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

49 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

50 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

51
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

52 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

53
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

54 【届出の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ３０．６

55
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

３０．７
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30

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

＊ 56
【代理権を変更した復
代理人】

変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３０．８

57 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

58
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

59 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

60 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

61 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

62
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

63 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

64 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

65 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

66 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

67 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

68 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

69
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

70 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

71 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

72
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

73 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

74
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

75 【その他】 その他 ETC 共－８５

76 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

77 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

78 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

79 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

80 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

81 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

82 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

83
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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30

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

85 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

86 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

87 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

＊１ 書類上に【手続をした者】と【代理人】は何
れか一方を必須記載とする。
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31

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別
WITHDRAWAL-
ABANDONMENT-A761

３１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３１．２

＊ 16

【意匠登録出願人】又は
【商標登録出願人】又は
【防護標章登録出願人】
又は【更新登録出願人】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

３１．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願取下書
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31

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３１．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３１．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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31

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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32

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別
WITHDRAWAL-
ABANDONMENT-A762

３２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３２．２

＊ 16

【意匠登録出願人】又は
【商標登録出願人】又は
【防護標章登録出願人】
又は【更新登録出願人】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

３２．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願放棄書
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32

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３２．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３２．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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32

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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     ※パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。 33

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別
WITHDRAWAL-
ABANDONMENT-A765

３３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３３．２

＊ 16

【意匠登録出願人】又は
【商標登録出願人】又は
【防護標章登録出願人】
又は【更新登録出願人】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

３３．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

パリ条約による優先権主張放棄書
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     ※パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。 33

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３３．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３３．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２
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     ※パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。 33

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

３３．６

61 【最初の出願の表示】 パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP ３３．７

62 【国・地域名】 国名 NATION ３３．８

63 【出願日】 出願日 FILING-DATE ３３．９

64 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER ３３．１０

65 【その他】 その他 ETC 共－８５

66 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

67 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

68 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

69 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

70 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

71 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

72 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

73
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

74 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

75 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

76 項目名 ITEM-NAME 共－１０１
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     ※パリ条約による優先権主張放棄書について、平成１９年４月以降、新規エントリーされることはない。 33

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

77 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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34

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別
WITHDRAWAL-
ABANDONMENT-A768

３４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３４．２

＊ 16 【商標登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ３４．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

使用に基づく特例の適用の主張取下書
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34

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３４．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３４．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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※書換申請の受付は終了しているため、

電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

35

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別
WITHDRAWAL-
ABANDONMENT-A766

３５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【申請番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【申請日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３５．２

＊ 16 【書換登録申請者】 申請者 REQUESTER-GROUP ３５．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表申請者】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

書換登録申請取下書
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35

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３５．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３５．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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35

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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36

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 RESPONSE-A53 ３６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３６．２

＊ 16

【意匠登録出願人】、
【商標登録出願人】、
【書換登録申請者】、
【防護標章登録出願
人】、【更新登録出願
人】、【審判請求
人】、【判定請求
人】、【被請求人】、
【異議申立人】、【意
匠権者】、または【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

３６．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

意見書
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36

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３６．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３６．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２
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36

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

61 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

62 【意見の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

３６．６

63 段落 PARAGRAPH ３６．７

64 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ３６．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

65 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ３６．９

66 【その他】 その他 ETC 共－８５

67 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

68 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

69 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

70 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

71 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

72 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

73 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

74
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

75 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９
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36

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

76 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

77 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

78 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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37

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 RESPONSE-A59 ３７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３７．２

＊ 16 【弁明をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ３７．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

弁明書
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37

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３７．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３７．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５
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37

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

62 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

63 【弁明の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

３７．６

64 段落 PARAGRAPH ３７．７

65 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ３７．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

66 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ３７．９

67 【その他】 その他 ETC 共－８５

68 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

69 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

70 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

71 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

72 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

73 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

74 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

75
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

76 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

77 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

78 項目名 ITEM-NAME 共－１０１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

79 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A79 ３８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３８．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ３８．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

優先権証明書提出書

  5. 3. 3  -  153



38

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３８．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３８．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60
パリ条約による優
先権等の主張

PARIS-PRIORITY-CLAIM-
ARTICLE

３8．６

61 【最初の出願の表示】 パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP ３8．７

62 【国・地域名】 国名 NATION ３8．８

63 【出願日】 出願日 FILING-DATE ３8．９

64 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER ３8．１０

65 【その他】 その他 ETC 共－８５

66 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

67 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

68 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

69 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

70 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

71 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

72 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

73
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

74 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

75 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

76 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

77 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A80 ３９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ３９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【意匠登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ３９．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ３９．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

新規性の喪失の例外証明書提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ３９．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

３９．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１新規性の喪失の例外証明書提出書中に【刊行物等】の項目が記載されている場合は、【その他】の項目を起こし対応する。
詳細は【その他】(共－８５)を参照すること。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A80 ４０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【商標登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４０．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４０．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願時の特例証明書提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４０．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４０．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A81 ４１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４１．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４１．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願日証明書提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４１．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４１．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

61 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

62
【出願番号通知の出願
日】

出願番号通知の出
願日

NOTICE-FILING-DATE ４１．６

63
【証明しようとする出
願日】

証明しようとする
出願日

PROOF-FILING-DATE ４１．７

64 【その他】 その他 ETC 共－８５

65 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

66 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

67 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

68 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

69 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

70 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

71 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

72
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

73 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

74 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

75 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

76 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A82 ４２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４２．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４２．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

物件提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４２．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４２．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【提出する物件】 物件名 OBJECT-NAME ４２．６

62 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

63 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

64 【その他】 その他 ETC 共－８５

65 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

＊ 66 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９ 注１

67 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

68 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

69 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

70 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

71 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

72
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

73 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

74 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

75 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

76 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１【提出物件の目録】について、
様式上は任意項目であるが四法が意匠の場合については日本国特許庁電子文書交換仕様(ＤＴＤ)で必須項目となっているため、
データエントリ規準書では必須項目として扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A822 ４３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４３．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４３．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

証明書類提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４３．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４３．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

61 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

＊ 64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９ 注１

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１【提出物件の目録】について、
様式上は任意項目であるが四法が意匠の場合については日本国特許庁電子文書交換仕様(ＤＴＤ)で必須項目となっているため、
データエントリ規準書では必須項目として扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 PRESENTMENT-A833 ４４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４４．２

＊ 16 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ４４．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

特徴記載書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４４．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４４．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

＊ 60 【意匠の特徴】 意匠の特徴
CHARACTERISTIC-OF-
DESIGN

４４．６

61 段落 PARAGRAPH ４４．７

62 【説明図】 説明図
EXPLANATORY-FIGURE-
GROUP

４４．９

63 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ４４．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

64 【その他】 その他 ETC 共－８５

65 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

66 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

67 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

68 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

69 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

70 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

71 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

72
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

73 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

74 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

75 項目名 ITEM-NAME 共－１０１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

76 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A691 ４５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４５．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４５．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

雑書類
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４５．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４５．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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45

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【その他】 その他 ETC 共－８５

61 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

62 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

63 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

64 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

65 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

66 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

67 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

68
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

69 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

70 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

71 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

72 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A871 ４６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４６．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４６．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

早期審査に関する事情説明書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４６．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４６．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60
【早期審査に関する事
情説明】

意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

４６．６

61 段落 PARAGRAPH ４６．７

62 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ４６．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

63 【その他】 その他 ETC 共－８５

64 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

65 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

66 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

67 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

68 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

69 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

70 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

71
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

72 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

73 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

74 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

75 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A872 ４７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４７．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４７．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

早期審査に関する事情説明補充書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４７．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４７．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

  5. 3. 3  -  182



47

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【補充の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

４７．６

61 段落 PARAGRAPH ４７．７

62 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ４７．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

63 【その他】 その他 ETC 共－８５

64 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

65 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

66 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

67 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

68 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

69 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

70 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

71
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

72 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

73 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

74 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

75 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A824 ４８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【意匠登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４８．２

＊ 16 【補足をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４８．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

ひな形又は見本補足書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４８．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４８．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【補足対象書類名】 証拠方法 PROOF-MEANS ４８．６

61 【補足の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ４８．７

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A781 ４９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ４９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ４９．２

＊ 16 【上申をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ４９．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

上申書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ４９．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

４９．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

61 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

62 【上申の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

４９．６

63 段落 PARAGRAPH ４９．７

64 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ４９．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

65 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ４９．９

66 【その他】 その他 ETC 共－８５

67 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

68 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

69 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

70 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

71 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

72 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

73 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

74
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

75 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

76 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

77 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

78 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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50

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A821 ５０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５０．２

＊ 16 【補足をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ５０．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

手続補足書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５０．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５０．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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50

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【補足対象書類名】 証拠方法 PROOF-MEANS ５０．６

62 【補足の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５０．７

63 【その他】 その他 ETC 共－８５

64 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

65 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

66 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

67 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

68 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

69 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

70 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

71
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

72 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

73 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

74 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

75 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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51

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A601 ５１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】また
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５１．２

＊ 16 【請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５１．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

期間延長請求書期間延長請求書
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51

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５１．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５１．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５
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51

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

62 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

63 【請求の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５１．６

64 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

65 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

66 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

67 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

67-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

67-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

67-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

68 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

69 【その他】 その他 ETC 共－８５

70 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

71 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

72 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

73 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

74 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

75 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

76 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

77
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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51

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

78 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

79 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

80 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

81 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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51-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A603 ５１－１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５１－１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５１－１．２

＊ 15 【請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５１－１．３

16 【持分】 持分 SHARE 共－３３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

22
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

25
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

期間延長請求書（期間徒過）
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51-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

26 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

27
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

28 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

29 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

30 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

31
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

32 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

33 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

34 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

35 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

36 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

37
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

38 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

39 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５１－１．４

40 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５１－１．５

41 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

42
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

43 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

44 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

45 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

46
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

49 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

50 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

51 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５
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51-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

52 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

53
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

54 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

55 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

56
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

57 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

58
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

59 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

60 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

61 【請求の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５１－１．６

61-1 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

62 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

63 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注２）

64 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

65 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

66 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

67 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

67-1 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

68 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

69 【その他】 その他 ETC 共－８５

70 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

71 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

72 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

73 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

74 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

75 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

76 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

77
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

78 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

79 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

80 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

81 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上
記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注２：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A907 ５２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５２．２

＊ 16 【請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５２．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

秘密意匠期間変更請求書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５２．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５２．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【請求の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５２．６

61 【その他】 その他 ETC 共－８５

62 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

63 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

64 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

65 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

66 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

67 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

68 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

69
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

70 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

71 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

72 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

73 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A831 ５３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【商標登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５３．２

＊ 16 【提出者】 申請者 REQUESTER-GROUP ５３．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20 住所又は居所 ADDRESS 共－３７

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

刊行物等提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５３．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５３．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【提出する刊行物等】 物件名 OBJECT-NAME ５３．６

61 【提出の理由】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５３．７

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

1 書類識別 #N/A ５４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【意匠登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５４．２

＊ 16 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５４．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

協議の結果届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５４．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５４．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【協議命令の日付】 協議命令の日付
CONSULTATION-
DIRECTIVE-DATE

共－７９

61 協議の相手
CONSULTATION-PERSON-
ARTICLE

共－８０

62 【協議の相手】 相手
CONSULTATION-PERSON-
GROUP

共－８１

63 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

64
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

65 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

66
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

67 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

68 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

69 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０

70 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１

71 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

72 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

73 【協議の結果】 協議の結果
CONSULTATION-RESULT-
ARTICLE

共－８２

74 段落 PARAGRAPH 共－８３

75 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME 共－８４

縦 HEIGHT

横 WIDTH

76 【その他】 その他 ETC 共－８５

77 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

78 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

79 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

80 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

81 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

82 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

83 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

84
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

85 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

86 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

87 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

88 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A7732 ５５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【変更の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５５．２

15 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

16 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５５．３

＊ 17 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５５．４

18 【持分】 持分 SHARE 共－３３

19 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

20 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

21
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

22 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

23
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

24
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

25 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

26 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

27
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

28 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

29
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願変更届（類似→独立）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

30 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

31 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

32 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

33
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

34 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

35 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

36 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

37 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

38 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

39
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

40 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５５．５

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５５．６

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

62 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

63 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

64 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

65 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

65-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

65-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

65-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

66 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

67 【その他】 その他 ETC 共－８５

68 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

69 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

70 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

71 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

72 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

73 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

74 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

75
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

76 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

77 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

78 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

79 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

  5. 3. 3  -  210



55

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名
共 通 項

目
個別項目

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

注１）添付された願書は添付物件として
全面イメージで電子化する

注２：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案
件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の
場合にのみ記載が可能である。上記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定
外項目として扱う。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目
として扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A7731 ５６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【変更の内容】 届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP ５６．２

15 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

16 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５６．３

＊ 17 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５６．４

18 【持分】 持分 SHARE 共－３３

19 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

20 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

21
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

22 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

23
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

24
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

25 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

26 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

27
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

出願変更届（独立→類似）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

29
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

30 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

31 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

32 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

33
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

34 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

35 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

36 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

37 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

38 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

39
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

40 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５６．５

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５６．６

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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56

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【その他】 その他 ETC 共－８５

62 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

63 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

64 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

65 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

66 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

67 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

68 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

69
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

70 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

71 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

72 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

73 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

添付された願書は添付物件として全面イメー
ジで電子化する
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A826 ５７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５７．２

＊ 16 【商標登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５７．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

協議の結果届
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５７．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５７．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【協議命令の日付】 協議命令の日付
CONSULTATION-
DIRECTIVE-DATE

共－７９

61 協議の相手
CONSULTATION-PERSON-
ARTICLE

共－８０

62 【協議の相手】 相手
CONSULTATION-PERSON-
GROUP

共－８１

63 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

64
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

65 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

66
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

67 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

68 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

69 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－２０

70 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－２１

71 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

72 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

73 【協議の結果】 協議の結果
CONSULTATION-RESULT-
ARTICLE

共－８２

74 段落 PARAGRAPH 共－８３

75 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME 共－８４

縦 HEIGHT

横 WIDTH

76 【その他】 その他 ETC 共－８５

77 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

78 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

79 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

80 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

81 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

82 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

83 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

84
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

85 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

86 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

87 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

88 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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57-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個 別 項 目

1 書類識別 #N/A ５７－１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５７－１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7  【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

8 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

9 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

10 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－８

11 【出願日】 出願日 FILING-DATE 共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５７－1．２

＊ 16 【返還請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５７－１．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20 住所又は居所 ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原
語表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原
語表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

既納手数料返還請求書
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57-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個 別 項 目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

28
【日本における営
業所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34
【代表者原語表
記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35
【法人の法的性
質】

法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５７－１．４

41 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５７－１．５

42 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

43
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

44 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

45 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

46 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

47
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

48 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

49 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

50 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

51 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

52 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

53 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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57-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個 別 項 目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

54
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

55 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

56 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

57
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

58 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

59
【代理関係の特記
事項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

60 【返還請求対象書類】 返還対象書類 #N/A ５７－１．６

61 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５７－１．７

62 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE ５７－１．８

63 【納付済金額】 納付済金額 #N/A ５７－１．９

64 【適正納付金額】 適正納付金額 #N/A ５７－１．１０

65 【返還請求金額】 返還請求金額 #N/A ５７－１．１１

66 【返還金振込先】 返還金振込先 #N/A ５７－１．１２

67 【金融機関名】 金融機関名 #N/A ５７－１．１３

68 【口座種別】 口座種別 #N/A ５７－１．１４

69 【口座番号】 口座番号 #N/A ５７－１．１５

70 【フリガナ】 フリガナ KANA ５７－１．１６

71 【口座名義人】 氏名又は名称 NAME ５７－１．１７

72 【その他】 その他 ETC 共－８５

73 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

74 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

75 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

76 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

77 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

78 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

79
【包括委任状番
号】

包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

80
【提出物件の特記
事項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５
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57-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個 別 項 目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

81 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

82 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

83 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

84 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

 5. 3. 3 - 217 -  4



57-2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 ETCETERA-A917 ５９－２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５９－２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【出願の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【登録番号】 登録番号 REGISTRATION-NUMBER 共－５

7 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－６

8 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－７

9 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

10 【出願日】 出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５９－２．２

＊ 14 【意匠登録出願人】 申請者 REQUESTER-GROUP ５９－２．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

回復理由書
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57-2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５９－２．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５９－２．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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57-2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

59 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

60 【回復の理由】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

５９－２．６

61 段落 PARAGRAPH ５９－２．７

62 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ５９－２．８

63 縦 HEIGHT

64 横 WIDTH

65 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２ 　　　

66 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３ 　　　

67 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４ 　　　

68 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

69 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

70 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

71 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５ 　　　

88 【その他】 その他 ETC 共－８５

89 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

90 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

91 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

92 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

93 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

94 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

95 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

96
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

97 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

98 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００
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57-2

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

99 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

100 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場合
にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記の
場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 AMENDMENT-A51 ５８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】、
【商標登録番号】また
は【登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５８．２

＊ 16 【補正をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ５８．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

手続補正書（方式）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５８．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５８．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

62 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

63 補正の記事 AMENDMENT-ARTICLE 共－６８ 注１）

＊ 64 【手続補正ｎ】 手続補正 AMENDMENT-GROUP 一連番号 SERIAL-NUMBER 共－６９

65 【補正対象書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME 共－７０

66
【補正対象書類受付
番号】

受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－７１

67
【補正対象書類提出
日】

提出日 SUBMISSION-DATE 共－７２

68
【補正対象書類整理
番号】

整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－７３

69 【補正対象項目名】 対象項目 ITEM-OF-AMENDMENT 共－７４

70 【補正方法】 方法 WAY-OF-AMENDMENT 共－７５

71 【補正の内容】 補正の内容 CONTENTS-OF-AMENDMENT 共－７６

＊ 72 【手数料補正】 手数料補正
AMENDMENT-CHARGE-
ARTICLE

共－７７ 注１）

73 【補正対象書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME 共－７８

74 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

75 　 【納付方法】    　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

76 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

77 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

77-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

77-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

77-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

78 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

79 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ５８．６

80 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

81 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

82 【納付方法】 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

83 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

84 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

84-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

84-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

84-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

85 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

86 【その他】 その他 ETC 共－８５

87 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

88 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

89 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

90 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

91 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

92 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

93 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

94
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

94-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

95 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

96 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

97 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

98 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１） 書類上に【手続補正ｎ】と【手数料補正】
は何れか一方を必須記載とする。

注２：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場合
にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記の
場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 AMENDMENT-A523 ５９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7
【意匠登録番号】、
【商標登録番号】また
は【登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－５

8
【審判番号】または
【異議番号】または
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－６

9
【審判請求日】または
【異議申立日】または
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－７

10
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

11
【出願日】又は
【申請日】

出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

14 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

15 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５９．２

＊ 16 【補正をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ５９．３

17 【持分】 持分 SHARE 共－３３

18
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

19 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

20
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

21 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

22
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

23
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

24 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

25 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

26
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

27 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

手続補正書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

29 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

30 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

31 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

32
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

33 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

34 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

35 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

36 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

37 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

38
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

39 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

40 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５９．４

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５９．５

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

55
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

62 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

63 補正の記事 AMENDMENT-ARTICLE 共－６８ 注１）

＊ 64 【手続補正ｎ】 手続補正 AMENDMENT-GROUP 一連番号 SERIAL-NUMBER 共－６９

65 【補正対象書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME 共－７０

66
【補正対象書類受付
番号】

受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－７１

67
【補正対象書類提出
日】

提出日 SUBMISSION-DATE 共－７２

68
【補正対象書類整理
番号】

整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－７３

69 【補正対象項目名】 対象項目名 ITEM-OF-AMENDMENT 共－７４

70 【補正方法】 方法 WAY-OF-AMENDMENT 共－７５

71 【補正の内容】 補正の内容 CONTENTS-OF-AMENDMENT 共－７６

＊ 72 【手数料補正】 手数料補正
AMENDMENT-CHARGE-
ARTICLE

共－７７ 注１）

73 【補正対象書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME 共－７８

74 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

75 　 【納付方法】 　    納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

76 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

77 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

77-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

77-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

77-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

78 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

79 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ５９．６

80 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

81 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

82 【納付方法】 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

83 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

84 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

84-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

84-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

84-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

85 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

86 【その他】 その他 ETC 共－８５

87 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

88 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

89 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

90 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

91 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

92 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

93 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

94
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

94-1 音声データ SOUND ファイル名 FILE-NAME 共－９５．５

95 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

96 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

97 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

98 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１） 書類上に【手続補正ｎ】と【手数料補正】
は何れか一方を必須記載とする。

注２：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）、特殊
申請の場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能であ
る。上記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、規定外の項目と
して扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 AMENDMENT-A5231 ５９－１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ５９－１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【事件の表示】 事件の表示
INDICATION-OF-CASE-
ARTICLE

共－４

7 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－８

8 【出願日】 出願日 FILING-DATE 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－９

9 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

10 【受付番号】 受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－１０

11 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ５９－１．２

＊ 12 【補正をする者】 申請者 REQUESTER-GROUP ５９－１．３

13 【持分】 持分 SHARE 共－３３

14 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

15 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

16
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

17 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

18
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

19
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

20 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

21 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

22
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

23 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

24
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

25 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

26 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

27 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

手続補正書（複数）
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

28
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

29 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

30 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

31 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

32 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

33 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

34
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

35 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

36 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ５９－１．４

37 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

５９－１．５

38 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

39
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

40 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

41 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

42 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

43
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

44 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

45 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

46 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

47 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

48 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

51 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

52 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

53
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

54 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

55
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８
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59-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

56 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

57 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

58 補正の記事 AMENDMENT-ARTICLE 共－６８ 注１）

＊ 59 【手続補正ｎ】 手続補正 AMENDMENT-GROUP 一連番号 SERIAL-NUMBER 共－６９

60 【補正対象書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME 共－７０

61
【補正対象意匠番
号】

補正対象意匠
番号

DESIGN-NUMBER-OF-
AMENDMENT

５９－１．７

62
【補正対象書類受付
番号】

受付番号 RECEIPT-NUMBER 共－７１

63
【補正対象書類提出
日】

提出日 SUBMISSION-DATE 共－７２

64
【補正対象書類整理
番号】

整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－７３

65 【補正対象項目名】 対象項目名 ITEM-OF-AMENDMENT 共－７４

66 【補正方法】 方法 WAY-OF-AMENDMENT 共－７５

67 【補正の内容】 補正の内容 CONTENTS-OF-AMENDMENT 共－７６

＊ 68 【手数料補正】 手数料補正
AMENDMENT-CHARGE-
ARTICLE

共－７７ 注１）

69 【補正対象書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME 共－７８

70 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

71 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

72 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

73 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

74 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）

75 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

76 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

77 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ５９－１．６

78 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

79 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

80 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

81 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

82 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

83 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注２）
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59-1

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

84 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注２）

85 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

86 【その他】 その他 ETC 共－８５

87 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

88 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

89 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

90 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

91 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

92 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

93 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

94
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

95 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

96 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

97 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

98 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１） 書類上に【手続補正ｎ】と【手数料補正】
は何れか一方を必須記載とする。

注２：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場合
にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記の
場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。
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手続補正書（複数）の手続補正の電子化

手続補正書（複数）の手続補正配下の電子化における注意事項を以下に記載する。

（1）補正対象書類は意匠登録願（複数）または手続補正書（複数）のみである。

したがって、【補正対象書類名】は意匠登録願（複数）、手続補正書（複数）、図面、写真、ひな形、見本のいずれかとなる。

【補正対象書類名】が上記以外の場合は、電子記録基準管理班の指示を仰いで職権にて作成する。

（2）【補正対象意匠番号】は意匠登録願（複数）の【意匠n】配下の項目を補正する場合に、対象となる【意匠n】を特定するために記載する。

【補正対象意匠番号】の記載があり、【意匠n】配下でない項目が【補正の内容】に記載された場合、

もしくは【補正対象意匠番号】の記載がなく、【意匠n】配下の項目が【補正の内容】に記載された場合は、規定外の項目として電子化を行う。

（3）【補正の内容】に【意匠n】が記載された場合は、電子化不能とする。（【意匠n】単位での補正は不可とする）

例1）正常なケース

意匠登録願（複数） 手続補正書（複数）

意匠登録願（複数）の書誌を補正する場合

【補正対象書類名】は”意匠登録願（複数）”を記載する

【補正対象意匠番号】は記載しない

意匠登録願（複数）の【意匠n】配下の項目を補正する場合

【補正対象書類名】は”意匠登録願（複数）”を記載する

【補正対象意匠番号】は補正対象の【意匠n】を記載する

意匠登録願（複数）の【意匠n】の図面を補正する場合

【補正対象書類名】は”図面”を記載する

【補正対象意匠番号】は補正対象の【意匠n】を記載する

【書類名】 意匠登録願（複数）

：

【その他】    ○○○

：

【意匠1】

：

【その他】 △△△

：

【書類名】 図面

：

【書類名】 手続補正書（複数）

：

【手続補正1】

【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）

【補正対象項目名】 その他

【補正方法】   変更

【補正の内容】

【その他】 ●●●

【手続補正2】

【補正対象書類名】  意匠登録願（複数）

【補正対象意匠番号】 意匠１

【補正対象項目名】  その他

【補正方法】  変更

【補正の内容】

【その他】 ▲▲▲

【手続補正3】

【補正対象書類名】  図面

【補正対象意匠番号】 意匠１

【補正対象項目名】  全図

【補正方法】   変更

【補正の内容】
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例2）規定外の項目として電子化するケース

意匠登録願（複数） 手続補正書（複数）

【補正対象意匠番号】の記載があるが、

【意匠n】配下に記載できない【特記事項】が

【補正の内容】配下に記載されているため、

規定外の項目として電子化する。

【補正対象意匠番号】の記載がなく、

【意匠n】配下の項目【意匠に係る物品】が

【補正の内容】配下に記載されているため、

規定外の項目として電子化する。

例3）電子化不能とするケース

意匠登録願（複数） 手続補正書（複数）

【意匠１】が【補正の内容】配下に記載されているため、

電子化不能とする

【書類名】 意匠登録願（複数）

：

【特記事項】  ○○○

：

【意匠1】

：

【意匠に係る物品】 △△△

：

【意匠2】

：

【書類名】 手続補正書（複数）

：

【手続補正1】

【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）

【補正対象意匠番号】 意匠１

【補正対象項目名】 特記事項

【補正方法】   変更

【補正の内容】

【特記事項】  ●●●

【手続補正2】

【補正対象書類名】  意匠登録願（複

数）

【補正対象項目名】  意匠に係る物品

【補正方法】  変更

【補正の内容】

【書類名】 意匠登録願（複数）

：

【特記事項】  ○○○

：

【意匠1】

：

【意匠に係る物品】 △△△

：

【書類名】 手続補正書（複数）

：

【手続補正1】

【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）

【補正対象意匠番号】 意匠１

【補正対象項目名】  意匠１

【補正方法】   変更

【補正の内容】

【意匠１】
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70

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C60 ７０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【審判事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【審判の種別】 審判の種別 KIND-OF-APPEALS ７０．２

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13
【請求項の数】又は
【発明の数】

請求項の数 NUMBER-OF-CLAIM 適用法規 ADOPTED-LAW ７０．３

14
【商品及び役務の区分
の数】

商品及び役務の区
分の数

NUMBER-OF-CLASS ７０．４

15 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

16 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７０．５

＊ 17 【審判請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ７０．６

18 【持分】 持分 SHARE 共－３３

19
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

20 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

21
住所又は居
所情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

22 【住所又は居所】
住所又は
居所

ADDRESS 共－３７

23
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

24
氏名又は名
称情報

NAME-GROUP 共－３９

25 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

26 【氏名又は名称】
氏名又は
名称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

審判請求書
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70

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

審判請求書

27
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

28 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

29
【日本における営業
所】

日本におけ
る営業所

OFFICE 共－４３

30 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

31 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

32 【フリガナ】
フリガ
ナ

KANA 共－３０

33
代表者
識別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

34 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

35 【代表者原語表記】
原語表
記

ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

36 【法人の法的性質】
法人の法的
性質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

37 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

38 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

39
【ファクシミリ番
号】

ファクシミ
リ番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

40 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

41 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７０．７

42 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７０．８

43 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

44
住所又は居
所情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

45 【住所又は居所】
住所又は
居所

ADDRESS 共－３７

46 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

47 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

48
氏名又は名
称情報

NAME-GROUP 共－３９

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【氏名又は名称】
氏名又は
名称

NAME 共－４０

51 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

52 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

53 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

54 【フリガナ】
フリガ
ナ

KANA 共－３０
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70

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

審判請求書

55
代表者
識別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

56 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

57 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

58
【ファクシミリ番
号】

ファクシミ
リ番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

59 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

60
【代理関係の特記事
項】

代理関係の
特記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

61
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

７０．９

62 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７０．１０

63 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

64
住所又は居
所情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

65 【住所又は居所】
住所又は
居所

ADDRESS 共－２９

66 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

67 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

68
氏名又は名
称情報

NAME-GROUP 共－５６

69 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

70 【氏名又は名称】
氏名又は
名称

NAME 共－５７

71 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

72 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

73 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

74 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

75
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

76 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

77 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

78
【ファクシミリ番
号】

ファクシミ
リ番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

79 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

80
【代理関係の特記事
項】

代理関係の
特記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

81
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

７０．１３

82 【被請求人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

７０．１４
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70

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

審判請求書

83 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

84 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

85
住所又は居
所情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

86 【住所又は居所】
住所又は
居所

ADDRESS 共－２９

87
氏名又は名
称情報

NAME-GROUP 共－５６

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89 【氏名又は名称】
氏名又は
名称

NAME 共－５７

90 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

91 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

92 【フリガナ】
フリガ
ナ

KANA 共－３０

93
代表者
識別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

94 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

95 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

96 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

97
【ファクシミリ番
号】

ファクシミ
リ番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

98 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

99 【事件との関係】
事件との関
係

RELATION-OF-CASE 共－５９

100 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

101 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

102 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

103 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

104 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

104-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

104-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

104-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

105 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

106 【請求の趣旨】 請求の趣旨
RELIEF-SOUGHT-IN-
DEMANDS

７０．１1

107 【請求の理由】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

審判請求書

108 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ７０．１2

109 【その他】 その他 ETC 共－８５

110 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

111 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

112 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

113
通数又は個
数

NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

114 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

115 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

116 【包括委任状番号】
包括委任状
番号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

117
【提出物件の特記事
項】

提出物件の
特記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

118 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

119 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

120 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

121 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件
で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）の場合
にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能である。上記の
場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、記部の記事とし
て扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C609 ７１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【審判の種別】 審判の種別 KIND-OF-APPEALS ７１．２

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

14 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７１．３

＊ 15

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７１．４

16 【持分】 持分 SHARE 共－３３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

22
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

請求取下書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

26 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

27
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

28 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

29 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

30 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

31 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

32 氏名 NAME 共－４７

33 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

34 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

35 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

36 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

37
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

38 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

39 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７１．５

40 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７１．６

41 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

42
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

43 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

44 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

45 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

46
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

49 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

50 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

51 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

52 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

54 氏名 NAME 共－４７

55 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

56
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

57 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

58
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

59 【取下の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

７１．７

60 段落 PARAGRAPH ７１．８

61 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ７１．９

縦 HEIGHT

横 WIDTH

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C64 ７２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７２．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７２．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

審理再開申立書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７２．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７２．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【申立の理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6515 ７３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７３．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７３．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

証拠説明書
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73

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７３．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７３．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【証拠の説明】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C655 ７４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７４．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７４．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

検証申出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７４．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７４．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【検証の目的】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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75

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6512 ７５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態 共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７５．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７５．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

口頭審理申立書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７５．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７５．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【申立の内容】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6513 ７６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７６．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７６．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

口頭審理陳述要領書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７６．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７６．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【陳述の要領】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C652 ７７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７７．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７７．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

証拠調申立書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７７．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７７．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【証明すべき事項】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

  5. 3. 3  -  251



78

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6541 ７８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７８．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７８．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

尋問事項書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７８．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７８．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【尋問事項】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6514 ７９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ７９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ７９．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

７９．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

証拠申出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ７９．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

７９．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【証明すべき事実】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C654 ８０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８０．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８０．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

証人尋問申出書
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80

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８０．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８０．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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80

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【尋問すべき事項】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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81

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C657 ８１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８１．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８１．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

鑑定の申出書
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81

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８１．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８１．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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81

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【鑑定事項】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

  5. 3. 3  -  263



82

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6572 ８２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８２．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８２．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

鑑定事項書
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82

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８２．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８２．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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82

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58
【鑑定を求める事項】
等

記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6544 ８３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８３．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８３．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

書証の申出書
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83

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８３．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８３．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【書証の内容】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

  5. 3. 3  -  269



84

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6546 ８４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８４．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８４．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

文書特定の申出書
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84

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８４．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８４．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【文書の特定事項】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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85

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6517 ８５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８５．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８５．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

録音テープ等の内容説明書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８５．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８５．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58
【録音テープ等の内容
の説明】 等

記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

  5. 3. 3  -  275



86

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6542 ８６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８６．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８６．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

回答希望事項記載書面
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８６．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８６．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【回答希望事項】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C54 ８７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８７．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８７．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

回答書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８７．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８７．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【回答の内容】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6511 ８８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ８８．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

８８．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

書面審理申立書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８８．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８８．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【申立事由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C875 ８９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ８９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【審判事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

11 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

12 提出者の記事 PRESENTER-ARTICLE ８９．２

＊ 13 【提出者】 提出者 PRESENTER-GROUP ８９．３

14 【請求人との関係】
請求人との関
係

RELATIONSHIP-WITH-
REQUESTER

８９．４

15 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

16
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

17 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

18
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

19
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

20 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

21 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

22
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

23 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

24
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

25 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

26
代表者情
報

REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

27 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

優先審理に関する事情説明書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

29 氏名 NAME 共－４７

30 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

31 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

32 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

33 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

34
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

35 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

36 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ８９．５

37 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

８９．６

38 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

39
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

40 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

41 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

42 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

43
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

44 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

45 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

46 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

47 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

48
代表者情
報

REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

49 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

50 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

51 氏名 NAME 共－４７

52 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

53
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

54 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

55
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【実施の状況等】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

57 【その他】 その他 ETC 共－８５

58 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

59 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

60 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

61 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

62 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

63 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

64 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

65
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

66 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

67 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

68 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

69 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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90

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C876 ９０．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９０．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【審判事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

11 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

12 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９０．２

＊ 13 【審判請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９０．３

14 【持分】 持分 SHARE 共－３３

15
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

16 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

17
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

18 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

19
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

20
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

21 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

22 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

23
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

24 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

25
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

26 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

27 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

早期審理に関する事情説明書
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90

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

29 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

30 氏名 NAME 共－４７

31 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

32 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

33 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

34 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

35
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

36 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

37 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９０．４

38 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９０．５

39 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

40
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

41 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

42 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

43 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

44
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

45 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

46 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

47 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

48 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

49 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

52 氏名 NAME 共－４７

53 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

54
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

55 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３
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90

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

57
【早期審理に関する事
情説明】 等

記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

58 【その他】 その他 ETC 共－８５

59 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

60 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

61 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

62 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

63 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

64 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

65 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

66
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

67 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

68 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

69 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

70 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C877 ９１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【審判事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

11 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

12 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９１．２

＊ 13 【審判請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９１．３

14 【持分】 持分 SHARE 共－３３

15
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

16 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

17
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

18 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

19
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

20
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

21 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

22 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

23
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

24 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

25
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

26 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

27 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

早期審理に関する事情説明補充書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

29 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

30 氏名 NAME 共－４７

31 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

32 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

33 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

34 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

35
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

36 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

37 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９１．４

38 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９１．５

39 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

40
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

41 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

42 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

43 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

44
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

45 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

46 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

47 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

48 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

49 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

52 氏名 NAME 共－４７

53 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

54
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

55 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３
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91

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

57 【補充の内容】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

58 【その他】 その他 ETC 共－８５

59 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

60 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

61 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

62 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

63 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

64 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

65 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

66
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

67 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

68 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

69 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

70 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6543 ９２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９２．２

＊ 14 【回答者】 申請者 REQUESTER-GROUP ９２．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

尋問に代わる書面の提出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９２．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９２．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58
【尋問に対する回答】
等

記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6573 ９３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９３．２

＊ 14 【鑑定人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９３．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

鑑定書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９３．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９３．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【鑑定報告】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

  5. 3. 3  -  299



94

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C659 ９４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９４．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

９４．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

期日変更請求書期日変更請求書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

29 【フリガナ】
フリガ
ナ

KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者
識別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】
原語表
記

ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９４．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９４．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】
フリガ
ナ

KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者
識別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

59 【変更前の期日】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

60 【変更後の期日】等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

61 【変更の理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

62 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

63 　 【納付方法】 　 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５ 注３）

64 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

65 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

65-1 【納付番号】 納付番号
ELECTRONIC-CASH-
PAYMENT-NUMBER

共－６４．５

65-2 【振替番号】 振替番号 TRANSFER-NUMBER 共－６４．６ 注１）

65-3 【指定立替納付】 指定立替納付 CREDIT-CARD 共－６４．７ 注１）

66 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

67 【その他】 その他 ETC 共－８５

68 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

69 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

70 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

71 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

72 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

73 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

74 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

75
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

76 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

77 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

78 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

79 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２

注１：【振替番号】、【指定立替納付】はオンライン案件の緊急避難、更正申請、再ＤＥ（オンライン出願された
案件で四法等に誤りがあった場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリするこ
と）の場合にのみ記載が可能である。【指定立替納付】は窓口クレジットカード決済の場合にも記載が可能で
ある。上記の場合以外に【振替番号】、【指定立替納付】が記載された場合は、規定外項目として扱う。

注３：新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わず、記部の記事と
して扱う。
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6591 ９５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９５．２

＊ 14

【審判請求人】、【判
定請求人】、【被請求
人】、【異議申立
人】、【特許権者】、
【実用新案権者】、
【意匠権者】又は【商
標権者】

申請者 REQUESTER-GROUP 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

９５．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

証拠調申請取下書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９５．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９５．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【取下の事項】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6592 ９６．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９６．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又は
【異議事件の表示】又は
【判定請求事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は【異
議番号】又は【判定番
号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９６．２

＊ 14 【証人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９６．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
項 目 名 参 照 個 所

備 考

不出頭の届出書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍・地域】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９６．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９６．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

項 目 名 参 照 個 所
備 考

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【期日】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

59 【その他】 その他 ETC 共－８５

60 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

61 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

62 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

63 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

64 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

65 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

66 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

67
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

68 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

69 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

70 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

71 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C6091 ９７．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９７．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【審判事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【審判番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【審判請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10
【特許番号】、【実
用新案登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【審判の種別】 審判の種別 KIND-OF-APPEALS ９７．２

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

14 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９７．３

＊ 15 【審判請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９７．４

16 【持分】 持分 SHARE 共－３３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

22
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

25
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

26 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

一部請求取下書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

28 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

29 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

30 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

31
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

32 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

33 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

34 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

35 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

36 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

37
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

38 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

39 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９７．５

40 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９７．６

41 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

42
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

43 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

44 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

45 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

46
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

49 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

50 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

51 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

52 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

53 【代表者】
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

54 氏名 NAME 共－４７
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

56
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

57 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

58
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

59 【取下の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

９７．７

60 段落 PARAGRAPH ９７．８

61 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ９７．９

縦 HEIGHT

横 WIDTH

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C561 ９８．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９８．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【異議事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【異議申立日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

8
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

9
【特許番号】、【実用
新案登録番号】又は
【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

10 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

11 【申立に係る請求項】 申立に係る請求項 CLAIM-OF-MOTION ９８．２

12
【申立に係る指定商品又
は役務並びに商品及び役
務の区分】

指定商品又は指定
役務並びに区分

CLASS-OF-GOODS-AND-
SERVICE-ART

９８．３

13
商品役務並びに
区分

GOODS-AND-SERVICE-
CLASS-GROUP

９８．４

14 【第ｎ類】 類 CLASS ９８．５

15
【指定商品（指定役
務）】

商品役務 GOODS-AND-SERVICE ９８．６

16 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

17 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９８．７

＊ 18 【異議申立人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９８．８

19 【持分】 持分 SHARE 共－３３

20
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

21 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

22
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

23 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

24
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

25
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

26 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

27 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

異議申立書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

29 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

30
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

31 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

32 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

33 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

34
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

35 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

36 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

37 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

38 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

39 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

40
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

41 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

42 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９８．９

43 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９８．１０

44 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

45
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

46 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

47 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

48 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

49
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

52 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

53 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

54 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

55 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

57 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

58 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

59
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

60 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

61
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

62
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

９８．１１

63 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP ９８．１２

64 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

65
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

66 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

67 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

68 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

69
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 【氏名又は名称】 氏名又は名称 NAME 共－５７

72 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

73 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

74 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

75 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

76 代表者識別
REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

77 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

78 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

79
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ番
号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

80 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

81
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特記
事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

82 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

83 【納付方法】 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

85 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

86 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

87 【申立の理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

88 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS ９８．１３

89 【その他】 その他 ETC 共－８５

90 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

91 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

92 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

93 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

94 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

95 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

96 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

97
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

98 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

99 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

100 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

101 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C661 ９９．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME ９９．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【異議事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【異議番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【異議申立日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10
【特許番号】、【実用
新案登録番号】又は
【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【審判の種別】 審判の種別 KIND-OF-APPEALS ９９．２

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

14 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE ９９．３

＊ 15 【異議申立人】 申請者 REQUESTER-GROUP ９９．４

16 【持分】 持分 SHARE 共－３３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

22
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

25
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

26 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

27
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

異議取下書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

29 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

30 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

31
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

32 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

33 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

34 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

35 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

36 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

37
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

38 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

39 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE ９９．５

40 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

９９．６

41 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

42
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

43 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

44 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

45 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

46
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

49 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

50 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

51 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

52 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

53
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

54 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

55 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

57 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

58
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

59 【取下の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

９９．７

60 段落 PARAGRAPH ９９．８

61 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ９９．９

縦 HEIGHT

横 WIDTH

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C662 １００．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １００．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6 【異議事件の表示】 審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【異議番号】 審判番号 APPEAL-NUMBER 共－１２

8 【異議申立日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10
【特許番号】、【実用
新案登録番号】又は
【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【審判の種別】 審判の種別 KIND-OF-APPEALS １００．２

12 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

13 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

14 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １００．３

＊ 15 【異議申立人】 申請者 REQUESTER-GROUP １００．４

16 【持分】 持分 SHARE 共－３３

17
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

22
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

25
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

26 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

27
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

一部異議取下書

  5. 3. 3  -  319



100

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

29 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

30 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

31
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

32 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

33 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

34 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

35 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

36 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

37
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

38 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

39 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １００．５

40 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１００．６

41 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

42
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

43 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

44 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

45 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

46
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

49 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

50 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

51 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

52 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

53
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

54 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

55 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

  5. 3. 3  -  320



100

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

57 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

58
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

59 【取下の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

１００．７

60 段落 PARAGRAPH １００．８

61 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME １００．９

縦 HEIGHT

横 WIDTH

62 【その他】 その他 ETC 共－８５

63 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

64 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

65 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

66 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

67 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

68 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

69 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

70
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

71 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

72 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

73 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

74 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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101

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C601 １０１．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １０１．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【判定請求事件の表
示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 共－１１

7 【判定請求日】 審判請求日 APPEAL-DATE 共－１３

8
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

9

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

10 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

11 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

12 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １０１．２

＊ 13 【判定請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP １０１．３

14 【持分】 持分 SHARE 共－３３

15
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

16 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

17
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

18 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

19
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

20
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

21 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

22 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

23
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

24 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

25
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

26 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

判定請求書
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101

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

28 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

29
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

30 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

31 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

32 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

33 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

34 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

35
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

36 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

37 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １０１．４

38 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０１．５

39 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

40
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

41 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

42 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

43 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

44
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

45 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

46 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

47 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

48 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

49 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

50 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

51
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

52 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

53 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

54
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２
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101

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

56
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

57
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１０１．６

58 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP １０１．７

59 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

60
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

61 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

62 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

63 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

64
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

65 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

66 【氏名又は名称】 氏名又は名称 NAME 共－５７

67 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

68 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

69 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

70 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

71 代表者識別
REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

72 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

73 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

74
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ番
号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

75 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

76
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特記
事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

77
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１０１．８

78 【被請求人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１０１．９

79 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

80 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

81
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

82 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７
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101

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

83
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

84 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

85 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

86 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

87 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

88 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

89
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

90 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

91 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

92 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

93
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

94 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

95 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

96 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

97 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

98 【納付方法】 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５

99 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

100 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

101 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

102 【請求の趣旨】 請求の趣旨
RELIEF-SOUGHT-IN-
DEMANDS

１０１．１０

103 【請求の理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

104 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS １０１．１１

105 【その他】 その他 ETC 共－８５

106 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

107 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

108 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

109 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

110 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２
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101

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

111 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

112 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

113
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

114 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

115 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

116 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

117 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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102

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C57 １０２．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １０２．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又
は【判定請求事件の表
示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】又は
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】又
は【商標登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １０２．２

＊ 14 【被請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP １０２．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

答弁書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １０２．４

39 【被請求人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０２．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１０２．６

59
【選任した被請求人代
理人】

変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP １０２．７

60 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

61
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

62 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

63 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

64 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

65
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

66 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

67 【氏名又は名称】 氏名又は名称 NAME 共－５７

68 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

69 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

70 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

71 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

72 代表者識別
REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

73 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

74 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

75
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ番
号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

76 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

77
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特記
事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

78
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１０２．８

79 【請求人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１０２．９

80 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

81 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

82
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

83 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

84
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

85 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

86 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

87 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

88 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

89 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

90
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

91 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

92 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

93 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

94
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

95 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

96 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

97
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

１０２．１０

98 【請求人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP １０２．１１

99 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

100
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

101 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

102 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

103 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

104
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

105 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

106 【氏名又は名称】 氏名又は名称 NAME 共－５７

107 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

108 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

109 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

110
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

111 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

112 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

113 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

114
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

115 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

116
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

117 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

118 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

119 【答弁の趣旨】 請求の趣旨
RELIEF-SOUGHT-IN-
DEMANDS

１０２．１２

120 【答弁の理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

121 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS １０２．１３

122 【その他】 その他 ETC 共－８５

123 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

124 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

125 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

126 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

127 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

128 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

129 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

130
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

131 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

132 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

133 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

134 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C58 １０３．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １０３．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又
は【判定請求事件の表
示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は
【判定番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【判定請求日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9
【出願番号】または
【申請番号】

出願番号 APPLICATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４

10

【特許番号】、【実
用新案登録番号】、
【意匠登録番号】ま
たは【商標登録番
号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １０３．２

＊ 14 【請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP １０３．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16
【代表出願人】又は
【代表申請者】

代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

弁駁書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １０３．４

39 【請求人代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０３．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58
事件の出願人の記
事

APPLICANT-OF-CASE-
ARTICLE

１０３．６

59 【被請求人】 事件の出願人
APPLICANT-OF-CASE-
GROUP

１０３．７

60 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

61 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

62
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

63 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

64
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

65 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

66 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

67 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

68 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

69 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

70
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

71 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

72 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

73 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

74
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

75 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

76 【事件との関係】 事件との関係 RELATION-OF-CASE 共－５９

77
事件の出願人の代
理人の記事

ATTORNEY-OF-CASE-
ARTICLE

１０３．８

78 【被請求人代理人】
事件の出願人の
代理人

ATTORNEY-OF-CASE-GROUP １０３．９

79 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

80
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

81 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

82 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

83 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

84
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

85 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

86 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－５７

87 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

88 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

89 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

90
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

91 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

92 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

93
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

94 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

95
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

96 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

97 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

98 【弁駁の趣旨】 請求の趣旨
RELIEF-SOUGHT-IN-
DEMANDS

１０３．１０

99 【理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

100 【証拠方法】 証拠方法 PROOF-MEANS １０３．１１

101 【その他】 その他 ETC 共－８５

102 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

103 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

104 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

105 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

106 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

107 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

108 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

109
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

110 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

111 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

112 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

113 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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104

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C619 １０４．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １０４．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】又
は【異議事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】又は
【異議番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】又は
【異議申立日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－１４

10
【特許番号】、【実
用新案登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

13 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １０４．２

＊ 14 【請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP １０４．３

15 【持分】 持分 SHARE 共－３３

16 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

17 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

18
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

19 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

20
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

21
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

22 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

23 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

24
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

25 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

26
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

27 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

訂正請求取下書
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

29 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

30
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

31 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

32 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

33 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

34 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

35 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

36
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

37 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

38 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １０４．４

39 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０４．５

40 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

41
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

42 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

43 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

44 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

45
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

46 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

47 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

48 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

49 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

50 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

51 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

52
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

53 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

54 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

55
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

57
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

58 【取下の内容】 意見の内容
OPINION-CONTENTS-
ARTICLE

１０４．６

59 段落 PARAGRAPH １０４．７

60 イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME １０４．８

縦 HEIGHT

横 WIDTH

61 【その他】 その他 ETC 共－８５

62 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

63 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

64 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

65 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

66 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

67 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

68 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

69
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

70 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

71 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

72 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

73 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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105

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目

1 書類識別 APPEAL-C611 １０５．０

＊ 2 【書類名】 書類名 DOCUMENT-NAME １０５．１

3 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

4 【提出日】 提出日 SUBMISSION-DATE 共－２

5 【あて先】 あて先 ADDRESSED-TO-PERSON 共－３

＊ 6
【審判事件の表示】また
は【異議事件の表示】

審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１１

7
【審判番号】または
【異議番号】

審判番号 APPEAL-NUMBER 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１２

8
【審判請求日】または
【異議申立日】

審判請求日 APPEAL-DATE 審判種別 KIND-OF-APPEAL 共－１３

9 【出願番号】 出願番号 APPLICATION-NUMBER 共－１４

10
【特許番号】または
【実用新案登録番号】

登録番号 REGISTRATION-NUMBER 出願形態
KIND-OF-
APPLICATION

共－１４．５

11 【整理番号】 整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER 共－１

12
【請求項の数】または
【発明の数】

請求項の数 NUMBER-OF-CLAIM 適用法規 ADOPTED-LAW １０５．２

13 【プルーフの要否】 プルーフの要否 PROOF-NECESSITY 共－９８

14 申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE １０５．３

＊ 15 【請求人】 申請者 REQUESTER-GROUP １０５．４

16 【持分】 持分 SHARE 共－３３

17 【代表出願人】 代表出願人
REPRESENTATIVE-
APPLICANT

共－３４

18 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

19
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

20 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

21
【住所又は居所原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－３８

22
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

23 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

24 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

25
【氏名又は名称原語
表記】

原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４１

26 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

27
【日本における営業
所】

日本における
営業所

OFFICE 共－４３

項 番
参 照 個 所

備 考
項 目 名

訂正請求書

  5. 3. 3  -  340



105

申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

28 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

29 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

30 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

31
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

32 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

33 【代表者原語表記】 原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE 共－４８

34 【法人の法的性質】
法人の法的性
質

LEGAL-ENTITY-PROPERTY 共－４９

35 【国籍】 国籍 NATIONALITY 共－５０

36 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

37
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

38 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

39 代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE １０５．５

40 【代理人】 代理人 ATTORNEY-GROUP 代理人種別
KIND-OF-
ATTORNEY

１０５．６

41 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－３５

42
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－３６

43 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－３７

44 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

45 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

46
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－３９

47 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

48 【氏名又は名称】
氏名又は名
称

NAME 共－４０

49 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

50 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

51 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

52 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

53
代表者識
別

REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

54 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

55 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

56
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ
番号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

57 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

58
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特
記事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

59
変更する代理人の
記事

ATTORNEY-CHANGE-
ARTICLE

１０５．７

60 【選任した代理人】 変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP １０５．８

61 【識別番号】 識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER 共－２７

62
住所又は居所
情報

ADDRESS-GROUP 共－２８

63 【住所又は居所】
住所又は居
所

ADDRESS 共－２９

64 【弁理士】 弁理士 ATTORNEY 共－５４

65 【弁護士】 弁護士 LAWYER 共－５５

66
氏名又は名称
情報

NAME-GROUP 共－５６

67 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

68 【氏名又は名称】 氏名又は名称 NAME 共－５７

69 【就業場所】 就業場所 OFFICE-ADDRESS 共－４２

70 代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP 共－４４

71 代表者 REPRESENTATIVE 共－４５

72 【フリガナ】 フリガナ KANA 共－３０

73 代表者識別
REPRESENTATIVE-
IDENTIFICATION

共－４６

74 【代表者】 氏名 NAME 共－４７

75 【電話番号】 電話番号 TELEPHONE-NUMBER 共－５１

76
【ファクシミリ番
号】

ファクシミリ番
号

FACSIMILE-NUMBER 共－５２

77 【連絡先】 連絡先 CONTACT 共－５３

78
【代理関係の特記事
項】

代理関係の特記
事項

RELATION-ATTORNEY-
SPECIAL-MATTER

共－５８

79 【発送番号】 発送番号 DISPATCH-NUMBER 共－６６

80 【発送日】 発送日 DISPATCH-DATE 共－６７

81 【持分の割合】 持分率 SHARE-RATE 共－６１

82 【手数料の表示】 手数料の表示 CHARGE-ARTICLE 共－６２

83 【納付方法】 納付方法 PAYMENT-WAY 共－６２．５
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申 請 書 類 記 載 項 目 日 本 語 標 準 名 タ グ 名 タ グ 属 性 タ グ 名 共通項目 個別項目
項 番

参 照 個 所
備 考

項 目 名

84 【予納台帳番号】 予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER 共－６３

85 【納付書番号】 納付書番号 PAYMENT-NUMBER 共－６４

86 【納付金額】 納付金額 AMOUNT-OF-FEE 共－６５

87 【請求の趣旨】 請求の趣旨
RELIEF-SOUGHT-IN-
DEMANDS

１０５．９

88 【請求の理由】 等 記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE 共－８７

89 【その他】 その他 ETC 共－８５

90 提出物件の目録
SUBMISSION-OBJECT-
LIST-ARTICLE

共－８８

91 【提出物件の目録】 目録 LIST-GROUP 共－８９

92 【物件名】 物件名 OBJECT-NAME 共－９０

93 通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT 共－９１

94 【援用の表示】 援用の表示 CITATION 共－９２

95 【返還の申出】 返還の申出 RETURN-REQUEST 共－９３

96 【包括委任状番号】
包括委任状番
号

GENERAL-POWER-OF-
ATTORNEY-ID

共－９４

97
【提出物件の特記事
項】

提出物件の特
記事項

SPECIAL-MENTION-WORTHY 共－９５

98 規定外の項目
RULE-OUTSIDE-ITEM-
ARTICLE

共－９９

99 規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP 共－１００

100 項目名 ITEM-NAME 共－１０１

101 項目内容 ITEM-CONTENT 共－１０２
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５．３．４ 書誌情報仕様共通項目

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ARRANGEMENT-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①申請人整理番号

②申請者整理番号

③申請人側整理番号

④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 英数字・記号１０桁以内によ 記載内容をそのまま設定する

る記載 (*1)

２. 英数字・記号１１桁以上によ 記載内容をそのまま設定し、

る記載 (*1) タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００

を設定する。

３. 英数字・記号以外の記載 項番２と同じ。 ６０００

(*1)

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

＊１）英字は大文字のみとし、小文字での記載の場合は大文字に変換する。

また、記号とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ

― ０ｘ２１３Ｄ

－ ０ｘ２１５Ｄ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２提出日 SUBMISSION-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(SUBMISSION-DATE)に

の記載 置換する。

２. その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①差出日

②年月日

③申請年月日

④申請日

⑤提出年月日

⑥堤出日

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 和暦年月日で記載 記載内容を設定する

(例)平成12年1月1日 ※月日が１桁の場合は上位桁

にスペースを補う。

平成12年 1月 1日となる。

２． 西暦年月日で記載 和暦年月日に変換して設定す

(例)2000年1月1日 る。

３． 項番１，２以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ６０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３あて先 ADDRESSED-TO-PERSON

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ADDRESSED-TO-PERSO

の記載 N)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①宛名

②提出先

③申請先

④宛先

⑤あて名

⑥宛て先

⑦請求先

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定なし。
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【事件の表示】タグ設定規則 共－４

１．設定規則

(1)中間書類で、以下のケースに該当する記載がなければ、電子化不能とする。

意匠の中間書類の場合

出 願 番 号 出 願 日 審判番号
又は 登録番号 内容チェック

四 法 番 号 四 法 日 付 審判請求日

ｹｰｽ １ ○ ○ ○ ○ ○ －

ｹｰｽ ２ × ○ ○ ○ ○ －※４

ｹｰｽ ３ × × ○ ○ ○ － ※１

ｹｰｽ ４ ○ ○ × ○ ○ －

ｹｰｽ ５ ○ ○ × × ○ －

ｹｰｽ ６ ○ ○ ○ ○ × －

ｹｰｽ ７ × ○ ○ ○ × －※４

ｹｰｽ ８ × × ○ ○ × － ※２

ｹｰｽ ９ ○ ○ × ○ × －

ｹｰｽ 10 ○ ○ × × × －

○：正常な記載有り ×：記載なし －：不問
商標の中間書類の場合

出 願 番 号 出 願 日 審判番号
又は 登録番号 内容チェック

四 法 番 号 四 法 日 付 審判請求日

ｹｰｽ １ ○ ○ ○ ○ ○ －

ｹｰｽ ２ × ○ ○ ○ ○ －※４

ｹｰｽ ３ × × ○ ○ ○ × ※１

ｹｰｽ ４ ○ ○ × ○ ○ －

ｹｰｽ ５ ○ ○ × × ○ －

ｹｰｽ ６ ○ ○ ○ ○ × －

ｹｰｽ ７ × ○ ○ ○ × －※４

ｹｰｽ ８ × × ○ ○ × × ※２

ｹｰｽ ９ ○ ○ × ○ × －

ｹｰｽ 10 ○ ○ × × × －

○：正常な記載有り ×：記載なし －：不問

※１ ケース１～５のように審判番号又は審判請求日の記載がある場合
平成１１年以前の出願番号、出願日でも電子化可能とする。

審判番号は２０００年以降のもので、種別は「不服」、「補正」の場合のみとする。
審判請求日も２０００年以降のものとする。
審判請求日は審判番号を優先するため、審判番号の記載がある場合は、チェックを行わない。

※２ ケース６～１０のように審判番号又は審判請求日の記載がない場合、
平成１２年以降の出願番号、出願日でなければ電子化不能とする。

但し、出願番号の記載を優先するため、ケース６，７，９の場合、チェックを行わない。
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※３ ケース１１～１５のように審判番号又は審判請求日の記載がある場合で当事者系と特定された場合、
平成１５年６月以前の出願番号、出願日でも電子化可能とする。

審判番号は２００３年７月以降のもので、
審判請求日も２００３年７月以降のものとする。
審判請求日は審判番号を優先するため、審判番号の記載がある場合は、チェックを行わない。
審判番号又は審判請求日の記載がある場合で当事者系と特定された場合、登録番号の記載なしは、
電子化不能とする。
また、審判番号が異議ＰＬの番号帯の場合、登録番号は異議ＰＬの番号帯（防護番号の記載があるか、
２００３年７月以降に公報発行となる登録番号）でなければ電子化不能とする。

※４ 出願日の四法が記載されている場合、データエントリで四法の記述を職権訂正にて追加し、電子化する。
（下記の例を参照）

【出願番号】 平成10年意匠登録願第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>
【出願日】 平成10年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成10年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>
【出願番号】 平成10年第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>
【出願日】 平成10年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成10年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>
【出願日】 平成10年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成10年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>
【出願番号】 平成10年意匠登録願第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>
【出願日】 平成10年1月1日 <出願日>平成10年 1月 1日</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>
【出願番号】 平成10年意匠登録願第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ６） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ７） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【出願番号】 2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>
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（ｹｰｽ ８） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ ９） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日 <出願日>平成12年 1月 1日</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ １０） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>

</事件の表示>

（ｹｰｽ １１） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>
【審判番号】 無効2003-35678 <審判番号>無効2003-35678</審判番号>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ １２） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>
【審判番号】 無効2003-35678 <審判番号>無効2003-35678</審判番号>
【出願番号】 2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ １３） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>
【審判番号】 無効2003-35678 <審判番号>無効2003-35678</審判番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ １４） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>
【審判番号】 無効2003-35678 <審判番号>無効2003-35678</審判番号>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日 <出願日>平成12年 1月 1日</出願日>

</事件の表示>

（ｹｰｽ １５） （文書例） （ＳＧＭＬ）
【事件の表示】 <事件の表示>
【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>
【審判番号】 無効2003-35678 <審判番号>無効2003-35678</審判番号>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>

</事件の表示>
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(2)重複時の対処

①グループ内でメンバーの項目が重複した場合

【事件の表示】として扱う項目の電子化が終了する以前で、【出願番号】・【審判番号】・【出願日】・【登録番号】

の何れかの項目が２つ以上記載された場合（職権訂正を含む）は、電子化不能とする。

（重複とは項目が重複した場合であって、内容の記載如何に関わらず電子化不能とする。）

②グループが重複した場合（【事件の表示】が重複）

・【事件の表示】は必須項目であるため特別な扱いとして２つ目以降を規定外の項目とする。

（出願番号の内容の記載が一致する場合）

【事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

【事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

・グループが続けて重複した場合は、【出願番号】の職権訂正の範囲から【出願番号】の重複として電子

化不能となる。（多件一通を除く）

【事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

【事件の表示】

【出願番号】 意願2000-456

・グループが不連続で記載された場合は、【事件の表示】の重複として２つ目以降を規定外の項目とする。

【事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

【事件の表示】

【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願

③四法が重複した場合

四法が複数記載された場合は一致しているか否かのチェックを行う。

一致していた場合は電子化対象とし、一致していない場合は電子化不能とする。

（注）四法の複数記載の例

【事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

【出願日】 平成12年1月1日提出の商標登録願
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（１） 【登録番号】の場合

【事件の表示】に記載されるタグの四法の特定方法及び、一連番号の特定方法などを以下に示す。

・記載が一連の文字列中に存在しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

四法の 一連番号の 類似意匠登録 防護標章登録 設定記載例

特定方法 特定方法 番号特定方法 番号特定方法

【登録番号】 一連の文字列 四法の後に記載 ────── ──────

または 中の先頭に記 される連続する ケース１

【意匠登録番 載され、四法 １～７桁の数字

号】または の職権テーブ を一連番号とす

【商標登録番 ル上に存在し る。 四法が意匠登録の場合 ──────

号】 た文字を四法 、一連番号の後に記載

とする。 される文字と１～３桁 ケース２

の数字からなる文字群

を類似意匠登録番号と

する。公報表記の場合

は、“／”の後に記載

される１～３桁の数字

とする。

────── 四法が商標登録の場合

、一連番号の後に記載

される文字と１～３桁

の数字からなる文字群 ケース３

を防護標章登録番号と

する。公報表記の場合

は、“／”の後に記載

される１～３桁の数字

とする。

設定記載例

ケース１ 意匠登録第１２３４５６７号 Ｄ１２３４５６７

ケース２ 意匠登録第１２３４５６７号の類似意匠登録第１１１号 Ｄ１２３４５６７／１１１

ケース３ 商標登録第１２３４５６７号の防護標章登録第１１１号 Ｔ１２３４５６７／１１１
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事件の表示設定方法説明 共－４

（２）【審判請求日】の場合

【事件の表示】に記載される各タグの、元号、年の特定方法、設定記載例を以下に示す。

元号の特定方法 年の特定方法 設定記載例

【審判請求日】 ────── “年”の前に記載される

または 連続する４桁の数字を年 ケース１

【異議申立日】 とする。

または

【判定請求日】 “年”の前に記載 “年”の前に記載される

される元号を元号 連続する１～２桁の数字 ケース２

とする。 を年とする。

設定記載例

ケース１ ２０００年１月１日

ケース２ 平成１２年１月１日

・“年”の記載が一連の文字列中に存在しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性に

エラー識別ＩＤを設定する。

（３）【出願日】の場合

【事件の表示】に記載される各タグの、四法の特定及び、元号、年、一連番号の特定方法、設定記載例を以下に示す。

四法の特定方法 元号の特定方法 年の特定方法 設定記載例

【出願日】 一連の文字列中何処 ────── “年”の前に記載

及び かに記載され、四法 される連続する４ ケース１

【申請日】 の職権テーブル上に 桁の数字を年とす

存在した文字を四法 る。

とする。

“年”の前に記載 “年”の前に記載

される元号を元号 される連続する１ ケース２

とする。 ～２桁の数字を年

とする。

設定記載例

ケース１ ２０００年１月１日提出の意匠登録願

ケース２ 平成１２年１月１日提出の意匠登録願

・“年”の記載が一連の文字列中に存在しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性に

エラー識別ＩＤを設定する。
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事件の表示の四法職権テーブル 共－４

項目名 職権訂正後の値 職 権 内 容 備 考

意匠登録 意匠

【

登
録 商標登録 商標
番
号 Ｄ】

Ｔ

【意匠 意匠登録 意匠
登録番
号】 Ｄ

【商標 商標登録 商標
登録番
号】 Ｔ

２０００年以降の場合

【

出
特願 特許願 特許

実願 実用新案登録願 実用新案 実用

願 意願 意匠 意匠登録 意匠願

意匠登録願 類似意匠登録願 変更意匠登録願

商願 商標 商標登録願 団体商標登録願
番

連合商標登録願 分割商標登録願 防護標章登録願

防護標章更新登録願 商標更新登録願 更新登録願

号 防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願】

商標権存続期間更新登録願 地域団体商標登録願

Ｐ

Ｕ

Ｄ

Ｔ

【申請 書換 書換申請 書換登録申請書 書換登録申請

番号】 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書

Ｔ

１９９９年以前の場合

特許願 特願 特許 Ｐ

【

出
実用新案登録願 実願 実用新案 実用 Ｕ

願 意匠登録願 意匠 意匠登録 意匠願 Ｄ

意願 類似意匠登録願 変更意匠登録願
番

商標登録願 商標 商願 団体商標登録願

号 連合商標登録願 分割商標登録願 防護標章登録願】

防護標章更新登録願 商標更新登録願 更新登録願

防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願

商標権存続期間更新登録願 Ｔ

地域団体商標登録願

【申請 書換登録申請 書換申請 書換登録申請書 書換

番号】 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 Ｔ
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事件の表示の四法職権テーブル 共－４

項目名 職権訂正後の値 職 権 内 容 備 考

特許願 特

【

出

実用新案登録願 実

、「複数」意匠登録願 意 「類似」

記載不可

意匠登録願（複 複数

数）

願

類似意匠登録願 類似

商標登録願 商 「団体」、「地域」

記載不可

日 団体商標登録願 団体 「地域」記載不可】

防護標章登録願 防護 「更新」記載不可

防護標章登録に基 更新

づく権利存続期間

更新登録願

地域団体商標登録 地域

願

書換登録申請書 書換 「防護」記載不可

【

申

請 防護標章登録に基 「防護」と「書換」 「防護」と「書換」

日 づく権利書換登録 の両方記載のみ

申請書

】

事件の表示の元号職権テーブル

項目名 職権訂正後の値 職 権 内 容 備 考

元 昭和 昭

平成 平

号 令和 令
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４事件の表示 INDICATION-OF-CASE-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(INDICATION-OF-CASE-

の記載 ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①出願の表示

②出願番号

③事件の標示

④事件の開示

⑤意匠登録出願の表示

⑥商標登録出願の表示

⑦事件の表

⑧審判事件の表示

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【事件の表示】 <事件の表示>

【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>

【審判番号】 不服2000-12345 <審判番号>不服2000-12345</審判番号>

【審判請求日】 平成12年1月1日 <審判請求日>平成12年 1月 1日</審判請求日>

【出願番号】 意願2000-123456 <出願番号>意願2000-123456</出願番号>

【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

【整理番号】 D01－123 <整理番号>D01－123</整理番号>

【受付番号】 99999999999 <受付番号>99999999999</受付番号>

</事件の表示>



5.3.4 - 12

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５登録番号 REGISTRATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REGISTRATION-NUMBE

の記載 R)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意匠登録番号

②意匠番号

③意匠の登録番号

④商標登録番号

⑤登録番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、タグ設定規則に

従う。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【意匠登録番号】と記載 タグ属性

出願形態＝”意匠登録”と設

定する。

２. 【商標登録番号】と記載 タグ属性

出願形態＝”商標登録”と設

定する。

３． 上記以外の記載 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【事件の表示】 <事件の表示>

【意匠登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号 出願形態＝”意匠登録”>

意匠登録第1234567号</登録番号>

</事件の表示>
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共－５(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 意匠登録第１２３４５６７号

意匠登録第１２３４５６７号 を内容に設定する。

① ②

２． 例２ 意匠登録第1234567号の類似

意匠登録第1234567号の 意匠登録第１号を内容に設定

する。

① ②

類似意匠登録 第１号

③ ④

３. 例３（公報表記） Ｄ１２３４５６７を内容に

Ｄ １２３４５６７ 設定する。

⑤ ②

４. 例４（公報表記） Ｄ１２３４５６７／００１を

Ｄ １２３４５６７／００１ 内容に設定する。

⑤ ② ④

５． その他内容の記載事例 「意匠登録」に変換して設定

①について する。

(1)四法職権テーブルにあ

る場合

①について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

(1)四法職権テーブルにな タグの属性にエラー識別ＩＤ

い場合 を設定する。

(2)四法の記載がない場合

６． ②について、番号が 番号が７桁の場合はそのまま

(1)１～７桁の記載であり 設定する。

(2)１以上であった場合 番号が７桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

②について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

(1)０のみの記載の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

②について 「補足」に従い電子化を行う 補足参照

上記以外の記載の場合

７． ③について 「類似意匠登録」と設定する

「類似意匠」又は「類似」と

記載の場合

③について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

「類似意匠」又は「類似」以 タグの属性にエラー識別ＩＤ

外の記載の場合 を設定する。

補 足：

【登録番号】の電子化を参照
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共－５(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

８． ④について そのまま設定する。

数字「１～３桁」の

記載で１以上の場合

④について 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

数字「４桁」以上の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

④について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

上記以外の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

９． ⑤について 「Ｄ」を付加する。

「Ｄ」がない場合で

「／」が付いている場合

⑤について 職権訂正により、「意匠登録

「Ｄ」がない場合で 」に置換して設定する。

「／」も付いていない場合

１０． 内容の記載なし 内容の設定なし。

補 足：

【登録番号】の電子化を参照
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【登録番号】 の電子化 共－５

前提条件

・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、の何れかの記載があれば、“の”に変換する。

“の”の記載がある場合はそのまま設定する。

第 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ エラー識別ＩＤ

の文字

○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０

場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。

場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００

記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容の設定なし。

× 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００

記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容の設定なし。

説 明：

○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）

×：出現しない場合

第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。

間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は最初に出現した数字）それ以降で最初に

出現した“号”・“の”何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”がない場合は無いことになる。

公報表記の場合、“／”までの文字列。“／”がない場合は文字列の最後までとする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６審判番号 APPEAL-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-NUMBER)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意匠審判

②商標審判

③書換審判

④類似審判

⑤審判

⑥

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。（※１）

タグの設定なし。 （※２）

（※１）①【事件の表示】の【出願番号】【出願日】の記載が平成11年以前の出願の場合で、

平成12年以降の【審判請求日】の記載がない場合。

②【事件の表示】の【出願番号】【出願日】の記載がない場合。

（※２）①【事件の表示】の【出願番号】又は【出願日】の記載が平成12年以降の出願の場合。

②【事件の表示】の【出願番号】又は【出願日】の記載があり、平成12年以降の【審判請求日】

の記載がある場合。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議番号】と記載 タグ属性

審判種別＝”付与後異議申立”

と設定する。

２. 【判定番号】と記載 タグ属性

審判種別＝”判定”

と設定する。

３． 上記以外の記載 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【事件の表示】 <事件の表示>

【異議番号】 異議２００３－９０００１ <審判番号 審判種別＝”付与後異議申立”>

異議2003-90001</審判番号>

</事件の表示>
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共－６(3) 内容の置換（中間書類）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１(2006年以前）
・不服 2000－12345 不服2000－12345を内容に

設定する。
④ ① ③

２． 例２(公報表記、2006年以前)
・Ｄ 2000－12345／Ｊ１ 不服2000－12345に変換して

設定する。
① ③

３. 例３（2006年以前） 不服2000－12345を内容に
平成12年審判第12345号 設定する。

② ③

４. 例４(2007年以降）
・不服 2007－123456 不服2007－123456を内容に

設定する。
④ ① ③

５． 例５(公報表記、2007年以降)
・Ｄ 2007－123456／Ｊ１ 不服2007－123456に変換して

設定する。
① ③

６. 例６（2007年以降） 不服2007－123456を内容に
平成19年審判第123456号 設定する。

② ③

7. 正 ①について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定する
常 に関らず、後ろから２番目

の連続する４桁の数字で
(1)２０００以降である場合

8. 正 ②について、元号が平成かつ 西暦に変換して設定する。
常 元号記載の有無に関らず、後

ろから２番目の連続する２桁
の数字で
(1)１２以降である場合

9. 正 ②について、元号が令和かつ 西暦に変換して設定する。
常 後ろから２番目の連続する１

～２桁の数字で
(1)１以降である場合

9. 正 ③について
10 常 (1)年（②）が2006年以前の (1)番号をそのまま設定す

場合 る。５桁未満の場合は上位桁
a)00001～29999又は にスペースを補う。
b)50001～59999の場合

(2)年（②）が2007年以降の (2)番号をそのまま設定す
場合 る。６桁未満の場合は上位桁
a)000001～199999又は にスペースを補う。
b)500001～509999の場合

10 正 その他内容の記載事例
11 常 ④について

記載内容の有無に関らず、③
の番号が、正常記載の場合で
(1)年（②）が2006年以前で
(1)-1 00001～ 29999 (1)-1「不服」を付加する。
(1)-2 50001～ 59999 (1)-2「補正」を付加する。

(2)年（②）が2007年以降で
(2)-1 000001～199999 (2)-1「不服」を付加する。
(2)-2 500001～509999 (2)-2「補正」を付加する。



5.3.4 - 17 - 1

共－６(3) 内容の置換（中間書類）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

11. 上記以外の記載の場合 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
モを付けて電子記録基準管理12.
班データエントリー管理班へ
返却する。

12. ①②③④全て記載のない場合 タグの設定を行わない。
13.
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７審判請求日 APPEAL-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-DATE)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①請求日

②審判の請求日

③審判請求の日

④審判提出日

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。（※１）

タグの設定なし。 （※２）

（※１）①【事件の表示】の【出願番号】【出願日】の記載が平成11年以前の出願の場合で、

平成12年以降の【審判番号】の記載がない場合。

②【事件の表示】の【出願番号】【出願日】の記載がない場合。

（※２）①【事件の表示】の【出願番号】又は【出願日】の記載が平成12年以降の出願の場合。

②【事件の表示】の【出願番号】又は【出願日】の記載があり、平成12年以降の【審判番号】

の記載がある場合。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議申立日】と記載 タグ属性

審判種別＝”付与後異議申立”

と設定する。

２. 【判定請求日】と記載 タグ属性

審判種別＝”判定”

と設定する。

３． 上記以外の記載 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【事件の表示】 <事件の表示>

【判定請求日】 平成15年1月10日 <審判請求日 審判種別＝”判定”>

平成15年 1月10日</審判請求日>

</事件の表示>
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共－７(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

平成12年12月12日 定する。

※月日が１桁の場合は上位桁

① にスペースを補う。

２． 例２（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

2000年12月12日 定する。

②

3. 正 ①について 記載内容をそのまま設定する
【審判番号】の記載がない場
合で

常 (1)和暦年月日で記載で
(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり ※月日が１桁の場合は上位桁
(3)平成１２年１月１日以降 にスペースを補う。

の記載である場合

エ ①について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ

ー

(1)和暦年月日で記載で 返却する。
(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり
(3)平成１１年１２月３１日

以前の記載である場合

4. 正 ②について 和暦に変換して設定する。
【審判番号】の記載がない場
合で

常 (1)西暦年月日で記載で
(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり
(3)２０００年１月１日以降 ※月日が１桁の場合は上位桁

の記載である場合 にスペースを補う。

エ ②について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ

ー

(1)西暦年月日で記載で 返却する。
(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり
(3)１９９９年１２月３１日

以前の記載である場合

5. エ ①②について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ
ー

(1)何かしら記載があり先頭 返却する。
が西暦・和暦の記載で始ま
らない場合

(2)暦日チェックで妥当性が
ない場合

６． ①②について 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理
合で 班データエントリー管理班へ
(1)全ての記載がない場合 返却する。



5.3.4 - 20

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８出願番号 APPLICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意匠登録出願番号

②商標登録出願番号

③

④

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。（※１）

タグの設定なし。 （※２）

（※１）①【事件の表示】の【審判番号】【審判請求日】の記載がない場合で

【出願日】の記載が平成11年以前の出願の場合。

②【事件の表示】の【出願日】の記載がない場合。

（※２）①【事件の表示】の2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合で

【出願日】の記載がある場合。

②【事件の表示】の【出願日】の記載が平成12年以降の出願の場合。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【申請番号】と記載。 タグ属性

出願形態＝”書換登録”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【事件の表示】 <事件の表示>

【申請番号】 書換2000-500001 <出願番号 出願形態＝”書換登録”>

書換2000-500001</出願番号>

</事件の表示>
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【出願番号】 の電子化 （中 間 書 類） 共－８

(3)-1 内容の置換 （意匠の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（2000年以降） 意願2000-123456を内容に設定

意願 2000－123456 する。

④ ② ③

２. 例２（公報表記） Ｄ2000－123456を内容に設定す

Ｄ 2000－ 123456 る。

④ ② ③

３． 例３（1999年以前） 平成11年意匠登録願第123456号

平成11年意匠登録願第123456号 を内容に設定する。 （※）

① ④ ③

４． 例４（2000年以降） 意願2000-123456を内容に設定

意願 平12－ 123456 する。

④ ① ③

5. 正 ①について、元号記載の有無に関らず、 「平成」を付与し、記載内容を

常 後ろから２番目の連続する1,2桁の数字 そのまま設定する。 （※）

(1)平成１～１１年の場合

(2)平成１２～３１年３８の場合 西暦に変換して設定する。

(3)昭和３９～６４年の場合 「昭和」を付与し、記載内容を

そのまま設定する。 （※）

(4)令和１年以降の場合 西暦に変換して設定する。

エ ①について、元号記載の有無に関らず、 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０
ラ (1)元号の記載がない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却す
ー

後ろから２番目の連続する1,2桁の数字 る。
(1)６５～９９の場合
(2)連続する３桁の数字
(3)記載がない場合
(4)０である場合
(5)数字と数字の間に不要な文字が

記載されている場合
(6)元号が平成かつ数字が１～３１

以外の場合
(7)元号が昭和かつ数字が３９～６４

以外の場合
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共－８

(3)-1 内容の置換 （意匠の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について、元号記載の有無に関らず、 記載内容をそのまま設定する。

常 後ろから２番目の連続する４桁の数字で

(1)２０００以降である場合

(2)１９８９～１９９９の場合 和暦変換を行う。

元号は「平成」 （※）

(3)１９６４～１９８８の場合 和暦変換を行う。

元号は「昭和」 （※）

エ ②について、元号記載の有無に関らず、 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ 後ろから２番目の連続する４桁の数字 を付けて電子記録基準管理班デ

(1)１９６３以前である場合 ータエントリー管理班へ返却す

ー

(2)連続する５桁以上の数字 る。

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な文字が

記載されている場合

7. 正 ③について、番号が 番号が６桁の場合はそのまま

常 (1)１～６桁の記載であり 設定する。

(2)１以上である場合 番号が６桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

エ ③について、番号が 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ (1)記載のない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

(2)数字と数字の間に不要な文字が記載 ータエントリー管理班へ返却す

ー

されている場合 る。

(3)０のみ記載の場合

(4)７桁以上の記載の場合

8. 正 ④について （2000年以降の場合） 四法の特定は、

常 四法職権テーブルにある場合 「意願」に変換して設定する “事件の表示設

四法職権テーブル参照 定方法説明”

【出願日】の場

（1999年以前の場合） 合を参照。

「意匠登録願」に変換して設

定する

四法職権テーブル参照 （※）

エ ④について 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ (1)四法職権テーブルにない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

(2)四法の記載がない場合 ータエントリー管理班へ返却す

ー

る。

正 ④について 職権訂正にて該当する四法を付

常 四法の記載がない場合 加する。 （※３）

９． ①②③④の全て記載のない場合 電子化を行わず電子化不能メモ ３０５０

を付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却す

る。

（※３）【出願日】の四法が記載されている場合、データエントリで四法の記述を職権訂正にて追加し、

電子化する。【出願日】の四法が記載されていない場合は、電子化不能。

（※）【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合は、1999年以前の

番号表記でも可能とする。
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【出願番号】 の電子化 （中 間 書 類） 共－８

(3)-2 内容の置換 （商標の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（2000年以降） 商願2000-123456を内容に設定

商願 2000－123456 する。

④ ② ③

２. 例２（公報表記） Ｔ2000－123456を内容に設定す

Ｔ 2000－ 123456 る。

④ ② ③

３． 例３（1999年以前） 平成11年商標登録願第123456号

平成11年商標登録願第123456号 を内容に設定する。 （※）

① ④ ③

４． 例４（2000年以降） 商願2000-123456を内容に設定

商願 平12－ 123456 する。

④ ① ③

5. 正 ①について、元号記載の有無に関らず、 「平成」を付与し、記載内容を

常 後ろから２番目の連続する1,2桁の数字 そのまま設定する。 （※）

(1)平成１～１１年の場合

(2)平成１２～３１年３８の場合 西暦に変換して設定する。

(3)昭和３９～６４年の場合 「昭和」を付与し、記載内容を

そのまま設定する。 （※）

(4)令和１年以降の場合 西暦に変換して設定する。

エ ①について、元号記載の有無に関らず、 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０
ラ (1)元号の記載がない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却す
ー

後ろから２番目の連続する1,2桁の数字 る。
(1)６５～９９の場合
(2)連続する３桁の数字
(3)記載がない場合
(4)０である場合
(5)数字と数字の間に不要な文字が

記載されている場合
(6)元号が平成かつ数字が１～３１

以外の場合
(7)元号が昭和かつ数字が３９～６４

以外の場合

（※）【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合は、1999年以前の

番号表記でも可能とする。
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共－８

(3)-2 内容の置換 （商標の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について、元号記載の有無に関らず、 記載内容をそのまま設定する。

常 後ろから２番目の連続する４桁の数字で

(1)２０００以降である場合

(2)１９８９～１９９９の場合 和暦変換を行う。

元号は「平成」 （※）

(3)１９６４～１９８８の場合 和暦変換を行う。

元号は「昭和」 （※）

エ ②について、元号記載の有無に関らず、 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ 後ろから２番目の連続する４桁の数字が を付けて電子記録基準管理班デ

(1)１９６３以前である場合 ータエントリー管理班へ返却す

ー

(2)連続する５桁以上の数字 る。

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な文字が

記載されている場合

7. 正 ③について、番号が 番号が６桁の場合はそのまま

常 (1)１～６桁の記載であり 設定する。

(2)１以上である場合 番号が６桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

エ ③について、番号が 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ (1)記載のない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

(2)数字と数字の間に不要な文字が記載 ータエントリー管理班へ返却す

ー

されている場合 る。

(3)０のみ記載の場合

(4)７桁以上の記載の場合

（※）【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合は、1999年以前の

番号表記でも可能とする。
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共－８

(3)-2 内容の置換 （商標の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

8. 正 ④について、四法職権テーブルにある場 （2000年以降の場合） 四法の特定は、

常 合で、③の番号が 「商願」に変換して設定する “事件の表示設

(1)499999以下または700000以上の記載 四法職権テーブル参照 定方法説明”

の場合 【出願日】の場

（1999年以前の場合） 合を参照。

「商標登録願」に変換して設定

する。

四法職権テーブル参照 （※）

正 ④について、四法職権テーブルにある場 （2000年以降の場合）

常 合で、③の番号が 職権訂正により、四法種別を

(1)500000以上699999以下の記載の場合 「書換」に変換して設定する。

（1999年以前の場合）

職権訂正により、四法種別を

「書換登録申請」に変換して設

定する。 （※）

エ ④について 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ (1)四法職権テーブルにない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

(2)四法の記載がない場合 ータエントリー管理班へ返却す

ー

る。

正 ④について 職権訂正にて該当する四法を付

常 四法の記載がない場合 加する。 （※３）

９． ①②③④の全て記載のない場合 電子化を行わず電子化不能メモ ３０５０

を付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却す

る。

（※３）【出願日】の四法が記載されている場合、データエントリで四法の記述を職権訂正にて追加し、

電子化する。【出願日】の四法が記載されていない場合は、電子化不能。

（※）【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合は、1999年以前の

番号表記でも可能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９出願日 FILING-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(FILING-DATE)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①年月日

②日付

③

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。（※１）

タグの設定なし。 （※２）

（※１）①【事件の表示】の【審判番号】【審判請求日】の記載がない場合で

【出願番号】の記載が平成11年以前の出願の場合。

②【事件の表示】の【出願番号】の記載がない場合。

（※２）①【事件の表示】で平成12年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合で

【出願番号】の記載がある場合。

②【事件の表示】の【出願番号】の記載が平成12年以降の出願の場合。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【申請日】と記載 タグ属性

出願形態＝”書換登録”と設

定する。

２． 【申請日】以外の記載 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【事件の表示】 <事件の表示>

【申請日】 平成12年4月22日提出の書換登録申請書 <出願日 出願形態＝”書換登録”>

平成12年 4月22日提出の書換登録申請書</出願日>

</事件の表示>
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共－９(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日提出の意匠

平成12年12月12日 登録願を内容に設定する。

① 提出の意匠登録願

※月日が１桁の場合は上位桁

③ にスペースを補う。

２． 例２（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

平成12年12月12日 定する。

①

３． 例３（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日提出の意匠

2000年12月12日提出の 登録願に変換して設定する。

② 意匠登録願

③

４． 例４（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

2000年12月12日 定する。

②

5. 正 その他内容の記載事例 記載内容をそのまま設定する

常 ①について

(1)和暦年月日で記載で

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり

(3)平成１２年１月１日以降

の記載である場合

エ ①について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

ラ (1)和暦年月日で記載で モを付けて電子記録基準管理

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり 班データエントリー管理班へ

ー
(3)平成１１年１２月３１日 返却する。

以前の記載である場合

正 ①について 記載内容をそのまま設定する

常 (1)和暦年月日で記載で （※３）

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり

(3)平成１１年１２月３１日

以前の記載である場合

（※３）【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合は、

1999年以前の年号表記でも可能とする。
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共－９(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について 和暦に変換して設定する。

常 (1)西暦年月日で記載で

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり

(3)２０００年１月１日以降

の記載である場合

エ ②について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

ラ (1)西暦年月日で記載で モを付けて電子記録基準管理

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり 班データエントリー管理班へ

ー

(3)１９９９年１２月３１日 返却する。

以前の記載である場合

正 ②について 和暦に変換して設定する。

常 (1)西暦年月日で記載で （※３）

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり

(3)１９９９年１２月３１日

以前の記載である場合

7. エ ①②について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)何かしら記載があり先頭 タグの属性にエラー識別ＩＤ

が西暦・和暦の記載で始ま を設定する。 （※４）

ー

らない場合

(2)暦日チェックで妥当性が 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

ない場合 モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

（※３）【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載がある場合は、

1999年以前の番号表記でも可能とする。

（※４）①【事件の表示】で、2000年以降の【出願番号】の記載がある場合。

②【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載があり、

【出願番号】の記載がある場合。
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共－９(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

8. 正 ③について 該当する四法に変換して設定

常 (1)四法職権テーブルに する。

ある場合

四法職権テーブルを参照。

エ ③について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)四法職権テーブルに タグの属性にエラー識別ＩＤ

ない場合 を設定する。 （※４）

ー

電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

正 ③について 記載内容をそのまま設定する

常 (1)記載がない場合 （※４）

エ ③について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

ラ (1)記載がない場合 モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

ー

返却する。

9. エ ①②③について 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０

ラ (1)全ての記載がない場合 モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

ー

返却する。（※５）

内容の設定なし。

（※４）

（※４）①【事件の表示】で、2000年以降の【出願番号】の記載がある場合。

②【事件の表示】で、2000年以降の【審判番号】又は【審判請求日】の記載があり、

【出願番号】の記載がある場合。

（※５）①【事件の表示】の【出願番号】の記載がない場合。

②【事件の表示】の【審判番号】【審判請求日】の記載がない場合で

【出願番号】の記載が平成11年以前の出願の場合。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１０受付番号 RECEIPT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RECEIPT-NUMBER)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

①

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字11桁による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字11桁以外による記載 記載内容をそのまま設定し、 ６２００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 数字以外による記載 記載内容をそのまま設定し、 ６０００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 受付番号付与範囲でない場合 記載内容をそのまま設定し、 ６０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

５． 内容の記載なし 内容の設定なし。

補 足：
記載があった場合以下のチェックを行なう。
１．１１桁以上の記載であれば、記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

エラーコード：６２００
２．数字以外の文字が記載されている場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性に

エラー識別ＩＤを設定する。
エラーコード：６０００

３．以下のケースに該当しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを
設定する。
エラーコード：６０４０

申請形態上１桁 下８桁

ケース１ ５ ０００００００１以上

ケース２ １～４・６ ４～７桁 ０００１以上*1
＊１＊２はａｎｄ条件

８～11桁 ０００１以上*2 である。

（注）チェックの優先順位は１・２・３である。

参考：受付番号の形態以下に記載する。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９

↑ ↑ ↑ ↑
ﾁｪｯｸ対象外
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【審判事件の表示】 タグ設定規則 共－１１

１．設定規則

(1)以下のケースに該当する記載がなければ、電子化不能とする。

①審判請求書、異議申立書、判定請求書を除く審判書類の場合

出 願 番 号
審判番号 審判請求日 登録番号

四 法 番 号

ｹｰｽ １ ○ ○ ○ ○ －

ｹｰｽ ２ ○ × ○ ○ －

ｹｰｽ ３ × ○ ○ ○ ×

ｹｰｽ ４ × ○ ○ ○ ○

○：正常な記載有り ×：記載無し －：不問

査定系／当事者系の判定を次のとおりに行う。

・審判番号記載ありの場合、審判番号帯で特定

・審判番号記載なしの場合、審判請求日が２００３年６月３０日以前は、査定系。

審判請求日が２００３年７月１日以後は、登録番号記載なしは査定系。

登録番号記載ありは当事者系。

査定系の中間書類と特定された場合、（ｹｰｽ１、２、３）

・審判番号は２０００年以降のもので、種別は「不服」、「補正」の場合のみとする。

・審判請求日も平成１２年以降のもののみとする。

・出願番号は条件を問わない。

当事者系の中間書類と特定された場合、（ｹｰｽ１、２、４）

・審判番号は、２００３年７月以降のもので、

・審判請求日も２００３年７月１日以降のものとする。

・出願番号は条件を問わない。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>
【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>
【審判請求日】 平成12年12月12日 <審判請求日>平成12年12月12日</審判請求日>
【出願番号】 平成10年意匠登録願第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>

</審判事件の表示>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>
【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>
【出願番号】 意願2000-456 <出願番号>意願2000- 456</出願番号>

</審判事件の表示>

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>
【審判請求日】 平成12年12月12日 <審判請求日>平成12年12月12日</審判請求日>
【出願番号】 意願2000-456 <出願番号>意願2000- 456</出願番号>

</審判事件の表示>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>
【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>
【審判請求日】 平成15年7月1日 <審判請求日>平成15年7月1日</審判請求日>
【出願番号】 意願2000-456 <出願番号>意願2000- 456</出願番号>

</審判事件の表示>
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共－１１

②審判請求書の場合

出 願 番 号

登録番号 審判の種別

四 法 番 号

ｹｰｽ １ ○ ○ × ○

ｹｰｽ ２ ○ ○ ○ ○

○：正常な記載有り

・出願番号の条件は問わない。

査定系／当事者系の判定を次のとおりに行う。

・【審判の種別】の設定が「補正の却下の決定に対する審判事件」または、「拒絶査定に対する審判事件」と

特定された場合を査定系とし、以外は当事者系とする。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>

【出願番号】 平成10年意匠登録願第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件 <審判の種別>拒絶査定不服審判事件</審判の種別>

</審判事件の表示>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>

【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>

【出願番号】 平成10年意匠登録願第123号 <出願番号>平成10年意匠登録願第 123号</出願番号>

【審判の種別】 拒絶査定に対する審判事件 <審判の種別>拒絶査定に対する審判事件</審判の種別>

</審判事件の表示>

③異議申立書、判定請求書の場合

出 願 番 号

四 法 番 号 登録番号

ｹｰｽ １ ○ ○ ○

○：正常な記載有り

・出願番号の条件は問わない。

異議申立書、判定請求書は、当事者系のみの書類である。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>

【出願番号】 平成12年意匠登録願第123号 <出願番号>平成12年意匠登録願第 123号</出願番号>

【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>

</審判事件の表示>
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共－１１

(2)重複時の対処

①グループ内でメンバーの項目が重複した場合

【審判事件の表示】として扱う項目の電子化が終了する以前で、【出願番号】・【審判番号】・【審判の種別】

の何れかの項目が２つ以上記載された場合（職権訂正を含む）は、電子化不能とする。

（重複とは項目が重複した場合であって、内容の記載如何に関わらず電子化不能とする。）

②グループが重複した場合（【審判事件の表示】が重複）

・【審判事件の表示】は必須項目であるため特別な扱いとして２つ目以降を規定外の項目とする。

（出願番号の内容の記載が一致する場合）

【審判事件の表示】

【出願番号】 意願2000-456

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件

【審判事件の表示】

【出願番号】 意願2000-456

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件

・グループが続けて重複した場合は、【出願番号】の職権訂正の範囲から【出願番号】の重複として電子

化不能となる。

【審判事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件

【審判事件の表示】

【出願番号】 意願2000-456

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件

・グループが不連続で記載された場合は、【審判事件の表示】の重複として電子化不能とする。

【審判事件の表示】

【出願番号】 意願2000-123

【審判事件の表示】

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件
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審判事件の表示設定方法説明 共－１１

（１）【審判請求日】の場合

【審判事件の表示】に記載される各タグの、四法の特定及び、元号、年の特定方法、設定記載例を以下に示す。

元号の特定方法 年の特定方法 設定記載例

【審判請求日】 ────── “年”の前に記載

または される連続する４ ケース１

【異議申立日】 桁の数字を年とす

または る。

【判定請求日】

“年”の前に記載 “年”の前に記載

される元号を元号 される連続する ケース２

とする １～２桁の数字を

年とする

設定記載例

ケース１ ２０００年１月１日

ケース２ 平成１２年１月１日

・“年”の記載が一連の文字列中に存在しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性に

エラー識別ＩＤを設定する。
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審判事件の表示設定方法説明 共－１１

（２）【登録番号】の場合

【審判事件の表示】に記載されるタグの四法の特定方法及び、一連番号の特定方法などを以下に示す。

・記載が一連の文字列中に存在しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

四法の 一連番号の 類似意匠登録 防護標章登録 設定記載例

特定方法 特定方法 番号特定方法 番号特定方法

【特許番号】 一連の文字列 四法の後に記載 ────── ──────

または 中の先頭に記 される連続する ケース１

【実用新案登 載され、四法 １～７桁の数字

録番号】 の職権テーブ を一連番号とす

または ル上に存在し る。 四法が意匠登録の場合 ──────

【意匠登録番 た文字を四法 、一連番号の後に記載

号】または とする。 される文字と１～３桁 ケース２

【商標登録番 の数字からなる文字群

号】 を類似意匠登録番号と

する。公報表記の場合

は、“／”の後に記載

される１～３桁の数字

とする。

────── 四法が商標登録の場合

、一連番号の後に記載

される文字と１～３桁

の数字からなる文字群 ケース３

を防護標章登録番号と

する。公報表記の場合

は、“／”の後に記載

される１～３桁の数字

とする。

設定記載例

ケース１ 特許第１２３４５６７号 Ｐ１２３４５６７

ケース２ 意匠登録第１２３４５６７号の類似意匠登録第１１１号 Ｄ１２３４５６７／１１１

ケース３ 商標登録第１２３４５６７号の防護標章登録第１１１号 Ｔ１２３４５６７／１１１

当事者系審判の開発中断により削除
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審判事件の四法職権テーブル 共－１１

項目名 職権訂正後の値 職 権 内 容 備 考

２０００年以降の場合

【

出

特願 特許願 特許 延長登録願 延長願

実願 実用新案登録願 実用新案 実用

願 意願 意匠 意匠登録 意匠願

意匠登録願 類似意匠登録願 変更意匠登録願

商願 商標 商標登録願 団体商標登録願

番

連合商標登録願 分割商標登録願 防護標章登録願

防護標章更新登録願 商標更新登録願 更新登録願

号 防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願】

商標権存続期間更新登録願 地域団体商標登録願

Ｐ

Ｕ

Ｄ

Ｔ

【申請 書換 書換申請 書換登録申請書 書換登録申請

番号】

防護標章登録に基づく権利書換登録申請書

Ｔ

１９９９年以前の場合

特許願 特願 特許 延長登録願 延長願 Ｐ
【

出

実用新案登録願 実願 実用新案 実用 Ｕ

願 意匠登録願 意匠 意匠登録 意匠願 Ｄ

意願 類似意匠登録願 変更意匠登録願

番

商標登録願 商標 商願 団体商標登録願

号 連合商標登録願 分割商標登録願 防護標章登録願】

防護標章更新登録願 商標更新登録願 更新登録願

防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願

商標権存続期間更新登録願 Ｔ

地域団体商標登録願

【申請 書換登録申請 書換申請 書換登録申請書 Ｔ

番号】

防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 書換
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審判事件の四法職権テーブル 共－１１

項目名 職権訂正後の値 職 権 内 容 備 考

【特許 特許 特許番号 特許番号特許 特許登録

番号】

Ｐ

【実用 実用新案登録 実用新案登録番号 実用新案 実用新案番号登録

新案登

録番 実用新案登録番号実用新案

号】

Ｕ

【意匠 意匠登録 意匠登録番号 意匠 登録意匠

登録番

号】 Ｄ

【商標 商標登録 商標登録番号 商標 登録商標

登録番

号】 Ｔ

審判事件の表示の元号職権テーブル

項目名 職権訂正後の値 職 権 内 容 備 考

元 昭和 昭

平成 平

号 令和 令
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１１審判事件の表示 APPEAL-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-ARTICLE)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①審判の表示

②審判の標示

③審判の票示

④審判の開示

⑤審判事件の標示

⑥審判事件の票示

⑦審判事件の開示

⑧事件の標示

⑨事件の票示

⑩事件の開示

⑪事件の表示

⑫出願の表示

⑬異議事件の表示

⑭異議申立事件の表示

⑮判定請求事件の表示

⑯判定事件の表示

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する

(2) タグ属性

①証拠説明書、検証申出書、口頭審理申立書、口頭審理陳述要領書、証拠調申立書、

尋問事項書、証拠申出書、証人尋問申出書、鑑定の申出書、鑑定事項書、書証の申出書、

文書特定の申出書、録音テープ等の内容説明書、回答希望事項記載書面、回答書、書面審理申立書、

尋問に代わる書面の提出書、鑑定書、期日変更請求書、証拠調申請取下書、不出頭の届出書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議事件の表示】又は、 タグ属性

【異議申立事件の表示】と記 審判種別＝”付与後異議申立”

載。 と設定する。

２. 【判定請求事件の表示】又は タグ属性

【判定事件の表示】と記載。 審判種別＝”判定”

と設定する。

３． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。
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共－１１

②訂正請求書、訂正請求取下書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議事件の表示】又は、 タグ属性

【異議申立事件の表示】と記 審判種別＝”付与後異議申立”

載。 と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

③請求取下書、答弁書、弁駁書、審理再開申立書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【判定請求事件の表示】又は タグ属性

【判定事件の表示】と記載。 審判種別＝”判定”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

（１）審判中間書類査定系の場合

（ケース１） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>

【審判番号】 不服2000-123 <審判番号>不服2000- 123</審判番号>

【審判請求日】 平成16年 1月 5日 <審判請求日>平成16年 1月 5日</審判請求日>

【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>

</審判事件の表示>

（２）当事者系書類、【異議事件の表示】が記載された場合

（ケース２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【異議事件の表示】 <審判事件の表示 審判種別＝”付与後異議申立”>

【異議番号】 異議2003-90123 <審判番号 審判種別＝”付与後異議申立”>

【異議申立日】 平成15年12月12日 異議2003-90123</審判番号>

【出願番号】 意願2000-123 <審判請求日 審判種別＝”付与後異議申立”>

平成15年12月12日</審判請求日>

<出願番号>意願2000- 123</出願番号>

</審判事件の表示>

（３）審判請求書の場合

（ケース３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>

【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>

【審判の種別】 拒絶査定不服審判事件 <審判の種別>拒絶査定不服審判事件</審判の種別>

</審判事件の表示>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１２審判番号 APPEAL-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-NUMBER)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①特許審判

②実用新案登録審判

③意匠審判

④商標審判

⑤書換審判

⑥類似審判

⑦審判

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。（※１）

タグの設定なし。 （※２）

（※１）「審判請求書」以外の書類で【審判事件の表示】に平成11年以前の【審判請求日】の記載がある場合。

（※２）①【審判事件の表示】に平成12年以降の【審判請求日】の記載がある場合。

②書類名が「審判請求書、異議申立書、判定請求書」の場合

(2) タグ属性

①証拠説明書、検証申出書、口頭審理申立書、口頭審理陳述要領書、証拠調申立書、

尋問事項書、証拠申出書、証人尋問申出書、鑑定の申出書、鑑定事項書、書証の申出書、

文書特定の申出書、録音テープ等の内容説明書、回答希望事項記載書面、回答書、書面審理申立書、

尋問に代わる書面の提出書、鑑定書、期日変更請求書、証拠調申請取下書、不出頭の届出書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議番号】と記載。 タグ属性

審判種別＝”付与後異議申立”

と設定する。

２. 【判定番号】と記載。 タグ属性

審判種別＝”判定”

と設定する。

３． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【判定請求事件の表示】 <審判事件の表示 審判種別＝”判定”>

【判定番号】 判定2003-60123 <審判番号 審判種別＝”判定”>

判定2003-60123</審判番号>

</審判事件の表示>
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共－１２

②訂正請求書、訂正請求取下書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議番号】と記載。 タグ属性

審判種別＝”付与後異議申立”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

③請求取下書、答弁書、弁駁書、審理再開申立書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【判定番号】と記載。 タグ属性

審判種別＝”判定”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

当事者系審判の開発中断により削除
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共－１２(3) 内容の置換（中間書類）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１(2006年以前）
・不服 2000－12345 不服2000－12345を内容に

設定する。
④ ① ③

２． 例２(公報表記、2006年以前)
・Ｄ 2000－12345／Ｊ１ 不服2000－12345に変換して

設定する。
① ③

３. 例３（2006年以前） 不服2000－12345を内容に
平成12年審判第12345号 設定する。

② ③

４. 例４(2007年以降）
・不服 2007－123456 不服2007－123456を内容に

設定する。
④ ① ③

５． 例５(公報表記、2007年以降)
・Ｄ 2007－123456／Ｊ１ 不服2007－123456に変換して

設定する。
① ③

６. 例６（2007年以降） 不服2007－123456を内容に
平成19年審判第123456号 設定する。

② ③
7. 正 ①について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定する

常 に関らず、後ろから２番目
の連続する４桁の数字で
(1)２０００以降である場合

8. 正 ②について、元号が平成かつ 西暦に変換して設定する。
常 元号記載の有無に関らず、後

ろから２番目の連続する２桁
の数字で
(1)１２以降である場合

9. 正 ②について、元号が令和かつ 西暦に変換して設定する。
常 後ろから２番目の連続する１

～２桁の数字で
(1)１以降である場合

9. 正 ③について
10 常 (1)年（②）が2006年以前の (1)番号をそのまま設定す

場合 る。５桁未満の場合は上位桁
a)00001～29999又は にスペースを補う。
b)50001～59999の場合

(2)年（②）が2007年以降の (2)番号をそのまま設定す
場合 る。６桁未満の場合は上位桁
a)000001～199999又は にスペースを補う。
b)500001～509999の場合

10 正 その他内容の記載事例
11 常 ④について

記載内容の有無に関らず、③
の番号が、正常記載の場合で
(1)年（②）が2006年以前で
(1)-1 00001～ 29999 (1)-2「不服」を付加する。
(1)-2 50001～ 59999 (1)-2「補正」を付加する。

(2)年（②）が2007年以降で
(2)-1 000001～ 199999 (2)-1「不服」を付加する。
(2)-2 500001～ 509999 (2)-2「補正」を付加する。
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共－１２(3) 内容の置換（中間書類）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

11. 上記以外の記載の場合 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
モを付けて電子記録基準管理12.
班データエントリー管理班へ
返却する。

記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。 （※３）

（※３）書類名が「審判請求書」の場合
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１３審判請求日 APPEAL-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-DATE)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①請求日

②審判の請求日

③審判請求の日

④審判提出日

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。（※１）

タグの設定なし。 （※２）

（※１）「審判請求書」以外の書類で【審判事件の表示】に平成11年以前の【審判番号】の記載がある場合。

（※２）①【審判事件の表示】に平成12年以降の【審判番号】の記載がある場合。

②書類名が「審判請求書、異議申立書、判定請求書」の場合

(2) タグ属性

①証拠説明書、検証申出書、口頭審理申立書、口頭審理陳述要領書、証拠調申立書、

尋問事項書、証拠申出書、証人尋問申出書、鑑定の申出書、鑑定事項書、書証の申出書、

文書特定の申出書、録音テープ等の内容説明書、回答希望事項記載書面、回答書、書面審理申立書、

尋問に代わる書面の提出書、鑑定書、期日変更請求書、証拠調申請取下書、不出頭の届出書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議申立日】と記載。 タグ属性

審判種別＝”付与後異議申立”

と設定する。

２. 【判定請求日】と記載。 タグ属性

審判種別＝”判定”

と設定する。

３． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【異議事件の表示】 <審判事件の表示 審判種別＝”付与後異議申立”>

【異議申立日】 平成15年12月12日 <審判請求日 審判種別＝”付与後異議申立”>

平成15年12月12日</審判請求日>

</審判事件の表示>
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共－１３

②訂正請求書、訂正請求取下書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【異議申立日】と記載。 タグ属性

審判種別＝”付与後異議申立”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

③請求取下書、答弁書、弁駁書、審理再開申立書の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【判定請求日】と記載。 タグ属性

審判種別＝”判定”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

当事者系審判の開発中断により削除
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共－１３(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

平成12年12月12日 定する。

※月日が１桁の場合は上位桁

① にスペースを補う。

２． 例２（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

2000年12月12日 定する。

②

3. 正 ①について 記載内容をそのまま設定する
【審判番号】の記載がない場

合で
常 (1)和暦年月日で記載で

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり ※月日が１桁の場合は上位桁
(3)平成１２年１月１日以降 にスペースを補う。
の記載である場合

エ ①について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ

ー

(1)和暦年月日で記載で 返却する。
(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり
(3)平成１１年１２月３１日

以前の記載である場合

4. 正 ②について 和暦に変換して設定する。
【審判番号】の記載がない場

合で
常 (1)西暦年月日で記載で

(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり ※月日が１桁の場合は上位桁
(3)２０００年１月１日以降 にスペースを補う。

の記載である場合

エ ①について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ

ー

(1)西暦年月日で記載で 返却する。
(2)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり
(3)１９９９年１２月３１日

以前の記載である場合

5. エ ①②について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０ (*)当事者系の審判請
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けてデータエントリー 求書

合で 管理班へ返却する。

ー

(1)審判請求書 、異議申立(＊)

書、判定請求書のいずれか
(2)西暦又は、和暦の記載
(3)暦日ﾁｪｯｸで妥当性があり
(4)２００３年６月３０日

以前の記載である場合

6. エ ①②について 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
ラ 【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ

ー

(1)何かしら記載があり先頭 返却する。
が西暦・和暦の記載で始ま
らない場合

(2)暦日チェックで妥当性が
ない場合

７． ①②について 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
【審判番号】の記載がない場 モを付けて電子記録基準管理

合で 班データエントリー管理班へ
全ての記載がない場合 返却する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１４出願番号 APPLICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①出願の表示
②出願の票示
③出願の標示
④特許出願番号
⑤特願番号
⑥特願
⑦実用新案出願番号
⑧実用出願番号
⑨実願番号
⑩実願
⑪意匠出願番号
⑫意匠登録出願番号
⑬意願番号
⑭商標出願番号
⑮商標登録出願番号
⑯商願番号
⑰書換申請番号
⑱申請番号
⑲書換番号

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０２０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【申請番号】と記載。 タグ属性

出願形態＝”書換登録”

と設定する。

２． 上記以外の記載。 タグ属性の設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <事件の表示>

【申請番号】 書換2000-500001 <出願番号 出願形態＝”書換登録”>

書換2000-500001</出願番号>

</事件の表示>
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【出願番号】 の電子化 （中 間 書 類） 共－１４

(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（2000年以降） 特願2000-123456を内容に設定

特願 2000－123456 する。

④ ② ③

２. 例２（公報表記） Ｐ2000－123456を内容に設定す

Ｐ 2000－ 123456 る。

④ ② ③

３． 例３（1999年以前） 平成11年意匠登録願第123456号

平成11年意匠登録願第123456号 を内容に設定する。

① ④ ③

４． 例４（2000年以降） 意願2000-123456を内容に設定

意願 平 12－ 123456 する。

④ ① ③

5. 正 ①について、元号記載の有無に関らず、 「平成」を付与し、記載内容を

常 後ろから２番目の連続する1,2桁の数字 そのまま設定する。 （※）

(1)平成１～１１年の場合

(2)平成１２～３１年３８の場合 西暦に変換して設定する。

(3)昭和３９～６４年の場合 「昭和」を付与し、記載内容を

そのまま設定する。 （※）

(4)令和１年以降の場合 西暦に変換して設定する。

エ ①について、元号記載の有無に関らず、 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０
ラ (1)元号の記載がない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却す
ー

後ろから２番目の連続する1,2桁の数字 る。
(1)６５～９９の場合
(2)連続する３桁の数字
(3)記載がない場合
(4)０である場合
(5)数字と数字の間に不要な文字が

記載されている場合
(6)元号が平成かつ数字が１～３１

以外の場合
(7)元号が昭和かつ数字が３９～６４

以外の場合
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共－１４

(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について、元号記載の有無に関らず、 記載内容をそのまま設定する。

常 後ろから２番目の連続する４桁の数字で

(1)２０００以降である場合

(2)１９８９～１９９９の場合 和暦変換を行う。

元号は「平成」

(3)１９６４～１９８８の場合 和暦変換を行う。

元号は「昭和」

エ ②について、元号記載の有無に関らず、 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０

ラ 後ろから２番目の連続する４桁の数字が を付けて電子記録基準管理班デ

(1)１９６３以前である場合 ータエントリー管理班へ返却す

ー

(2)連続する５桁以上の数字 る。

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な文字が

記載されている場合

7. 正 ③について、番号が 番号が６桁の場合はそのまま
常 (1)１～６桁の記載であり 設定する。

(2)１以上である場合 番号が６桁未満の場合は
（※） 上位桁にスペースを補う。

エ ③について、番号が 電子化を行わず電子化不能メモ ５３２０
ラ (1)記載のない場合 を付けて電子記録基準管理班デ

(2)数字と数字の間に不要な文字が記載 ータエントリー管理班へ返却す

ー

されている場合 る。
(3)０のみ記載の場合
(4)７桁以上の記載の場合 （※）

（※）共１１【審判事件の表示】のタグ設定規則に記載されているとおり、【審判事件の表示】の

【出願番号】は西暦１９９９年以前のものでもエラーとしない。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１４.５登録番号 REGISTRATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REGISTRATION-

の記載 NUMBER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①特許登録番号

②実新案登録番号

③実用新案の登録番号

④実用新案番号

⑤意匠番号

⑥意匠の登録番号

⑦商標の登録番号

⑧登録番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【特許番号】または タグ属性

【特許登録番号】 出願形態＝”特許登録”と設

と記載 定する。

２. 【実用新案登録番号】または タグ属性

【実新案登録番号】または 出願形態＝”実用新案登録”

【実用新案の登録番号】または と設定する。

【実用新案番号】

と記載

３. 【意匠登録番号】または タグ属性 異議申立書、

【意匠番号】または 出願形態＝”意匠登録”と設 異議取下書、

【意匠の登録番号】 定する。 一部異議取下書、

と記載 訂正請求書、

訂正請求取下書、

一部請求取下書では

規定外項目とする。

４. 【商標登録番号】または タグ属性 訂正請求書、

【商標の登録番号】 出願形態＝”商標登録”と設 訂正請求取下書では

と記載 定する。 規定外項目とする。

５. 上記以外の記載 タグ属性は設定しない。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

【審判事件の表示】 <審判事件の表示>

【特許番号】 特許第2500001号 <登録番号 出願形態＝”特許登録”>

特許第2500001号</登録番号>

</審判事件の表示>

当事者系審判の開発中断により削除
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共－１４.５(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 特許第１２３４５６７号を内

特許第１２３４５６７号 容に設定する。

① ②

２． 例２ 意匠登録第１２３４５６７号

意匠登録第１２３４５６７号 の類似意匠登録第１号を内容

に設定する。

① ②

の類似意匠登録 第１号

③ ④

３． 例３ 商標登録第１２３４５６７号

商標登録第１２３４５６７号 の防護標章登録第１号を内容

に設定する。

① ②

の防護標章登録 第１号

③ ④

商標登録第１２３４５６７号 商標登録第１２３４５６７号

の１を内容に設定する。

① ②

の１

⑤

４. 例４（公報表記） Ｕ１２３４５６７を内容に

Ｕ １２３４５６７ 設定する。

⑥ ②

５. 例５（公報表記） Ｄ１２３４５６７／１を

Ｄ １２３４５６７／１ 内容に設定する。

⑥ ② ④

６. 例６（公報表記） Ｔ１２３４５６７－１を

Ｔ １２３４５６７－１ 内容に設定する。

⑥ ② ⑦

７． その他内容の記載事例 特許の場合「特許」に、

①について 実用新案の場合「実用新案登

(1)四法職権テーブルにあ 録」に、

る場合 意匠の場合「意匠登録」に、

商標の場合「商標登録」に変

換して設定する。

①について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

(1)四法職権テーブルにな タグの属性にエラー識別ＩＤ

い場合 を設定する。

(2)四法の記載がない場合

当事者系審判の開発中断により削除
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共－１４.５

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

８． ②について、番号が 番号が７桁の場合はそのまま
(1)１～７桁の記載であり 設定する。
(2)１以上であった場合 番号が７桁未満の場合は上位

桁にスペースを補う。

②について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)０のみの記載の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

②について 「補足」に従い電子化を行う 補足：【登録番号】の
上記以外の記載の場合 電子化を参照

９． ③について（意匠の場合） 「類似意匠登録」と設定する
「類似意匠」又は「類似」と

記載の場合

③について（意匠の場合） 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
「類似意匠」又は「類似」以 タグの属性にエラー識別ＩＤ

外の記載の場合 を設定する。

③について（商標の場合） 「防護標章登録」と設定する
「防護標章」と記載の場合

③について（商標の場合） 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
「防護標章」以外の記載の場 タグの属性にエラー識別ＩＤ
合 を設定する。

10． ④について（意匠の場合） そのまま設定する。
数字「１～３桁」の
記載で１以上の場合

④について（意匠の場合） 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
数字「４桁」以上の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

④について（意匠の場合） 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
上記以外の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

④について（商標の場合） そのまま設定する。
数字「１～３桁」の
記載で１以上の場合

④について（商標の場合） 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
数字「４桁」以上の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

④について（意匠の場合） 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
上記以外の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

11． ⑤について “の”はそのまま設定する。
(1)“の”､“ノ”､“－”､ “ノ”､“－”､“～”､
“～”､“ー”と数字の記載 “ー”は“の”に変換し設定

する。

⑤について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)上記以外の記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

12． ⑥について そのまま設定する。
(1)四法職権テーブルにあ

る場合

⑥について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)四法職権テーブルにな タグの属性にエラー識別ＩＤ

い場合 を設定する。
(2)四法の記載がない場合

13． ⑦について そのまま設定する。
(1)“－”と数字の記載

⑦について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)上記以外の記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

14． 内容の記載なし 内容の設定なし。

当事者系審判の開発中断により削除
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【登録番号】 の電子化 共－１４.５

前提条件

・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、の何れかの記載があれば、“の”に変換する。

“の”の記載がある場合はそのまま設定する。

第 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ エラー識別ＩＤ

の文字

○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０

場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。

場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００

記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容の設定なし。

× 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００

記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容の設定なし。

説 明：

○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）

×：出現しない場合

第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。

間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は最初に出現した数字）それ以降で最初に

出現した“号”・“の”・“ノ”・“－”何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”・“ノ”

・“－”がない場合は無いことになる。

公報表記の場合、“／”・“－”までの文字列。“／”・“－”がない場合は文字列の最後

までとする。

当事者系審判の開発中断により削除
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１５本意匠の表示 PRINCIPAL-APPLICATION-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRINCIPAL-APPLICATI

の記載 ON-ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①本意匠登録の表示

②本意匠登録

③本意匠

④本意匠の標示

３． 項目名の記載なし 従属項目を規定外の項目に設

定する。

補 足：

【本意匠の表示】の項目が重複した場合、２つ目の項目を規定外の項目とする。

文書例（出願番号有り） ＳＧＭＬ

【本意匠の表示】 <本意匠の表示>

【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>

【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>

【出願日】 平成12年1月1日 <出願日>平成12年 1月 1日</出願日>

【整理番号】 D01－123 <整理番号>D01－123</整理番号>

</本意匠の表示>

文書例（出願番号無し） ＳＧＭＬ

【本意匠の表示】 <本意匠の表示>

【登録番号】 意匠登録第1234567号 <登録番号>意匠登録第1234567号</登録番号>

【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

【整理番号】 D01－123 <整理番号>D01－123</整理番号>

</本意匠の表示>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１６出願番号 APPLICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意匠登録出願番号

②

③

④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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【出願番号】 の電子化 共－１６

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 意願2000－123456を内容に設

意願 2000－123456 定する。

④ ② ③

２. 例２（公報表記） Ｄ2000－123456に変換して

Ｄ 2000－ 123456 設定する。

④ ② ③

３． 例３（1999年以前） 平成11年意匠登録願第123456

平成11年意匠登録願 号を内容に設定する。

① ④ 第123456号

③

４． 例４（2000年以降） 意願2000－123456に変換して

意願 平12－123456 設定する。

④ ① ③

5. 正 ①について、元号記載の有無 「平成」を付与し、記載内容

常 に関らず、後ろから２番目の をそのまま設定する。

連続する1,2桁の数字

(1)平成１～１１年の場合

(2)平成１２～３１年３８の 西暦に変換して設定する。

場合

(3)昭和３９～６４年の場合 「昭和」を付与し、記載内容

をそのまま設定する。

(4)令和１年以降の場合 西暦に変換して設定する。

エ ①について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ に関らず、 タグの属性にエラー識別ＩＤ

(1)元号の記載がない場合 を設定する。

ー

後ろから２番目の

連続する1,2桁の数字

(1)６５～９９の場合

(2)連続する３桁の数字

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な

文字が記載されている場合

(6)元号が平成かつ数字が

１～３１以外の場合

(7)元号が昭和かつ数字が

３９～６４以外の場合
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共－１６(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定する

常 に関らず、後ろから２番目の 。

連続する４桁の数字で

(1)２０００以降である場合

(2)１９８９～１９９９の 和暦変換を行う。

場合 元号は「平成」

(3)１９６４～１９８８の 和暦変換を行う。

場合 元号は「昭和」

エ ②について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ に関らず、後ろから２番目の タグの属性にエラー識別ＩＤ

連続する４桁の数字 を設定する。

ー

(1)１９６３以前である場合

(2)連続する５桁以上の数字

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な

文字が記載されている場合

7. 正 ③について、番号が 番号が６桁の場合はそのまま

常 (1)１～６桁の記載であり 設定する。

(2)１以上である場合 番号が６桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

エ ③について、番号が 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)記載のない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

(2)数字と数字の間に不要な を設定する。

ー

文字が記載

(3)０のみ記載の場合

(4)７桁以上の記載の場合

8. 正 ④について （2000年以降の場合） 四法の特定は、“事件

常 四法職権テーブルにある場合 「意願」に変換して設定する の表示設定方法説明”

四法職権テーブル参照 【出願日】の場合を参

照

（1999年以前の場合）

「意匠登録願」に変換して設

定する

四法職権テーブル参照

エ ④について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)四法職権テーブルにない タグの属性にエラー識別ＩＤ

場合 を設定する。

ー

(2)四法の記載がない場合

９． ①②③④の全て記載の 内容の設定なし。

ない場合
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１７登録番号 REGISTRATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REGISTRATION-NUMBER

の記載 )に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意匠登録番号

②意匠番号

③意匠の登録番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 意匠登録第１２３４５６７号
意匠登録第１２３４５６７号 を内容に設定する。

① ②

２. 例２（公報表記） Ｄ１２３４５６７を内容に
Ｄ １２３４５６７ 設定する。

②

３． その他内容の記載事例 「意匠登録」に変換して設定
①について する。
(1)四法職権テーブルに

ある場合

①について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(2)四法職権テーブルに タグの属性にエラー識別ＩＤ

ない場合 を設定する。
(3)四法の記載がない場合

４． ②について、番号が 番号が７桁の場合はそのまま
(1)１～７桁の記載であり 設定する。
(2)１以上であった場合 番号が７桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

②について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)０のみの記載の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

②について 「補足」に従い電子化する。 補足参照
(1)(2)以外の記載の場合

５． ①②以外の記載について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)「類似意匠登録番号」の タグの属性にエラー識別ＩＤ

記載がある場合 を設定する。
(2)「／」の記載がある場合
(3)(1)、(2)以外の記載が

ある場合

６． 内容の記載なし 内容の設定なし。

補足：【登録番号】の電子化を参照
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【登録番号】 の電子化 共－１７

前提条件

・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、の何れかの記載があれば、“の”に変換する。

“の”の記載がある場合はそのまま設定する。

第 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ エラー識別ＩＤ

の文字

○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０

場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。

場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００

記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容の設定なし。

× 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００

記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容の設定なし。

説 明：

○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）

×：出現しない場合

第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。

間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は最初に出現した数字）それ以降で最初に

出現した“号”・“の”何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”がない場合は無いことになる。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１７．５審判番号 APPEAL-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-NUMBER)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

③意匠審判

⑥類似審判

⑦審判

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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共－１７．５(3) 内容の置換（中間書類）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１(2006年以前）
・不服 2000－12345 不服2000－12345を内容に

設定する。
④ ① ③

２． 例２(公報表記、2006年以前)
・Ｄ 2000－12345／Ｊ１ 不服2000－12345に変換して

設定する。
① ③

３. 例３（2006年以前）
平成12年審判第12345号 不服2000－12345を内容に

設定する。
② ③

４. 例４(2007年以降）
・不服 2007－123456 不服2007－123456を内容に

設定する。
④ ① ③

５． 例５(公報表記、2007年以降)
・Ｄ 2007－123456／Ｊ１ 不服2007－123456に変換して

設定する。
① ③

６. 例６（2007年以降） 不服2007－123456を内容に
平成19年審判第123456号 設定する。

7. 正 ①について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定する
常 に関らず、後ろから２番目

の連続する４桁の数字で
(1)２０００以降である場合

8. 正 ②について、元号が平成かつ 西暦に変換して設定する。
常 元号記載の有無に関らず、後

ろから２番目の連続する２桁
の数字で
(1)１２以降である場合

9. 正 ②について、元号が かつ 西暦に変換して設定する。令和
常 後ろから２番目の連続する１

～２桁の数字で
(1)１以降である場合

9. 正 ③について
10 常 (1)年（①、②）が2006年以 (1)番号をそのまま設定す

前の場合 る。５桁未満の場合は上位桁
a)00001～29999又は にスペースを補う。
b)50001～59999の場合

(2)年（①、②）が2007年以 (2)番号をそのまま設定す
降の場合 る。６桁未満の場合は上位桁

a)000001～199999又は にスペースを補う。
b)500001～509999の場合

10 正 その他内容の記載事例
11 常 ④について

記載内容の有無に関らず、③
の番号が、正常記載の場合で
(1)年（①、②）が2006年以
前で
(1)-1 00001～ 29999 (1)-2「不服」を付加する。
(1)-2 50001～ 59999 (1)-2「補正」を付加する。

(2)年（①、②）が2007年以
降で
(2)-1 000001～ 199999 (2)-1「不服」を付加する。
(2)-2 500001～ 509999 (2)-2「補正」を付加する。

② ③



5.3.4 - 48 - 3

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

11. 上記以外の記載の場合 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
12. タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

12. ①②③④の全て記載のない タグの設定を行わない。
13. 場合



5.3.4 - 49

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１８出願日 FILING-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(FILING-DATE)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①年月日

②日付

③

④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。



5.3.4 - 50

共－１８(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日提出の意匠

平成12年12月12日 登録願を内容に設定する。

① 提出の意匠登録願

※月日が１桁の場合は上位桁

③ にスペースを補う。

２． 例２（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

平成12年12月12日 定する。

①

３． 例３（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日提出の意匠

2000年12月12日提出の 登録願に変換して設定する。

② 意匠登録願

③

４． 例４（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日を内容に設

2000年12月12日 定する。

②

5. 正 その他内容の記載事例 記載内容をそのまま設定する

常 ①について

(1)和暦年月日で記載で

6. 正 ②について 和暦に変換して設定する。

常 (1)西暦年月日で記載で

7. エ ①②について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)何かしら記載があり先頭 タグの属性にエラー識別ＩＤ

が西暦・和暦の記載で始ま を設定する。

ー
らない場合

8. 正 ③について 「意匠登録願」に変換して

常 (1)四法職権テーブルにある 設定する。

場合 四法職権テーブルを参照。

③について そのまま設定する。

(2)記載がない場合

エ ③について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)四法職権テーブルにない タグの属性にエラー識別ＩＤ

場合 を設定する。

ー

９． ①②③の全ての記載がない 内容の設定なし。

場合



5.3.4 - 51

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１９原出願の表示 PARENT-APPLICATION-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PARENT-APPLICATION-

の記載 ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①原意匠登録出願の標示

②原意匠の表示

③意匠登録出願の表示

④原意匠登録出願

⑤原意匠

⑥原商標登録出願の標示

⑦原商標の表示

⑧商標登録出願の表示

⑨原商標登録出願

⑩原商標

⑪原意匠登録出願の表示

⑫原商標登録出願の表示

⑬商標出願の表示

⑭意匠出願の表示

⑮原特許出願の表示

⑯原実用新案登録出願の表示

３． 項目名の記載なし 従属項目を規定外の項目に設

定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【原出願の表示】 <原出願の表示>

【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>

【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠登録願 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願</出願日>

【手続補正書提出日】平成12年1月1日 <手続補正書提出日>平成12年 1月 1日

【整理番号】 D01－123 </手続補正書提出日>

<整理番号>D01－123</整理番号>

</原出願の表示>



5.3.4 - 52

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２０出願番号 APPLICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（意匠の場合）

①特許出願番号

②実用新案登録出願番号

③意匠登録出願番号

（商標の場合）

①商標登録出願番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。



5.3.4 - 53

【出願番号】 の電子化 共－２０

(2)－１ 内容の置換 （意匠の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 意願2000－123456を内容に設

意願 2000－123456 定する。

④ ② ③

２. 例２（公報表記） Ｄ2000－123456に変換して

Ｄ 2000－ 123456 設定する。

④ ② ③

３． 例３（1999年以前） 平成11年意匠登録願第123456

平成11年意匠登録願 号を内容に設定する。

① ④ 第123456号

③

４． 例４（2000年以降） 意願2000－123456に変換して

意願 平12－123456 設定する。

④ ① ③

5. 正 ①について、元号記載の有無 「平成」を付与し、記載内容

常 に関らず、後ろから２番目の をそのまま設定する。

連続する1,2桁の数字

(1)平成１～１１年の場合

(2)平成１２～３１年３８の 西暦に変換して設定する。

場合

(3)昭和３９～６４年の場合 「昭和」を付与し、記載内容

をそのまま設定する。

(4)令和１年以降の場合 西暦に変換して設定する。

エ ①について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ に関らず、 タグの属性にエラー識別ＩＤ

(1)元号の記載がない場合 を設定する。

ー

後ろから２番目の

連続する1,2桁の数字

(1)６５～９９の場合

(2)連続する３桁の数字

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な

文字が記載されている場合

(6)元号が平成かつ数字が

１～３１以外の場合

(7)元号が昭和かつ数字が

３９～６４以外の場合



5.3.4 - 54

共－２０(2)－１ 内容の置換 （意匠の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定する

常 に関らず、後ろから２番目の 。

連続する４桁の数字で

(1)２０００以降である場合

(2)１９８９～１９９９の 和暦変換を行う。

場合 元号は「平成」

(3)１９６４～１９８８の 和暦変換を行う。

場合 元号は「昭和」

エ ②について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ に関らず、後ろから２番目の タグの属性にエラー識別ＩＤ

連続する４桁の数字 を設定する。

ー

(1)１９６３以前である場合

(2)連続する５桁以上の数字

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な

文字が記載されている場合

7. 正 ③について、番号が 番号が６桁の場合はそのまま

常 (1)１～６桁の記載であり 設定する。

(2)１以上である場合 番号が６桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

エ ③について、番号が 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)記載のない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

(2)数字と数字の間に不要な を設定する。

ー

文字が記載

(3)０のみ記載の場合

(4)７桁以上の記載の場合

8. 正 ④について （2000年以降の場合） 四法の特定は、“事件

常 四法職権テーブルにある場合 記載された四法種別を「特願 の表示設定方法説明”

」「実願」「意願」のいずれ 【出願日】の場合を参

かに変換して設定する。 照

四法職権テーブルを参照。

（1999年以前の場合）

記載された四法種別を「特許

願」「実用新案登録願」「意

匠登録願」のいずれかに変換

して設定する。

四法職権テーブル参照

エ ④について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)「商願」「商標登録願」 タグの属性にエラー識別ＩＤ

の記載の場合 を設定する。

ー

(2)四法職権テーブルにない

場合

(3)四法の記載がない場合

９． ①②③④の全て記載の 内容の設定なし。

ない場合



5.3.4 - 55

【出願番号】 の電子化 共－２０

(2)－２ 内容の置換 （商標の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 記載内容をそのまま設定する

商願 2000－123456

④ ② ③

２. 例２（公報表記） Ｔ2000－123456に変換して

Ｔ 2000－ 123456 設定する。

④ ② ③

３． 例３（1999年以前） 平成11年商標登録願第123456

平成11年商標登録願 号を内容に設定する。

① ④ 第123456号

③

４． 例４（2000年以降） 商願2000-123456に変換して

商願 平12－123456 設定する。

④ ① ③

5. 正 ①について、元号記載の有無 「平成」を付与し、記載内容

常 に関らず、後ろから２番目の をそのまま設定する。

連続する1,2桁の数字

(1)平成１～１１年の場合

(2)平成１２～３１年３８の 西暦に変換して設定する。

場合

(3)昭和３９～６４年の場合 「昭和」を付与し、記載内容

をそのまま設定する。

(4)令和１年以降の場合 西暦に変換して設定する。

エ ①について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ に関らず、 タグの属性にエラー識別ＩＤ

(1)元号の記載がない場合 を設定する。

ー

後ろから２番目の

連続する1,2桁の数字

(1)６５～９９の場合

(2)連続する３桁の数字

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な

文字が記載されている場合

(6)元号が平成かつ数字が

１～３１以外の場合

(7)元号が昭和かつ数字が

３９～６４以外の場合



5.3.4 - 56

共－２０(2)－２ 内容の置換 （商標の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

6. 正 ②について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定する

常 に関らず、後ろから２番目の 。

連続する４桁の数字で

(1)２０００以降である場合

(2)１９８９～１９９９の 和暦変換を行う。

場合 元号は「平成」

(3)１９６４～１９８８の 和暦変換を行う。

場合 元号は「昭和」

6. エ ②について、元号記載の有無 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ に関らず、後ろから２番目の タグの属性にエラー識別ＩＤ

連続する４桁の数字 を設定する。

ー

(1)１９６３以前である場合

(2)連続する５桁以上の数字

(3)記載がない場合

(4)０である場合

(5)数字と数字の間に不要な

文字が記載されている場合

7. 正 ③について、番号が 番号が６桁の場合はそのまま

常 (1)１～６桁の記載であり 設定する。

(2)１以上である場合 番号が６桁未満の場合は

上位桁にスペースを補う。

エ ③について、番号が 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)記載のない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

(2)数字と数字の間に不要な を設定する。

ー

文字が記載

(3)０のみ記載の場合

(4)７桁以上の記載の場合



5.3.4 - 56 - 1

共－２０(2)－２ 内容の置換 （商標の場合）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

8. 正 ④について、四法職権テーブ （2000年以降の場合） 四法の特定は、“事件
常 ルにある場合で、③の番号が 「商願」に変換して設定する の表示設定方法説明”

(1)499999以下の記載の場合 四法職権テーブル参照 【出願日】の場合を参
照

（1999年以前の場合）
「商標登録願」に変換して設
定する。
四法職権テーブル参照

正 ④について、四法職権テーブ （2000年以降の場合）
常 ルにある場合で、③の番号が 職権訂正により、四法種別を

(1)500000以上699999以下の 「書換」に変換して設定する
記載の場合

（1999年以前の場合）
職権訂正により、四法種別を
「書換登録申請」に変換して
設定する。

エ ④について、四法職権テーブ （2000年以降の場合） ５０４０
ラ ルにある場合で、③の番号が 「商願」に変換して設定し、

(1)700000以上の記載の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

ー

を設定する。
四法職権テーブル参照

（1999年以前の場合） ５０４０
「商標登録願」に変換して設
定し、タグの属性にエラー識
別ＩＤを設定する。
四法職権テーブル参照

エ ④について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)「特願」「実願」「意願 タグの属性にエラー識別ＩＤ

」「特許願」「実用新案登 を設定する。

ー

録願」「意匠登録願」のい

ずれかの記載の場合

(2)四法職権テーブルにな

い場合

(3)四法の記載がない場合

９． ①②③④の全て記載の 内容の設定なし。

ない場合



5.3.4 - 57

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２１出願日 FILING-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(FILING-DATE)に置換
の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①年月日
②日付
③

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。



5.3.4 - 57 - 1

共－２１
(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１（和暦年月日で記載） 平成12年12月12日提出の意匠

平成12年12月12日 登録願を内容に設定する。

① 提出の意匠登録願

※月日が１桁の場合は上位桁

③ にスペースを補う。

２． 例３（西暦年月日で記載） 平成12年12月12日提出の意匠

2000年12月12日提出の 登録願に変換して設定する。

② 意匠登録願

③

3. 正 ①について 記載内容をそのまま設定する

常 (1)和暦年月日で記載で

4. 正 ②について 和暦に変換して設定する。

常 (1)西暦年月日で記載で

5. エ ①②について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)何かしら記載があり先頭 タグの属性にエラー識別ＩＤ

が西暦・和暦の記載で始ま を設定する。

ー

らない場合

6. 正 その他内容の記載事例 該当する四法に変換して設定

常 ③について する。

四法職権テーブルにある場合 四法職権テーブルを参照。

エ ③について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ラ (1)四法職権テーブルに タグの属性にエラー識別ＩＤ

ない場合 を設定する。※１

ー
(2)記載がない場合

日付のみ設定する。※２ 正常な記載として電子

化しエラー識別ＩＤは

設定しない

７． ①②③の全ての記載がない 内容の設定なし。

場合

※１【原出願の表示】に【出願番号】の記載がない場合

※２【原出願の表示】に【出願番号】の記載がある場合

文書例 ＳＧＭＬ例

【原出願の表示】 <原出願の表示>

【出願番号】 意願2006－123456 <出願番号>意願2006-123456</出願番号>

【出願日】 平成18年5月10日 <出願日>平成18年5月10日</出願日>

</原出願の表示>
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空白ページ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２２手続補正書 AMMENDMENT-SUBMISSION-DATE

提出日

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMMENDMENT-SUBMISSI
の記載 ON-DATE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①手続補正書の提出日
②補正書の提出日
③補正の日
④補正の年月日

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 例１（和暦年月日で記載） 平成12年 1月 1日を内容に設
平成12年1月1日 定する。

※月日が１桁の場合は上位桁
① にスペースを補う。

２． 例２（西暦年月日で記載） 平成12年 1月 1日を内容に設
2000年1月1日 定する。

②

3. 正 ①について 記載内容をそのまま設定する
常 和暦年月日で記載

4. 正 ②について 和暦に変換して設定する。
常 西暦年月日で記載

5. エ ①②について 記載内容をそのまま設定し、
ラ 何かしら記載があり先頭が西 タグの属性にエラー識別ＩＤ ５０４０

暦・和暦の記載で始まらな を設定する。

ー

い場合

６． ①②の全ての記載がない 内容の設定せず、タグの属性 ５０００
場合 にエラー識別ＩＤを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２３部分意匠 PARTICAL-DESIGN

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PARTICAL-DESIGN)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①部分意匠登録
②部分意匠出願
③部分意匠願

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし ５０６０
て原データを付与する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２４意匠に係る物品 NAME-OF-DESIGN-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME-OF-DESIGN-ARTI
の記載 CLE)に置換する。

２． その他項目名の事例 項番１と同じ。
①意匠の物品
②意匠物品
③物品名
④物品の名
⑤物品
⑥意匠に懸かる物品
⑦意匠に関わる物品

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００ 但し、内容の記載があ
モを付けて電子記録基準管理 る場合は、職権訂正に
班データエントリー管理班へ よりタグ名を付与する
返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２５創作者の記事 CREATOR-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CREATOR-ARTICLE)を
の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①創作人
②創作しゃ
③意匠を創作した者
④意匠をした者
⑤創作をした者
⑥創作者
⑦創作人
⑧意匠の創作者
⑨発明者
⑩考案者
⑪意匠の創作をした物
⑫意匠の創作をしたもの
⑬意匠の創作した者

３． 項目の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

<創作者の記事>
【意匠の創作をした者】① <創作者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目
</住所又は居所>

</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名】 創作 太郎 ② <氏名>創作 太郎</氏名>

</氏名又は名称情報>
</創作者>

【意匠の創作をした者】③ <創作者>
【識別番号】 234567890 <識別番号>234567890</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク ジロウ <フリガナ>ソウサク ジロウ</フリガナ>
【氏名】 創作 次郎 <氏名>創作 次郎</氏名>

</氏名又は名称情報>
</創作者>

</創作者の記事>

①【意匠の創作をした者】の場合、タグ<創作者>のグループの繰り返し全体を示すタグ<創作者の記事>が記載される。
②【氏名】の場合、タグ<氏名>に項目の内容を設定し、タグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を示す。
③【意匠の創作をした者】の繰り返しの場合、タグ<創作者の記事>は記載されない。
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共－２６
・【意匠の創作をした者】グループ内タグ設定規則

１．グループ内タグの項目の設定規則

(1) 項目名の記載あり
各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

(2) 項目名の記載なし
タグを設定しない。

２．【意匠の創作をした者】の欄に“意匠登録出願人と同じ”と記載の場合

【氏名】に“意匠登録出願人と同じ”を設定する。

又、意匠の創作をした者の記事にない内容については設定は行わない。

但しそのグループの従属項目がある場合は（氏名に限らない）筆頭項目エラーとして、氏名に作成す

る事は行わない。「４．筆頭項目エラーの場合」を参照。

３．【意匠の創作をした者】の欄に“追って補充”と記載の場合

【氏名】に“追って補充”を設定する。

又、意匠の創作をした者の記事にない内容については設定は行わない。

但しそのグループの従属項目がある場合は（氏名に限らない）筆頭項目エラーとして、氏名に作成す

る事は行わない。「４．筆頭項目エラーの場合」を参照。

４．筆頭項目エラーの場合。

上記２．及び３．での筆頭項目エラーの場合のデータエントリ方法を以下に示す。

・当該タグにエラーコード（５０２０）を設定する。

・原データを取得する。

・従属項目の記載がある場合はデータエントリする。

例）

申請書類上の記載 ＳＧＭＬ

【意匠の創作をした者】 意匠登録出願人と同じ <創作者の記事>

【氏名】 意匠 太郎 <創作者 エラーコード="5020">

<氏名又は名称情報>

<氏名>意匠 太郎</氏名>

</氏名又は名称情報>

</創作者>

</創作者の記事>



5.3.4 - 63

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２６創作者 CREATOR-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CREATOR-GROUP)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①創作人
②創作しゃ
③意匠を創作した者
④意匠をした者
⑤創作をした者
⑥創作者
⑦創作人
⑧意匠の創作者
⑨発明者
⑩考案者
⑪意匠の創作をした物
⑫意匠の創作をしたもの
⑬意匠の創作した者

３． 項目の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． “意匠登録出願人と同じ”と 【意匠の創作をした者】グ
記載 ループ内タグ設定規則に従い

電子化

２． “追って補充”と記載 【意匠の創作をした者】グ
ループ内タグ設定規則に従い
電子化

３． 上記以外による記載 内容の設定せず、タグの属性 ５０２０ 筆頭項目エラー
にエラー識別ＩＤを設定する

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２７識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(IDENTIFICATION-NUMB
の記載 ER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①申請人識別番号
②申請者登録番号
③出願人登録番号
④申請人登録番号
⑤出願人識別番号
⑥認識番号
⑦識別記号
⑧識別願号
⑨職別番号

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字９桁の記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字９桁以外の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２００
を設定する。

３． 数字以外による記載 項番２と同じ。 ２０００

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

参考：
申請者識別番号のチェックデジットをチェックすることによって、入力ミスを検索する。
入力ミスの場合は、入力し直す。
申請者のミスの場合は、申請者の記載通り設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２８住所又は居所情報 ADDRESS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ADDRESS-GROUP)を追
の記載 加する。

２. その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①住住
②居所（法人）
③住居
④住所および居所
⑤居所
⑥住所（居所）
⑦住所
⑧住所または居所
⑨住所叉は居所
⑩住所叉は居住
⑪住所または居住
⑫住所又は居住
⑬住所居所
⑭住所及び居所
⑮住所又は住所
⑯居所又は居所
⑰住居又は居所
⑱居住又は居所
⑲住所又居所

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ例

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 ① <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>

①タグ<住所又は居所情報>でグループ全体を挟む。【住所又は居所】の内容は、タグ<住所又は居所>に設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－２９住所又は居所 ADDRESS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ADDRESS)に置換する
の記載 。

２. その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①住住
②居所（法人）
③住居
④住所および居所
⑤居所
⑥住所（居所）
⑦住所
⑧住所または居所
⑨住所叉は居所
⑩住所叉は居住
⑪住所または居住
⑫住所又は居住
⑬住所居所
⑭住所及び居所
⑮住所又は住所
⑯居所又は居所
⑰住居又は居所
⑱居住又は居所
⑲住所又居所

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する 住所の内容に郵便番号
の記載がある場合は郵
便番号を削除する。
(外国は除く)
(本対処は紙申請のみ)

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００
にエラー識別ＩＤを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３０フリガナ KANA

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(KANA)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①ふりがな

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定は行わない
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共－３０
【フリガナ】タグ設定規則

電子化を行うか否かの判断基準を以下に述べる。

１．通常の記載の場合
【フリガナ】の上又は下に記載されている項目がフリガナをふる対象となる項目であった
場合はタグの設定をおこなう。一覧を以下に示す。

上又は下に記載されている項目

【氏名又は名称】

【氏名】

【代表者】

２．通常でない記載の場合

項番 申請形態 内 容 対 処

１ ＦＤ ルビで記載されてきた場合 タグの設定なし

実際の例を以下に記載する。

・通常の場合（下に記載された場合）・通常の場合（上に記載された場合）・通常でない場合（ルビ）

・ ・ ・
・ ・ 【住所】 東京都・・・

とっきょ たろう【氏名】 特許 太郎 【フリガナ】トッキョ タロウ
【フリガナ】トッキョ タロウ 【氏名】 特許 太郎 【氏名】 特許 太郎

・ ・ ・
・ ・ ・
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３１氏名又は NAME-GROUP

名称情報

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME-GROUP)を追加す
の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ
①名前
②姓名
③名称
④氏名・名称
⑤氏名（名称）
⑥氏名
⑦氏名または名称
⑧氏名又は名称名
⑨氏名叉は名称
⑩名称又は氏名
⑪氏名又は名祢
⑫氏名名称
⑬氏名又は氏名
⑭名称又は名称
⑮氏名は名称
⑯氏名又名称

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

<氏名又は名称情報>
【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名】 創作 太郎 ① <氏名>創作 太郎</氏名>

</氏名又は名称情報>

①タグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。【氏名】の内容は、タグ<氏名>に設定する。



5.3.4 - 70

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３２氏 名 NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ
①名前
②姓名
③名称
④氏名・名称
⑤氏名（名称）
⑥氏名
⑦氏名または名称
⑧氏名又は名称名
⑨氏名叉は名称
⑩名称又は氏名
⑪氏名又は名祢
⑫氏名名称
⑬氏名又は氏名
⑭名称又は名称
⑮氏名は名称
⑯氏名又名称

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００
にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.4 - 71

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３３持 分 SHARE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(SHARE)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①意匠権利の持分
②商標権利の特分
③権利の持分
④権利の特分
⑤持文
⑥特文
⑦持分の定め
⑧特分の定め

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 英数字・記号７桁以内の記載 記載内容を設定する。
(*1)

２． 英数字・記号８桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２００
を設定する。

(*1)

３． 英数字・記号以外による記載 項番２と同じ。 ２０００
(*1)

４． 内容の記載なし タグの設定なし。

＊１）記号とは”／”（ＪＩＳコード：０ｘ２１３Ｆ）のみを指す

補足：
（例） ・１００分の２０ ・５０％ ・３割

上記の例の場合、以下のように電子化を行う。

１００分の２０ → ２０／１００ （ＺＺ９／ＺＺ９）
５０％ → ５０／１００
３割 → ３０／１００



5.3.4 - 72

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３４代表出願人 REPRESENTATIVE-APPLICANT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REPRESENTATIVE-APPL
の記載 ICANT)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 なし。

特になし

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし ５０６０
て原データを付与する。

(3) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代表申請者と記載。 タグ属性は
（書換登録に係る中間書類 出願形態＝”書換登録”

の場合のみ） と設定する。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
<申請者の記事>

【書換登録申請者】 <申請者 出願形態＝”書換登録”>
【代表申請者】 <代表出願人 出願形態＝”書換登録”>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>
</氏名又は名称情報>

</申請者>
【書換登録申請者】 <申請者 出願形態＝”書換登録”>

【識別番号】 234567890 <識別番号>234567890</識別番号>
<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>
</氏名又は名称情報>

</申請者>
</申請者の記事>



5.3.4 - 73

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３５識別番号 IDENTIFICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(IDENTIFICATION-NUMB
の記載 ER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①認識番号
②識別記号
③識別願号
④申請人識別番号
⑤申請者登録番号
⑥出願人登録番号
⑦申請人登録番号
⑧出願人識別番号
⑨代理人識別番号
⑩職別番号

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

タグの設定なし。
（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字９桁の記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字９桁以外の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２００
を設定する。 （※）

３． 数字以外による記載 項番２と同じ。 ２０００

４． 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

内容の設定せず、タグの属性 ５０００
にエラー識別ＩＤを設定する

（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。

参考：
申請者識別番号のチェックデジットをチェックすることによって、入力ミスを検索する。
入力ミスの場合は、入力し直す。
申請者のミスの場合は、申請者の記載通り設定する。



5.3.4 - 74

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３６住所又は居所情報 ADDRESS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ADDRESS-GROUP)を追
の記載 加する。

２. その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①住住
②居所（法人）
③住居
④住所および居所
⑤居所
⑥住所（居所）
⑦住所
⑧住所または居所
⑨住所叉は居所
⑩住所叉は居住
⑪住所または居住
⑫住所又は居住
⑬住所居所
⑭住所及び居所
⑮住所又は住所
⑯居所又は居所
⑰住居又は居所
⑱居住又は居所
⑲住所又居所

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

タグの設定なし。
（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。

文書例 ＳＧＭＬ例

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
【住所又は居所原語表記】ＫＫＫＫ･･･ＫＫ <原語表記>ＫＫＫＫ･･･ＫＫ</原語表記>

</住所又は居所情報>

・タグ<住所又は居所情報>でグループ全体を挟む。【住所又は居所】の内容は、タグ<住所又は居所>に設定する。



5.3.4 - 75

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３７住所又は居所 ADDRESS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ADDRESS)に置換する
の記載 。

２. その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①住住
②居所（法人）
③住居
④住所および居所
⑤居所
⑥住所（居所）
⑦住所
⑧住所または居所
⑨住所叉は居所
⑩住所叉は居住
⑪住所または居住
⑫住所又は居住
⑬住所居所
⑭住所及び居所
⑮住所又は住所
⑯居所又は居所
⑰住居又は居所
⑱居住又は居所
⑲住所又居所

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

タグの設定なし。
（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する 住所の内容に郵便番号
の記載がある場合は郵
便番号を削除する。
(外国は除く)
(本対処は紙申請のみ)

２. 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

内容の設定せず、タグの属性 ６０００
にエラー識別ＩＤを設定する

（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。



5.3.4 - 76

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３８原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ORIGINAL-LANGUAGE)
の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①住所（欧文）
②住住（欧文）
③居所（欧文）
④住居（欧文）
⑤住所および居所（欧文）
⑥居所（欧文）
⑦住所（居所）（欧文）
⑧住所又は居所（欧文）
⑨住所または居所（欧文）
⑩

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 77

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－３９氏名又は名称情報 NAME-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME-GROUP)を追加す
の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①名前
②姓名
③名称
④氏名・名称
⑤氏名（名称）
⑥氏名
⑦氏名または名称
⑧氏名又は名称名
⑨氏名叉は名称
⑩名称又は氏名
⑪氏名又は名祢
⑫氏名名称
⑬氏名又は氏名
⑭名称又は名称
⑮氏名は名称
⑯氏名又名称
⑰氏名又は名所
⑱氏名または名所

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

タグの設定なし。
（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

<氏名又は名称情報>
【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

・タグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。【氏名又は名称】の内容は、タグ<氏名又は名称>に設定する。



5.3.4 - 78

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４０氏名又は名称 NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①名前
②姓名
③名称
④氏名・名称
⑤氏名（名称）
⑥氏名
⑦氏名または名称
⑧氏名又は名称名
⑨氏名叉は名称
⑩名称又は氏名
⑪氏名又は名祢
⑫氏名名称
⑬氏名又は氏名
⑭名称又は名称
⑮氏名は名称
⑯氏名又名称
⑰氏名又は名所
⑱氏名または名所

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

タグの設定なし。
（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。 （※）

内容の設定せず、タグの属性 ６０００
にエラー識別ＩＤを設定する

（※）

（※） ただし、各々のグループ内のタグ設定規則に準ずる。



5.3.4 - 79

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４１原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ORIGINAL-LANGUAGE)
の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①名前（欧文）
②姓名（欧文）
③名称（欧文）
④氏名・名称（欧文）
⑤氏名（欧文）
⑥氏名又は名称原語表示
⑦氏名叉は名称原語表記

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 80

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４２就業場所 OFFICE-ADDRESS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(OFFICE-ADDRESS)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①就業先住所
②住住（就業先）
③居所（法人）（就業先）
④住居（就業先）
⑤住所および居所（就業先）
⑥居所（就業先）
⑦住所（居所）（就業先）
⑧住所又は居所（就業先）
⑨住所または居所（就業先）
⑩出願人住所（就業先）
⑪住所（就業先）
⑫就業場所住所
⑬就業先

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 81

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４３日本における営業所 OFFICE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(OFFICE)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①営業所
②日本の営業所
③営業所住所
④日本における営業所住所
⑤営業所住所
⑥住住（営業所）
⑦居所（営業所）
⑧住居（営業所）
⑨住所及び居所（営業所）
⑩居所（営業所）
⑪住所（居所）（営業所）
⑫住所又は居所（営業所）
⑬住所または居所（営業所）
⑭出願人住所（営業所）
⑮住所（営業所）

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 82

共－４４
・項目名（日本語標準名） ・タ グ 名

代表者識別

代表者

（代表者）原語表記

代表者として記載される記載事例一覧

No その他記載事例 No その他記載事例

１ 代表者氏名 23 知事

２ 代表人氏名 24 院長

３ 代表人 25 学長

４ 代表者名 26 破産管財人

５ 管理人 27 共同代表者

６ 管財人 28 日本における代表者

７ 清算人 29 大臣

８ 代表取締役 30 長官

９ 代表取締役社長 31 事務局長

10 会長 32 市長

11 取締役会長 33 町長

12 代表理事 34 村長

13 理事長 35 区長

14 組合長 36 代表清算人

15 専務取締役 37 社長

16 調査役 38 更正管財人

17 総支配人 39 更生管財人

18 所長 40 代表者の氏名

19 工場長 41 塩事業責任者

20 相談役 42 取締役社長

21 幹事長 43 代表者代表取締役社長

22 代表社員 44 保全管理人

補足１：原語表記（代表者）は上記事例の語尾に“（欧文）”又は“原語表記”を付したものが記載事例となる。
補足２：「代者者」と記載されている場合は「代表者」に置き換える。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
【代者者】 ・・・ <代表者識別>代表者</代表者識別>

【代者者氏名】 ・・・ <代表者識別>代表者氏名</代表者識別>



5.3.4 - 83

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４４代表者情報 REPRESENTATIVE-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REPRESENTATIVE-GROU
の記載 P)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

記載事例一覧参照

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

<代表者情報>
<代表者>

【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表者】 代表 太郎 ① <代表者識別>代表者</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>
<代表者>

【フリガナ】 ダイヒョウ ジロウ <フリガナ>ダイヒョウ ジロウ</フリガナ>
【代表者】 代表 次郎 <代表者識別>代表者</代表者識別>

② <氏名>代表 次郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>

① 【代表者】の場合、【代表者】に記載されている氏名をタグ<氏名>に設定する。グループ項目の繰り返しを指す
タグを<代表者>とし、そのグループ項目全体を示すタグ<代表者情報>で挟む。

②<代表者識別>の記載内容は、【代表者】のデリミタの中身の記載となる。



5.3.4 - 84

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４５代表者 REPRESENTATIVE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REPRESENTATIVE)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

記載事例一覧参照

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４６代表者識別 REPRESENTATIVE-IDENTIFICATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REPRESENTATIVE-IDEN
の記載 TIFICATION)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

記載事例一覧参照

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 項目の内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【代表者】と記載 項目名をデリミタを除いて設
定する。

２． 項番１以外の記載の場合 左記の項目名の何れかをデリ 記載事例は、職権訂正
ミタを除いて設定する。 の範囲ではなく、内容

記載事例一覧参照 に設定される具体的な
例である。

説 明：
本項目は、代表者氏名の個別案件に記載される当該項目名を電子化するものである。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４７氏 名 NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME)を追加する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

記載事例一覧参照

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００
にエラー識別ＩＤを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４８原語表記 ORIGINAL-LANGUAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ORIGINAL-LANGUAGE)
の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①名前（欧文）
②姓名（欧文）
③名称（欧文）
④氏名・名称（欧文）
⑤氏名（欧文）
⑥氏名又は名称原語表示
⑦氏名叉は名称原語表記
⑧記載事例一覧の補足より、

“（欧文）”又は“原語表
記”を記載事例の語尾に付
したもの

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－４９法人の法的性質 LEGAL-ENTITY-PROPERTY

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(LEGAL-ENTITY-PROPER
の記載 TY)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 なし。
なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 89

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５０国 籍 NATIONALITY

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NATIONALITY)に置換
の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①国
②国箱
③国名
④国籍名
⑤国籍

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 国名テーブルの国名を設定す
（国名テーブルにある場合） る。

２. 項番１以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
（国名テーブルにない場合） タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。



項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

1 ＡＤ アンドラ アンドラ公国

2 ＡＥ アラブ首長国連邦 アラブ アラブ連邦 アラブ首長国

3 ＡＦ アフガニスタン アフガニスタン民主共和国 アフガニスタン共和国
アフガニスタン・イスラム共
和国

4 ＡＧ アンティグア・バーブーダ アンチグア・バーブーダ アンティグア アンティグァ・バーブーダ

4-1 ＡＩ アンギラ

5 ＡＬ アルバニア アルバニヤ
アルバニヤ人民社会主義
共和国

アルバニア共和国

6 ＡＭ アルメニア アルメニア共和国

7 ＡＯ アンゴラ アンゴラ人民共和国

8 ＡＰ アフリカ地域工業所有権機関

9 ＡＲ アルゼンチン アルゼンティン共和国 アルゼンチン共和国 アルゼンチン国 アルゼンティン

10 ＡＴ オーストリア オーストリヤ オーストリア共和国 オーストリア国

11 ＡＵ オーストラリア オーストアリヤ オーストラリア連邦 オーストラリア国

11-1 ＡＷ アルバ島 アルバ

12 ＡＺ アゼルバイジャン アゼルバイジャン共和国

13 ＢＡ ボスニア・ヘルツェゴビナ ボスニア・ヘルツェゴヴィナ

14 ＢＢ バルバドス

15 ＢＤ バングラデシュ
バングラデシュ人民共和
国

国　名　テ　ー　ブ　ル　一　覧　表
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

16 ＢＥ ベルギー ベルギー王国 ベルギー国

17 ＢＦ ブルキナファソ オートボルタ共和国 ブルキナ・ファソ

18 ＢＧ ブルガリア ブルガリヤ ブルガリア人民共和国 ブルガリア国 ブルガリア共和国

19 ＢＨ バーレーン バハレーン国 バーレーン国 バハレーン バーレーン王国

20 ＢＩ ブルンジ ブルンディ共和国 ブルンディ

21 ＢＪ ベナン ベナン人民共和国 ベナン共和国

22 ＢＭ バーミューダ 英国領バーミューダ

23 ＢＮ ブルネイ ブルネイ・ダルサラーム国

24 ＢＯ ボリビア ボリヴィヤ ボリビヤ ボリヴィア共和国 ボリヴィア

ボリビア共和国 ボリビア多民族国

24-1 ＢＱ
ボネール島、シント・ユースタティ
ウス島、サバ島

ボネール

25 ＢＲ ブラジル ブラジル連邦共和国 ブラジル国

26 ＢＳ バハマ バハマ国 バハマ連邦

27 ＢＴ ブータン ブータン王国

28 ＢＵ ビルマ

29 ＢＷ ボツワナ ボツワナ共和国

30 ＢＸ
ベネルクス商標庁及びベネルク
ス意匠庁

31 ＢＹ ベラルーシ ベラルーシ共和国 白ロシア 白ロシヤ
白ロシア・ソヴィエト社会主
義共和国
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

32 ＢＺ ベリーズ ベリエ ベリセ

33 ＣＡ カナダ カナダ国

34 ＣＤ コンゴ民主共和国 コンゴー民主共和国

35 ＣＦ 中央アフリカ 中央アフリカ共和国 中央オフリカ国

36 ＣＧ コンゴ共和国 コンゴー人民共和国 コンゴ人民共和国 コンゴ国 コンゴー

37 ＣＨ スイス スイス連邦 端西 スイス国

38 ＣＩ コートジボワール 象牙海岸 コートジボアール共和国 コートジボアール 象牙海岸共和国

38-1 ＣＫ クック諸島 クック

39 ＣＬ チリ チリ共和国 チリ国

40 ＣＭ カメルーン カメルーン共和国 カメルーン連合共和国 カメルーン国

41 ＣＮ 中華人民共和国 中国

42 ＣＯ コロンビア コロンビヤ コロンビア共和国 コロンビア国

43 ＣＲ コスタリカ コスタ・リカ共和国 コスタリカ共和国 コスタ・リカ

44 ＣＳ チェッコ・スロヴァキア

45 ＣＵ キューバ キューバ共和国 キューバ国

46 ＣＶ カーボヴェルデ カーボウェルテ カーボ・ヴェルテ共和国 カーボベルデ共和国 カーボ・ヴェルデ

46-1 ＣＷ キュラソー島 キュラソー

47 ＣＹ キプロス サイプラス共和国 サイプラス

48 ＣＺ チェコ チェッコ共和国 チェッコ

49 ＤＤ ドイツ民主共和国 東ドイツ ドイツ民主共和国（東）
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

50 ＤＥ ドイツ 西ドイツ ドイツ連邦共和国（西） ドイツ連邦共和国

51 ＤＪ ジブチ ジブティ共和国 ジブティ

52 ＤＫ デンマーク デンマーク王国 デンマーク国

53 ＤＭ ドミニカ ドミニカ国

54 ＤＯ ドミニカ共和国

55 ＤＺ アルジェリア
アルジェリア民主人民共和
国

56 ＥＡ ユーラシア特許庁 ユーラシア特許機関

57 ＥＣ エクアドル エクアドル共和国

58 ＥＥ エストニア エストニア共和国

59 ＥＧ エジプト エジプト・アラブ共和国 エジプト国

60 ＥＭ 欧州連合知的財産庁

61 ＥＰ 欧州特許庁 ヨーロッパ特許 欧州特許機構 ＥＰＯ 欧州特許機構（ＥＰＯ）

ヨーロツパ特許 ヨーロッパ特許庁 欧州特許

62 ＥＲ エリトリア

63 ＥＳ スペイン スペイン国

64 ＥＴ エチオピア
エティオピア人民民主共和
国

エティオピア
エチオピア連邦民主共和
国

65 ＦＩ フィンランド フィンランド共和国 フインランド国

66 ＦＪ フィジー フィージー フィジー共和国
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

66-1 ＦＫ フォークランド諸島 フォークランド

66-2 ＦＯ フェロー諸島 フェロー

67 ＦＲ フランス フランス共和国 フランス国

68 ＧＡ ガボン ガボン共和国

69 ＧＢ 英国 イギリス連合国
グレートブリテン及び北部
アイルランド連合王国

イギリス国 イギリス

連合王国
英国（グレートブリテン及
び北アイルランド連合王
国）

70 ＧＣ
アラビアン湾岸協力理事会特許
庁

アラビアン湾岸協力理事
会特許庁

71 ＧＤ グレナダ

72 ＧＥ ジョージア グルジア共和国

72-1 ＧＧ ガーンジー島 ガーンジー

73 ＧＨ ガーナ ガーナ共和国

73-1 ＧＩ ジブラルタル

74 ＧＭ ガンビア ガンビヤ ガンビア共和国

75 ＧＮ ギニア ギニヤ ギニア共和国 ギニア人民革命共和国

76 ＧＱ 赤道ギニア 赤道ギニヤ 赤道ギニア共和国

77 ＧＲ ギリシャ ギリシャ共和国 ギリシア共和国 ギリシャ国 ギリシア国

78 ＧＴ グアテマラ ガテマラ グァテマラ共和国 グァテマラ

79 ＧＷ ギニアビサウ ギニア・ピサオ ギニア・ビサオ共和国 ギニアビサオ共和国 ギニア・ビサオ
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

80 ＧＹ ガイアナ ガイアナ共同共和国 ガイアナ共和国

81 ＨＫ 香港 ホンコン

82 ＨＮ ホンジュラス ホンヂュラス共和国 ホンジュラス共和国 ホンデュラス

83 ＨＲ クロアチア クロアチア共和国

84 ＨＴ ハイチ ハイティ共和国 ハイチ共和国 ハイチ国 ハイティ

85 ＨＵ ハンガリー ハンガリー人民共和国 ハンガリー国 ハンガリー共和国

86 ＨＶ 上ヴォルタ共和国 上ヴォルタ

87 ＩＢ 国際事務局

88 ＩＤ インドネシア インドネシア共和国 インドネシア国

89 ＩＥ アイルランド アイルランド国

90 ＩＬ イスラエル イスラエル国

90-1 ＩＭ マン島 マントウ

91 ＩＮ インド インド国

92 ＩＱ イラク イラク共和国

93 ＩＲ イラン イラン回教共和国 イラン国 イラン・イスラム共和国

94 ＩＳ アイスランド アイスランド共和国 アイスランド国

95 ＩＴ イタリア イタリヤ イタリア共和国 伊太利 イタリア国

イタリー イタリー国

95-1 ＪＥ ジャージー島 ジャージー

96 ＪＭ ジャマイカ
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

97 ＪＯ ヨルダン
ジョルダン・ハシェミット王
国

ジョルダン ヨルダン・ハシェミット王国

98 ＪＰ 日本 日本国

99 ＫＥ ケニア ケニヤ ケニア共和国

100 ＫＧ キルギス キルギスタン キルギスタン共和国 キルギス共和国

101 ＫＨ カンボジア カンボジヤ 民主カンボディア 民主カンボジア カンボディア

102 ＫＩ キリバス

103 ＫＭ コモロ コモロ回教連邦共和国
コモロ・イスラム連邦共和
国

104 ＫＮ セントクリストファー・ネーヴィス セントクリストファー

105 ＫＰ 北朝鮮

106 ＫＲ 大韓民国 南朝鮮 大韓民国（南） 韓国

107 ＫＷ クウェート クウェイト国 クウェート国 クウェイト

107-1 ＫＹ ケイマン諸島 ケイマン

108 ＫＺ カザフスタン カザフスタン共和国

109 ＬＡ ラオス ラオス人民民主共和国 ラオス国

110 ＬＢ レバノン レバノン共和国 レバノン国

111 ＬＣ セントルシア セント・ルシア

112 ＬＩ リヒテンシュタイン リヒテンシュタイン公国 リヒテンシユタイン国 リヒテンシュタイン国
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

113 ＬＫ スリランカ
スリ・ランカ民主社会主義
共和国

スリランカ国
スリランカ民主社会主義共
和国

スリ・ランカ

114 ＬＲ リベリア リベリヤ リベリア共和国

115 ＬＳ レソト レソト王国

116 ＬＴ リトアニア リトアニア共和国

117 ＬＵ ルクセンブルク ルクセンブルグ大公国 ルクセンブルグ国 ルクセンブルグ

118 ＬＶ ラトビア ラトヴィア共和国 ラトヴィア

119 ＬＹ リビア リビヤ
社会主義人民リビア・アラ
ブ国

120 ＭＡ モロッコ モロッコ王国 モロツコ国 モロッコ国

121 ＭＣ モナコ モナコ公国 モナコ国

122 ＭＤ モルドバ モルドヴァ共和国 モルドヴァ

122-1 ＭＥ モンテネグロ

123 ＭＧ マダガスカル マダガスカル民主共和国 マダガスカル国 マダガスカル共和国

マケドニア旧ユーゴスラ
ヴィア

マケドニア
マケドニア旧ユーゴスラ
ヴィア共和国

マケドニア旧ユーゴスラビ
ア

マケドニア旧ユーゴスラビ
ア共和国

北マケドニア

125 ＭＬ マリ マリ共和国

126 ＭＭ ミャンマー ミャンマー連邦 ミヤンマー ミヤンマー連邦 ビルマ

ビルマ連邦 ミャンマー連邦共和国

124 ＭＫ マケドニア旧ユーゴスラビア共和
国
北マケドニア共和国
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

127 ＭＮ モンゴル モンゴル人民共和国 モンゴル国

128 ＭＯ マカオ

129 ＭＲ モーリタニア モーリタニヤ モーリタニア回教共和国
モーリタニア・イスラム共
和国

129-1 ＭＳ モンセラット

130 ＭＴ マルタ マルタ共和国

131 ＭＵ モーリシャス モーリシアス モーリシァス

132 ＭＶ モルディブ モルジブ モルディブ共和国 モルジブ共和国 モルディヴ

133 ＭＷ マラウイ マウライ共和国

134 ＭＸ メキシコ メキシコ合衆国 メキシコ国

135 ＭＹ マレーシア マレイシヤ マレーシヤ マレイシア

136 ＭＺ モザンビーク モザンビーク人民共和国 モザンビーク共和国

137 ＮＡ ナミビア ナミビヤ ナミビア共和国

138 ＮＥ ニジェール ニジェール共和国 ニジエール国 ニジェール国

139 ＮＧ ナイジェリア ナイジェリヤ ナイジェリア共和国 ナイジェリア連邦共和国 ナイジエリア国

ナイジェリア国

140 ＮＩ ニカラグア ニカラガ ニカラグア共和国 ニガラグァ ニカラグァ

141 ＮＬ オランダ オランダ王国 オランダ国

142 ＮＯ ノルウェー ノルウエー ノールウェー王国 ノルウェー王国 ノールウェー

ノルウェー国 ノルウエー国
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

143 ＮＰ ネパール ネパール王国 ネパール連邦民主共和国

144 ＮＲ ナウル ナウル共和国

144-1 ＮＵ ニウエ

145 ＮＺ ニュージーランド ニユージーランド国 ニュージーランド国 ニュー・ジーランド

146 ＯＡ アフリカ知的所有権機関
アフリカ知的所有権機関
（ＯＡＰＩ）

アフリカ知的所有権機構
（ＯＡＰＩ）

ＯＡＰＩ

147 ＯＭ オマーン オマーン国 オーマン

148 ＰＡ パナマ パナマ共和国

149 ＰＥ ペルー ペルー共和国

150 ＰＧ パプアニューギニア パプア・ニューギニヤ パプアニューギニヤ
パプア・ニューギニア共和
国

パプア・ニューギニア

パプア・ニューギニア独立
国

パプア・ニューギニヤ独立
国

151 ＰＨ フィリピン フィリピン共和国 フィリピン国

152 ＰＫ パキスタン パキスタン回教共和国 パキスタン国
パキスタン・イスラム共和
国

153 ＰＬ ポーランド ポーランド人民共和国 ポーランド国 ポーランド共和国

153-1 ＰＲ プエルトリコ

154 ＰＴ ポルトガル ポルトガル共和国 ポルトガル国

155 ＰＷ パラオ

156 ＰＹ パラグアイ パラグァイ共和国 パラグァイ

157 ＱＡ カタール カタル国 カタール国 カタル
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

158 ＲＨ 南ローデシア

159 ＲＯ ルーマニア ルーマニヤ
ルーマニヤ社会主義共和
国

ルーマニア国

159-1 ＲＳ セルビア

160 ＲＵ ロシア ロシア連邦

161 ＲＷ ルワンダ ルワンダ共和国

162 ＳＡ サウジアラビア サウディ・アラビア王国 サウジアラビア王国 サウディ・アラビア

163 ＳＢ ソロモン ソロモン諸島

164 ＳＣ セーシェル セイシェル共和国 セイシェル

165 ＳＤ スーダン スーダン共和国 スーダン民主共和国

166 ＳＥ スウェーデン スウェーデン王国 スエーデン国 スェーデン国 スウエーデン国

スウエーデン

167 ＳＧ シンガポール シンガポール共和国

167-1 ＳＨ セントヘレナ島 セントヘレナ

168 ＳＩ スロベニア スロヴェニア共和国 スロヴェニア

169 ＳＫ スロバキア スロヴァキア共和国 スロヴァキヤ スロバキャ スロヴァキア

170 ＳＬ シエラレオネ シェラレオーネ シエラレオネ共和国 シエラレオーネ シェラ・レオーネ

シエラ・レオーネ

171 ＳＭ サンマリノ サン・マリノ共和国 サンマリノ共和国 サンマリノ国 サン・マリノ
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

172 ＳＮ セネガル セネガル共和国

173 ＳＯ ソマリア ソマリヤ ソマリア民主共和国 ソマリア連邦共和国

174 ＳＲ スリナム スリナム共和国

175 ＳＴ サントメ・プリンシペ
サントメ・プリンシペ民主共
和国

176 ＳＵ ソヴィエト連邦 ソビエト ソ連 ソビエト連邦
ソヴィエト社会主義共和国
連邦

ソヴィエト ソビエト連邦国

177 ＳＶ エルサルバドル エル・サルバドル エル・サルヴァドル共和国 エルサルバドル共和国 エル・サルヴァドル

177-1 ＳＸ シント・マールテン島 シント・マールテン

178 ＳＹ シリア シリヤ シリア・アラブ共和国 シリア国

179 ＳＺ
スワジランド
エスワティニ

スワジランド王国 スワジランド エスワティニ王国

180 ＴＤ チャド チャード共和国 チャド共和国 チヤド国 チャド国

チャード

181 ＴＧ トーゴ トーゴー共和国 トーゴ共和国 トーゴー

182 ＴＨ タイ タイ王国 タイ国

183 ＴＪ タジキスタン タジキスタン共和国

183-1 ＴＫ トケラウ諸島 トケラウ

184 ＴＬ 東ティモール 東ティモール民主共和国

185 ＴＭ トルクメニスタン
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項番 国ｺｰﾄﾞ 国　　　　名 職　　　権　　　訂　　　正

186 ＴＮ チュニジア チュニジヤ テュニジア共和国 テュニジア

187 ＴＯ トンガ トンガ王国

188 ＴＲ トルコ トルコ共和国 トルコ国

189 ＴＴ トリニダード・トバゴ トリニダット・トバゴ共和国 トリニダード・トバゴ共和国 トリニダード・トバゴ国 トリニダッド・トバゴ

190 ＴＶ ツバル

191 ＴＷ 台湾 中華民国

192 ＴＺ タンザニア タンザニヤ タンザニア連合共和国 タンザニア国

193 ＵＡ ウクライナ
ウクライナ・ソヴィエト社会
主義共和国

194 ＵＧ ウガンダ ウガンダ共和国

195 ＵＳ アメリカ合衆国 アメリカ 米国

196 ＵＹ ウルグアイ ウルグァイ東方共和国 ウルグアイ東方共和国 ウルグァイ

197 ＵＺ ウズベキスタン ウズベキスタン共和国

198 ＶＡ バチカン ヴァチカン帝国 ヴァチカン市国 バチカン国 ヴァチカン

199 ＶＣ セントビンセント
セント・ヴィンセント及びグ
レナディーン諸島

セント・ヴィンセント
セントビンセント及びグレ
ナディーン諸島
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200 ＶＥ ベネズエラ ヴェネズエラ共和国 ベネズエラ共和国 ヴェネズエラ
ベネズエラ・ボリバル共和
国

200-1 ＶＧ ヴァージン諸島 ヴァージン

201 ＶＮ ベトナム
ヴェトナム社会主義共和
国

ヴェトナム
ヴィエトナム社会主義共和
国

ヴィエトナム

ベトナム社会主義共和国 ベトナム国

202 ＶＵ バヌアツ

203 ＷＯ 世界知的所有権機関
世界知的所有権機関（ＷＩ
ＰＯ）

ＷＩＰＯ

204 ＷＳ サモア 西サモア独立国 西サモア

205 ＸＸ
無国籍、その他の国名及び地域
名

無国籍 その他の国
無国籍・その他の国名及
び地域名

無国籍，その他の国名及
び地域名

無国籍．その他の国名及
び地域名

206 ＹＤ 南イエメン イエメン民主人民共和国

207 ＹＥ イエメン イエメン・アラブ共和国

208 ＹＵ セルビア・モンテネグロ ユーゴースラビア ユーゴースラヴィヤ ユーゴスラビヤ ユーゴスラヴィア

ユーゴースラヴィア社会主
義連邦共和国

ユーゴスラビア社会主義
連邦共和国

ユーゴスラビア国 ユーゴースラヴィア

209 ＺＡ 南アフリカ 南アフリカ共和国

210 ＺＭ ザンビア ザンビヤ ザンビア共和国

211 ＺＲ ザイール ザイール共和国 ザイール国
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212 ＺＷ ジンバブエ 南ローデシヤ ジンバブエ共和国
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5.3.4 - 103

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５１電話番号 TELEPHONE-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TELEPHONE-NUMBER)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①電話
②ＴＥＬ

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 英数字・記号部分20桁以内の 記載内容をそのまま設定する
記載

(*1)

２. 英数字・記号部分21桁以上の 記載内容をそのまま設定し、
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００

を設定する。

(*1)

３． 英数字・記号以外による記載 項番２と同じ。 ６０００
(*1)

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

＊１）記号とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード 記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ ： ０ｘ２１２７

― ０ｘ２１３Ｄ ； ０ｘ２１２８

／ ０ｘ２１３Ｆ （ ０ｘ２１４Ａ

， ０ｘ２１２４ ） ０ｘ２１４Ｂ

． ０ｘ２１２５ － ０ｘ２１５Ｄ

・ ０ｘ２１２６



5.3.4 - 104

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５２ファクシミリ番号 FACSIMILE-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(FACSIMILE-NUMBER)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①ファクシミリ
②フアクシミリ
③フアクシミリ番号
④ＦＡＸ
⑤Ｆａｘ
⑥ＦＡＸ番号
⑦Ｆａｘ番号
⑧ファクス
⑨フアクス
⑩ファクス番号
⑪フアクス番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 英数字・記号部分20桁以内の 記載内容をそのまま設定する
記載 (*1)

２. 英数字・記号部分21桁以上の 記載内容をそのまま設定し、
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００

を設定する。
(*1)

３． 英数字・記号以外による記載 項番２と同じ。 ６０００
(*1)

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

＊１）記号とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード 記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ ： ０ｘ２１２７

― ０ｘ２１３Ｄ ； ０ｘ２１２８

／ ０ｘ２１３Ｆ （ ０ｘ２１４Ａ

， ０ｘ２１２４ ） ０ｘ２１４Ｂ

． ０ｘ２１２５ － ０ｘ２１５Ｄ

・ ０ｘ２１２６



5.3.4 - 105

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５３連絡先 CONTACT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CONTACT)に置換する
の記載 。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①連絡メモ
②連絡先メモ

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 106

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５４弁理士 ATTORNEY

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY)に置換する
の記載 。

２. 両方記載されている場合 “弁理士”のタグ名(ATTORNE “弁理士・弁護士”
Y)に置換する。 の記載の場合

３． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

４． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容部に記載があった場合 内容部は削除しエラーとして
原データを付与する。 ５０６０

補 足：

弁理士又は弁護士が氏名の内容に記載された場合は、該当文字を抜き出してタグに設定する。

記載例：

【氏名又は名称】 弁理士 特許 太郎

↓ ↓

【弁理士】

【氏名又は名称】 特許 太郎

氏名の内容に記載され、さらに【弁理士】又は【弁護士】の記載が存在した場合は、項目で記載された
区分を優先して設定する。氏名に記載された区分はそのままとする。



5.3.4 - 107

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５５弁護士 LAWYER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(LAWYER)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容部に記載があった場合 内容部は削除しエラーとして
原データを付与する。 ５０６０

補 足：

弁理士又は弁護士が氏名の内容に記載された場合は、該当文字を抜き出してタグに設定する。

記載例：

【氏名又は名称】 弁護士 特許 太郎

↓ ↓

【弁護士】

【氏名又は名称】 特許 太郎

氏名の内容に記載され、さらに【弁理士】又は【弁護士】の記載が存在した場合は、項目で記載された
区分を優先して設定する。氏名に記載された区分はそのままとする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５６氏名又は名称情報 NAME-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME-GROUP)を追加す
の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①名前
②姓名
③名称
④氏名・名称
⑤氏名（名称）
⑥氏名
⑦氏名または名称
⑧氏名又は名称名
⑨氏名叉は名称
⑩名称又は氏名
⑪氏名又は名祢
⑫氏名名称
⑬氏名又は氏名
⑭名称又は名称
⑮氏名は名称
⑯氏名又名称
⑰氏名又は名所
⑱氏名または名所

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）

<氏名又は名称情報>
【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

・タグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。【氏名又は名称】の内容は、タグ<氏名又は名称>に設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５７氏名又は名称 NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①名前
②姓名
③名称
④氏名・名称
⑤氏名（名称）
⑥氏名
⑦氏名または名称
⑧氏名又は名称名
⑨氏名叉は名称
⑩名称又は氏名
⑪氏名又は名祢
⑫氏名名称
⑬氏名又は氏名
⑭名称又は名称
⑮氏名は名称
⑯氏名又名称
⑰氏名又は名所
⑱氏名または名所

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００
にエラー識別ＩＤを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５８代理関係の RELATION-ATTORNEY-SPECIAL-MATTER

特記事項

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RELATION-ATTORNEY-S
の記載 PECIAL-MATTER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①代理関係特記事項
②代理関係特記記事

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－５９事件との関係 RELATION-OF-CASE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RELATION-OF-CASE)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①事件との開係
②事件の関係
③事件との関系
④出願人との関係
⑤意匠登録出願人との関係
⑥商標登録出願人との関係
⑦出願者との関係
⑧意匠出願人との関係

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６０秘密意匠 SECRET-DESIGN-TERM

請求期間

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(SECRET-DESIGN-TERM)
の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①秘密意匠
②秘密期間
③秘密請求期間

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 和暦年、和暦月で記載 記載内容をそのまま設定する
(例)１年
(例)１月 ※月が１桁の場合は、上位桁
(例)１年１月 にスペースを補う。
但し、月数に換算して３６月
以内。

２． 項番１以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ６０４０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

３. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００
にエラー識別ＩＤを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６１持分率 SHARE-RATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(SHARE-RATE)に置換す
の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 英数字・記号７桁以内の記載 記載内容を設定する。
(*1)

２． 英数字・記号８桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２００
を設定する。

(*1)

３． 英数字・記号以外による記載 項番２と同じ。 ２０００

４． 内容の記載なし タグの設定なし。

＊１）記号とは”／”（ＪＩＳコード：０ｘ２１３Ｆ）のみを指す

補足：
（例） ・１００分の２０ ・５０％ ・３割

上記の例の場合、以下のように電子化を行う。

１００分の２０ → ２０／１００ （ＺＺ９／ＺＺ９）
５０％ → ５０／１００
３割 → ３０／１００
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６２手数料の表示 CHARGE-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CHARGE-ARTICLE)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①手数量の表示
②登録料の表示
③手数料
④手数料の納付

３． 項目の記載なし タグの設定なし。 但し、手数料の表示の
従属項目と判断できる
項目があった場合は、
タグ名を設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【手数料の表示】 <手数料の表示>
【予納台帳番号】 1234567 <予納台帳番号>1234567</予納台帳番号>
【納付書番号】 XXXXXXXXXXX <納付書番号>XXXXXXXXXXX</納付書番号>
【納付金額】 14,000 <納付金額>14,000</納付金額>

</手数料の表示>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６２．５納付方法 PAYMENT-WAY

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PAYMENT-WAY)に置換
の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①支払い方法
②納付種別
③支払種別

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． “口座振替”と記載されてい 記載内容を設定する
る場合

２． その他の記載事例
①

３． 上記以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

注）新規エントリとしてデータエントリする際に【納付方法】を申請書類記載項目として扱わない。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６３予納台帳番号 ACCOUNT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ACCOUNT-NUMBER)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①予納番号
②台帳番号
③予納台帳の番号
④予納の台帳番号
⑤余納台帳番号
⑥予納台帳
⑦納付台帳番号
⑧予約台帳番号
⑨与納台帳番号
⑩予納納付台帳
⑪与納台帳
⑫予納口座番号
⑬口座番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字６桁による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字６桁未満による記載 上位桁に「０」を設定し、６
桁設定する。

３． 数字７桁以上による記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

４． 数字以外による記載 項番３と同じ。 ２０００

５． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６４納付書番号 PAYMENT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り
の記載

内容が、数字１１桁による タグ名(PAYMENT-NUMBER)に置
記載の場合 換する。

内容が、数字１６桁による タグ名(ELECTRONIC-CASH-PAY 項目名を【納付番号】
記載の場合 MENT-NUMBER)に置換する。 に置き換えて電子化す

る
（共６４．５参照）

内容が、数字１６桁と タグ名(ELECTRONIC-CASH-PAY 項目名を【納付番号】
「－」による記載の場合 MENT-NUMBER)に置換する。 に置き換えて電子化す
例） る
１２３４－５６７８－９０ （共６４．５参照）
１２－３４５６ 注１参照

１２３４５６７８－９０１
２３４５６

内容が、上記以外の場合 タグ名(PAYMENT-NUMBER)に置
換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同様に、内容を判断
①前納納付書番号 し、タグの設定を行う。
②前納書番号

３． 項目の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換（項目名を【納付書番号】に置き換えた場合を含む）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字１１桁以内による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字１２桁以上による記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２１０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

３． 数字以外による記載 項番２と同じ。 ２０２０

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

注１）記号「－」とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード 記号 ＪＩＳコード 記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ ― ０ｘ２１３Ｄ － ０ｘ２１５Ｄ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６４．５納付番号 ELECTRONIC-CASH-PAYMENT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り

の記載

内容が、数字１１桁による タグ名(PAYMENT-NUMBER)に置 項目名を【納付書番

記載の場合 換する。 号】に置き換えて電子

化する（共－６４参

照）

内容が、数字１６桁と タグ名(ELECTRONIC-CASH-PAY *1）注１参照

「－」による記載の場合 MENT-NUMBER) に置換する。

（*1）

内容が、数字１６桁による タグ名(ELECTRONIC-CASH-PAY

記載の場合 MENT-NUMBER)に置換する。

内容が、上記以外の場合 タグ名(ELECTRONIC-CASH-PAY

MENT-NUMBER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同様に、内容を判断

①電子現金納付番号 し、タグの設定を行う。

②電子納付番号

３． 項目の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換（項目名を【納付番号】に置き換えた場合を含む）

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字１６桁と「－」による記 記載内容に対し、数字４桁ご *1)注１参照

載の場合 とに記号「－」(*1)をひとつ

追加し設定する。

例１）

１２３４－５６７８－９０１ 例１）

２－３４５６ １２３４－５６７８－９０１

例２） ２－３４５６

１２３４５６７８－９０１２ 例２）

３４５６ １２３４－５６７８－９０１

２－３４５６

２． 数字１６桁による記載 記載内容に対し、数字４桁ご *1)注１参照

とに記号「－」(*1)をひとつ

追加し設定する。

例３） 例３）

１２３４５６７８９０１２３ １２３４－５６７８－９０１

４５６ ２－３４５６
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項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

３． 記号「－」を除いて数字１６ 記載内容をそのまま設定し、 ５２１０ *1)注１参照

桁以外の記載(*1) タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 上記以外による記載 項番３と同じ。 ２０２０

５． 内容の記載なし 内容の設定なし。

注１）記号とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ

― ０ｘ２１３Ｄ

－ ０ｘ２１５Ｄ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６４．６振替番号 TRANSFER-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TRANSFER-NUMBER) に

の記載 置換する。

２． 項目の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字８桁による記載 記載内容をそのまま設定す

る。

例）

１２３４５６７８ 例）

１２３４５６７８

２． 上記以外の場合 電子記録基準管理班データエ

ントリー管理班に問い合わせ

を行い、電子化方法を決定す

る。

※ 振替番号は、緊急避難案件、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合に、

ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）、特殊申請の場合のみ記載される。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６４．７指定立替納付 CREDIT-CARD

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CREDIT-CARD) に置換

の記載 する。

２． 項目の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし ５０６０

て原データを付与する。

※ 指定立替納付は、緊急避難案件、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった場合

、窓口クレジットに、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること）、特殊申請

の場合のみ記載される。カード決済
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６５納付金額 AMOUNT-OF-FEE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMOUNT-OF-FEE)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①金額
②支払金額
③納付料金
④支払料金
⑤申請額
⑥補充金額
⑦補充総額
⑧予納金額
⑨納付額
⑩納付金

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字部分９桁以内の記載 数字部分を抜き出して設定す
る。

２． 数字部分10桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００
を設定する。

３． 数字が存在しない場合 項番２と同じ。 ６０００

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６６発送番号 DISPATCH-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(DISPATCH-NUMBER)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①指令発送番号
②通知発送番号
③通知番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字６桁による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字６桁未満による記載 上位桁に「０」を設定し、６
桁設定する。

３． 数字７桁以上による記載 記載内容をそのまま設定し、 ６２００
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

４． 数字以外による記載 項番３と同じ。 ６０００

５． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６７発送日 DISPATCH-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(DISPATCH-DATE)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①登録査定又は審決の文書発

送日
②登録査定謄本発送日又は審

決の文書発送日
③登録査定謄本発送日
④査定発送日
⑤謄本発送日
⑥登録発送日
⑦登録査定発送日
⑧審決の文書発送日
⑨登録査定の謄本発送日
⑩意匠登録査定の謄本発送日
⑪類似意匠登録査定の謄本発

送日
⑫商標登録査定の謄本発送日
⑬商標更新登録査定の謄本発

送日
⑭更新登録査定の謄本発送日
⑮防護標章登録査定の謄本発

送日
⑯防護標章更新登録査定の謄

本発送日

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.4 - 121

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６８補正の記事 AMENDMENT-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMENDMENT-ARTICLE)
の記載 を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
補正の番号・補正番号
補正する番号・手続き補正
手続補正書

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、補正の記事の従
属項目がある場合は、
タグ名を設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

<補正の記事>
【手続補正1】 ① <手続補正 一連番号="1">
【補正対象書類名】 意匠登録願 <書類名>意匠登録願</書類名>
【補正対象書類受付番号】 12345678910 <受付番号>12345678910</受付番号>
【補正対象書類提出日】 平成9年1月1日 <提出日>平成9年 1月 1日</提出日>
【補正対象書類整理番号】 D01－123 <整理番号>D01－123</整理番号>
【補正対象項目名】 意匠の創作をした者 <補正対象項目名>意匠の創作をした者</補正対象項目名>
【補正方法】 変更 <補正方法>変更</補正方法>
【補正の内容】 <補正の内容>

・ ・
・ ・
・ ・

</補正の内容>
</手続補正>

【手続補正2】 <手続補正 一連番号="2">
【補正対象書類名】 意匠登録願 <書類名>意匠登録願</書類名>
【補正対象書類受付番号】 12345678911 <受付番号>12345678911</受付番号>
【補正対象書類提出日】 平成9年1月1日 <提出日>平成9年 1月 1日</提出日>
【補正対象書類整理番号】 D01－456 <整理番号>D01－456</整理番号>
【補正対象項目名】 特記事項 <補正対象項目名>特記事項</補正対象項目名>
【補正方法】 変更 <補正方法>変更</補正方法>
【補正の内容】 <補正の内容>

・ ・
・ ・
・ ・

</補正の内容>
</手続補正>

</補正の記事>

①【手続補正1】の場合、手続補正の後に続く番号は、タグ<手続補正>のタグ属性である一連番号に記載される。

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－６９手続補正 AMENDMENT-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMENDMENT-GROUP)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
補正の番号・補正番号
補正する番号・手続き補正
手続補正書

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、補正の記事の従
属項目がある場合は、
タグ名を設定する。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

２． 【手続補正１】 ①数字の記載があった場合、
タグ属性「一連番号＝"1"」

① を設定する。

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７０書類名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①補正対象の書類名
②補正対象書類
③補正対称書類名
④補正対照書類名
⑤補正の対象書類名
⑥補正の対象
⑦補正対象種類名

３． 項目名の記載なし 職権にて項目名のみ設定する
（内容は設定しない）

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 電子化対象書類名の記載 正式名に職権訂正して設定す
る。

２． 上記以外による記載 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。

３． 内容の記載なし 項番２と同じ。 ３０５０

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。
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共－７０
補 足１：

本個別案件の記載不備によって電子化不能となった書類は、電子記録基準管理班データエントリー管理班の
指示を仰いで、職権にて記入し、再度電子化を行う。

補 足２：紙ＤＥでの対処

手続補正書
補正対象書類名に複数の書類名が記載されている場合

〔例１〕
【補正対象書類名】 意匠登録願・写真

《電子化方法》
補正対象書類名の最初に記載されている内容が「意匠登録願」、「類似意匠登録願」又は「商標登録願」、

「団体商標登録願」、「防護標章登録願」、「防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願」、「書換登録
申請書」、「防護標章登録に基づく権利書換登録申請書」の場合は、最初に記載されている内容を補正対象書
類名に設定し補正の内容には、「【その他】別紙のとおり」を設定し、手続補正書の全文は添付書面として、
電子化する。

〔例２〕
【補正対象書類名】 ひな形・写真

《電子化方法》
補正対象書類名の最初に記載されている内容が図面・ひな形・写真、見本の場合は、最初に記載されて

いる内容を補正対象書類名に設定し補正の内容には、「【その他】別紙のとおり」を設定し、手続補正書
の全文は添付書面として、電子化する。

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。



5.3.4 - 125

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７１受付番号 RECEIPT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RECEIPT-NUMBER)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 数字11桁による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字11桁以外による記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２１０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

３． 数字以外による記載 記載内容をそのまま設定し、 ２０２０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

４． 受付番号付与範囲でない場合 記載内容をそのまま設定し、 ５０５０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

５． 内容の記載なし 内容の設定なし。

補 足：
記載があった場合以下のチェックを行なう。
１．１１桁以上の記載であれば、記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

エラーコード：５２１０
２．数字以外の文字が記載されている場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性に

エラー識別ＩＤを設定する。
エラーコード：２０２０

３．以下のケースに該当しない場合は、記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを
設定する。
エラーコード：５０５０

申請形態上１桁 下８桁

ケース１ ５ ０００００００１以上

ケース２ １～４・６ ４～７桁 ０００１以上*1
＊１＊２はａｎｄ条件

８～11桁 ０００１以上*2 である。

（注）チェックの優先順位は１・２・３である。

参考：受付番号の形態以下に記載する。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９

↑ ↑ ↑ ↑
ﾁｪｯｸ対象外
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７２提出日 SUBMISSION-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(SUBMISSION-DATE)に
の記載 置換する。

２. その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 和暦年月日で記載 記載内容を設定する
(例)平成12年1月1日 ※月日が１桁の場合は上位桁

にスペースを補う。
平成12年 1月 1日となる。

２． 西暦年月日で記載 和暦年月日に変換して設定す
(例)2000年1月1日 る。

３． 項番１，２以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０５０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７３整理番号 ARRANGEMENT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ARRANGEMENT-NUMBER)
の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 英数字・記号１０桁以内によ 記載内容をそのまま設定する
る記載 (*1)

２. 英数字・記号１１桁以上によ 記載内容をそのまま設定し、
る記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２１０

(*1) を設定する。

３. 英数字・記号以外の記載 項番２と同じ。 ２０２０
(*1)

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

＊１）英字は大文字のみとし、小文字での記載の場合は大文字に変換する。
また、記号とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ

― ０ｘ２１３Ｄ

－ ０ｘ２１５Ｄ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７４対象項目 ITEM-OF-AMENDMENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ITEM-OF-AMENDMENT)
の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①補正対象書類項目名
②補正項目名
③補正対象項目
④補正対照項目名
⑤補正対称項目名
⑥補正の対象項目名
⑦補正対象項目
⑧補正対照項目
⑨補正対称項目

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 電子化対象項目名の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 電子化対象項目名の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００
にエラー識別ＩＤを設定する

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。



5.3.4 - 129

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７５方 法 WAY-OF-AMENDMENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(WAY-OF-AMENDMENT)に
の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①補正の方法

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、【補正の内容】
の記載がない場合は電
子化不能とする。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． ①”追加”と記載 記載内容を設定する。
②”削除”と記載
③”変更”と記載

２． その他の記載事例
①加入 ①～②は
②挿入 ”追加”を設定する。
③抹消 ③は
④訂正 ”削除”を設定する。
⑤修正 ④～⑥は
⑥校正 ”変更”を設定する。

３． 項番１、２以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ６０４０
タグの属性にエラー識別ＩＤ
を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００ 但し、【補正の内容】
にエラー識別ＩＤを設定する の記載がない場合は電

子化不能とする。

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７６補正の内容 CONTENTS-OF-AMENDMENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CONTENTS-OF-AMENDME
の記載 NT)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①補正後
②補正後の内容
③補正内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、【補正方法】の
記載がない場合は電子
化不能とする。

(2) 内容の置換

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７７手数料補正 AMENDMENT-CHARGE-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMENDMENT-CHARGE-AR
の記載 TICLE)に置換する。

２． その他の項目名記載事例 項番１と同じ。
①手数料の補正

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【手数料補正】 <手数料補正>
【補正対象書類名】 手続補正書 <書類名>手続補正書</書類名>

<手数料の表示>
【予納台帳番号】 1234567 <予納台帳番号>1234567</予納台帳番号>
【納付書番号】 XXXXXXXXXXX <納付書番号>XXXXXXXXXXX</納付書番号>
【納付金額】 14,000 <納付金額>14,000</納付金額>

</手数料の表示>
</手数料補正>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７８書類名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①補正対象の書類名
②補正対象書類
③補正対称書類名
④補正対照書類名
⑤補正の対象書類名
⑥補正の対象

３． 項目名の記載なし 【手数料補正】のタグの属性 ５０４０
にエラー識別ＩＤを設定する

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 電子化対象書類の記載 正式名に職権訂正して設定す
る。

２． 上記以外による記載 内容の設定せず、タグの属性 ５０４０
にエラー識別ＩＤを設定する

３． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００
にエラー識別ＩＤを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－７９協議命令の日付 CONSULTATION-DIRECTIVE-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CONSULTATION-DIRECT
の記載 IVE-DATE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①協議命令日付
②協議指令の日付
③協議指令日付

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８０協議の相手 CONSULTATION-PERSON-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CONSULTATION-PERSON
の記載 -ARTICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

<協議の相手>
【協議の相手】① <相手>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目
</住所又は居所>

</住所は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
【出願番号】 意願2000-123 <出願番号>意願2000- 123</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願

登録願 </出願日>
【整理番号】 DESIGN0101 <整理番号>DESIGN0101</整理番号>
【受付番号】 1234567 <受付番号>1234567</受付番号>

</相手>
【協議の相手】 <相手>

【識別番号】 234567890 <識別番号>234567890</識別番号>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目
</住所又は居所>

</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク ジロウ <フリガナ>ソウサク ジロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
【出願番号】 意願2000-456 <出願番号>意願2000- 456</出願番号>
【出願日】 平成12年1月1日提出の意匠 <出願日>平成12年 1月 1日提出の意匠登録願

登録願 </出願日>
【整理番号】 DESIGN0102 <整理番号>DESIGN0102</整理番号>
【受付番号】 1111111 <受付番号>1111111</受付番号>

</相手>
</協議の相手>

①【協議の相手】の場合、タグ<相手>でグループ全体を挟み、タグ<協議の相手>で繰り返し全体を挟む。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８１相 手 CONSULTATION-PERSON-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CONSULTATION-PERSON
の記載 -GROUP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８２協議の結果 CONSULTATION-RESULT-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CONSULTATION-RESULT
の記載 -ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。

タグ名は異なるが構造は同一のため。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８３段 落 PARAGRAPH

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 上位項目の内容の記載が タグ名(PARAGRAPH)を追加す
ある場合 る。

２. 上位項目の内容の記載が タグの設定なし。
ない場合

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８４イメージ IMAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. イメージの記載がある場合 タグ名(IMAGE)に置換する。

２. イメージの記載がない場合 タグ名の設定なし。

タグの属性の設定
イメージファイルにより以下の値を設定する

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 備 考

１. ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の
縦の長さを設定する。

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の
横の長さを設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８５その他 ETC

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETC)に置換する。
の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①その他の説明
②他の説明
③その他説明

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし タグの設定なし。

※「新規性の喪失の例外証明書提出書」に、【刊行物等】の項目が記載されている場合は、
【その他】の項目を起こし、その中に亀甲括弧'〔〕'で括った刊行物等とその内容を記載する。

文書例 ＳＧＭＬ例

【刊行物等】・・・ <その他>〔刊行物等〕・・・</その他>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８６信託関係事項 TRUST-RELATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TRUST-RELATION)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①信託関係の事項
②信託関係記事

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８７記部の記事 CONTENTS-PART-ARTICLE

第５章 ５．８ 記部の記事の電子化を参照する事。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８８提出物件の目録 SUBMISSION-OBJECT-LIST-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(SUBMISSION-OBJECT-L
の記載 IST-ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①添付書数の目録
②添付物件の目録 ⑫提出物の目録
③添付書類の目録 ⑬提出物件の表示
④添付書類の目緑 ⑭提出物件の目次
⑤添付書類の目縁 ⑮提出物件の目類
⑥添付の書類の目録 ⑯物件の目録
⑦添附書類の目録 ⑰提出書類の目録
⑧添附書類又は添附物件の目 ⑱提出物件の名称

録 ⑲提出物件目録
⑨添付書類及び物件の目録 ⑳提出物件
⑩添付書類及び添付物件の目 (21)提出物件の目緑

録 (22)提出物件の目縁
⑪物件提出の目録 (23)提出書類の目次

３． 項目名の記載なし

音商標の場合 出願支援課に問い合わせを行
う。

上記以外の場合 提出物件の目録に該当する書
類名の項目が存在しない場合
、タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
【提出物件の目録】 ① <提出物件の目録>

<目録>
【物件名】 図面 １ <物件名>図面</物件名>

<通数又は個数>１</通数又は個数>
【援用の表示】 平成2年2月2日提出の特許願に <援用の表示>平成 2年 2月 2日提出の特許願に添付

添付した委任状を援用する した委任状を援用する</援用の表示>
【返還の申出】 要 <返還の申出>要</返還の申出>
【包括委任状番号】 1234567 <包括委任状番号>1234567</包括委任状番号>
【提出物件の特記事項】 追って補充する <提出物件の特記事項>追って補充する

</提出物件の特記事項>
</目録>

② <目録>
【物件名】 優先権証明書 ２ <物件名>優先権証明書</物件名>

<通数又は個数>2</通数又は個数>
</目録>

</提出物件の目録>
①【提出物件の目録】の場合、繰り返し項目のタグ<目録>の全体を示すタグ<提出物件の目録>が記載される。

②【提出物件の目録】の繰り返しの場合、繰り返し全体を示すタグ<提出物件の目録>は記載されない。
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共－８８
提出物件の目録グループタグ設定規則

１．提出物件の目録のグループタグの設定は、
①【提出物件の目録】の出現毎を１グループとして扱う。
②物件名の出現毎を１グループとして扱う。
③包括委任状番号の出現毎を１グループとして扱う。
但し、【提出物件の目録】直下に【物件名】又は【包括委任状番号】が出現した場合は、左記２項目
で１グループとする。

【提出物件の目録】

【物件名】 図面 １ グループ１

【物件名】 ひな形 １
グループ２

【返還の申出】 有

【包括委任状番号】 1234567 グループ３
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－８９目 録 LIST-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(LIST-GROUP)を追加す
の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①添付書数の目録
②添付物件の目録 ⑫提出物の目録
③添付書類の目録 ⑬提出物件の表示
④添付書類の目緑 ⑭提出物件の目次
⑤添付書類の目縁 ⑮提出物件の目類
⑥添付の書類の目録 ⑯物件の目録
⑦添附書類の目録 ⑰提出書類の目録
⑧添附書類又は添附物件の目 ⑱提出物件の名称

録 ⑲提出物件目録
⑨添付書類及び物件の目録 ⑳提出物件
⑩添付書類及び添付物件の目 21提出物件の目緑

録 22提出物件の目縁
⑪物件提出の目録 23提出書類の目次

３． 項目名の記載なし

音商標の場合 出願支援課に問い合わせを行
う。

上記以外の場合 提出物件の目録に該当する書
類名の項目が存在しない場合
、タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９０物件名 OBJECT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(OBJECT-NAME)に置換
の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①書類名
②添付書類名
③添付書類
④添付物件名
⑤添付物件

３． 項目名の記載なし

音商標の場合 出願支援課に問い合わせを行
う。

上記以外の場合 提出物件の目録に該当する書
類名の項目が存在しない場合
、タグの設定なし。
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(2) 内容の置換
提出された書類が、商標登録願(A63)、団体商標登録願(A639)、地域団体商標登録願(A638)、
防護標章登録願(A632)の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 音商標の場合(*1)

”商標法第５条第４項のに規
定する物件”の文言が存在す
る場合。

出願支援課は、エラー
出願支援課からエラー情報 チェックを行い、
を受領した場合(*1) エラーが発見された場

合には、エラー情報を
データエントリ機関に

①媒体未提出の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ４５００ 提示する。
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

②媒体破損の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４００
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

③媒体種類誤りの場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４１０
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

④１出願に対して同時に 設定内容をそのまま設定し、タ ５４１０
提出される媒体数オー グの属性にエラー識別ＩＤを設
バーの場合 定する。 （<SOUND>タグ（共-9

5.5）は設定しない。）

⑤ラベルなしの場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４１０
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑥ウィルス感染の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４２０
（再ＤＥの場合）(*1) グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑦ファイル容量超過の場 設定内容をそのまま設定し、タ ５４３０
合（再ＤＥの場合） グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）
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出願支援課からエラー情報 データエントリ機関で
を受領しない場合(*2) エラーチェックを実施

⑧出願支援課からエラー 出願支援課に問い合わせを行 エラーチェックは以下
情報を受領すると思わ う。 の優先順位で行い、エ
れるエラー（①～⑤） ラーが発見された時点
だが、エラー情報を受 でデータエントリを行
領していない場合 う。

⑨媒体のラベルに【物件 設定内容をそのまま設定し、タ ４５００ 媒体破損
名】の記載内容と同じ グの属性にエラー識別ＩＤを設 ↓
文言が記載されいない 定する。 （<SOUND>タグ（共-9 ウィルス感染
場合 5.5）は設定しない。） ↓

ファイル形式誤り
⑩媒体破損の場合（何ら 出願支援課に問い合わせを行 ↓

かの理由による格納不 い、②の媒体破損の場合と同じ ファイル容量超過
能） 運用を実施する。

⑪ウィルス感染の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４２０
(*1) グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑫ファイル形式誤り（拡 設定内容をそのまま設定し、タ ５４３０
張子が"mp3"以外）の場 グの属性にエラー識別ＩＤを設
合 定する。 （<SOUND>タグ（共-9

5.5）は設定しない。）

⑬ファイル容量超過の場 設定内容をそのまま設定し、タ ５４３０
合 グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑭１媒体に含まれるファ 設定内容をそのまま設定する。
イルが複数存在する場 （<SOUND>タグ（共-95.5）は
合（参考用電子ファイ 設定しない。）
ルを除いて、mp3ファ
イルが複数ある場合）

⑮上記以外の場合 記載内容に（見本あり）を付け
足し設定する。（例 商標法第
５条第４２項のに規定する物件
（見本あり））

（<SOUND>タグ（共-95.5）は
設定する。）

”商標法第５条第４項のに規 出願支援課に問い合わせを行
定する物件”の文言が存在し う。
ない場合。
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２. 音商標以外の場合

書類名又は物件名が記載され (1)見本・ひな形が添付されて
ている場合 いながら電子化を行わない場合

および見本・ひな形以外でもイ
メージ化できない物件（頁数の
多い冊子、カタログ、パンフレ
ット等）が提出された場合は、
「○○○（見本あり）」と記載
する。
（例 カタログ（見本あり））
(2)参考用電子ファイルが提出
された場合は、「○○○（見本
あり）」と記載する。
（例 参考用電子化ファイル
（見本あり））
(3)上記以外の場合、記載内容
をそのまま設定する。
（<SOUND>タグ（共-95.5）は

設定しない。）

書類名又は物件名が記載され 内容の設定を行わない。
ていない場合 （<SOUND>タグ（共-95.5）は

設定しない。）

(*1)音商標において、正しいラベル名（商標法第５条第４項に規定する物件）が記載された媒体が提出されているが、
【物件名】に”商標法第５条第４項に規定する物件”の文言の記載がない場合は出願支援課に問い合わせを行う。
また、出願支援課よりエラー情報を受領したが、【物件名】に”商標法第５条第４項に規定する物件”の記載がな
い場合も、出願支援課に問い合わせを行う。

(*1）ＤＥ機関は、媒体破損のエラーに該当する媒体以外の全ての音声ファイルを記録した電子媒体についてウイル
スチェックを行い、受付システムによるチェック結果を含め、感染が確認された場合には、その旨を媒体等に
明示する。

(*2)出願支援課から”見本あり”と記載されてデータエントリの依頼はあるが、ＤＥ機関のチェックにおいて
エラーコードを付与することになった場合は、”見本あり”の文言は付与しない。
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提出された書類が手続補正書(A821)、手続補正書（方式）(A51)、手続補足書(A523)の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. ”商標法第５条第４項のに規定
する物件”の文言が存在する場
合。(*1)

出願支援課からエラー情報 出願支援課は、エラー
を受領した場合 チェックを行い、

エラーが発見された場
合には、エラー情報を

①媒体未提出の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ４５００ データエントリ機関に
グの属性にエラー識別ＩＤを設 提示する。
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

②媒体破損の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４００
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

③媒体種類誤りの場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４１０
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

④１出願に対して同時に提 設定内容をそのまま設定し、タ ５４１０
出される媒体数オーバー グの属性にエラー識別ＩＤを設
の場合 定する。 （<SOUND>タグ（共-9

5.5）は設定しない。）

⑤ラベルなしの場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４１０
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑥ウィルス感染の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４２０
（再ＤＥの場合）(*2) グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑦ファイル容量超過の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４３０
（再ＤＥの場合） グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

出願支援課からエラー情報 データエントリ機関で
を受領しない場合(*3) エラーチェックを実施

⑧出願支援課からエラー 出願支援課に問い合わせを行 エラーチェックは以下
情報を受領すると思われ う。 の優先順位で行い、エ
るエラー（①～⑤） ラーが発見された時点
だが、エラー情報を受領 でデータエントリを行
していない場合 う。

媒体破損
⑨媒体のラベルに【物件 設定内容をそのまま設定し、タ ４５００ ↓

名】の記載内容と同じ文 グの属性にエラー識別ＩＤを設 ウィルス感染
言が記載されていない場 定する。 （<SOUND>タグ（共-9 ↓
合 5.5）は設定しない。） ファイル形式誤り
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⑩媒体破損の場合（何らか 出願支援課に問い合わせを行 ↓
の理由による格納不能） い、②の媒体破損の場合と同じ ファイル容量超過

運用を実施する。

⑪ウィルス感染の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４２０
(*2) グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑫ファイル形式誤り（拡張 設定内容をそのまま設定し、タ ５４３０
子が"mp3"以外）の場合 グの属性にエラー識別ＩＤを設

定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑬ファイル容量超過の場合 設定内容をそのまま設定し、タ ５４３０
グの属性にエラー識別ＩＤを設
定する。 （<SOUND>タグ（共-9
5.5）は設定しない。）

⑭１媒体に含まれるファイ 設定内容をそのまま設定する。
ルが複数存在する場合 （<SOUND>タグ（共-95.5）は

（参考用電子ファイルを除 設定しない。）
いて、mp3ファイルが複数
ある場合）

⑮上記以外の場合 記載内容に（見本あり）を付け
足し設定する。（例 商標法第
５条第４項 に規定する物件の
（見本あり））

（<SOUND>タグ（共-95.5）は
設定する。）
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２. ”商標法第５条第４項 に規定の
する物件”の文言が存在しない
場合。

提出された媒体のラベルに” 出願支援課に問い合わせを行
商標法第５条第４項 に規定 う。の
する物件”の文言が存在する
場合

提出された媒体のラベルに” 設定内容をそのまま設定する。
商標法第５条第４項 に規定 （<SOUND>タグ（共-95.5）はの
する物件”の文言が存在しな 設定しない。）
い場合（音商標以外の場合）

書類名又は物件名が記載さ (1)手続補正書に見本・ひな形が
れている場合 添付されていて電子化を行う場

合は、「見本」又は「ひな形」
と記載する。
(2)見本・ひな形が添付されて
いながら電子化を行わない場合
および見本・ひな形以外でもイ
メージ化できない物件（頁数の
多い冊子、カタログ、パンフレ
ット等）が提出された場合は、
「○○○（見本あり）」と記載
する。
（例 カタログ（見本あり））
(3)参考用電子ファイルが提出
された場合は、「○○○（見本
あり）」と記載する。
（例 参考用電子化ファイル
（見本あり））
(4)上記以外の場合、記載内容
をそのまま設定する。
（<SOUND>タグ（共-95.5）は

設定しない。）

書類名又は物件名が記載さ 内容の設定を行わない。
れていない場合 （<SOUND>タグ（共-95.5）は

設定しない。）

(*1)出願支援課よりエラー情報を受領したが、【物件名】に”商標法第５条第４項 に規定する物件”の記載がの
ない場合も、出願支援課に問い合わせを行う。

(*2）ＤＥ機関は、媒体破損のエラーに該当する媒体以外の全ての音声ファイルを記録した電子媒体についてウイル
スチェックを行い、受付システムによるチェック結果を含め、感染が確認された場合には、その旨を媒体等に
明示する。

(*3)出願支援課から”見本あり”と記載されてデータエントリの依頼はあるが、ＤＥ機関のチェックにおいて
エラーコードを付与することになった場合は、”見本あり”の文言は付与しない。
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提出された書類が、商標登録願(A63)、団体商標登録願(A639)、地域団体商標登録願(A638)、防護標章登録願(A632)、
手続補正書(A821)、手続補正書（方式）(A51)、手続補足書(A523)以外の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

意匠登録願１. 書類名又は物件名が記載され (1)意匠登録願、
ている場合 ひな形又は見本補足（複数）、

書に見本・ひな形が添付されて
いて電子化を行う場合は、「見
本」又は「ひな形」と記載す
る。
(2)見本・ひな形が添付されて
いながら電子化を行わない場合
および見本・ひな形以外でもイ
メージ化できない物件（頁数の
多い冊子、カタログ、パンフレ
ット等）が提出された場合は、
「○○○（見本あり）」と記載
する。
（例 カタログ（見本あり））
(3)参考用電子ファイルが提出
された場合は、「○○○（見本
あり）」と記載する。
（例 参考用電子ファイル（見
本あり））
(4)上記①～③以外の場合、記
載内容を設定する。
記載内容をそのまま設定する。
（<SOUND>タグ（共-95.5）は

設定しない。）

２. 書類名又は物件名が記載され 内容の設定を行わない。
ていない場合 （<SOUND>タグ（共-95.5）は

設定しない。）

補 足：
【物件名】の内容部に記載された文字列の最後尾に記載される１桁以上の連続する数字の羅列を

通数又は個数とする。
上記以外の数字は、通数又は個数とせず、【物件名】の内容として電子化を行う。

出願支援課が確認したエラー情報は、以下のようにデータエントリ機関へ連絡される。
①媒体未提出・・・媒体未提出の旨が記された願書がデータエントリ機関に渡される。
②媒体破損、③媒体種類誤り、④１出願に対して同時に提出される媒体数オーバー、⑤ラベルなし

・・・エラー情報が記載された媒体レーベル面のイメージコピーが渡される。
⑥ウィルス感染、⑦ファイル容量超過

・・・ウィルス感染している音声ファイルまたは容量超過している音声ファイルが特定できる情報
とエラー内容を記載したエラーメモが渡される。

上記の②～⑤のエラー時には、出願支援課で【物件名】に対して”媒体レーベル面のイメージコピー
（エラー確認用、職権で追加）”という文言を追記し、媒体レーベル面のイメージの写しが渡される。
媒体レーベル面のイメージの写しを受領した時には、受領した媒体レーベル面のイメージの写しを
添付書類配下のイメージに設定する。

エラーコードの設定対象となる【物件名】は、”商標法第５条第４項のに規定する物件”が記載され
ている【物件名】のうち１番目の【物件名】とする。

”商標法第５条第４項のに規定する物件”が記載されている【物件名】が複数記載されていた場合は、
最初に”商標法第５条第４項のに規定する物件”と記載されている【物件名】のみチェックを行う。
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エラー内容の定義は以下の通り。

エラー内容 エラーとする条件

①媒体未提出 提出された書類が商標登録願(A63)、団体商標登録願(A639)、
⑨媒体のラベルに【物件 域団体商標登録願(A638)、 防護標章登録願(A632)で音商標の場合

名】の記載内容と同じ文 （ただし【援用の表示】がない場合）
言が記載されていない場 ①【提出物件の目録】【物件名】に”商標法第５条第４項のに規定する物件”の記
合 載があるが、音声ファイルを格納した媒体が提出されていなかった場合。

②【提出物件の目録】【物件名】に”商標法第５条第４項のに規定する物件”の記
載があるが、音声ファイルを格納した媒体のラベルに”商標法第５条第４項の
に規定する物件”の記載がなかった場合。

提出された書類が手続補正書(A821)、手続補正書（方式）(A51)、手続補足書(A523)
の場合

③【提出物件の目録】【物件名】に”商標法第５条第４項のに規定する物件”の記
載があるが、音声ファイルを格納した媒体が提出されていなかった場合。

④【提出物件の目録】【物件名】に”商標法第５条第４項のに規定する物件”の記
載があるが、音声ファイルを格納した媒体のラベルに”商標法第５条第４項の
に規定する”の記載がなかった場合。

②媒体破損の場合 ①データエントリ時に格納が不能な場合。
⑩媒体破損の場合（何らか ②データエントリは可能であるが再生が不可能な場合。

の理由による格納不能）

③媒体種類誤りの場合 ①提出された音声ファイルを格納している媒体が”ＣＤ”又は”ＤＶＤ”でない場合

④１出願に対して同時に提 ①１出願に対して複数の媒体が提出された場合
出される媒体数オーバー
の場合

⑤ラベルなしの場合 ①提出された音声ファイルを格納している媒体に”商標法第５条第４項のに規定する
物件”と記載されたラベルが添付されていない場合。

⑥⑪ウィルス感染の場合 ①提出された音声ファイルがウィルスに感染している場合。

⑫ファイル形式誤り（拡張 ①提出された音声ファイルの形式が”ｍｐ３”でない場合。
子が"mp3"以外）の場合

⑦⑬ファイル容量超過の場 ①提出された音声ファイルの容量が５ＭＧを超過している場合。
合
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９１通数又は個数 NUMBER-OF-OBJECT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 【物件名】の内容の記載で タグ名(NUMBER-OF-OBJECT)に
書類の通数が記載されている 置換する。

２． 【物件名】の内容の記載で タグの設定なし。
書類の通数が記載されてない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 書類名又は物件名以降に書類 書類名又は物件名以降の書類
の通数が記載されている場合 の通数をそのまま設定する。

２. 書類名又は物件名以降に書類 内容の設定を行わない。
の通数が記載されてない場合

補 足：

通数又は個数の特定方法

通数又は個数は【物件名】の内容部に記載された文字列の最後尾に記載される１桁以上の連続する
数字の羅列とする。
上記以外の数字は、通数又は個数とせず、【物件名】の内容として電子化を行う。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９２援用の表示 CITATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CITATION)に置換する
の記載 。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①援用表示
②援用
③
④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載がある場合 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載がない場合 内容の設定を行わない。

補 足：
・意匠登録願、類似意匠登録願で、図面、写真、ひな形、見本がない場合、【援用の表示】がなければ、
電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９３返還の申出 RETURN-REQUEST

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RETURN-REQUEST)に置
の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①申し出の返還
②返還
③返還の申し出
④返却の申し出
⑤返却の申出

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 無 と記載 「無」を設定する
無とはっきり区別のつくもの

２. 有 と記載 「有」を設定する
有とはっきり区別のつくもの

３. 項番１，２以外の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ６０４０
を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定を行わない。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９４包括委任状番号 GENERAL-POWER-OF-ATTORNEY-ID

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(GENERAL-POWER-OF-AT
の記載 TORNEY-ID)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①包括委任番号
②包括委任寄託番号
③包括委任状の寄託番号
④包括委任状の番号
⑤包括委任状

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字７桁以内の記載 記載内容を設定する。７桁未
（例）1234567 満の場合は、上位桁に「０」

を設定し、７桁設定する。

２． 数字８桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、
タグの属性にエラー識別ＩＤ ５２００
を設定する。

３． 数字以外による記載 項番３と同じ。 ２０００

４． 内容の記載なし 内容の設定を行わない。

・包括委任状番号が記載されてきた場合の提出物件の記事グループタグ設定規則

包括委任状番号の記載があった場合は、包括委任状番号１つにつき１グループを作成する。
尚、他の項目は実データは持たない。
下に例を示す。

【提出物件の目録】

【物件名】 図面 １ グループ１

【物件名】 ひな形 １
グループ２

【返還の申出】 有

【包括委任状番号】 1234567 グループ３

但し、
【包括委任状番号】の下にそれ単独でグループタグを作成しない【提出物件の目録】の項目が
出現した場合は、【包括委任状番号】のグループ内の項目として電子化を行う。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９５提出物件の SPECIAL-MENTION-WORTHY

特記事項

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(SPECIAL-MENTION-WOR
の記載 THY)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①添付書類の特記事項
②特記事項
③物件提出の特記事項
④物件提出の目録

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載がある場合 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載がない場合 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-９５．５音声データ SOUND

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. タグ名(SOUND)に置換する。 当タグを設定する条件

は、「共-90の内容の

置換」を参照。

２. タグ名の設定なし。

タグの属性の設定

音声データにより以下の値を設定する

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 備 考

１. ファイル名（FILE-NAME） 音声データの実体名を設定する

実体名は、音声データファイル名から拡張子を除き、先頭一文字名に”S”を補ったもの。

音声データファイル名は以下の規準に従って付与する。

ファイル名： （受付番号 ＋ 一連番号）．ファイル拡張子

受付番号 ・・・・・電子化する書類に付与される書類番号

一連番号 ・・・・・電子化する書類内で"0001"から一連に付与する（ｾﾞﾛｻﾌﾟﾚｽしない）

ファイル拡張子・・・".mp3"
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空白ページ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９６意匠に係る EXPLANATION-OF-THE-DESIGN-ART

物品の説明

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(EXPLANATION-OF-THE-
の記載 DESIGN-ART)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①意匠に係る物品説明
②意匠に係わる物品の説明
③意匠の物品の説明
④意匠物品の説明
⑤物品の説明
⑥意匠に係る物品の詳細
⑦意匠に係る物品
⑧

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９７意匠の説明 EXPLANATION-OF-THE-DESIGN

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(EXPLANATION-OF-THE-
の記載 DESIGN)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①意匠説明
②説明
③意匠の詳細
④意匠に係る説明
⑤

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９８プルーフの要否 PROOF-NECESSITY

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PROOF-NECESSITY)に
の記載 置換する。

２． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし タグの設定なし。
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共－９９
規定外の項目 タグ設定規則

１． 概 念

申請書類（５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し参照）において、項目をタグに置換する際、

該当するタグが存在しないものについては、規定外の項目として電子化を行う。

（例） 意匠登録出願の場合

【意匠出願】 意匠 太郎

該当するタグが存在しないため
規定外の項目として電子化を行う。

２． 規定外の項目の定義位置

規定外の項目は書誌を示すタグ（書類識別）の直下の一番最後に定義される。
（書面にて提出可能な書類のみ定義する）

例．出願人名義変更届の場合

書誌を示すタグ

<特定手続ＳＧＭＬ> <書類識別> <書類名> 【書類名】

<提出日> 【提出日】

<申請者の記事> 【承継人】

<規定外の項目> 規定外の項目

<添付書類>

<原データ>
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共－９９
３． 規定外の項目の構造

規定外の項目のタグ付けは以下とする。

①タグの構造

<規定外の項目> <規定外の記事> <項目名>

<項目内容>

②タグの意味

日本語標準名 タ グ 名 繰り返し 内 容

規定外の項目 RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE 規定外の項目全体を示すタグ

規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP ○ 一つの項目名に対応するグループを
構成するタグ

項目名 ITEM-NAME 当該タグの内容を項目名として表示
する。デリミタを除いて設定

項目内容 ITEM-CONTENT 項目名に対応する項目内容を設定

４． 電子化方法

以下に規定外の項目を電子化する場合のタグの設定、内容の設定を述べる。

① 規定外の項目が単独項目として記載されている場合

該当項目のタグ(規定外の項目)を書誌の最後尾に作成し、該当の項目とその直前に
記載されている項目の２項目を作成する。

例：
書面上の記載 → ＳＧＭＬ

【書類名】 出願人名義変更届 <書類名>出願人名義変更届</書類名>
・ ・
・ ・

【あて先】 特許庁長官殿 <あて先>特許庁長官殿</あて先>
【意匠出願】 意匠 太郎 <事件の表示>
【商標出願】 商標 太郎 ※ ・
【事件の表示】 ・

・
・ <規定外の項目>

<規定外の記事>
<項目名>あて先</項目名>
<項目内容>特許庁長官殿</項目内容>

</規定外の記事>
<規定外の記事>

書誌事項の <項目名>意匠出願</項目名>
一番最後に <項目内容>意匠 太郎</項目内容>
設定される。 </規定外の記事>

<規定外の記事>
<項目名>商標出願</項目名>
<項目内容>商標 太郎</項目内容>

</規定外の記事>
</規定外の項目>

※ 連続して出現した場合は、直前の項目は１つのみ作成する。

（注）書誌の先頭に規定外の項目が出現した場合は、直前の項目は作成しない。
（注）規定外の項目は、職権訂正にて並び替え前の状態において設定される。
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共－９９
② 規定外の項目がグループ内に記載されている場合

該当項目のタグ(規定外の項目)を書誌の最後尾に作成し、そのグループ筆頭項目及び該当
項目の２項目を作成する。

例： 書面上の記載 → ＳＧＭＬ

【書類名】 出願人名義変更届 <書類名>出願人名義変更届</書類名>
・・・ ・・・

<代理人の記事>
【承継人代理人】 <代理人>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
【氏名又は名称】 意匠 太郎 <氏名又は名称情報>
【変更の内容】 <氏名又は名称>意匠 太郎</氏名又は名称>

この○○・・・・・・ </氏名又は名称情報>
・・・である。 </代理人>

【提出物件の目録】 </代理人の記事>
【包括委任状番号】 1234567 <提出物件の目録>

<目録>
<包括委任状番号>1234567</包括委任状番号>

</目録>
</提出物件の目録>
<規定外の項目>

<規定外の記事>
<項目名>承継人代理人</項目名> ※

</規定外の記事>
書誌事項の <規定外の記事>
一番最後に <項目名>変更の内容</項目名>
設定される。 <項目内容>この○○・・・・・・

・・・である。</項目内容>
</規定外の記事>

</規定外の項目>

※ 規定外の項目がグループ内のためグループ筆頭項目が設定される。

③ 規定外の項目が補正の記事に記載されている場合、補正の補正の場合、下記のように作成する。

例： 申 請 書 → ＳＧＭＬ

～ ～ <規定外の項目>
【手続補正１】 <規定外の記事>

・ <項目名>手続補正１</項目名>
・ </規定外の記事>

【補正の内容】 <規定外の記事>
【手続補正１】 <項目名>特許出願</項目名>

・ <項目内容>特許 太郎<項目内容>
・ </規定外の記事>

【補正の内容】 <規定外の記事>
【特許出願】 特許 太郎 <項目名>手続補正１</項目名>

</規定外の記事>
<規定外の記事>

<項目名>特許出願</項目名>
<項目内容>特許 太郎<項目内容>

</規定外の記事>
</規定外の項目>

④ 特殊申請において、管理情報の電子署名情報（jp:m-signature-group）が設定されている場合、
規定外の項目に電子署名有及びオンライン申請時の受付番号を設定する。
特殊申請において、１書類の合計容量が圧縮前２００ＭＢを超える場合、規定外の項目に物件有及び
オンライン申請時の受付番号を設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－９９規定外の項目 RULE-OUTSIDE-ITEM-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 規定外の項目が出現した場合 タグ名(RULE-OUTSIDE-ITEM-A 特殊申請において、管
RTICLE)を追加する。 理情報の電子署名情報

（jp:m-signature-gro
up）が設定されている
場合もタグを設定する

特殊申請において、１
書類の合計容量が圧縮
前２００ＭＢを超える
場合もタグを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１００規定外の記事 RULE-OUTSIDE-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 規定外の項目が出現した場合 タグ名(RULE-OUTSIDE-GROUP) 特殊申請において、管
に置換する。 理情報の電子署名情報

（jp:m-signature-gro
up）が設定されている
場合もタグを設定する

特殊申請において、１
書類の合計容量が圧縮
前２００ＭＢを超える
場合もタグを設定する
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１０１項目名 ITEM-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 規定外の項目名が出現した場 タグ名(ITEM-NAME)に置換す ただし、規定外の項目
合 る。 タグ設定規則に準ずる

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 規定外の項目名が出現した場 タグに変換できなかった項目
合 名をデリミタを除いて設定す

る。

２． 特殊申請において、管理情報 “電子署名あり”を設定し、
の電子署名情報（jp:m-signa グループを繰り返して
ture-group）が設定されてい “特殊申請受付番号”を設定
る場合 する。（注 ）１

３． 特殊申請において、１書類の "物件あり"を設定し、グルー
合計容量が圧縮前２００ＭＢ プを繰り返して
を超える場合 "特殊申請受付番号"を設定

する。（注２）

（注 ）設定例１
<RULE-OUTSIDE-GROUP>

<ITEM-NAME>電子署名あり</ITEM-NAME>
</RULE-OUTSIDE-GROUP>
<RULE-OUTSIDE-GROUP>

<ITEM-NAME>特殊申請受付番号</ITEM-NAME>
<ITEM-CONTENT> NNNNNNNNNN</ITEM-CONTENT>5

</RULE-OUTSIDE-GROUP>
（注２）設定例

<RULE-OUTSIDE-GROUP>
<ITEM-NAME>物件あり</ITEM-NAME>

</RULE-OUTSIDE-GROUP>
<RULE-OUTSIDE-GROUP>

<ITEM-NAME>特殊申請受付番号</ITEM-NAME>
<ITEM-CONTENT>5NNNNNNNNNN</ITEM-CONTENT>

</RULE-OUTSIDE-GROUP>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１０２項目内容 ITEM-CONTENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 規定外の項目名の内容が記載 タグ名(ITEM-CONTENT)に置換 ただし、規定外の項目
されていた場合 する。 タグ設定規則に準ずる

２． 内容の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 規定外の項目名の内容が記載 タグに変換できなかった項目
されていた場合 名の内容を設定する。

２． 特殊申請において、管理情報 項目名(ITEM-NAME)の設定内 オンライン申請時の受
の電子署名情報（jp:m-signa 容が“特殊申請受付番号”の 付番号は送付票の管理
ture-group）が設定されてい 場合、オンライン申請時の受 情報の受付番号（jp:m
る場合 付番号を設定する。（注 ） -receipt-number）か１

ら取得する

３． 特殊申請において、１書類の 項目名(ITEM-NAME)の設定内 オンライン申請時の受
合計容量が圧縮前２００ＭＢ 容が“特殊申請受付番号”の 付番号は送付票の管理
を超える場合 場合、オンライン申請時の受 情報の受付番号（jp:m

付番号を設定する。（注２） -receipt-number）か
ら取得する

（注 ）設定例１
<RULE-OUTSIDE-GROUP>

<ITEM-NAME>電子署名あり</ITEM-NAME>
</RULE-OUTSIDE-GROUP>
<RULE-OUTSIDE-GROUP>

<ITEM-NAME>特殊申請受付番号</ITEM-NAME>
<ITEM-CONTENT> NNNNNNNNNN</ITEM-CONTENT>5

</RULE-OUTSIDE-GROUP>
（注２）設定例

<RULE-OUTSIDE-GROUP>
<ITEM-NAME>物件あり</ITEM-NAME>

</RULE-OUTSIDE-GROUP>
<RULE-OUTSIDE-GROUP>

<ITEM-NAME>特殊申請受付番号</ITEM-NAME>
<ITEM-CONTENT>5NNNNNNNNNN</ITEM-CONTENT>

</RULE-OUTSIDE-GROUP>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０３動き商標 MOTION-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(MOTION-TRADEMARK)に

の記載（※１） 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【動き商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【動き標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし

て原データを付与する。 ５０６０
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０４ホログラム商標 HOLOGRAM-TRADEMARKMOTION-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(HOLOGRAM-TRADEMARK)

の記載（※１） に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【ホログラム商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【ホログラム標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし

て原データを付与する。 ５０６０
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０５色彩のみからなる商標 COLOR-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(COLOR-TRADEMARK)に

の記載（※１） 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【色彩のみからなる商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【色彩のみからなる標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし

て原データを付与する。 ５０６０
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０６音商標 SOUND-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(SOUND-TRADEMARK)に

の記載（※１） 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【音商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【音標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし

て原データを付与する。 ５０６０
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０７位置商標 POSITION-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(POSITION-TRADEMARK)

の記載（※１） に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【位置商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【位置標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし

て原データを付与する。 ５０６０
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０８その他の商標 OTHER-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OTHER-TRADEMARK)に

の記載（※１） 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【その他の商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【その他の標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし

て原データを付与する。 ５０６０
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共-１０９商標の詳細 DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM

な説明

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DETAIL-EXPLANATION-

の記載（※１） OF-THE-TM)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【商標の詳細な説明】、防護標章登録願（A632）の場合は【標章の詳細な説明】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定す

る。

２. 内容の記載なし 内容の設定なし
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

共－１０８．９商標の詳細な DETAIL-EXPLANATION-OF-THE-TM-ART

説明の記事

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(DETAIL-EXPLANATION-

の記載（※１） OF-THE-TM-ART)を

追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

３． 項目の記載なし タグの設定なし。

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【商標の詳細な説明の記事】、防護標章登録願（A632）の場合は【標章の詳細な説明の記事】。

【商標の詳細な説明の記事】グループ内タグ設定規則

（文書例） （ＳＧＭＬ）
（ケース１）
【商標の詳細な説明】① <商標の詳細な説明の記事>

【援用の表示】変更を要しないため省略する。 <援用の表示>
変更を要しないため省略する。

</援用の表示>
</商標の詳細な説明の記事>

（ケース２）
【商標の詳細な説明】② <商標の詳細な説明の記事>

商標の詳細な説明を記載。 <商標の詳細な説明>
商標の詳細な説明を記載。

</商標の詳細な説明>
</商標の詳細な説明の記事>

（ケース３）
【商標の詳細な説明】商標の詳細な説明を記載。 <商標の詳細な説明の記事>

【援用の表示】変更を要しないため省略する。 <商標の詳細な説明>
商標の詳細な説明を記載。

</商標の詳細な説明>
</商標の詳細な説明の記事>

※ 【商標の詳細な説明】と【援用の表示】に内容が記載
されている場合は、【援用の表示】を規定外項目として
電子化する。

①【商標の詳細な説明】（内容の記載なし）があり、【援用の表示】（内容の記載あり）がある場合、

グループタグ<商標の詳細な説明の記事>とタグ<援用の表示>が設定される。

②【商標の詳細な説明】（内容の記載あり）があり、【援用の表示】がない場合、グループタグ<商標の詳細な説明記事>

とタグ<商標の詳細な説明>が設定される。
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空白ページ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ

援用の表示 共ー１１０CITATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CITATION)に置換す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①援用表示

②援用

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載がある場合 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載がない場合 内容の設定なし。
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５．３．５ 書誌情報仕様個別項目

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．０書類識別 APPLICATION-A63

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A63)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場 ３０００

合、電子化は行わず電子化不

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 意匠登録願と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①意匠願 る。

②意匠出願書

③意証願

④意匠書

⑤意匠登録願（＊）

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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１．２

特記事項（意匠登録）

・特記事項の複数記載について

特記事項は複数記載されてくる場合がある。下にその形態と電子化方法を示す。

(1) 形態

ケース１

【特記事項】 意匠法第１０条の２第１項の規定による意匠登録出願

【特記事項】 意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願

ケース２

【特記事項】 意匠法第１０条の２第１項の規定による意匠登録出願

及び意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願

(2) 電子化方法

該当の条文をそのまま複数設定する。

ケース１

<特記事項>

<条文>意匠法第１０条の２第１項の規定による意匠登録出願</条文>

<条文>意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願</条文>

</特記事項>

ケース２

<特記事項>

<条文>意匠法第１０条の２第１項の規定による意匠登録出願</条文>

<条文>意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願</条文>

</特記事項>
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特記事項の設定方法 １ ．２

前提条件

① 別紙のマトリクスに従って実データを設定する。

② 順番性を意識してマトリクスの○内の数字順でなければエラーとする。

③ 出現回数以上の“条”が記載されている場合はエラーとする。（複数記載の場合は出現回数をプラスし

て考える）

④ １項目で複数条文の記載の場合は、意匠法が出現する単位とする。

（商標登録については個別項目３．２を参照のこと）

（職権訂正の範囲として“及び同法”と“同法”を考慮するが、エラーとして修正処理で運用対処とする）

⑤ 意匠登録出願において、商標登録出願の条文が記載されることはない。（商標登録出願も同じ）
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１．２・条文設定マトリクス（意匠登録出願）

ケース １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

平成１０年 × × × × × ① ① ① ① ① ① ① ①

意匠法 ① ① ① ① ① ② ② ② ② ② ② ② ②

１０“条” × ② × × × × ③ × × × × × ×

１１“条” × × × × × × × ③ × × × × ×

１２“条” × × × × × × × × ③ ③ × × ×

１３“条” × × ② ② × × × × × × ③ ③ ×

１７“条” × × × × ② × × × × × × × ③

４“条” ② × × × × ③ × × × × × × ×

の２ × ③ × × × × ④ × × × × × ×

の３ × × × × ③ × × × × × × × ④

１項 × ④ ③ × ④ × ⑤ ④ ④ × ④ × ⑤

２項 ③ × × ③ × ④ × × × ④ × ④ ×

“条”の出現 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

特記事項条文 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

①～④は必須で数字はサーチ順 ×；存在したらエラー。

特記事項条文一覧

Ａ 意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願

Ｂ 意匠法第１０条の２第１項の規定による意匠登録出願

Ｃ 意匠法第１３条第１項の規定による意匠登録出願

Ｄ 意匠法第１３条第２項の規定による意匠登録出願

Ｅ 意匠法第１７条の３第１項に規定する意匠登録出願

Ｆ 平成１０年改正前意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願

Ｇ 平成１０年改正前意匠法第１０条の２第１項の規定による意匠登録出願

Ｈ 平成１０年改正前意匠法第１１条第１項の規定による意匠登録出願

Ｉ 平成１０年改正前意匠法第１２条第１項の規定による意匠登録出願

Ｊ 平成１０年改正前意匠法第１２条第２項の規定による意匠登録出願

Ｋ 平成１０年改正前意匠法第１３条第１項の規定による意匠登録出願

Ｌ 平成１０年改正前意匠法第１３条第２項の規定による意匠登録出願

Ｍ 平成１０年改正前意匠法第１７条の３第１項に規定する意匠登録出願
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

・

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(SPECIAL-MENTION-MAT

の記載 TER-ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①条文

②

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．３条 文 ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(ARTICLE)

の記載 を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①条文

②

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 【特記事項】の条文の記載 正式名に職権訂正して設定す

あり る。

２． その他条文の内容記載事例 項番１と同じ。

マトリクス参照

３． 上記以外の記載の場合 記載内容をそのまま設定し、 ６０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．４申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(REQUESTER-ARTICLE)

の記載 を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

文書例 ＳＧＭＬ例

<申請者の記事>
【意匠登録出願人】① <申請者>

【持分】 50/100 <持分>50/100</持分>
【代表出願人】 <代表出願人>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ ② <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１

</住所又は居所>
【住所又は居所原語表記】 KKKK・・・ <原語表記>KKKK・・・</原語表記>

</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ③ <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>
【氏名又は名称原語表記】TAROU SOUSAKU <原語表記>TAROU SOUSAKU</原語表記>

</氏名又は名称情報>
【就業場所】 <就業場所>東京都千代田区霞が関２丁目</就業場所>
【日本における営業所】 <日本における営業所>東京都千代田区霞が関３

</日本における営業所>
<代表者情報>

<代表者>
【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表者】 代表 太郎 ④ <代表者識別>代表者</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
【代表者原語表記】 TAROU DAIHYOU <原語表記>TAROU DAIHYOU</原語表記>

</代表者>
</代表者情報>

【法人の法的性質】 ＫＫＫ... <法人の法的性質>ＫＫＫ...</法人の法的性質>
【国籍・地域】 アメリカ合衆国 <国籍>アメリカ合衆国</国籍>
【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７

</連絡先>
</申請者>

【意匠登録出願人】 ⑤ <申請者>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１
</住所又は居所>

</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>
</氏名又は名称情報>

</申請者>
</申請者の記事>

① 【意匠登録出願人】の場合、タグ<申請者>はグループの繰り返しを示し、タグ<申請者の記事>でグループ全体
を挟む。

② 【住所又は居所】の場合、グループを示すタグ<住所又は居所情報>でグループ全体を挟む。その記載内容は、
タグ<住所又は居所></住所又は居所>で記載する。

③ 【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。
その記載内容は、タグ<氏名又は名称></氏名又は名称>で記載する。

④ 【代表者】の場合、タグ<代表者>でグループの繰り返しを示し、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟む。
項目の内容は、タグ<代表者識別></代表者識別>で記載。項目の記載内容は、タグ<氏名></氏名>で記載。

⑤ 【意匠登録出願人】の繰り返しの場合、タグ<申請者の記事>は設定されない。
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１．５

・【申請者】等グループ内タグ設定規則

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（１．５）に示すケ─スに該当しない場合は却下として、

電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表（１．５）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

＊１ケース６ ○

○：記載あり 空白：記載なし

＊１【代理人】のグループ内タグ名設定規則にそった代理人の記載が１つでもある場合は

【申請者】の記載は【氏名又は名称】のみの記載でも電子化を行う。

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</申請者>

</申請者の記事>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>



5.3.5 - 10

１．５

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</申請者>

</申請者の記事>

（ｹｰｽ ６） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>

３. “意匠の創作をした者と同じ”記載時の対処について

願書において【申請者】(ﾀｸﾞ名REQUESTER-GROUP) の欄に“意匠の創作をした者と同じ”の記載があった場合は、

【意匠の創作をした者】(ﾀｸﾞ名CREATOR-GROUP) のグループ全てを【意匠登録出願人】(ﾀｸﾞ名REQUESTER-GROUP)

として複写する。

“意匠の創作をした者と同じ”が記載されているかどうかの判断規準は、

“意匠の創作をした者”と“同”又は“おなじ”の２種類があれば、記載されているとみなす。
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１．５

”【意匠登録出願人】に意匠の創作をした者と同じ”

の記載があった場合の電子化

・タグ名＜意匠登録出願人＞の内容に”意匠の創作をした者と同じ”の記載があった場合、以下のような対処をする。

【意匠の創作をした者】

【識別番号】 ０００００５８３２

【住所または居所】 東京都港区

【氏名】 意匠 太郎

【意匠登録出願人】 意匠の創作をした者と同じ

・申請書の状態

【意匠の創作をした者】

【識別番号】 ０００００５８３２

【住所又は居所】 東京都港区

【氏名】 意匠 太郎

【意匠登録出願人】 意匠の創作をした者と同じ

・電子化後

（申請書） （ＳＧＭＬ）

<創作者の記事>

【意匠の創作をした者】 <創作者>

【識別番号】 ０００００５８３２ <識別番号>000005832</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都港区 <住所又は居所>東京都港区

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名】 意匠 太郎 <氏名又は名称>意匠 太郎

</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</創作者>

</創作者の記事>

<申請者の記事>

【意匠登録出願人】 <申請者>

【識別番号】 ０００００５８３２ <識別番号>000005832</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都港区 <住所又は居所>東京都港区

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名】 意匠 太郎 <氏名又は名称>意匠 太郎

</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>
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１．５

１．記載パタ－ン

筆 頭 項 目 内 容 部 従属項目
処理

正常記載 記載不備 記載なし あり なし

ﾊﾟﾀｰﾝ1 ○ ○ 筆頭項目エラー

ﾊﾟﾀｰﾝ2 ○ ○ 筆頭項目エラー

ﾊﾟﾀｰﾝ3 ○ ○ 正常

ﾊﾟﾀｰﾝ4 ○ ○ 意匠の創作をした者
の内容をコピー

ﾊﾟﾀｰﾝ5 ○ ○ 筆頭項目エラー

ﾊﾟﾀｰﾝ6 ○ ○ 正常

（注）・筆頭項目内容部の正常な記載とは、”意匠の創作をした者と同じ”またはその職権訂正項目内容のいずれかの記載

がある場合を言う。

・筆頭項目内容部の記載不備とは、上記以外で何らかの文字の記載がある場合を言う。

・従属項目ありとは、【意匠登録出願人】のグループに属する項目の記載（規定外となる場合を除く）が

ある場合を言う。

・従属項目なしとは、実データがない場合を言う。

２．処理の説明

(1)筆頭項目エラー

・エラーとして当該タグの属性にエラー識別ＩＤ（５０２０）を設定する。

・原データを取得する。

・従属項目の記載がある場合はデータエントリする。

例）

申請書類上の記載 ＳＧＭＬ

【意匠登録出願人】 意匠の創作をした者と同じ <申請者の記事>

【氏名】 意匠 太郎 <申請者 エラーコード="5020">

<氏名又は名称情報>

<氏名又は名称>意匠 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</申請者>

</申請者の記事>

(2)意匠の創作をした者の内容をコピー

意匠の創作をした者の各タグ名の実データを下記の対応によりコピーする。ただし、実データがない場合は、何もし

ない。

複写元（意匠の創作をした者） 識別番号 住所又は居所 氏名又は名称 フリガナ

複写先（申請者） 識別番号 住所又は居所 氏名又は名称 フリガナ
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１．５

(3)申請者・意匠の創作をした者対応表

意匠の創作をした者 １ ２ ３ ４ ５ ６ 記載

申請者 なし

ﾊﾟﾀｰﾝ１ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

２ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

３ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

４ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ Ｂ Ｂ

５ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

６ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ 申請者の記載項目のみで処理をする。

Ｂ 意匠の創作をした者の内容をコピーできないためＡの処理を行う。

Ｃ 意匠の創作をした者の内容をコピー

Ｄ 申請者と意匠の創作をした者の間で矛盾

Ａ、Ｂでエラーとなるときは前頁の筆頭項目エラーとして処理する。（電子化不能）

Ｄでエラーとなるときは後頁にて処理案を示す。

(4)意匠の創作をした者が複数のとき（申請者記載パターン４の処理方法）

ケース 意匠の創作をした者記載 記載内容の概要 転送の可不可

パターン

① １・２・３ 従属項目あり 転送内容あり

② ４ 筆頭項目の項目内容不備 転送内容不備

③ ５・６ 実データなし 転送内容なし

(a)①が複数あるとき

意匠の創作をした者の転送内容が特定できないため電子化不能とする。

(b)①がなく②のみのとき

申請者と意匠の創作をした者がお互いを指して矛盾するため電子化不能とする。

（また、このケースは前頁の申請者・意匠の創作をした者対応表のＤにもあてはまる）

(c)①がなく③があるとき（②があっても構わない）

意匠の創作をした者の内容がないため電子化不能とする。

(d)①が１つだけあるとき

①の意匠の創作をした者の内容を申請者にコピーする。

(5) "意匠の創作をした者と同じ" 申請者が複数あるとき

現行では、申請者、代理人等繰り返し項目での内容重複はノーチェックなので何件あっても構わないと

する。

補足

・申請者の項目内容は、申請者（タグ名．REQUESTER-GROUP）の項目内容として項目内容テーブルに設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．５申 請 者 REQUESTER-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名（REQUESTER-GROUP）

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

(2) 書類別のタグ属性

①「意見書」の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【防護標章登録出願人】 タグ属性に
と記載 出願形態＝”防護標章登録”

と設定する。

２． 【更新登録出願人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”更新登録”
と設定する。

３. 【書換登録申請者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”書換登録”
と設定する。

４． 【審判請求人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”審判”
と設定する。

５． 【判定請求人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”判定請求人”
と設定する。

６． 【被請求人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”被請求人”
と設定する。

７． 【異議申立人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”異議申立人”
と設定する。

８． 【意匠権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”意匠権者”
と設定する。

９． 【商標権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”商標権者”
と設定する。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
<申請者の記事>

【書換登録申請者】 <申請者 出願形態＝”書換登録”>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>
</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>
</氏名又は名称情報>

</申請者>
</申請者の記事>
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②「出願取下書」及び「出願放棄書」及び「パリ条約による優先権主張放棄書」の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【防護標章登録出願人】 タグ属性に
と記載 出願形態＝”防護標章登録”

と設定する。

２． 【更新登録出願人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”更新登録”
と設定する。

③ ｢口頭審理申立書｣、｢口頭審理陳述要領書｣、｢証拠申出書｣、｢証拠説明書｣、

｢録音デープ等の内容説明書｣、｢尋問事項書｣、｢証人尋問申出書｣、｢回答希望事項記載書面｣、
｢検証申出書｣、｢鑑定の申出書｣、｢鑑定事項書｣、｢回答書｣、｢書面審理申立書｣、｢証拠調申立書｣、
｢書証の申出書｣、｢文書特定の申出書｣、｢期日変更請求書｣、｢証拠調申請取下書」の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【判定請求人】 タグ属性に
と記載 出願形態＝”判定請求人”

と設定する。

２． 【被請求人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”被請求人”
と設定する。

３. 【異議申立人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”異議申立人”
と設定する。

４． 【特許権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”特許権者”
と設定する。

５． 【実用新案権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”実用新案権者”
と設定する。

６． 【意匠権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”意匠権者”
と設定する。

７． 【商標権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”商標権者”
と設定する。
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１．５

④「請求取下書」、「審理再開申立書｣の場合

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【判定請求人】 タグ属性に
と記載 出願形態＝”判定請求人”

と設定する。

２． 【被請求人】と記載 タグ属性に
出願形態＝”被請求人”
と設定する。

３． 【特許権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”特許権者”
と設定する。

４． 【実用新案権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”実用新案権者”
と設定する。

５． 【意匠権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”意匠権者”
と設定する。

６． 【商標権者】と記載 タグ属性に
出願形態＝”商標権者”
と設定する。

(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． “意匠の創作をした者と “【意匠登録出願人】に意匠

同じ”と記載。 の創作をした者と同じ”の記

載があった場合の電子化に従

い電子化を行う

２． “意匠の創作をした者”と 項番１と同じ。

“同じ”又は“おなじ”の

２種類が記載

３． 上記以外による記載 内容の設定せず、タグの属性 ５０２０ 筆頭項目エラー

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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１．５

書 類 別 項 目 記 載 事 例 一 覧 表

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

１ 意 匠 登 録 願 意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者・出願者

・意匠登録出願・意匠登録願出願人

・意匠願出願人

１－１ 意匠登録願（複数） 意匠登録出願人 同上

２ 類 似 意 匠 登 録 願 意匠登録出願人 類似 ＋ 同上、

同上

３ 商 標 登 録 願 商標登録出願人 出願人・商標出願人・商標出願者

・出願者・商標登録出願

・商標登録願出願人

・商標願出願人

４ 団 体 商 標 登 録 願 商標登録出願人 団体 ＋ 同上、

同上、

団体商標登録出願人

４－１ 地 域 団 体 商 標 登 録 願 商標登録出願人 地域団体 ＋ 同上、

団体地域＋同上、

団体＋同上、

同上、

地域団体商標登録出願人、

団体商標登録出願人

５ 防 護 標 章 登 録 願 防護標章登録出願人 出願人･出願者･出願した者･防護標章出願人

・防護出願人・防護商標登録出願人

・商標登録出願人

６ 防護標章登録に基づく権 更新登録出願人 更新出願人・登録出願人・更新人

利存続期間更新登録願 ・登録人・出願人・商標登録出願人

・防護更新登録出願人

７ 書 換 登 録 申 請 書 書換登録申請者 申請人・申請者・書換申請者・書換申請人

・登録申請者・登録申請人・商標権者

・書換登録申請人

８ 防護標章登録に基づく権 書換登録申請者 同 上

利書換登録申請書

８－１ 重複登録商標に係る商標 更新登録出願人 更新出願人・登録出願人・更新人

権存続期間更新登録願 ・登録人・出願人・商標登録出願人

・重複登録出願人

９ 出 願 人 名 義 変 更 届 承継人 承続人・承続者・譲受人

・承継人（一部承継による）

１０ 出 願 人 名 義 変 更 届 ・承継人（共有契約による）

（特例商標登録出願） ・承継人（持分放棄による）

・相続人（一般承継）・相続者（一般承継）

１１ 出 願 人 名 義 変 更 届 ・共有加入者→共有加入人

（一般承継） ・部分承継人・部分承継者・一部承継人

・一部承継者・共有承継人・共有承継者

１２ 出 願 人 名 義 変 更 届 ・持分承継人・持分承継者・共有加入者

（特例商標登録出願） ・共有加入人・一部譲受人・継承人

（一般承継）

１３ 書換登録申請者名義変更届

１４ 受 継 申 立 書 受継申立人 受継申請人・受継申請者・受継申請した者
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項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

１５ 代 表 者 選 定 届 代表者 代表出願人・審判請求人・請求人

１６ 代 理 人 変 更 届 手続をした者 手続者・手続人・手続をする者・審判請求人

・請求人・手続きをする者・手続をした者

・手続きをした者・出願人・出願者・手続を

したもの・手続した者・意匠登録出願人

・商標登録出願人・防護標章登録出願人

・更新登録出願人・書換登録申請者

１７ 代 理 人 選 任 届 手続をした者 手続者・手続人・手続をする者・審判請求人

・請求人・手続きをする者・手続をした者

・手続きをした者・出願人・出願者・手続を

したもの・手続した者・意匠登録出願人

・商標登録出願人・防護標章登録出願人

・更新登録出願人・書換登録申請者

１８ 代 理 権 消 滅 届 手続をした者 同 上

２１ 代 理 人 解 任 届 手続をした者 同 上

２２ 代 理 権 変 更 届 手続をした者 同 上

２３ 包括委任状援用制限届 手続をした者 同 上

３１ 出 願 取 下 書 （意匠の場合） （意匠の場合）

意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者・出願者・

意匠登録出願・意匠登録願出願人・意匠願出

願人・取下をする者・取下をした者・取下の

届出者・出願した者

（商標の場合） （商標の場合）

商標登録出願人 出願人・商標出願人・商標出願者・出願者・

商標登録出願・商標登録願出願人・商標願出

願人・取下をする者・取下をした者・取下の

届出者・出願した者

（防護標章登録願の場合） （防護標章登録願の場合）

防護標章登録出願人 防護標章出願人・防護出願人・防護商標登録

出願人

（防護標章登録に基づく権利存続期間（防護標章登録に基づく権利

更新登録願の場合）存続期間更新登録願の場合）

更新登録出願人 更新出願人・登録出願人・更新人・登録人・

防護更新登録出願人

３２ 出 願 放 棄 書 （意匠の場合） （意匠の場合）

意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者・出願者・

意匠登録出願・意匠登録願出願人・意匠願出

願人・放棄をする者・放棄をした者・放棄の

届出者・出願した者

（商標の場合） （商標の場合）

商標登録出願人 出願人・商標出願人・商標出願者・出願者・

商標登録出願・商標登録願出願人・商標願出

願人・放棄をする者・放棄をした者・放棄の

届出者・出願した者

（防護標章登録願の場合） （防護標章登録願の場合）

防護標章登録出願人 防護標章出願人・防護出願人・防護商標登録

出願人

（防護標章登録に基づく権利存続期間（防護標章登録に基づく権利

更新登録願の場合）存続期間更新登録願の場合）

更新登録出願人 更新出願人・登録出願人・更新人・登録人・

防護更新登録出願人
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項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

３３ パリ条約による優先権 （意匠の場合） な し

主張放棄書 意匠登録出願人

（商標の場合）

商標登録出願人

（防護標章登録願の場合）

防護標章登録出願人

（防護標章登録に基づく権利

存続期間更新登録願の場合）

更新登録出願人

３４ 使用に基づく特例の適用 商標登録出願人 出願人・商標出願人・商標出願者・出願者

の主張取下書 ・商標登録出願・商標登録願出願人

・商標願出願人

３５ 書 換 登 録 申 請 取 下 書 書換登録申請者 申請人・申請者・書換申請者・書換申請人

・登録申請者・登録申請人・商標権者

・書換登録申請人

３６ 意 見 書 （意匠の場合） （意匠の場合）

意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者・出願者・

意匠登録出願・意匠登録願出願人・意匠願出

願人・出願した者

（商標の場合） （商標の場合）

商標登録出願人 出願人・商標出願人・商標出願者・出願者・

商標登録出願・商標登録願出願人・商標願出

願人・出願した者

（防護標章登録願の場合） （防護標章登録願の場合）

防護標章登録出願人 防護標章出願人・防護出願人・防護商標登録

出願人

（防護標章登録に基づく権利存続期間（防護標章登録に基づく権利

更新登録願の場合）存続期間更新登録願の場合）

更新登録出願人 更新出願人・登録出願人・更新人・登録人・

防護更新登録出願人

（書換登録の場合） （書換登録の場合）

書換登録申請者 申請人・申請者・書換申請者・書換申請人・

登録申請者・登録申請人・商標権者・書換登

録申請人

（審判の場合） （審判の場合）

審判請求人 請求人・請求者・審判請求者・審判人

３７ 弁 明 書 弁明をする者 ・弁明をした者・弁明する者・弁明した者

・弁明者・手続者・手続人・手続をする者

・手続きをする者・手続きをした者

３８ 優 先 権 証 明 書 提 出 書 提出者 提供者・提出をした者・提出をする者

・提出した者・提出する者・手続者・手続人

・手続をする者・手続きをする者

・手続をした者・手続きをした者

・補充をする者・補充をした者

・補充する者・補充した者・補充者

３９ 新規性の喪失の例外証明 提出者 同 上

書提出書

４０ 出願時の特例証明書提出 提出者 同 上

書

４１ 出 願 日 証 明 書 提 出 書 提出者 同 上
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１．５

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

４２ 物 件 提 出 書 提出者 同 上

４３ 証 明 書 類 提 出 書 提出者 同 上

４４ 特 徴 記 載 書 意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者

・出願者・意匠登録出願

・意匠登録願出願人

・意匠願出願人

４５ 雑 書 類 提出者 な し

４６ 早期審査に関する 提出者 提供者・提出をした者・提出をする者

事情説明書 ・提出した者・提出する者・手続者・手続人

・手続をする者・手続きをする者

・手続をした者・手続きをした者

・補充をする者・補充をした者

・補充する者・補充した者・補充者

４７ 早期審査に関する 提出者 同 上

事情説明補充書

４８ ひな形又は見本補足書 補足をする者 補足者・補足した者・出願人・審判請求人

・補足する者・補足をする人・請求人

・手続者・手続人・手続をする者

・手続きをする者・手続をした者

・手続きをした者・手続した者・手続をした

もの

４９ 上 申 書 上申をする者 上申をした者・上申する者・上申した者

・上申者・手続者・手続人・手続をする者

・手続きをする者・審判請求人・手続をした

者・手続きをした者・請求人・上申をするも

の

５０ 手 続 補 足 書 補足をする者 補足者・補足した者・出願人・審判請求人

・補足する者・補足をする人・請求人

・手続者・手続人・手続をする者

・手続きをする者・手続をした者

・手続きをした者・手続した者・手続をした

もの

５１ 期 間 延 長 請 求 書 請求人 出願人・審判請求人・請求人・請求者

51-1 期間延長請求書 請求人 同 上

（期間徒過）

５２ 秘密意匠期間変更請求書 請求人 同 上

５３ 刊 行 物 等 提 出 書 提出者 申請人・申請者・申請した者

５４ 協議の結果届 ※１ 意匠登録出願人 出願人・意匠登録出願者・審判請求人

・意匠登録出願・請求人

・出願者

５５ 出願変更届 意匠登録出願人 同 上

（類似→独立）

５６ 出願変更届 意匠登録出願人 同 上

（独立→類似）

※１ 平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。
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１．５

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

５７ 協議の結果届 商標登録出願人 出願人・商標出願人・出願者

・商標登録願出願人・商標登出願人

・商標登録出願・商標登録願人

57-1 既納手数料返還請求書 返還請求人 変換請求人

57-2 回復理由書 意匠登録出願人 出願人・意匠出願人・意匠出願者・出願者

・意匠登録出願・意匠登録願出願人

・意匠願出願人

５８ 手 続 補 正 書 （ 方 式 ） 補正をする者 補正をした者・補正者・手続をした者

・審判請求人・請求人・補正した者

・補正をする人・補正をするもの・補正する

５９ 手 続 補 正 書 補正をする者 者・補正をするしゃ・手続きする者

・手続した者・手続する者・手続きした者

・手続きをした者・手続きをする者

・意匠出願人・商標出願人

・項目の記載なし（内容の記載があるとき）59-1 手続補正書（複数） 補正をする者

７０ 審 判 請 求 書 審判請求人 請求人・審判人・出願人・審判請求者

７１ 請 求 取 下 書 審判請求人 請求人・請求者・審判請求者・審判人

７２ 審 理 再 開 申 立 書 同 上 同 上

７３ 証 拠 説 明 書 審判請求人 請求人・請求者・審判請求者・審判人

７４ 検 証 申 出 書 同 上 同 上

７５ 口 頭 審 理 申 立 書 同 上 同 上

７６ 口 頭 審 理 陳 述 要 領 書 同 上 同 上

７７ 証 拠 調 申 立 書 同 上 同 上

７８ 尋 問 事 項 書 同 上 同 上

７９ 証 拠 申 出 書 同 上 同 上

８０ 証 人 尋 問 申 出 書 同 上 同 上

８１ 鑑 定 の 申 出 書 同 上 同 上

８２ 鑑 定 事 項 書 同 上 同 上

８３ 書 証 の 申 出 書 同 上 同 上

８４ 文 書 特 定 の 申 出 書 同 上 同 上

８５ 録音テープ等の内容説明書 同 上 同 上

８６ 回答希望事項記載書面 同 上 同 上

８７ 回 答 書 同 上 同 上

８８ 書 面 審 理 申 立 書 同 上 同 上
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１．５

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

９０ 早期審理に関する 審判請求人 請求人・請求者・審判請求者・審判人

事情説明書

９１ 早期審理に関する 審判請求人 同 上

事情説明補充書

９２ 尋問に代わる 回答者 回答人・請求人・請求者・審判請求人・審判

書面の提出書 請求者・審判人・被請求者・権利者・異議申

立人

９３ 鑑定書 鑑定人 鑑定者・請求人・請求者・審判請求人・審判

請求者・審判人

９４ 期日変更請求書 （審判の場合） （審判の場合）

審判請求人 請求人・請求者・審判請求者・審判人

被請求人 被請求者

特許権者

実用新案権者

意匠権者又は商標権者 意匠権利者・商標権利者・意匠登録権者・商

標登録権者・意匠登録権利者・商標登録権利

者・意匠登録出願人・商標登録出願人・意匠

登録出願者・商標登録出願者

（判定請求の場合） （判定請求の場合）

判定請求人 請求人・請求者・判定請求者・判定申請人・

判定申請者

（異議申立の場合） （異議申立の場合）

異議申立人 申立人・申立者・異議申立者・異議申請人・

異議請求人・権利者・商標登録権者・商標登

録権利者

９５ 証拠調申請取下書 同 上 同 上

９６ 不出頭の届出書 証人 回答人・被請求者・権利者・異議申立人

９７ 一 部 請 求 取 下 書 審判請求人 請求人・請求者・審判請求者・審判人

９８ 異 議 申 立 書 異議申立人 申立人・申立者・異議申立者・異議申請人・

異議請求人、

申立人

特許 申立者

実用新案 ＋ 異議申立者

商標 異議申請人

異議請求人

９９ 異 議 取 下 書 異議申立人 同 上

１００ 一 部 異 議 取 下 書 異議申立人 同 上

１０１ 判 定 請 求 書 判定請求人 請求人・請求者・判定請求者・判定申請人・

判定申請者

１０２ 答 弁 書 被請求人 被請求者

１０３ 弁 駁 書 請求人 審判請求人・請求者・審判請求者・審判人・

判定請求人
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１．５

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

１０４ 訂 正 請 求 取 下 書 請求人 審判請求人・請求者・審判請求者・審判人・

被請求人・被請求者・権利者

１０５ 訂 正 請 求 書 請求人 審判請求人・請求者・審判請求者・審判人・

被請求人・被請求者・権利者
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．６代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（ATTORNEY-ARTICLE）

の記載 を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 【申請者】の記載が【氏名又 ３０００

は名称】のみの場合、電子化

を行わず、電子化不能メモを

付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却

する。

上記以外タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
<代理人の記事>

【代理人】 ① <代理人 代理人種別＝”代理人”>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>

【弁理士】 <弁理士>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ② <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
【就業場所】 東京都千代田区霞が関３丁目 <就業場所>東京都千代田区霞が関３丁目</就業場所>

<代表者情報>
<代表者>

【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表取締役】 代表 太郎 ③ <代表者識別>代表取締役</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>
【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７
【代理関係の特記事項】 創作 太郎の代理人である </連絡先>

<代理関係の特記事項>創作 太郎の代理人である
</代理関係の特記事項>

</代理人>
【代理人】 ④ <代理人 代理人識別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク ジロウ <フリガナ>ソウサク ジロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
</代理人>

</代理人の記事>

①【代理人】の場合、タグ<代理人>でグループの繰り返し全体を示し、タグ<代理人の記事>でグループ全体を挟む。
②【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。その記載内容は、タグ

<氏名又は名称></氏名又は名称>で記載する。
③【代表者】の場合、タグ<代表者>でグループの繰り返しを示し、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟む。

項目の内容は、タグ<代表者識別></代表者識別>で記載。項目の記載内容は、タグ<氏名></氏名>で記載。
④【代理人】の繰り返しの場合、タグ<代理人の記事>は設定されない。



5.3.5 - 22

１．７

・【代理人】グループ内タグ設定規則

【申請者】の記載が【氏名又は名称】のみの場合（申請者の記載が複数の場合も同じ）、【代理人】の記事は

以下に示すグループ内タグ規則にそって電子化をしなければならない。

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（１．７）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

○：記載あり 空白：記載なし

表（１．７）にしめすケースに該当しない場合は却下として、電子化を行なわず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<代理人の記事>

【代理人】 <代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</代理人>

</代理人の記事>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<代理人の記事>

【代理人】 <代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</代理人>

</代理人の記事>
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１．７

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<代理人の記事>

【代理人】 <代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</代理人>

</代理人の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<代理人の記事>

【代理人】 <代理人 代理人種別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</代理人>

</代理人の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<代理人の記事>

【代理人】 <代理人事 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</代理人>

</代理人の記事>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．７代 理 人 ATTORNEY-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-GROUP)に置

の記載 換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 【申請者】の記載が【氏名又 ３０００

は名称】のみの場合、電子化

を行わず、電子化不能メモを

付けて電子記録基準管理班デ

ータエントリー管理班へ返却

する。

上記以外タグの設定なし。

(2) タグ属性の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代理人と記載 タグ属性に”代理人”と設定

する。

２． その他項目名の記載事例 ①～②はタグ属性に代理人と

①代理 ⑦指定代理 設定する

②代理者 ⑧指定代理者 ③～⑤はタグ属性に復代理人

③復代理人 ⑨法定代理人 と設定する

④復代理 ⑩法定代理 ⑥～⑧はタグ属性に指定代理

⑤復代理者 ⑪法定代理者 人と設定する

⑥指定代理人 ⑨～⑪はタグ属性に法定代理

人と設定する
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１．７

書 類 別 項 目 記 載 事 例 一 覧 表

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

１ 意 匠 登 録 願 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理

・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理

・法定代理者・副代理人

１－１ 意匠登録願（複数） 代理人 同 上

２ 類 似 意 匠 登 録 願 代理人 同 上

３ 商 標 登 録 願 代理人 同 上

４ 団 体 商 標 登 録 願 代理人 同 上

４－１ 地 域 団 体 商 標 登 録 願 代理人 同 上

５ 防 護 標 章 登 録 願 代理人 同 上

６ 防護標章登録に基づく権 代理人 同 上

利存続期間更新登録願

７ 書 換 登 録 申 請 書 代理人 同 上

８ 防護標章登録に基づく権 代理人 同 上

利書換登録申請者

８－１ 重複登録商標に係る商標 代理人 同 上

権存続期間更新登録願

９ 出 願 人 名 義 変 更 届 承継人代理人 代理・代理者・復代理人

・復代理・復代理者

１０ 出 願 人 名 義 変 更 届 承継人 ＋ ・指定代理人・指定代理

（特例商標登録出願） ・指定代理者・法定代理人

・法定代理・法定代理者

１１ 出 願 人 名 義 変 更 届 ・副代理人

（一般承継）

１２ 出 願 人 名 義 変 更 届

（特例商標登録出願）

（一般承継）

１３ 書換登録申請者名義 承継人代理人 同 上

変更届

１４ 受 継 申 立 書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理

・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理

・法定代理者・副代理人

１５ 代 表 者 選 定 届 代理人 同 上

１６ 代 理 人 変 更 届 代理人 同 上

１７ 代 理 人 選 任 届 代理人 同 上

１８ 代 理 権 消 滅 届 代理人 同 上

２１ 代 理 人 解 任 届 代理人 同 上
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１．７

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

２２ 代 理 権 変 更 届 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理

・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理

・法定代理者・副代理人

２３ 包括委任状援用制限届 代理人 同 上

３１ 出 願 取 下 書 代理人 同 上

３２ 出 願 放 棄 書 代理人 同 上

３３ パリ条約による優先権 代理人 同 上

主張放棄書

３４ 使用に基づく特例の適用 代理人 同 上

の主張取下書

３５ 書 換 登 録 申 請 取 下 書 代理人 同 上

３６ 意 見 書 代理人 同 上

３７ 弁 明 書 代理人 同 上

３８ 優 先 権 証 明 書 提 出 書 代理人 同 上

３９ 新規性の喪失の例外証明 代理人 同 上

書提出書

４０ 出願時の特例証明書提出 代理人 同 上

書

４１ 出 願 日 証 明 書 提 出 書 代理人 同 上

４２ 物 件 提 出 書 代理人 同 上

４３ 証 明 書 類 提 出 書 代理人 同 上

４４ 特 徴 記 載 書 提 出 書 代理人 同 上

４５ 雑 書 類 代理人 同 上

４６ 早期審査に関する 代理人 同 上
事情説明書

４７ 早期審査に関する 代理人 同 上
事情説明補充書

４８ ひな形又は見本補足書 代理人 同 上

４９ 上 申 書 代理人 同 上

５０ 手 続 補 足 書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理
・復代理者・指定代理人・指定代理
・指定代理者・法定代理人・法定代理
・法定代理者・副代理人・承継人代理人

５１ 期 間 延 長 請 求 書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理
・復代理者・指定代理人・指定代理
・指定代理者・法定代理人・法定代理
・法定代理者・副代理人
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１．７

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

51-1 期間延長請求書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理
（期間徒過） ・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理
・法定代理者・副代理人

５２ 秘密意匠期間変更請求書 代理人 同 上

５３ 刊 行 物 等 提 出 書 代理人 同 上

５４ 協議の結果届 代理人 同 上
※１

５５ 出願変更届 代理人 同 上
（類似→独立）

５６ 出願変更届 代理人 同 上
（独立→類似）

５７ 協議の結果届 代理人 同 上

57-1 既納手数料返還請求書 代理人 同 上

57-2 回復理由書 代理人 同 上

５８ 手 続 補 正 書 （ 方 式 ） 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理
・復代理者・指定代理人・指定代理
・指定代理者・法定代理人・法定代理
・法定代理者・副代理人・承継人代理人

５９ 手 続 補 正 書 代理人 同 上

59-1 手続補正書（複数） 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理
・復代理者・指定代理人・指定代理
・指定代理者・法定代理人・法定代理
・法定代理者・副代理人

同 上７０ 審 判 請 求 書 代理人

７１ 請 求 取 下 書 代理人 同 上

７２ 審 理 再 開 申 立 書 代理人 同 上

７３ 証 拠 説 明 書 代理人 同 上

７４ 検 証 申 出 書 代理人 同 上

７５ 口 頭 審 理 申 立 書 代理人 同 上

７６ 口 頭 審 理 陳 述 要 領 書 代理人 同 上

７７ 証 拠 調 申 立 書 代理人 同 上

７８ 尋 問 事 項 書 代理人 同 上

７９ 証 拠 申 出 書 代理人 同 上

８０ 証 人 尋 問 申 出 書 代理人 同 上

８１ 鑑 定 の 申 出 書 代理人 同 上

８２ 鑑 定 事 項 書 代理人 同 上

８３ 書 証 の 申 出 書 代理人 同 上

８４ 文 書 特 定 の 申 出 書 代理人 同 上

８５ 録音テープ等の内容説明 代理人 同 上
書

８６ 回答希望事項記載書面 代理人 同 上

８７ 回 答 書 代理人 同 上

８８ 書 面 審 理 申 立 書 代理人 同 上

８９ 優先審理に関する 代理人 同 上
事情説明書

９０ 早期審理に関する 代理人 同 上
事情説明書

９１ 早期審理に関する 代理人 同 上
事情説明補充書

※１ 平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。
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１．７

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

９２ 尋問に代わる 代理人 同 上
書面の提出書

９３ 鑑定書 代理人 同 上

９４ 期日変更請求書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理
・復代理者・指定代理人・指定代理
・指定代理者・法定代理人・法定代理
・法定代理者・副代理人

９５ 証拠調申請取下書 代理人 同 上

９６ 不出頭の届出書 代理人 同 上

９７ 一 部 請 求 取 下 書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理・復代理者

・指定代理人・指定代理・指定代理者・法定

代理人・法定代理・法定代理者・副代理人

９８ 異 議 申 立 書 代理人 同 上

９９ 異 議 取 下 書 代理人 同 上

１００ 一 部 異 議 取 下 書 代理人 同 上

１０１ 判 定 請 求 書 代理人 判定代理人、代理・代理者・復代理人・復代

理・復代理者・指定代理人・指定代理・指定

代理者・法定代理人・法定代理・法定代理者

・副代理人・被請求人代理人・被請求者代理

人

１０２ 答 弁 書 被請求人代理人 代理

代理者

復代理人

復代理

復代理者

被請求人 ＋ 指定代理人

指定代理

指定代理者

法定代理人

法定代理

法定代理者

副代理人

１０３ 弁 駁 書 請求人代理人 代理

代理者

復代理人

復代理

復代理者

請求人 ＋ 指定代理人

指定代理

指定代理者

法定代理人

法定代理

法定代理者

副代理人

１０４ 訂 正 請 求 取 下 書 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理・復代理者

・指定代理人・指定代理・指定代理者・法定

代理人・法定代理・法定代理者・副代理人、

被請求人代理人・被請求者代理人

１０５ 訂 正 請 求 書 代理人 同 上

当事者系審判の開発中断により削除
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-CHANGE-ART
の記載 ICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ
（書類別職権訂正項目一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。

（※１）

タグの設定なし。
（※２）

（※１） 書類名 「代理人変更届」「代理人選任届」「代理権消滅届」「代理人解任届」
「代理権変更届」「包括委任状援用制限届」「復代理人変更届」
「復代理人選任届」「復代理権消滅届」「復代理人解任届」「復代理権変更届」
以上、１１書類において【選任した代理人】等は必須項目のため。

（※２） 上記１１書類以外の書類に記載された場合。

文書例 ＳＧＭＬ

<変更する代理人の記事>
【選任した代理人】 ① <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目
</住所又は居所>

</住所又は居所情報>
【弁理士】 <弁理士>

<氏名又は名称情報>
【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ② <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
【就業場所】 東京都千代田区霞が関３丁目 <就業場所>東京都千代田区霞が関３丁目</就業場所>

<代表者情報>
<代表者>

【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表取締役】 代表 太郎 ③ <代表者識別>代表取締役</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>
【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７
【代理関係の特記事項】 創作 太郎の代理人である </連絡先>

<代理関係の特記事項>創作 太郎の代理人である
</代理関係の特記事項>

</変更する代理人>
【選任した代理人】 ④ <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>

①【選任した代理人】の場合、タグ<変更する代理人>のグループの繰り返しを示し、タグ<変更する代理人の
記事>でグループ全体を挟む。

②【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。その記載内容は、タグ
<氏名又は名称></氏名又は名称>で記載する。

③【代表者】の場合、タグ<代表者>でグループの繰り返しを示し、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟む。
項目の内容は、タグ<代表者識別></代表者識別>で記載。項目の記載内容は、タグ<氏名></氏名>で記載。

④【選任した代理人】の繰り返しの場合、タグ<変更する代理人の記事>は設定されない。
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１．９

変更する代理人（【選任した代理人】等）

グループ内タグ設定規則

書類名が「代理人変更届」「代理人選任届」「代理権消滅届」「代理人解任届」「代理権変更届」

「包括委任状援用制限届」「復代理人変更届」「復代理人選任届」「復代理権消滅届」

「復代理人解任届」「復代理権変更届」以上、１１書類において【選任した代理人】等は

必須項目のため、以下に示すグループ内タグ規則にそって電子化をしなければならない。

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（１．９）にしめすケースに該当しない場合は却下として、電子化を行なわず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表（１．９）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

ケース６ ○

○：記載あり 空白：記載なし

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<変更する代理人の記事>

【選任した代理人】 <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<変更する代理人の記事>

【選任した代理人】 <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>
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１．９

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<変更する代理人の記事>

【選任した代理人】 <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<変更する代理人の記事>

【選任した代理人】 <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<変更する代理人の記事>

【選任した代理人】 <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>

（ｹｰｽ ６） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<変更する代理人の記事>

【選任した代理人】 <変更する代理人 代理人種別＝”代理人”>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</変更する代理人>

</変更する代理人の記事>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-CHANGE-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ

（書類別職権訂正項目一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

（※１）

タグの設定なし。

（※２）

(2) タグ属性の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代理人と記載 タグ属性に”代理人”と設定

する。

２． その他項目名の記載事例 ①～②はタグ属性に代理人と

①代理 ⑦指定代理 設定する

②代理者 ⑧指定代理者 ③～⑤はタグ属性に復代理人

③復代理人 ⑨法定代理人 と設定する

④復代理 ⑩法定代理 ⑥～⑧はタグ属性に指定代理

⑤復代理者 ⑪法定代理者 人と設定する

⑥指定代理人 ⑨～⑪はタグ属性に法定代理

人と設定する

（※１） 書類名 「代理人変更届」「代理人選任届」「代理権消滅届」「代理人解任届」

「代理権変更届」「包括委任状援用制限届」「復代理人変更届」

「復代理人選任届」「復代理権消滅届」「復代理人解任届」「復代理権変更届」

以上、１１書類において【選任した代理人】等は必須項目のため。

（※２） 上記１１書類以外の書類に記載された場合。
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１．９
書類別職権訂正項目一覧

No 書類名 代表項目名 職権訂正項目

１ 意匠登録願 選任した代理人 選任する・選任

１－１ 意匠登録願（複数） 選任した代理人 選任する・選任

２ 類似意匠登録願 選任した代理人 選任する・選任

３ 商標登録願 選任した代理人 選任する・選任

４ 団体商標登録願 選任した代理人 選任する・選任

４－１ 地域団体商標登録願 選任した代理人 選任する・選任

５ 防護標章登録願 選任した代理人 選任する・選任

６ 防護標章登録に基づく 選任した代理人 選任する・選任
権利存続期間更新

登録願

７ 書換登録申請書 選任した代理人 選任する・選任

８ 防護標章登録に基づく 選任した代理人 選任する・選任
権利書換登録申請書

８－１ 重複登録商標に係る 選任した代理人 選任する・選任
商標権存続期間

更新登録願

９ 出願人名義変更届 選任した代理人 選任する・選任

１０ 出願人名義変更届 選任した代理人 選任する・選任
（一般承継）

１５ 代理人変更届 選任した代理人 選任する・選任

１６ 代理人選任届 選任した代理人 選任する・選任

１７ 代理権消滅届 代理権の消滅した代理人 代理権を消滅する・代理権の消滅

２０ 代理人解任届 解任した代理人 解任する・解任

２１ 代理権変更届 代理権を変更した代理人 代理権を変更する・代理権の変更

２２ 包括委任状援用制限届 援用を制限した代理人 援用を制限する包括・援用を制限包括
援用を制限した・援用を制限する・援用を制限
制限する包括・制限包括・制限した・制限する
制限

２３ 復代理人変更届 選任した復代理人 選任する・選任

２４ 復代理人選任届 選任した復代理人 選任する・選任

２５ 復代理権消滅届 代理権の消滅した復代理人 代理権の消滅する・代理権の消滅

２８ 復代理人解任届 解任した復代理人 解任する・解任

２９ 復代理権変更届 代理権を変更した復代理人 代理権の変更する・代理権の変更

７０ 審判請求書 選任した代理人 選任する・選任

職権訂正項目は、上記に記載したものと１．７のその他の記載事例を足し合わせたものとする。
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１．９

No 書類名 代表項目名 職権訂正項目

９８ 異議申立書 選任した代理人 選任する・選任

１０１ 判定請求書 選任した代理人 同 上

１０２ 答弁書 選任した被請求人代理人 同 上

１０５ 訂正請求書 選任した代理人 同 上
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１０パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(PARIS-PRIORITY-CLAI

の記載 M-ARTICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①優先権主張

②優先権の主張 ⑪パリ条約等の優先権主張

③条約による優先権主張 ⑫パリ条約等により優先権

④国際優先権主張 主張

⑤パリ条約による優先権主張 ⑬パリ条約等よる優先権主

⑥パリ条約の優先権主張 主張

⑦パリ条約により優先権主張 ⑭パリ条約等による優先権

⑧パリ条約よる優先権主張 の主張

⑨パリ条約による優先権の主

張

⑩パリ条約等による優先権

主張

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 ① <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日2000年 1月 1日</出願日>

２０００年１月１日

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【出願の区分】 意匠登録 <出願の区分>意匠登録</出願の区分>

【アクセスコード】 A123 <アクセスコード>A123</アクセスコード>

<優先権書類の所在情報>

【優先権証明書提供国（機関）】 世界知的所有権機関 <国名>世界知的所有権機関</国名>

</優先権書類の所在情報>

【パリ条約による優先権等の主張】 ① </パリ優先権主張>

【国・地域名】 カナダ <パリ優先権主張>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <国名>カナダ</国名>

２０００年１月１日 <出願日>2019年 4月 1日2000年 1月 1日</出願日>

【出願番号】 234567

【出願の区分】 意匠登録 <出願番号>234567</出願番号>

【アクセスコード】 A123 <出願の区分>意匠登録</出願の区分>

<アクセスコード>A123</アクセスコード>

【優先権証明書提供国（機関）】 世界知的所有権機関 <優先権書類の所在情報>

<国名>世界知的所有権機関</国名>

</優先権書類の所在情報>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

①【パリ条約による優先権等の主張】の場合、グループを示すタグ<パリ優先権主張>でグループ全体を挟み、繰り返し全体

を示すタグ<パリ条約による優先権等の主張>で繰り返し全体を挟む。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１１パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（PARIS-PRIORITY-GRO

の記載 UP）に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①優先権主張

②優先権の主張 ⑪パリ条約等の優先権主張

③条約による優先権主張 ⑫パリ条約等により優先権

④国際優先権主張 主張

⑤パリ条約による優先権主張 ⑬パリ条約等よる優先権主

⑥パリ条約の優先権主張 主張

⑦パリ条約により優先権主張 ⑭パリ条約等による優先権

⑧パリ条約よる優先権主張 の主張

⑨パリ条約による優先権の主

張

⑩パリ条約等による優先権

主張

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１２国 名 NATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NATION)に置換する。

の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①出願国

②同盟国の国名

③国

④出願国名

⑤国名

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 国名テーブルの国名を設定す

（国名テーブルにある場合） る。

２． 項番１以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０５０

（国名テーブルにない場合） タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１３出 願 日 FILING-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

1. 申請書類記載項目名通り タグ名(FILING-DATE)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ

①年月日

②主張年月日

③主張日

④日付

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 西暦年月日で記載 記載内容を設定する。

(例)2000年1月1日 ※月日が１桁の場合は、上位

桁にスペースを補う。

2000年 1月 1日となる。

２． 和暦年月日で記載 西暦年月日に変換して設定す

(例)平成12年1月1日 る。

３． 項番１、２以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０５０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１４出願番号 APPLICATION-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-NUMBER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。 ”番号”の記載があれ

①登録番号 ばタグ名に置換する。

②

③

④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 英数字・記号20桁以内の記載 記載内容を設定する。 注）

(*1) （数字左詰め）

２． 英数字・記号21桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２１０ 注）

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

(*1)

３． 英数字・記号以外による記載 項番２と同じ。 ２０２０ 注）

(*1)

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。

＊１）記号とは以下を指す

記号 ＪＩＳコード 記号 ＪＩＳコード

ー ０ｘ２１３Ｃ ： ０ｘ２１２７

― ０ｘ２１３Ｄ ； ０ｘ２１２８

／ ０ｘ２１３Ｆ （ ０ｘ２１４Ａ

， ０ｘ２１２４ ） ０ｘ２１４Ｂ

． ０ｘ２１２５ － ０ｘ２１５Ｄ

注）記載内容の１文字目の”第”、最後の”号”を除いて判定する。また、タグ内のデータにもこれらの文字は

設定しない。

例）

①【出願番号】ＵＳ２０００－１２３４５６ の場合、以下のように設定する（正常）

<APPLICATION-NUMBER>ＵＳ２０００－１２３４５６</APPLICATION-NUMBER>

②【出願番号】第ＵＳ２０００－１２３４５６号 の場合、以下のように設定する（正常）

<APPLICATION-NUMBER>ＵＳ２０００－１２３４５６</APPLICATION-NUMBER>



5.3.5 -37- 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１５出願の区分 IP-TYPE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(IP-TYPE)に置換す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①出願区分

②区分

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 【パリ条約による優先権等の

主張】配下の

【優先権証明書提供国（機

関）】が「世界知的所有権機

関」、「台湾」以外の場合、

もしくは【優先権証明書提供

国（機関）】の記載なしの場

合でかつ、

内容の記載が以下の場合 “特許”を設定し、タグの属 ５３４０

①特許②特願③特許願 性にエラー識別ＩＤを設定す

る。

内容の記載が以下の場合 “実用新案登録”を設定し、 ５３４０

①実用新案②実用③実願 タグの属性にエラー識別ＩＤ

④実用新案登録願⑤実用新 を設定する。

案登録

内容の記載が以下の場合 “意匠登録”を設定し、タグ ５３４０

①意匠②意願③意匠登録願 の属性にエラー識別ＩＤを設

④意匠登録 定する。

内容の記載が上記以外の 記載内容をそのまま設定し、 ５３４０

場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

内容の記載なし タグの属性にエラー識別ＩＤ ５３４０

を設定する。

２． 【パリ条約による優先権等の

主張】配下の

【優先権証明書提供国（機

関）】が「世界知的所有権機

関」、「台湾」の場合

でかつ、

（注）内容の記載が以下の場合 “特許”を設定する。

①特許②特願③特許願

（注）内容の記載が以下の場合 “実用新案登録”を設定す

①実用新案②実用③実願 る。

④実用新案登録願⑤実用新

案登録

（注）内容の記載が以下の場合 “意匠登録”を設定する。

①意匠②意願③意匠登録願

④意匠登録

（注）内容の記載が上記以外の 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

（注）内容の記載なし タグの属性にエラー識別ＩＤ ５０００

を設定する。



5.3.5 -37- 3

例１）【優先権証明書提供国（機関）】が「世界知的所有権機関」、「台湾」以外の場合で、

【出願の区分】及び【アクセスコード】の内容に記載がある場合

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【出願の区分】 意匠登録 <出願の区分 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>意匠登録</出願の区分>

【アクセスコード】 A123 <アクセスコード ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>A123

</アクセスコード>

<優先権書類の所在情報>

【優先権証明書提供国（機関）】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

</優先権書類の所在情報>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

例２）【優先権証明書提供国（機関）】が「世界知的所有権機関」、「台湾」以外の場合で、

【出願の区分】のみ内容の記載がある場合

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【出願の区分】 意匠登録 <出願の区分 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>意匠登録</出願の区分>

<優先権書類の所在情報>

【優先権証明書提供国（機関）】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

</優先権書類の所在情報>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

例３）【優先権証明書提供国（機関）】が「世界知的所有権機関」、「台湾」以外の場合で、

【出願の区分】に’特許’、’実用新案登録’、’意匠登録’が設定される内容以外が記載された場合

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【出願の区分】 商標 <出願の区分 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>商標</出願の区分>

【アクセスコード】 A123 <アクセスコード ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>A123

</アクセスコード>

<優先権書類の所在情報>

【優先権証明書提供国（機関）】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

</優先権書類の所在情報>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

（注）「差出日」が2022年1月1日より前であり【優先権証明書提供国（機関）】が「台湾」

の場合、エラーコード「5340」を付与する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１６アクセスコード GENERATED-ACCESS-CODE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(GENERATED-ACCESS-CO

の記載 DE)に置換する。

２． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 【パリ条約による優先権等の

主張】配下の

【優先権証明書提供国（機

関）】が「世界知的所有権機

関」、「台湾」以外の場合、

もしくは【優先権証明書提供

国（機関）】の記載なしの場

合でかつ、

英数字20桁以内の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５３４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

英数字21桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５３４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

英数字以外による記載 記載内容をそのまま設定し、 ５３４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

内容の記載なし タグの属性にエラー識別ＩＤ ５３４０

を設定する。

２． 【パリ条約による優先権等の

主張】配下の

【優先権証明書提供国（機

関）】が「世界知的所有権機

関」、「台湾」の場合

でかつ、

（注）英数字20桁以内の記載 記載内容をそのまま設定す

る。

（注）英数字21桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２１０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

（注）英数字以外による記載 記載内容をそのまま設定し、 ２０２０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

（注）内容の記載なし タグの属性にエラー識別ＩＤ ５０００

を設定する。
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例１）【優先権証明書提供国（機関）】の記載なしの場合で、

【出願の区分】及び【アクセスコード】に内容の記載がある場合

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【出願の区分】 意匠登録 <出願の区分 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>意匠登録</出願の区分>

【アクセスコード】 A123 <アクセスコード ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>A123

</アクセスコード>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

例２）【優先権証明書提供国（機関）】の記載なしの場合で、【アクセスコード】のみ内容に記載がある場合

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【アクセスコード】 A123 <アクセスコード ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>A123

</アクセスコード>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

例３）【優先権証明書提供国（機関）】の記載なしの場合で、【アクセスコード】に内容の記載がない場合

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

【出願の区分】 意匠登録 <出願の区分 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”>意匠登録</出願の区分>

【アクセスコード】 <アクセスコード ｴﾗｰｺｰﾄﾞ=”5340”></アクセスコード>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

（注）「差出日」が2022年1月1日より前であり【優先権証明書提供国（機関）】が「台湾」

の場合、エラーコード「5340」を付与する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１７優先権の所在情報 PRIORITY-DOC-LOCATION-INFO

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（PRIORITY-DOC-LOCAT

の記載 ION-INFO）に置換する。

２． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、優先権書類の所

在情報の従属項目と判

断できる項目があった

場合は、タグ名を設定

する。

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【パリ条約による優先権等の主張】 <パリ優先権主張>

【国・地域名】 アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>

【出願日】 ２０１９年４月１日 <出願日>2019年 4月 1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

<優先権書類の所在情報>

【優先権証明書提供国（機関）】 世界知的所有権機関 <国名>世界知的所有権機関</国名>

</優先権書類の所在情報>

</パリ優先権主張>

</パリ条約による優先権等の主張>

【優先権証明書提供国（機関）】の場合、グループを示すタグ<優先権書類の所在情報>でグループ全体を挟む。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１．１８国 名 NATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NATION)に置換する。

の記載

２． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 国名テーブルより該当する国

以下の国名の記載（国名テー 名を設定する。

ブルの職権訂正の範囲を含

む）の場合

①世界知的所有権機関

②台湾

２． 項番１以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．０書類識別 APPLICATION-A630

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A630)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない場合

、電子化は行わず、電化能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 意匠登録願（複数）と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①意匠願（複数） る。

②意匠出願書（複数）

③意証願（複数）

④意匠書（複数）

⑤意匠登録願（複数）（＊）

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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１－１．２特記事項（意匠登録願（複数））

・設定方法、設定規則、条文内容は、個別項目１．２を参照する事。

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

１．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．３条 文 ARTICLE

１．３と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．４申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．５申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．６代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．７代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１０パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

１．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１１パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

１．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１２国 名 NATION

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１３出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１４出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１５出願の区分 IP-TYPE

１．１５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１６アクセスコード GENERATED-ACCESS-CODE

１．１６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１７優先権書類の PRIORITY-DOC-LOCATION-INFO

所在情報

１．１７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１８国 名 NATION

１．１８と同様
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１－１．１９

・【意匠n】タグ設定規則

１．【意匠n】〔タグ名(MULTIPLE-DESIGNS)〕の個数が上限を超える場合および記載に不備があり、

意匠を一意に特定できない場合（※）は却下として、電子化を行わず電子化不能メモを付けて

電子記録基準管理班へ返却する。

（【意匠n】の記載に正常なものと電子化不能となるものが混在している場合も一律電子化不能とする）

※以下に具体例を示す。なお、【意匠n】のn（番号）が1からの連番となっていない場合

（番号が飛んでいる、順番が前後している等）はエラーとせずに記載内容をそのまま設定する。

・【意匠n】の個数が100件を超える場合

・【意匠n】のn（番号）の記載がない場合

・【意匠n】のn（番号）が重複する場合

・【意匠n】のn（番号）が数字以外の場合

・【意匠n】のn（番号）が100を超える場合

・【意匠n】の記載がない場合

２．【意匠に係る物品】〔タグ名(NAME-OF-DESIGN-ARTICLE)〕の記載がない場合は却下として、

電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理班へ返却する。

３．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

４．【意匠n】〔タグ名(MULTIPLE-DESIGNS)〕ごとに対応する図面、写真、ひな形、見本いずれかの

記載がない場合（ただし援用の場合を除く）は却下として、電子化を行わず電子化不能メモを付けて

電子記録基準管理班へ返却する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１－１．１９複数意匠 MULTIPLE-DESIGNS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(MULTIPLE-DESIGNS)に

の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①複数意匠

３． 【意匠n】のn（番号）が1か 項番１と同じ。 記載例）

らの連番となっていない場合 【意匠3】

：

【意匠1】

（番号が飛んでいる、

順番が前後している

等）

４． 【意匠n】の個数が100件を超 電子化を行わず電子化不能メ

える場合 モを付けて電子記録基準管理 ３０００

班へ返却する。

５． 【意匠n】のn（番号）の記載 項番４と同じ。 記載例）

がない場合 ３０００ 【意匠】

６． 【意匠n】のn（番号）が重複 項番４と同じ。 記載例）

する場合 ３０００ 【意匠1】

：

【意匠1】

７． 【意匠n】のn（番号）が数字 項番４と同じ。 記載例）

以外の場合 ３０００ 【意匠A】

：

【意匠四】

（アルファベット、

漢数字等による記載）

８． 【意匠n】のn（番号）が100 項番４と同じ。 記載例）

を超える場合 ３０００ 【意匠101】

９． 項目名の記載なし 項番４と同じ。

３０００

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 【意匠1】 ①数字の記載があった場合、

タグ属性「一連番号＝"1"」

① を設定する。
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文書例 ＳＧＭＬ例

【意匠1】① <複数意匠 一連番号="1">
【整理番号】 Ｄ－２００７－０１ <整理番号>Ｄ－２００７－０１</整理番号>
【本意匠の表示】 <本意匠の表示>

【出願番号】 意願００００－００００００ <出願番号>意願００００－００００００</出願番号>
【出願日】 令和００年００月００日 <出願日>令和００年００月００日</出願日>

【整理番号】 Ｇ２０１７－０００１ <整理番号>Ｇ２０１７－０００１</整理番号>

【意匠に係る物品】 安全用スイッチ錠 </本意匠の表示>

<創作者の記事>

【意匠の創作をした者】 <創作者>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 イショウイチロウ <フリガナ>イショウイチロウ</フリガナ>

【氏名】 意匠 一郎 <氏名>意匠 一郎</氏名>

</氏名又は名称情報>

</創作者>

</創作者の記事>

<提出物件の目録>

【提出物件の目録】 <目録>

【物件名】 図面 １ <物件名>図面</物件名>

<通数又は個数>１</通数又は個数>

</目録>

</提出物件の目録>

</複数意匠>

【意匠2】② <複数意匠 一連番号="2">

①【意匠1】の場合、タグ<複数意匠>を設定し、タグ属性「一連番号」に項目名と同じ数字（この場合は"1"）を設定する。

②複数意匠の繰り返しの場合、タグ<複数意匠>を終了し、新たにタグ<複数意匠>を設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．０書類識別 APPLICATION-A636

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A636)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない場合

、電子化は行わず、電化能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない場合

、電子化は行わず、電化能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 類似意匠登録願と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①類似意匠登録 る。

②類似意匠登録申請書

③類似意匠登録願（＊）

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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２．２

特記事項（類似意匠登録出願）

・設定方法、設定規則、条文内容は、個別項目１．２を参照する事。

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

・

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(SPECIAL-MENTION-MAT

の記載 TER-ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①条文

②

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず、電子化不能 ３０００

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。（※）

タグの設定なし。 （※）

（※）書類上に【原出願の表示】の【出願番号】の記載か【特記事項】の記載の何れかが必須記載となるため。

【出願番号】の記載がある場合は、タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．３条 文 ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(ARTICLE)

の記載 を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①条文

②

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず、電子化不能 ３０００

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。（※）

タグの設定なし。 （※）

（※）書類上に【原出願の表示】の【出願番号】の記載か【特記事項】の記載の何れかが必須記載となるため。

【出願番号】の記載がある場合は、タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 【特記事項】の条文の記載 正式名に職権訂正して設定す

あり る。

２． その他条文の内容記載事例 項番１と同じ。

マトリクス参照

３． 上記以外の記載の場合 記載内容をそのまま設定し、 ６０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 内容の記載なし 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。（※）

内容の設定なし。 （※）

（※）書類上に【原出願の表示】の【出願番号】の記載か【特記事項】の記載の何れかが必須記載となるため。

【出願番号】の記載がある場合は、内容の設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．４申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．５申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．６代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

ATTORNEY-GROUP代 理 人

２．７

１．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．１０パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

１．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．１１パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

１．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．１２国 名 NATION

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．１３出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２．１４出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．０書類識別 APPLICATION-A63

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A63)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 商標登録願と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①商標登録 る。

②商標登録申請書

③商標願

④商標出願書又は商標出願

⑤商標登録

⑥商標書

⑦商標登録願（＊）

＊は英数字、記号の場合で

あり、整理番号として扱わず

内容は無視する。

⑧連合商標登録願

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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３．２

特記事項（商標登録）

・特記事項の複数記載について

特記事項は複数記載されてくる場合がある。下にその形態と電子化方法を示す。

(1) 形態

ケース１

【特記事項】 商標法第９条第１項の適用を受けようとする商標登録出願

【特記事項】 商標法第１０条第１項の規定による商標登録出願

ケース２

【特記事項】 商標法第９条第１項の適用を受けようとする商標登録出願

及び商標法第１０条第１項の規定による商標登録出願

(2) 電子化方法

該当の条文をそのまま複数設定する。

ケース１

<特記事項>

<条文>商標法第９条第１項の適用を受けようとする商標登録出願</条文>

<条文>商標１０条第１項の規定による商標登録出願</条文>

</特記事項>

ケース２

<特記事項>

<条文>商標法第９条第１項の適用を受けようとする商標登録出願</条文>

<条文>商標法第１０条第１項の規定による商標登録出願</条文>

</特記事項>
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特記事項の設定方法 ３．２

前提条件

① 別紙のマトリクスに従って実データを設定する。

② 順番性を意識してマトリクスの○内の数字順でなければエラーとする。

③ 出現回数以上の“条”が記載されている場合はエラーとする。（複数記載の場合は出現回数をプラスし

て考える）

④ １項目で複数条文の記載の場合は、商標法が出現する単位とする。

（意匠登録については個別項目１．２を参照のこと）

（職権訂正の範囲として“及び同法”と“同法”を考慮するが、エラーとして修正処理で運用対処とする）

⑤ 商標登録出願において、意匠登録出願の条文が記載されることはない。（意匠登録出願も同じ）
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３．２・条文設定マトリクス（商標登録出願）

ケース １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

5 8意匠法

商標法 ① ① ① ① ① ① ① ① ① ①4 4

１０“条” ② × × × × × × × ×5

１１“条” × × ② ② × × × × × ②

１２“条” × × × × ② × × × × ×

１７“条” × × × × × × ② × ×6 59

６５“条” × × × × × ② × × × ×

６８“条” × ② × × × × × ② × ×

９“条” × × × × × × × × ② ×

の２ × × × × × × ③ × ×6

の３ × × × × × × × ×7 :

１項 ③ ③ × ×3 6 3 3 48 7; 3

２項 × × × ③ × × × ③ × ×

３項 × × × × × × × × × ③

“条”の出現 １ ２ １ １ １ １ ２ ３ １ １

①～③は必須で数字はサーチ順 ～ ；任意で数字はサーチ順 ×；存在したらエラー。3 ;

特記事項条文一覧

ケース１ 商標法第１０条第１項の規定による商標登録出願

ケース２ 商標法第６８条第１項において準用する同法第１０条第１項の規定による防護標章登録出願

ケース３ 商標法第１１条第１項の規定による商標登録出願

ケース４ 商標法第１１条第２項の規定による商標登録出願

ケース５ 商標法第１２条第１項の規定による商標登録出願

ケース６ 商標法第６５条第１項の規定による防護標章登録出願

ケース７ 商標法第１７条の２第１項において準用する意匠法第１７条の３第１項に規定する商標登録出願

ケース８ 商標法第６８条第２項において準用する同法第１７条の２第１項において準用する意匠法第１７

条の３第１項に規定する防護標章登録出願

ケース９ 商標法第９条第１項の規定の適用を受けようとする商標登録出願

ケース10 商標法第１１条第３項の規定による商標登録出願
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

１．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．３条 文 ARTICLE

１．３と同様
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３．４【商標登録を受けようとする商標】

グループ内タグ設定規則

表（３．４）に示すケ─スに該当しない場合は却下として、電子化を行わず電子化不能メモを付けて

電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表（３．４）

ケース 見 本 ※ 【援用の表示】 備 考

図 形 標準文字

ケース１ ○ × ×

ケース２ × ○ ×

ケース３ × × ○ 援用の表示のデータのみ設定。

ケース４ ○ × ○ 援用の表示を規定外の項目とし
て電子化する。

ケース５ × ○ ○ 援用の表示を規定外の項目とし
て電子化する。

ケース６ ○ ○ ○ 援用の表示を規定外の項目とし
て電子化する。

○：記載あり ×：記載なし

※ 上記の見本（標準文字を設定するタグ）の電子化については、補足を参照する事。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
（ケース１）
【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

<イメージ ファイル名="trdmark.jpg" 縦="80" 横="80">
イメージ </商標登録を受けようとする商標>

（ケース２）
【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

ひょうじゅんもじ <イメージ ファイル名="3980001001010001.tiff"
縦="80" 横="80">

</商標登録を受けようとする商標>

（ケース３）
【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

【援用の表示】 ＫＫＫ・・・ <援用の表示>ＫＫＫ・・・ </援用の表示>
</商標登録を受けようとする商標>

（ケース４）
【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

<イメージ ファイル名="trdmark.jpg" 縦="80" 横="80">
イメージ </商標登録を受けようとする商標>

【援用の表示】 ＫＫＫ・・・

（ケース５）
【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

ひょうじゅんもじ <イメージ ファイル名="3980001001010001.tiff"
縦="80" 横="80">

【援用の表示】 ＫＫＫ・・・ </商標登録を受けようとする商標>

（ケース６）
【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

<イメージ ファイル名="trdmark.jpg" 縦="80" 横="80">
イメージ <イメージ ファイル名="3980001001010001.tiff"

縦="80" 横="80">
ひょうじゅんもじ </商標登録を受けようとする商標>

【援用の表示】 ＫＫＫ・・・



5.3.5 - 53

３．４・標準文字に関する電子化設定規則

①、②に示すケ─スに該当しない場合は、標準文字として電子化できない。

①【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標の内容が、特許庁長官が指定した文字である場合は、

文字（コードデータ）で内容を新告示の字形（JIS X 0213:2004）でイメージとして電子化する。

②【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標の内容が、特許庁長官が指定した文字以外が有る場合は、

書面の記載内容をそのままイメージで電子化する。

①

【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

ひょうじゅんもじ <文字>ひょうじゅんもじ</文字>

<イメージ ファイル名="3980001001010001.tiff"

【標準文字】 縦="80" 横="80">

</商標登録を受けようとする商標>

<標準文字>

②

【商標登録を受けようとする商標】 <商標登録を受けようとする商標>

<イメージ ファイル名="3980001001010001.tiff"

ひ ょ う じ ゅ ん も じ

縦="80" 横="80">

【標準文字】 </商標登録を受けようとする商標>

<標準文字>
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３．４

補足

１．前提条件

①商標見本には、見本・標準文字・立体商標がある。

②見本について

・見本は【商標登録を受けようとする商標】、【防護標章登録を受けようとする標章】の直下に記載されて

いる文字・図・写真とし、これらはイメージにより電子化する。

・様式上の見本の大きさは８０ｍｍ平方から１５０ｍｍ平方であるが、電子化後は、８０ｍｍ平方または、

１５０ｍｍ平方とし８０ｍｍ平方より大きい見本は全て１５０ｍｍ平方で電子化する。

・イメージにより電子化した場合は、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下のタグ<イメージ>を設定する。

③標準文字について

・標準文字は【商標登録を受けようとする商標】、【防護標章登録を受けようとする標章】の直下に

【標準文字】の記載があり、文字がある場合とする。文字は新告示の字形（JIS X 0213:2004）で

イメージにより電子化し、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下のタグ<イメージ>を設定する。

イメージ化する際はＩＰＡ明朝フォント（Ver.003.03）を使用し、フォントサイズを１２ポイントとする。

また、文字が上下左右共に中央揃えになるようにイメージ化する。

・以下の場合は文字であっても書面の記載内容をそのままイメージとして電子化する。

・特許庁長官が指定した文字以外が１字でもある場合

・図形と文字が結合して記載されている場合

・縦書きの場合

・２段に渡って記載されている場合

・黒色以外の文字を使用している場合

・文字数が３０字を超えている場合（スペース含む）

・ポイントの異なる文字を使用している場合

・草書体で記載されている場合

・連続して２文字以上のスペースが記載されている場合

・標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エントリでは、タグ<商標登録を受けようとする商標>

配下のタグ<イメージ>を使用して電子化を行うが、移行が未完了の案件の更正申請等では、文字をテキスト

データのまま電子化することも想定される。その場合は、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下のタグ

<文字>に内容を設定する。し、イメージにより電子化した場合は、タグ<イメージ>を設定する。

・なお、標準文字の補正において、手続補正書、手続補正書（方式）で補正対象項目に

【商標登録を受けようとする商標】、【防護標章登録を受けようとする標章】が複数記載されている場合は

問合せを行う。

④立体商標について

・立体商標は【商標登録を受けようとする商標】の直下に【立体商標】の記載がある又は、【防護標章登録を

受けようとする標章】の直下に【立体標章】の記載があり、図・写真（複数あり）がある場合とする。

・直下に記載されている図については、１図につき１イメージで電子化する。

・複数の図面が８０ｍｍ又は１５０ｍｍ四方以内に記載されていた場合には１図として電子化する。

・イメージにより電子化した場合は、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下のタグ<イメージ>を図の

個数分くり返して設定する。

２．イメージの電子化について

商標見本のイメージは以下の規定に従って電子化する。

①見本の場合

・イメージの大きさ

1)８０ｍｍ×８０ｍｍの場合

見本が白黒（２値）の場合：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

見本がｶﾗｰ､ﾊｰﾌﾄｰﾝの場合 ：ＪＰＥＧフォーマット

縦６２９ｄｏｔ×横６２９ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮
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３．４

2)１５０ｍｍ×１５０ｍｍの場合

見本が白黒（２値）の場合：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

見本がｶﾗｰ､ﾊｰﾌﾄｰﾝの場合 ：ＪＰＥＧフォーマット

縦１１８１ｄｏｔ×横１１８１ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮

・規定の大きさ（１５０ｍｍ×１５０ｍｍ）より大きい見本が提出された場合

１５０ｍｍ×１５０ｍｍに縮小して電子化する。（縦横比は変更しない）

②-1 特許庁長官が指定した文字の場合

・イメージの大きさ

1)８０ｍｍ×８０ｍｍ（１５文字以内）の場合

ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

2)８０ｍｍ×１５０ｍｍ（１６文字以上）の場合

ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

②-2 特許庁長官が指定した文字以外で記載された文字の場合

・イメージの大きさ

1)８０ｍｍ×８０ｍｍの場合

文字が白黒（２値）の場合：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

文字がｶﾗｰ､ﾊｰﾌﾄｰﾝの場合 ：ＪＰＥＧフォーマット

縦６２９ｄｏｔ×横６２９ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮

2)１５０ｍｍ×１５０ｍｍの場合

文字が白黒（２値）の場合：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

文字がｶﾗｰ､ﾊｰﾌﾄｰﾝの場合 ：ＪＰＥＧフォーマット

縦１１８１ｄｏｔ×横１１８１ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮

③立体商標

・イメージの大きさ

1)８０ｍｍ×８０ｍｍの場合

立体商標が白黒（２値）の場合：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

立体商標がｶﾗｰ､ﾊｰﾌﾄｰﾝの場合 ：ＪＰＥＧフォーマット

縦６２９ｄｏｔ×横６２９ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮

2)１５０ｍｍ×１５０ｍｍの場合

立体商標が白黒（２値）の場合：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度 ４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

立体商標がｶﾗｰ､ﾊｰﾌﾄｰﾝの場合 ：ＪＰＥＧフォーマット

縦１１８１ｄｏｔ×横１１８１ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮
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３．４

・規定の大きさ（１５０ｍｍ×１５０ｍｍ）より大きい写真が提出された場合

１５０ｍｍ×１５０ｍｍに縮小して電子化する。（縦横比は変更しない）

また、提出された図・写真の中で一つでも縮小して電子化した場合は、他の図についても同一縮尺で

縮小する。

・提出された図・写真の中に一枚でもカラー・ハーフトーンで提出されたものが存在する場合、

全てＪＰＥＧで電子化する。

・複数の図・写真の蓄積

1)願書１頁目に複数の図面が８０ｍｍ又は１５０ｍｍ四方以内に全図が記載されていた場合には、

一図として電子化する。

2)別紙としてＡ４用紙に複数記載された図面は一図毎に電子化する。

3)電子化順は記載された順序とし、欄外に番号が付された場合には番号順とする。

4)横方向に複数の図が記載されて順番が特定できない場合には、向かって左上から右下の順序で

電子化する。

・別紙の

入力順序

１ ２ １ ２ ３

３ ４ ４ ５ ６

５ ６

・左上から右下の順に電子化

Ａ Ｂ Ａ

Ｃ Ｄ Ｂ

Ｅ Ｆ Ｃ

：

Ｆ
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３．４

３．商標登録を受けようとする商標を記載する欄の枠線について

商標を記載する欄を枠線で記載した場合、枠線はイメージとして電子化せず、枠の内側のみを電子化する。

・商標を記載する欄の枠線がほぼ正方形であり、商標の構成要素と思われない場合は、イメージ入力しない。

・下記の記載例を参照し電子化する。

・紛らわしく判断が困難と思われる場合は、電子記録基準管理班データエントリー管理班に問い合わせる。

は記載の枠線（実線） は見本台紙の大きさ（点線）

例１）枠線・文字が共に願書に直接記載されている。 例４）商標見本が願書に貼付されており、その商標

見本に文字の枠線が記載されている。

ＡＢＣ ＡＢＣ

・枠線はイメージ入力しない。 ・文字の枠線・文字をイメージ入力する。

・文字のみイメージ入力する。

例２）文字のみ願書に直接記載されている。 例５）文字のみの商標見本が願書に貼付されている。

ＡＢＣ ＡＢＣ

・文字のみイメージ入力する。 ・文字のみイメージ入力する。

例３）枠線・文字・文字の枠線が共に願書に直接記 例６）願書に枠線の記載があり、商標見本が枠線内

載されている。 に貼付されている。

ＡＢＣ ＡＢＣ

・枠線はイメージ入力しない。 ・枠線はイメージ入力しない。

・文字の枠線・文字をイメージ入力する。 ・文字のみイメージ入力する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．４商標登録を受け TRADEMARK-ARTICLE

ようとする商標

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(TRADEMARK-ARTICLE)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ

①商標を受けようとする商標

②商標を受けようとする標章

③標章を受けようとする標章

④標章を受けようとする商標

⑤防護標章を受けようとする標章

⑥防護標章を受けようとする商標

⑦防護商標を受けようとする標章

⑧防護商標を受けようとする商標

⑨防護標章登録を受けようとする商標

⑩防護商標登録を受けようとする商標

⑪防護商標登録を受けようとする標章

⑫商標を表示した書面

⑬商標見本

⑭商標

⑮見本

⑯商標登録をうけようとする商標

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モをつけて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．５イメージ IMAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. イメージの記載がある場合 タグ名(IMAGE)に置換する。

２. イメージの記載がない場合 タグ名の設定なし。

タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 備 考

１. ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の

縦の長さを設定する。

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の

横の長さを設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．６文 字 CHARACTER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 文字の記載がある場合 タグ名(CHARACTER)を追加す

る。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 文字の記載がある場合 記載内容をそのまま設定する

・標準文字に関する電子化設定規則

①、②に示すケ─スに該当しない場合は、標準文字として電子化できない。

①【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標の内容が、特許庁長官が指定した文字である場合は、

文字（コードデータ）で電子化する。

②【標準文字】の項目があり、商標を受けようとする商標の内容が、特許庁長官が指定した文字以外が有る場合は、

内容をイメージで電子化する。

標準文字対応（Ｓ－Ｈ２８－０００１）以降の新規エント
リでは、標準文字は全てイメージにより電子化するため当
該項目は使用しない。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ

３．７援用の表示 CITATION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CITATION)に置換す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①援用表示

②援用

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載がある場合 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載がない場合 内容の設定なし。

※ 記載が許されるのは、【特記事項】又は【原出願の表示】の記載がある場合のみとする。

それ以外は、電子化は行わず、電子化不能メモを付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班

へ返却となる。

エラーコード：３０００
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．８標準文字 STANDARD-CHARACTER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(STANDARD-CHARACTER)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①標準

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし ５０６０

て原データを付与する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．９立体商標 THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(THREE-DIMENSIONAL-T

の記載（※１） RADEMARK)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①立体

（※１）提出された申請書が、商標登録願（A63）、団体商標登録願（A639）、地域団体商標登録願（A638）

の場合は【立体商標】、防護標章登録願（A632）の場合は【立体標章】。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 内容部は削除し、エラーとし ５０６０

て原データを付与する。
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３．１０
【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

グループ内タグ設定規則

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】（単区分の場合）

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】を１出願に対し、１区分の場合を

例にケース毎に記載する。

表１に示すケ─スに該当しない場合は却下として、電子化を行わず電子化不能メモを

付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表１

項目 【指定商品又は指定 【援用の表示】 【第 類】 【指定商品 指定商品又は 備 考

役務並びに商品 ※ (指定役務)】 指定役務の個別

ｹｰｽ 及び役務の区分】① ② ③ 具体的な名称

ケース１ ○ ○ ○ ○

ケース２ ○ ○ ○ ②項目付与

ケース３ ○ ○ ○ ③項目付与

ケース４ ○ ○ ②③項目付与

ケース５ ○ ○ ○ ①項目付与

ケース６ ○ ○ ①②項目付与

ケース７ ○ ○ ①③項目付与

ケース８ ○ ○

○ ：記載有り ※項目付与の際、職権訂正でスペースを補う。

空欄：記載無し

◎ ケース２，４，６は、項目付与した【第 類】のタグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

エラーコード：５０００
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３．１０

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】（多区分の場合）

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】を１出願に対し、２区分の場合を

例にケース毎に記載する。

表２に示すケ─スに該当しない場合は却下として、電子化を行わず電子化不能メモを

付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

Ａ ：【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品(指定役務)】 Ｄ１：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品(指定役務)】 Ｄ２：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

表２（３．１０）

(ケース１) 全事項に記載有り。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

(ケース２) 【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID設定
設定先
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３．１０

Ａ ：【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品(指定役務)】 Ｄ１：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品(指定役務)】 Ｄ２：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

表２（３．１０）

(ケース３) １区分目の【第 類】 の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ × ○ <商品役務並びに区分>

<類> △

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

(ケース４) １区分目の【指定商品(指定役務)】の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ × ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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３．１０

Ａ ：【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品(指定役務)】 Ｄ１：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品(指定役務)】 Ｄ２：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

表２（３．１０）

(ケース５) １区分目の「指定商品又は指定役務の個別具体的な名称」の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務> △

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

(ケース６) （ケース２＋ケース３）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ × ○ <商品役務並びに区分>

<類> △

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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３．１０

Ａ ：【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品(指定役務)】 Ｄ１：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品(指定役務)】 Ｄ２：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

表２（３．１０）

(ケース７) （ケース２＋ケース４）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ × ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

(ケース８) （ケース２＋ケース５）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務> △

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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３．１０

Ａ ：【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品(指定役務)】 Ｄ１：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品(指定役務)】 Ｄ２：指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

表２（３．１０）

(ケース９) （ケース２＋ケース３＋ケース５）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ×

Ｃ１ ○

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

Ｄ１がなく、Ｂ１（【第○○類】）の記載がない為、Ｃ１（【商品役務】）はタグ<商品役務>に
変換しない。当ケースの場合、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１による１区分は、電子化されない。

(ケース10) （ケース２＋ケース４＋ケース５）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ × ○ <商品役務> △

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品又は指定役務の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１０指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（CLASS-OF-GOODS-AND

の記載 -SERVICE-ART）に置換する。

２． 項目名の記載なし 電子化を行わず、電子化不能 但し、グループ内タグ

メモを付けて電子記録基準管 ３０００ 設定規則に準ずる。

理班データエントリー管理班

へ返却する。

（2)一覧表

項番 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例

１ 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 ①指定商品又は指定役務並びに区分

②指定商品及び商品の区分

⑯指定商品指定役務並びに商品役務の区分 ③指定商品（指定役務）並びに商品の区分

⑰指定商品指定役務並びに商品及び役務区分 ④指定商品（指定役務）並びに役務の区分

⑱指定商品又は指定役務商品役務の区分 ⑤指定役務及び役務の区分

⑲指定商品又は指定役務商品及び役務区分 ⑥指定商品叉は指定役務並びに商品及び役務の区分

⑳指定商品又は指定役務並びに商品役務区分 ⑦指定商品ならびに商品の区分

(21)指定商品指定役務商品役務の区分 ⑧指定商品又は指定役務並びに及び役務の区分

(22)指定商品指定役務商品及び役務区分 ⑨指定商品または指定役務ならびに商品および役務の区分

(23)指定商品指定役務並びに商品役務区分 ⑩指定商標又は指定役務並びに商品及び役務の区分

(24)指定商品又は指定役務商品役務区分 ⑪指定商品指定役務並びに商品及び役務の区分

(25)指定商品指定役務商品役務区分 ⑫指定商品又は指定役務商品及び役務の区分

(26)指定商品または指定役務並びに商品及び役 ⑬指定商品又は指定役務並びに商品役務の区分

務の区分 ⑭指定商品又は指定役務並びに商品及び役務区分

(27)指定商品又は指定役務並びに商品および役 ⑮指定商品指定役務商品及び役務の区分

務の区分

【指定商品又は指定役務並びに ① <指定商品又は指定役務並びに区分>

商品及び役務の区分】 <商品役務並びに区分>

【第５類】 ② <類>5</類>

【指定商品（指定役務）】 薬剤、歯科用材料 <商品役務>薬剤、歯科用材料</商品役務>

</商品役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

【第９類】 <類>9</類>

【指定商品（指定役務）】液晶ディスプレイ <商品役務>液晶ディスプレイを用いたカメラ

を用いたカメラ </商品役務>

</商品役務並びに区分>

</指定商品又は指定役務並びに区分>

①【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の場合、タグ<指定商品又は指定役務並びに区分>で

グループ全体を挟む。

②【第 類】の内容の記載があった場合、繰り返し全体を示すタグ<商品役務並びに区分> が設定され、

繰り返し全体を挟む。

【指定商品又は指定役務並びに <指定商品又は指定役務並びに区分>

商品及び役務の区分】 <援用の表示>ＫＫＫ・・ＫＫＫ</援用の表示>

【援用の表示】 ＫＫＫ・・ＫＫＫ ③ </指定商品又は指定役務並びに区分>

③【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】のグループ中に【援用の表示】のみが記載された場合、

タグ<指定商品又は指定役務並びに区分>の下位項目にタグ<援用の表示>が設定される。



5.3.5 - 71

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１１商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名（GOODS-AND-SERVICE-

の記載 CLASS-GROUP）を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ

①【第×類】

②【×類】

③【×】

④【弟×類】

⑤【第×区分】

⑥【×区分】

⑦【弟×区分】

×は１～３桁の場合を含む。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。



5.3.5 - 72

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１２類 CLASS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CLASS)に置換する。

の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①【第×類】

②【×類】

③【×】

④【弟×類】

⑤【第×区分】

⑥【×区分】

⑦【弟×区分】

×の部分を抜き出し

×は１～３桁の場合を含む。 内容に設定する。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 記載事例 数字部分が１～４５の場合は

①【第１１類】 数字部分を抜き出し内容に設

②【１１類】 定する。

③【１１】

④【弟１１類】 数字部分が１～４５以外の場 ６０４０

⑤【第１１区分】 合は、数字部分を抜き出し内

⑥【１１区分】 容に設定し、タグの属性にエ

⑦【弟１１区分】 ラー識別ＩＤを設定する。

の何れかで数字部分が数字

２桁以内による記載

２． 数字部分が数字３桁以上に 記載内容をそのまま設定し、 ６２００

よる記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 数字部分が空白の場合 全角スペースを設定し、タグ ５０００

の属性にエラー識別ＩＤを設

定する。

４． 上記以外の場合 記載内容をそのまま設定し、 ５０００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。



5.3.5 - 73

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１３商品役務 GOODS-AND-SERVICE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(GOODS-AND-SERVICE)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①指定商品

②指定役務

③指定商品・指定役務

④商品（役務）

⑤商品

⑥役務

⑦指定商品指定役務

⑧指定商品（指定役務

⑨指定商品指定役務）

⑩指定商品又は指定役務

⑪指定商品及び指定役務

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０ 但し、グループ内タグ

メモを付けて電子記録基準管 設定規則に準ずる。

理班データエントリー管理班

へ返却する。

タグの属性にエラー識別ＩＤ ５０００

を設定する。



5.3.5 - 74

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１４申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１５申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 75

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１６代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１７代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 76

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．１９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 77

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．２０パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

１．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．２１パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

１．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．２２国 名 NATION

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．２３出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３．２４出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様



5.3.5 - 78

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．０書類識別 APPLICATION-A639

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A639)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 79

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 団体商標登録願と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①団体商標登録 る。

②団体商標登録申請書

③団体商標登録願（＊）

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 80

特記事項（団体商標登録出願） ４．２

・設定方法、設定規則、条文内容は、個別項目３．２を参照する事。

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

１．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．３条 文 ARTICLE

１．３と同様



5.3.5 - 81

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．４商標登録を受け TRADEMARK-ARTICLE

ようとする商標

３．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．５イメージ IMAGE

３．５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．６文 字 CHARACTER

３．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．７援用の表示 CITATION

３．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．８標準文字 STANDARD-CHARACTER

３．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．９立体商標 THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK

３．９と同様



5.3.5 - 82

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１０指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

３．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１１商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

３．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１２類 CLASS

３．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１３商品役務 GOODS-AND-SERVICE

３．１３と同様



5.3.5 - 83

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１４申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１５申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 84

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１６代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１７代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 85

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．１９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 86

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．２０パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

１．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．２１パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

１．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．２２国 名 NATION

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．２３出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４．２４出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様



5.3.5 - 86 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

電子記録基準能メモを付けて

データエントリー管理管理班

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 地域団体商標登録願と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①地域団体商標登録 る。

②地域団体商標登録申請書

③地域団体商標登録願（＊）

④団体地域商標登録

⑤団体地域商標登録申請書

⑥団体地域商標登録願（＊）

⑦団体地域商標登録願

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

電子記録基準管メモを付けて

データエントリー管理班理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 86 - 2

４－１．２特記事項（地域団体商標登録出願）

・設定方法、設定規則、条文内容は、個別項目３．２を参照する事。

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

１．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．３条 文 ARTICLE

１．３と同様



5.3.5 - 86 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．４商標登録を受け TRADEMARK-ARTICLE

ようとする商標

３．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．５イメージ IMAGE

３．５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．６文 字 CHARACTER

３．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．７援用の表示 CITATION

３．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．８標準文字 STANDARD-CHARACTER

３．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．９立体商標 THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK

３．９と同様



5.3.5 - 86 - 4

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１０指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

３．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１１商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

３．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１２類 CLASS

３．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１３商品役務 GOODS-AND-SERVICE

３．１３と同様



5.3.5 - 86 - 5

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１４申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１５申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 86 - 6

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１６代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１７代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 86 - 7

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．１９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 86 - 8

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．２０パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

１．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．２１パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

１．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．２２国 名 NATION

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．２３出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４－１．２４出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様



5.3.5 - 87

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．０書類識別 APPLICATION-A632

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A632)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 88

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 防護標章登録願と記載 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①防護標章登録 る。

②防護標章登録申請書

③防護標章登録願（＊）

④団体防護標章登録願

⑤地域団体防護標章登録願

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 89

特記事項（防護標章登録願） ５．２

・設定方法、設定規則、条文内容は、個別項目３．２を参照する事。

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．２特記事項 SPECIAL-MENTION-MATTER-ARTICLE

１．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．３条 文 ARTICLE

１．３と同様



5.3.5 - 90

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．４商標登録を受け TRADEMARK-ARTICLE

ようとする商標

３．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．５イメージ IMAGE

３．５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．６文 字 CHARACTER

３．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．７援用の表示 CITATION

３．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．８標準文字 STANDARD-CHARACTER

３．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．９立体商標 THREE-DIMENSIONAL-TRADEMARK

３．９と同様



5.3.5 - 91

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１０指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

３．１０と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１１商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

３．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１２類 CLASS

３．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１３商品役務 GOODS-AND-SERVICE

３．１３と同様



5.3.5 - 92

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１４商標登録の TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER

登録番号

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TRADEMARK-REGISTRAT

の記載 ION-NUMBER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①防護標章登録出願に関る

商標登録の登録番号
②防護商標登録出願に関る

商標登録の登録番号
③防護商標登録出願に関る

登録番号
④防護標章登録出願に関る

登録番号

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 例１ 商標登録第4000001号を内容
商標登録第4000001号 に設定する。

① ②

２． 例２ 商標登録第4000001号の１を
商標登録第4000001号の１ 内容に設定する。

① ②

３． 例３（公報表記） Ｔ４０００００１を内容に設
Ｔ ４０００００１ 定する。

②

４． 例４（公報表記） Ｔ４０００００１－１を内容
Ｔ ４０００００１ －１ に設定する。

②

５． その他内容の記載事例 「商標登録」に変換して設定
①について する。
(1)四法職権テーブルに

ある場合
(2)四法職権テーブルに

ない場合
(3)四法の記載がない場合

６． ②について ”補足”の通り電子化を行う 補足参照

７． ①②以外の記載について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)「防護標章登録番号」の タグの属性にエラー識別ＩＤ

記載がある場合 を設定する。
(2)「／」の記載がある場合

８． 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ

返却する。

補 足：次 紙 参 照
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【防護標章登録出願に係る ５．１４
商標登録の登録番号】 の電子化

前提条件
・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、“…”の何れかの記載があれば、“の”に変換する。“の”の記載が
ある場合はそのまま設定する。

但し、公報表記の場合は、“ノ”と“～”、“ー”、“…”、“の”の何れかの記載があれば、“－”に設定する。
“－”の記載がある場合はそのまま設定する。

エラー
第 の 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ の以降の 処理３ 識別

の文字 文字 ＩＤ

○ ○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
場合 にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理 ３０５０
班データエントリー管理班へ返却する。

× ○ 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理 ３０５０
班データエントリー管理班へ返却する。

○ × あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。
場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理 ３０５０
班データエントリー管理班へ返却する。

× × 数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が１～７桁以
内の記載

数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が８桁以上の
記載

数字部分の記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載がない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準管理 ３０５０
班データエントリー管理班へ返却する。

説 明：
○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）
×：出現しない場合
第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。
間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は最初に出現した数字）それ以降で最初に出現した

“号”・“の”何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”がない場合は無いことになる。
の以降の文字：最初に出現した“第”からそれ以降でさらに最初に出現した“号”・“の”何れか以降の文字列を言う。

“号”・“の”がない場合は無いことになる。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１５申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１６申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 95

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 96

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．１９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５．２０変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．０書類識別 APPLICATION-A633

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A633)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 防護標章登録に基づく権利存 記載内容をそのまま設定する

続期間更新登録願

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①防護標章登録に基ずく権利 る。

存続期間更新登録願

②防護商標登録に基づく権利

存続期間更新登録願

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．２商標登録の TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER

登録番号

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TRADEMARK-REGISTRAT

の記載 ION-NUMBER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①防護商標登録の登録番号

②防護商標登録登録番号

③防護標章登録登録番号

④防護商標の登録番号

⑤防護商標登録番号

⑥防護標章の登録番号

⑦防護標章登録番号

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 例１ 商標登録第4000001号の防護

商標登録第4000001号 標章登録第1号を内容に設定

する。

① ②

の防護標章登録 第1号

③ ④

２． 例２（公報表記） Ｔ４０００００１／０１を

Ｔ ４０００００１ ／０１ 内容に設定する。

⑤ ② ④

次頁に続く
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６．２(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

３． その他内容の記載事例 「商標登録」に変換して設定

①について する。

(1)四法職権テーブルに

ある場合

(2)四法職権テーブルに

ない場合

(3)四法の記載がない場合

４． ②について ”補足”の通り電子化を行う 補足参照

５． ③について 「防護標章登録」と設定する

「防護標章」又は「防護」

と記載の場合

③について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

「防護標章」又は「防護」 タグの属性にエラー識別ＩＤ

以外の記載の場合 を設定する。

６． ④について そのまま設定する。

「１～３桁」の場合

④について 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

「４桁」以上の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

④について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

上記以外の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

７． ⑤について 「Ｔ」を付加する。

「Ｔ」がない場合で

「／」が付いている場合

⑤について そのまま設定し、タグの属性 ５０４０

「Ｔ」がない場合で にエラー識別ＩＤを設定する

「／」も付いていない場合 。

８． ③④について そのまま設定し、タグの属性 ５０４０

記載がない場合 にエラー識別ＩＤを設定する

。

９． 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

補 足：

次 紙 参 照
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【防護標章登録 ６．２
の登録番号】 の電子化

前提条件
・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、“…”の何れかの記載があれば、“の”に変換する。“の”の記載が
ある場合はそのまま設定する。

但し、公報表記の場合は、“ノ”と“～”、“ー”、“…”、“の”の何れかの記載があれば、“／”に設定する。
“／”の記載がある場合はそのまま設定する。

エラー
第 の 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ の以降の 処理３ 識別

の文字 文字 ＩＤ

○ ○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
場合 にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準 ３０５０
管理班データエントリー管理班へ返却する。

× ○ 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準 ３０５０
管理班データエントリー管理班へ返却する。

○ × あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。
場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準 ３０５０
管理班データエントリー管理班へ返却する。

× × 数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が１～７桁以
内の記載

数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が８桁以上の
記載

数字部分の記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載がない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 電子化を行わず電子化不能メモを付けて電子記録基準 ３０５０
管理班データエントリー管理班へ返却する。

説 明：
○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）
×：出現しない場合
第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。
間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は、最初に出現した数字）それ以降で最初に出現

した“号”・“の”（公報表記の場合は、“／”）何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”が
ない場合は無いことになる。

の以降の文字：最初に出現した“第”からそれ以降でさらに最初に出現した“号”・“の”何れか以降の文字列を
言う。“号”・“の”がない場合は無いことになる。公報表記の場合は、“／”とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．３指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（CLASS-OF-GOODS-AND

の記載 -SERVICE-ART）に置換する。

２． 項目名の記載なし タグの設定なし

（2)一覧表

項番 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例

１ 商品及び役務の区分 商品（役務）並びに区分

【商品及び役務の区分】① <指定商品又は指定役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

【第５類】 ② <類>5</類>

</商品役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

【第９類】 <類>9</類>

</商品役務並びに区分>

</指定商品又は指定役務並びに区分>

①【商品及び役務の区分】の場合、タグ<指定商品又は指定役務並びに区分>でグループ全体を挟む。

②【第 類】の記載があった場合、繰り返し全体を示すタグ<商品役務並びに区分> が設定され、

繰り返し全体を挟む。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．４商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名（GOODS-AND-SERVICE-

の記載 CLASS-GROUP）を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ

①【第×類】

②【×類】

③【×】

④【弟×類】

⑤【第×区分】

⑥【×区分】

⑦【弟×区分】

×は１～３桁の場合を含む。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．５類 CLASS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CLASS)に置換する。

の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①【第×類】

②【×類】

③【×】

④【弟×類】

⑤【第×区分】

⑥【×区分】

⑦【弟×区分】

×の部分を抜き出し

×は１～３桁の場合を含む。 内容に設定する。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 記載事例 数字部分が１～４５の場合は

①【第１１類】 数字部分を抜き出し内容に設

②【１１類】 定する。

③【１１】

④【弟１１類】 数字部分が１～４５以外の場 ６０４０

⑤【第１１区分】 合は、数字部分を抜き出し内

⑥【１１区分】 容に設定し、タグの属性にエ

⑦【弟１１区分】 ラー識別ＩＤを設定する。

の何れかで数字部分が数字

２桁以内による記載

２． 数字部分が数字３桁以上に 記載内容をそのまま設定し、 ６２００

よる記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 数字部分が空白の場合 全角スペースを設定し、タグ ５０００

の属性にエラー識別ＩＤを設

定する。

４． 上記以外の場合 記載内容をそのまま設定し、 ５０００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．６申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．７申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．８代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．９代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

６．１０変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

６．１１・項目名（日本語標準名） ・タグ名

ATTORNEY-CHANGE-GROUP変更する代理人

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．０書類識別 APPLICATION-A634

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A634)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 書換登録申請書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①書換登録 る。

②書換登録願

③

④

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．２商標登録の TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER

登録番号

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TRADEMARK-REGISTRAT
の記載 ION-NUMBER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①商標登録の番号
②商標の登録番号
③商標登録番号
④登録番号

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

重複登録商標に係る商標権存 ３０００
続期間更新登録願の場合、
電子化は行わず電子化不能メ
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 例１ 商標登録第4000001号を内容
商標登録第4000001号 に設定する。

① ②

２. 例２ 商標登録第4000001号の1の1
商標登録第4000001号の1の1 を内容に設定する。

① ②

３． 例３（公報表記） Ｔ４０００００１を内容に
Ｔ ４０００００１ 設定する。

②

４． 例４（公報表記） Ｔ４０００００１－１を内容
Ｔ ４０００００１ －１ に設定する。

②

５． その他内容の記載事例 「商標登録」に変換して設定
①について する。
(1)四法職権テーブルに
ある場合
(2)四法職権テーブルに
ない場合
(3)四法の記載がない場合

６． ②について ”補足”の通り電子化を行う 補足参照

７． ①②以外の記載について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
(1)「防護標章登録番号」の タグの属性にエラー識別ＩＤ

記載がある場合 を設定する。
(2)「／」の記載がある場合

８． 内容の記載なし 内容を設定せず、タグの属性 ５０００
にエラー識別ＩＤを設定する

補 足：

次 紙 参 照
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【商標登録の登録番号】 の電子化 ７．２

前提条件

・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、“…”の何れかの記載があれば、“の”に変換する。“の”の記載が

ある場合はそのまま設定する。

但し、公報表記の場合は、“ノ”と“～”、“ー”、“…”、“の”の何れかの記載があれば、“－”に設定する。
“－”の記載がある場合はそのまま設定する。

第 の 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ の以降の 処理３ エラー識別
の文字 文字 ＩＤ

○ ○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
場合 にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

× ○ 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

○ × あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。
場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

× × 数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が１～７桁以
内の記載

数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が８桁以上の
記載

数字部分の記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載がない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

説 明：
○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）
×：出現しない場合
第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。
間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は最初に出現した数字）それ以降で最初に出現した

“号”・“の”何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”がない場合は無いことになる。
の以降の文字：最初に出現した“第”からそれ以降でさらに最初に出現した“号”・“の”何れか以降の文字列を言う。

“号”・“の”がない場合は無いことになる。
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７．３
【書換登録を受けようとする指定商品

並びに商品及び役務の区分】

グループ内タグ設定規則

【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】（単区分の場合）

【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】を１申請に対し、１区分の場合を

例にケース毎に記載する。

文 書 例 ＳＧＭＬ

【書換登録を受けようとする指定 <指定商品又は指定役務並びに区分>

商品並びに商品及び役務の区分】 <商品役務並びに区分>

【第○○類】 <類>○○</類>

【指定商品】 指定商品の個別具体的な名称 <商品役務>指定商品の個別具体的な名称

</商品役務並びに区分>

</指定商品又は指定役務並びに区分>

【第○○類】の項目から、繰り返しを示すタグ<商品役務並びに区分>と内容を設定するタグ <類>が設定される。

表１

項目 【書換登録を受けよ 【第 類】 【指定商品】 指定商品の個別 備 考
うとする指定商品並 ※ 具体的な名称

ｹｰｽ びに商品及び役務の ② ③
区分】 ①

ケース１ ○ ○ ○ ○

ケース２ ○ ○ ○ ②項目付与し、②のタグに
ｴﾗｰ識別ID設定

ケース３ ○ ○ ○ ③項目付与

ケース４ ○ ○ ○

ケース５ ○ ○ ②③項目付与し、②のタグ
にｴﾗｰ識別ID設定

ケース６ ○ ○ ③項目付与し、③のタグに
ｴﾗｰ識別ID設定

ケース７ ○ ○ ②項目付与し、②のタグに
ｴﾗｰ識別ID設定

ケース８ ○ ①のタグにｴﾗｰ識別ID設定

ケース９ ○ ○ ○ ①項目付与

ケース10 ○ ○ ①②項目付与し、②のタグ
にｴﾗｰ識別ID設定

ケース11 ○ ○ ①③項目付与

ケース12 ○ ○ ①項目付与

ケース13 ○ ①③項目付与し、③のタグ
にｴﾗｰ識別ID設定

ケース14 ○ ①②項目付与し、②のタグ
にｴﾗｰ識別ID設定

ケース15 ①項目付与し、①のタグに
ｴﾗｰ識別ID設定

○ ：記載有り ※項目付与の際、職権訂正でスペースを補う。
空欄：記載無し

◎ ケース２、５、６、７、８、１０、１３、１４、１５は項目付与したのタグの属性にエラー

識別ＩＤを設定する。エラーコード：５０００
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７．３

【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】（多区分の場合）

【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】を１申請に対し、２区分の場合を

例にケース毎に記載する。

Ａ ：【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品】 Ｄ１：指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品】 Ｄ２：指定商品の個別具体的な名称

表２（７．３）

(ケース１) 全事項に記載有り。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

(ケース２) 【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID設定
設定先
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７．３

Ａ ：【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品】 Ｄ１：指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品】 Ｄ２：指定商品の個別具体的な名称

表２（７．３）

(ケース３) １区分目の【第 類】 の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ × ○ <商品役務並びに区分>

<類> △

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

(ケース４) １区分目の【指定商品】の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ × ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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７．３

Ａ ：【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品】 Ｄ１：指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品】 Ｄ２：指定商品の個別具体的な名称

表２（７．３）

(ケース５) １区分目の「指定商品の個別具体的な名称」の記載無し。

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務> △

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

(ケース６) （ケース２＋ケース３）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ × ○ <商品役務並びに区分>

<類> △

Ｃ１ ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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７．３

Ａ ：【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品】 Ｄ１：指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品】 Ｄ２：指定商品の個別具体的な名称

表２（７．３）

(ケース７) （ケース２＋ケース４）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ × ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

(ケース８) （ケース２＋ケース５）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ ○ <商品役務> △

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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Ａ ：【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品】 Ｄ１：指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品】 Ｄ２：指定商品の個別具体的な名称

表２（７．３）

(ケース９) （ケース２＋ケース３＋ケース５）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ×

Ｃ１ ○

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｄ１がなく、Ｂ１（【第○○類】）の記載がない為、Ｃ１（【商品役務】）は、タグ<商品役務>に
変換しない。当ケースの場合、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１による１区分は、電子化されない。

(ケース10) （ケース２＋ケース４＋ケース５）

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ × ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ１ × ○ <商品役務> △

Ｄ１ ×

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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Ａ ：【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】

Ｂ１：【第○○類】

Ｃ１：【指定商品】 Ｄ１：指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２：【第○○類】

Ｃ２：【指定商品】 Ｄ２：指定商品の個別具体的な名称

表２（７．３）

(ケース11) １区分目の【第○○類】と【指定商品】の記載無し

記載の有無 項目付与 変 換 先 タ グ ｴﾗｰ時の属性
設定先

Ａ ○ <指定商品又は指定役務並びに区分>

Ｂ１ × ○ <商品役務並びに区分>

<類> △

Ｃ１ × ○ <商品役務>

Ｄ１ ○ 指定商品の個別具体的な名称

Ｂ２ ○ <商品役務並びに区分>

<類>○○

Ｃ２ ○ <商品役務>

Ｄ２ ○ 指定商品の個別具体的な名称

記載の有無 ○：記載有り ×：記載無し

項目付与 ○：項目付与する 空欄：そのまま設定

ｴﾗｰ時の属性 △：エラー識別ID（５０００）設定
設定先
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．３指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【書換登録を受けようとする タグ名（CLASS-OF-GOODS-AND 「書換登録申請書」、

指定商品並びに商品及び役務 -SERVICE-ART）に置換する。 「防護標章登録に基づ

の区分】の記載有り く権利書換登録申請

書」の場合

２. 【申立に係る指定商品又は役 項番１と同じ。 「異議申立書」の場合

務並びに商品及び役務の区

分】の記載有り

３． 項目名の記載なし タグの設定なし 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。

（2)一覧表

項番 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例

１ 書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及 書換登録を受けようとする指定商品並びに区分

び役務の区分 指定商品又は指定役務並びに区分

指定商品及び商品の区分

指定商品（指定役務）並びに商品の区分

指定商品（指定役務）並びに役務の区分

書換登録を受けようとする指定商品

２ 申立に係る指定商品又は役務並びに商品及び役務 申立に係る指定商品又は役務並びに区分

の区分 指定商品又は指定役務並びに区分

指定商品及び商品の区分

指定商品（指定役務）並びに商品の区分

指定商品（指定役務）並びに役務の区分

申立に係る指定商品

文書例 ＳＧＭＬ

【書換登録を受けようとする ① <指定商品又は指定役務並びに区分>

指定商品並びに商品及び役務の区分】 <商品役務並びに区分>

【第５類】② <類>5</類>

【指定商品】 薬剤、歯科用材料 <商品役務>薬剤、歯科用材料</商品役務>

</商品役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

【第９類】 <類>9</類>

【指定商品】液晶ディスプレイを用いたカメラ <商品役務>液晶ディスプレイを用いたカメラ

</商品役務>

</商品役務並びに区分>

</指定商品又は指定役務並びに区分>

①【書換登録を受けようとする指定商品並びに商品及び役務の区分】の場合、タグ<指定商品又は指定役務並び

に区分>でグループ全体を挟む。

②【第 類】の記載があった場合、繰り返し全体を示すタグ<商品役務並びに区分> が設定され、

繰り返し全体を挟む。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．４商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 【第××類】の記載有り タグ名（GOODS-AND-SERVICE-

CLASS-GROUP）に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ

①【第×類】

②【×類】

③【×】

④【弟×類】

⑤【第×区分】

⑥【×区分】

⑦【弟×区分】

×は１～３桁の場合を含む。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。



5.3.5 - 122

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．５類 CLASS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 【第××類】の記載有り タグ名(CLASS)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①【第×類】

②【×類】

③【×】

④【弟×類】

⑤【第×区分】

⑥【×区分】

⑦【弟×区分】

×の部分を抜き出し

×は１～３桁の場合を含む。 内容に設定する。

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 記載事例 数字部分が１～４５の場合は

①【第１１類】 数字部分を抜き出し内容に設

②【１１類】 定する。

③【１１】

④【弟１１類】 数字部分が１～４５以外の場 ６０４０

⑤【第１１区分】 合は、数字部分を抜き出し内

⑥【１１区分】 容に設定し、タグの属性にエ

⑦【弟１１区分】 ラー識別ＩＤを設定する。

の何れかで数字部分が数字

２桁以内による記載

２． 数字部分が数字３桁以上に 記載内容をそのまま設定し、 ６２００

よる記載 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 数字部分が空白の場合 全角スペースを設定し、タグ ５０００

の属性にエラー識別ＩＤを設

定する。

４． 上記以外の場合 記載内容をそのまま設定し、 ５０００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．６商品役務 GOODS-AND-SERVICE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(GOODS-AND-SERVICE)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①指定商品

②指定役務

③指定商品・指定役務

④商品（役務）

⑤商品

⑥役務

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。 但し、グループ内タグ

設定規則に準ずる。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし タグの属性にエラー識別ＩＤ ５０００ 但し、グループ内タグ

を設定する。 設定規則に準ずる。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．７申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．８申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 125

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．９代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．１０代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 126

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．１１変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７．１２変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．０書類識別 APPLICATION-A635

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A635)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 防護標章登録に基づく権利書 記載内容をそのまま設定する

換登録申請書

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①防護標章登録に基ずく権利 る。

書換登録申請書

②防護商標登録に基づく権利

書換登録申請書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．２商標登録の TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER

登録番号

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TRADEMARK-REGISTRAT

の記載 ION-NUMBER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①防護商標登録の登録番号

②防護商標登録登録番号

③防護標章登録登録番号

④防護商標の登録番号

⑤防護商標登録番号

⑥防護標章の登録番号

⑦防護標章登録番号

３． 項目名の記載なし タグ名を設定しない。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 例１ 商標登録第4000001号の防護

商標登録第4000001号 標章登録第1号を内容に設定

する。

① ②

の防護標章登録 第1号

③ ④

２． 例２（公報表記） Ｔ４０００００１／０１を

Ｔ ４０００００１ ／０１ 内容に設定する。

⑤ ② ④

次頁に続く
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８．２(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

３． その他内容の記載事例 「商標登録」に変換して設定

①について する。

(1)四法職権テーブルに

ある場合

(2)四法職権テーブルに

ない場合

(3)四法の記載がない場合

４． ②について ”補足”の通り電子化を行う 補足参照

５． ③について 「防護標章登録」と設定する

「防護標章」又は「防護」

と記載の場合

③について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

「防護標章」又は「防護」 タグの属性にエラー識別ＩＤ

以外の記載の場合 を設定する。

６． ④について そのまま設定する。

「１～３桁」の場合

④について 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

「４桁」以上の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

④について 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

上記以外の場合 タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

７． ⑤について 「Ｔ」を付加する。

「Ｔ」がない場合で

「／」が付いている場合

⑤について そのまま設定し、タグの属性 ５０４０

「Ｔ」がない場合で にエラー識別ＩＤを設定する

「／」も付いていない場合 。

８． ③④について そのまま設定し、タグの属性 ５０４０

記載がない場合 にエラー識別ＩＤを設定する

。

９． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する

補 足：

次 紙 参 照
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【防護標章登録

の登録番号】 の電子化 ８．２

前提条件

・“ノ”と“－”、“～”、“ー”、“…”の何れかの記載があれば、“の”に変換する。“の”の記載が

ある場合はそのまま設定する。

但し、公報表記の場合は、“ノ”と“～”、“ー”、“…”の何れかの記載があれば、“／”に変換する。
“／”の記載がある場合はそのまま設定する。

第 の 第以前 処理１ 間の文字 処 理２ の以降の 処理３ エラー識別
の文字 文字 ＩＤ

○ ○ あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
場合 にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

× ○ 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁 ある場合 そのまま設定。
にスペースを補う。

ない場合 設定なし。

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

○ × あった 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。 ５０４０
場合

ない 数字１～７桁 ７桁未満の場合は上位桁にスペースを補う。
場合

数字８桁以上 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

数字以外の 記載内容をそのまま設定し、 ２０００
記載 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

× × 数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が１～７桁以
内の記載

数字を含む記 記載内容をそのまま設定し、 ５２００
載で数字部分 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。
が８桁以上の
記載

数字部分の記 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０
載がない場合 タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記載なし 内容を設定せず、 ５０００
タグの属性にエラー識別IDを設定する

説 明：
○：出現した場合（複数記載は無視し、最初のものを出現したと見なす）
×：出現しない場合
第以前の文字：四法を除いて最初に出現した“第”より手前の文字列を言う。“第”がない場合は無いこと

になる。
間の文字 ：最初に出現した“第”から（第の文字がない場合は最初に出現した数字）それ以降で最初に出現

した“号”・“の”（公報表記の場合“／”）何れかまでの文字列を言う。“号”・“の”がな
い場合は無いことになる。

の以降の文字：最初に出現した“第”からそれ以降でさらに最初に出現した“号”・“の”何れか以降の文字列
を言う。“号”・“の”がない場合は無いことになる。公報表記の場合“／”とする。



5.3.5 - 132

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．３指定商品又は指定 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

役務並びに区分

７．３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．４商品役務並び GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

に区分

７．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．５類 CLASS

７．５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．６商品役務 GOODS-AND-SERVICE

７．６と同様



5.3.5 - 133

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．７申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．８申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 134

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．９代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．１０代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 135

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８．１１変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

８．１２・項目名（日本語標準名） ・タグ名

ATTORNEY-CHANGE-GROUP変更する代理人

１．９と同様



5.3.5 - 135 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．０書類識別 APPLICATION-A637

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A637)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

電子記録基準能メモを付けて

データエントリー管理管理班

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 135 - 2

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

電子記録基準能メモを付けて

データエントリー管理管理班

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 重複登録商標に係る商標権存 記載内容をそのまま設定する

続期間更新登録願

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①重複登録商標に係る商標権 る。

存続期間更新登録

②重複登録商標に係る商標権

存続期間更新登録申請書

③重複登録商標に係る商標権

存続期間更新登録（＊）

＊は英数字、記号の場合

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

電子記録基準管メモを付けて

データエントリー管理班理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 135 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．２商標登録の TRADEMARK-REGISTRATION-NUMBER

登録番号

７．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 135 - 4

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 135 - 5

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８－１．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

８－１．８・項目名（日本語標準名） ・タグ名

ATTORNEY-CHANGE-GROUP変更する代理人

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．０書類識別 APPLICANT-A711

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICANT-A711)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 137

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願人名義変更届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①意匠名義変更届 る。

②商標名義変更届

③共有契約名義変更届

④共有加入名義変更届

⑤共有承諾名義変更届

⑥持分放棄による名義変更届

⑦名義変更届

⑧

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 138

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 139

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 140

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．６事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE
の記事

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICANT-OF-CASE-A
の記載 RTICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載がなし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。

（※１）

タグの設定なし。
（※２）

（※１）書類名が下記の表中の場合、「事件の出願人の記事」か「手続した代理人の記事」のどちらか
一方が必須記載となるため【代理人】の記載がない場合は、電子記録基準管理班データエントリー管理班
へ返却する。

書類名 ＼ 項目名 事件の出願人の記事 手続した代理人の記事

「復代理人変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人選任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権消滅届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人解任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権変更届」 【手続をした者】 【代理人】

（※２）上記表中の５書類に【代理人】の記載がある場合、又は上記表中の５書類以外の書類の場合はタグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 ① <事件の出願人>
【事件との関係】 意匠登録出願人 <事件との関係>意匠登録出願人</事件との関係>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ② <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
<代表者情報>

<代表者>
【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表取締役】 代表 太郎 ③ <代表者識別>代表取締役</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>
日本 <国籍>日本</国籍>【国籍・地域】

【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７

</連絡先>
</事件の出願人>

【手続をした者】 ④ <事件の出願人>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク ジロウ <フリガナ>ソウサク ジロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>

①【手続をした者】の場合、グループを示すタグ<事件の出願人>でグループ全体を挟み、グループの繰り返しを示すタグ<
事件の出願人の記事>で繰り返し全体を挟む。
② 【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。
その記載内容は、タグ<氏名又は名称></氏名又は名称>で記載する。
③【代表者】の場合、タグ<代表者>でグループの繰り返しを示し、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟む。

項目の内容は、タグ<代表者識別></代表者識別>で記載。項目の記載内容は、タグ<氏名></氏名>で記載。
④【手続をした者】の繰り返しの場合、タグ<事件の出願人の記事>は設定されない。



5.3.5 - 141

９．７

・事件の出願人（【手続をした者】等）

グループ内タグ設定規則

書類名が下記の表中の場合、「事件の出願人の記事」か「手続した代理人の記事」のどちらか
一方が必須記載となるため、両方の記載がない場合は電子記録基準管理班データエントリー管理班
へ返却する。

書類名 ＼ 項目名 事件の出願人の記事 手続した代理人の記事

「復代理人変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人選任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権消滅届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人解任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「手続した代理人の記事」がない場合、「事件の出願人の記事」の項目は以下に示すグループ内

タグ設定規則にそって電子化をしなければならない。

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（９．７）にしめすケースに該当しない場合は却下として、電子化を行なわず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表（９．７）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

ケース６ ○

○：記載あり 空白：記載なし

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 <事件の出願人>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>



5.3.5 - 142

９．７

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 <事件の出願人>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 <事件の出願人>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 <事件の出願人>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 <事件の出願人>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<事件の出願人の記事>

【手続をした者】 <事件の出願人>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</事件の出願人>

</事件の出願人の記事>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．７事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICANT-OF-CASE-G

の記載 ROUP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表
参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

（※１）

タグの設定なし。

（※２）

（※１）書類名が下記の表中の場合、「事件の出願人の記事」か「手続した代理人の記事」のどちらか

一方が必須記載となるため【代理人】の記載がない場合は電子記録基準管理班データエントリー管理班

へ返却する。

書類名 ＼ 項目名 事件の出願人の記事 手続した代理人の記事

「復代理人変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人選任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権消滅届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人解任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権変更届」 【手続をした者】 【代理人】

（※２）上記表中の５書類に【代理人】の記載がある場合、又は上記表中の５書類以外の書類の場合はタグの設定なし。
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９．７

書類別項目記載事例一覧表

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

９ 出 願 人 名 義 変 更 届 譲渡人 譲渡者・譲渡する者・譲渡する人

・譲渡した者・譲渡した人・一部譲渡人

・共有承諾者・被承継人

１０ 出願人名義変更届 被承継人

（一般承継）

１１ 出願人名義変更届 譲渡人 譲渡者・譲渡する者・譲渡する人

（特例商標登録出願） ・譲渡した者・譲渡した人・一部譲渡人

・共有承諾者・被承継人

１２ 出願人名義変更届 被承継人

（特例商標登録出願）

（一般承継）

１３ 書換登録申請者名義 譲渡人 譲渡者・譲渡する者・譲渡する人

変更届 ・譲渡した者・譲渡した人・一部譲渡人

・共有承諾者・被承継人

１９ 代 理 人 受 任 届 手続をした者 手続者・手続人・手続をする者・手続をする者

・審判請求人・手続きをした者・手続をした者

・出願人・請求人・出願者・手続した者

・手続をしたもの

２０ 代 理 人 辞 任 届 手続をした者 同 上

２４ 復 代 理 人 変 更 届 手続をした者 同 上

２５ 復 代 理 人 選 任 届 手続をした者 同 上

２６ 復 代 理 権 消 滅 届 手続をした者 同 上

２７ 復 代 理 人 受 任 届 手続をした者 同 上

２８ 復 代 理 人 辞 任 届 手続をした者 同 上

２９ 復 代 理 人 解 任 届 手続をした者 同 上

３０ 復 代 理 権 変 更 届 手続をした者 同 上

７０ 審 判 請 求 書 被請求人 被請求者

１０１ 判 定 請 求 書 被請求人 同 上

１０２ 答 弁 書 請求人 請求者・審判請求者・審判人・判定請求人

１０３ 弁 駁 書 被請求人 被請求者
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．８事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-OF-CASE-AR
の記載 TICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
<事件の出願人の代理人の記事>

【譲渡人代理人】 ① <事件の出願人の代理人 代理人識別＝”代理人”>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>

【弁理士】 <弁理士>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ② <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
<代表者情報>

<代表者>
【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表者】 代表 太郎 ③ <代表者識別>代表者</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>
【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７
【代理関係の特記事項】 創作 太郎の代理人である </連絡先>

<代理関係の特記事項>創作 太郎の代理人である
</代理関係の特記事項>

</事件の出願人の代理人>
【譲渡人代理人】 ④ <事件の出願人の代理人 代理人識別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク ジロウ <フリガナ>ソウサク ジロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
</事件の出願人の代理人>

</事件の出願人の代理人の記事>

①【譲渡人代理人】の場合、グループを示すタグ<事件の出願人の代理人> でグループ全体を挟み、グループの繰り返しを
示すタグ<事件の出願人の代理人の記事>で繰り返し全体を挟む。
②【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。
その記載内容は、タグ<氏名又は名称></氏名又は名称>で記載する。
③【代表者】の場合、タグ<代表者>でグループの繰り返しを示し、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟む。
項目の内容は、タグ<代表者識別></代表者識別>で記載。項目の記載内容は、タグ<氏名></氏名>で記載。
④【譲渡人代理人】の繰り返しの場合、タグ<事件の出願人の代理人の記事>は設定されない。



5.3.5 - 146

９．９

・事件の出願人の代理人（【譲渡人代理人】）

グループ内タグ設定規則

・グループ内タグの項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

タグの設定なし。



5.3.5 - 147

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．９事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-OF-CASE-GR

の記載 OUP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表
参照）

３. 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代理人と記載 タグ属性に、

代理人種別＝”代理人”

と設定する。

２． その他項目名の記載事例 ①～②はタグ属性に代理人と

①代理 ⑦指定代理 設定する

②代理者 ⑧指定代理者 ③～⑤はタグ属性に復代理人

③復代理人 ⑨法定代理人 と設定する

④復代理 ⑩法定代理 ⑥～⑧はタグ属性に指定代理

⑤復代理者 ⑪法定代理者 人と設定する

⑥指定代理人 ⑨～⑪はタグ属性に法定代理

人と設定する
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書類別項目記載事例一覧表 ９．９

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例

９ 出 願 人 名 義 人 変 更 届 譲渡人代理人 代理
代理者

１０ 出願人名義変更届 被承継人代理人 復代理人
（一般承継） 復代理

復代理者
１１ 出願人名義変更届 譲渡人代理人 譲渡人 ＋ 指定代理人

（特例商標登録出願） 指定代理
指定代理者
法定代理人

１２ 出願人名義変更届 被承継人代理人 法定代理
（特例商標登録出願） 法定代理者

（一般承継） または
代理

１３ 書換登録申請者名義 譲渡人代理人 代理人
変更届 代理者

復代理人
復代理
復代理者

被承継人＋ 指定代理人
指定代理
指定代理者
法定代理人
法定代理
法定代理者

２７ 復代理人受任届 代理人 代理
代理者
復代理人
復代理
復代理者
指定代理人
指定代理
指定代理者
法定代理人
法定代理
法定代理者

２８ 復代理人辞任届 代理人 同 上

１０２ 答弁書 請求人代理人 代理
代理者
復代理人
復代理
復代理者

請求人 ＋ 指定代理人
指定代理
指定代理者
法定代理人
法定代理
法定代理者
副代理人

１０３ 弁駁書 被請求人代理人 代理
代理者
復代理人
復代理
復代理者

被請求人＋ 指定代理人
指定代理
指定代理者
法定代理人
法定代理
法定代理者
副代理人



5.3.5 - 148 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．１０変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９．１１変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 148 - 2

空白ページ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．０書類識別 APPLICANT-A713

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICANT-A713)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない場合 ３０００

、電子化は行わず、電子化不

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない場合 ３０００

、電子化は行わず、電子化不

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願人名義変更届 記載内容をそのまま設定する

（特例商標登録出願）

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①商標登録出願人名義変更届 る。

（特例商標登録出願）

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 152

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 153

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．６事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．７事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 154

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．８事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．９事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

９．９と同様



5.3.5 - 154 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．１０変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０．１１変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 154 - 2

空白ページ



5.3.5 - 155

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．０書類識別 APPLICATION-A712

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A712)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 156

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願人名義変更届（一般承 記載内容をそのまま設定する

継）

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①意匠登録出願人名義変更届 る。

（一般承継）

②商標登録出願人名義変更届

（一般承継）

③一般承継による名義変更届

④相続による名義変更届

⑤法人合併による名義変更届

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 158

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 159

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．６事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．７事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 160

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．８事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１１．９事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

９．９と同様



5.3.5 - 161

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．０書類識別 APPLICATION-A714

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A714)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 162

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願人名義変更届 記載内容をそのまま設定する

（特例商標登録願）

（一般承継）

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①商標登録出願人名義変更届 る。

（特例商標登録願）

（一般承継）

②

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 163

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 164

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 165

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．６事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．７事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 166

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．８事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１２．９事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

９．９と同様



5.3.5 - 167

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．０書類識別 APPLICATION-A715

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A715)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 168

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 書換登録申請者名義変更届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①書換登録出願人名義変更届 る。

②

③

④

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 169

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 170

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 171

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．６事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．７事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 172

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．８事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１３．９事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

９．９と同様



5.3.5 - 173

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．０書類識別 APPLICATION-A55

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A55)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 174

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 受継申立書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①受継申立届 る。

②

③

④

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 175

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 176

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 177

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１４．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①申立理由

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【申立の内容】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【申立の内容】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【申立の内容】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【申立の内容】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【申立の内容】③ <届出の内容></届出の内容>

③【申立の内容】の内容の記載がない場合はタグ<届出の内容></届出の内容>のみ設定する。



5.3.5 - 178

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１５．０書類識別 APPLICATION-A681

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPLICATION-A681)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 179

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代表者選定届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代表者の選定届 る。

②

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 180

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１５．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１５．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 181

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１５．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１５．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 182

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．０書類識別 ATTORNEY-A7421

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7421)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 183

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理人変更届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理人の変更届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 184

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 185

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．４届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①届出理由

②内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【届出の内容】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【届出の内容】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【届出の内容】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【届出の内容】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【届出の内容】③ <届出の内容></届出の内容>

③【届出の内容】の内容の記載がない場合はタグ<届出の内容></届出の内容>のみ設定する。



5.3.5 - 186

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．５変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．６変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 187

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．７消滅する代理人 ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE

の記事

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-DISAPPEAR-

の記載 ARTICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別職権訂正項目一覧表

参照）

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

文書例 ＳＧＭＬ

<消滅する代理人の記事>
【代理権の消滅した復代理人】① <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目
</住所又は居所>

</住所又は居所情報>
【弁理士】 <弁理士>

<氏名又は名称情報>
【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
【就業場所】 <就業場所></就業場所>

<代表者情報>
<代表者>

【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ </フリガナ>
【代表取締役】 代表 太郎 ② <代表者識別>代表取締役</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
</代表者>

</代表者情報>
【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７
【代理関係の特記事項】 創作 太郎の代理人である </連絡先>

<代理関係の特記事項>創作 太郎の代理人である
</代理関係の特記事項>

</消滅する代理人>
【代理権の消滅した復代理人】③ <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>

①【代理権の消滅した復代理人】の場合、タグ<消滅する代理人>はグループの繰り返しを指し、タグ<消滅する代理人の
記事>でグループ全体を挟む。

②【代表取締役】の場合、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟み、タグ<代表者>でグループの繰り返しを指す。タグ<代
表者識別>に「代表取締役」を設定し、その内容はタグ<氏名>に設定する。
③【代理権の消滅した復代理人】の繰り返しの場合、タグ<消滅する代理人の記事>は設定されない。



5.3.5 - 188

１６．８

消滅する代理人（【代理権の消滅した代理人】等）

グループ内タグ設定規則

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（１６．１０）にしめすケースに該当しない場合は却下として、電子化を行なわず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表（１６．１０）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

ケース６ ○

○：記載あり 空白：記載なし

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<消滅する代理人の記事>

【代理権の消滅した代理人】 <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<消滅する代理人の記事>

【代理権の消滅した代理人】 <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>



5.3.5 - 189

１６．８

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<消滅する代理人の記事>

【代理権の消滅した代理人】 <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<消滅する代理人の記事>

【代理権の消滅した代理人】 <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<消滅する代理人の記事>

【代理権の消滅した代理人】 <消滅する代理人事 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>

（ｹｰｽ ６） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<消滅する代理人の記事>

【代理権の消滅した代理人】 <消滅する代理人 代理人種別＝”代理人”>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</消滅する代理人>

</消滅する代理人の記事>



5.3.5 - 190

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．８消滅する代理人 ATTORNEY-DISAPPEAR-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-DISAPPEAR-

の記載 GROUP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別職権訂正項目一覧表

参照）

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代理人と記載 タグ属性に

代理人種別＝”代理人”

と設定する。

２． その他項目名の記載事例 ①～②はタグ属性に代理人と

①代理 ⑦指定代理 設定する

②代理者 ⑧指定代理者 ③～⑤はタグ属性に復代理人

③復代理人 ⑨法定代理人 と設定する

④復代理 ⑩法定代理 ⑥～⑧はタグ属性に指定代理

⑤復代理者 ⑪法定代理者 人と設定する

⑥指定代理人 ⑨～⑪はタグ属性に法定代理

人と設定する

書類別職権訂正項目一覧

No 書類名 代表項目名 職権訂正項目

１ 代 理 人 変 更 届 代理権の消滅した代理人 代理権の消滅する代理人・代理権の消滅

代理権を消滅する代理人・代理権を消滅

代理権を消滅した代理人

２ 復 代 理 人 変 更 届 代理権の消滅した復代理人 代理権の消滅する復代理人・代理権の消滅

代理権を消滅する復代理人・代理権を消滅

代理権を消滅した復代理人



5.3.5 - 191

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．９代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１６．１０代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 192

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．０書類識別 ATTORNEY-A7423

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7423)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 193

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理人選任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理人の選任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 194

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 195

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．４届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 196

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．５変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．６変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 197

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１７．８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 198

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．０書類識別 ATTORNEY-A7427

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7427)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 199

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理権消滅届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理権の消滅届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 200

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．４届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．５変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．６変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１８．８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１９．０書類識別 ATTORNEY-A7422

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7422)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理人受任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理人の受任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１９．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１９．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１９．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE
の記事

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（PROCEEDED-ATTORNEY
の記載 -ARTICLE）を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する。

（※１）

タグの設定なし。
（※２）

（※１） （１）書類名が下記の表中の場合、「事件の出願人の記事」か「手続した代理人の記事」のどちらか
一方が必須記載となるため【手続をした者】の記載がない場合は電子記録基準管理班
データエントリー管理班へ返却する。

書類名 ＼ 項目名 事件の出願人の記事 手続した代理人の記事

「復代理人変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人選任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権消滅届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人解任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権変更届」 【手続をした者】 【代理人】

（２）「代理人受任届」「代理人辞任届」「復代理人受任届」「復代理人辞任届」以上４書類において
【受任した代理人】【辞任した代理人】【受任した復代理人】【辞任した復代理人】は必須項目のため
電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

（※２）上記（１）の書類で、【手続をした者】の記載がある場合、又は（２）の書類以外の書類に記載された場合は
タグの設定なし。

（文書例） （ＳＧＭＬ）
<手続した代理人の記事>

【受任した代理人】 ① <手続した代理人 代理人種別＝”代理人”>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>
</住所又は居所情報>

【弁理士】 <弁理士>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ② <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
【就業場所】 東京都千代田区霞が関３丁目 <就業場所>東京都千代田区霞が関３丁目

</就業場所>
【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７
【代理関係の特記事項】 創作 太郎の代理人である </連絡先>

<代理関係の特記事項>創作 太郎の代理人である
</代理関係の特記事項>

</手続した代理人>
【受任した代理人】 ③ <手続した代理人 代理人種別＝”代理人”>

<氏名又は名称情報>
【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>
</手続した代理人>

</手続した代理人の記事>

①【受任した代理人】の場合、タグ<代理人>でグループの繰り返しを指し、タグ<代理人の記事>でグループの繰り返し全体
を挟む。
②【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。その記載内容は、タグ<氏名
又は名称></氏名又は名称>で記載する。
③【受任した代理人】の繰り返しの場合、タグ<代理人の記事>は記載されない。
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１９．５

・手続した代理人（【代理人】）

グループ内タグ設定規則

（１）書類名が下記の表中の場合、「事件の出願人の記事」か「手続した代理人の記事」のどちらか

一方が必須記載となるため、両方の記載がない場合は電子記録基準管理班データエントリー管理班

へ返却する。

書類名 ＼ 項目名 事件の出願人の記事 手続した代理人の記事

「復代理人変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人選任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権消滅届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人解任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権変更届」 【手続をした者】 【代理人】

（２）「代理人受任届」「代理人辞任届」「復代理人受任届」「復代理人辞任届」以上４書類において

【受任した代理人】【辞任した代理人】【受任した復代理人】【辞任した復代理人】は必須項目のため

記載がない場合は電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

以上（１）（２）の場合、以下に示すグループ内タグ規則にそって電子化をしなければならない。

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（１９．５）にしめすケースに該当しない場合は却下として、電子化を行なわず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

表（１９．５）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

○：記載あり 空白：記載なし

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<手続した代理人の記事>

【代理人】 <手続した代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</手続した代理人>

</手続した代理人の記事>
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１９．５

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<手続した代理人の記事>

【代理人】 <手続した代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</手続した代理人>

</手続した代理人の記事>

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<手続した代理人の記事>

【代理人】 <手続した代理人 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</手続した代理人>

</手続した代理人の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<手続した代理人の記事>

【代理人】 <手続した代理人 代理人種別＝”代理人”>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</手続した代理人>

</手続した代理人の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<手続した代理人の記事>

【代理人】 <手続した代理人事 代理人種別＝”代理人”>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関２丁目 <住所又は居所>東京都千代田区霞が関２丁目

</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</手続した代理人>

</手続した代理人の記事>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１９．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（PROCEEDED-ATTORNEY

の記載 -GROUP）に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

（書類別項目記載事例一覧表

参照）

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。

（※１）

タグの設定なし。

（※２）

（※１） （１）書類名が下記の表中の場合、「事件の出願人の記事」か「手続した代理人の記事」のどちらか
一方が必須記載となるため【手続をした者】の記載がない場合は電子記録基準管理班
データエントリー管理班へ返却する。

書類名 ＼ 項目名 事件の出願人の記事 手続した代理人の記事

「復代理人変更届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人選任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権消滅届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理人解任届」 【手続をした者】 【代理人】

「復代理権変更届」 【手続をした者】 【代理人】

（２）「代理人受任届」「代理人辞任届」「復代理人受任届」「復代理人辞任届」以上４書類において
【受任した代理人】【辞任した代理人】【受任した復代理人】【辞任した復代理人】は必須項目のため
記載がない場合は電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

（※２）上記（１）の書類で、【手続をした者】の記載がある場合、又は（２）の書類以外の書類に記載された場合は
タグの設定なし。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 代理人と記載 タグ属性に

代理人種別＝”代理人”

と設定する。

２． その他項目名の記載事例 ①～②はタグ属性に代理人と

①代理 ⑦指定代理 設定する

②代理者 ⑧指定代理者 ③～⑤はタグ属性に復代理人

③復代理人 ⑨法定代理人 と設定する

④復代理 ⑩法定代理 ⑥～⑧はタグ属性に指定代理

⑤復代理者 ⑪法定代理者 人と設定する

⑥指定代理人 ⑨～⑪はタグ属性に法定代理

人と設定する
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１９．５

書 類 別 項 目 記 載 事 例 一 覧 表

項番 書 類 名 項 目 名 そ の 他 の 記 載 事 例 ＊

１８ 代 理 人 受 任 届 受任した代理人 代理・代理者・復代理人

受任する ・復代理・復代理者

＋ ・指定代理人・指定代理

受任 ・指定代理者・法定代理人

・法定代理・法定代理者

１９ 代 理 人 辞 任 届 辞任した代理人 代理・代理者・復代理人

辞任する ・復代理・復代理者

＋ ・指定代理人・指定代理

辞任 ・指定代理者・法定代理人

・法定代理・法定代理者

２３ 復 代 理 人 変 更 届 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理

・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理

・法定代理者

２４ 復 代 理 人 選 任 届 代理人 同 上

２５ 復 代 理 権 消 滅 届 代理人 同 上

２６ 復 代 理 人 受 任 届 受任した復代理人 代理・代理者・復代理人

受任した ・復代理・復代理者

＋ ・指定代理人・指定代理

受任 ・指定代理者・法定代理人

・法定代理・法定代理者

２７ 復 代 理 人 辞 任 届 辞任した復代理人 代理・代理者・復代理人

辞任した ・復代理・復代理者

＋ ・指定代理人・指定代理

辞任 ・指定代理者・法定代理人

・法定代理・法定代理者

２８ 復 代 理 人 解 任 届 代理人 代理・代理者・復代理人・復代理

・復代理者・指定代理人・指定代理

・指定代理者・法定代理人・法定代理

・法定代理者

２９ 復 代 理 権 変 更 届 代理人 同 上
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２０．０書類識別 ATTORNEY-A7424

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7424)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 213

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理人辞任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理人の辞任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 214

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２０．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２０．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 215

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２０．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２０．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 216

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．０書類識別 ATTORNEY-A7425

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7425)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 217

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理人解任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理人の解任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 218

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 219

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．４届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 220

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．５変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．６変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 221

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２１．８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 222

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．０書類識別 ATTORNEY-A7426

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7426)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 223

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 代理権変更届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①代理権の変更届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 224

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 225

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．４届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 226

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．５変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．６変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 227

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２２．８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 228

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．０書類識別 ATTORNEY-A7428

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7428)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 229

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 包括委任状援用制限届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①包括委任状の援用制限届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 230

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 231

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．４届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 232

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．５変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．６変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 233

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２３．８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 234

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．０書類識別 ATTORNEY-A7431

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7431)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 235

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理人変更届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理人の変更届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 236

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 237

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 238

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 239

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 240

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．９消滅する代理人 ATTORNEY-DISAPPEAR-ARTICLE

の記事

１６．９と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２４．１０消滅する代理人 ATTORNEY-DISAPPEAR-GROUP

１６．１０と同様



5.3.5 - 241

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．０書類識別 ATTORNEY-A7433

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7433)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 242

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理人選任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理人の選任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 243

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 244

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 245

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 246

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２５．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 247

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．０書類識別 ATTORNEY-A7437

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7437)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 248

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理権消滅届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理権の消滅届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 249

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 250

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 251

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 252

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２６．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 253

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．０書類識別 ATTORNEY-A7432

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7432)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 254

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理人受任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理人の受任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 255

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 256

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．４事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．５事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

９．９と同様



5.3.5 - 257

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．６手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２７．７手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 258

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．０書類識別 ATTORNEY-A7434

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7434)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 259

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理人辞任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理人の辞任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 260

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 261

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．４事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．５事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

代理人

９．９と同様



5.3.5 - 262

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．６手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２８．７手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 263

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．０書類識別 ATTORNEY-A7435

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7435)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 264

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理人解任届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理人の解任届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 265

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 266

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 267

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 268

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

２９．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 269

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．０書類識別 ATTORNEY-A7436

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ATTORNEY-A7436)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 270

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 復代理権変更届 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①復代理権の変更届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 271

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．２事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．３事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5 - 272

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．４手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-ARTICLE

の記事

１９．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．５手続した代理人 PROCEEDED-ATTORNEY-GROUP

１９．５と同様



5.3.5 - 273

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

１６．４と同様



5.3.5 - 274

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３０．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 275

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３１．０書類識別 WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A761

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(WITHDRAWAL-ABANDONM

の記載 ENT-A761)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 276

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願取下書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①出願の取下書 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 277

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 278

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 279

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３２．０書類識別 WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A762

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(WITHDRAWAL-ABANDONM

の記載 ENT-A762)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 280

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願放棄書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①出願の放棄書 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 281

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 282

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 283

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．０書類識別 WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A765

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(WITHDRAWAL-ABANDONM

の記載 ENT-A765)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

平成19年4月より当該書類が新規エント
リされることはないため削除



5.3.5 - 284

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． パリ条約による優先権主張放 記載内容をそのまま設定する

棄書

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①パリ条約による優先権主張 る。

の放棄書

②パリ優先権主張放棄書

③パリ優先権主張の放棄書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

平成19年4月より当該書類が新規エント
リされることはないため削除



5.3.5 - 285

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 286

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 287

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．６パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(PARIS-PRIORITY-CLAI

の記載 M-ARTICLE)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①最初の出願表示

②先の出願の表示

③

④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

<パリ条約による優先権等の主張>

【最初の出願の表示】 ① <パリ優先権主張>

アメリカ合衆国 <国名>アメリカ合衆国</国名>【国・地域名】

【出願日】 ２０００年１月１日 <出願日>2000年1月1日</出願日>

【出願番号】 123456 <出願番号>123456</出願番号>

</パリ条約による優先権等の主張>

①【最初の出願の表示】の場合、グループを示すタグ<パリ優先権主張>でグループ全体を挟み、繰り返し全体を示す

タグ<パリ条約による優先権等の主張>で繰り返し全体を挟む。



5.3.5 - 288

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．７パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名（PARIS-PRIORITY-GRO

の記載 UP）に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①最初の出願の表示

②最初の出願表示

③

④

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．８国 名 COUNTRY

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．９出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３３．１０出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様



5.3.5 - 289

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３４．０書類識別 WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A768

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(WITHDRAWAL-ABANDONM

の記載 ENT-A768)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 290

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 使用に基づく特例の適用の主 記載内容をそのまま設定する

張取下書

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

① 使用に基づく特例の適用 る。

の主張の取下書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 291

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 292

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 293

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３５．０書類識別 WITHDRAWAL-ABANDONMENT-A766

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(WITHDRAWAL-ABANDONM

の記載 ENT-A766)を追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 294

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 書換登録申請取下書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①書換登録申請の取下書 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 295

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３５．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３５．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 296

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３５．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３５．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 297

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．０書類識別 RESPONSE-A53

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RESPONSE-A53)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 298

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 意見書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①上申書にかわる意見書 る。

②手続補正書にかわる意見書

③意見証

④異見書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 299

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 300

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 301

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-AR

の記載 TICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意見書の内容

②

③

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【意見の内容】 ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <意見の内容>

<段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意見の内容>

①【意見の内容】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 302

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．７段 落 PARAGRAPH

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 上位項目の内容の記載が タグ名(PARAGRAPH)を追加す

ある場合 る。

２. 上位項目の内容の記載が タグの設定なし。

ない場合

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし タグの設定なし。



5.3.5 - 303

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．８イメージ IMAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. イメージの記載がある場合 タグ名(IMAGE)に置換する。

２. イメージの記載がない場合 タグ名の設定なし。

タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 備 考

１. ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の

縦の長さを設定する。

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の

横の長さを設定する。



5.3.5 - 304

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３６．９証拠方法 PROOF-MEANS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(PROOF-MEANS) に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①証拠の方法

②立証方法

③立証の方法

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 305

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．０書類識別 RESPONSE-A59

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(RESPONSE-A59)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 306

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 弁明書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①弁明届 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 307

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 308

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 309

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-AR

の記載 TICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①弁明内容

②弁明書の内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【弁明の内容】 ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <意見の内容>

<段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意見の内容>

①【弁明の内容】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 310

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．７段 落 PARAGRAPH

３６．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．８イメージ IMAGE

３６．８と同様



5.3.5 - 311

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３７．９証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5 - 312

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．０書類識別 PRESENTMENT-A79

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A79)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 313

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 優先権証明書提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①優先権証明差出書 る。

②優先権証明書補充書

③優先権証明補充書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 314

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 315

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．６パリ条約による PARIS-PRIORITY-CLAIM-ARTICLE

優先権等の主張

３３．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．７パリ優先権主張 PARIS-PRIORITY-GROUP

３３．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．８国 名 COUNTRY

１．１２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．９出 願 日 FILING-DATE

１．１３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３８．１０出願番号 APPLICATION-NUMBER

１．１４と同様



5.3.5 - 316

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３９．０書類識別 PRESENTMENT-A80

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A80)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 317

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 新規性の喪失の例外証明書 記載内容をそのまま設定する

提出書

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①意匠の新規性の喪失の例外 る。

の証明書提出書

②商標の新規性の喪失の例外

の証明書提出書

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

３． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 318

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３９．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３９．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 319

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３９．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

３９．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 320

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４０．０書類識別 PRESENTMENT-A80

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A80)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 321

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願時の特例証明書提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①出願時の特例証明書提出届 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 322

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４０．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４０．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 323

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４０．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４０．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 324

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．０書類識別 PRESENTMENT-A81

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A81)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 325

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願日証明書提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①出願日証明書提出届 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 326

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 327

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 328

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．６出願番号通知 NOTICE-FILING-DATE

の出願日

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-FILING-DATE)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 329

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４１．７証明しようとする PROOF-FILING-DATE

出願日

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PROOF-FILING-DATE)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 330

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．０書類識別 PRESENTMENT-A82

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A82)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 331

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 物件提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①物品提出書 る。

②物物提出書

③物提出書

④物件の提出書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 332

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 333

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 334

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４２．６物件名 OBJECT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(OBJECT-NAME)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

「物件提出書」の場合

①提出する物件名

②提出する物件など

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 書類名又は物件名が記載され 記載内容をそのまま設定する

ている場合

２. 書類名又は物件名が記載され 内容の設定なし。

ていない場合



5.3.5 - 335

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４３．０書類識別 PRESENTMENT-A822

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A822)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 336

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 証明書類提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証明書類の提出書 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．０書類識別 PRESENTMENT-A833

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTMENT-A833)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 特徴記載書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①特徴記載書の提出書 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．６意匠の特徴 CHARACTERISTIC-OF-DESIGN

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(CHARACTERISTIC-OF-D

の記載 ESIGN)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①意匠特徴

②特徴

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず、電子化不能 ３０００

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

ＳＧＭＬ

文書例

<意匠の特徴>

【意匠の特徴】 ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ</段落>

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意匠の特徴>

①【意匠の特徴】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。
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４４．６

補足．【意匠の特徴】に図形が記載されている場合の対処

【意匠の特徴】に図形等が記載されている場合は以下の対処を行う。

①【意匠の特徴】に記載されているテキスト部分のみを抜き出し段落タグに設定する

図形等が記載されてい箇所に■を設定する。

タグ <意匠の特徴> のタグ属性にｴﾗｰ識別ID（ｴﾗｰｺｰﾄﾞ：５０６０）を設定する

②【意匠の特徴】の記載内容は原データとして添付する

③管理情報ＳＧＭＬの原データの有無に”有”を設定する

④【意匠の特徴】のテキスト部の最後尾に図が掲載されている場合は、エラーとして扱わず、

【説明図】の項目を補って、説明図として電子化する。（４４．９説明図 参照）

例１．【意匠の特徴】の途中に図形等が記載されていた場合

提出された書面

【意匠の特徴】

この出願の意匠は以下の・・・・・

・・・を目的とする。

テキスト また、下図に示すように・・である

部分のみ 【意匠の特徴】全体を

抽出し、 原データとして電子化

ＳＧＭＬ

に設定

また、他の・・・・・・・・・・・ 原データ

・・・・である。 イメージファイル

ﾌｧｲﾙ名：198800100010001.tif

申請書類ＳＧＭＬ

<!DOCTYPE DES-APP-DOC

PUBLIC "-//JAPANESE PATENT OFFICE ・・・・ [

<!ENTITY F198800100010001 "198800100010001.tif" ･･>

]>

<DES-APP-DOC>

<APPLICATION-A63>

……

<意匠の特徴 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="5060">

<段落>この出願の意匠は以下の・・・・・・

・・を目的とする。</段落>

<段落>また、下図に示すように・・である

</段落>

図形等が記載されて <段落>■</段落>

いた箇所に■を設定 <段落>また、他の・・・・・・・・・・・・

・・・である。</段落>

</意匠の特徴>

……

</APPLICATION-A63>

<ORIGINAL-DATE-ARTICLE>

<IMAGE FILE-NAME="F198800100010001" 原データの

HEIGHT="246" WIDTH="154"> 定義部分

</ORIGINAL-DATE-ARTICLE>

</DES-APP-DOC>
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４４．６

例２．【意匠の特徴】の最後尾に図形等が記載されていた場合

提出された書面

【意匠の特徴】

この出願の意匠は以下の・・・・・

・・・を目的とする。

テキスト部分は また、下図に示すように・・である

意匠の特徴とし また、他の・・・・・・・・・・・

て設定 ・・・・である。

図形の部分は

説明図として電子化（詳細は44.9説明図 参照）

申請書類ＳＧＭＬ

<!DOCTYPE DES-APP-DOC

PUBLIC "-//JAPANESE PATENT OFFICE ・・・・ [

<!ENTITY F198800100010001 "198800100010001.tif" ･･>

]>

<DES-APP-DOC>

<APPLICATION-A63>

……

<意匠の特徴>

<段落>この出願の意匠は以下の・・・・・・

・・を目的とする。</段落>

<段落>また、下図に示すように・・である

</段落>

<段落>また、他の・・・・・・・・・・・・

・・・である。</段落>

</意匠の特徴>

<説明図>

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="F198800100010001" 縦="113" 横="150">

……

</APPLICATION-A63>

</DES-APP-DOC>
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．７段 落 PARAGRAPH

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 上位項目の内容の記載が タグ名(PARAGRAPH)を追加す

ある場合 る。

２. 上位項目の内容の記載が タグの設定なし。

ない場合

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし タグの設定なし。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．８イメージ IMAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. イメージの記載がある場合 タグ名(IMAGE)に置換する。

２. イメージの記載がない場合 タグ名の設定なし。

タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 備 考

１. ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の

縦の長さを設定する。

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の

横の長さを設定する。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４４．９説明図 EXPLANATORY-FIGURE-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(EXPLANATORY-FIGURE-

の記載 GROUP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①○○図

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【説明図】 ①

<説明図>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="113" 横="150" >

</説明図>

①【説明図】の場合、タグ<説明図>にて、タグ<イメージ>全体を挟む。

② 出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に記載する。
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４４．９補足

１．前提条件

①【説明図】には以下の様に図面（写真）が記載される

図面（写真）の大きさは縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍとする。

【書類名】特徴記載書

……

【説明図】

②【説明図】にひな形（見本）が添付されることもある

【書類名】特徴記載書

書面とは別にひな形（見本）が添付される

……

ひな形

【説明図】 （見本)

添付の通り

２．説明図の電子化について

説明図は以下の規定に従って電子化する。

２．１ 図面（写真）の場合

①【説明図】に記載されている図面（写真）は以下の仕様でイメージファイルに変換し、ＳＧＭＬ文書に

タグ<イメージ>を設定する。

・対象図面・写真が白黒（２値）の場合、

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

ＴＩＦＦ（Ｇ４圧縮）

４００ｄｐｉ

・対象図面・写真がカラー、ハーフトーンの場合

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

ＪＰＥＧ（ＪＰＥＧ圧縮）

縦８８９ｄｏｔ × 横１１８１ｄｏｔ

②図面（写真）は【説明図】の直下に記載されている図形全てを１図面（写真）として電子化する。

【説明図】

複数図面が添付されている場合でも
１図面として電子化する
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４４．９

③例外処理

・【説明図】に規定の大きさより大きい図（写真）を記載している場合

規定の大きさ(*1)に縮小して電子化する。（縦横比は変更しない）

このとき、タグの属性（タグ名：説明図（EXPLANATORY-FIGURE-GROUP））に縮小した旨を示す

エラーコードを設定する。

Ａ４横から縮小の場合 ……エラーコード ７０１０

Ａ３横から縮小の場合 ……エラーコード ７０２０

上記以外の横用紙から縮小の場合……エラーコード ７０３０

注）【説明図】の部分はイメージ化しない

【説明図】 【説明図】

<説明図 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="7010">

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="f198000112340001" 縦="113" 横="150" >

</説明図>

*1：縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ。

・【説明図】に規定の大きさより小さい図、写真を記載している場合

規定の大きさとして電子化する。（拡大は行わない）

２．２ ひな形（見本）の場合

①【説明図】に添付されているひな形（見本）は、立体物の場合は正面右斜視図のイメージデータを作成し、

ＳＧＭＬ文書にタグ<イメージ>を設定する。

また、地物などの平面物については表面図のイメージデータを作成し、ＳＧＭＬ文書にタグ<イメージ>を

設定する。

②ひな形（見本）の場合、【説明図】のタグの属性に、ひな形（見本）のデータとしての識別として、

エラーコード（５０６０）を設定する。

<説明図 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="5060">

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="f198800100010001" 縦="113" 横="150" >

</説明図>

③ひな形（見本）は以下の仕様でイメージファイルに変換する。

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ（再現時）

ＪＰＥＧ（ＪＰＥＧ圧縮）

縦８８９ｄｏｔ × 横１１８１ｄｏｔ
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４５．０書類識別 ETCETERA-A691

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A691)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 雑書類 記載内容をそのまま設定する

２． 項番１以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

３． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。
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・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４５．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４５．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 353

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４５．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４５．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 354

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．０書類識別 ETCETERA-A871

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A871)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 355

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 早期審査に関する事情説明書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①早期審査に関する事情の る。

説明書

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 356

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 357

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 358

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-AR

の記載 TICLE)に置換す

る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①早期審査に関する事情

②早期審査に関する説明

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【早期審査に関する事情説明】 ｋｋｋ① <意見の内容>

<段落>ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意見の内容>

①【早期審査に関する事情説明】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 359

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．７段 落 PARAGRAPH

３６．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４６．８イメージ IMAGE

３６．８と同様



5.3.5 - 360

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．０書類識別 ETCETERA-A872

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A872)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 361

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 早期審査に関する事情説明書 記載内容をそのまま設定する

補充書

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①早期審査に関する事情説明 る。

書の補充書

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 362

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 363

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 364

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-AR

の記載 TICLE)に置換す

る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①補充内容

②補充の理由

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【補充の内容】 ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <意見の内容>

<段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意見の内容>

①【補充の内容】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 365

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．７段 落 PARAGRAPH

３６．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４７．８イメージ IMAGE

３６．８と同様



5.3.5 - 366

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．０書類識別 ETCETERA-A824

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A824)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 367

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． ひな形又は見本補足書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①ひな形又は見本の補足書 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 368

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 369

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．６証拠方法 PROOF-MEANS

５０．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４８．７届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

５０．７と同様



5.3.5 - 370

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．０書類識別 ETCETERA-A781

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A781)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 371

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 上申書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①具申書 る。

②手続補正書（方式）に代わ

る上申書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 372

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 373

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 374

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-AR

の記載 TICLE)に置換す

る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①上申内容

②上申の理由

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【上申の内容】 ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <意見の内容>

<段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意見の内容>

①【上申の内容】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 375

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．７段 落 PARAGRAPH

３６．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．８イメージ IMAGE

３６．８と同様



5.3.5 - 376

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

４９．９証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5 - 377

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．０書類識別 ETCETERA-A821

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A821)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 378

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 手続補足書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①手続の補足書 る。

②補足書

③手続の補足書（方式）

④補足書（方式）

⑤手続補足書（方式）

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 379

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 380

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 381

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．６証拠方法 PROOF-MEANS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(PROOF-MEANS) に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①補足事項の対象

②補足の対象

③補足対象

④補足対称書類名

⑤補足対称書類

⑥補足対象書類

⑦補足対象の書類名

⑧補足の対象書類名

⑨補足対象種類名

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 382

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５０．７届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①補足内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【補足の内容】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【補足の内容】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【補足の内容】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【補足の内容】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【補足の内容】③ <届出の内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="5000"></届出の内容>

③【補足の内容】の内容の記載がない場合は内容を設定せず、タグの属性にエラーコード：５０００を

設定する。



5.3.5 - 383

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．０書類識別 ETCETERA-A601

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A601)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 384

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 期間延長請求書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①期間延長書 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 385

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 386

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 387

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①請求内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【請求の内容】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【請求の内容】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【請求の内容】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【請求の内容】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【請求の内容】③ <届出の内容></届出の内容>

③【請求の内容】の内容の記載がない場合はタグ<届出の内容></届出の内容>のみ設定する。



5.3.5 - 387 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．０書類識別 ETCETERA-A603

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A603)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 387 - 2

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 期間延長請求書（期間徒過） 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①期間延長書（期間徒過） る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 387 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 387 - 4

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 387 - 5

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５１－１．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

５１．６と同様



5.3.5 - 388

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．０書類識別 ETCETERA-A907

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A907)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 389

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 秘密意匠期間変更請求書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①秘密意匠期間変更の請求書 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 390

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 391

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 392

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５２．６届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①請求内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【請求の内容】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【請求の内容】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【請求の内容】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【請求の内容】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【請求の内容】③ <届出の内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="5000"></届出の内容>

③【請求の内容】の内容の記載がない場合は内容を設定せず、タグの属性にエラーコード：５０００を

設定する。



5.3.5 - 393

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．０書類識別 ETCETERA-A831

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A831)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 394

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 刊行物等提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①刊行物提出書 る。

②刊行物の提出書

③刊行物等の提出書

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 395

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 396

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 397

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．６物件名 OBJECT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(OBJECT-NAME)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

「刊行物等提出書」の場合

①提出する刊行物

②提出する刊行物など

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 書類名又は物件名が記載され 記載内容をそのまま設定する

ている場合

２. 書類名又は物件名が記載され 内容の設定なし。

ていない場合



5.3.5 - 398

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５３．７届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①提出内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【提出の理由】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【提出の理由】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【提出の理由】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【提出の理由】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【提出の理由】③ <届出の内容></届出の内容>

③【提出の理由】の内容の記載がない場合はタグ<届出の内容></届出の内容>のみ設定する。



5.3.5 - 399

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５４．０書類識別 ETCETERA-A826

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A826)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 400

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 協議の結果届 記載内容をそのまま設定する 平成２４年４月に書類

名が「意匠法第９条５

項に基づく協議の結果

届」から変更された。

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①協議結果届 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 401

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 402

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 403

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．０書類識別 ETCETERA-A7732

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A7732)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 404

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願変更届（類似→独立） 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①出願変更願（類似→独立） る。

②出願変更（類似→独立）

③出願届（類似→独立）

④変更届（類似→独立）

⑤意見書に代わる出願変更願

（類似→独立）

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 405

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．２届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NOTICE-CONTENTS-GRO

の記載 UP)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①変更内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

２． 内容の記載有り 記載内容をそのまま設定する。

（内容に【】（デリミタ）で 【】（デリミタ）で括られてい

括られている文言が存在する た部分は〔〕（亀甲括弧）で括

場合） り設定する。

３． 内容の記載なし 内容の設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【変更の内容】① ｋｋｋ・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ・・・ｋｋ</届出の内容>

①【変更の内容】の内容の記載がある場合はタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データを設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【変更の内容】② ｋｋｋ【ＸＸＸ】・・・ｋｋ <届出の内容>ｋｋｋ〔ＸＸＸ〕・・・ｋｋ</届出の内容>

②【変更の内容】の内容の記載中に【】（デリミタ）で括られている文言が存在する場合はその文言を〔〕

（亀甲括弧）で括りタグ<届出の内容></届出の内容>中に実データと共に設定する。

文書例 ＳＧＭＬ

【変更の内容】③ <届出の内容></届出の内容>

③【変更の内容】の内容の記載がない場合はタグ<届出の内容></届出の内容>のみ設定する。



5.3.5 - 406

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 407

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５５．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 408

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．０書類識別 ETCETERA-A7731

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A7731)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 409

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 出願変更届（独立→類似） 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①出願変更願（独立→類似） る。

②出願変更（独立→類似）

③出願届（独立→類似）

④変更届（独立→類似）

⑤意見書に代わる出願変更願

（独立→類似）

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 410

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．２届出の内容 NOTICE-CONTENTS-GROUP

５５．２と同様



5.3.5 - 411

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 412

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５６．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 413

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７．０書類識別 ETCETERA-A908

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A908)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 414

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 協議の結果届 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①協議結果届 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 415

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 416

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 416 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．０書類識別 ETCETERA-A915

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A915)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

電子記録基準能メモを付けて

データエントリー管理管理班

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 416 - 2

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

電子記録基準能メモを付けて

データエントリー管理管理班

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 既納手数料返還請求書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

① る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

電子記録基準管メモを付けて

データエントリー管理班理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 416 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 416 - 4

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 416 - 5

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．６返還対象書類 TARGET-DOCUMENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(TARGET-DOCUMENT)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①変換請求対象書類

②返還申請対象書類

③変換申請対象書類

３． 項目名の記載なし タグの設定なし

文書例 ＳＧＭＬ

【返還請求対象書類】 ① <返還対象書類>

【書類名】 出願人名義変更届 <書類名>出願人名義変更届</書類名>

【提出日】 平成１６年１１月２０日 <提出日>平成１６年１１月２０日</提出日>

</返還対象書類>

①【返還請求対象書類】が記載されている場合、グループを示すタグ<返還対象書類>でグループ全体を挟む。



5.3.5 - 416 - 6

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．７書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 電子化対象書類名の記載 正式名に職権訂正して設定す (※)審判（Ｃ）系の書

（※） る 類のうち、拒絶査定不

服審判事件、及び、

補正却下不服審判事

件のものは、電子化

対象とする。

２． 下記書類の記載 電子化を行わず電子化不能メ ３０３０

電子記録基準管理①登録（Ｒ）系の書類 モを付けて

②閲覧・証明（Ｅ）系の書類 データエントリ管理班へ返班

③審判（Ｃ）系の書類のう 却する。

ち、当事者系審判（異議を

含む）の書類（出願番号、

登録番号の記載（併記）が

ある場合も含む）

３． 上記以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ５０００



5.3.5 - 416 - 7

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．８提 出 日 SUBMISSION-DATE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(SUBMISSION-DATE)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①差出日

②年月日

③申請年月日

④申請日

⑤提出年月日

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 和暦年月日で記載 記載内容を設定する

(例)平成12年1月1日 ※月日が１桁の場合は上位桁

にスペースを補う。

平成12年 1月 1日となる。

２． 西暦年月日で記載 和暦年月日に変換して設定す

(例)2000年1月1日 る。

３． 項番１，２以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０５０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ５０００



5.3.5 - 416 - 8

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．９納付済金額 AMOUNT-PAID

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(AMOUNT-PAID)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①納付金額

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字部分９桁以内の記載 数字部分を抜き出して設定す

る。

２． 数字部分10桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、

タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００

を設定する。

３． 数字が存在しない場合 項番２と同じ。 ６０００

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 416 - 9

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１０適正納付金額 AMOUNT-PROPER-PAYMENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(AMOUNT-PROPER-PAYME

の記載 NT)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字部分９桁以内の記載 数字部分を抜き出して設定す

る。

２． 数字部分10桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、

タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００

を設定する。

３． 数字が存在しない場合 項番２と同じ。 ６０００

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 416 - 10

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１１返還請求金額 AMOUNT-RESTORATION-CLAIM

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(AMOUNT-RESTORATION-

の記載 CLAIM)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①変換請求金額

②返還申請金額

③変換申請金額

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字部分９桁以内の記載 数字部分を抜き出して設定す

る。

２． 数字部分10桁以上の記載 記載内容をそのまま設定し、

タグの属性にエラー識別ＩＤ ６２００

を設定する。

３． 数字が存在しない場合 項番２と同じ。 ６０００

４． 内容の記載なし 内容の設定なし。



5.3.5 - 416 - 11

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１２返還金振込先 BANK-ACCOUNT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(BANK-ACCOUNT)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①変換金振込先

３． 項目名の記載なし タグの設定なし

文書例 ＳＧＭＬ

【返還金振込先】 <返還金振込先>

【金融機関名】 ○○銀行○○支店 <金融機関名>○○銀行○○支店</金融機関名>

【口座種別】 普通預金 <口座種別>普通預金</口座種別>

【口座番号】 １２３４－１２３－１２３４５６７ <口座番号>１２３４－１２３－１２３４５６７</口座番号>

【フリガナ】 ヘンカン タロウ <フリガナ>ヘンカン タロウ</フリガナ>

【口座名義人】 返還 太郎 <口座名義人>返還 太郎</口座名義人>

</返還金振込先>

①【返還金振込先】が記載されている場合、グループを示すタグ<返還金振込先>でグループ全体を挟む。



5.3.5 - 416 - 12

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１３金融機関名 FINANCIAL-INSTITUTION-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(FINANCIAL-INSTITUTI

の記載 ON-NAME)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 416 - 13

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１４口座種別 ACCOUNT-TYPE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(ACCOUNT-TYPE)に置換

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 416 - 14

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１５口座番号 BANK-ACCOUNT-NUMBER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(BANK-ACCOUNT-NUMBE

の記載 R)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 416 - 15

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１６フリガナ KANA

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(KANA)に置換する。

の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①ふりがな

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 416 - 16

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－１．１７氏名又は名称 NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NAME)に置換する。

の記載

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①

３． 項目名の記載なし タグの設定は行わない

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２. 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ６０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 416 - 17

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．０書類識別 ETCETERA-A917

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(ETCETERA-A917)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 416 - 18

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 回復理由書 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①回復の理由書 る。

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 416 - 19

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 416 - 20

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 416 - 21

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-AR

の記載 TICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①回復の内容

②回復理由

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【回復の理由】 ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <意見の内容>

<段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</意見の内容>

①【回復の理由】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 416 - 22

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．７段 落 PARAGRAPH

３６．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５７－２．８イメージ IMAGE

３６．８と同様



5.3.5 - 417

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．０書類識別 AMENDMENT-A51

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMENDMENT-A51)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 418

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 手続補正書（方式） 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①補正書（方式） る。

②自発手続補正書（方式）

③手続補正（方式）

④手売補正書（方式）

⑤出続補正書（方式）

⑥（意見書代）手続補正書（方式）

⑦意見書に代わる手続補正書（方式）

⑧意見書にかわる手続補正書（方式）

⑨意見書に変わる手続補正書

⑩手数料補正書（方式）

⑪標題の記載なし

⑫手続補正書の差出書

⑬手続補正書

⑭手数料補正書

⑮手続補完書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 419

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 420

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 421

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５８．６証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5 - 422

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．０書類識別 AMENDMENT-A523

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMENDMENT-A523)を追

の記載 加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 423

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 手続補正書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①補正書 る。

②自発手続補正書

③手続補正

④手売補正書

⑤出続補正書

⑥（意見書代）手続補正書

⑦意見書に代わる手続補正書

⑧意見書にかわる手続補正書

⑨意見書に変わる手続補正書

⑩手数料補正書

⑪標題の記載なし

⑫手続補正書の差出書

⑬手続補正書（方式）

⑭手数料補正書

⑮手続補完書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 424

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 425

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 426

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９．６証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5 - 426 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．０書類識別 AMENDMENT-A5231

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(AMENDMENT-A5231)を

の記載 追加する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 426 - 2

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 手続補正書（複数） 記載内容をそのまま設定する

２． その他の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①補正書（複数） る。

②自発手続補正書（複数）

③手続補正（複数）

④手売補正書（複数）

⑤出続補正書（複数）

⑥（意見書代）手続補正書

（複数）

⑦意見書に代わる手続補正書

（複数）

⑧意見書にかわる手続補正書

（複数）

⑨意見書に変わる手続補正書

⑩手数料補正書（複数）

⑪標題の記載なし

⑫手続補正書の差出書

⑬手続補正書

⑭手数料補正書

⑮手続補完書

３． 項番１、２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 426 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 426 - 4

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 426 - 5

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．６証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5 - 426 - 6

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

５９－１．７補正対象意匠番号 DESIGN-NUMBER-OF-AMENDMENT

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DESIGN-NUMBER-OF-

の記載 AMENDMENT)に置換する。

２． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． ”意匠”に続けて 記載内容をそのまま設定する 記載例）

数字３桁以内による記載 意匠１

２． ”意匠”に続けて 電子化を行わず、電子化不能 ５３２０ 記載例）

数字４桁以上による記載 メモを付けて電子記録基準管 意匠９９９９

理班へ返却する。

３． ”意匠”に続けて 項番２と同じ。 ５３２０ 記載例）

数字以外による記載 意匠Ａ

意匠四

（アルファベット、

漢数字等による記載）

４． 項番１、２、３以外の記載 項番２と同じ。 ５３２０ 記載例）

意匠

１

（数字の記載なし、

”意匠”の記載なし

等）

５． 内容の記載なし 項番２と同じ。 ３０５０

※ 詳細は「５．４章 手続補正書の電子化」を参照する事。



5.3.5 - 427

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．０書類識別 APPEAL-C60

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C60)を追加す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称 ⑥書書名

②書類名称 ⑦提出書類

③書類明称 ⑧申請書類

④書誌名称 ⑨申請書名

⑤書誌名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 428

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 審判請求書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す
①請求書 る。
②審判請求
③審判の請求 (27)商標登録不服審判
④審判の請求書 請求書
⑤拒絶査定に対する不服審判請求書 (28)商標登録審判請求書
⑥拒絶査定に対する審判請求書 (29)商標登録出願拒絶査定
⑦拒絶査定に対する不服審判請求 不服審判請求書
⑧拒絶査定に対する審判請求 (30)商標登録拒絶不服審判
⑨不服審判請求書 請求書
⑩特許不服審判請求書 (31)商標登録拒絶査定不服
⑪特許審判請求書 審判請求書
⑫特許出願拒絶査定不服審判請求書 (32)商標登録拒絶査定不服
⑬特許拒絶不服審判請求書 審判請求
⑭特許拒絶査定不服審判請求書 (33)査定不服請求書
⑮特許拒絶査定不服審判請求 (34)査定不服審判請求書
⑯実用新案登録不服審判請求書 (35)査定不服請求
⑰実用新案登録審判請求書 (36)査定不服審判請求
⑱実用新案登録出願拒絶査定不服 (37)拒絶査定不服審判

審判請求書 請求書
⑲実用新案登録拒絶不服審判請求書 (38)拒絶不服審判請求書
⑳実用新案登録拒絶査定不服 (39)拒絶審判請求書

審判請求 (40)拒絶審判請求
(21)意匠登録不服審判請求書 (41)無効審判請求書
(22)意匠登録審判請求書 (42)延長登録無効審判
(23)意匠登録出願拒絶査定 請求書

不服審判請求書 (43)取消審判請求書
(24)意匠登録拒絶不服審判請求書 (44)更新登録無効審判
(25)意匠登録拒絶査定不服審判 請求書

請求書 (45)書換登録無効審判
(26)意匠登録拒絶査定不服審判請求 請求書

(46)訂正審判請求書
(47)訂正無効審判請求書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０
メモを付けて電子記録基準管
理班データエントリー管理班
へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 429

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．２審判の種別 KIND-OF-APPEALS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(KIND-OF-APPEALS)に

の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①審判種別

②審判の種類

③審判種類

④事件の種別

⑤事件種別

⑥事件の種類

⑦事件種類

⑧請求の種別

⑨請求種別

⑩請求の種類

⑪請求種類

３． 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する。



5.3.5 - 429- 1

７０．２

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． "拒絶"の記載がある場合

提出日が2004年1月以降 ＊１参照
の場合

四法が特許、意匠の "拒絶査定不服審判事件"に変 ＊２参照
場合 換して設定する。

四法が実用新案、商 "拒絶査定に対する審判事件" ＊２参照

標の場合 に変換して設定する。

提出日が2003年12月以前 "拒絶査定に対する審判事件" ＊１参照
の場合 に変換して設定する。

２． "補正"の記載がある場合

提出日が2004年1月以降 ＊１参照

の場合

四法が意匠の場合 "補正却下決定不服審判事件" ＊２参照

に変換して設定す る。

四法が特許、実用新 "補正の却下の決定に対する ＊２参照

案、商標の場合 審判事件"に変換して設定す
る。

提出日が2003年12月以前 "補正の却下の決定に対する ＊１参照

の場合 審判事件"に変換して設定す
る。

３． "拒絶"と"補正"の両方の記載 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

がある場合 モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ
返却する。

４． 項番１．２．３以外の場合 電子化を行わず電子化不能メ ５３２０

モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ

返却する。

５． 内容の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０５０
モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ
返却する。

＊１：提出日は、物件票または丸判を元に判断する（５．２．３章 管理情報仕様の提出日参照）

特殊申請の場合は、提出日を２００４年１月以降として扱う

＊２：四法は、【審判事件の表示】の【出願番号】を元に判断する



5.3.5 - 429- 2

空白ページ



5.3.5 - 430

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．３請求項の数 NUMBER-OF-CLAIM

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(NUMBER-OF-CLAIM)に

の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。
①請求項数
②請求数
③請求の範囲に記載された請求項の数
④特許請求の範囲に記載された請求項の数
⑤実用新案登録請求の範囲に記載された請求項の数
⑥実用新案登録請求の範囲に記載された考案の数
⑦請求の範囲に記載された考案の数
⑧実用登録請求の範囲に記載された請求項の数
⑨実用登録請求の範囲に記載された考案の数
⑩考案の数
⑪発明の数

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) タグ属性

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 【発明の数】の場合、 タグ属性

適用法規＝”発明”

と設定する。

【請求項の数】の場合 タグ属性

適用法規＝”請求”

と設定する。

(3) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字３桁以内による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字４桁以上による記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 数字以外による記載 項番２と同じ。 ２０００

４． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 431

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．４商品及び役務 NUMBER-OF-CLASS

の区分の数

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(NUMBER-OF-CLASS)に

の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①商品役務区分

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 数字２桁以内による記載 記載内容をそのまま設定する

２． 数字３桁以上による記載 記載内容をそのまま設定し、 ５２００

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

３． 数字以外による記載 項番２と同じ。 ２０００

４． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 432

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．５申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．６申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 433

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．７代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．８代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 434

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．９変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．１０変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5 - 435

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．１１請求の趣旨 RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(RELIEF-SOUGHT-IN-DE

の記載 MANDS)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①請求の主旨

②請求の要旨

③請求趣旨

④請求主旨

⑤請求要旨

⑥趣旨

⑦主旨

⑧要旨

⑨審判請求の趣旨

⑩審判請求の主旨

⑪審判請求の要旨

⑫審判請求趣旨

⑬審判請求主旨

⑭審判請求要旨

⑮審判の請求の趣旨

⑯審判の請求の主旨

⑰審判の請求の要旨

⑱審判の請求趣旨

⑲審判の請求主旨

⑳審判の請求要旨

３． 項目名の記載なし タグ名の設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容を設定する。

２． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 436

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．１２証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5 - 436 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．１３事件の出願人の APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

の記事

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７０．１４事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

９．７と同様



5.3.5 - 437

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．０書類識別 APPEAL-C609

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C609)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 438

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 請求取下書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①請求取下書 る。

②審判取下書

③審判請求取下

④取下書

⑤審判請求取下書

⑥判請求取下書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 439

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．２審判の種別 KIND-OF-APPEALS

７０．２と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 440

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 440 - 1

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．７意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(OPINION-CONTENTS-

の記載 ARTICLE)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①取下内容

②請求取下の内容

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

文書例 ＳＧＭＬ

【取下の内容】 ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <取下の内容>

<段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

イメージ ② <イメージ ファイル名="img.jpeg" 縦="80" 横="80" >

ｋｋｋ・・・ｋｋｋ① <段落>ｋｋｋ・・・ｋｋｋ</段落>

</取下の内容>

①【取下の内容】のデータは、繰り返しタグ<段落>にて、文章の段落毎に分けて記載する。

② 文章内で出現するイメージに関する記載は、タグ<イメージ>に分けて記載する。

※詳細は、「第５章 ５．７ 【意見の内容】等の電子化」を参照。



5.3.5 - 440 - 2

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．８段 落 PARAGRAPH

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 上位項目の内容の記載が タグ名(PARAGRAPH)を追加す

ある場合 る。

２. 上位項目の内容の記載が タグの設定なし。

ない場合

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 内容の記載あり 記載内容をそのまま設定する

２． 内容の記載なし タグの設定なし。



5.3.5 - 440 - 3

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７１．９イメージ IMAGE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. イメージの記載がある場合 タグ名(IMAGE)に置換する。

２. イメージの記載がない場合 タグ名の設定なし。

タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 備 考

１. ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の

縦の長さを設定する。

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の

横の長さを設定する。



5.3.5 - 441

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７２．０書類識別 APPEAL-C64

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C64)を追加す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 442

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 審理再開申立書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①審判再開申立書 る。

②審理の再開申立書

③審理の再開の申立書

④審理再開の申立書

⑤再開申立書

⑥審理再開理由書

⑦審判再開理由書

⑧審査の再開申立書

⑨審査の再開の申立書

⑩審査再開の申立書

⑪審査再開理由書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 443

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 444

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 445

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７３．０書類識別 APPEAL-C6515

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6515)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 446

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 証拠説明書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証拠の説明書 る。

②証拠説明

③証拠の説明

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 447

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 448

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 449

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７４．０書類識別 APPEAL-C655

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C655)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 450

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 検証申出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①実地検証申出書 る。

②実地の検証の申出書

③実施検証申出書

④実施検証の申出書

⑤実地検証申出

⑥実地の検証の申出

⑦実施検証申出

⑧実施検証の申出

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 451

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 452

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 453

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７５．０書類識別 APPEAL-C6512

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6512)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 454

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 口頭審理申立書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①口頭審理の申出書 る。

②口頭審理の申出

③口頭による審理の申出書

④口頭による審理の申出

⑤口頭による審理申出書

⑥口頭による審理申出

⑦口頭審査の申出書

⑧口頭審査の申出

⑨口頭による審査の申出書

⑩口頭による審査の申出

⑪口頭による審査申出書

⑫口頭による審査申出

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 455

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７５．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７５．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 456

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７５．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７５．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 457

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７６．０書類識別 APPEAL-C6513

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6513)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 458

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 口頭審理陳述要領書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①口頭の審理陳述要領書 る。

②口頭の審理の陳述要領書

③口頭審理の陳述要領書

④口頭の審理陳述の要領書

⑤口頭の審理の陳述の要領書

⑥口頭審理の陳述の要領書

⑦口頭の審査陳述要領書

⑧口頭の審査の陳述要領書

⑨口頭審査の陳述要領書

⑩口頭の審査陳述の要領書

⑪口頭の審査の陳述の要領書

⑫口頭審査の陳述の要領書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 459

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７６．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７６．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 460

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７６．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７６．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 461

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７７．０書類識別 APPEAL-C652

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C652)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 462

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 証拠調申立書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証拠調べ申立書 る。

②証拠調べ申立

③証拠調申立

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 463

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７７．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７７．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 464

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７７．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７７．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 465

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７８．０書類識別 APPEAL-C6541

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6541)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 466

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 尋問事項書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①尋問の事項書 る。

②尋問すべき事項書

③証人尋問事項書

④証人の尋問事項書

⑤証人を尋問すべき事項書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 467

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７８．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７８．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 468

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７８．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７８．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 469

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７９．０書類識別 APPEAL-C6514

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6514)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 470

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 証拠申出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証拠の申出書 る。

②証拠提出書

③証拠差出書

④証拠申立書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 471

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７９．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７９．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 472

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７９．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

７９．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 473

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８０．０書類識別 APPEAL-C654

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C654)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 474

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 証人尋問申出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証人の尋問申出書 る。

②尋問すべき証人の申出書

③尋問する証人の申し出書

④証人尋問の申出書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 475

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８０．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８０．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 476

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８０．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８０．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 477

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８１．０書類識別 APPEAL-C657

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C657)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 478

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 鑑定の申出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①鑑定の申出書 る。

②鑑定要求書

③鑑定の要求書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 479

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 480

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 481

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８２．０書類識別 APPEAL-C6572

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6572)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 482

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 鑑定事項書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①鑑定の事項書 る。

②鑑定する事項書

③鑑定すべき事項書

④鑑定すべき事項書

⑤鑑定の内容書

⑥鑑定する内容書

⑦鑑定すべき内容書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 483

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 484

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 485

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８３．０書類識別 APPEAL-C6544

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6544)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 486

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 書証の申出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①書証申出書 る。

②証拠（書証）の申出書

③書証の提出書

④書証の差出書

⑤証拠（書証）の提出書

⑥証拠（書証）の差出書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 487

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 488

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 489

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８４．０書類識別 APPEAL-C6546

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6546)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 490

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 文書特定の申出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①文書特定申出書 る。

②文書特定の申立書

③文書の特定の申出書

④文書の特定の申立書 ⑰文書の特定の手続書 (28)文書特定の申請書

⑤文書特定のための申出書 ⑱文書特定のための手続書 (29)文書の特定の申請書

⑥文書の特定のための申出書 ⑲文書の特定のための手続書 (30)文書特定のための申請書

⑦文書を特定する申出書 ⑳文書を特定する手続書 (31)文書の特定のための

⑧書証特定申出書 (21)書証特定手続書 申請書

⑨書証特定の申出書 (22)書証特定の手続書 (32)文書を特定する申請書

⑩書証の特定の申出書 (23)書証の特定の手続書 (33)書証特定申請書

⑪書証の特定の申立書 (24)書証特定のための手続書 (34)書証特定の申請書

⑫書証特定のための申出書 (25)書証の特定のための (35)書証の特定の申請書

⑬書証の特定のための申出書 手続書 (36)書証特定のための申請書

⑭書証を特定する申出書 (26)書証を特定する手続書 (37)書証の特定のための

⑮文書特定手続書 (27)文書特定申請書 申請書

⑯文書特定の手続書 (38)書証を特定する申請書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 491

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 492

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 493

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８５．０書類識別 APPEAL-C6517

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6517)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 494

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 録音テープ等の内容説明書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①録音テープの内容説明書 る。

②録音テープ等の記録内容説

③録音テープの記録内容説明 ⑪磁気記録媒体の内容説明書

④録音テープ等の反訳書 ⑫磁気記録媒体等の記録内容

⑤録音テープの反訳書 説明書

⑥磁気テープの内容説明書 ⑬磁気記録媒体の記録内容

⑦磁気テープ等の記録内容 説明書

説明書 ⑭磁気記録媒体等の反訳書

⑧磁気テープの記録内容 ⑮磁気記録媒体の反訳書

説明書

⑨磁気テープ等の反訳書

⑩磁気テープの反訳書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 495

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８５．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８５．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 496

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８５．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８５．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 497

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８６．０書類識別 APPEAL-C6542

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6542)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 498

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 回答希望事項記載書面 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①回答を希望する事項書 る。

②回答を求める事項書

③回答を希求する事項書

④解答を希望する事項書

⑤解答を求める事項書

⑥解答を希求する事項書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 499

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８６．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８６．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 500

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８６．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８６．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 501

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８７．０書類識別 APPEAL-C54

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C54)を追加す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 502

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 回答書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①解答書 る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 503

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８７．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８７．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 504

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８７．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８７．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 505

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８８．０書類識別 APPEAL-C6511

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6511)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 506

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 書面審理申立書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①書面審理の申立書 る。

②書面による審理の申立書

③書面による審理申立書

④書面審査の申立書

⑤書面による審査の申立書

⑥書面による審査申立書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 507

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８８．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８８．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 508

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８８．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８８．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 509

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．０書類識別 APPEAL-C875

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C875)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 510

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 優先審理に関する 記載内容をそのまま設定する

事情説明書

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①優先審理説明書 る。

②優先事情説明書

③優先説明書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 511

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．２提出者の記事 PRESENTER-ARTICLE

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTER-ARTICLE)
の記載 を追加する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。
①請求人 ③出願人
②審判人 ④審判請求者

⑤審判請求人

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００
モを付けて電子記録基準管理
班データエントリー管理班へ
返却する

文書例 ＳＧＭＬ例

<提出者の記事>
【提出者】 ① <提出者>

【請求人との関係】 ＫＫＫ... <請求人との関係>ＫＫＫ... </請求人との関係>
【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>
【住所又は居所】 東京都港区芝１ ② <住所又は居所>東京都港区芝１</住所又は居所>
【住所又は居所原語表記】 ＫＫＫ... <原語表記>ＫＫＫ... </原語表記>

</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【フリガナ】 ソウサク タロウ <フリガナ>ソウサク タロウ</フリガナ>
【氏名又は名称】 創作 太郎 ③ <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>
【氏名又は名称原語表記】TAROU SOUSAKU <原語表記>TAROU SOUSAKU</原語表記>

</氏名又は名称情報>
【就業場所】 東京都港区芝２丁目 <就業場所>東京都港区芝２丁目</就業場所>
【日本における営業所】 東京都港区芝３ <日本における営業所>東京都港区芝３

</日本における営業所>
<代表者情報>

<代表者>
【フリガナ】 ダイヒョウ タロウ <フリガナ>ダイヒョウ タロウ</フリガナ>
【代表者】 代表 太郎 ④ <代表者識別>代表者</代表者識別>

<氏名>代表 太郎</氏名>
【代表者原語表記】 TAROU DAIHYOU <原語表記>TAROU DAIHYOU</原語表記>

</代表者>
</代表者情報>

【法人の法的性質】 ＫＫＫ... <法人の法的性質>ＫＫＫ... </法人の法的性質>
アメリカ合衆国 <国籍>アメリカ合衆国</国籍>【国籍・地域】

【電話番号】 03-3581-1101 <電話番号>03-3581-1101</電話番号>
【ファクシミリ番号】 03-3581-1102 <ファクシミリ番号>03-3581-1102

</ファクシミリ番号>
【連絡先】 東京営業所０３－３１２３－４５６７ <連絡先>東京営業所０３－３１２３－４５６７

</連絡先>
</提出者>

【提出者】 ⑤ <提出者>
<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都港区芝４ <住所又は居所>東京都港区芝４</住所又は居所>
</住所又は居所情報>
<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 次郎 <氏名又は名称>創作 次郎</氏名又は名称>
</氏名又は名称情報>

</提出者>
</提出者の記事>

① 【提出者】の場合、グループを示すタグ<提出者>でグループ全体を挟み、グループの繰り返しを示す
タグ<提出者の記事>で繰り返し全体を挟む。

② 【住所又は居所】の場合、グループを示すタグ<住所又は居所情報>でグループ全体を挟む。その記載内容は、
タグ<住所又は居所></住所又は居所>で記載する。

③ 【氏名又は名称】の場合、グループを示すタグ<氏名又は名称情報>でグループ全体を挟む。
その記載内容は、タグ<氏名又は名称></氏名又は名称>で記載する。

④ 【代表者】の場合、タグ<代表者情報>でグループ全体を挟み、グループの繰り返しをタグ<代表者>で示す。
項目の内容は、 タグ<代表者識別></代表者識別>で記載。項目の記載内容は、タグ<氏名></氏名>で記載。

⑤ 【提出者】の繰り返しの場合、タグ<提出者の記事>は設定されない。



5.3.5 - 512

８９．３

・提出者（【提出者】）グループ内タグ設定規則

１．【識別番号】〔タグ名(IDENTIFICATION-NUMBER)〕，【住所又は居所】〔タグ名(ADDRESS)〕，

【氏名又は名称】〔タグ名(NAME)〕の設定規則

表（８９．３）に示すケ─スに該当しない場合は却下として、電子化を行わず電子化不能メモ

を付けて電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。

使用するタグ名は、<提出者>とする。

表（８９．３）

ケース 【識別番号】 【住所又は居所】 【氏名又は名称】

ケース１ ○

ケース２ ○ ○ ○

ケース３ ○ ○

ケース４ ○ ○

ケース５ ○ ○

＊１ケース６ ○

○：記載あり 空白：記載なし

＊１【代理人】のグループ内タグ設定規則にそった代理人の記載が１つでもある場合

は【提出者】の記載は【氏名又は名称】のみの記載でも電子化を行う。

２．グループ内タグの他の項目の設定規則

（１）項目名の記載あり

各項目のタグを設定し、記載内容を設定する。

（２）項目名の記載なし

各項目のタグの設定なし。

（ｹｰｽ １） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<提出者の記事>

【提出者】 <提出者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

</提出者>

</提出者の記事>

（ｹｰｽ ２） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<提出者の記事>

【提出者】 <提出者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</提出者>

</提出者の記事>



5.3.5 - 513

８９．３

（ｹｰｽ ３） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<提出者の記事>

【提出者】 <提出者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</提出者>

</提出者の記事>

（ｹｰｽ ４） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<提出者の記事>

【提出者】 <提出者>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</提出者>

</提出者の記事>

（ｹｰｽ ５） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<提出者の記事>

【提出者】 <提出者>

【識別番号】 123456789 <識別番号>123456789</識別番号>

<住所又は居所情報>

【住所又は居所】 東京都千代田区霞が関１ <住所又は居所>東京都千代田区霞が関１</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

</提出者>

</提出者の記事>

（ｹｰｽ ６） （文書例） （ＳＧＭＬ）

<提出者の記事>

【提出者】 <提出者>

<氏名又は名称情報>

【氏名又は名称】 創作 太郎 <氏名又は名称>創作 太郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</提出者>

</提出者の記事>



5.3.5 - 514

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．３提出者 PRESENTER-GROUP

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(PRESENTER-GROUP)に

の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

①請求人 ③出願人

②審判人 ④審判請求者

⑤審判請求人

３. 項目名の記載なし 電子化を行わず電子化不能メ ３０００

モを付けて電子記録基準管理

班データエントリー管理班へ

返却する



5.3.5 - 515

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．４請求人との関係 RELATIONSHIP-WITH-REQUESTER

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(RELATIONSHIP-WITH-R

の記載 EQUESTER)に置換する。

２． その他項目名の記載事例 タグの設定なし。

なし

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１． 内容の記載あり 記載内容を設定する。

２． 内容の記載なし 内容の設定せず、タグの属性 ５０００

にエラー識別ＩＤを設定する



5.3.5 - 516

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

８９．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 517

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９０．０書類識別 APPEAL-C876

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C876)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 518

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９０．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 早期審理に関する事情説明書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①早期審理説明書 る。

②早期事情説明書

③早期説明書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 519

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９０．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９０．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 520

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９０．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９０．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 521

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９１．０書類識別 APPEAL-C877

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C877)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 522

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 早期審理に関する 記載内容をそのまま設定する

事情説明補充書

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①早期審理説明書補充書 る。

②早期事情説明書補充書

③早期説明書補充書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 523

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 524

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 525

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９２．０書類識別 APPEAL-C6543

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6543)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 526

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 尋問に代わる書面の提出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①尋問に代わる書面提出書 る。

②尋問に代わる書面の提出

③尋問に代わる書面提出

④審尋に代わる書面の提出書

⑤審尋に代わる書面提出書

⑥審尋に代わる書面の提出

⑦審尋に代わる書面提出

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 527

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 528

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 529

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９３．０書類識別 APPEAL-C6573

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6573)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 530

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 鑑定書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①鑑定証明書 る。

②

③

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 531

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 532

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 533

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９４．０書類識別 APPEAL-C659

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C659)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 534

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 期日変更請求書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証拠調期日変更請求書 る。

②証拠調期間変更請求書

③期間変更請求書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 535

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 536

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 537

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９５．０書類識別 APPEAL-C6591

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6591)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 538

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 証拠調申請取下書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①証拠取下げ書 る。

②証拠取り下げ書

③証拠取下書

④証拠調申請取下げ書

⑤証拠調申請取り下げ書

⑥証拠調べ申請取下書

⑦証拠調べ申請取下げ書

⑧証拠調べ申請取り下げ書

⑨証拠申請取下書

⑩証拠申請取下げ書

⑪証拠申請取り下げ書

⑫証拠調取下書

⑬証拠調取下げ書

⑭証拠調取り下げ書

⑮証拠調べ取下書

⑯証拠調べ取下げ書

⑰証拠調べ取り下げ書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 539

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９５．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９５．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 540

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９５．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９５．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5 - 541

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９６．０書類識別 APPEAL-C6592

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6592)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けて電子記録基準

管理班データエントリー管理

班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 542

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９６．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けて電子記録

基準管理班データエントリー

管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 不出頭の届出書 記載内容をそのまま設定する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設定す

①不出頭の届け出書 る。

②不出頭届出書

③不出頭届け出書

④

⑤

⑥

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けて電子記録基準管

理班データエントリー管理班

へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。



5.3.5 - 543

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９６．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９６．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5 - 544

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９６．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９６．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 545

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．０書類識別 APPEAL-C6091

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C6091)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 546

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号

備 考

１． 一部請求取下書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①一部請求取下げ書 る。

②一部請求取り下げ書

③一部審判請求取下書

④一部審判請求取下げ書

⑤一部審判請求取り下げ書

⑥請求取下書（一部）

⑦審判請求取下書（一部）

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 547

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．２審判の種別 KIND-OF-APPEALS

７０．２と同様



5.3.5- 548

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 549

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 550

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．７意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

７１．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．８段 落 PARAGRAPH

７１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９７．９イメージ IMAGE

７１．９と同様



5.3.5- 551

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．０書類識別 APPEAL-C561

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C561)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 552

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 異議申立書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①異議請求書 る。

②異議申請書

③異議申し立て書

④審判異議申立書

⑤審判異議請求書

⑥審判異議申請書

⑦特許異議申立書

⑧商標登録異議申立書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 553

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．２申立に係る請求項 CLAIM-OF-MOTION

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(CLAIM-OF-MOTION)に

の記載 置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

の場合

①請求項

②請求項数

③請求数

④請求項の数

⑤発明の数

⑥考案の数

請求項

請求項数

⑦申立に係る＋ 請求数

請求項の数

発明の数

考案の数

請求項

請求項数

⑧異議に係る＋ 請求数

請求項の数

発明の数

考案の数

請求項

請求項数

⑨異議の＋ 請求数

請求項の数

発明の数

考案の数

３． 項目名の記載なし タグの設定なし。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5 - 553 - 1

９８．２

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備 考

１. "全"の記載がなく、数字ｎの "請求項ｎ"に置き換えて設定

記載 する。

２． "全"の記載がなく、数字ｎの "請求項ｎ"と"請求項ｎ"の間 数字ｎは記載順に設定

記載が複数 に"、" を設定する。 する。（※１）

３． "全"の記載と数字ｎの記載が 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ある タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

４． "全請求項"のみ記載 "全請求項"を設定する。

５． 数字ｎの記載も"全"の記載も 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

ない タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

６． 上記以外の記載 記載内容をそのまま設定し、 ５０４０

タグの属性にエラー識別ＩＤ

を設定する。

７. 内容の記載なし タグの設定なし。

（※１）"、"は「ＪＩＳコード：０ｘ２１２２ 。」

補足：電子化例を次に示す。

・請求項１、請求項２ → 請求項１、請求項２

・２、１ → 請求項２、請求項１

・請求項１２，１３ → 請求項１２、請求項１３

・請求項２、請求項２ → 請求項２、請求項２

・全請求項（請求項１、請求項２） → 全請求項（請求項１、請求項２）

（記載内容をそのまま設定し、エラーコードを設定）

・全請求項 → 全請求項

・全部 → 全部 （記載内容をそのまま設定し、エラーコードを設定）

・請求項 → 請求項 （記載内容をそのまま設定し、エラーコードを設定）



5.3.5- 554

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．３指定商品又は指定役務 CLASS-OF-GOODS-AND-SERVICE-ART

並びに区分

７．３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．４商品役務並びに区分 GOODS-AND-SERVICE-CLASS-GROUP

７．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．５類 CLASS

７．５と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．６商品役務 GOODS-AND-SERVICE

７．６と同様



5.3.5- 555

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．７申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．８申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 556

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．９代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．１０代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 557

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．１１変更する代理人の記事 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．１２変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5- 558

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９８．１３証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5- 559

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．０書類識別 APPEAL-C661

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C661)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 560

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 異議取下書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①取下書 る。

②異議取消書

③審判異議取下書

④審判異議取消書

⑤異議請求取下書

⑥異議申請取下書

⑦特許異議申立取下書

⑧商標登録異議申立取下書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 561

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．２審判の種別 KIND-OF-APPEALS

７０．２と同様



5.3.5- 562

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 563

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 564

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．７意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

７１．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．８段 落 PARAGRAPH

７１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

９９．９イメージ IMAGE

７１．９と同様



5.3.5- 565

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．０書類識別 APPEAL-C662

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C662)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 566

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 一部異議取下書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①一部異議取下げ書 る。

②一部異議取り下げ書

③異議取下書（一部）

④異議取下げ書（一部）

⑤異議取り下げ書（一部）

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 567

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．２審判の種別 KIND-OF-APPEALS

７０．２と同様



5.3.5- 568

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 569

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 570

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．７意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

７１．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．８段 落 PARAGRAPH

７１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１００．９イメージ IMAGE

７１．９と同様



5.3.5- 571

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．０書類識別 APPEAL-C601

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C601)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 572

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 判定請求書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①判定申請書 る。

②判定事件申請書

③判定事件請求書

④判定申込書

⑤判定書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 573

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 574

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 575

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．６変更する代理人の記事 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5- 576

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．８事件の出願人の記事 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．９事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5- 577

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．１０請求の趣旨 RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS

７０．１１と同様



5.3.5- 578

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０１．１１証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5- 579

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．０書類識別 APPEAL-C57

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C57)を追加す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 580

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 答弁書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①審判事件答弁書 る。

②審判事件答弁応答書

③審判事件答弁提出書

④答弁応答書

⑤答弁提出書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 581

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 582

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 583

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．６変更する代理人の記事 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様



5.3.5- 584

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．８事件の出願人の記事 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．９事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5- 585

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．１０事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．１１事件の出願人の代理人 ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

９．９と同様



5.3.5- 586

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．１２請求の趣旨 RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS

７０．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０２．１３証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5- 587

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．０書類識別 APPEAL-C58

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C58)を追加す

の記載 る。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 588

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 弁駁書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①審判事件弁駁書 る。

②審判事件弁駁応答書

③審判事件弁駁提出書

④弁駁応答書

⑤弁駁提出書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 589

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 590

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 591

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．６事件の出願人の記事 APPLICANT-OF-CASE-ARTICLE

９．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．７事件の出願人 APPLICANT-OF-CASE-GROUP

９．７と同様



5.3.5- 592

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．８事件の出願人の ATTORNEY-OF-CASE-ARTICLE

代理人の記事

９．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．９事件の出願人の代理人 ATTORNEY-OF-CASE-GROUP

９．９と同様



5.3.5- 593

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．１０請求の趣旨 RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS

７０．１１と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０３．１１証拠方法 PROOF-MEANS

３６．９と同様



5.3.5- 594

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．０書類識別 APPEAL-C619

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C619)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 595

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 訂正請求取下書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

①訂正取下書 る。

②訂正請求書取下書

③訂正取消書

④訂正請求取消書

⑤訂正請求書取消書

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 596

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．２申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．３申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 597

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．４代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．５代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 598

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．６意見の内容 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

７１．７と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．７段 落 PARAGRAPH

７１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０４．８イメージ IMAGE

７１．９と同様



5.3.5- 599

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．０書類識別 APPEAL-C619

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 ｴﾗー識別ID 備 考

１. 申請書類記載項目名通り タグ名(APPEAL-C611)を追加

の記載 する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず電子化不 ３０００

能メモを付けてデータエント

リー管理班へ返却する。

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 600

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．１書 類 名 DOCUMENT-NAME

(1) 項目の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 申請書類記載項目名通り タグ名(DOCUMENT-NAME)

の記載 に置換する。

２． その他項目名の記載事例 項番１と同じ。

①書類の名称

②書類名称

③書類明称 ⑦提出書類

④書誌名称 ⑧申請書類

⑤書誌名 ⑨申請書名

⑥書書名 ⑩書類明

３． 項目名の記載なし 書類の内容の記載がない 場

合、電子化は行わず、電子 ３０００

化不能メモを付けてデータエ

ントリー管理班へ返却する。

(2) 内容の置換

項 番 申 請 書 の 状 態 電子化における対処 エラー番号 備 考

１． 訂正請求書 記載内容をそのまま設置する

２． その他内容の記載事例 項番１の内容に変換し設置す

る。

３． 項番１，２以外の記載 電子化を行わず、電子化不能 ３０５０

メモを付けてデータエントリ

ー管理班へ返却する。

４． 内容の記載なし 項番３と同じ。 ３０５０

補 足：内容のある【書類名】の記載が重複して記載された場合は、電子化不能とする。

当事者系審判の開発中断により削除



5.3.5- 601

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．２請求項の数 NUMBER-OF-CLAIM

７０．３と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．３申請者の記事 REQUESTER-ARTICLE

１．４と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．４申 請 者 REQUESTER-GROUP

１．５と同様



5.3.5- 602

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．５代理人の記事 ATTORNEY-ARTICLE

１．６と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．６代 理 人 ATTORNEY-GROUP

１．７と同様



5.3.5- 603

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．７変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-ARTICLE

の記事

１．８と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．８変更する代理人 ATTORNEY-CHANGE-GROUP

１．９と同様

・項目名（日本語標準名） ・タグ名

１０５．９請求の趣旨 RELIEF-SOUGHT-IN-DEMANDS

７０．１１と同様



5.4 - 1

５．４ 手続補正書の電子化

５．４．１ 却下要件

補正の記事における却下要件は以下の通りである。

下記の(1)～(4)の条件を全て満足しない場合は電子化不能とする。ただし項番(2)～(4)

については補正の記事がある場合に限る。

(1) 申請書に補正の記事又は料金補正の記事のグループ構成項目が最低１つ以上あること。

(2) 補正の内容の実データがある、又は補正方法の実データがあること。

但し、複数グループ記載の場合は、最低１つ上記条件を満たしていればよい。

又、補正書Ａを補正した補正書Ｂの申請で、補正書Ａの補正の内容と補正方法については、

対象外とする。（次頁の例を参照）

(3) 補正のネストは２回までである。（補正の補正の補正は電子化不能とする）

複数グループ記載の場合は、すべて上記条件を満たしていること。

(4) 補正対象書類名（補正の記事）の項目と実データの記載が有ること。

複数グループ記載の場合は、すべて上記条件を満たしていること。

項目名の記載のない場合は、いったん電子化不能とし、電子記録基準管理班

データエントリー管理班の指示を仰いで職権にて作成する。



5.4 - 2

例：補正の補正が記載された場合

例１

【書類名】 手続補正書Ｂ

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 手続補正書Ａ

・

【補正方法】 却下要件対象

【補正の内容】 却下要件対象

【手続補正１】

【補正方法】 却下要件対象外

【補正の内容】 却下要件対象外

・

～ ・ ～

・



5.4 - 3

５．４．２ 職権訂正の範囲

補正の記事における職権訂正の範囲を以下に定める。

(1) 項目名の職権訂正

５.３書誌情報仕様より項目毎のデータエントリ仕様を参照。

(2) 手続補正ｎの記載が１つもない場合

連続する番号を付与する。

例 １

（職権訂正前） （職権訂正後）

【書類名】 手続補正書 【書類名】 手続補正書

・ ・

・ ・

【手続補正】 【手続補正１】

・ ・

・ ・

【手続補正】 → 【手続補正２】

・ ・

・ ・

【手続補正】 【手続補正３】

・ ・

・ ・

例 ２

（職権訂正前） （職権訂正後）

【書類名】 手続補正書 【書類名】 手続補正書

・ ・

・ 【手続補正１】

【補正の内容】 【補正の内容】

・ ・

・ → 【手続補正２】

【補正の内容】 【補正の内容】

・ ・

・ 【手続補正３】

【補正の内容】 【補正の内容】

・ ・



5.4 - 4

(3) 手続補正ｎの記載が１つだけ欠けている場合

職権訂正は行わず、そのまま電子化する。

(4) 手続補正ｎの記載が２つ以上欠けている場合（全く記載のない場合は(2)の対処）

職権訂正は行わず、そのまま電子化する。

(5) 手続補正ｎの記載で同じ記載があった場合

職権訂正は行わず、そのまま電子化する。

補足：手続補正ｎの記載が無い場合とは、項目自体が無い場合、及び【手続補正】である。

(6) 【補正対象書類名】の項目の記載がない場合は、電子記録基準管理班データエントリー管理班

の指示を仰いで職権にて作成する。

(7) 【補正対象書類名】と【補正対象項目名】の組み合わせが以下で、【補正方法】が変更且つ

【補正の内容】の直下に【書類名】の記載がない場合、【補正対象書類名】の書類名が記載されて

いるものとして電子化する。

補正対象書類名 補正対象項目名 補正方法 みなす書類名の記載

図面 全図 変更 【書類名】図面

写真 全図 変更 【書類名】写真

例

（職権訂正前） （職権訂正後）

【手続補正１】 【手続補正１】

【補正対象書類名】図面 【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】全図 【補正対象項目名】全図

【補正方法】 変更 【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【正面図】 → 【書類名】図面

【正面図】

・

・ ・

・



5.4 - 4 - 1

(8) 【補正対象書類名】が図面または写真で、【補正対象項目名】が図の表示の記載（正面図、背面図など）

で、【補正方法】が変更且つ、【補正の内容】の直下に補正対象項目名に対応したデリミタ項目の記載が

ない場合、補正対象項目に対応したデリミタ項目が記載されているものとみなして電子化する。

補正対象書類名 補正対象項目名 補正方法 みなす書類名の記載

図面 図の表示 変更 図の表示

（正面図、背面図など） （【正面図】、【背面図】など）

写真 図の表示 変更 図の表示

（正面図、背面図など） （【正面図】、【背面図】など）

例

（職権訂正前） （職権訂正後）

【手続補正１】 【手続補正１】

【補正対象書類名】図面 【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】正面図 【補正対象項目名】正面図

【補正方法】 変更 【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【正面図】

・

・ ・

・

(9) 手続補正書、手続補正書（方式）の【補正対象書類名】が意匠登録願（複数）または手続補正書（複数）

の場合、もしくは手続補正書（複数）の【補正対象書類名】が意匠登録願（複数）、手続補正書（複数）、

図面、写真、ひな形、見本以外の場合は、電子記録基準管理班の指示を仰いで職権にて作成する。
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５．４．３ 手続補正書提出の範囲

補正書の提出の範囲を以下に記載する。また、具体的な電子化方法は、

５.４.６具体的な説明にて説明をする。

①書誌事項（単独項目）を補正する場合

・【意匠に係る物品】の補正

・【標準文字】・【立体商標】・

②書誌事項（単独項目の繰り返し）を補正する場合

・【特記事項】の補正

③書誌事項（グループ項目）を補正する場合

・【原出願の表示】の補正

・【商標登録を受けようとする商標】の補正

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】を一部補正

④書誌事項（グループ項目の繰り返し）を補正する場合

・【意匠を創作した者】の補正

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】を全て補正する場合

⑤図面を図単位に補正する場合

⑥図面の全図を補正する場合

⑦写真を図単位に補正する場合

⑧写真の全図を補正する場合

⑨参考見本を補正する場合

⑩見本全体を補正する場合

⑪参考ひな形を補正する場合

⑫ひな形全体を補正する場合

⑬書誌事項を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑭図面を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑮写真を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑯見本を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑰ひな形を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑱提出物件を補正する場合

⑲記部を補正する場合

⑳音声ファイルを補正する場合

21意匠登録願（複数）を補正する場合
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５．４．４ 【手続補正ｎ】・【補正の内容】の電子化規準

(1) 開始、終了の判断

（補正の記事のタグ<補正の記事></補正の記事>及び手続補正ｎのタグ<手続補正></手続補正>の設定）

①開始の判断

補正の記事は初めの補正の記事の項目のどれかが記載された以降が当該手続きの補正の記

事とする。但し、【補正対象書類名】のみの記載があった場合【手数料補正】との見分けが

つかないことから、規定外の項目とする。

②終了条件

補正の記事の終了は、書誌の終了か、【補正の内容】の直下の項目の内容が終了した場合とする。

【手続補正ｎ】が繰り返し出現する場合は、最後の【手続補正ｎ】の【補正の内容】が終了した場

合とする。

・補正の補正の終了は、補正される補正書の【補正の内容】に終了条件を適用して、

終了を判断する。

補正対象書類名 補正の内容 補正の内容直下 補正の記事の終了

１ 手続補正書 なし － 手続補正書に記載可能な項目(*1)が出現するまで

または書誌の終了まで

２ あり 手続補正ｎ －

３ 手続補正ｎ以外 補正の内容の直下を除き、手続補正書に記載可能な

項目(*1)が出現するまで

または書誌の終了まで

４ 手続補正書以外 なし － 同上

５ あり － 同上

＊１： 【手続補正ｎ】、【手数料補正】、【証拠方法】、【持分の割合】、【手数料の表示】、【その他】、

【提出物件の目録】を指す

例．補正の記事の終了条件（網掛けがストッパ項目）

（ケース１）補正の補正

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】証拠方法

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【証拠方法】

【その他】

【その他】
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（ケース２）補正の補正の補正

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正２

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【手続補正２】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正２】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 削除

（書誌の終了）

上記補正書は電子記録基準管理班データエントリー管理班に返却し、指示を仰ぐ。

（ケース３）補正の記事が複数存在する

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正２

【補正方法】 削除

【手続補正２】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正２】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 削除

（書誌の終了）

（ケース４）補正の内容に補正対象書類には記載不可な項目が記載されている

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類】意匠登録願 【手続補正１】

【補正対象項目】手続補正２

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【手続補正２】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正２】

【補正対象項目】手続補正１

【補正方法】 削除

（書誌の終了）

上記【手続補正２】の内容は規定外の項目として電子化する。
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（ケース５）

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補正書 【手続補正１】

【補正対象項目】提出物件の目録

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【提出物件の目録】

【物件名】 委任状 １ 【提出物件の目録】

【提出物件の目録】

【包括委任状番号】１２３４５６７

【提出物件の目録】

（ケース６）補正の内容に大項目が複数記載されている

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補足書 【手続補正１】

【補正対象項目】補足対象書類名

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【補足対象書類名】意匠登録願

【補足の内容】 出願人Ａと代理人Ｂの 【補足対象書類名】

関係を示す書面 【補足の内容】

【提出物件の目録】

【物件名】 委任状 １

【提出物件の目録】

上記補正の内容はイメージとして電子化する。（５．４．７例外処理（２）③を参照））

（ケース７）補正の内容に大項目が複数記載されている

【手続補正１】

【補正対象書類】手続補足書 【手続補正１】

【補正対象項目】補足の内容

【補正方法】 変更

【補正の内容】 【補正の内容】

【補足の内容】 出願人Ａと代理人Ｂの

関係を示す書面

【提出物件の目録】 【補足の内容】

【物件名】 委任状 １

【提出物件の目録】

【物件名】 委任状 １

【提出物件の目録】

【物件名】 委任状 １

【物件名】 委任状 １
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(2) 「補正の記事」の構成

日本語標準名 タグ名 内 容くり返し

補正の記事 AMENDMENT- 補正の記事全体を示すタグ
ARTICLE

手続補正 AMENDMENT-GROUP ○ 一つの補正に対応するグループを構成す
るタグ

書類名 DOCUMENT-NAME 書類名を設定

補正対象意匠番号 DESIGN-NUMBER-OF 補正対象となる意匠番号を設定
-AMENDMENT （手続補正書（複数）のみ設定）

受付番号 RECEIPT-NUMBER 受付番号を設定

提出日 SUBMISSION-DATE 提出日を設定

整理番号 ARRANGEMENT- 整理番号を設定
NUMBER

対象項目 ITEM-OF- 補正した書類の項目名を設定
AMENDMENT

方法 WAY-OF-AMENDMENT 補正の方法を設定

補正の内容 CONTENTS-OF- 補正の内容を設定
AMENDMENT

書類識別(補正) 補正対象書類名により対応するタグを設
定する。

(3) 「補正の記事」の設定 （タグ<補正の記事></補正の記事>）

① 補正の記事の開始タグ<補正の記事>の設定

補正の記事を構成する項目全体を指すタグとして、当該手続の初めの補正の記事が開

始された位置に出力する。

・【手続補正ｎ】の記載がある場合、

補正の記事のタグ<補正の記事>を設定する。

・【手続補正ｎ】の記載がない場合、

５.４.２職権訂正の範囲(2)～(5)を参照し、職権により、【手続補正ｎ】又はｎを

補い、補正の記事のタグを設定する。

② 補正の記事の終了タグ</補正の記事>の設定

補正の記事の終了は、書誌の終了か【補正の内容】の終了（５.４.４(1)②の終了条件

を参照）とし、当該手続の補正の記事の終了位置に終了タグ</補正の記事>を設定する。

又、「補正の記事」の終了タグ</補正の記事>を設定する場合は「手続補正」の終了タ

グ </手続補正> の直後とする。

<補正の記事>
【手続補正１】 <手続補正 一連番号="1">

【補正対象書類名】 意匠登録願 <書類名>意匠登録願</書類名>
・ ・
・ ・

【補正方法】 変更 <方法>変更</方法>
【補正の内容】 <補正の内容>

・ ・
</補正の内容>

</手続補正>
</補正の記事>
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(4) 【手続補正ｎ】の電子化 （タグ<手続補正></手続補正>）

① 手続補正ｎの開始タグ<手続補正>及びタグ属性の一連番号の設定

《ケース１》

申請書の状態 【手続補正ｎ】の記載がある場合、

電子化における対処 <手続補正 一連番号="n" >

《ケース２》

申請書の状態 【手続補正ｎ】の記載がない場合

電子化における対処 【補正方法】又は【補正の内容】の記載がある場合は、

【手続補正】を付与し、タグを設定する。

<手続補正>

（５．４．２ 職権訂正の範囲参照）

② タグ属性「一連番号」の設定

《ケース１》

申請書の状態 ｎが数字３桁以内の場合（スペース含む）

電子化における対処 デリミタ内のｎを取り出しタグ属性「一連番号="n"」を設定する。

《ケース２》

申請書の状態 ｎが数字４桁以上の場合

電子化における対処 記載内容をそのまま設定し、タグの属性にエラー識別ＩＤを設定する。

＜手続補正 一連番号="1234" エラーコード="5210"＞と設定する。

《ケース３》

申請書の状態 ｎの記載がない場合（例：【手続補正】）

電子化における対処 タグ属性「一連番号="n"」の設定なし。

補 足：

正常なケースは【手続補正ｎ】があり、ｎは１からシーケンスに記載される。
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③ 手続補正ｎの終了タグ</手続補正>の設定

手続補正ｎの終了は書誌の終了か、５.４.４(1)②の終了条件と合致した場合とし、終了タグ

</手続補正>を設定する。

又、「手続補正ｎ」の終了タグ</手続補正>は、当該記事に【補正の内容】が存在した場合は、

</補正の内容> の直後に設定する。【補正の内容】が存在しない場合（【補正方法】が「削除」

の場合）は、<方法> ～ </方法>の直後に設定する。

（例） 【補正方法】が「削除」の場合

<補正の記事>

【手続補正１】 <手続補正 一連番号="1">

【補正対象書類名】 手続補正書 <書類名>手続補正書</書類名>

【補正対象項目名】 手続補正３ <対象項目名>手続補正３</対象項目名>

【補正方法】 削除 <方法>削除</方法>

</手続補正>

【手続補正２】 <手続補正 一連番号="2">

： ：

： ：

</手続補正>

</補正の記事>

※ 【補正方法】、【補正の内容】が共に記載されていない場合は、電子化不能。
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(4-1) 【補正対象意匠番号】の電子化

タグ<補正対象意匠番号></補正対象意匠番号>の設定

《ケース１》

申請書の状態 【補正対象意匠番号】の記載があり、【補正の内容】の配下の項目が

意匠登録願（複数）の【意匠n】配下に設定可能な項目の場合

電子化における対処 タグ<補正対象意匠番号>を設定し、【補正対象意匠番号】の内容の終了位置に

タグ</補正対象意匠番号>を設定する。

《ケース２》

申請書の状態 【補正対象意匠番号】の記載がなく、【補正の内容】の配下の項目が

意匠登録願（複数）の項目【意匠n】配下に設定可能な項目の場合

電子化における対処 タグ<補正対象意匠番号>を設定し、【補正対象意匠番号】の内容の終了位置に

タグ</補正対象意匠番号>を設定する。

補 足：

【補正対象意匠番号】は意匠登録願（複数）の【意匠n】配下の項目を補正する場合に記載する。

【補正対象意匠番号】の記載があり、【意匠n】配下でない項目が【補正の内容】に記載された場合、

もしくは【補正対象意匠番号】の記載がなく、【意匠n】配下の項目が【補正の内容】に記載された場合は、

規定外の項目として電子化を行う。
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(5) 【補正方法】の電子化

① タグ<方法></方法>の設定

《ケース１》

申請書の状態 【補正方法】の記載がある場合

電子化における対処 タグ<方法>を設定し、【補正方法】の内容の終了位置に

タグ</方法>を設定する。

《ケース２》

申請書の状態 【補正方法】 削除 の記載がある場合

電子化における対処 タグ<方法>を設定し、【補正方法】の内容の終了位置に

タグ</方法>を設定する。この場合、【補正の内容】の

記載はないが電子化不能とはならない。

《ケース３》

申請書の状態 【補正方法】の記載がない場合

電子化における対処 タグの設定なし。但し、【補正の内容】がない場合は電子化不能とする。

② 実データの設定

【補正方法】に設定される実データは「第５章 ５．３．４章の共－７５」を参照。

(6) 【補正の内容】の電子化

タグ<補正の内容></補正の内容>の設定

《ケース１》

申請書の状態 【補正の内容】の記載がある場合

電子化における対処 タグ<補正の内容>を設定し、【補正の内容】の内容の終了位置に

タグ</補正の内容>を設定する。

《ケース２》

申請書の状態 【補正の内容】の記載がない場合

電子化における対処 タグの設定なし。但し、【補正方法】がない場合は電子化不能とする。

（複数の繰り返しで、実データのない場合は除く）
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(7) 「書類識別（補正）」の設定 （ タグ<書類識別（補正）></書類識別（補正）> ）

《ケース１》

申請書の状態 同一グループ内に【補正対象書類名】の実データが設定されている。

電子化における対処 【補正対象書類名】の実データに対応するタグ名を<補正の内容>の直下

に追加する。

《ケース２》

申請書の状態 同一グループ内に【補正対象書類名】の実データが設定されていない。

電子化における対処 電子化不能として、電子記録基準管理班データエントリー管理班に返却する。

<補正の記事>

【手続補正１】 <手続補正 一連番号="1">

【補正対象書類名】 意匠登録願 <書類名>意匠登録願</書類名>

【補正対象項目】 意匠に係る物品 <対象項目名>意匠に係る物品</対象項目名>

【補正方法】 変更 <方法>変更</方法>

【補正の内容】 <補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

【意匠に係る物品】 ｘｘｘｘｘｘ <意匠に係る物品>ｘｘｘｘｘｘ</意匠に係る物品>

</意匠登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>

《ケース３》

申請書の状態 全面イメージとして電子化を行う場合

（５．４．７例外処理（２）を参照）

電子化における対処 タグ<書類識別（補正）>、</書類識別（補正）>の設定は行わない。

・「書類識別（補正）」のタグ名

【補正対象書類名】に設定された書類名の「書類識別」タグ名の末尾に“-A”を付加したものを

設定する。次頁に書類識別（補正）のタグ名の一覧表を付す。

（例）

書類識別（補正） ＝ 書類識別タグ名 ＋“-A”

APPLICATION-A63-A ＝ APPLICATION-A63 ＋“-A” （意匠登録願の場合）
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書類識別（補正）のタグ名一覧

項番 タグ名 書 類 名 項番 タグ名 書 類 名

１ APPLICATION-A63-A 意匠登録願 ５８ AMENDMENT-A51-A 手続補正書（方式）

１－１ APPLICATION-A630-A 意匠登録願（複数） ５９ AMENDMENT-A523-A 手続補正書

２ APPLICATION-A636-A 類似意匠登録願 59-1 AMENDMENT-A5231-A 手続補正書（複数）

３ APPLICATION-A63-A 商標登録願 ６０ DRAWING-ARTICLE-A 図面

４ APPLICATION-A639-A 団体商標登録願 ６１ PHOTOGRAPH-ARTICLE-A 図面代用写真

４－１ APPLICATION-A638-A 地域団体商標登録願 ６２ MODEL-ARTICLE-A 図面代用ひな形

５ APPLICATION-A632-A 防護標章登録願 ６３ SAMPLE-ARTICLE-A 図面代用見本

６ APPLICATION-A633-A 防護標章登録に基づく ６４ APPEAL-C60-A 審判請求書

権利存続期間更新登録願 ６５ APPEAL-C609-A 請求取下書※４

７ APPLICATION-A634-A 書換登録申請書 ６６ APPEAL-C64-A 審理再開申立書※４

８ APPLICATION-A635-A 防護標章登録に基づく ６７ APPEAL-C6515-A 証拠説明書

権利書換登録申請書 ６８ APPEAL-C655-A 検証申出書

８－１ APPLICATION-A637-A 重複登録商標に係る

※５商標権存続期間更新登録願

９ APPLICANT-A711-A 出願人名義変更届 ６９ APPEAL-C6512-A 口頭審理申立書

１０ APPLICANT-A712-A 出願人名義変更届（一般承継） ７０ APPEAL-C6513-A 口頭審理陳述要領書

１１ APPLICANT-A713-A 出願人名義変更届 ７１ APPEAL-C652-A 証拠調申立書

（特例商標登録出願）

１２ APPLICANT-A714-A 出願人名義変更届 ７２ APPEAL-C6541-A 尋問事項書

（特例商標登録出願）（一般承継）

１３ APPLICANT-A715-A 書換登録申請者名義変更届 ７３ APPEAL-C6514-A 証拠申出書※４

１４ APPLICANT-A55-A 受継申立書 ７４ APPEAL-C654-A 証人尋問申出書

１５ APPLICANT-A681-A 代表者選定届 ７５ APPEAL-C657-A 鑑定の申出書

１６ ATTORNEY-A7421-A 代理人変更届 ７６ APPEAL-C6572-A 鑑定事項書

１７ ATTORNEY-A7423-A 代理人選任届 ７７ APPEAL-C6544-A 書証の申出書

１８ ATTORNEY-A7427-A 代理権消滅届 ７８ APPEAL-C6546-A 文書特定の申出書

１９ ATTORNEY-A7422-A 代理人受任届 ７９ APPEAL-C6517-A 録音テープ等の内容説明書

２０ ATTORNEY-A7424-A 代理人辞任届 ８０ APPEAL-C6542-A 回答希望事項記載書面

２１ ATTORNEY-A7425-A 代理人解任届 ※３ ８１ APPEAL-C54-A 回答書

２２ ATTORNEY-A7426-A 代理権変更届 ８２ APPEAL-C6511-A 書面審理申立書

２３ ATTORNEY-A7428-A 包括委任状援用制限届 ８３ APPEAL-C875-A 優先審理に関する事情説明書

２４ ATTORNEY-A7431-A 復代理人変更届 ８４ APPEAL-C876-A 早期審理に関する事情説明書

２５ ATTORNEY-A7433-A 復代理人選任届 ８５ APPEAL-C877-A 早期審理に関する事情説明補充書

２６ ATTORNEY-A7437-A 復代理権消滅届 ８６ APPEAL-C6543-A 尋問に代わる書面の提出書

２７ ATTORNEY-A7432-A 復代理人受任届 ８７ APPEAL-C6573-A 鑑定書

２８ ATTORNEY-A7434-A 復代理人辞任届 ８８ APPEAL-C659-A 期日変更請求書

２９ ATTORNEY-A7435-A 復代理人解任届 ※３ ８９ APPEAL-C6591-A 証拠調申請取下書

３０ ATTORNEY-A7436-A 復代理権変更届 ９０ APPEAL-C6592-A 不出頭の届出書

３１ WITHDRAWAL- 出願取下書 ９１ APPEAL-C6091-A 一部請求取下書

ABANDONMENT-A761-A

３２ WITHDRAWAL- 出願放棄書 ９２ APPEAL-C561-A 異議申立書

ABANDONMENT-A762-A

３３ WITHDRAWAL- パリ条約による優先権主張放棄書 ９３ APPEAL-C661-A 異議取下書

ABANDONMENT-A765-A ※１

３４ WITHDRAWAL- 使用に基づく ９４ APPEAL-C662-A 一部異議取下書

ABANDONMENT-A768-A 特例の適用の主張取下書

３５ WITHDRAWAL- 書換登録申請取下書 ９５ APPEAL-C601-A 判定請求書※４

ABANDONMENT-A766-A ９６ APPEAL-C57-A 答弁書

３６ RESPONSE-A53-A 意見書

３７ RESPONSE-A59-A 弁明書 ９７ APPEAL-C58-A 弁駁書

３８ PRESENTMENT-A79-A 優先権証明書提出書 ９８ APPEAL-C619-A 訂正請求取下書

３９ PRESENTMENT-A80-A 新規性喪失の例外証明書提出書 ９９ APEEAL-C611-A 訂正請求書

４０ PRESENTMENT-A80-A 出願時の特例証明書提出書

４１ PRESENTMENT-A81-A 出願日証明書提出書

４２ PRESENTMENT-A82-A 物件提出書

４３ PRESENTMENT-A822-A 証明書類提出書

４４ PRESENTMENT-A825-A 特徴記載書

４５ ETCETERA-A691-A 雑書類

４６ ETCETERA-A871-A 早期審査に関する事情説明書

４７ ETCETERA-A872-A 早期審査に関する事情説明補充書

４８ ETCETERA-A824-A ひな形又は見本補足書

４９ ETCETERA-A781-A 上申書

５０ ETCETERA-A821-A 手続補足書

５１ ETCETERA-A601-A 期間延長請求書

51-1 ETCETERA-A603-A 期間延長請求書（期間徒過）

５２ ETCETERA-A907-A 秘密意匠期間変更請求書

５３ ETCETERA-A831-A 刊行物等提出書

５４ ETCETERA-A826-A 協議の結果届 ※２

５５ ETCETERA-A7732-A 出願変更届（類似→独立）

５６ ETCETERA-A7731-A 出願変更届（独立→類似）

５７ ETCETERA-A908-A 協議の結果届

57-1 ETCETERA-A915-A 既納手数料返還請求書

57-2 ETCETERA-A917-A 回復理由書

※１ 提出された手続補正書を新規エントリーする場合において、平成１９年４月以降、補正対象書類名がパリ条約による優先権主張放棄書の場合、電子化対象外とする。

※２ 平成２４年４月に書類名が「意匠法第９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。

※３ 提出された手続補正書を新規エントリーする場合において、「受付日」が令和４年６月２７日以降、補正対象書類名が代理人解任届および復代理人解任届の場合、

電子化対象外とする。（新規エントリーは存在しないが、更正申請は存在する。）
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※４ 手続補正書において補正対象書類名が以下の書類の場合、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。

・書換登録申請書

・防護標章登録に基づく権利書換登録申請書

・書換登録申請取下書

・書換登録申請者名義変更届

※５ 手続補正書において補正対象書類名が重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願の場合、電子化する前に電子記録基準管理班に問い合わせを行う。
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５．４．５ 補正の内容の電子化

(1) 書誌の補正の場合

【補正の内容】配下に記載された書誌の項目は、以下の規定により電子化を行う。

① 補正対象書類名を考慮して電子化を行う。（補正対象書類名に記載された書類名の書類

テーブルに既存する項目を対象として電子化をする。つまりテーブルに存在しない項目

が記載された場合は、規定外の項目として電子化を行う。）

② 電子化時にエラーが発生した場合、エラーが発生したタグの属性にエラーコードを設定

する。但し、補正の内容に【書類名】が存在する場合は電子化不能とする。

（全文補正は電子化しない）

③ 補正の記事の【補正対象書類名】から特定できる四法と【事件の表示】に記載されてい

る四法の相関チェックを行い、一致しない場合は電子化不能とする。

【補正対象書類名】から四法が特定できない場合はチェックは行わない。

④ 補正対象書類名に電子化対象の書類の記載があるにも係わらず、補正の内容がデリミタ

から始まっていない場合（何らかの不明の記載がある場合）エラーとして、

タグ<補正の記事>の属性に、エラーコード５０２０を設定し、電子記録基準管理班

データエントリー管理班に問い合わせて、補正の内容の電子化方法を決定する。

⑤ 【事件の表示】の【審判番号】・【審判請求日】・【出願番号】・【出願日】、

【審判事件の表示】の【出願番号】・【審判番号】・【審判の種別】・【審判請求日】

が記載されエラーであった場合は、他の番号と同様に記載内容をそのまま設定し、タグ

の属性にエラー識別ＩＤを設定する。

記 載 例 記 載 パ タ ー ン 電 子 化 エ ラ ー 識 エ ラ ー 記 録

対 処 別 Ｉ Ｄ

【 事 件 の 表 示 】 出 願 番 号 不 備 電 子 化

【 出 願 番 号 】 意 願 2007-12345 可 能

あ

【 事 件 の 表 示 】 出 願 日 不 備 電 子 化 ５ ３ ２ ０ －

【 出 願 日 】 平 成 19年 13月 10日 不 能

提 出 の 意 匠 登 録 願

【 事 件 の 表 示 】 出 願 日 不 備 電 子 化

【 出 願 番 号 】 意 願 2007-123456 （ 出 願 番 号 並 可 能

【 出 願 日 】 平 成 19年 13月 10日 記 ）

提 出 の 意 匠 登 録 願

【 事 件 の 表 示 】 審 判 番 号 範 囲 エ 電 子 化 ５ ３ ２ ０ －

【 出 願 番 号 】 意 願 2007-123456 ラ ー 不 能

【 審 判 番 号 】 平 成 18年 審 判 第 3

5000号

【 事 件 の 表 示 】 審 判 請 求 日 不 備 電 子 化 ５ ３ ２ ０ －

【 出 願 番 号 】 意 願 2007-123456 （ 出 願 番 号 不 可 能

【 審 判 請 求 日 】 平 成 20年 13月 1 備 ）

0日

⑥ 【補正の内容】に記載された項目にエラーが生じた場合、タグ<補正の記事>のタグの属

性にエラー識別ＩＤを設定する。
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(2) 図面（写真・ひな形・見本）の補正

【補正の内容】配下に記載された図面・写真・ひな形・見本は、以下の規定により電子化

を行う。

① 補正対象書類名に“図面”又は“写真”が記載された場合の補正の単位

・図単位（ <図> ～ </図> ）の補正。又は、全図（ <図面> ～ </図面>、<図面代用写真> ～

</図面代用写真> ）の補正とする。

② 補正対象書類名に“ひな形”又は“見本”が記載された場合の補正の単位

・ひな形単位、見本単位（ <図> ～ </図> ）の補正。又は、全図（ <図面代用ひな形> ～

</図面代用ひな形> ）、全図（ <図面代用見本> ～ </図面代用見本> ）の補正とする。

③ 補正の内容の終了条件は、５．４．４(1)②に従う。

④ 手続補正書（複数）において図面・写真・ひな形・見本を補正する場合のタグ属性の一連番号

・図面・写真・ひな形・見本のタグ属性一連番号に補正対象意匠番号に対応する値を設定する。

<補正対象意匠番号>意匠１</補正対象意匠番号>の場合、<図面 一連番号="1" >

(3) 補正の補正（補正の記事の補正）

【補正の内容】配下に記載された補正の記事は、以下の規定により電子化を行う。

① 補正書の補正は補正対象書類名を考慮し、電子化を行う。【補正の内容】直下に補正の

記事の項目が最低１つ以上あり、且つ【補正対象書類名】が手続補正書の場合、補正書

の補正とみなす。又補正対象書類名が補正書以外で【補正の内容】直下に補正の記事の

項目が存在した場合は、その補正の記事は規定外の項目となる。

② 補正の補正では、補正される補正書の【補正方法】と【補正の内容】の必須項目チェッ

クは行わないが【補正の内容】配下に記載される書誌の項目の電子化については、

５．４．５(1)①に従う。

③ 補正の補正の終了条件は、５．４．４(1)②に従う。

(4) 意見の内容の補正

（５．７章 【意見の内容】等の電子化を参照する事）

(5) 記部の記事の補正

（「５．８．７ 記部の記事の補正」を参照する事）

(6) 商標登録を受けようとする商標の内容が標準文字と推測される場合の補正

【補正の内容】配下に記載された商標登録を受けようとする商標の内容が下記に該当する場合は、

電子記録基準管理班に問い合わせて電子化方法を決定する。

・印字または手書きによる文字のみが記載されている場合

(7) 複数意匠の補正

① 意匠登録願（複数）の複数意匠（【意匠n】）が補正の内容に存在する場合は電子化不能とする。

（複数意匠の全文補正は電子化しない）

② 意匠登録願（複数）の複数意匠（【意匠n】）配下の項目を補正する場合、タグ属性一連番号に

補正対象意匠番号に対応する値を設定する。

<補正対象意匠番号>意匠１</補正対象意匠番号>の場合、<複数意匠 一連番号="1" >
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５．４．６ 具体的な説明

補正書のレイアウト

以下に示す補正単位に従い、書類イメージと併せてタグ付け例を示す。

①書誌事項（単独項目）を補正する場合

・【意匠に係る物品】の補正

・【標準文字】・【立体商標】

②書誌事項（単独項目の繰り返し）を補正する場合

・【特記事項】の補正

③書誌事項（グループ項目）を補正する場合

・【原出願の表示】の補正

・【商標登録を受けようとする商標】の補正

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の区分単位の補正

④書誌事項（グループ項目の繰り返し）を補正する場合

・【意匠を創作した者】の補正

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の補正

⑤図面を図単位に補正する場合

⑥図面の全図を補正する場合

⑦写真を図単位に補正する場合

⑧写真の全図を補正する場合

⑨参考見本を補正する場合

⑩見本全体を補正する場合

⑪参考ひな形を補正する場合

⑫ひな形全体を補正する場合

⑬書誌事項を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑭図面を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑮写真を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑯見本を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑰ひな形を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

⑱提出物件を補正する場合

⑲記部を補正する場合

⑳音声ファイルを補正する場合

21意匠登録願（複数）を補正する場合



5.4 - 18

① 書誌事項（単独項目）を補正する場合

・【意匠に係る物品】の補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 意匠に係る物品

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【意匠に係る物品】 ハンドスキャナ
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>意匠に係る物品</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

<意匠に係る物品>ハンドスキャナ</意匠に係る物品>

</意匠登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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①書誌事項（単独項目）を補正する場合

・【標準文字】・【立体商標】を補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 商願２０００－４００１２３

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 標準文字

【補正方法】 追加

【補正の内容】

【標準文字】



5.4 - 21

（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>商願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>商標登録願</書類名>

<対象項目名>標準文字</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<商標登録願（補正）>

<標準文字>

</商標登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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② 書誌事項（単独項目の繰り返し）を補正する場合

・【特記事項】の補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 特記事項

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【特記事項】 意匠法第１０条の２第一項の規定
による意匠登録出願

意匠法第１３条第２項の規定によ
る意匠登録出願
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>特記事項</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

<特記事項>

<条文>意匠法第１０条の２第一項の規定による意匠登録出願</条文>

<条文>意匠法第１３条第２項の規定による意匠登録出願</条文>

</特記事項>

</意匠登録願（補正）>

<補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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③ 書誌事項（グループ項目）を補正する場合

・【原出願の表示】の補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 原出願の表示

【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【原出願の表示】

【出願番号】 意願２０００－１２３４５６

【出願日】 平成１２年 １月１２日提出の意匠登録願
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>原出願の表示</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

<原出願の表示>

<出願番号>意願２０００－１２３４５６</出願番号>

<出願日>平成１２年 １月１２日提出の意匠登録願</出願日>

</原出願の表示>

</意匠登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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③書誌事項（グループ項目）を補正する場合

・【商標登録を受けようとする商標】を補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 商願２０００－４００１２３

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 商標登録を受けようとする商標

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【商標登録を受けようとする商標】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>商願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>商標登録願</書類名>

<対象項目名>商標登録を受けようとする商標</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<商標登録願（補正）>

<商標登録を受けようとする商標>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="80" 横="80">

</商標登録を受けようとする商標>

</商標登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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③書誌事項（グループ項目）を補正する場合

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】の区分単位の補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 商願２０００－４００１２３

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 第１類

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【第１類】

【指定商品（指定役務）】 安全帯
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>商願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>商標登録願</書類名>

<対象項目名>第１類</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<商標登録願（補正）>

<商品役務並びに区分>

<類>１</類>

<商品役務>安全帯</商品役務>

</商品役務並びに区分>

</商標登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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④ 書誌事項（グループ項目の繰り返し）を補正する場合

・【意匠を創作した者】の補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 意匠の創作をした者

【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【意匠の創作をした者】

【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３５６番地

特許株式会社内

【氏名】 発明 一郎

【意匠の創作をした者】

【住所又は居所】 神奈川県横須賀市武１丁目２３５６番地

特許株式会社内

【氏名】 発明 二郎
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>意匠の創作をした者</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

<創作者の記事>

<創作者>

<住所又は居所情報>

<住所又は居所>神奈川県横須賀市武１丁目２３５６番地 特許株式会社内</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

<氏名又は名称>発明 一郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</創作者>

<創作者>

<住所又は居所情報>

<住所又は居所>神奈川県横須賀市武１丁目２３５６番地 特許株式会社内</住所又は居所>

</住所又は居所情報>

<氏名又は名称情報>

<氏名又は名称>発明 二郎</氏名又は名称>

</氏名又は名称情報>

</創作者>

</創作者の記事>

</意匠登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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④書誌事項（グループ項目の繰り返し）を補正する場合

・【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】を全て補正

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 商願２０００－４００１２３

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 指定商品又は指定役務並びに
商品及び役務の区分

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

【第１類】

【指定商品（指定役務）】 安全帯

【第２類】

【指定商品（指定役務）】 液晶テレビ
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>商願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>商標登録願</書類名>

<対象項目名>指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<商標登録願（補正）>

<指定商品又は指定役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

<類>１</類>

<商品役務>安全帯</商品役務>

</商品役務並びに区分>

<商品役務並びに区分>

<類>２</類>

<商品役務>液晶テレビ</商品役務>

</商品役務並びに区分>

</指定商品又は指定役務並びに区分>

</商標登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑤ 図面を図単位に補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 図面

【補正対象項目名】 正面図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【正面図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>図面</書類名>

<対象項目名>正面図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑥ 図面の全図を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 図面

【補正対象項目名】 全図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 図面

【正面図】

【使用状態を示す参考図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>図面</書類名>

<対象項目名>全図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面（補正）>

<図面>

<書類名>図面</書類名>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>使用状態を示す参考図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110002" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面>

</図面（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑦ 写真を図単位に補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 写真

【補正対象項目名】 正面図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【正面図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>写真</書類名>

<対象項目名>正面図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用写真（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用写真（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑧ 写真の全図を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿
・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 写真

【補正対象項目名】 全図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 写真

【正面図】

【使用状態を示す参考図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>写真</書類名>

<対象項目名>全図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用写真（補正）>

<図面代用写真>

<書類名>写真</書類名>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>使用状態を示す参考図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110002" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用写真>

</図面代用写真（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑨ 参考見本を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 見本

【補正対象項目名】 参考図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【参考図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>見本</書類名>

<対象項目名>参考図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用見本（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>参考図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用見本（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑩ 見本全体を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿
・
・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 見本

【補正対象項目名】 全図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 見本

【見本の正面、平面、右側面を現す図】

【見本の背面、底面、左側面を現す図】

【見本の正面図】

【見本の背面図】

【見本の右側面図】

【見本の左側面図】

【見本の平面図】

【見本の底面図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>見本</書類名>

<対象項目名>全図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用見本（補正）>

<図面代用見本>

<書類名>見本</書類名>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の正面、平面、右側面を現す図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の背面、底面、左側面を現す図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110002" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110003" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の背面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110004" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の右側面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110005" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の左側面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110006" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の平面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110007" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の底面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110008" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用見本>

</図面代用見本（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑪ 参考ひな形を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 ひな形

【補正対象項目名】 参考図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【参考図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>ひな形</書類名>

<対象項目名>参考図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用ひな形（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>参考図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用ひな形（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑫ ひな形全体を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・
・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 ひな形

【補正対象項目名】 全図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 ひな形

【ひな形の正面、平面、右側面を現す図】

【ひな形の背面、底面、左側面を現す図】

【ひな形の正面図】

【ひな形の背面図】

【ひな形の右側面図】

【ひな形の左側面図】

【ひな形の平面図】

【ひな形の底面図】



5.4 - 49

（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>ひな形</書類名>

<対象項目名>全図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用ひな形（補正）>

<図面代用ひな形>

<書類名>ひな形</書類名>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の正面、平面、右側面を現す図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の背面、底面、左側面を現す図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110002" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110003" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の背面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110004" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の右側面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110005" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の左側面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110006" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の平面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110007" 縦="113" 横="150">

</図>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>ひな形の底面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110008" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用ひな形>

</図面代用ひな形（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑬ 書誌事項を補正した補正の記事を補正する場合

補正の記事を補正する場合は、“手続補正ｎ”から“補正方法”までの書誌事項のみを補正

することができる。

“補正の内容”について補正する場合は、補正の記事を補正するという方法ではなく、新た

に別の手続補正書を提出する方法による。従って、“補正の内容”の項目を補正することは

できない。

以下、書類イメージでの【補正書２】についてのタグ付け例を示す。

（ⅰ）書類イメージ

【補正書１】

【書類名】 手続補正書 【補正書１】を補正する【補正書２】

【あて先】 特許庁長官殿 【書類名】 手続補正書

・ 【あて先】 特許庁長官殿
【手続補正１】

・
【補正対象書類名】意匠登録願 【手続補正１】

【補正対象項目名】意匠に係る品物 【補正対象書類名】 手続補正書

【補正方法】 変 更 【補正対象書類提出日】平成１２年１月１日

【補正の内容】 【補正対象項目名】 手続補正１

【意匠に係る物品】 ハンドスキャナ 【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類名】意匠登録願

【補正対象項目名】意匠に係る物品

【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【意匠に係る物品】 ハンドスキャナ
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 １月 １日</提出日>

<対象項目名>手続補正１</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<手続補正書（補正）>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>意匠に係る物品</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

<意匠に係る物品>ハンドスキャナ</意匠に係る物品>

</意匠登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</手続補正書（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑭ 図面を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

補正の記事を補正する場合は、“手続補正ｎ”から“補正方法”までの書誌事項のみを補正

することができる。

“補正の内容”について補正する場合は、補正の記事を補正するという方法ではなく、新た

に別の手続補正書を提出する方法による。従って、“補正の内容”の項目を補正することは

できない。

以下、書類イメージでの【補正書２】についてのタグ付け例を示す。

（ⅰ）書類イメージ

【補正書１】

【書類名】 手続補正書 【補正書１】を補正する【補正書２】

【あて先】 特許庁長官殿 【書類名】 手続補正書

・ 【あて先】 特許庁長官殿
【手続補正１】

・
【補正対象書類名】図面 【手続補正１】

【補正対象項目名】正面図 【補正対象書類名】 手続補正書

【補正方法】 変 更 【補正対象書類提出日】平成１２年１月１日

【補正の内容】 【補正対象項目名】 手続補正１

【背面図】 【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】背面図

【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【背面図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 １月 １日</提出日>

<対象項目名>手続補正１</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<手続補正書（補正）>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>図面</書類名>

<対象項目名>背面図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>背面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</手続補正書（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑮ 写真を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

補正の記事を補正する場合は、“手続補正ｎ”から“補正方法”までの書誌事項のみを補正

することができる。

“補正の内容”について補正する場合は、補正の記事を補正するという方法ではなく、新た

に別の手続補正書を提出する方法による。従って、“補正の内容”の項目を補正することは

できない。

以下、書類イメージでの【補正書２】についてのタグ付け例を示す。

（ⅰ）書類イメージ

【補正書１】

【書類名】 手続補正書 【補正書１】を補正する【補正書２】

【あて先】 特許庁長官殿 【書類名】 手続補正書

・ 【あて先】 特許庁長官殿
【手続補正１】

・
【補正対象書類名】写真 【手続補正１】

【補正対象項目名】正面図 【補正対象書類名】 手続補正書

【補正方法】 変 更 【補正対象書類提出日】平成１２年１月１日

【補正の内容】 【補正対象項目名】 手続補正１

【背面図】 【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類名】写真

【補正対象項目名】背面図

【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【背面図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 １月 １日</提出日>

<対象項目名>手続補正１</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<手続補正書（補正）>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>写真</書類名>

<対象項目名>背面図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面代用写真（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>背面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用写真（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</手続補正書（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑯ 見本を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

補正の記事を補正する場合は、“手続補正ｎ”から“補正方法”までの書誌事項のみを補正

することができる。

“補正の内容”について補正する場合は、補正の記事を補正するという方法ではなく、新た

に別の手続補正書を提出する方法による。従って、“補正の内容”の項目を補正することは

できない。

以下、書類イメージでの【補正書２】についてのタグ付け例を示す。

（ⅰ）書類イメージ

【補正書１】

【書類名】 手続補正書 【補正書１】を補正する【補正書２】

【あて先】 特許庁長官殿 【書類名】 手続補正書

・ 【あて先】 特許庁長官殿
【手続補正１】

・
【補正対象書類名】見本 【手続補正１】

【補正対象項目名】参考図 【補正対象書類名】 手続補正書

【補正方法】 変 更 【補正対象書類提出日】平成１２年１月１日

【補正の内容】 【補正対象項目名】 手続補正１

【参考図】 【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類名】見本

【補正対象項目名】参考図

【補正方法】 追 加

【補正の内容】

【参考図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 １月 １日</提出日>

<対象項目名>手続補正１</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<手続補正書（補正）>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>見本</書類名>

<対象項目名>参考図</対象項目名>

<方法>追加</方法>

<補正の内容>

<図面代用見本（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>参考図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用見本（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</手続補正書（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑰ ひな形を補正した補正書の補正の記事を補正する場合

補正の記事を補正する場合は、“手続補正ｎ”から“補正方法”までの書誌事項のみを補正

することができる。

“補正の内容”について補正する場合は、補正の記事を補正するという方法ではなく、新た

に別の手続補正書を提出する方法による。従って、“補正の内容”の項目を補正することは

できない。

以下、書類イメージでの【補正書２】についてのタグ付け例を示す。

（ⅰ）書類イメージ

【補正書１】

【書類名】 手続補正書 【補正書１】を補正する【補正書２】

【あて先】 特許庁長官殿 【書類名】 手続補正書

・ 【あて先】 特許庁長官殿
【手続補正１】

・
【補正対象書類名】ひな形 【手続補正１】

【補正対象項目名】参考図 【補正対象書類名】 手続補正書

【補正方法】 変 更 【補正対象書類提出日】平成１２年１月１日

【補正の内容】 【補正対象項目名】 手続補正１

【参考図】 【補正方法】 変 更

【補正の内容】

【手続補正１】

【補正対象書類名】ひな形

【補正対象項目名】参考図

【補正方法】 追 加

【補正の内容】

【参考図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 １月 １日</提出日>

<対象項目名>手続補正１</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<手続補正書（補正）>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>ひな形</書類名>

<対象項目名>参考図</対象項目名>

<方法>追加</方法>

<補正の内容>

<図面代用ひな形（補正）>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>参考図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113" 横="150">

</図>

</図面代用ひな形（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</手続補正書（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑱ 提出物件を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

委 任 状

代表者選定書

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 提出物件の目録

【補正方法】 追 加

【補正の内容】

【提出物件の目録】

【物件名】 代表者選定書 １

【物件名】 委任状 １
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>提出物件の目録</対象項目名>

<方法>追加</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（補正）>

<提出物件の目録>

<目録>

<物件名>代表者選定書</物件名>

<通数又は個数>1</通数又は個数>

</目録>

</提出物件の目録>

<提出物件の目録>

<目録>

<物件名>委任状</物件名>

<通数又は個数>1</通数又は個数>

</目録>

</提出物件の目録>

</意匠登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>

：

：

<添付書類の記事>

<添付書類>

<物件名>代表者選定書</物件名>

<内容>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="246" 横="154">

</内容>

</添付書類>

<添付書類>

<物件名>委任状</物件名>

<内容>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110002" 縦="246" 横="154">

</内容>

</添付書類>

</添付書類の記事>
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⑲ 記部を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 審判請求書

【補正対象項目名】 請求の理由

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【請求の理由】

ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ・・・・・ＫＫＫＫＫＫＫ

ＫＫＫＫ。
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>審判請求書</書類名>

<対象項目名>請求の理由</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<審判請求書（補正）>

<記部の記事>

<記部>

<項目名>請求の理由</項目名>

<項目内容>

<段落>ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ・・・・・ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ。</段落>

</項目内容>

</記部>

</記部の記事>

</審判請求書（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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⑳ 音声ファイルを補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成２７年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 商願２０１５－４００１２３

・

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 提出物件の目録

【補正方法】 追加

【補正の内容】

【提出物件の目録】

【物件名】 商標法第５条第４項のに規定する物件 １



5.4 - 63-2

（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成２７年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>商願２０１５－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>商標登録願</書類名>

<対象項目名>提出物件の目録</対象項目名>

<方法>追加</方法>

<補正の内容>

<商標登録願（補正）>

<提出物件の目録>

<目録>

<物件名>商標法第５条第４項のに規定する物件</物件名>

<通数又は個数>１</通数又は個数>

<SOUND FILE-NAME="S198000100010001">

</目録>

</提出物件の目録>

</商標登録願（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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21 意匠登録願（複数）を補正する場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書（複数）

【提出日】 令和５年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０２２－３００１２３

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）

【補正対象項目名】 その他

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【その他】

【手続補正２】

【補正対象書類名】 意匠登録願（複数）

【補正対象意匠番号】意匠１

【補正対象項目名】 その他

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【その他】

【手続補正３】

【補正対象書類名】 図面

【補正対象意匠番号】意匠２

【補正対象項目名】 全図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 図面

【斜視図】
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【正面図】

【手続補正４】

【補正対象書類名】 図面

【補正対象意匠番号】意匠３

【補正対象項目名】 正面図

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【正面図】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書（複数）</書類名>

<提出日>令和５年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０２２－３００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願（複数）</書類名>

<対象項目名>その他</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<意匠登録願（複数）（補正）>

<その他></その他>

</意匠登録願（複数）（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

<手続補正 一連番号="2">

<書類名>意匠登録願（複数）</書類名>

<補正対象意匠番号>意匠１</補正対象意匠番号>

<対象項目名>その他</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<複数意匠（補正） 一連番号="1">

<その他></その他>

</複数意匠（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

<手続補正 一連番号="3">

<書類名>図面</書類名>

<補正対象意匠番号>意匠２</補正対象意匠番号>

<対象項目名>全図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面（補正） 一連番号="2">

<図面 一連番号="2">

<書類名>図面</書類名>

<図>

<タイトル>斜視図</タイトル>

<イメージ ファイル名="F121100100010001" 縦="112" 横="150" >

</図>

<図>

<タイトル>正面図</タイトル>

<イメージ ファイル名="F121100100010002" 縦="112" 横="150" >

</図>

</図面>

</図面（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>
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<手続補正 一連番号="4">

<書類名>図面</書類名>

<補正対象意匠番号>意匠３</補正対象意匠番号>

<対象項目名>正面図</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<図面（補正） 一連番号="3">

<図>

<タイトル>正面図</タイトル>

<イメージ ファイル名="F121100100010003" 縦="112" 横="150" >

</図>

</図面（補正）>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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５．４．７ 例外処理

５．４．３に示した種別以外に提出された補正書は、以下の方法に従い電子化を行う。

(1) 規定外の項目として電子化を行う場合

①【補正対象書類名】の記載があり、その内容も正常だが、【補正の内容】に記載されている

項目が【補正対象書類名】に記載できない項目の場合は、【補正の内容】から規定外の項目

として電子化する。

文書例 ＳＧＭＬ

<補正の記事>
【手続補正1】 <手続補正 一連番号="1">
【補正対象書類名】 意匠登録願 <書類名>意匠登録願</書類名>
【補正対象項目名】 意匠の創作をした者 <対象項目名>意匠の創作をした者</対象項目名>
【補正方法】 変更 <方法>変更</方法>
【補正の内容】 </手続補正>

【商標登録を受けようとする商標】 </補正の記事>
・
・

ひょうじゅんもじ <規定外の項目>
<規定外の記事>

<項目名>手続補正１</項目名>
</規定外の記事>
<規定外の記事>

<項目名>補正の内容</項目名>
</規定外の記事>
<規定外の記事>

<項目名>商標登録を受けようとする商標</項目名>
<項目内容><ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="113"

横="150"></項目内容>
</規定外の記事>

</規定外の項目>

②【補正の内容】に記載した項目がタグに変換できない場合は、【補正の内容】から規定外の項目
として電子化する。

文書例 ＳＧＭＬ

<補正の記事>
【手続補正1】 <手続補正 一連番号="1">
【補正対象書類名】 意匠登録願 <書類名>意匠登録願</書類名>
【補正対象項目名】 意匠の創作をした者 <対象項目名>意匠の創作をした者</対象項目名>
【補正方法】 変更 <方法>変更</方法>
【補正の内容】 </手続補正>

【特許出願】 特許 太郎 </補正の記事>
・
・

<規定外の項目>
<規定外の記事>

<項目名>手続補正１</項目名>
</規定外の記事>
<規定外の記事>

<項目名>補正の内容</項目名>
</規定外の記事>
<規定外の記事>

<項目名>特許出願</項目名>
<項目内容>特許 太郎<項目内容>

</規定外の記事>
</規定外の項目>
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(2) 全面イメージとして電子化をおこなう場合

①訂正願書等が提出された場合

②提出物件の補正で、補正の内容に”別紙の通り”と記載された場合（※）

”別紙の通り”を削除して、処理を行う。

③【補正の内容】に複数の項目の記載がある場合

（※）”別紙の通り”の直下に項目名の記載がない場合は、電子記録基準管理班

データエントリ管理班に問い合わせを行う。
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①訂正願書等が提出された場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 全文

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 意匠登録願

【提出日】 平成１２年 １月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

・

・

・

・

・

・

・
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>全文</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="246" 横="154">

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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②提出物件の補正で、補正の内容に”別紙の通り”と記載された場合

（ⅰ） 書類イメージ

委 任 状

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 委任状

【補正方法】 追 加

【補正の内容】
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>委任状</対象項目名>

<方法>追加</方法>

<補正の内容>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="246" 横="154">

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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③【補正の内容】に複数の項目の記載がある場合

（ⅰ） 書類イメージ

【書類名】 手続補正書

【提出日】 平成１２年 ２月１０日

【あて先】 特許庁長官殿

【事件の表示】

【出願番号】 意願２０００－４００１２３

・

・

・

・

・

・

・

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 意匠の創作をした者

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【意匠の創作をした者】
【氏名又は名称】 意匠 太郎

【意匠登録出願人】
【氏名又は名称】 意匠 次郎

【代理人】
【氏名又は名称】 代理 太郎
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（ⅱ） タグ付け例

<書類名>手続補正書</書類名>

<提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>

<あて先>特許庁長官殿</あて先>

<事件の表示>

<出願番号>意願２０００－４００１２３</出願番号>

</事件の表示>

・

・

・

・

<補正の記事>

<手続補正 一連番号="1">

<書類名>意匠登録願</書類名>

<対象項目名>意匠の創作をした者</対象項目名>

<方法>変更</方法>

<補正の内容>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001" 縦="246" 横="154">

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>
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５．５ エラー時の対処

データエントリで、申請書類を電子化する際にエラーの項目があった場合の対処を、次に述べる。

５．５．１ エラー時の処理

データエントリで電子化する際に書類の特定ができない申請情報及び事件の特定ができない

中間書類等却下要件をみたすエラーの場合は、電子化不能メモにエラーコードに従った理由を

付し電子記録基準管理班データエントリー管理班へ返却する。また、項目があるにもかかわら

ず内容が未記入，固定項目の桁オーバー及び属性不一致等の却下要件をみたさないエラーの場

合は申請書類を電子化し、エラーが発生した該当のタグの属性にエラーコードの設定を行う。

(1) エラーのあった項目について、該当するタグの属性にエラーコードをセットする。

(2) 原データを付加する場合は、管理情報ＳＧＭＬに原データ有りに対応するコードを

セットする。

(3) データを加工する場合は、申請書類ＳＧＭＬで規定された属性、桁数に置換する。

(4) 原データはエラーが発生した当該ページを全面イメージにて電子化する。

イメージの電子化は、書面の内容より判断し、以下の方式で電子化する。

・明らかに白黒（２値）の書面：ＴＩＦＦフォーマット
画素密度２００ｄｐｉ
Ｇ４圧縮形式
縦２４６ｍｍ×横１５４ｍｍ

・写真、色彩書面等 ：ＪＰＥＧフォーマット
画素密度２００ｄｐｉ
ＪＰＥＧ圧縮形式
縦２４６ｍｍ×横１５４ｍｍ

イメージファイルのファイル名は、「（受付番号＋一連番号）．ファイル拡張子」とする。
受付番号 ・・・・・電子化する書類に付与される番号
一連番号 ・・・・・電子化する書類内で"0001"から一連に付与する（ゼロサプレスしない）
ファイル拡張子・・・ＴＩＦＦの場合".tif"、ＪＰＥＧの場合".jpg"を設定する

エラー情報の設定例

申請書類記載例

【原出願の表示】
【出願日】 平成１２年 ４月１１日提出の商標登録願
【整理番号】 Ｔ１２－あいうえ

整理番号で使用できない文字を記載

ＳＧＭＬ例

<原出願の表示>
<出願日>平成１２年 ４月１１日提出の商標登録願</出願日>
<整理番号 エラーコード="2000" >Ｔ１２－あいうえ</整理番号>

</原出願の表示>

エラーのあった該当項目のタグの属性にエラーコードを設定
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５．５．２ エラー情報

タグの属性に設定するエラーコードは以下の体系で付与する。

２０００～５９９９ ：以下に該当するエラーの場合に使用する
・電子化不能とするエラー
・方式審査で指令又は、要目視の対象とするエラー

６０００～６９９９ ：以下に該当するエラーの場合に使用する
・記載内容について誤りがあるが、方式審査で方式不問とするエラー

７０００～７９９９ ：電子化に当たって特別な操作を行った場合に使用する
・意匠図面、写真について縮小を行って電子化した場合
・商標見本について縮小を行って電子化した場合

等

エラー時の対処及びエラーコードの一覧を次ページに示す。

表の見方

対処方法 *3

エラーの内容 エラーコード 区 電 エ 原 備考
子 ラ デー ー

分 化
不 記 タ

*1 *2 能 録
*4 *5 *6 *7

＊１：エラーの内容
＊２：当該エラーが発生した場合に付与されるエラーコード
＊３：エラー発生時の対処方法
＊４：エラーが管理情報のみに発生するものか、書誌情報のみに発生するものかを区

別したもの
書・・・・書誌
図・・・・図面
写・・・・写真
見・・・・見本
ひ・・・・ひな形
管・・・・管理情報

＊５：電子化不能として電子記録基準管理班データエントリー管理班に返却する
＊６：当該エラーコードを個別案件の該当するタグの属性に設定する
＊７：原データを添付する
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チェック内容およびエラー時の対処方法

対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

1. 設定値に関するエラー

(1) 各項目の属性が正しくない。 ２０００ 管 ○

書 ○

(2) コード変換できない内容がある。 ２０１０ 管 ○

書 ○

(3) 日付が妥当でない。 ４２９０ 管 ○

・(YYYY.MM.DD)が妥当でない。

・２０００年１月１日以降であること。

・マシン日付以前であること。

(4) 各項目の桁数が正しくない。 ５２００ 管 ○

書 ○

ＥＸ．桁数オーバー等

（注） 管理情報の電子化不能は、受付窓口の伝票記載ミスとして電子化不能とする。
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

2. 却下要件を満たすエラー

(1) 必須項目名が存在しない場合 ３０００ 書 ○

（グループＩＤ設定規則・書類名・申請者の記事
・補正の記事・援用の表示提出物件）

(2) Ｖ３電子化対象外の書類の場合 ３０３０ ○

(3) 事件の表示に不正があるもの ３０２０ 書 ○
（共－４【事件の表示】共－11【審判事件の表示】

設定規則参照）

(4) 意匠登録願、意匠登録願（複数）の複数意匠 ３２２０ ○
（【意匠n】）、類似意匠登録願で、図面、写真、ひな
形、見本の記載がない場合
以下のケースのいずれかに該当すること

凡例 －：不問

発注時の 援用の表示の ､ ､ ､ ｸﾞﾙｰﾌ図面 写真 ひな形 見本
申請形態 タグの記載 ﾟﾀｸﾞ ､<image>のが有り

タグの記載

１ 援用 記載有 記載有

２ 援用以外 記載有 －

３ 援用以外 記載無 記載有

(5) 必須項目の内容の記載が無い場合 ３０５０ 書 ○

(6) 必須項目の内容の記載に不備がある場合 ５３２０ 書 ○

(7) 意匠願書以外で図面がある場合 ２１２０ ○

(8) 意匠願書以外で写真がある場合 ２１５０ ○

(9) 意匠願書またはひな形又は見本補足書以外で見本 ２１６０ ○
がある場合

(10) 意匠願書またはひな形又は見本補足書以外でひな ２１７０ ○
形がある場合

(11) 手続補正書以外で補正の内容がある場合 ２１４０ 書 ○

(12) 事件の表示がない場合 ３０６０ 書 ○
（願書以外の書類について）

(13) 以下の書類で提出物件がない場合 ○
（ただし、提出物件が音声ファイルのときは除く） ４５００
(a) 物件提出書

（個別案件の【提出物件の目録】に【援用の表示】が
ない場合を除く）

(14) 必須項目が重複した場合（書類名・事件の表示） ５３３０ 書 ○

(15) 補正に対する補正が１回をこえた場合 ０３００ 書 ○
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

3. 管理情報の整合性に関するエラー（受付窓口による伝票記載ミスとして電子化不能とする。）

(1) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場 管 ○
合はエラー

４４１０

①窓口受付時、受付日と提出日が一致する場合

②郵送受付時、受付日が提出日以降である場合
又、消印不明フラグが不明の時一致すること
（発注時の申請形態が原願の時は除く）

(2) データエントリ日付が受付日以降であること ４４２０ 管 ○

（受付形態が原願の場合を除く）

(3) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場 ４４３０ 管 ○
合はエラー

管理情報

申請形態 書類分類コー 更正申請フ 原願電子化 出願番号
ド ラグ ﾌﾗｸﾞ

１ 紙 願書 更正でない 原願電子化 ALL0
でない

２ 紙 中間書類 更正でない 原願電子化 個別案件の【事件の表示】の【出願番
でない 号】に記載されている内容と一致

３ 紙 願書・補正 更正でない 原願電子化 個別案件の【事件の表示】の【出願番
書以外 でない 号】に記載されている内容と一致

４ 更正 願書 更正 原願電子化 記入有り
でない

５ 更正 補正書 更正 原願電子化 個別案件の【事件の表示】の【出願番
でない 号】に記載されている内容と一致

６ 援用 願書 ─── 援用 記入有り
（旧→新）

７ 援用 願書 ─── 援用 記入有り
（新→新）

８ 原願 願書 更正でない 旧願電子化 記入有り

９ 特殊申請 中間書類 更正でない 原願電子化 個別案件の【事件の表示】の【出願番
でない 号】に記載されている内容と一致

（記載続き有り）
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チェック内容およびエラー時の対処方法

（前頁より続く）

(4) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場 ４４４０ 管 ○
合はエラー

管理情報

消印不明 書留番号 受付形態
ﾌﾗｸﾞ

１ 判明 無記入 郵送

２ 不明 ─── 郵送

３ 判明 無記入 窓口

４ 判明 無記入 原願

５ 判明 ─── 特殊申請



5.5 - 6

対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

(5) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場 ４４５０ 管 ○
合はエラー

Ａ．出願人名義変更届以外の場合
①管理情報の確認情報の区分が'01'（出願人）の場合

(ｱ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入ありの場合、識別番号
が個別案件の申請者の識別番号と一致するか、または管理情報の
確認情報の氏名が個別案件の識別番号の存在する申請者の氏名と
一致すること。

(ｲ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入なしの場合、確認情報
の住所が個別案件の申請者の住所と一致し、かつ確認情報の氏名
が申請者の氏名と一致すること。

②管理情報の確認情報の区分が'03'（代理人）の場合

(ｱ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入ありの場合、識別番号
が個別案件の代理人の識別番号と一致するか、または管理情報の
確認情報の氏名が個別案件の識別番号の存在する代理人の氏名と
一致すること。

(ｲ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入なしの場合、確認情報
の住所が個別案件の代理人の住所と一致し、かつ確認情報の氏名
が代理人の氏名と一致すること。

Ｂ．出願人名義変更届の場合
①管理情報の確認情報の区分が'01'（出願人）の場合

(ｱ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入ありの場合、識別番号
が個別案件の申請者の識別番号と一致するか、または管理情報の
確認情報の氏名が個別案件の識別番号の存在する申請者の氏名と
一致すること。

(ｲ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入なしの場合、確認情報
の住所が個別案件の申請者の住所と一致し、かつ確認情報の氏名
が申請者の氏名と一致すること。

②管理情報の確認情報の区分が'03'（代理人）の場合

(ｱ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入ありの場合、識別番号
が個別案件の代理人の識別番号と一致するか、または管理情報の
確認情報の氏名が個別案件の識別番号の存在する代理人の氏名と
一致すること。

(ｲ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入なしの場合、確認情報
の住所が個別案件の代理人の住所と一致し、かつ確認情報の氏名
が代理人の氏名と一致すること。

③管理情報の確認情報の区分が'17'（譲渡人）の場合

(ｱ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入ありの場合、識別番号
が個別案件の事件の出願人の識別番号と一致するか、または確認
情報の氏名が事件の出願人の識別番号の存在する申請者の氏名と
一致すること。

(ｲ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入なしの場合、確認情報
の住所が個別案件の事件の出願人の住所と一致し、かつ確認情報
の氏名が事件の出願人の氏名と一致すること。

④管理情報の確認情報の区分が'47'（譲渡人代理人）の場合

(ｱ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入ありの場合、識別番号
が個別案件の事件の出願人の代理人の識別番号と一致するか、ま
たは個別案件の氏名が事件の出願人の代理人の識別番号の存在す
る代理人の氏名と一致すること。

(ｲ) 管理情報の確認情報の識別番号が記入なしの場合、確認情報
の住所が個別案件の事件の出願人の代理人の住所と一致し、かつ
確認情報の氏名が事件の出願人の代理人の氏名と一致すること。

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）



5.5 - 7

対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

(6) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場 ４４６０ 管 ○
合はエラー

凡例
管理情報の確認情報

ＩＤ確認 ＩＤ確認結果
方法 ○：組合せ可

確認済 確認待 未確認 未照合
×：組合せ

１ IDﾗﾍﾞﾙ ○ ○ × ×
不可

１ 印影 ○ ○ × ○
２

３ 押印不備 × ○ ○ ×

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

(注)押印廃止対応以降、下記項目は設定されなくなる。
・ＩＤ確認方法の「ＩＤラベル」および「未確認」
・ＩＤ確認結果の「確認待」および「未確認」

(7) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない場 ４４７０ 管 ○
合はエラー

凡例 ○：設定有、×：設定無、－：不問

管理情報の確認情報

ＩＤ確認 識別番号 住所 氏名 不備ｺｰﾄﾞ
結果

１ 確認済 ○ － － ×

２ 確認待 ○ － － ○

３ 未確認 × ○ ○ ○

２ 未照合 × ○ ○ ×
４

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

(注)押印廃止対応以降、下記項目は設定されなくなる。
・ＩＤ確認結果の「確認待」および「未確認」
・不備コード（上位タグの不備情報を含む）
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対処方法

区 電 エ 原
分 不 ラ デ 備 考

エ ラ ー の 内 容 エラーコ 子 ｜ ｜
ード 能 記 タ

化 録

(8) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しない ４４９０ 管 ○
場合はエラー

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）
凡例： 無記入：ｵﾌｾｯﾄのｱｲﾃﾑ長､ｱｲﾃﾑ位置がともに０。

管理情報の料金関係
備考

納付方法 納付金額 会計種別 予納台帳番号 納付書番号 納付番号 振替番号

１ 特許印紙 記入有 特別会計 無記入 無記入 無記入 無記入

２ 前納 無記入（た 特別会計 無記入 無記入（ただ 無記入 無記入 注１
だし、書誌 し、書誌上の
上の【手数 【手数料の表
料の表示】 示】に【納付書
に【納付金 番号】の記述が
額】の記述 あること）
があるこ
と）

３ 前納 無記入（た 特別会計 無記入 無記入（ただ 無記入 無記入 注２
だし、書誌 し、書誌上の
上の【手数 【手数料補正】
料補正】に に【納付書番
【納付金 号】の記述があ
額】の記述 ること）
があるこ
と）

４ 前納 記入あり 特別会計 無記入 記入あり 無記入 無記入

４ 電子現金 無記入 特別会計 無記入 無記入 記入ありか 無記入 注１
-1 納付 つ書誌の

【手数料の
表示】の
【納付番
号】と一致

４ 電子現金 無記入 特別会計 無記入 無記入 記入ありか 無記入 注２
-2 納付 つ書誌の

【手数料補
正】の【納
付番号】と
一致

４ 銀行口座 記入ありか 特別会計 無記入 無記入 無記入 記入ありか 注１
-3 自動振替 つ書誌の つ書誌の 注６

【手数料の 【手数料の
表示】の 表示】の
【納付金 【振替番
額】と一致 号】と一致

４ 銀行口座 記入ありか 特別会計 無記入 無記入 無記入 記入ありか 注２
-4 自動振替 つ書誌の つ書誌の 注６

【手数料補 【手数料補
正】の 正】の
【納付金 【振替番
額】と一致 号】と一致

注１：書誌の【手数料補正】が全て無記入であること
注２：書誌の【手数料の表示】が全て無記入であること
注３：書誌の【手数料補正】が全て無記入であること

書誌の【手数料の表示】の【納付金額】が記入有であること
注４：書誌の【手数料の表示】が全て無記入であること

書誌の【手数料補正】の【補正対象書類名】、【納付金額】のいずれかが記入有であること
注５：書誌情報が以下のいずれかの条件を満たすこと

(1)【手数料の表示】と【手数料補正】が全て無記入である
(2)【手数料の表示】の【納付書番号】と【手数料補正】が共に無記入である

注６：書誌の【振替番号】は緊急避難案件、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった
場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること） の場合のみ記、特殊申請
入される。



5.5 - 9

対処方法

区 電 エ 原
子 ラ デ 備 考

エ ラ ー の 内 容 エラーコ 分 化 ｜ ｜
ード 不 記 タ

能 録

（前ページの続き）

管理情報の料金関係
備考

納付方法 納付金額 会計種別 予納台帳番号 納付書番号 納付番号 振替番号

５ 予納 無記入 特別会計 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入 注１
書誌の【手数
料の表示】の
【予納台帳番
号】と一致

６ 予納 記入ありか 特別会計 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入 注１
つ書誌の 書誌の【手数
【手数料の 料の表示】の
表示】の 【予納台帳番
【納付金 号】と一致
額】と一致

７ 予納 無記入 特別会計 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入 注２
書誌の【手数
料補正】の
【予納台帳番
号】と一致

８ 予納 記入ありか 特別会計 記入ありかつ 無記入 無記入 無記入 注２
つ書誌の 書誌の【手数
【手数料補 料補正】の
正】の【納 【予納台帳番
付金額】と 号】と一致
一致

９ 収入印紙 記入有り 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

10 切手 記入有り 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

11 現金 記入有り 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

12 登記印紙 記入有り 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

13 収入証紙 記入有り 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

14 その他 記入有り 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入

15 無記入 全て 無記入 無記入かつ書 書誌の【手数料 無記入 無記入 注３
’０’ 誌の【手数料 の表示】の【納

の表示】の 付書番号】が無
【予納台帳番 記入
号】が無記入

16 無記入 全て 無記入 無記入かつ書 書誌の【手数料 無記入 注４
’０’ 誌の【手数料 補正】の【納付

補正】の【予 書番号】が無記
納台帳番号】 入
が無記入

17 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入 無記入 注５

注１：書誌の【手数料補正】が全て無記入であること
注２：書誌の【手数料の表示】が全て無記入であること
注３：書誌の【手数料補正】が全て無記入であること

書誌の【手数料の表示】の【納付金額】が記入有であること
注４：書誌の【手数料の表示】が全て無記入であること

書誌の【手数料補正】の【補正対象書類名】、【納付金額】のいずれかが記入有であること
注５：書誌情報が以下のいずれかの条件を満たすこと

(1)【手数料の表示】と【手数料補正】が全て無記入である
(2)【手数料の表示】の【納付書番号】と【手数料補正】が共に無記入である

注６：書誌の【振替番号】は緊急避難案件、更正申請、再ＤＥ（オンライン申請された案件で四法等に誤りがあった
場合に、ＤＥ機関において修正を行い新規エントリとしてデータエントリすること） の場合のみ記、特殊申請

入される。
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対処方法

区 電 エ 原
子 ラ デ 備 考

エ ラ ー の 内 容 エラーコ 分 化 ｜ ｜
ード 不 記 タ

能 録

(9) 複数の項目の内容に整合性がない場合以下のケ ４５００ 管 ○
ースに該当しない場合はエラー

以下の書類についてはケース１～ケース４のいず
れかに該当すること。その他の書類についてはケー
ス１～ケース５のいずれかに該当すること。 （発
注時の申請形態が原願のときは除く。および、提出
物件が音声ファイルのときは除く）

(ｱ) 物件提出書

管理情報 個別案件

提出物件名 提出物 物件電子化 添付書類
件コ ﾌﾗｸﾞ
ード

１ 記入有 無記 有(４，５) 有
入

２ 記入有 無記 無(２，３) 無
入

３ 無記入 記入 有(４，５) 有
有

４ 無記入 記入 無(２，３) 無
有

５ 無記入 無記 無記入 無
入

(10) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しな ４５１０ 管 ○
い場合はエラー

個別案件 管理情 個別案件
報

ﾀｸﾞの属性に 原ﾃﾞｰﾀ 原データ
ｴﾗｰｺｰﾄﾞの の
有無 有無

１ 無 無 無

２ 有 無 無

３ 有 有 有

(11) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しな ４５２０ 管 ○
い場合はエラー

更正申請フラグが「更正でない」の場合、再方
式審査の要否が「否」であること。

(12) 複数の項目の内容が以下のケースに該当しな ４５７０ 管 ○
い場合はエラー

（発注時の申請形態が原願のときは除く。）

管理情報の更正申請

更正前の四法 更正前の 凡例
区分 出願

番号 ×：設定無

１ × × ○：設定有

２ ○ ○
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

4. 書誌情報のみに発生するエラー

(1) 項目があって内容の記載がない。 ５０００ 書 ○

(2) グループＩＤ筆頭項目に内容の記載が ５０２０ 書 ○ ○
ある。

ＥＸ．【意匠登録出願人】 創作者と同じ

(3) 内容の記載ルール誤りがあった場合 ５０４０ 書 ○ ○ （注1）

(4) 繰り返しが認められていない項目が重複している. ０２３０ 書 ○

(5) グループ項目内で項目が重複している。 ０２２１ 書 ○

(6) 書類の一番目の項目が無い。 ５３００ 書 ○

ＥＸ．旧願の電子化 等

(7) 不要な項目が存在する。 ５３４０ 書 ○ （注2）

ＥＸ．【パリ条約による優先権等の主張】配下の
【優先権証明書提供国（機関）】が「世界知的所有権機
関」、「台湾」以外の時、または、【パリ条約による優
先権等の主張】配下の【優先権証明書提供国（機関）】
の記載がない時で、以下のいずれかの場合。

・【出願の区分】及び【アクセスコード】の記載がある
・【出願の区分】または【アクセスコード】の記載があ
る

（注1）内容の記載不可の項目に内容が設定された場合、原データを付与する。
（注2）「差出日」が2022年1月1日より前であり【優先権証明書提供国（機関）】が「台湾」

の場合でもエラーコード「5340」を付与する。
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

5. 音声ファイルに関するエラー

(1) 媒体破損 ５４００ 書 ○

(2) 媒体種類誤り ５４１０ 書 ○
１出願に対して同時に提出される媒体数オーバー
ラベルなし

(3) ウィルス感染 ５４２０ 書 ○

(4) ファイル形式誤り（拡張子が"mp3"以外） ５４３０ 書 ○
ファイル容量超過

(5) 媒体未提出 ４５００ 書 ○
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空白ページ



5.5 - 12

対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

6. その他

(1) 紙不良の場合 ５１１０ ○

(2) ＪＩＳ規格文字以外の混入又は置き換えのできな ５１２０ 管 ○
い文字

書 ○ ○

（ＪＩＳ第一，二以外）
図 ○ ○
写
ひ
見

(3) 何らかの要因により、電子記録基準管理班データ ５１８０ ○
エントリー管理班との問い合わせの結果電子化不能
とした場合

(4) 図面、写真、ひな形、見本において【書類名】の ５１９０ 図 ○
記載が誤っている。 写

ひ
見

補 足：
1. ＪＩＳ規格文字以外の混入又は置き換えのできない文字の電子化について

ＪＩＳ規格文字以外の混入又は置き換えのできない文字が申請書に存在する場合、

“■”に置き換え電子化を行い、原データを作成する。
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

7. 方式審査で要目視とするエラー

(1) 各項目の属性が正しくない。 ２０２０ 書 ○

(2) 各項目の桁数が正しくない。 ５２１０ 書 ○

(3) 項目があって内容の記載がない。 ５０１０ 書 ○ ○

(4) 内容の記載ルール誤りがあった場合。 ５０５０ 書 ○

５０６０ 書 ○ ○
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

8. 方式審査で不問とするエラー

(1) 各項目の属性が正しくない。 ６０００ 書 ○
又は、項目があって内容の記載がない。

(2) 内容の記載ルール誤りがあった場合。 ６０４０ 書 ○

(3) 各項目の桁数が正しくない。 ６２００ 書 ○

ＥＸ．桁数オーバー等
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対処方法

区 電 エ 原
エ ラ ー の 内 容 エラーコード 子 ラ デ 備 考ー ー

分 化
不 記 タ
能 録

9. 電子化に当たって特別な操作を行った場合

(1) 意匠図面・写真をＡ４横から縮小して電子化した ７０１０ 図 ○
場合 写

(2) 意匠図面・写真をＡ３横から縮小して電子化した ７０２０ 図 ○
場合 写

(3) 意匠図面・写真をＡ３横以上の大きさから縮小し ７０３０ 図 ○
て電子化した場合 写

(4) 商標見本を１５０ｍｍ平方に縮小して電子化した ７１１０ 書 ○ 連絡票Ｊ
場合 Ｄ１４－

００１に
より削除

(5) ひな形・見本で裏面図の電子化ができない場合 ７２１０ ひ ○
（ひな形・見本が台紙に張り付けられている場合 見
等）



5.5 - 16

空白ページ
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５．６ 例外処理

５．６．１ 旧書式のデータエントリ

１．概 要

平成１２年１月１日以降特許庁ペーパレスシステムの発足に伴い、新法として

工業所有権法を施行する。

但し、例外として平成１１年１２月３１日以前の旧法にのっとって出願される申請書類

がある。これを旧願という。（当事者系審判・付与後異議・判定事件については平成１５年

６月３０日以前の申請書類を指す）

本章では旧書式にのっとった書類のデ－タエントリについて述べることにする。

２．電子化方法の概要

旧願の書類フォーマットで申請された書類について電子化を行なうために電子出願

申請書式のフォーマットに変換する。



5.6 - 2

３．全般的な事項

(1) 項目名の変換

明らかに項目名と判断できるものについてその項目名の直前に初めの識別子 '【 '

を付与し、直後に終りの識別子' 】' を付与する。

（例）

代理人 【代理人】

① 項目名の前に数字により番号が付与されている場合は番号を取り除く。

（例）

4.代理人 【代理人】

(1)出願人 【出願人】

② 項目名が"(" ・ ")"によりくくられている場合、又は項目名とその内容が

"(" ・ ")"によりくくられている場合は"(" ・ ")"を取り除く。

（例）

【国籍・地域】（国籍） 国籍

項目名が（国籍）の場合は【国籍・地域】に読み換える。

③ 項目名は５.３.４書誌情報仕様共通項目及び５.３.５書誌情報仕様個別項目で

記述されている項目名とその職権訂正の範囲とする。

④ 項目名にふりがながある場合はふりがなを取り除く。

⑤ 項目名に続けて"(" ・ ")"によりその項目名を読み換えてあるものについては

"(" ～ ")"迄を取り除く。

（例）

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

(2) 項目名の付与

① 旧願で内容の記載しかないものについてはその内容に対応する電子出願書式の

項目名を付与する。

（例）

意匠登録願 【書類名】意匠登録願

(3) 項目の設定順は、５章５.３.３書類毎の変換仕様見出しの順とする。

(4) 出願人コード、代理人コードが記載された場合は無視し、設定しない。

但し、９桁の記載の場合は、設定を行う。
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４．書類毎の変換仕様

(1) 申請書類共通部分の変換

旧願で共通の書類名、申請日、宛先、特許印紙については以下の通りに項目名を

付与し、電子出願書式に変換する。

① 書類名

記載されている書類名の直前に項目名【書類名】を付与する。又、併せて特記

事項が記載されている場合は、項目名【特記事項】を付与する。

② 申請日

記載されている申請日の直前に項目名【提出日】を付与する。

③ 宛先

記載されている宛先の直前に項目名【あて先】を付与する。

④ 特許印紙

特許印紙がはられている場合、以下の書式に変換する。

【手数料の表示】

【納付金額】××××円

（管理情報にも同様の記載内容を設定する）

申請書類共通部分の変換例
・旧 書 式

↓ 書類名

意匠登録願（ア） 整理番号

手 特 許

数 （意匠法第10条の2第１項の

料 印 紙 規定による特許出願） 特記事項

の

表 (9,500円)

示 平成１２年1月１日 提出日

特許庁長官殿 あて先

～ ～

～ ～

・電子出願書式変換後

【書類名】 意匠登録願

【特記事項】意匠法第10条の2第１項の規定による特許出願

【整理番号】 （ア）

【提出日】 平成１２年１月１日

【あて先】 特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 9,500円

～ ～
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(2) 申請書類毎の変換

意匠・商標・審判電子化対象書類について申請書類毎に旧願のフォーマットから

電子出願書式への項目の変換例を示す。但し、申請書類毎の変換例は旧願の代表的

なフォーマットを記載したものである。

申請書類毎の変換例に記載されていない項目については、2.全般的な事項に準じ

て旧願のフォーマットから電子出願書式のフォーマットへ変換する。

① 申請書類毎の変換例の見解方法

実際の変換例を用いて説明する。

例 ：

意 匠 登 録 願 (イ) (ロ)

特許 意 匠 登 録 願

印紙

（平成 年 月 日）

(9,500円)

（ハ） （ニ）

特許庁長官殿

１．意匠に係る物品 【意匠に係る物品】

２．意匠の創作をした者 【意匠の創作をした者】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏 名 【氏名】

～ ～

～ ～

５．添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 図面 １通 【物件名】図面 １

補足説明 （ホ）

（イ）電子出願書式での書類名。

（ロ）旧願での代表的なフォーマット。

（ハ）電子出願書式へ変換後の項目の状態。

（ニ）書類フォーマット規定によるタグ名。

（ホ）旧願のフォーマットから電子出願書式のフォーマットへの変換に対しての補足説明。
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② 申請書類毎の変換例

１．意匠登録願

特許 意 匠 登 録 願 【書類名】 意匠登録願

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 意匠に係る物品 【意匠に係る物品】

２ 意匠の創作をした者 【意匠の創作をした者】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名 【氏名】

３ 意匠登録出願人 【意匠登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

４ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 添付書類又は添付物件の目録 【提出物件の目録】

(1) 図面 １通 【物件名】図面 １

(2) 図面の副本 ２通 【物件名】図面の副本 ２

(3) （ 通）

６ 意匠に係る物品の説明 【意匠に係る物品の説明】

７ 意匠の説明 【意匠の説明】
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．意匠登録願２

【書類名】 意匠登録願

特許 意 匠 登 録 願 （意匠法第10条の2第１項の

印紙 規定による意匠登録出願） 【特記事項】

（意匠法第10条の2第1項の規定に

（ 円） （平成 年 月 日） よる意匠登録願）

特許庁長官 殿

【提出日】平成 年 月 日

【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 意匠に係る物品 【意匠に係る物品】

２ 原意匠登録出願の表示 【原出願の表示】

３ 意匠の創作をした者 【意匠の創作をした者】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名 【氏名】

４ 意匠登録出願人 【意匠登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

５ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添付書類又は添付物件の目録 【提出物件の目録】

(1) 図面 １通 【物件名】図面 １

(2) 図面の副本 ２通 【物件名】図面の副本 ２

(3) （ 通）

７ 意匠に係る物品の説明 【意匠に係る物品の説明】

８ 意匠の説明 【意匠の説明】
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．類似意匠登録願３

特許 類 似 意 匠 登 録 願 【書類名】 類似意匠登録願

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 意匠に係る物品 【意匠に係る物品】

２ 本意匠の表示 【本意匠の表示】

３ 意匠の創作をした者 【意匠の創作をした者】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名 【氏名】

４ 意匠登録出願人 【意匠登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

５ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添付書類又は添付物件の目録 【提出物件の目録】

(1) 図面 １通 【物件名】図面 １

(2) 図面の副本 ２通 【物件名】図面の副本 ２

(3) （ 通）

７ 意匠に係る物品の説明 【意匠に係る物品の説明】

８ 意匠の説明 【意匠の説明】
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．商標登録願４

特許 商 標 登 録 願 【書類名】 商標登録願

印紙

（平成 年 月 日 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 商標登録を受けようとする商標 【商標登録を受けようとする商標】

２ 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 【指定商品又は指定役務並びに

商品及び役務の区分】

第 類 【第 類】

指定商品（指定役務） 【指定商品（指定役務）】

３ 商標登録出願人 【商標登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

４ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 商標登録を受けようとする商標を表示した書面 ４通 【物件名】

商標登録を受けよううとする

(2) （ 通） 商標を表示した書面 ４
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．商標登録願５

【書類名】 商標登録願

特許 商 標 登 録 願 商標法第11条第1項の規

印紙 定による商標登録出願 【特記事項】

商標法第11条第1項の規定による

（ 円） （平成 年 月 日） 商標登録出願

特許庁長官 殿

【提出日】平成 年 月 日

【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 商標登録を受けようとする商標 【商標登録を受けようとする商標】

２ 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 【指定商品又は指定役務並びに

商品及び役務の区分】

第 類 【第 類】

指定商品（指定役務） 【指定商品（指定役務）】

３ 原商標登録出願の表示 【原出願の表示】

４ 商標登録出願人 【商標登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

５ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 商標登録を受けようとする商標を表示した書面 ４通 【物件名】

商標登録を受けようとする

(2) （ 通） 商標を表示した書面 ４
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．団体商標登録願６

特許 団 体 商 標 登 録 願 【書類名】 団体商標登録願

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 商標登録を受けようとする商標 【商標登録を受けようとする商標】

２ 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 【指定商品又は指定役務並びに

商品及び役務の区分】

第 類 【第 類】

指定商品（指定役務） 【指定商品（指定役務）】

３ 商標登録出願人 【商標登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

４ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 商標登録を受けようとする商標を表示した書面 ４通 【物件名】

商標登録を受けようとする

商標を表示した書面 ４

(2) 商標法第7条第1項に規定する法人であることを

証明する書面 １通 【物件名】

商標法第7条第1項に規定する法

(3) （ 通） 人であることを証明する書面 １
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．防護標章登録願７

特許 防 護 標 章 登 録 願 【書類名】 防護標章登録願

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 防護標章登録を受けようとする標章 【商標登録を受けようとする商標】

２ 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 【指定商品又は指定役務並びに

商品及び役務の区分】

第 類 【第 類】

指定商品（指定役務） 【指定商品（指定役務）】

３ 防護標章登録出願に係る商標登録の登録番号 【防護標章登録出願に係る商標登録

の登録番号】

４ 防護標章登録出願人 【防護標章登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

５ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 防護標章登録を受けようとする 【物件名】

標章を表示した書面 ４通 防護標章登録を受けようとす

る標章を表示した書面 ４

(2) （ 通）
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．防護標章登録願８

【書類名】商標（防護標章）

特許 商標（防護標章）登録願 商標法第10条第1項（商 登録願

印紙 標法第68条第1項におい 【特記事項】

て準用する同法第10条第 商標法第10条第1項（商標法第68

（ 円） 1項）の規定による商標 条第1項において準用する同法第

（防護標章）登録出願 10条第1項）の規定による商標（

防護標章）の登録出願

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿

【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 商標（防護標章）登録を受けようとする商標（標章） 【商標登録を受けようとする商標】

２ 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 【指定商品又は指定役務並びに

商品及び役務の区分】

第 類 【第 類】

指定商品（指定役務） 【指定商品（指定役務）】

３ 原商標登録出願の表示 【原出願の表示】

４ 商標（防護標章）登録出願人 【防護標章登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

５ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 商標（防護標章）登録を受けようとする 【物件名】

商標（標章）を表示した書面 ４通 商標（防護標章）登録を受けようと

する商標（標章）を表示した書面

(2) （ 通） ４
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．防護標章登録願に基づく権利存続期間更新登録願９

特許 【書類名】防護標章登録願に基防護標章登録願に基づく権利存続期間更新登録願

印紙 づく権利存続期間更新登録願

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 防護標章登録の登録番号 【防護標章登録の登録番号】

２ 更新登録出願人 【更新登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) （ 通）
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．重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願９－１

重複登録商標に係る商標権存続期間更新登録願 重複登録商標に係る特許 【書類名】

商標権存続期間更新登録願印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 商標登録の登録番号 【商標登録の登録番号】

２ 更新登録出願人 【更新登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) （ 通）
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１０ （意匠の場合）．手続補正書

特許 手 続 補 正 書 【書類名】 手続補正書

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

特許庁審判長

（特許庁審判長 殿） 特許庁審査官

（特許庁審査官 殿） 【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 補正をする者 【補正をする者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 補正対象書類名 【補正対象書類名】

５ 補正対象項目名 【補正対象項目名】

６ 補正の内容 【補正の内容】

７ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「補正の対象」～「補正の内容」の変換

補正の対象の前に【手続補正ｎ】を連続に付与する。

以下の項目にそのままデリミタを付与する。

２．「事件の表示」については、以下の様にする。

事件の表示 【事件の表示】

出願番号 ○○○○年意匠登録願第× ─── ×号 【出願番号】

３．【補正対象書類名】は、その内容から判断して設定する。但し、判断できないときは「意匠登録願」

とする。

４．【補正対象項目名】・【補正の方法】は、入力しない。

５．【補正の内容】は、原稿の「補正の内容」と補正の対象を全てイメージで取り込む。

（提出物件を補正する場合も補正後の内容ドキュメントに提出物件のイメージをセットする）
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６．旧様式で提出された手続補正書の場合

〔例１〕

補正の対象 意匠登録願

補正の内容 ひな形

《電子化方法》

補正の対象に記載されている内容が意匠登録願の場合で補正の内容に内容が記載されている場

合は、補正対象書類名に意匠登録願を設定し、補正の内容には、「【その他】 別紙のとおり」

を設定する。

そして補正の対象以降をイメージとして添付書面（物件名－添付書面として）として電子化する。

庁においては電子化指示メモを添付する。

〔例２〕

補正の対象 図面

補正の内容 正面図

《電子化方法》

補正の対象に記載されている内容が図面等の場合は、その内容を補正対象書類名に設定

し、補正の内容には、補正の対象以降をイメージで、補正の内容に設定する。

庁においては電子化指示メモを添付する。

７．旧様式で訂正願書及び委任状が添付されている場合の電子化

〔例１〕

補正の対象 意匠登録願

補正の内容 別紙のとおり

（訂正願書が添付されている）

《電子化方法》

全ての内容を新様式に訂正してコードで電子化する。

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 全文

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 意匠登録願

；

；

；

補正の内容には、訂正願書の内容を電子化する。

〔例２〕

補正の対象 意匠登録願（委任状・代理権を証する書面）

補正の内容 別紙のとおり

（委任状が添付されている）

《電子化方法》

全ての内容を新様式に訂正してコードで電子化する。

【手続補正１】

【補正対象書類名】 意匠登録願

【補正対象項目名】 代理権を証する書面

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【その他】 別紙のとおり

（委任状を添付書類として電子化する。）
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１１ （商標の場合）．手続補正書

特許 手 続 補 正 書 【書類名】 手続補正書

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

特許庁審判長

（特許庁審判長 殿） 特許庁審査官

（特許庁審査官 殿） 【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 補正をする者 【補正をする者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 補正により増加する商品及び役務の区分の数 新書式では反映しない

５ 補正対象書類名 【補正対象書類名】

６ 補正対象項目名 【補正対象項目名】

７ 補正の内容 【補正の内容】

８ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明（※）

次頁
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補足説明（※）

１．「補正の対象」～「補正の内容」の変換

補正の対象の前に【手続補正ｎ】を連続に付与する。

以下の項目にそのままデリミタを付与する。

２．「事件の表示」については、以下の様にする。

（商標登録願、団体商標登録願の場合）

事件の表示 【事件の表示】

出願番号 ○○○○年商標登録願第× ─── ×号 【出願番号】

（防護標章登録願の場合）

事件の表示 【事件の表示】

出願番号 ○○○○年防護標章登録願第× ─── ×号 【出願番号】

（防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願の場合）

事件の表示 【事件の表示】

出願番号 ○○○○年防護標章更新登録願第× ─── ×号 【出願番号】

（書換登録申請書の場合）

事件の表示 【事件の表示】

出願番号 ○○○○年書換登録申請第× ─── ×号 【出願番号】

（防護標章登録書換登録申請書の場合）

事件の表示 【事件の表示】

出願番号 ○○○○年防護標章書換登録申請第× ─── ×号 【出願番号】

３．【補正対象書類名】は、その内容から判断して設定する。但し、判断できないときは「商標登録願」

とする。

４．【補正対象項目名】・【補正の方法】は、入力しない。

５．【補正の内容】は、原稿の「補正の内容」と補正の対象を全てイメージで取り込む。

（提出物件を補正する場合も補正後の内容ドキュメントに提出物件のイメージをセットする）

６．旧様式で訂正願書及び委任状が添付されている場合の電子化

〔例１〕

補正の対象 商標登録願

補正の内容 別紙のとおり

（訂正願書が添付されている）

《電子化方法》

全ての内容を新様式に訂正してコードで電子化する。

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 全文

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【書類名】 商標登録願

；

；

；

補正の内容には、訂正願書の内容を電子化する。

次頁へ
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〔例２〕

補正の対象 商標登録願（委任状・代理権を証する書面）

補正の内容 別紙のとおり

（委任状が添付されている）

《電子化方法》

全ての内容を新様式に訂正してコードで電子化する。

【手続補正１】

【補正対象書類名】 商標登録願

【補正対象項目名】 代理権を証する書面

【補正方法】 変更

【補正の内容】

【その他】 別紙のとおり

（委任状を添付書面としてその他ドキュメントに入力する。）
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．出願人名義変更届１２

特許 意匠登録出願人名義変更届 【書類名】 出願人名義変更届

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 承継人 【承継人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

３ 承継人代理人 【承継人代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 譲渡人 【譲渡人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 譲渡人代理人 【譲渡人代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添附書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 権利の承継を証明する書面 １通 【物件名】

権利の承継を証明する書面 １

(2) （ 通)

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照
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．出願人名義変更届１３

特許 商標登録出願人名義変更届（特例商標登録出願） 【書類名】出願人名義変更届

印紙 （特例商標登録出願）

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

（ 円）

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 承継人 【承継人】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

３ 承継人代理人 【承継人代理人】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 譲渡人 【譲渡人】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 譲渡人代理人 【譲渡人代理人】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 添附書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 権利の承継を証明する書面 １通 【物件名】

権利の承継を証明する書面 １

(2) （ 通)

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照
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．受継申立書１４

受 継 申 立 書 【書類名】 受継申立書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 受継申立人 【申立をする者】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 被受継申立人 新書式では反映しない

住所（居所） 新書式では反映しない

氏名（名称） 新書式では反映しない

５ 申立の内容 【申立の内容】

６ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 新追行者の権限（資格）を証明する書面 １通 【物件名】

新追行者の権限（資

(2) ( 通） 格）を証明する書面 １

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照
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．代表者選定届１５

代 表 者 選 定 届 【書類名】 代表者選定届

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 代表者 【代表者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

【国籍・地域】（国籍）

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 代表者であることを証明する書面 １通 【物件名】

代表者であることを

(2) ( 通） 証明する書面 １

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 23

．代理人受任届１６

代 理 人 受 任 届 【書類名】 代理人受任届

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 手続をした者 【手続をした者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 受任した代理人 【受任した代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 添附書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 代理権を証明する書面 １通 【物件名】

代理権を証明する書面 １

(2) （ 通）

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 24

．代理人選任（代理人変更、代理権変更、代理権消滅）届１７

代理人選任（代理人変更、代理権変更、代理権消滅）届 【書類名】 代理人選任（代理人

変更、代理権変更、代理権消滅）届

平成 年 月 日 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 手続をした者 【手続をした者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 届出の内容 【届出の内容】

選任した代理人 ※ 【選任した代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所】

氏名（名称） 【氏名】

４ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

※ 【選任した代理人】代理人変更届の場合 選任した代理人

代理権変更届の場合 代理権の変更した代理人 【代理権の変更した代理人】

代理権消滅届の場合 代理権の消滅した代理人 【代理権の消滅した代理人】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 25

１８．包括委任状援用制限届

包 括 委 任 状 援 用 制 限 届 【書類名】 包括委任状援用

制限届

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 手続をした者 【手続をした者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 届出の内容 【届出の内容】

援用を制限した代理人 【援用を制限した代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名】

４ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 26

．出願取下書１９

出 願 取 下 書 【書類名】 出願取下書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 意匠登録出願人 【意匠登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 27

．出願放棄書２０

出 願 放 棄 書 【書類名】出願放棄書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 意匠登録出願人 【意匠登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 28

．意見書２１

意 見 書 【書類名】 意見書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

特許庁審判長

（特許庁審判長 殿）

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 意匠登録出願人（請求人） 【意匠登録出願人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 理由 【意見の内容】

５ 証拠方法 【証拠方法】

６ 添附書類又は添附物件の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 29

．弁明書２２

弁 明 書 【書類名】 弁明書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

（特許庁審判長 殿） 特許庁審判長

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 弁明をする者 【弁明をする者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 弁明に係る書類名 【弁明に係る書類名】

５ 弁明の内容 【弁明の内容】

６ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 30

．優先権証明書提出書２３

優 先 権 証 明 書 提 出 書 【書類名】 優先権証明書

提出書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 提出者 【提出者】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 最初の出願の表示 新書式では反映しない

国名 新書式では反映しない

出願日 新書式では反映しない

出願番号 新書式では反映しない

５ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 優先権証明書 1通 【物件名】

優先権証明書 １

(2) （ 通）

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 31

．新規性の喪失の例外証明書提出書２４

新規性の喪失の例外証明書提出書 【書類名】 新規性の喪失の

例外証明書提出書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 提出者 【提出者】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

(1) 意匠の新規性の喪失の例外の規定の適用を受けるための証明書 【物件名】

1通 意匠の新規性の喪失

の例外の規定の適用を受

(2) （ 通） けるための証明書 １

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 32

．物件提出書２５

物 件 提 出 書 【書類名】 物件提出書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

特許庁審判長

（特許庁審判長 殿） 特許庁審査官

（特許庁審査官 殿）

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 提出者 【提出者】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 提出する物件 通（個） ″補足説明″参照

５ 返還の申し出 【返還の申し出】

補足説明

４ 提出する物件 通（個） 【提出物件の目録】

【物件名】

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 33

．期間延長請求書２６

特許 期 間 延 長 請 求 書 【書類名】 期間延長請求書

印紙

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

( 円)

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

特許庁審判長

（特許庁審判長 殿） 特許庁審査官

（特許庁審査官 殿） 【手数料の表示】

【納付金額】 円

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 請求人 【請求人】

事件との関係 【事件との関係】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 請求の内容 【請求の内容】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照

２．期間延長の請求内容については内容の直前に項目名【請求の内容】を付与する。

又、答弁書・意見書の指定がなかった場合は両方を設定する。

例：

上記につき、答弁書 意見書の提出期限～

指定があった場合は以下の様に設定する。（意見書の場合）

例：

上記につき、意見書の提出期限～



5.6 - 34

．刊行物等提出書２７

刊 行 物 等 提 出 書 【書類名】 刊行物等提出書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 事件の表示 【事件の表示】

２ 提出者 【提出者】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 提出する刊行物等 【提出物件の目録】

５ 提出の理由 【提出の理由】

補足説明

１．「事件の表示」については手続補正書の補足説明参照



5.6 - 35

．異議申立書２８

商 標 登 録 異 議 申 立 書 【書類名】 異議申立書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 登録異議の申立てに係る商標登録の表示 【異議事件の表示】

２ 商標登録異議申立人 【異議申立人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 申立の理由 【申立の理由】

５ 証拠方法 【証拠方法】

６ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「登録異議の申立てに係る商標登録の表示」については手続補正書の「事件の表示」の補足説明参照

当事者系審判の開発中断により削除



5.6 - 36

．判定請求書２９

判 定 請 求 書 【書類名】 判定請求書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁長官 殿 【あて先】特許庁長官殿

１ 判定請求事件の表示 【判定請求事件の表示】

２ 請求人 【判定請求人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 被請求人 【被請求人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 請求の趣旨 【請求の趣旨】

６ 請求の理由 【請求の理由】

７ 証拠方法 【証拠方法】

８ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「判定請求事件の表示」については手続補正書の「事件の表示」の補足説明参照

当事者系審判の開発中断により削除



5.6 - 37

．答弁書３０

答 弁 書 【書類名】 当弁書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁審判長 殿 【あて先】特許庁審判長殿

１ 審判の番号 【審判事件の表示】

【審判番号】

２ 被請求人 【被請求人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

３ 被請求人の代理人 【被請求人代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

４ 請求人 【請求人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 請求人の代理人 【請求人代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 答弁の趣旨 【答弁の趣旨】

７ 理由 【答弁の理由】

８ 証拠方法 【証拠方法】

９ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「審判の番号」については手続補正書の「事件の表示」の補足説明参照

当事者系審判の開発中断により削除



5.6 - 38

．訂正請求書３１

訂 正 請 求 書 【書類名】 訂正請求書

（平成 年 月 日） 【提出日】平成 年 月 日

特許庁審判長 殿 【あて先】特許庁審判長殿

１ 異議番号 【異議事件の表示】

【異議番号】

２ 特許番号 【特許番号】

３ 請求項の数 【請求項の数】

４ 請求人 【請求人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

５ 代理人 【代理人】

（識別番号） 【識別番号】

住所（居所） 【住所又は居所】

氏名（名称） 【氏名又は名称】

６ 請求の趣旨 【請求の趣旨】

７ 請求の理由 【請求の理由】

８ 添付書類の目録 【提出物件の目録】

補足説明

１．「異議番号」、「特許番号」については手続補正書の「事件の表示」の補足説明参照

当事者系審判の開発中断により削除
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５．７ 【意見の内容】等の電子化

５．７．１ 前提条件

意見書に記載される【意見の内容】又は、上申書に記載される【上申の内容】など、

下記の表に記載された項目の電子化は、通常の電子化方法とは異なる。

本章では、その概要、方法を具体例を踏まえて説明することとする。

書 類 名 項 目 名 タ グ 名

意見書 【意見の内容】 OPINION-CONTENTS-ARTICLE

上申書 【上申の内容】 同 上

弁明書 【弁明の内容】 同 上

早期審査に関する事情説明書 【早期審査に関する事情説明】 同 上

早期審査に関する事情説明補充書 【補充の内容】 同 上

回復理由書 【回復の理由】 同 上

請求取下書（当事者系審判のみ） 【取下の内容】 同 上

一部請求取下書

異議取下書

一部異議取下書

訂正請求取下書

協議の結果届 ※１ 【協議の結果】 CONSULTATION-RESULT
-ARTICLE

協議の結果届 【協議の結果】 同 上

※１ 平成２４年４月に書類名が「意匠法９条５項に基づく協議の結果届」から変更された。

意見の内容、協議の結果の構造は下記の表のように設定されている。

日本語標準名 タグ名 繰り返し 備 考

意見の内容 OPINION-CONTENTS 意見の内容全体を示す。
-ARTICLE

段落 PARAGRAPH ○ テキストデータを段落単位に設定する。
※２

イメージ IMAGE ○ 図形等をイメージファイルにて電子化し
※２ た場合に設定する。

協議の結果 CONSULTATION-RES 協議の結果全体を示す。
ULT-ARTICLE

段落 PARAGRAPH ○ テキストデータを段落単位に設定する。
※２

イメージ IMAGE ○ 図形等をイメージファイルにて電子化し
※２ た場合に設定する。

※２ PARAGRAPH、IMAGEは、OPINION-CONTENTS-ARTICLE又は、CONSULTATION-RESULT-ARTICLE

の配下で順不同繰り返し設定可能。

以降の記載でタグ<意見の内容>はタグ<協議の結果>と置き換えられる。また、【意見の内容】は、

【上申の内容】等及び【協議の結果】と置き換えられる。
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５．７．２ 却下要件としての電子化不能

【意見の内容】又は、【上申の内容】などに関する却下要件としての電子化不能は存在しない。
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５．７．３ 職権訂正の範囲

５章 項目毎のデータエントリ仕様を参照
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５．７．４ 意見の内容の電子化方法

(1)内容の開始と終了

①開始判断

項目の終わり（識別子“】”）から続く、連続スぺースを除き、以降に出現する文字

を内容の開始とする。

例１ 例２

【意見の内容】△△△△ 【意見の内容】△平成１２年・・・・

△平成１２年・・・・・・・ ↑

↑ 開始位置

開始位置

例３

【意見の内容】△△△△

空行

△平成１２年・・・・・・・

↑

開始位置
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②終了判断

書誌記載項目が出現するまでか、出現しない場合は、当該書誌の終了までを内容の

終了とする。

規定外項目は、書誌記載項目とみなさず、タグ<意見の内容>の内容として扱う。

(a)通常の規定外項目の処理のように位置情報を該当項目の直前に作成することは

しない。記載された項目及び内容をそのまま電子化する。

（例）

【意見の内容】

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸＸＸＸＸＸ 網掛け部分が内容となる。

【弁明の内容】△△△ＹＹＹＹＹＹＹ

【提出物件の目録】←ここから書誌項目が始まる。

(b) 【意見の内容】をはさんで書誌項目の重複記載があった場合、【意見の内容】

以下に記載された重複項目の直前で【意見の内容】は終了することとする。

（例） 電子化前

【あて先】 ＷＷＷＷＷＷ

【意見の内容】

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 網掛け部分が内容となる。

ＸＸＸＸＸＸＸＸ

【あて先】△△△ＷＷＷＷＷＷ ←ここから書誌項目が始まる。

【提出物件の目録】

電子化後

【あて先】 ＷＷＷＷＷＷ

【意見の内容】

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 網掛け部分が内容となる。

ＸＸＸＸＸＸＸＸ

【提出物件の目録】

＊＊＊

【意見の内容】

【あて先】△△△ＷＷＷＷＷＷ ←規定外項目として電子化。
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(c) 次の書誌記載項目が出現する以前の連続するスペースは内容とみなさない。

例

【意見の内容】△△ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸ

空行

【提出物件の目録】
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(2)内容の電子化

①実データの電子化

正式な代表項目名又は、職権訂正により、タグ<意見の内容>と特定できる項目名が記載され

且つ(1)により内容が開始した場合、その内容いかんに係わらず、テキストはタグ<段落>中に

記載内容をそのまま設定し、イメージはタグ<イメージ>中にイメージデータをそのまま設定する。

又、内容の記載が無く項目の記載のみある場合は、タグ名は設定し、実データは設定しない。

その際、原データを作成し、タグの属性にｴﾗｰ識別ID（エラーコード＝５０１０）を設定する。

・イメージファイルは、以下の仕様で電子化する。

・対象図面が白黒（２値）の場合、

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

ＴＩＦＦ（Ｇ４圧縮）

４００ｄｐｉ

・対象図面がカラー、ハーフトーンの場合

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ（縦８８９ｄｏｔ×横１１８１ｄｏｔ）

ＪＰＥＧ（ＪＰＥＧ圧縮）

・イメージファイルのファイル名は、「（受付番号＋一連番号）．ファイル拡張子」とする。

受付番号 ・・・・・電子化する書類に付与される番号

一連番号 ・・・・・電子化する書類内で"0001"から一連に付与する（ゼロサプレスしない）

ファイル拡張子・・・ＴＩＦＦの場合".tif"、ＪＰＥＧの場合".jpg"を設定する

・イメージが規定の大きさより大きい場合、規定の大きさに縮小して電子化する。

（縦横比は変更しない）

このとき、タグの属性に縮小した旨を示すエラーコードを設定する。

Ａ４横から縮小の場合 ……エラーコード ７０１０

Ａ３横から縮小の場合 ……エラーコード ７０２０

上記以外の横用紙から縮小の場合……エラーコード ７０３０

・イメージが規定より小さい場合、規定の大きさとして電子化する。（拡大は行わない）

②段落・イメージの考え方

<意見の内容>

開始している条件

・【意見の内容】の直下でテキストデータ。

・イメージの直下でテキストデータ。

<段落> ・前行が３６文字以下で終わるテキストデータ。

・一文字目が空白で始まるテキストデータ。

終了している条件

・次行がイメージ。

・３６文字以下で終了するテキストデータ。

・次の行の一文字目に空白ある。

<イメージ> 表、数式、化学式、図、スキャナー入力されたイメージ。

次頁参照
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意見書の内容の分割例

整理番号＝Ｐ００００６３－０１ ページ（１／１）

【意見の内容】

下図はハンドスキャナ使用方法の説明図である。 段落１

【正面図】 段落２

イメージ１

上記の図において、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・等になる 段落３

が、下式のように、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

の場合・・・・・・である。

下図はハンドスキャナの従来の実装方法図である。 段落４

【背面図】 段落５

イメージ２
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５．７．５ 例外処理

(1)項目に関する事項

①繰り返して記載された場合

２つめ以降を【意見の内容】とする。

【書類名】 意見書 【書類名】 意見書

【事件の表示】 【事件の表示】

・ ・

・ ・

・ → ・

【意見の内容】 【意見の内容】

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

【意見の内容】 ＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ

ＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ

②規定外項目となった場合

タグ<意見の内容>がないと判断する。

【書類名】 意見書 【書類名】 意見書

【事件の表示】 【事件の表示】

・ ・

・ ・

・ → ・

【上申の内容】

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

＊＊＊規定外項目＊＊＊

【上申の内容】ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸ

(2)内容に関する事項

①項目があって内容の記載がない場合

タグ名のみ作成し、原データを添付し、タグの属性にエラー記録を記載する。

②内容中にデリミタが記載された場合

5.7.４(1)に従い、内容として扱う。
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５．７．６ 意見の内容の補正

【補正対象項目名】に意見の内容が記載された場合、【意見の内容】の補正として以下の規

定により電子化を行う。

① 【意見の内容】が記載されている補正対象書類名を考慮して電子化を行う。（補正対象書類名

に記載された書類名の書類テーブルに既存する【意見の内容】を対象として電子化をする。つ

まりテーブルに存在しない【意見の内容】が記載された場合は、規定外の項目として電子化を行う。）

② 補正対象書類名に電子化対象の書類の記載があるにも係わらず、補正の内容がデリミタから始

まっていない場合（何らかの不明の記載がある場合）エラーとして、タグ<補正の記事>の属性に、

エラーコード５０２０を設定し、電子記録基準管理班データエントリー管理班に問い合わせて、

補正の内容の電子化方法を決定する。

③ 【意見の内容】の補正の終了条件は、「５．４ 手続補正書の電子化 ５．４．４(1)②のケース

５」に従う。

④ 書誌の相関チェックにて電子化不能とする処理は、全て行わない。

⑤ 【補正の内容】に記載された項目にエラーが生じた場合、タグ<補正の記事>のタグの属性

にエラー識別ＩＤを設定する。

(文書例） （ＳＧＭＬ）

【書類名】 手続補正書 <書類名>手続補正書</書類名>
【あて先】 特許庁長官殿 <あて先>特許庁長官殿</あて先>
【提出日】 平成１２年 ２月１０日 <提出日>平成１２年 ２月１０日</提出日>
【事件の表示】 <事件の表示>

【出願番号】 意願２０００－４００１２３ <出願番号>意願２０００－４００１２３
</出願番号>

・ </事件の表示>
・ ・
・ ・
・ ・
・ ・

<補正の記事>
【手続補正１】 </手続補正 一連番号＝”1”>
【補正対象書類名】 意見書 <書類名>意見書</書類名>
【補正対象項目名】 意見の内容 <補正対象項目名>意見の内容</補正対象項目名>
【補正方法】 変更 <補正方法>変更</補正方法>
【補正の内容】 <補正の内容>

【意見の内容】×××××××××××××××××××× <意見書（補正）>
×××××××××××××××××××××××××× <意見の内容>

<段落>×××××××××××××××
×××××××××××××××××××××××
××××××××</段落>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198000100110001"
縦="113" 横="150">

<段落>×××××××××××××××
×××××××××××××××××××××××××× ×××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××× ××××××××</段落>
</意見の内容>

</意見書（補正）>
</補正の内容>

</手続補正>
</補正の記事>
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５．８ 記 部 の 電 子 化

５．８．１ 記部の記事の目的

審判系書類（５．３．３ 書類毎の変換仕様見出し参照）に記載される項目には、項目名が様式又は

書式により定められているものと、定められていないものがある。

定められている項目については個別のタグに置換し、定められていない項目は、記部の記事を使用し

て電子化を行う。

（例） 審判請求書の場合

【請求の趣旨】

個別のタグ＜請求の趣旨＞に置換し、電子化する。

【請求の理由】

該当するタグが存在しないため記部の記事として

電子化する。
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５．８．２ 記部の記事の構造

記部の記事の構造は下記の表のように設定されている。

日本語標準名 タグ名 備 考 参照する章くり返し

記部の記事 CONTENTS-PART-AR 様式上、タグに設定されていない項目を 5.8.3

TICLE 設定する。

記部 CONTENTS-PART-GR ○ 繰り返し項目。内容に＜項目名＞と 5.8.4

OUP ＜項目内容＞を持つ。

項目名 CONTENTS-NAME 項目名を設定する。 5.8.5

項目内容 CONTENTS-GROUP 項目内容を設定する。 5.8.6

段落 PARAGRAPH ○ テキストデータを段落単位に設定する。 5.8.6

※１

イメージ IMAGE ○ 図形等をイメージファイルにて電子化し 5.8.6

※１ た場合に設定する。

※１ PARAGRAPH、IMAGEはCONTENTS-GROUPの配下で順不同繰り返し設定可能。

文書例 タグ設定

①【書類名】審理再開申立書 ＜書類名＞審理再開申立書＜／書類名＞

②【整理番号】ＫＫＫ・・・ ＜整理番号＞ＫＫＫ・・・＜／整理番号＞

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

③【再開の申立】 ＜記部の記事＞

＜記部＞

＜項目名＞再開の申立＜／項目名＞

＜／記部＞

＜記部＞

④【申立の理由】ＫＫＫ・・・ ＜項目名＞申立の理由＜／項目名＞

＜項目内容＞

＜段落＞ＫＫＫ・・・＜／段落＞

＜／項目内容＞

＜／記部＞

＜／記部の記事＞

【提出物件の目録】 ＜提出物件の目録＞

・ ・

①、②の項目名は、様式上で設定されているので、独自のタグとして変換できる。

③、④の項目名は、様式上で設定されていないので、記部としてタグに設定される。
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５．８．３ 記部の記事として認識する部分

（１）開始条件・終了条件

記部の記事として電子化する範囲は以下の判断にする。

○開始条件

・様式又は書式にて定められていない項目が出現した場合。

※１

・グループに従属している項目であっても記部の開始と判断する。

※１ 表１に定義されていない項目

○終了条件

・様式又は書式にて定められている項目が出現した場合。

・書誌が終了した場合。

（例） （例）

【代理人】 【代理人】

【識別番号】 ＫＫＫ・・・ 【識別番号】 ＫＫＫ・・・

【氏名又は名称】 ＫＫＫ・・ 【請求番号】 ＫＫＫ・・・

【請求の理由】 ＫＫＫ 【氏名又は名称】 ＫＫＫ・・

記部 記部

【請求の理由】 ＫＫＫ

【その他】

【その他】

（２）例外処理

・様式又は書式にて定められていない項目が不連続に記載されている場合は、一つにまとめて

記部の記事として電子化する

【審判事件の表示】 【審判事件の表示】

【出願番号】 【出願番号】

【審判番号】 【審判番号】

【請求番号】

【審判請求人】 【審判請求人】

【識別番号】 【識別番号】

【氏名又は名称】 【氏名又は名称】

【請求の理由】

【請求番号】 まとめて記部の記事

【請求の理由】
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・以下の場合は記部の記事として扱わず規定外の項目として電子化する。

単独項目及び１グループにおけるメンバ項目が重複している場合、２つ目以降を

規定外の項目として電子化する。

（例）
【選任した代理人】

【識別番号】

【氏名又は名称】

【就業場所】

【氏名又は名称】 規定外の項目として電子化する

・グループ筆頭項目の次に様式又は書式にて定められていない項目が記載されている場合、

グループ筆頭項目は従属項目なしエラー（ｴﾗｰ識別ID：５０００）となる。

（例）
【代理人】 従属項目なしエラー

【請求番号】

【識別番号】 記部の記事

【氏名又は名称】

下記の表に記載されていない項目は、記部の記事に設定となる。
（表１）

様式上又は書式にて定められている項目 ※１

審判請求書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】（＊１）

【請求項の数】【発明の数】【商品及び役務の区分の数】【プルーフの要否】
【審判請求人】【代理人】【選任した代理人】【持分の割合】【手数料の表示】
【請求の趣旨】【証拠方法】【その他】【提出物件の目録】

優先審理に関する 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
事情説明書 【プルーフの要否】【提出者】【代理人】【その他】【提出物件の目録】

期日変更請求書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【異議事件の表示】【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】【審判請求人】
【判定請求人】【被請求人】【異議申立人】【特許権者】【実用新案権者】
【意匠権者】【商標権者】【代理人】【発送番号】【手数料の表示】【その他】
【提出物件の目録】

請求取下書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】（＊１）

早期審理に関する 【プルーフの要否】【審判請求人】【代理人】【その他】【提出物件の目録】
事情説明書

早期審理に関する
事情説明補充書

審理再開申立書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】【審判請求人】【判定請求人】
【被請求人】【特許権者】【実用新案権者】【意匠権者】【商標権者】
【代理人】【その他】【提出物件の目録】

尋問に代わる書面 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
の提出書 【異議事件の表示】【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】

【回答者】【代理人】【その他】【提出物件の目録】

鑑定書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【異議事件の表示】【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】
【鑑定人】【代理人】【その他】【提出物件の目録】

不出頭の届出書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【異議事件の表示】【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】
【証人】【代理人】【その他】【提出物件の目録】

つづく
＊１ 査定系の場合 ※１ グループ項目の場合はその従属項目を含む。
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（表１）つづき

様式上又は書式にて定められている項目 ※１

証拠説明書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
検証申出書 【異議事件の表示】【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】【審判請求人】
口頭審理申立書 【判定請求人】【被請求人】【異議申立人】【特許権者】【実用新案権者】
口頭審理陳述要領書 【意匠権者】【商標権者】【代理人】【その他】【提出物件の目録】
証拠調申立書
尋問事項書
証拠申出書
証人尋問申出書
鑑定の申出書
鑑定事項書
書証の申出書
文書特定の申出書
録音テープ等の

内容説明書
回答希望事項記載書面
回答書
書面審理申立書
証拠調申請取下書

（表２） 当事者系の書類

様式上又は書式にて定められている項目 ※１

審判請求書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【請求項の数】【発明の数】【商品及び役務の区分の数】【プルーフの要否】
【審判請求人】【代理人】【選任した代理人】【被請求人】【持分の割合】
【手数料の表示】【請求の趣旨】【証拠方法】【その他】【提出物件の目録】

異議申立書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【異議事件の表示】
【申立に係る請求項】【申立に係る指定商品又は役務並びに商品及び役務の区分】
【プルーフの要否】【異議申立人】【代理人】【選任した代理人】【持分の割合】
【手数料の表示】【証拠方法】【その他】【提出物件の目録】

判定請求書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【判定請求事件の表示】
【プルーフの要否】【判定請求人】【代理人】【選任した代理人】【被請求人】
【持分の割合】【手数料の表示】【請求の趣旨】【証拠方法】
【その他】【提出物件の目録】

訂正請求書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【異議事件の表示】【請求項の数】【発明の数】【プルーフの要否】【請求人】
【代理人】【選任した代理人】【発送番号】【発送日】【持分の割合】
【手数料の表示】【請求の趣旨】【その他】【提出物件の目録】

請求取下書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】【審判請求人】【判定請求人】
【被請求人】【特許権者】【実用新案権者】【意匠権者】【商標権者】
【代理人】【取下の内容】【その他】【提出物件の目録】

一部請求取下書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【プルーフの要否】【審判請求人】【代理人】【取下の内容】【その他】
【提出物件の目録】

訂正請求取下書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【異議事件の表示】【プルーフの要否】【請求人】【代理人】
【取下の内容】【その他】【提出物件の目録】

異議取下書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【異議事件の表示】
一部異議取下書 【プルーフの要否】【異議申立人】【代理人】【取下の内容】【その他】

【提出物件の目録】

答弁書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】【被請求人】【被請求人代理人】
【選任した被請求人代理人】【請求人】【請求人代理人】【発送番号】
【発送日】【答弁の趣旨】【証拠方法】【その他】【提出物件の目録】

弁駁書 【書類名】【整理番号】【提出日】【あて先】【審判事件の表示】
【判定請求事件の表示】【プルーフの要否】【請求人】【請求人代理人】
【被請求人】【被請求人代理人】【発送番号】【発送日】【弁駁の趣旨】
【証拠方法】【その他】【提出物件の目録】

※１ グループ項目の場合はその従属項目を含む。
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５．８．４ 記部の単位

記部の配下には、項目名＜CONTENTS-NAME＞と項目内容＜CONTENTS-GROUP＞を設定する。

記部の記事として電子化する範囲に項目名（【、】）が複数存在する場合（※１）は、

項目各単位に記部を繰り返して設定する。

また、項目名のみの記載で内容がない場合は、記部の配下には項目名のみ設定する。

※１ 行頭の項目名以外は項目名とはみなさない。

タグとして設定されていない項目 タグ設定 備 考

＜記部＞ 項目名だけの場合、記部

【請求の理由】 ＜項目名＞請求の理由＜／項目名＞ は項目名だけの設定とな

＜／記部＞ る。

＜記部＞ 項目名と内容の記載があ

【証人の表示】 ＜項目名＞証人の表示＜／項目名＞ る場合、記部は項目名と

【住所又は居所】ＫＫＫ・・ ＜／記部＞ 項目内容の設定となる。

【氏名】ＫＫＫ・・・

＜記部＞

＜項目名＞住所又は居所＜／項目名＞

＜項目内容＞

＜段落＞ＫＫＫ・・・＜／段落＞

＜／項目内容＞

＜／記部＞

＜記部＞

＜項目名＞氏名＜／項目名＞

＜項目内容＞

＜段落＞ＫＫＫ・・・＜／段落＞

＜／項目内容＞

＜／記部＞

＜記部＞ 行頭の項目名以外は項目

【実施の状況等】 ＜項目名＞実施の状況等＜／項目名＞ 内容として扱う。

【実施の状況】ＫＫ・・ ＜／記部＞

ＫＫＫ・・【実施等による影響】

ＫＫＫ・・・ ＜記部＞

＜項目名＞実施の状況＜／項目名＞

＜項目内容＞

＜段落＞ＫＫ・・ＫＫＫ・・

【実施等による影響】＜／段落＞

＜／項目内容＞

＜／記部＞
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５．８．５ 項目名の電子化

項目名の設定について

ＳＧＭＬの対象となるのは、タグとして設定されていない項目のデリミタを除いた文言である。

タグとして設定されて タグ設定

いない項目

【○○○○○○】 ＜項目名＞○○○○○○＜／項目名＞

（例１）

【請求の理由】 ＜項目名＞請求の理由＜／項目名＞

（例２）

【申立の理由】 ＜項目名＞申立の理由＜／項目名＞

（例３）

【証人の表示】 ＜項目名＞証人の表示＜／項目名＞

（例４）

【実施の状況等】 ＜項目名＞実施の状況等＜／項目名＞
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５．８．６ 項目内容の電子化

(1)内容の開始と終了

①開始判断

項目名の終わり（識別子“】”）から続く、連続スぺースを除き、以降に出現する文字

を内容の開始とする。

例１ 例２

【申立の理由】△△△△ 【申立の理由】△ＫＫＫＫＫ・・・・

△ＫＫＫＫＫ・・・・・・・ ↑

↑ 開始位置

開始位置

例３

【申立の理由】△△△△

空行

△ＫＫＫＫ・・・・・・・

↑

開始位置
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②終了判断

次の項目が出現するまでか、記部が終わるまでを内容の終了とする。

○次の項目が出現する以前の連続するスペースは内容とみなさない。

例

【申立の理由】△△ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸ

空行

【提出物件の目録】

(2)内容の電子化

①内容の電子化

項目内容はテキストデータの場合、段落単位＜PARAGRAPH＞（※１）に、図形（表、図など）は

スキャナによりイメージとして電子化し＜IMAGE＞タグを設定する。

イメージは、ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧとも設定可能とする。

※１ 段落の設定条件

開始している条件

・項目名の終り。

・前行が３６文字未満。

・一文字目が空白。

終了している条件

・次行の先頭に項目名が記載されている。

・３６文字未満で行が終了。

・次の行の一文字目に空白。

・記部の記事の終了。

次頁参照
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記部の記事の内容の分割例

整理番号＝Ｐ０００１２３－０１ ページ（１／１）

【請求の理由】 項目名

【手続の経緯】 項目名

ＫＫＫ・・ＫＫＫ

項目内容

イメージ

上記の様において、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・等になる 項目内容、段落

が、・・・・・・・・・・・・・・・・・・である。

【拒絶査定の要点】 項目名

今回の条件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・において 項目内容、段落

である。

また、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・など以上 項目内容、段落

の場合・・・・・・である。

【本願発明が特許されるべき理由】 項目名

上記の様において、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・等になる

項目内容、段落

のである。
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５．８．７ 記部の記事の補正

【補正の内容】の直下に記部の記事の項目名が記載された場合、記部の記事の補正として以下の

規定により電子化を行う。

1) 【補正対象書類名】に記載された書類名を考慮し、記部の記事の判定は「5.8.3 記部の記事と

して認識する部分」に従い行う。

2) 記部の記事の補正は、タグ<補正の内容>の配下にタグ<記部の記事>～</記部の記事>（繰返し全体

を指すタグ及びその配下のタグ）を設定する。

3) 項目名が複数記載される場合は、項目毎にタグ<記部>～</記部>を繰返して設定する。

4) 補正の記事又は、補正の内容の終了は、５．４．４(1)②のケース５に従う。

5) 電子化時にエラーが発生した場合、エラーが発生したタグの属性にエラーコードを設定する。

6) 補正対象書類名に電子化対象の書類の記載があるにも係わらず、補正の内容がデリミタから始まっ

ていない場合（何らかの不明の記載がある場合）ｴﾗｰとして、タグ<補正の記事>の属性に、エラー

識別ＩＤ（ｴﾗｰｺｰﾄﾞ：５０２０）を設定し、 データエントリー管理班に問い合電子記録基準管理班

わせて、補正の内容の電子化方法を決定する。

7) 【補正の内容】に記載された項目にエラーが生じた場合、タグ<補正の記事>のタグの属性にエラー

識別ＩＤ（ｴﾗｰｺｰﾄﾞ：５０４０）を設定する。

（１）記部の記事を補正した場合

文書例 タグ設定

【手続補正１】 <補正の記事>

【補正対象書類名】 審理再開申立書 <手続補正 一連番号="1">

【補正対象項目名】 再開の申立 <書類名>審理再開申立書</書類名>

【補正方法】 変更 <対象項目名>再開の申立</対象項目名>

【補正の内容】 <方法>変更</方法>

【再開の申立】 <補正の内容>

【申立の理由】 ＫＫＫ・・・ <審理再開申立書(補正)>

【提出物件の目録】 <記部の記事>

： <記部>

<項目名>再開の申立</項目名>

</記部>

<記部>

<項目名>申立の理由</項目名>

<項目内容>

<段落>ＫＫＫ・・・</段落>

</項目内容>

</記部>

</記部の記事>

</審理再開申立書(補正)>

</補正の内容>

</手続補正>

</補正の記事>

<提出物件の目録>

：
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（２）補正の内容に様式上又は書式で定められている項目と定められていない項目が記載された場合

・補正の内容に複数の項目の記載があった場合、例外処理として全面イメージとして電子化

文書例 タグ設定

【手続補正１】 <補正の記事>

【補正対象書類名】 審判請求書 <手続補正 一連番号="1">

【補正対象項目名】 代理人 <書類名>審判請求書</書類名>

【補正方法】 変更 <対象項目名>代理人</対象項目名>

【補正の内容】 <方法>変更</方法>

① 【代理人】 <補正の内容>

② 【識別番号】 <ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f200･･･

③ 【請求番号】 </補正の内容>

④ 【氏名又は名称】 </手続補正>

： </補正の記事>

【提出物件の目録】 <提出物件の目録>

： ：

①、②の項目は、様式上又は書式で設定されているので独自のタグとなる。

③の項目は、様式上又は書式で設定されていないので記部となる。

④の項目は、記部として設定される。

（３）補正の内容に様式上又は書式で定められていない項目の後に定められている項目が記載された場合

・例外処理として補正の内容の終了までを記部として電子化

文書例 タグ設定

【手続補正１】 <補正の記事>

【補正対象書類名】 審判請求書 <手続補正 一連番号="1">

【補正対象項目名】 請求の理由 <書類名>審判請求書</書類名>

【補正方法】 変更 <対象項目名>請求の理由</対象項目名>

【補正の内容】 <方法>変更</方法>

① 【請求の理由】 <補正の内容>

② 【手続の経緯】 ＫＫＫ・・・ <審判請求書(補正)>

③ 【請求の趣旨】 ＫＫＫ・・・ <記部の記事>

【提出物件の目録】 <記部>

<項目名>請求の理由</項目名>

</記部>

<記部>

<項目名>手続の経緯</項目名>

<項目内容>

<段落>ＫＫＫ・・・</段落>

</項目内容>

</記部>

<記部>

<項目名>請求の趣旨</項目名>

<項目内容>

<段落>ＫＫＫ・・・</段落>

</項目内容>

</記部>

</記部の記事>

</審判請求書(補正)>

</補正の内容>

①、②の項目は、様式上又は書式で設定 </手続補正>

されていないので記部となる。 </補正の記事>

③の項目は、記部として設定される。 <提出物件の目録>

：
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５．９ 訂正請求書の電子化

前提条件５．９．１

訂正請求書、訂正の審判請求書及び、それらに添付される訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面は、通常の

電子化方法とは異なる。本章では、その概要、方法を具体例を踏まえて説明することとする。

訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面は、単独でも、それぞれの組み合わせででも添付される。但し、訂正

要約書は存在しない。

新様式（２００３年７月以降の請求の範囲、明細書、図面の様式。）に対する訂正の場合は、訂正請求の範囲、

訂正明細書、訂正図面が存在する。

旧様式（２００３年６月以前の明細書、図面の様式。）に対する訂正の場合は、訂正明細書、訂正図面が存在

する。

訂正請求書、訂正の審判請求書は、訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面が存在しない場合も電子化対象と

する。

当事者系審判の開発中断により削除
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概 要５．９．２

（１）訂正請求書(C611)、訂正の審判請求書(C60)及び訂正請求書（審判請求書）のイメージは、ＳＧＭＬ形

式で電子化を行い管理情報ＳＧＭＬ、申請書類ＳＧＭＬ及び外部実体のイメージファイルを作成する。

（２）訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面及び訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面のイメージは、

ＸＭＬ形式で電子化後に、ＺＩＰでアーカイブする。

（３）ＳＧＭＬファイルとイメージファイル及びＺＩＰファイルは、ＭＩＭＥによりアーカイブし１ファイル

とする。

（４）以下に書類と電子化データの関係を表す。

【書類名】訂正図面

【書類名】訂正明細書

【書類名】訂正請求の範囲

訂正請求書の添付書類（ｎ）

訂正請求書の添付書類（１）

【書類名】訂正請求書

：
：

【提出物件の目録】

ＸＭＬ形式で電子化【物件名】訂正請求の範囲

【物件名】訂正明細書 １

【物件名】訂正図面 １

ＳＧＭＬ形式で電子化
訂正請・ 訂正請・ 訂正請・

…明・図 明・図 明・図

ＸＭＬ イメージ イメージ

… …管理情報 申請書類 添付書類 添付書類 配列表 配列表

ＳＧＭＬ ＳＧＭＬ イメージ イメージ ＸＭＬ イメージ

アーカイブ

ＺＩＰ

当事者系審判の開発中断により削除
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訂正請求書の電子化フォーマット５．９．３

訂正請求書又は訂正の審判請求書に訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面が添付された場合、ＤＥ機関では、

以下のフォーマットでＭＩＭＥデータを作成する。

・ＭＩＭＥデータの中には以下のデータが含まれる。

（１）管理情報ＳＧＭＬ：訂正請求書（又は審判請求書）の管理情報。

（２）申請書類ＳＧＭＬ：訂正請求書（又は審判請求書）の書誌情報。

（３）申請書類のイメージ：訂正請求書（又は審判請求書）に添付されるイメージ（ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧ）、

複数存在する場合がある。（イメージファイルは存在しない場合もある）

（４）ＺＩＰファイル：ＺＩＰ形式でアーカイブされたファイル。（ＺＩＰﾌｧｲﾙは存在しない場合もある）

・ＺＩＰファイルには、以下のデータが含まれる。

（１）訂正請・明・図ＸＭＬ：訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面をＸＭＬ形式(ＰＣＴＤＴＤ)で電子
化したＸＭＬ文書

（２）配列表ＸＭＬ：訂正明細書に配列表の記載があった場合作成されるＸＭＬ文書
（３）訂正請・明・図イメージ：訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面のイメージ(ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧ)、

複数存在する場合がある。（イメージファイルは存在しない場合もある）
（４）配列表イメージ：配列表のイメージ(ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧ)、複数存在する場合がある。

（イメージファイルは存在しない場合もある）

※訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面が存在しない場合、ＺＩＰファイルは作成しない。

訂正請求書の場合

ＭＩＭＥデータ

マルチパート実体データ
共 マ

Ｍ通 Ｍル ボ 管 ボ 申 ボ 訂 ボ 訂 ボ Ｚ
Ｉ部 Ｉチ Ｍデ Ｓ理 Ｍデ Ｓ請 Ｍデ イ正 Ｍデ イ正 Ｍデ Ｉ
Ｍ Ｍパ Ｉィ Ｇ情 Ｉィ Ｇ書 Ｉィ メ請 Ｉィ メ請 Ｉィ Ｐ
Ｅ Ｅ Ｍ部 Ｍ報 Ｍ部 Ｍ類 Ｍ部 求 Ｍ部 求 … Ｍ部 デ

ー

ー ー

ーヘ ヘト Ｅ Ｌ Ｅ Ｌ Ｅ ジ書 Ｅ ジ書 Ｅ
ッ ッ部 ヘ デ ヘ デ ヘ デ ヘ デ ヘ タ
ダ ダ ッ ッ ッ ッ ッ

ー ー

ー ー

ダ タ ダ タ ダ タ ダ タ ダ

ＺＩＰでアーカイブ

訂正請・明 配列表 訂正請・明 … 配列表 …

・図ＸＭＬ ＸＭＬ ・図ｲﾒｰｼﾞ イメージ

・訂正請・明・図ＸＭＬ、配列表ＸＭＬには、訂正請求書、審判請求書などのＳＧＭＬとリンクする
情報は設定されません。

当事者系審判の開発中断により削除



5.9 - 4

訂正請求書のＳＧＭＬについて５．９．４

訂正請求書（審判請求書）の管理情報ＳＧＭＬ、申請書類ＳＧＭＬに設定される「訂正請求の範囲｣、｢訂正明

細書｣、｢訂正図面」に関する情報は、以下のタグに設定される。

（１）申請書類ＳＧＭＬ

・申請書の【提出物件の目録】の【物件名】に“訂正請求の範囲”、“訂正明細書”、“訂正図面”と

記載された場合に<提出物件の目録>タグ配下の<物件名>タグに“訂正請求の範囲”、“訂正明細書”、

“訂正図面”と設定する。

（２）管理情報ＳＧＭＬ

・申請書に訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面が添付されている場合、<提出された物件>タグ配下

の<提出物件名>タグに“訂正請求の範囲”、“訂正明細書”、“訂正図面”と設定する。

上記以外に訂正明細書に関する情報は、ＳＧＭＬ内に設定しない。

当事者系審判の開発中断により削除
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訂正請求書の補正５．９．５

訂正請求書、訂正の審判請求書は四法が特許・実用新案のため、これを補正する手続補正書（訂

正請求書、訂正の審判請求書に添付された訂正請求の範囲、訂正明細書、訂正図面を補正する場合

も含む）は、ＸＭＬで電子化を行う。

電子化方法の詳細は、データエントリ電子化規準書（ＸＭＬ）の手続補正書の電子化を参照。

当事者系審判の開発中断により削除



第６章 意匠図面・写真・ひな形・見本

及び添付物件の電子化規準



6 - 1

６．１ 意匠図面・写真の電子化

６．１．１ 前提条件

（１）図面・写真の構成

・図面（写真）は「書類名」、「図の表示」、「図」から成る。

【書類名】 図面 ……→ 「書類名」

【正面図】 ……→ 「図の表示」

……→ 「図」

注：写真の場合は左図「図面」が

「写真」になる

（２）書面の電子化

・書類名と図（写真）の表記および図面（写真）について添付図面（写真）の記載の通りに電子化する。

なお、必要図と参考図の識別はしない。

・図面の先頭頁には、【書類名】が記載されていること。【書類名】の記載内容は、図面、○○図面、写真、

○○写真のいずれかとする。

・【書類名】の記載が誤っているときは電子化不能（エラーコード：５１９０）とする。

NO 【書類名】 電子化 管理情報の『提出された

物件の記事』

１ 図面 図面、○○図面 電子化 設定する

上記以外 図面が提出されてい

るとはみなさない －

記載なし

２ 写真 写真、○○写真 電子化 設定する

上記以外 写真が提出されてい

るとはみなさない －

記載なし

（３）図面・写真の電子化順と個数について

・図面・写真の電子化順は、出願人が提出した書面の順に電子化する。

【書類名】 写真

……→ 図面→写真の順に電子化する。

【書類名】 図面

【書類名】 図面

……→ 写真→図面の順に電子化する。

【書類名】 写真

・出願人から提出された書面について、“図面”、“写真”の個数がそれぞれ０個または１個であることをチェックする。

２個以上提出された場合は、１つにまとめて電子化をする。

【書類名】 図面

……→ ２個以上提出された場合は、１つにまとめて電子化をする。

【書類名】 図面
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例

（出願人から提出された書面） （図面を一つにまとめて電子化する）

（図面が２個）

【書類名】図面 【書類名】図面

【正面図】 【正面図】

【底面図】

【書類名】写真

【左側面図】

【書類名】写真

【左側面図】

【書類名】図面

【底面図】

（４）図面・写真のイメージの電子化

・図面（写真）の大きさは縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍとする。

・図面（写真）は以下の仕様でイメージファイルに変換する。図面（写真）の中に一枚でもカラー、ハーフトーンで

提出されたものが存在する場合、全てＪＰＥＧで電子化する。

・対象図面・写真が白黒（２値）の場合

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

ＴＩＦＦ（Ｇ４圧縮）

４００ｄｐｉ

・対象図面・写真がカラー、ハーフトーンの場合

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

ＪＰＥＧ（ＪＰＥＧ圧縮）

縦８８９ｄｏｔ × 横１１８１ｄｏｔ

・図面（写真）は項目名（【、】で記載されたもの）と項目名の間に設定されているものを１図面（写真）と

みなす。

【正面図】

１図面（写真）とみなす

【底面図】
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空白ページ
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６．１．２ 図面・写真の職権訂正の範囲

図面・写真に関する職権訂正事項は特にない。
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６．１．３ 図面・写真の電子化

（１）申請書類ＳＧＭＬの電子化

図面・写真の変換仕様見出し

図 面

項目名

参照箇所 備考

項番 申請書類 タグ タグの属性

記載項目 日本語標準名称 タグ名 日本語標準名称 属性名

図面 DRAWING-ARTICLE 一連番号 SERIAL-NUMBER １．１ 意匠登録願（複

数）のみ一連番

１． 【書類名】 号を設定する

書類名 DOCUMENT-NAME １．２

２． 【○○図】 図 FIGURE-GROUP ２．１ くり返し

タイトル TITLE ２．２

イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ２．３

縦 HEIGHT

横 WIDTH

写 真

項目名

参照箇所 備考

項番 申請書類 タグ タグの属性

記載項目 日本語標準名称 タグ名 日本語標準名 属性名

称

図面代用写真 PHOTOGRAPH 一連番号 SERIAL-NUMBER １．３ 意匠登録願（複

-ARTICLE 数）のみ一連番

号を設定する

１． 【書類名】

書類名 DOCUMENT-NAME １．２

２． 【○○図】 図 FIGURE-GROUP ２．１ くり返し

タイトル TITLE ２．２

イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ２．３

縦 HEIGHT

横 WIDTH
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１．１・項目名 ・タグ名

ＤＲＡＷＩＮＧ－ＡＲＴＩＣＬＥ図面

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載があり、項目 タグ名（DRAWING-ARTICLE）に置換する

内容として”図面”と記載があ

る

２． その他の項目名の記載事例 同上

①書類の名称

②書類名称 ⑦提出書類

③書類明称 ⑧申請書類

④図面名称 ⑨申請書名

⑤図面名 ⑩書類明

⑥書書名

３． その他の項目内容の記載事例 同上

①○○図面

４． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）タグの属性の設定

項番 タグの属性 設定値 備考

１． 一連番号（SERIAL-NUMBER） 意匠登録願（複数）の【意匠n】のnと同じ値を設定す

る
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１．２・項目名 ・タグ名

ＤＯＣＵＭＥＮＴ－ＮＡＭＥ書類名

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

２． その他の項目名の記載事例 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

①書類の名称

②書類名称 ⑦提出書類

③書類明称 ⑧申請書類

④図面名称 ⑨申請書名

⑤図面名 ⑩書類明

⑥書書名

３． 内容の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）内容の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 図面 記載内容をそのまま設定する

２． ○○図面 記載内容をそのまま設定する

３． 内容の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

注：エラー識別ＩＤ「５１９０」について

Ｖ１電子化規準書では当該エラー識別ＩＤの意味は以下である。

「ＦＤ出願による外国語出願において、『【書類名】外国語明細書』等、書類名以外の一切の項目や

文字コード・イメージブロックが存在しない場合、または通常出願・外国語出願・翻訳文提出書に

おいて、【書類名】の記載が誤っている場合」

ＳＧＭＬデータエントリ規準書においては当該エラーコードを「図面・写真」の場合に【書類名】の

記載が誤っている場合に使用する。
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１．３・項目名 ・タグ名

ＰＨＯＴＯＧＲＡＰＨ－ＡＲＴＩＣＬＥ写真

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載があり、項目 タグ名（PHOTOGRAPH-ARTICLE）に置換す

内容として”写真”と記載があ る

る

２． その他の項目名の記載事例 同上

①書類の名称

②書類名称 ⑦提出書類

③書類明称 ⑧申請書類

④写真名称 ⑨申請書名

⑤写真名 ⑩書類明

⑥書書名

３． その他の項目内容の記載事例 同上

①○○写真

４． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）タグの属性の設定

項番 タグの属性 設定値 備考

１． 一連番号（SERIAL-NUMBER） 意匠登録願（複数）の【意匠n】のnと同じ値を設定す

る
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１．４・項目名 ・タグ名

ＤＯＣＵＭＥＮＴ－ＮＡＭＥ書類名

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

２． その他の項目名の記載事例 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

①書類の名称

②書類名称 ⑦提出書類

③書類明称 ⑧申請書類

④写真名称 ⑨申請書名

⑤写真名 ⑩書類明

⑥書書名

３． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）内容の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 写真 記載内容をそのまま設定する

２． ○○写真 記載内容をそのまま設定する

３． 内容の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

注：エラー識別ＩＤ「５１９０」について

Ｖ１電子化規準書では当該エラー識別ＩＤの意味は以下である。

「ＦＤ出願による外国語出願において、『【書類名】外国語明細書』等、書類名以外の一切の項目や

文字コード・イメージブロックが存在しない場合、または通常出願・外国語出願・翻訳文提出書に

おいて、【書類名】の記載が誤っている場合」

ＳＧＭＬデータエントリ規準書においては当該エラーコードを「図面・写真」の場合に【書類名】の

記載が誤っている場合に使用する。
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【○○図】の電子化について２．１

図の表示は図のタイトル（【○○図】）と図（イメージ）から構成され、これが書面上繰り返される。

ＳＧＭＬ上は以下の構造となっている。

<図> <タイトル> ……→ 図のタイトルのテキストデータを設定する

(FIGURE-GROUP) (TITLE) （【○○図】の"○○図"）

<イメージ> ……→ イメージファイルを指すタグ

(IMAGE) タグの属性として「ファイル名・

縦・横」が設定される この部分がセット

ファイル名：イメージファイルの実体名 で書面に記載され

(ファイル名付与規準は6.1.3(2)参照） ている分繰り返し

縦：イメージファイルに取り込んだ部分の縦の 設定する。

長さを設定する（単位ｍｍ）

横：イメージファイルに取り込んだ部分の横の

長さを設定する（単位ｍｍ）

図面を電子化したときの申請書類ＳＧＭＬとイメージファイルの関係を以下に示す。

書面

【正面図】

113mm イメージスキャナにより電子化

（イメージの電子化は項番6.1.2(2)参照）

【右側面図】 ファイル名：198001001010001.tif

113mm イメージスキャナにより電子化

（イメージの電子化は項番6.1.2(2)参照）

ファイル名：198001001010002.jpg

150mm

申請書類ＳＧＭＬ

<!DOCTYPE DES-APP-DOC

PUBLIC "-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Application Document//EN" [

<!ENTITY f198001001010001 SYSTEM "198001001010001.tif" NDATA TIFF >

<!ENTITY f198001001010002 SYSTEM "198001001010002.jpg" NDATA JPEG >

]>

<DES-APP-DOC>

<意匠登録願>

<書類名>意匠登録願</書類名>

</意匠登録願>

<図面>

<書類名>図面</書類名>

<図>

<タイトル>正面図</タイトル>

<イメージ ファイル名="f198001001010001" 縦="113" 横="150" >

</図>

<図>

<タイトル>右側面図</タイトル>

<イメージ ファイル名="f198001001010002" 縦="113" 横="150" >

</図>

</図面>

</DES-APP-DOC>
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２．１・項目名 ・タグ名

ＦＩＧＵＲＥ－ＧＲＯＵＰ図

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 タグ名（FIGURE-GROUP）を設定する

＊１

２． 項目名の記載なし

＊１：項目名の記載があるとは、図の項目名（【○○図】等デリミタで記載されているもの）の記載のことを指す。

デリミタ付きで記載されている内容についてのチェックは行わない。
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２．２・項目名 ・タグ名

ＴＩＴＬＥタイトル

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 タグ名（TITLE）に置換する

＊１

２． 項目名の記載なし タグの設定を行わない

＊１：項目名の記載があるとは、図の項目名（【○○図】等デリミタで記載されているもの）の記載のことを指す。

デリミタ付きで記載されている内容についてのチェックは行わない。

（２）内容の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 項目名のデリミタ（【、】）を除いて

設定する

２． 内容の記載なし タグの設定を行わない
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２．３・項目名 ・タグ名

ＩＭＡＧＥイメージ

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 タグ名（IMAGE）に置換する

＊１

２． 項目名の記載なし タグの設定を行わない

＊１：項目名の記載があるとは、図の項目名（【○○図】等デリミタで記載されているもの）の記載のことを指す。

デリミタ付きで記載されている内容についてのチェックは行わない。

（２）タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項番 タグの属性 設定値 備考

１． ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の縦の長さ

を設定する（単位ｍｍ）

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の縦の長さ

を設定する（単位ｍｍ）
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（２）イメージファイルの電子化

イメージの電子化は、大きさ・方向ともに申請書類と異なることがないように以下の方式で電子化を行う。

・図が白黒（２値）の場合 ：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度４００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

・図がカラー、ハーフトーン ：ＪＰＥＧフォーマット

の場合 縦８８９ｄｏｔ×横１１８１ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮

大きさ縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

イメージファイルのファイル名は以下の規準に従って付与する。

ファイル名： （受付番号 ＋ 一連番号）．ファイル拡張子

受付番号 ・・・・・電子化する書類に付与される書類番号

一連番号 ・・・・・電子化する書類内で"0001"から一連に付与する（ｾﾞﾛｻﾌﾟﾚｽしない）

ファイル拡張子・・・ＪＰＥＧの場合、".jpg"

ＴＩＦＦの場合、".tif"
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（３）例外処理

図面（写真）の電子化における例外処理を以下に示す。

① 横方向に複数の図が記載

横方向に複数の図が記載されている場合は、横方向に並ばないように移動させて電子化する。

【書類名】 図面
【書類名】 図面 【正面図】

【正面図】 【底面図】

Ａ
Ｂ

Ａ
【底面図】

【右側面図】 【左側面図】
Ｂ

Ｄ
Ｃ 【右側面図】

Ｃ

【左側面図】

Ｄ

② 規定の大きさより大きい図（写真）を記載している場合

規定の大きさ(*1)に縮小して電子化する。（縦横比は変更しない）

また、提出された図面（写真）の中で一つでも縮小して電子化した場合は、他の図面（写真）に

ついても同一縮尺で縮小する。

このとき、タグの属性（タグ名：図（FIGURE-GROUP））に縮小した旨を示すエラーコードを設定する。

Ａ４横から縮小の場合 ……エラーコード ７０１０

Ａ３横から縮小の場合 ……エラーコード ７０２０

上記以外の横用紙から縮小の場合……エラーコード ７０３０

（図の表記部分はイメージ化しない）

【正面図】 【正面図】

<図 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="7010">

<タイトル>正面図</タイトル>

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="f198000112340001" 縦="113" 横="150" >

</図>

*1：縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ。

③ 規定の大きさより小さい図、写真を記載している場合

規定の大きさとして電子化する。（拡大は行わない）
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④ 項目名【図ｎ】の記載がありイメージが存在しない場合

項目名【図ｎ】の記載がありイメージが存在しない場合は、【図ｎ】の内容に、１行程度の空白行の

イメージを作成し設定する。

このとき、タグの属性（タグ名：図（FIGURE-GROUP））に１行程度の空白行のイメージを作成し設定したことを

示すエラーコード：５０００を設定する。

【正面図】

【底面図】

<図 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="5000">

<タイトル>正面図</タイトル>

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="f198000112340001" 縦="xxx" 横="xxx" > (*1)

</図>

<図>

<タイトル>底面図</タイトル>

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="f198000112340002" 縦="113" 横="150" >

</図>

*1：１行程度の空白行のイメージの縦横の大きさを設定する。
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空白ページ
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６．２ ひな形・見本の電子化

６．２．１ 前提条件

（１）ひな形・見本の構成

・ひな形・見本は、書面と添付物件から以下の構成で提出される

添付物件は書面に直接はり付けられている場合もある。

・書面は【書類名】が記載される。

書面

【書類名】 見本

添付物件

見本の入った

袋

注：ひな形の場合は左図の

「見本」が「ひな形」

になる

（２）書面の電子化

・書面には、【書類名】を設ける。【書類名】の記載内容は、ひな形、見本のいずれかとする。

・複数のひな形（見本）が提出された場合でもそれらをひとまとめにしてイメージ化する。

（但し、参考ひな形・参考見本が提出された場合を除く）

・【書類名】の記載が誤っているときは電子化不能（エラーコード：５１９０）とする。

NO 【書類名】 電子化 管理情報の『提出された

物件の記事』

１ ひな形 ひな形 電子化 設定する

上記以外

電子化不能 －

記載なし

２ 見本 見本 電子化 設定する

上記以外

電子化不能 －

記載なし

・ひな形（見本）は立体物の場合は６面図及び斜視図のイメージデータを作成し、地物などの平面物について

は表面図、裏面図及び拡大図のイメージデータを作成する

・図の表記は立体物の場合は「見本の正面、平面、右側面を現す図」・「見本の背面、底面、左側面を現す図」・

「見本の正面図」・「見本の背面図」・「見本の右側面図」・「見本の左側面図」・「見本の平面図」・「見本の底

面図」、平面物の場合は「見本の表面図」・「見本の裏面図」・「見本の表面拡大図」・「見本の裏面拡大図」とし、

電子化データに設定する順も上記の通りとする。（ひな形の場合は上記の見本がひな形となる）

庁内での審査上、上記以外の図が必要となった場合は更正（再データエントリ）にて対処する

・参考ひな形・参考見本の提出があった場合は、ひな形（見本）と同様に立体物は６面図及び斜視図のイメージデータを

作成し、地物など平面物については表面図、裏面図及び拡大図のイメージを作成する。

図の表記は最終図の後に、立体物の場合は「参考見本の正面、平面、右側面を現す図」・「参考見本の背面、底面、

左側面を現す図」・「参考見本の正面図」・「参考見本の背面図」・「参考見本の右側面図」・「参考見本の左側面図」

・「参考見本の平面図」・「参考見本の底面図」、平面物の場合は「参考見本の表面図」・「参考見本の裏面図」・

「参考見本の表面拡大図」・「参考見本の裏面拡大図」とし、電子化データに設定する順も上記の通りとする。

（参考ひな形の場合は上記の参考見本が参考ひな形となる）

・表面拡大図・裏面拡大図はそれぞれ表面図・裏面図の中心から２００％拡大したものとする。
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例）

立体物の場合

【見本の正面、平面、右側面を現す図】

【見本の背面、底面、左側面を現す図】

【見本の正面図】

【見本の背面図】

見本 【見本の右側面図】

【見本の左側面図】

【見本の平面図】

【見本の底面図】

【参考見本の正面、平面、右側面を現す図】

【参考見本の背面、底面、左側面を現す図】

参考見本 【参考見本の正面図】

【参考見本の背面図】

【参考見本の右側面図】 注）ひな形の場合は見本がひな形となる。

【参考見本の左側面図】 参考ひな形の場合は参考見本が参考ひな形と

【参考見本の平面図】 なる。

【参考見本の底面図】 【参考見本の正面、平面、右側面を現す図】

以降は参考見本の提出があった場合のみ生成

される。

平面物の場合

【見本の表面図】

見本 【見本の裏面図】

【見本の表面拡大図】 注）ひな形の場合は見本がひな形となる。

【見本の裏面拡大図】 参考ひな形の場合は参考見本が参考ひな

参考見本 【参考見本の表面図】 形となる。

【参考見本の裏面図】 【参考見本の表面図】以降は参考見本

【参考見本の表面拡大図】 の提出があった場合のみ生成される。

【参考見本の裏面拡大図】

（３）ひな形・見本は以下の仕様でイメージファイルに変換する。

縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ（再現時）

ＪＰＥＧ（ＪＰＥＧ圧縮）

縦８８９ｄｏｔ × 横１１８１ｄｏｔ

（４）ひな形・見本が壊れている場合は原則そのまま入力する。
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（参考）ひな形・見本の電子化イメージ

ひな形・見本は提出された書面・添付物件から仮想的に図の表記が記載された書面を作成し、

それを元にＳＧＭＬ文書を作成する。（ひな形の場合は見本がひな形となる）

書面

【書類名】 見本

添付物件

図の表記を 添付物件を

生成 ６面図及び斜視図のｲﾒｰｼﾞﾌｧｲﾙに電子化

【書類名】見本

【見本の正面図】

【見本の背面図】

仮想的に

図の表記が

記載された

書面を作成

【見本の左側面図】

ＳＧＭＬとして

電子化

<DES-APP-DOC>

<意匠登録願>

<書類名>意匠登録願</書類名>

</意匠登録願>

<図面代用見本>

<書類名>見本</書類名>

<図>

<ﾀｲﾄﾙ>見本の正面図</ﾀｲﾄﾙ>

<ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ名="f198001001010001" …>

</図>

</図面代用見本>

</DES-APP-DOC>

ＭＩＭＥデータ列に作成
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６．２．２ ひな形・見本の職権訂正の範囲

（１）項目名の職権訂正

「６．２．３ ひな形・見本の電子化」参照
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６．２．３ ひな形・見本の電子化

（１）申請書類ＳＧＭＬの電子化

ひな形・見本の変換仕様見出し

ひ な 形

項目名

参照箇所 備考

項番 タグ タグの属性

申請書類記載項目

日本語標準名称 タグ名 日本語標準名称 属性名

図面代用ひな形 MODEL-ARTICLE 一連番号 SERIAL-NUMBER １．１ 意匠登録願

（複数）のみ

１． 【書類名】 一連番号を設

定する

書類名 DOCUMENT-NAME １．２

２． 【○○図】 図 FIGURE-GROUP ２．１ くり返しあり

タイトル TITLE ２．２

イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ２．３

縦 HEIGHT

横 WIDTH

見 本

項目名

参照箇所 備考

項番 タグ タグの属性

申請書類記載項目

日本語標準名称 タグ名 日本語標準名称 属性名

図面代用見本 SAMPLE-ARTICLE 一連番号 SERIAL-NUMBER １．３ 意匠登録願

（複数）のみ

１． 【書類名】 一連番号を設

定する

書類名 DOCUMENT-NAME １．４

２． 【○○図】 図 FIGURE-GROUP ２．１ くり返しあり

タイトル TITLE ２．２

イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME ２．３

縦 HEIGHT

横 WIDTH
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１．１・項目名 ・タグ名

ＭＯＤＥＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ図面代用ひな形

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載があり、項目 タグ名（MODEL-ARTICLE）に置換する

内容として”ひな形”と記載が

ある

２． その他の項目名の記載事例 同上

①書類の名称

②書類名称

③書類明称

④書類明

３． その他の項目内容の記載事例 同上

４． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）タグの属性の設定

項番 タグの属性 設定値 備考

１． 一連番号（SERIAL-NUMBER） 意匠登録願（複数）の【意匠n】のnと同じ値を設定す

る
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１．２・項目名 ・タグ名

ＤＯＣＵＭＥＮＴ－ＮＡＭＥ書類名

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

２． その他の項目名の記載事例 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

①書類の名称

②書類名称

③書類明称

④書類明

３． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）内容の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． ひな形 記載内容をそのまま設定する

２． 項番１以外の記載事例 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

３． 内容の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

注：エラー識別ＩＤ「５１９０」について

Ｖ１電子化規準書では当該エラー識別ＩＤの意味は以下である。

「ＦＤ出願による外国語出願において、『【書類名】外国語明細書』等、書類名以外の一切の項目や

文字コード・イメージブロックが存在しない場合、または通常出願・外国語出願・翻訳文提出書に

おいて、【書類名】の記載が誤っている場合」

ＳＧＭＬデータエントリ規準書においては当該エラーコードを「ひな形・見本」の場合に【書類名】の

記載が誤っている場合に使用する。
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１．３・項目名 ・タグ名

ＳＡＭＰＬＥ－ＡＲＴＩＣＬＥ図面代用見本

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載があり、項目 タグ名（SAMPLE-ARTICLE）に置換する

内容として”見本”と記載があ

る

２． その他の項目名の記載事例 同上

①書類の名称

②書類名称

③書類明称

④書類明

３． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）タグの属性の設定

項番 タグの属性 設定値 備考

１． 一連番号（SERIAL-NUMBER） 意匠登録願（複数）の【意匠n】のnと同じ値を設定す

る
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１．４・項目名 ・タグ名

ＤＯＣＵＭＥＮＴ－ＮＡＭＥ書類名

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名通りの記載 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

２． その他の項目名の記載事例 タグ名（DOCUMENT-NAME）に置換する

①書類の名称

②書類名称 ⑦提出書類

③書類明称 ⑧申請書類

④見本名称 ⑨申請書名

⑤見本名 ⑩書類明

⑥書書名

３． 項目名の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

（２）内容の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 見本 記載内容をそのまま設定する

２． 項番１以外の記載事例 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

３． 内容の記載なし 電子化不能とし電子記録基準管理班デー ５１９０

タエントリー管理班に返却する

注：エラー識別ＩＤ「５１９０」について

Ｖ１電子化規準書では当該エラー識別ＩＤの意味は以下である。

「ＦＤ出願による外国語出願において、『【書類名】外国語明細書』等、書類名以外の一切の項目や

文字コード・イメージブロックが存在しない場合、または通常出願・外国語出願・翻訳文提出書に

おいて、【書類名】の記載が誤っている場合」

ＳＧＭＬデータエントリ規準書においては当該エラーコードを「ひな形・見本」の場合に【書類名】の

記載が誤っている場合に使用する。
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【○○図】の電子化について２．１

仮想的に図の表記が記載された書面上の【○○図】について以下の様に電子化する。

図の表示は図のタイトル（【○○図】）と図（イメージ）から構成され、これが書面上繰り返される。

ＳＧＭＬ上は以下の構造となっている。

<図> <タイトル> ……→ 図のタイトルのテキストデータを設定する

(FIGURE-GROUP) (TITLE) （【○○図】の"○○図"）

<イメージ> ……→ イメージファイルを指すタグ

(IMAGE) タグの属性として「ファイル名・

縦・横」が設定される この部分がセット

ファイル名：イメージファイルの実体名 で書面に記載され

(ファイル名付与規準は6.2.3(2)参照） ている分繰り返し

縦：イメージファイルに取り込んだ部分の縦の 設定する。

長さを設定する（単位ｍｍ）

横：イメージファイルに取り込んだ部分の横の

長さを設定する（単位ｍｍ）

仮想的に図の表記が記載されたひな形・見本を電子化したときの申請書類ＳＧＭＬとイメージファイルの関係を以下に示す。

仮想的に図の表記が記載された書面

【見本の正面図】

113mm デジタルカメラ等により電子化

（イメージの電子化は項番6.2.3(2)参照）

【見本の右側面図】 ファイル名：198001001010001.tif

113mm デジタルカメラ等により電子化

（イメージの電子化は項番6.2.3(2)参照）

ファイル名：198001001010002.jpg

150mm

申請書類ＳＧＭＬ

<!DOCTYPE DES-APP-DOC

PUBLIC "-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Application Document//EN" [

<!ENTITY f198001001010001 SYSTEM "198001001010001.tif" NDATA TIFF >

<!ENTITY f198001001010002 SYSTEM "198001001010002.jpg" NDATA JPEG >

]>

<DES-APP-DOC>

<意匠登録願>

<書類名>意匠登録願</書類名>

</意匠登録願>

<図面代用見本>

<書類名>見本</書類名>

<図>

<タイトル>見本の正面図</タイトル>

<イメージ ファイル名="f198001001010001" 縦="113" 横="150" >

</図>

<図>

<タイトル>見本の右側面図</タイトル>

<イメージ ファイル名="f198001001010002" 縦="113" 横="150" >

</図>

</図面代用見本>

</DES-APP-DOC>
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２．１・項目名 ・タグ名

ＦＩＧＵＲＥ－ＧＲＯＵＰ図

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 タグ名（FIGURE-GROUP）を設定する

＊１

＊１：項目名の記載があるとは、図の項目名（【○○図】等デリミタで記載されているもの）の記載のことを指す。

デリミタ付きで記載されている内容についてのチェックは行わない。
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２．２・項目名 ・タグ名

ＴＩＴＬＥタイトル

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 タグ名（TITLE）に置換する

＊１

＊１：項目名の記載があるとは、図の項目名（【○○図】等デリミタで記載されているもの）の記載のことを指す。

デリミタ付きで記載されている内容についてのチェックは行わない。

（２）内容の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 項目名のデリミタ（【、】）を除いて

設定する
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２．３・項目名 ・タグ名

ＩＭＡＧＥイメージ

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 項目名の記載がある場合 タグ名（IMAGE）に置換する

＊１

＊１：項目名の記載があるとは、図の項目名（【○○図】等デリミタで記載されているもの）の記載のことを指す。

デリミタ付きで記載されている内容についてのチェックは行わない。

（２）タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項番 タグの属性 設定値 備考

１． ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージを再現したときの縦の長さ（１１３）を設定

する（単位ｍｍ）

３． 横（WIDTH） イメージを再現したときの横の長さ（１５０）を設定

する（単位ｍｍ）
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（２）イメージファイルの電子化

イメージの電子化は、以下の方式で電子化を行う。

ＪＰＥＧフォーマット

縦８８９ｄｏｔ×横１１８１ｄｏｔ

ＪＰＥＧ圧縮

再現時の大きさ縦１１３ｍｍ×横１５０ｍｍ

イメージファイルのファイル名は以下の規準に従って付与する。

ファイル名： （受付番号 ＋ 一連番号）．ファイル拡張子

受付番号 ・・・・・電子化する書類に付与される書類番号

一連番号 ・・・・・電子化する書類内で"0001"から一連に付与する（ｾﾞﾛｻﾌﾟﾚｽしない）

ファイル拡張子・・・".jpg"

（３）ひな形・見本の例外処理

①裏面図の取得ができない場合

ひな形・見本が平面物で裏面図が取得できない場合（ひな形・見本が台紙にはり付けてあり、はがれない場合など）、

は表面図のタグ（タグ名：図（FIGURE-GROUP)）にエラーコードを設定する。

エラーコード：７２１０

見本（ひな形）の裏面

を取得できない

<図 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ="7210">

<タイトル>見本の表面図</タイトル>

<イメージ ﾌｧｲﾙ名="f198000112340001" 縦="113" 横="150" >

</図>
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６．３ 添付物件の電子化

６．３．１ 前提条件

（１）書類の電子化対象領域は、データ領域(*1)とし指定領域(*1)の電子化は行わない。

＊１：データ領域と指定領域の区別は、整理番号・頁を記載しアンダーラインを付した部分を

指定領域としアンダーラインより下をデータ領域とする。

←指定領域

データ

（２）電子化対象領域の頁の大きさは縦２４６ｍｍ、横１５４ｍｍとする。

（３）提出書類は、全面イメージで電子化する。なお。データエントリで記入した受付番号は原則として、

イメージデータ中に含めない。

（４）提出書類の電子化対象書類の一覧を以下に示す。

電子化対象提出物件一覧

1. （代理権を証する書面）委 任 状

2. 証 明 書

(１)優先権証明書 (36)許可書

(２)新規性証明書 (37)通常実施権の存在確認書

(３)資格の証明 (38)質権設定証明書

(４)承諾書 (39)質権差入書

(５)譲渡証書 (40)質権約定証明書

(６)同意書 (41)仮登録処分命令の正本

(７)持分放棄書 (42)譲渡予約証書

(８)登録の原因を証明する書面 (43)贈与予約証書

(９)一部譲渡証 (44)代物弁済予約証書

(10)持分譲渡証 (45)代物弁済証書

(11)譲渡契約書 (46)契約解除書

(12)変更契約書 (47)債務弁済証書

(13)設定契約書 (48)確認書

(14)共有契約書 (49)実験成績証明書

(15)売買契約書 (50)医師の診断書

(16)持分共有契約書 (51)疎明書

(17)登記簿謄本又は閉鎖登記簿謄本 (52)書留郵便物受領書

(18)除籍の謄本又は抄本 (53)義務に係わる出願人（発明者）存在

(19)住民票の除票の謄本（抄本） の意見書

(20)戸籍の附票の謄本又は抄本 (54)菌寄託証明書（受託書）

(21)戸籍の除票の謄本又は抄本 (55)菌寄託番号変更届（新受託番号を証

(22)取締役会議事録 明する書面が添付されてくる。

(23)取締役承認書 (56)優先権証明補充書

(24)社員総会議事録 (57)戸籍謄本又は抄本

(25)社員総会決議書 (58)住民票遺産分割協議書

(26)遺言書 (59)特別代理人選任申立書

(27)相続放棄の申述の受理証明書 (60)印鑑証明書

(28)贈与証書 (61)商工会の証明書

(29)贈与契約証書 (62)定款

(30)判決の正本 (63)商工会議所の証明書

(31)判決の確定証明書 (64)代表者選定書

(32)和解調書 (65)外国人登録済証明書

(33)届出書 (66)区長村長の発行する証明書

(34)届出受理証明書 (67)不在証明書

(35)認可書 (68)納付済証（特許庁提出用）
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（５）優先権証明書についても、全部を電子化する。（Ｘフォーマットの場合と異なる）

また、優先権証明書が媒体に格納されて発注された場合、「（３）イメージファイルの電子化」の仕様に従い

必要に応じて変換する。（媒体に格納されたデータが上記仕様どおりの場合は変換不要）

なお、媒体に格納されたデータが読み込めない場合など、変換できない場合は発注元に問い合わせる。

（６）提出物件を電子化した場合、管理情報のデータエントリ付与情報の『提出された物件』

について設定を行う。

（７）添付物件が複数種類提出された場合、添付物件単位に電子化する。

（８）立体物が提出された場合、電子記録基準管理班データエントリー管理班の指示に従って写真を撮り電子化する。

（９）特殊申請の場合、媒体に格納されている添付物件ＰＤＦのうち、ＳＧＭＬ化しないものについては

「（３）イメージファイルの電子化」の仕様に従いイメージファイルに変換する。
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６．３．２ 添付物件の電子化

（１）申請書類ＳＧＭＬの電子化

添付物件の変換仕様見出し

添 付 物 件 の 記 事

項目名

参照箇所 備考

項番 申請書類 タグ タグの属性

の状態 日本語標準名称 タグ名 日本語標準名称 属性名

添付書類の記事 ATTACHING １．１

-DOCUMENT-ARTICLE

添付物件あり 添付書類 ATTACHING １．２ 提出された物件単位

-DOCUMENT に設定する

物件名 OBJECT-NAME １．３

内容 CONTENTS-GROUP １．４

イメージ IMAGE ファイル名 FILE-NAME １．５

縦 HEIGHT

横 WIDTH

段落 PARAGRAPH ﾃﾞｰﾀｴﾝﾄﾘでは使用し

ない
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（２） 添付物件の電子化について

添付物件を示す部分のＳＧＭＬ上は以下の構造となっている。

添付物件全体 添付物件単位に

を指す 設定する（くり返し）

<添付書類の記事> <添付書類> <物件名> 添付物件の名称を物件票から設定する

<内容> <イメージ> …→ イメージを指すタグ（くり返し）

タグの属性として「ファイル名・

縦・横」が設定される

添付物件の内容を

指すタグ

<段落> データエントリでは使用しない

添付物件を電子化したときの申請書類ＳＧＭＬとイメージファイルの関係を以下に示す。

添付物件２ イメージスキャナにより電子化

ファイル名：198001001010003.tif

添付物件１ １

枚

添付物件１ ２ 目

枚 ファイル名：198001001010002.tif

１枚目 目

ファイル名：198001001010001.tif

申請書類ＳＧＭＬ

<!DOCTYPE DES-APP-DOC

PUBLIC "-//JAPANESE PATENT OFFICE//DTD JPO Design Application Document//EN" [

<!ENTITY f198001001010001 SYSTEM "198001001010001.tif" NDATA TIFF >

<!ENTITY f198001001010002 SYSTEM "198001001010002.tif" NDATA TIFF >

<!ENTITY f198001001010002 SYSTEM "198001001010003.tif" NDATA TIFF >

]>

<DES-APP-DOC>

<意匠登録願>

<書類名>意匠登録願</書類名>

</意匠登録願>

<添付書類の記事>

<添付書類>

<物件名>添付物件１</物件名>

<内容>

<イメージ ファイル名="f198001001010001" 縦="246" 横="154" >

<イメージ ファイル名="f198001001010002" 縦="246" 横="154" >

</内容>

</添付書類>

<添付書類>

<物件名>添付物件２</物件名>

<内容>

<イメージ ファイル名="f198001001010003" 縦="246" 横="154" >

</内容>

</添付書類>

</添付書類の記事>

</DES-APP-DOC>
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１．１・項目名 ・タグ名

ＡＴＴＡＣＨＩＮＧ－ＤＯＣＵＭＥＮＴ－ＡＲＴＩＣＬＥ添付物件の記事

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 添付物件がある場合 タグ名（ATTACHING-DOCUMENT）に置換す

る

２． 添付物件がない場合 何もしない
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１．２・項目名 ・タグ名

ＡＴＴＡＣＨＩＮＧ－ＤＯＣＵＭＥＮＴ添付物件

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 添付物件がある場合 タグ名（ATTACHING-DOCUMENT）に置換す

る

＊１

２． 添付物件がない場合 何もしない

＊１：添付物件単位に設定する。（添付物件の個数分繰り返される）
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１．３・項目名 ・タグ名

ＯＢＪＥＣＴ－ＮＡＭＥ物件名

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 添付物件がある場合 タグ名（OBJECT-NAME）に置換する

（２）内容の置換

項番 物件票の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 添付物件に物件名あり 物件名を設定する
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１．４・項目名 ・タグ名

ＣＯＮＴＥＮＴＳ－ＧＲＯＵＰ内容

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 添付物件がある場合 タグ名（CONTENTS-GROUP）に置換する
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１．５・項目名 ・タグ名

ＩＭＡＧＥイメージ

（１）項目名の置換

項番 申請書の状態 電子化における対処 ｴﾗｰ識別ID 備考

１． 添付物件がある場合 タグ名（IMAGE）に置換する

（２）タグの属性の設定

イメージファイルにより以下の値を設定する

項番 タグの属性 設定値 備考

１． ファイル名（FILE-NAME） イメージファイルの実体名を設定する

２． 縦（HEIGHT） イメージスキャナでイメージ化した部分の縦の長さ

を設定する（単位ｍｍ）

３． 横（WIDTH） イメージスキャナでイメージ化した部分の縦の長さ

を設定する（単位ｍｍ）
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（３）イメージファイルの電子化

添付書類は、書面の内容より判断し、以下の方式で電子化する。

イメージの電子化は、大きさ・方向ともに申請書類と異なることがないように行う。

・明らかに白黒（２値）の書面：ＴＩＦＦフォーマット

画素密度２００ｄｐｉ

Ｇ４圧縮形式

縦２４６ｍｍ×横１５４ｍｍ

・写真、色彩書面等 ：ＪＰＥＧフォーマット

画素密度２００ｄｐｉ

ＪＰＥＧ圧縮形式

縦２４６ｍｍ×横１５４ｍｍ

イメージファイルのファイル名は以下の規準に従って付与する。

ファイル名： （受付番号 ＋ 一連番号）．ファイル拡張子

受付番号 ・・・・・電子化する書類に付与される書類番号

一連番号 ・・・・・電子化する書類内で"0001"から一連に付与する（ｾﾞﾛｻﾌﾟﾚｽしない）

ファイル拡張子・・・ＴＩＦＦの場合".tif"、ＪＰＥＧの場合".jpg"を設定する

但し、特許、実用新案登録の場合のイメージは、ＴＩＦＦのみの設定となる。

（４）例外処理

添付物件の電子化における例外処理を以下に示す。

① 用紙を横長に用いて記載

用紙を横長に用いて記載してきた場合は、逆時計方向に90°回転し電子化する。

② 規定の大きさより大きい用紙を用いて記載している場合

規定の大きさに縮小して電子化する。



第７章 更正申請の電子化
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７．１ 前提条件

更正申請は、電子化されたデータの内容を訂正する機能である。

（１） 対象となる書類は、ＳＧＭＬで電子化する全書類とする。

（２） 更正は、先に電子化した更正対象案件により行う。

（３） ＸフォーマットからＳＧＭＬへの更正は行わない

（新規のＳＧＭＬ書類としてエントリする）
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７．２ 概 要

更正作業は、先に電子化した該当の更正対象案件の更正箇所を明記した書類を基に修正を行う。

また、管理情報に更正申請の情報を設定する。

更正対象案件は、ＤＶＤ内に管理文書・主文書・外部実体がｔａｒコマンドでアーカイブされて

格納されている。
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７．３ 更正申請の発注

（１） 発注の構成

・発注伝票

・更正申請対象案件の抽出電子データ（ＤＶＤ）

・更正申請対象案件抽出パラメータリスト（書類修正用書類抽出リスト）

・更正申請依頼書（修正内容、再方式審査の要否等）

・更正対処箇所を明記した書類

・イメージ入力原稿（イメージの修正がある場合のみ）

（２） 発注方法

・更正申請対象案件の電子データは、ＤＶＤに格納して発注される。

（３） ＤＶＤの格納構造

・更正する案件単位に管理文書・主文書・イメージ（外部実体）をtarで

アーカイブする

・上記を一つづつｔａｒコマンドでＤＶＤに格納

（１つのＤＶＤに複数のtarが存在する（更正する案件分のtarが格納されている））

・意匠と商標は分けられてＤＶＤに格納される。

・更正申請対象案件のＤＶＤ格納イメージを以下に示す。

（注）管理文書、主文書はＳ-ＪＩＳコードを使用

tar形式

当該願書 当該願書 当該願書

Ｓ-ＪＩＳ 管理文書 管理文書 管理文書

ｺｰﾄﾞ

主文書 主文書 主文書

外部実体 外部実体 外部実体

tarコマンド

ＤＶＤ
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７．４ 更正作業

（１） 更正対象箇所の修正

更正対象箇所の修正は、更正対象箇所の明記された原本（紙）に基づき先に電子化

した該当の更正対象案件の修正を行う。

（２） 管理情報の設定

管理情報（更正申請の情報）の設定は、更正の内容により次の通り行う。

項 目 名 ﾊﾞｲﾄ数 属性 設 定 内 容

書類分類コード ８ Ｃ 大区分＋四法＋中間コード

四法区分 １ Ｃ 当該電子化データの四法をセット

出願番号 *1 10 ９ 当該電子化データの出願番号をセット

審判番号 9or10 ９ 当該電子化データの審判番号をセット
2006年以前の審判番号は9桁
2007年以降の審判番号は10桁

登録番号 V ９ 当該電子化データの登録番号をセット

整理番号 V Ｃ 当該電子化データの整理番号をセット

出願日 ８ ９ 当該電子化データの出願日をセット

出願時刻 ６ ９ 更正により受付日または提出日が変わった場合
は、タグを削除する。（タグが存在する場合）

受付日 ８ ９ 当該手続の受付日をセット。
タグ『出願時刻』が存在する場合は、タグ『出願
時刻』を削除する。

提出日 ８ ９ 当該手続の提出日をセット。
タグ『出願時刻』が存在する場合は、タグ『出願
時刻』を削除する。

受付形態 ３ ９ 更正申請をセット

データエントリ付与情報 － －

カラー２値フラグ １ Ｃ 更正後データに含まれるイメージにより以下の
コードを設定

１：更正後データにJPEGﾌｧｲﾙが一つでもある
０：全てのｲﾒｰｼﾞﾌｧｲﾙがTiffﾌｧｲﾙである

または、ｲﾒｰｼﾞﾌｧｲﾙが存在しない

標準文字内容 V Ｋ 当該電子化データの標準文字の内容をセット。
詳細は
「（４） 標準文字内容の更正申請について」を
参照。

データエントリ日付 ８ ９ 更正データを作成した日付をセット

*1：書換申請の場合は申請番号が設定される
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更正申請 － －

更正申請フラグ １ Ｃ 更正の内容によりコードを設定
３：書誌＋図面の更正

再方式審査の要否 １ Ｃ 電子記録基準管理班データエントリ管理班の指示
により設定

１：再方式要
（不要の場合はタグの設定を行わない）

四法区分 １ Ｃ 更正により四法区分が変わった場合は、更正前
の四法区分のコードを設定。
四法区分の変更がない場合は、設定なし。

３：意匠、 ４：商標

出願番号 *1 10 ９ 更正により出願番号が変わった場合は、更正前
の出願番号を設定。

“XXXXXXXXXX” 西暦年＋号

原願電子化情報 － －

原願電子化フラグ １ Ｃ タグを削除する。 （タグが存在する場合）

標準文字妥当性 １ Ｃ 更正した結果のデータにより設定する識別フラグ

上記以外の項目は、初期値または設定なしとする

（３） 音声ファイルの更正申請について

音声ファイルを削除する場合・・・・・・発注書類は音声ファイルの関連タグ、および音声ファイル
が削除されている状態であるため、管理情報のみ正しく設
定し、データエントリを行う。

音声ファイルを追加、変更する場合・・・発注書類は音声ファイルの関連タグ、および音声ファイル
が削除されている状態であるため、管理情報を正しく設定
し、追加または変更となる音声ファイルの関連タグおよび
音声ファイル自体を設定し、データエントリを行う。

（４） 標準文字内容の更正申請について

標準文字に関する更正申請を行った場合において、
更正申請後の主文書に【標準文字】が設定されており、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下に
記載されている標準文字の内容がテキストで設定されている場合

・・・管理情報のタグ<標準文字内容>は設定しない。

標準文字に関する更正申請を行った場合において、
更正申請後の主文書に【標準文字】設定されており、タグ<商標登録を受けようとする商標>配下に
記載されている標準文字の内容がイメージで設定されている場合

・・・管理情報のタグ<出願ソフト付与情報>配下にタグ<標準文字内容>
が設定されている場合は、そのタグを削除した上で、タグ<データ
エントリ付与情報>配下のタグ<標準文字内容>に、更正申請後の主
文書に設定されている標準文字イメージの内容を設定する。

標準文字出願から標準文字出願以外への更正申請を行った場合

・・・管理情報のタグ<標準文字内容>が存在する場合はタグを削除する。
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空白ページ
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７．５ 電子化データ

更正作業後、管理情報ＳＧＭＬ、申請書類ＳＧＭＬ、イメージファイルをＭＩＭＥに

よりアーカイブし、更正済み電子データを作成する。
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７．６ 納 品

（１） 納品物

・納品伝票

・更正済み電子データ

・納品リスト等

（２） 納品方法

・データの納品は、ネットワークを使用してデータ転送。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０章    緊急避難案件の電子化 

 



１０－１ 

 １０．１  前提条件 

 

    緊急避難案件とは、オンライン出願をしようとしたところ回線の障害・送信データ量の制限等によりオンライン

出願ができなかったために、緊急避難用磁気ディスク（ＣＤ－Ｒ、ＦＤ）に記録した案件を指す。 

    緊急避難案件は次の前提により、電子化を行う。 

 

 

   （１） 緊急避難案件は、ＣＤ－Ｒ又はＦＤに記録されている。 

       ＣＤ－Ｒ、ＦＤの記録構造、記録されているデータ仕様については、緊急避難案件を記録した出願ソフト

の仕様書を参照。 

 

   （２） 緊急避難案件は、新規の紙申請として発注されるので、紙申請として電子化を行う。 

 

   （３） 緊急避難案件は、電子化（ＤＥ）手数料の徴収は行わない。 

 

 



１０－２ 

 １０．２  発 注 

 

     （１）  発注の構成 

 

                  ・発注伝票 

 

                  ・緊急避難用磁気ディスク（ＣＤ－ＲまたはＦＤ） 

 

 

 

        注）“緊急避難用磁気ディスク”は、新規の申請の発注における“受付包袋”に相当する。 

          また、“緊急避難用磁気ディスク”に記録された書類のＸＭＬは、“受付包袋”の中の 

          申請書類に相当する。 

 

 

 



１０－３ 

 １０．３  緊急避難案件の電子化 

 

   （１）緊急避難案件の電子化 

 

     緊急避難案件の電子化では、書類情報（ＭＩＭＥファイル）を次のように作成する。 

 

        ① 管理情報ＳＧＭＬ 

 

           データエントリ機関で、管理情報ＳＧＭＬを作成し、書類情報（ＭＩＭＥファイル）に格納する。 

 

管理情報ＳＧＭＬは、「５．２章 管理情報仕様」に従い、作成する。 

           なお、緊急避難案件の電子化の場合、管理情報を作成するときの入力である個別案件は、 

緊急避難用磁気ディスクに記録されている申請書類ＳＧＭＬになる。 

 

      ② 申請書類に関するファイル 

 

           緊急避難用磁気ディスク（ＣＤ－ＲまたはＦＤ）に記録されている申請書類に関するファイルを、 

ファイル名だけ修正（下記、注参照）して書類情報（ＭＩＭＥファイル）に格納する。 

 

注）ファイル名の修正について 

        緊急避難案件は出願ソフトが作成するため、紙出願の場合と異なる仕様でファイル名が 

設定されている。よって、緊急避難案件を電子化する際に、書類に関するファイルのファ

イル名を紙出願に合わせたファイル名に修正する必要がある。（ファイル名の先頭１１桁

を受付番号に修正します。） 

        なおイメージのファイル名を修正した場合は、それをリンクしているＳＧＭＬ内のファイ

ル名、実体名についても修正することになる。 

 

 

        緊急避難案件を電子化するに当たり、不明な点がある場合は、出願支援課に問い合わせをすること。 

 

 



１０－４ 

 

  例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面 

イメージ 

図面 

イメージ 

申請書類 

ＳＧＭＬ 

JPOSGMLDOC1P.SGM 

JPOSGMLDOC10002.JPG 

JPOSGMLDOC10001.JPG 

<!DOCTYPE DES-APP-DOC PUBLIC ・・・ [ 

<!ENTITY FJPOSGMLDOC10001 SYSTEM "JPOSGMLDOC10001.JPG" NDATA JPEG> 

<!ENTITY FJPOSGMLDOC10002 SYSTEM "JPOSGMLDOC10002.JPG" NDATA JPEG>]> 

<DES-APP-DOC> 

<APPLICATION-A63> 

・・・ 

</APPLICATION-A63> 

<DRAWING-ARTICLE> 

  <DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME> 

  <FIGURE-GROUP> 

    <TITLE>正面図</TITLE> 

  <IMAGE FILE-NAME="FJPOSGMLDOC10001" HEIGHT="61" WIDTH="82"> 

  </FIGURE-GROUP> 

  <FIGURE-GROUP> 

    <TITLE>右側面図</TITLE> 

  <IMAGE FILE-NAME="FJPOSGMLDOC10002" HEIGHT="61" WIDTH="82"> 

  </FIGURE-GROUP> 

</DRAWING-ARTICLE> 

</DES-APP-DOC>  

緊急避難案件の 

電子化 

図面 

イメージ 

図面 

イメージ 

申請書類 

ＳＧＭＬ 

10400100101P.SGM 

104001001010002.JPG 

104001001010001.JPG 

<!DOCTYPE DES-APP-DOC PUBLIC ・・・ [ 

<!ENTITY F104001001010001 SYSTEM "104001001010001.JPG" NDATA JPEG> 

<!ENTITY F104001001010002 SYSTEM "104001001010002.JPG" NDATA JPEG>]> 

<DES-APP-DOC> 

<APPLICATION-A63> 

・・・ 

</APPLICATION-A63> 

<DRAWING-ARTICLE> 

  <DOCUMENT-NAME>図面</DOCUMENT-NAME> 

  <FIGURE-GROUP> 

    <TITLE>正面図</TITLE> 

  <IMAGE FILE-NAME="F104001001010001" HEIGHT="61" WIDTH="82"> 

  </FIGURE-GROUP> 

  <FIGURE-GROUP> 

    <TITLE>右側面図</TITLE> 

  <IMAGE FILE-NAME="F104001001010002" HEIGHT="61" WIDTH="82"> 

  </FIGURE-GROUP> 

</DRAWING-ARTICLE> 

</DES-APP-DOC> 

ファイル名の先頭１１

桁を受付番号に修正す

る。 

イメージファイル名を修正した

場合は、それをリンクしているＳ

ＧＭＬ内のファイル名、実体名に

ついても修正する。 



１０－５ 

 

 （２）概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （ⅰ） 書類に関するファイルをファイル名だけ修正して、書類情報（ＭＩＭＥファイル）に格納 

      （ⅱ） 管理情報ＳＧＭＬはデータエントリ機関で作成し、書類情報（ＭＩＭＥファイル）に格納 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急避難用磁気ディスク 

（ＣＤ－Ｒ又はＦＤ） 

図面 

イメージ 

図面 

イメージ 

申請書類 

ＳＧＭＬ 

緊急避難案件の電子化 

ＭＩＭＥ 
書類情報 

図面 

イメージ 

図面 

イメージ 

申請書類 

ＳＧＭＬ 

管理情報 

ＳＧＭＬ 

書類に関する

ファイル 

管理情報 

書類に関する

ファイル 

（ⅰ） 

（ⅱ） 



１０－６ 

 １０．４  納 品 

 

 

    納品物、納品方法については、新規の紙申請をデータエントリしたときと同様。（第３章参照） 

 

 

    なお、“緊急避難用磁気ディスク”が、新規の申請の納品における“受付包袋”に相当し、緊急避難用 

磁気ディスクに記録された“書類のＸＭＬ”が受付包袋の中の“申請書類”に相当する。 

 

 

 



添付１２－１－１

受付番号体系について
１桁目 申請形態種別
２桁目
３桁目
４桁目 ＤＥ機関コード
５桁目
６桁目
７桁目
８桁目
９桁目
１０桁目
１１桁目

（※）書類識別一連番号（4桁目～7桁目）について

1) 申請形態種別（1桁目）が1～4の場合 ※窓口クレカは1桁目が1の場合のみ
０００１～０２８０ 特許、実用、ＰＣＴ 特許、実用
０２８１～０５６０ 納付書等
０５６１～０８００ 手書き（特許、実用）
０８０１～０９００ 日付相違（特急）
０９０１～１０００ 再ＤＥ
１００１～１８００ 意匠、審判、商標（中間）
１８０１～１９００ 日付相違（特急）
１９０１～２０００ 再ＤＥ
２００１～２８００ 商標（願書）
２８０１～２９００ 日付相違（特急）
２９０１～３０００ 再ＤＥ
３００１～３２８０ 特許、実用、PCT
３２８１～３５６０ 納付書等
３５６１～３８００ 手書き（特、実）
３８０１～３９００ 日付相違（特急）
４００１～４８００ 意匠、審判、商標（中間）
４８０１～４９００ 日付相違（特急）

５００１～５８００ 商標（願書）
５８０１～５９００ 日付相違（特急）
６００１～６８００ 中間書類
６８０１～６９００ 日付相違（特急）
８００１～８８００ 中間書類
８８０１～８９００ 日付相違（特急）
８９０１～ 再ＤＥ

2)申請形態種別（1桁目）が6の場合
０００１～０３９９ 単独書類
０４０１～０５９９ ダミーパンフ
０６０１～０７４９ 分割書類
０７５１～０８９９ 公開パンフ、19条、34条
０９０１～０９９９
１００１～１８９９ 公開パンフ、19条、ISR等
１９０１～１９９９ 国際公開（ダミー） RODO連携
２００１～２８９９ 図面配列表切りだし
２９０１～２９９９
３００１～３８９９ 日本語職権（19条）
３９０１～３９９９ 日本語国際公開（職権） RODO連携
４００１～４１９９ 選択の通知
４２０１～４４９９ 特許性に関する予備報告
４５０１～４７９９ 国際予備審査報告
４８０１～４８９９ 非公式コメント
４９０１～４９９９
５００１～５７９９ 特急案件
５９０１～５９９９
６００１～６９９９ 優先権証明書
７００１～７９９９ 要約図職権
８００１～８９９９ 秘密の写し ハーグ
９００１～９９９９ 公表の写し ハーグ

商標（願書）

西暦の下二桁

一連番号

書類識別一連番号（※）

特許、実用

意匠、審判、商標（中間）

特許(窓口クレカ）
実用(窓口クレカ）

意匠(窓口クレカ）
審判(窓口クレカ）
商標（中間）(窓口クレカ）

商標（願書）(窓口クレカ）

ハーグ(窓口クレカ）

ハーグ

１：紙窓口
２：紙郵送
３：FD窓口（平成１１年から手続廃止）
   特殊申請（令和６年１月から手続開始）
４：FD郵送（平成１１年から手続廃止）
５：オンライン
６：IB書類（国際出願系）
７：援用（※）
８：原願（※）
９：更正（※）

（※）受付番号としては使用せず、発注番号とし
て使用する。

０、１、２：ＤＥ機関（国内書類）
８、９：ＤＥ機関（ハーグ関連書類）



添付１２－２－１

発注番号構成表

発注番号（数字９桁）は、以下の数字の組み合わせで構成される。

[発注番号] （A～Dのアルファベットは、それぞれ０～９の数字に対応する）

ABBCCCCD
A・・・申請形態　　（【表１】参照）

BB・・・年　（西暦下２桁）

CCCC・・・発注単位の管理番号（先頭１桁はＤＥ機関コード）　（【表２】参照）

D・・・枝番　（再エントリの数）

【表１】申請形態

申請形態

1

2

3

4

5

6

7

8

9

【表２】発注単位の管理番号（先頭１桁はＤＥ機関コード）

申請形態 発注単位の管理番号 備考

0001～0280

0281～0560

0561～0800

0801～0900

0901～1000

1001～1800

1801～1900

1901～2000

2001～2800

2801～2900

2901～

3001～3280

3281～3560

3561～3800

3801～3900

4001～4800

4801～4900

5001～5800

5801～5900

6001～6800

6801～6900

8001～8800

8801～8900

8901～

8001～8999

9001～9999

0001～1000

1001～1300

1301～

0001～1000 特許・実用

1001～ 意匠・商標

0001～1000

1001～1300

1301～1500

1501～1999

8001～8999

商標（願書）
商標（願書）(窓口クレカ）

日付相違（特急）

中間書類
ハーグ(窓口クレカ）

日付相違（特急）

特許(窓口クレカ）
実用(窓口クレカ）

納付書等

手書き（特、実）

日付相違（特急）

意匠、審判、商標（中間） 意匠(窓口クレカ）
審判(窓口クレカ）
商標（中間）(窓口クレカ）

日付相違（特急）

書類修正（ハーグ）

種別

特許、実用、PCT

納付書等

手書き（特、実）
特許
実用

意匠援用合体

特許、実用、PCT

商標（願書）

再ＤＥ

７

８

９

特、実援用合体

商標援用合体

原願（XMLフォーマット）

原願（SGMLフォーマット）

中間書類

書類修正（審判）

書類修正（特、実、PCT）

書類修正（意匠）

書類修正（商標）

日付相違（特急）

再ＤＥ

意匠、審判、商標（中間）

日付相違（特急）

再ＤＥ

商標（願書）

6
秘密の写し

ハーグ
公表の写し

１又は２
又は３

※窓口ク
レカは1
のみ

ハーグ日付相違（特急）

再ＤＥ

日付相違（特急）

意匠
審判
商標（中間）

原願

更正

申請内容

紙申請（窓口）

紙申請（郵送）

FD申請（郵送）

オンライン申請

PCT

援用

FD申請（窓口）
2024年1月以降は特殊申請
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国際登録番号＋意匠番号と出願番号の一覧表フォーマット 

 

項番 国際登録番号 意匠番号 出願番号 

1 DM/092313   001 2016500001 

2 DM/092313   002 2016500002 

3 DM/092313   003 2016500003 

4 DM/092313   004 2016500004 

5 DM/092313   005 2016500005 

6 DM/092313   006 2016500006 

7 DM/092313   007 2016500007 

8 DM/092313   008 2016500008 

9 DM/092313   009 2016500009 

10 DM/092313   010 2016500010 

11 DM/094355   001 2016500011 

12 DM/094355   002 2016500012 

13 DM/094355   003 2016500013 

14 DM/096758   001 2016500014 

15 DM/096758   002 2016500015 

16 DM/096758   003 2016500016 

17 DM/096758   004 2016500017 

18 DM/096758   005 2016500018 

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

31    

32    

33    

34    

35    

36    

37    

38    

39    

40    

41    

42    

43    

44    

45    

46    

47    

48    

49    

50    

 



添付１２－４－１ 

（ハーグＳＧＭＬ） 

電 子 化 指 示 メ モ 

 

１．電子化対象書類名 

 

 

 

 

 

 

 

２．電子化指示範囲  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付日 



添付14－1

新規性喪失の例外適用申請書

【書類名】　　　　　　新規性喪失の例外適用申請書
【特記事項】　　　　　意匠法第６０条の７第１項の規定により意匠法第４条第２項の
　　　　　　　　　　　規定の適用を受けようとする意匠登録出願
【提出日】　　　　　　平成２９年　７月　１日
【あて先】　　　　　　特許庁長官殿
【事件の表示】
　　【出願番号】　　　意願２０１７－５６７８９０
【意匠登録出願人】
　　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関１丁目１番地１号
　　【住所又は居所原語表記】　１－１，　Ｋａｓｕｍｉｇａｓｅｋｉ　１－ｃ
　　　　　　　　　　　ｈｏｍｅ，　Ｃｈｉｙｏｄａ－ｋｕ，　Ｔｏｋｙｏ
　　【氏名又は名称】　意匠株式会社
　　【氏名又は名称原語表記】　ＩＳＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
【代理人】
　　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関２丁目２番地２号
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】　代理　太郎



添付14－2

個別指定手数料返還請求書

【書類名】　　　　　　個別指定手数料返還請求書
【整理番号】　　　　　Ｄ２９－００１
【提出日】　　　　　　平成２９年　７月　１日
【あて先】　　　　　　特許庁長官殿
【事件の表示】    
　　【出願番号】　　　意願２０１７－５６７８９０
【返還請求人】
　　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関１丁目１番地１号
　　【住所又は居所原語表記】　１－１，　Ｋａｓｕｍｉｇａｓｅｋｉ　１－ｃ
　　　　　　　　　　　ｈｏｍｅ，　Ｃｈｉｙｏｄａ－ｋｕ，　Ｔｏｋｙｏ
　　【氏名又は名称】　請求　太郎
　　【氏名又は名称原語表記】　ＴＡＲＯ　ＳＥＩＫＹＵ
【代理人】
　　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関２丁目２番地２号
　　【弁理士】
　　【氏名又は名称】　代理　太郎
【返還原因】　　　　　ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ、ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ
　　　　　　　　　　　ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ。ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ
　　　　　　　　　　　ＫＫＫ、ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ、ＫＫＫＫ
　　　　　　　　　　　ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ
　　　　　　　　　　　ＫＫＫＫＫＫＫＫ。ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ。
【納付済金額】　　　　９９９９ 
【返還金振込先】
　　【金融機関名】　　○○銀行○○支店
　　【口座種別】　　　普通預金
　　【口座番号】　　　１２３４－１２３－１２３４５６７
　　【フリガナ】　　　ダイリ　タロウ
　　【口座名義人】　　代理　太郎
【提出物件の目録】
　　【包括委任状番号】　１２３４５６７




